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有明高専電子計算機室の運営改善の一方策について

荒木三和夫・山下 巌

く昭和55年9月20日 受理〉

A proposal for the improvement on management 
of the computer center in the Ariake 

Technical College 

Owing to the introduction of the computer, the computer programming education 

for the students in the Ariake Technical College and the study for the teachers 

have made remarkable progress. 

However, considering the recently rapid development in this field, it seems that 

our management of the computer center is old-fashioned. 

Then, newly introducing the computer in this year, we report a proposal for 

the inprovement on management of the computer center. 

Mrcmo ARAKI and IwAo YAMASHITA 

1. まえがき

本校電子計算機室は，昭和 48年度 FACOM230-

25電子計算機組織を導入し，昭和49年5月発足し

た．関所当時は主記憶容量 32KB，磁気ディスク 1台

他のハードウエア構成と穿孔機2台のシステムであっ

た．その後カード穿孔機を昭和 50年 1台，昭和 52年

2台増設し，昭和 53年九州芸術工科大学よりの配置

替えにより主記憶容量を 64KBl乙磁気ディスク装

置（5MB) 1台増設，更に磁気テープ装置2デッキを

増設し現在に至っている．電子計算機の運営方針の決

定等には教務主事を長とし，各学科，一般科より 1名

選出の委員による電子計算機運営委員会が乙れに当

り，室の要員としては室長，パンチャ各1名で発足

し， 昭和 53年主任 1名が加わり運営に当っている．

本校は当初から学生の演習用としてはクローズ方式を

とり，オペレータ要員が高専においては皆無のため，

各学科，事務部よりの当番制によるオペレータの応援

を受け，オペレーションを行って来た．乙の要員問題

は電子計算機室の最も重要な課題の一つであろう．現

代は情報化社会と称せられ電子計算機に対する要望は

年々増加し，ソフトウェアの基礎は技術者により不可

欠のものとなりつつある．本校における情報教育は電

子計算機を用い，演習を中心とするソフトウェアの教

育を行い，将来実社会において研究あるいは業務のた

めの基礎的な技術の修得をめざすものであり，乙のた

めには，学生の正規演習以外の自発的な多くの電子計

算機利用が望ましく，その利用度の増大を期待するも

のである．電子計算機室の設置はもとより熱望久しき

設備であり，学生の利用度も期待に反せず増大の傾向

にあった．しかるに，近年漸次利用度の増加を期待し

得ない状態にあり，当事者として憂慮にたえない．そ

の要因を探究し，乙れに対する方策を講ずる乙とは急

務であり，その方策の一方法を提案し，実施方式につい

て現時点に立脚した具体的展望を試みる ζ ととする．

2. 電子計算機室運営改善の一方策

先に述べた本校電子計算機室利用度の鈍化の要因と

しては，本校独自のものと全般共通の要因があると思

われる．本校独自の要因として先ず挙げられるものと

しては，その所在位置にあると思われる．本校電子計

算機室は図書館3階にあり， ζの位置は図書館建設と

同時に決定されていた．この位置は当初は文献 1に述

べられているメリットが強調されていたが，反面利用

者の立場より， 3階と云う位置が利用についてのデメ

リットとして作用していると思われる．更に，図書館

の管理上，また職員の勤務時間等から，使用可能の時

間帯に制限があり，カード穿孔機も時聞に制限なく使

用することが困難である等の不利がある．次に一般的

な要因としては，最近の学生の学力低下も考えられ

る．情報処理教育については各指導教官よりの課題の

消化に懸命の学生が多く，自ら高度の課題を求めるケ

ースは少なくなりつつある． また本校の電子計算機

組織は発表後 10年以上を経過し，その OSである
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BOS Eは Versionupが重ねられてきたにも拘らず

大きな進展は期待出来ず， FORTRANの入出力用の

FORMATの書法の繁雑さ等も利用度不振の原因のー

っと考えられる．乙れ等の問題を解決する一方法とし

て， ミニコンピュータを用いたデータステーションの

設置を考えた．とのデータステーションは電子計算機

室に設置された CPU と各学科棟の CRT端末を接

続し会話型 TSS方式による操作を行うもので，言語

として ANSIFORTRAN-77を用いるものとする．

との CPU内にはタイマが組込まれ，電子計算機室職

員が退出後も各端末より計算が可能であり，前述の電

子計算機室の位置の不利を若干解消し得るものと思わ

れる．また FORTRAN-77 は， JIS-7000 レベルの

FORTRANを大幅に改良されたもので，ホラリス定

数の代りに文字ストリングが書け，混合演算が可能で

ある等の大幅の自由さがあり，低学年の教育用とし

て，最適の優れた言語である. TSS方式は新しい方

式ではなく，他高専でも早くから実施していると乙ろ

も多い． しかし，その当時はタイプライタを用いる方

式で，現在の CRTを用いる方式に比し速度も遅く，

本校でも一応の検討は行われたがパッチ方式に比し学

生の利用度等の問題から不採用としたものである．今

度の TSS方式の導入は前記の問題の解決と同時に，

学生に対し端末を直接操作する乙とにより，電子計算

機lζ対する関心を高め得ると思われる． 乙の場合の

第1表周辺装置一覧表

言よ竺［ F230-25 

｜ 究示主主L RワAU"Q 

磁気ドラム｜韮霊這亙…
(DR) I私 262KB/S 

｜容量 5.2MB ｜容量 135MB
磁気デスク｜転送速度 ｜ （固定）
( D p) I 156 KB Is I転送速度 I 

I I I 885 K IS 

あト号取装 I:::!o枚 州 共 用

ラインプリン 1300--4附 ／分｜己目急
タ（LP) ｜カナ付136桁 I 1s6桁

紙テープ読取 I500 ;soo字／分 ｜ 
装置（PTR)I I 

x Yプロッタ｜ドラム方式 ｜ 
ex Y P) 1 400ステップ／S I 

コンソーJレ ｜タイプライタ I CRTディスプ
I (TYP)20字／SI レイ装置

ディスプレイ｜ I 1920字／画面
装置（Ds P) I I (24行×印字〉

磁気テープ装 l1600 /800 RPI I 1600 /800 RPI 
置 ｜ ｜転送速度

I I 43. 2/21. 6 KB/S 

CPUとしては主記憶 400KBとして TSS専用とし

て用いるものとした．本来乙の問題の解決のために

は，電子計算機組織の更新と同時に行うべきと考えら

れるが，乙の為iとは尚年月を要すると思われ，昭和55

年度特別設備「教育用データステーション」として予

FACOM 230-25 

主記富｜中央処理装置｜ねJ~ICPU
64KB I F3200 ｜装置

第1図 有明工業高等専門学校電子計算機室

システム構成図

算の申請を行なった．図らずも文部省をはじめ各方面

の御理解，御援助を得て予算化され，今55年乙のシ

ステムが実現する運びとなった．乙のデータステーシ

ョンの計画は一応のモデJレ計算機を考慮しての立案で

あったがモデル計算機である PANAFACOMDSー7

が設計変更されたためとの計算機を用いての計算を断

念し， FORTRAN-77を会話型 TSS処理可能であ

り，自動運転可能な計算機種を求め，機種選定委員会

の審議を径て第2図に示す電子計算機組織 FACOM

M-130Fを導入する乙とを決定した．乙の計算機組織

は主記憶容量 lMB，磁気ディスク（135MB) 2台，

磁気テープ装置2デッキ等より構成される. CRT端

末は，電子計算機室内演習室に当初 2台設置されるだ

けであるが， 昭和 56年度機械工学科， 電気工学科，

工業化学科，建築学科の各学科棟，一般科数学科，実

習センタおよび電子計算機室 1台増設を加え 9端末と

なる予定である．

乙のシステムはオペレーティングシステム OS町／

X8を有し， AIF(Advanced Interactive proces-

sing Facility）なる効果的会話型 TSS システムを

有しパッチ処理とも並行可能である大型の OSであり
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Vふ｜｜
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第 2図 教育用データステージョンシステム構成図

FACOM M-130F 

1 MB 

mum）
 

⑦

①

 
F614Al/A2 

1600/BOORPI 
F6411A 

135MB×2 

必ず教育効果を挙げ得るものと信じている．また乙の

システムは最新のシステムであり，有効な他の言語，

例えば PASCAL,PL /Iの使用が期待出来， M シリ

ーズの多くの周辺機器の接続が可能であり，拡張性に

富むシステムである．尚電子計算機室には最低5台ま

で CRTを増設出来得る様希望する．現システムのま

ま， 乙の端末は接続可能である． このシステムは55

年 12月導入の予定であり，導入後更に解決すべき問

題点が多く存在するであろうと思われる．乙れらの問

題については後日報告する乙ととする．

3. ポストデータステーションの問題点

前述のデータステーションの導入により一部の問題

点を解消し得ると思われるが尚問題は残る．第 1は

電子計算機室要員の問題である．会話処理機能を有す

る TSS方式の導入は端末の数に経費上の制限があ

り，パッチ処理も並行処理すべきであるが，予算の関

係上カードリーダーを F230-25と共用する乙ととし

ているが，乙の切換は現在簡単ではなく， 当初 TSS

のみとし，パッチ処理は F230-25で行うこととなろ

う．データステーションの導入後も本電子計算機室の

主力計算機は F230-25であり，オペレータを必要と

する．乙の問題は F230-25の更新時に十分考慮すべ

き問題であるが，可能な限り早期にカフェテリア方式

へ移行し，簡単な場合には学生自身によるオペレーシ

ョンへ移行すべきである．

乙のためには，機械室を区分し，カード読取機，ラ

インプリンターを移す乙とを計画している． このため

には多額の経費を要し容易ではないが努力して行く必

要があろう．乙の方式の実現後は現オペレータの教官

の当番はプログラム指導教官として学生の情報処理教

育に専念されるととを希望している．次にプログラム

の入力方法としては，旧来の紙カード方式をカードレ

ス方式へ移行するが望ましく，改善すべき分野の一つ

である．また入力の方法として OCRも考慮すべき機

器の一つであり，とれによる入力法の研究も早急に行

われるべきである．次iと今後の問題として重要な事は

データステーション M-130Fシステムと F230-25の

更新の関係であり，乙の問題は本校独自の課題である

が重要な事であり研究を要する. M-130 Fは TSS専

用機とすべきとの説もあるが，結論に至っていない。

LSIの進歩によるマイクロコンピュータの発達は眼を

見張るものがあり， TSS方式は過去のものとなり，

主記憶 lMB以上の高級な OSと言語を備えた個人用

のマイクロコンピュータが教育の場に適しその時は近

いとある雑誌は伝えているが，現教育の場では TSS

は尚有効な方式と信ずる．マイクロコンピュータに関

する教育は工科系の学校においては，何れの学科にも

関連がある必須の学科目と考えられるが，それは各学

科において考慮さるべき事であるが，電子計算機室に

おいても一応の指導が可能となるよう機器と資料の整

備が望ましい．

終りに空調の問題にふれる. CPUは自動装置によ

りコンソーノレの指示lとより自動停止を行うが，尚空調

の停止は別に考慮すべきであるが，機械室は多少の熱

容量を有しており，小時聞の運転は可能であると思わ
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れ導入後の研究課題のーっと思われる．現在の利用傾

向からみる時，卒業研究が1月， 2月の寒冷時に多

く，乙の問題は 1年を通じてのデータを用いて研究す

べきであるが，解決の方向を見出し得ると思われる．

4. 結 五ロ－－＝ロ

電子計算機室の運営を担当し 3ヶ年を経過した。乙

の閲磁気ディスクは2台となり，磁気テープも設置さ

れ，主記憶容量は倍増し，本校においてシステムの編

集が可能となった．しかしながら眼を転ずれば，乙の

間新鋭電子計算機の主記憶容量は MB単位となり，

外部記憶容量の単位も百 MBで数えられる状態にあ

り， OS についてもソフトウエアについても，彼我の

聞には隔世の感があり吾々は非力感を強く感じてい

た．新しく導入するデータステーションの主記憶は旧

システムの 31倍，外部記憶は54倍の容量を有する．

吾々も乙の新しいシステムを使用出来る乙ととなり無

上の喜びを感じている思えば昨日年提案し，直ち

に予算化された事は当事者の吾々にとり，喜びと共lと

鷺きであった．乙の事は本省当局の御理解，本校前校

長轟先生，故丸山事務部長をはじめ事務関係の方々の

御援助・御協力によるものであり深く感謝致します．

また機種選定については，各委員をはじめ校内の関係

教官に御協力戴きました．記して深く感謝致します．
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FACOM 230-25による倍精度複素数演算（第2報〉

山 下 巌

く昭和 55年9月19日受理〉

An Idea of Double Precision Complex Computation 
by F ACOM 230-25 ( Part 2 ) 

In this paper, a double precision computation of complex functions by F ACOM 

230-25 is presented. The values calculated by the computer in our school (i. e. 

F ACOM 230-25) is compared with the results computed by the computer in the com-

puter center in Kyushu University (i. e. F ACOM M-200). 

In conclusion, it is found that a double precision computation of complex fun-

ctions in the paper have the satisfactory accuracy of the calculation. 

lWAO YAMASHITA 

§1. まえがき

筆者は， FACOM 230-25の演算機能を，より一層

大型の計算機の演算機能に近づけるべく，乙れまでガ

sin z =sin (x+iy) =sin x coshy 

+ i cos x sinhy (4), 

cos Z二 cos(x+ iy) = cos x cosh y 

+ i(-sinxsinhy) (5), 

ンマ関数の倍精度演算1) あるいは倍精度複素数四則演 指数関数は

算2）などに於いて精度向上の方策としての一つの計算 ezニ ex+;,.=ex cosy+ i ex siny くの

法を提示してきた．本論文もその一環として倍精度複 対数関数は

素初等関数演算法について述べるものである． log Z二 logre;o = log r + i8 (7) 

F ACOM 230-25システムでは，元来複素初等関数

演算機能は有効桁数たかだか7桁程度の単精度しか有

しておらず，倍精度の演算は致底望めない．そ乙で，

倍精度複素数演算を充実するために前報の倍精度複素

数四則演算に加えて，今回新たに倍精度の複素初等関

数演算のプログラムを作成したので発表する．

§2. 複素初等関数計算法

我々が，通常良く用いると思われる関数として平方

根，三角関数，指数関数及び対数関数を取上げ計算法

をのべる．

複素数を

z=x+ iy (x,y；実数， i＝〆二王〉 (1), 

又は

z = re10 (rニ （x2+yり112,(} = tan-I(y/x)) 

(2) 

とすると，平方根は

〆z＝〆丙iO= ,112 cos (8 /2) + i r1'2 sin (8 /2) 

く3),

三角関数は

により，それぞれ計算する．

複素初等関数演算に必要な実数関数演算，即ち（ 2)

式における平方根 （x2+Yり1/2及び逆三角関数tan-1

(y／ゅの演算，（3）式における三角関数 cos(8 /2), 

sin (8/2）の演算，（4), (5）式における双曲線関

数 coshy, sinh yの演算，（6）式における指数関

数 exp(x）の演算， (7）式における対数関数 logr 

の演算などは複素初等関数の精度を上げるために，多

倍長四則演算法を取り入れ40桁内外の精度が得られ

るように工夫した．以後とれらを多倍長実数関数演算

と称する．

多倍長実数関数の演算法はそれぞれ次の方法によ

る．平方根の演算は良く知られたニュートンの反復法

を用い，指数関数，三角関数，逆三角関数，対数関数

の演算は単純な級数展開により求める．即ち，平方根

〆aを求めるためには，次の反復公式

1＝÷（九十三） (8) 

により，第 n近似値んを出発値として，遂次近似

値 Xn+lを所要の精度に到達するまで繰り返し計算

し，その到達点におけるん刊を平方根〆互の値と



6 F ACOM 230-25による倍精度複素数演算〈第2報〉

する．指数関数は，次の級数展開

ex＝ず1竺
定ゴ1n!

(9) 

により，所要の精度に到達するに必要な項数の展開式

を用いる．三角関数は正弦関数と余弦関数を次の級数

展開と変換公式

. x 二記（－1)n+l~竺L
n=l (2n-1)! 

(10), 

cos Xニ sin(x＋π／2) (11) 

を用いて，所要の精度を得るに必要な展開項数をとり

計算する．逆三角関数は次の展開公式

oo -v2n-1 
tan-1x= 2J (-1）肘1一三一一一 (-1豆x三三 1)n=l (2n-1) 

(12) 

を用い，所要の精度に早く収束するよう次のような変

換公式によりパラメータ X の変域を修正する3).

JxJと1に対しては

tan-1x= ［π／4+tan-1{(JxJ-1)/(JxJ 

+1)}]sign(x) (13) 

を用い，さらに

tan-ix= 2 tan-1{x/(1十〆E平子〉〕 (14) 

を使って，パラメータ x の範囲が 0.1より小さな所

で計算できるようにする. xくOに対しては，次の変

換式

tan-1(-x）二一tan-1x (15) 

lとより，常に x>Oの範囲で計算できる． 対数関数

は展開式

1+y oo y2n-1 
log－一二22]－一一1-y 炉 12n-1

(16) 

に於て， (1+y)/(1-y)= x とおくと，

00 1 rx+1¥ 
logx=22J一一一－I一一 l (O<x<oo) 

炉 12n-1 ¥x-1) 

(17). 

乙れは xが 1に近い程収束が速いが， 一般には次の

ような性質

1 
log x = 2 n log x扇 (18) 

を使って， Jex十1)/Cx-1)I亘1/9即ち 0.8孟x豆

1. 25を満足するパラメータ xの範囲で， (17）式の

級数展開式iとより計算する．

倍精度複素平方根〆7 の計算は，（3）式IC示す通

り，多倍長の平方根の計算をし， rニ（X2十戸）112なる

平方根〆子を求める．さらに多倍長逆三角関数の計

算。＝ tan-1(y／めより 0を求め，最後に多倍長三

角関数の計算により cos(O/2), sin (0 /2）を求めて，

平方根〆7 の実部〆-rcos co/2），虚部〆rsin 

(0/2）とする．

倍精度複素三角関数 cosz, sin zの計算は（4)'

(5）式に示す通り，多倍長三角関数の計算より cosx,

sin xを求め， 多倍長指数関数の計算をして cosh 

X=  (ex十 e-x)/2, sinh xニ（ex-e-x)/2などの性質

を使って双曲線関数 coshx, si nh x, co sh y およ

び sinhyを求めて，正弦関数 sinzの実部 sinx 

co sh y，虚部 cosx sinh y とする．余弦関数 cos

zの実部は cosx cosh y，虚部は－sinx sinh y 

である．

倍精度複素指数関数 exp(z）の計算は（ 6）式に

示す通り，多倍長の指数関数と三角関数の計算から

expくのと cosy, sin yをそれぞれ求めて，指数

関数 exp(z）の実部 exp(x) cos y，虚部 exp(x) 

sin y とする．

倍精度複素対数関数 logzの計算は， (7）式に

示す通り多倍長の対数関数と逆三角関数の計算により

log rと 0を求めて，対数関数 logzの実部 logr 

と虚部 0とする．

§3. 流れ図及びプログラム

§2.節で論じた倍精度複素初等関数演算の流れ図

とプログラムを述べよう．しかしながら，乙の演算の

中で用いられる多倍長実数関数演算に関しては，流れ

図は省略しプログラムのみを付録としてのせる．乙の

多倍長実数関数，即ち平方根，逆三角関数，三角関

数，指数関数，双曲線関数及び対数関数の演算に関し

ては，それぞれ次のように主プログラム上で CALL

文により引用すると各関数の値が計算できる．

平方根については

CALL DLSQRT (X, Y, N) 

の命令lとより，もIXの値が Y IζN桁の精度で求ま

る．

逆三角関数については

CALL DLATAN (X, Y, N) 

の命令により， Tan-1X の値が Y l乙 N 桁の精度

で求まる．

三角関数については

CALL DLTRI (X, Y, N, J) 

の命令により， Jの値がOのときは cosX の値がY

l乙 ま た Jの値が 1の時は sinX の値が Y IC N 

桁の精度で求まる．

指数関数については

CALL DLEXP (X, Y, N) 

の命令により， expX の値が Y lζN桁の精度で求

まる．
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DCSQRT(XR,XI,SQR,SQI, N) 

RETURN 

図1 DCSQRTの流れ図

双曲線関数については

CALL DLHYP (X, Y, N, J) 

の命令lとより， Jの値か Oと1Iと対し， それぞれ

co sh X と sinhX の値か Y le N桁の精度で格納

される．

対数関数については

CALL DLALOG (X, Y, N) 

の命令lとより， logX の値が N 桁の精度で Y K求

まる．

以上の多倍長実数関数演算Jレーチンと前報に用いた

多倍長四則演算Jレーチン2）とを用いて倍精度複素初等

関数演算毎に説明する・ー

複素平方根計算の流れ図は図 1に，プログラムは図

2に示される．サブルーチン名は DCSQRTで，パラ

メータ XR,XI にそれぞれ求めたい平方根の引数の

実部と虚部が与えられれば， SQR,SQI にそれぞれN

桁の精度で所要の平方根の計算結果の実部及び虚部が

求まる．まず，（ 2）式におけるが十戸の値を計算し，

サブルーチン DLSQRTを二度用いて，（3）式にお

ける，112 を求める． さらに， サブルーチン DLA-

TAN，次に DLTRIを用いる乙とにより，（ 3）式の
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図2 DCSQRTのプログラム

cosぴ／2),sin(B/2）を求める．そしてが12cos (B /2), 

r112 sin (B /2）をそれぞれ複素平方根の実部 SQRと

虚部 SQIに格納する．

複素三角関数の流れ図を図 3に，プログラムは図 4

に示す．サブルーチン名は DCTRI，パラメータ XR,

XIはそれぞれ求めようとする三角関数の引数の実

部，虚部である. TR, TI には三角関数の計算結果の

実部及び虚部の値がN桁の精度で格納される． J=O 

の場合余弦関数， J=1の場合正弦関数の値が求まる．

まず，サブルーチン DLTRIにより，（ 4), (5）式

の sinx, cos xを求め， 次に DLHYPIとより，

(4), (5）式の coshy, sinh yを求め， J=O

の場合は cosx cosh yを複素余弦関数の実部とし

て TRに格納，－sinx sinh yを虚部として TI

に格納する. J=lの場合は sinx cosh y を複素

正弦関数の実部として TR に，虚部として cosx 

sinh yを TIに格納する．

複素指数関数計算の流れ図を図 5Iζ，プログラムは

図6に示す．サブルーチン名は DCEXP，パラメータ

XR, XIはそれぞれ求めようとする指数関数の引数の

実部，虚部である.ER, EI には指数関数計算の結果

の実部及び虚部がN桁の精度で格納される．まず，サ
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DCTRI(XR, XI, TR, TI,N,J) 

RETURN 

図3 DCTRIの流れ凶
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DCEXP(XR, XI,ER,EI, N) 

RETURN 

図5 DC EXPのi流れ図
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図6 DC EXPのプログラム

メータ XR.XLはそれぞれ求めようとする対数関数

の引数の実部及び虚部である. LGR, LGI には， そ

れぞれ計算された対数関数の結果の実部及び虚部がN

桁の精度で求まる． まず， サブルーチン KAKERU

図4 DCTRIのプロ グラ ム と TASUを用いて， （2〕式におけるが＋y2の値を

求め，サブノレーチン DLALOG Kより， ( 7）式の

ブルーチン DLEXPKより， (6）式の expx を log (x2十yりを求めた後， サブルーチン KAKERU

求め，サフツレーチン DLTRIKより， cos y, sin y lとより 0.5×log(x2十yりを計算すれば logrが求

を求めて， expx・cosy と expx •sin yの値 まる．次IL，サブルーチン DLATAN により Tan-1

を計算し，それぞれ複素指数関数の実部 ERと虚部 (y/x〕を求め，それを 0とする．乙のようにして求め

EI lこ格納する． た logrと 8を複素対数関数の実部 LGR と虚部

複素対数関数計算の流れ図は図 7K，プログラムが LGI にそれぞれ与える．尚，以上全ての複素初等関数

図8に示される．サフソレーチン名は DCALOG，バラ 演算ルーチンの中で使われている仮引数は全て倍長整
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図8 DCALOGのプログラム
RETURN 

図7 DCALOGの流れ図

表 1 計 結
一
算
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計
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F笠Yンt
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差関数 果 誤
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算 果

算関 数

表 2 計

計算法

結
一
計 結 果

文ルナ実部｜
2.000000000000000000000000000000000000020 

Rl 虚部 0.9999999999999999999999999999999999999989 
〆百平TI

FACOM M「 実 部 ｜
2.00000000000000000000000000000000000 

Jレーチン R2 虚部 1.00000000000000000000000000000000000 

I:: I 3.853738037919377321617528940463730667055 Rl 
-27. 01681325800393448809754375499215226162 

sin ( 3十 4i) 
3.8537380379193773216175289404637155 

R2 
虚 部 -27. 016813258003934488097543754992119 

I:: I -27.03494560307422464769480266827091348293 
R 1 

-3. 851153334811777536563337123053124569689 
cos ( 3 + 4 i) 

I:: I -27. 03494560307 422464 7694802668270817 
R2 

-3. 8511533348117775365633371230531164 

I:: I -13. 12878308146215808032755514537412835893 
R 1 

-15. 20078446306795456220348102334273780585 
exp ( 3 + 4 i) 

I:: I -13. 12878308146215808032755514537 4115 
R2 

-15. 200784463067954562203481023342730 

I:: I 1.609437912434100374600759333226187639531 Rl 
0.9272952180016122324285124629224288040571 

log ( 3 + 4 i) 

I:: I 1.6094379124341003746007593332261859 R2 
0.92729521800161223242851246292242831 

数型の配列名で，数値の置数方式は前報に詳しく述べ

ている＊．精度を与えるパラメ ータN と演算の種類を

与えるパラメータ Jに対してはパラメータチェックの

ための条件文をプログラムの中に組込んでいる．ただ

し，流れ図では省略している．即ち，精度を与えるパ

ラメ ータ N は最低8桁から最高 40桁の有効桁数を

取れる．三角関数の余弦関数と正弦関数の演算の区別

をパラメータ Jで与え，それぞれ0と1を対応させて

いる．上記条件を逸脱すれば，ただちに実行を停止す

るか，またはその旨のメッセージを印刷用紙上に出力

するようにしている．

§ 4. 計算結果及び考察

前述の複素初等関数演算ノレーチンの試用計算例を

あげ，計算結果を九州大学大型計算機センター FA-

COM M-200の4倍精度複素関数演算Jレーチン4）及び

参考文献 3）の巻末40桁数表を厳密な値の規準とし

てそれとの比較をしながら考察しよう．

まず，計算は明らかに結果を求める乙とのできる複

素数zIr.対する例，即ち

＊有明高専紀要第 16号の 1頁§ 2.を参照．

〆z=I＋＋亨Jニ cos号＋isinす ω

sinz＝ベi+ii）＝叫 c叫

icos互sinh...'.::.. (13), 
4 4 

…ニベを＋すi）ニ吋c叫？

+i（－吋 sinhT）仇

ez = e（｛叶） =e~·co寸＋ ie~s加 (15) 

及び

log Z=l似〆玄十〆互i)二 log2 +ii (16) 

に対する計算結果を表 1I乙示す．一般の複素数，

z = 3+4i=5ei8 , {) = tan-1(4/3) (17) 

に対して計算した結果は表 2Iζ与えられる．

表 1において参考文献 3）より引用した40桁数表

により計算した値を真値Tとして，本論文Jレーチンを

用い FACOM 230-25により計算した値を Rl，九州



有明工業高等専門学校紀要 第 17号

大学大型計算機センター FACOMM-200用関数Jレー

チンで計算した値を R2として，真値 Tから計算値

Rlまたは R2を引いた差の絶対値， 即ち JT-Rlj

あるいは JT-R2Jを誤差と考えて精度評価の規準と

した．確かに FACOMM-200 Jレーチンと同程度の精

度，あるいはそれ以上の精度が得られている乙とは表

1の誤差の欄を見れば明らかで、ある．次に表 2におい

ても FACOM 230-25 による本論文ルーチンの演算

結果は FACOMM-200用4倍精度関数ルーチンによ

る結果と比較し，ほとんど大差ない．

従って以上の結果から FACOM 230-25程度の小

型電子計算機に於いても，プログラム上で適当な工夫

をすれば，大型電子計算機の機能に精度面で一歩近づ

く乙とができるととが立証できた．ただ難点は計算時

聞をかなり要する乙とである．因みに表2の演算にお

ける FACOM 230-25による本論文ルーチンを使っ

た計算時間は関数〆z,sin z, cos z, exp z及び

log zそれぞれに対して 121秒， 163秒， 163秒，

130秒及び 98秒である＊．けれども計算時閣を犠牲に

しても自前の小型電子計算機に何とか大型電子計算機

と同程度の演算機能を持たせて活用範囲を広げ得ると

いう利点の方が大きいと思う．

11 

での工夫を試み，確かに計算時間の面で不利な点が存

在し，工夫そのものにもオリジナノレ性はないが，本校

lζ設置された小型電子計算機で，とにかくも大型電子

計算機と同程度の計算ができる乙とを立証できた．大

型電子計算機を身近かに自由に駆使できない本校の立

地条件に於いては，乙のように現存するシステムを有

効に生かせる様工夫せざるを得ない．しかしながら，

本校電子計算機室でも新規システムが来年度から本格

的に稼動する予定であり，ソフトウェアが十分整備さ

れれば前述のアイデアも本年度限りのものであろう．

従って，筆者がとれまで実施してきた FACOM

230-25の機能充実，ソフトウェア拡充の研究は本論

文で終りにする．尚，本論文の数値計算は本校電子計

算機 FACOM 230-25 と九州大学大型計算機センタ

- FACOM M-200 によって行われたととを付記す

る．

§ 5. あとがき

筆者は FACOM 230-25の機能を充実させるため

に，大型電子計算機の持っている機能を一つでも

F ACOM 230-25に持たせ得るならばとプログラム上

＊各関数サブルーチンは実行形式の形でディスク上

にライブラリーファイルとしてファイノレされたも

のを呼出して用いる．
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付録2 DLATANのプログラム

c 骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨・・・・・骨骨長骨骨骨骨骨骨骨 COS! 

CALL TASUCX 
DO 8 l=l, 

8 x Cl. 
l CON" 

亡 骨骨骨骨骨考会 CONSTANT DEFINE 骨骨骨骨骨骨 SINE 
DI C3)=1 
CNST1C3)=10000口00
CNST3C3)=10000000 
CNST2<3)=20 
DI Cl 
DI (1 
亡NSTl
CNST1(4)=0 
CNST2 
CNST2 
CNST3 
DO 9 
DIC 
亡NSTlCI )=0 
CNST2【！）＝O

付録3 DLTRIのプログラム

DO 3 l=l,M 
3 XCl)=X2C!) 

GO TO 5 
10 CONTINUE 

CNST<l>=l 
CALL KAKERUCCN5T,x,x1,N) 
CALL KAKERU(X,x1,x2,N) 
FN(2)=1 
FNC3)=10000000 
TMC2)=1 
T同（3)=10000000
SMC2)=1 
SM C3) =10000000 
DO 14 l=l,M 

14 EPSC I )=0 
EPSC2）＝・40
EPSC3】＝10000000

20 CALL TASUCFN,CNST3,Xl,N) 
DO 6 !=l,M 

6 FNCl)=XlCl) 
CALL KAKERUcTM,X2,X3,N) 
DO 8 l=l,M 

8 TMCl)=X3Cl) 
CALL WARUCTM,FN,Xl,Nl 
CALL TASUCSM,Xl,X3,N) 
DO 9 l=l,M 

9 SM(!)=X3C!) 
CALL WARU CTM,SM,Xl, N) 
IFCXlCll .Ec.ll Xl(l)=O 
CALL HIKUCX1,EPS,X3,N】

IFCX3Cll.E母.o】 GOTO 20 
CALL KAKERUCS同，x,x1,N>
CALL KMERUCX1,T,X3,N) 
CALL TASUCX3,TT,Xl,N) 
DO 11 l=l,M 

11 TCI>=XlCJ) 
IFCAXCll .E由.Ol GO TO 12 
CALL KAKERUCCNST,T,Xl,Nl 

12 DO 13 l=l,M 
13 SCll=XlCI) 

RETURN 
4 凶RITE(6,99) 

99 FORMATC20H INVALID PARAMETER Nl 
RETURN 
END 

CNST3C I l=O 
9 CONTINUE 

DI C2l=l 
CNST1C2l=l 
CNST2(2)=1 
CNST3Cl)=l 
亡NST3(2)=1

c 骨骨骨骨骨骨骨骨骨事争奪争・・・・・併骨骨骨骨侍骨骨骨骨 SINE 
DO 10 l=l,M 
~／ORK=X CI) 
PC I )=WORK 

10 SC !)=WORK 

2 CALL TAsuco1,cNsTl,xl,N) 
CALL TASUCD!,CNST2,XX!,N) 
CALL WARUCX,XI,Pl,N) 
CALL WARU<x,xxJ,p2,N) 
CALL KAKERUCP,Pl,PIMD,N) 
CALL KAKERUCP2,PJMO,Pl,N) 
CALL KAKERU(Pl,cNsn,P,Nl 
CALL TASUC5,p,p2,N) 
DO 11 l=l,M 
WORK=P2C!) 
SC I >=WORK 

11 CONTINUE 
IFCP1(2).E何.O.AND.PlC3).Ec.Ol GO TO 3 
!FCP1C2).LT.・40) GO TO 3 。0 12 l=l,M 
WORK=PCI) 
P2Cll=WORK 
WORK=XXICI) 

12 DI (!)=WORK 
GO TO 2 

3 DO 13 l=l,M 
13 X CI ) =Wl Cl】

RETURN 
4 WRITE(6,99) 

99 FORMATC25H INVALID PARAMETER .J OR N) 
RETURN 
END 
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l SUBROUTINE DLEXP<X,S,N》 22
2 DOUBLE .JNTEGER XCl),S(lJ,ol (7J,CNST(7), 23 
3 DECLl P(1 J ,L!C1>,PI MDC1J , WOR~ 24 
4み IFCN.LE,7,0R.N.GE,41) GO TO 3 25 

5 M•N/B+2 26 
6 c 骨俗骨骨骨静 亡口NSTANT DEFINE や普符骨骨骨EXPONENT I Al 27 

7 DO 10 l•l ，~ 28 
8 DI CJ)=Q 29 

9 1口 CNSTC I】＝O 30 
10 DI C2)=1 31 
11 DI (3J=10000000 32 

12 CNSH2】＝1 33 
13 CNST(3) =1口000000 34 
14 c ，骨後骨骨骨骨骨骨各停四・・・・梧俗併併併各併＂骨梼 EXPONENT I AL 35 

15 DO 11 i=l•M 36 
16 woRK=X (I) 37 
17 PCll=WORK 36 
18 11 S Cl J =WORK 39 
19 l CALL TASU《Df,CNST,LI,NJ 40 

20 DO 20 l=l，附 41
21 WORK=L I ( I》 匂2

43 

付録4 DLEXPのプログラム

1 SU目R口UTI NE 口LHYPCx,5,N,JJ B 
2 D口UBLE INTEGER. X【lJ,5【l),CNST(7J,S1C?J, 16 
3 DECLl Xl<7),CNST1C?J,S2C7> 17 
4 IF ( CJ.Lγ，0,0R.J.GE,2J .OR. CN.LE, 7 ,DR.N 18 
5 亡DNTl ,GE.4l)l 目白 T口 3 19 

6 M=N/8+2 20 
1 c・ ．骨骨骨骨骨 CONS HNT DEF I NE •＇＜降骨骨骨格各 21 
8 DO 10 i=l,M 22 
9 CNS TC l l温 0 23 

lo 10 CNSTl (I l=O 24 
11 CNSTC3>=50000000 25 
12 CNSTl《2)•l 26 
13 CNSTl C 3 】 ~10000000
11込 c 骨骨骨骨，，＊ ．－－ー－－－－－－－－ーー・ ＊・＊＇捧勢参’ーを

付録5 DLHYPのプログラム
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イ寸S濠6 DLALOGのプログラム

13 

20 DJCIJ=WORK 
CALL WARUCX,Ll ,P!MD,Nl 
CALL KAKERUCP,PIMD,Ll,NJ 

DD 30 !=l,M 
WORK•Ll Cll 

30 PCl>=WORK 
CALL TASU(S,P,P!MO,Nl 

口0 40 [=l•M 
woRK=PIMD(J) 

今0 SC l l-WORK 
JF(P(2J .Ec.口.AND.P(3J.rn.ol GO T口2

!FCP【2】， GT.・401 GO TD 1 
2 CONT I NUE 

CALL TASU(CNST,S,PlMDoNl 

DO 50 l=l,M 
WORK=P!MD( I l 

50 5 (I l-WORK 
RETURN 

3 WR I TE C6,99J 
99 FORMATC20H INVALID PARAMETER Nl 

RETURN 
END 

CALL DLEXPcx,s1,N> 
CALL WARUCcNsn,s1.s2,NJ 
JF(J,EG,ll GOγ0 1 
CALL TASUCs1.s2.x1,N) 

GO TO 2 
1 CALL HIKUCs1.s2.xl,NJ 
2 CALL KAKERUCCNSToXl,S,NJ 

RETURN 
3 WRITE【6,99)

99 FORMATC25H INVALID PARAMETER J OR N》

RETURN 
END 

20 CALL KAKERUC亡NST2,Y,XloNl
D口 2 l•loM 

2 YC I】＝Xl【ll
CALL DLS由RT(X,SSoN)
DO 3 l•loM 

3 XCl>=SS【ll
GO TO 10 

40 CALL TASUCX,CNST3,Xl,N》

CALL HIKUCX,CNST3,X2,Nl 
CALL WARUCx2,x1,z,Nl 
CALL KArERり（CNST2,Z,FX,Nl
DO 4 l=l,M 

Xl( l】＝zCl】

。 FM(IJ•FXCIJ
CALL KAKERucz,x1,x2,N> 
FN(2J=l 
FN【3)=100口口口口口

80 CALL KAKERU(Fx.x2,x1,Nl 
口0 5 l=l,M 

5 FXC!)=XlC[) 
亡ALL TASUCFN,CNST2,Xl,N】

口0 6 J=loM 
6 FNCIJ•XlC!) 

CALし WARU( FX, FN, Xl, N l 
CALL TASU(FM,Xl,X3,N) 
DO 7 I胃 1，附

1 FMC! l•X3(1) 
KP=FX(l) 
!FCFXCl >, E©,llFXCl >•O
CALL HIKU(fX,EPS,X3,N》
I F《X3Cll.Ec.ll GO TO 90 
I F《X3(3),Ec,0l GO TO 90 
FX (lJ・Kp 

GO TO 80 
90 CALL KAKERUCYoF似，S,N】

RETURN 
8 w同lTE【6,99)

99 FQRMATC2口H INVALID PAR AMF.γER N) 
RETURN 
END 
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APPLE FORTH逆コンパイフ

松 野 了

く昭和 55年9月 12日受理〉

APPLE FORTH DIらCOMPILER

FORTH is a stack-oriented language developed in 1969 by C. H. Moore, and the 

first applications of the system were for mini-Computer control of large telescopes. 

In this paper the author presents a dis-compiler, which is able to convert 

FORTH’s object code to the source FORTH program. 

It is not only usefull as the debugging tool, but also applicable for the study of 

FORTH system itself. 

In the followings, after the introductory explanation for FORTH system, descri-

bed are the basic structure and the functions of this dis-compiler. 

RYOZI MATSUNO 

15 

まえがき

分はどく一部でほとんどが FORTH自身で書かれて

いる．従って移植しやすい．

FORTHは 1969年アメリカの C.H. Moore に

よって設計されたミニコンのための制御システム開発

用言語で現在ほとんどのミニコンに実装されているυ．

また，システムのメモリ容量が少なくてすむという

特徴から現在マイクロプロセッサ用の micro FOR-

THの開発も行なわれ，本校電気工学科のマイクロコ

ンピュータ APPLE Eにも APPLEFORTHが実

装されている．筆者は APPLEFORTHで作成し

たプログラム．をコンパイルした後， そのオブジェク

トプログラムを解読しソースプログラム（FORTH-

CODE）に変換するプログラムを作成した．

乙のプログラムは FORTH システムの解析や

FORTHでプログラミングする場合のデバッグなど

に非常に有用な手段となり得るので，乙乙でその概要

を述べる．

1. FORTHシステムの概要

1.1 FORTHの特徴

1) 元来構造化言語なので GOTO文はなくプログ

ラムの構造はすっきりしている．

2) 小さなコンピュータにとって高水準言語として

はオーパーヘッドが少なくしかも高速である．

3) プログラムは小さなモジューJレに分割して書

け，各モジューJレごとにテストが可能である．従って

デバッグが容易である．

4) FORTH システムは機械語で書かれている部

などのすぐれた利点があり画像処理，データベース

管理，プロセス制御などに多用されている．

なお， FORTHは基本的にはインタープリタ・シス

テムであるが，このインタープリタによる解釈実行時

には既にコンパイルされたプログラムモジューJレのア

ドレス列をアクセスしながら走る．従って BASIC等

におけるインタープリタとは根本的に違い高速化が実

現できる．

1. 2 メモリーマップ

APPLE FORTHのメモリーマップは図 1Iζ示す．

図1

アドレス

ポインター I $ 6 0～$7F 

。ノ

タ
ス

ン

均／
リ〆

e申

nu 
nu 

唱i

F 
F 

唱A

由。

核と辞書 I $ soo～ 

ノ〈ッファ

データスタックI$93F F 

APPLE FORTH MEMORY MAP 
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1) ポインター

各種テープJレのポインターとして使われる．

2) リターンスタック

FORTH プログラムは VERB （標準 FORTH

では WORD) と呼ばれる小さなプログラム単位の集

合である． 乙れらが実行される時の復帰番地や DO・

LOOPなどで使用される．

3) 核と辞書

核が FORTH システムの中心でとの部分は機械

語で作られており，その上に作られる辞書部はほとん

どが FORTH 自身で作られている．また新しく定義

（コンパイル）された VERB は辞書部に追加され

る．すなわち， VERBが定義されるどとに辞書部は

大きくなる．

4) バッファ

テキストバッファでエディターによるデータエリ

ア，また外部記憶との受渡し用バッファである．

5) データスタック

FORTHの算術式は逆ポーランド記法である．

従ってすべての演算はスタックで行なわれるほか，プ

ログラム聞のデータ引渡しにもと乙が使用される．

1. 3 インターブリタ

インタープリタの大まかな流れ図は図 2に示す．ま

た辞書部の構造を図3に示す．インタープリタはたえ

ずキーボード入力を待ち入力があればそれを解釈実行

する．すなわち入力があれば辞書部において最後に定

義されたモジューJレNよりJI固にモジューJレ1までをサ

ーチする．サーチ途中で名前が一致すればそれを実行

する．なければさらに数値かどうかを調べ，数値の場

キーボード又はデータノ号、yファより 1語取る

辞書 をサーチする

；までを
ーンパイル｜実行する

し辞書に

登録

データ lエラー
スタックにI(UNDEF) 
プッシュ ｜表示

ダウン

UNTIL スイッチオフ

図2 インタープリタの流れ図

END フラグタ
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モジュール（ N-1）のアドレス

モジュール N

図3 辞書部の構造

合はデータスタックにプッシュダウンし，数値でなけ

ればエラーを表示し 1サイクノレ終える．また図 2から

も分る通り入力容れた VERBが：の場合はコンパイ

ラが働き；が来るまでコンパイルしエラーがなければ

辞書部に登録する．

1. 4 コンノてイラ

新しく VERBを定義するには次のようにする．

？＠・ CR 

乙乙で＠， ・， CRなどはいずれも FORTH シンテ

ムの基本 VERBであり次のような意味を持つ．

＠……データスタックの一番上にある数値をアドレ

スとし，そのアドレスの内容をデータスタッ

クに持ってくる．

・……データスタックの一番上にある数値を印刷す

る．

c R…・・・復改する．

乙の VERBがコンパイルされると以後 ？ 一語

でインタープリタは上記の各モジューノレを順に実行す

る．

図41乙 ? VERBが辞書部にコンパイル登録さ
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→前に定義された四lffiQ)アドレス Ol(VERB名の長さ）｜? (VERB名） ｜ 
JMP(ENTER VERB) 

@VERBのアドレス

•VERBの II ！一一アドレス列を解釈実行する。
CR VERBの II 

EXIT VERBグ〉 II 

図4 ? VERBがコンパイルされた状態

一つ胸こ定義された刊胞のアドレス｜四RB名の長さ｜ VERB名

JMP (CON@ VERB) I 
I I (a）定数

定数値

一つ前に定義されたVERBのアドレスjVERB名の長さlVERB名

JMP (VAR@ VERB) I 
' ( b）変数

変数値

図5 定数と変数

れた様子を示す．

なお，変数や定数はそれぞれ図 5. (a），図 5(b)

のように登録される．

2. 逆コンパイラ

2.1 逆コンパイラの特徴

筆者が作成した逆コンパイラは FORTH コードで

書かれた VERBのオブジェクトを解読し，ソースレ

ベルに変換する．一般に FORTH に限らずコンパイ

ラ言語ではデバッグ時のためにソースプログラムは保

存される． これらの保存には外部記憶が用いられる

が， 乙の逆コンパイラを使えばソースプログラムを

外部記憶装置へ入出力する手間も省略できる． また

FORTH システムは前述した通り大部分が FORTH

キーボードより逆コンパイルすべきVERB名を得る

辞書？をサーチする

THEN 

EXIT VERB 
までを

辞書に主主録されていたか

逆コンパイル ｜「定数」又は ， 
「 」 ｜「逆コンパイ変数」である｜
回三伝示 ｜ 不可能」
｛ー ・ ．の旨表示

図6 逆コンパイラの流れ図

ELSE 

自身で作られているので， 逆コンパイラは FORTH

システムの解析用ツーノレとしても使用できる．

2.2 逆コンパイルプロセス

逆コンパイラの流れ図る図 6Iζ示す．まず逆コンパ

イJレすべき VERBをキーボードより受取り，その名

前をサーチする．もし辞書部になければ「未定義」で

ある旨印刷して終る．辞書部にあれば， FORTHコー

ドで書かれたプログラムは必ず ENTERVERBで始

まるので，それを調べる. ENTER VERBで始まっ

てなければ次に定数か変数かを調べそのどちらかであ

ればその旨表示する．定数でも変数でもなければ機械

語で書かれたプログラムであると考えられるが乙の

場合は「逆コンパイノレ不可能」の旨表示する． すな

わち， 乙の逆コンパイルは図 4のような ENTER

VERBで始まり EXITVERBで終るような FOR-

THコードで、書かれたプログラムを逆コンパイルす

る．なお，乙の逆コンパイ Jレ時において，図 4のよう

なモジューJレを逆コンパイルするには順にそのアドレ

スより VERB名を取り出すだけで良く j士較的簡単で

ある．逆コンパイノレ時に問題となるのはシステム専用

の VERBが使われている時で，乙の場合は若干の工

夫が必要である．システム専用の VERBが使用され

るのは DO-LOOP, IF-ELSE-THEN, BEGIN-END 

ソースプログラム オブジェクトプログラム

（＊） 
～DO S1S2 LOOP ～DOHD S1 S2 

DOEND （＊）のアドレス

～I F S1 THEN S-:1 ～JIF（＊）のアドレス s;*)S2 

～IF S1 ELSE S2 ～JIF（＊）のアドレス S1

THEN S3 JMP（＊＊）のアドレス（＊k2(**k,

～BEGIN S1 S2S3 END (*)s1 S2 S3 JIF（＊）のアドレレス

図7 DO, IF, BEGIN VERBのコンパイル後の

状態

ンス~ムER必B用 j旦コンリノス、イトル イ施 考

DOHD DO 

DO END LOOP 

+DO END +LOOP 

JIF END JIFの後のアドレス＞現在のアドレス→IF
またはIF II ＜ II →END 

LIT 数値化 LIT u25u00 → 0025 (16進）

SLIT 文字化 SLIT 03uCluCluCl→＂ uAAA" 

JMP ELSE 

図8 システム専用 VERBの逆コンパイカ例
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VERBがソースプログラムに出てきた場合で， 乙れ

らは図 7のようにコンパイルされる．従って逆コンパ

イル時には図8のように変換せねばならない．

すなわち逆コンパイノレはオブジェクトがシステム用

VERBかどうか調べシステム用 VERBなら図8に

示したように逆コンパイノレする． システム用 VERB

でなければ先に述べた通り VERB名を取り出すだけ

で良い．乙の作業を EXITVERBが来るまで繰り返

せば逆コンパイルのパス 1が終了する．乙の状態を

EQ? A B = IF “EQUAL” 

ELSE “NOT EQUAL” THEN 

s. 
という例について示す．

アドレスl,,7¥fUii11i山）J

A 

B 

，ad
－－
 M

一A一B

力
ノ－フフ

一＊ I~~ι；：i(a）二三＞（b)
IF 

"uEQUAL" 

JMP **' －ーーー
＊ 

＊＊ 

刊誌ALl IEL努 グ l'~ci臼~··
s. I IT寄与グ｜ s. 

図9 パス l，ノfス2の終了時の状態

パス 2では図8とパス 1で作った結果（図 9. a）を

見ながら JIF,JMP等について「IFJか「ENDJか，

さらには THEN,ELSEを出力すべき位置を決定す

る．乙のが終了した状態を図 9. b lζ示す．

: uVERB名 出力

「BEGIN」を出力

力出てT
レレ

u

す
一
川

出
一

c

nJ

一QM

取

一
A

を
寸

B
ア

R
胃

E
廿

V

一

の

一一－a 

、，，一

－

図10 テキストバッファ出力Jレーチンの流れ図

2.3 テギストパファへの出力

逆コンパイルした結果はテキストバッファへ出力さ

れる．フローチャートは図 10に示すが， 乙のルーチ

ンが逆コンパイラのパス 3とも言える所で乙れによっ

て逆コンパイル完了となる．乙のあとは FORTH シ

ステムの基本 VERB群であるエディターの使用によ

り逆コンパイルした結果のリスト参照，修正，さらに

は再コンパイルなど自由にできる．

3. プログラム

プログラムは21のモジューノレから成り，すべて

FORTHで書かれている． リストは図 12~と示す．

4. 使用法

使用法は次の通りである．

神 ILOAD 逆コンパイルすべき VERB名（CR)

乙れにより， 幹（VIDEO, PRINTER) と出力され

V (CR）でビデオ用， P (CR）でプリンター用の書式

となる．

5. 結果

図11に FORTH システムの基本 VERBである

VERBを逆コンパイルした結果を示す．図 11か

らも分るように FORTHプログラムの構造性を十分

配慮し，プログラムの構造も分るように出力するので

単なる逆コンパイルに留まらずプログラムのドキュメ

ント化のツールとしても有用である．
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図11 「；」 VERB逆コンパイノレ例

6. 検 討

筆者の作成した上述の逆コンパイル用プログラムは

FORTHシステムの解析に，また FORTHでプログ

ラミングする場合のデパッキングツーJレとして非常に

有用なプログラムであるが今の所 APPLEFORTH 

専用で他の FORTH システムでは使用不可能であ

る．今後の移植の乙とも考えさらに融通性のあるプロ
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グラムに改良したい．

1. ~~~ 辞

APPLE FORTH逆コンパイラの作成にあたり懇切

な御指導を賜わりました熊本大学電気工学科の松山教

授に心から御礼申し上げます．

I 1 ：υLIST ; ( DU門YυERB••• FOR白ET) 
2 ( 
3ホ申申市＊申申＊牢＊申＊申申申申＊申申申申串彬申申申申申市＊申市市＊申

4 ＊申 ホホ

5本市 FORTH DIS-C口門PILER ＊申

6 ** ＊申
7 申申 B'r' R.M向TSUNO 申＊

8申串 本市

9 ：年申 υ 3.2 05/8/80 申申

1白申＊ ：トホ

11 牢申＊＊＊申申本市申申市＊申申ホ申申申本市場申＊申＊：ヤ$ホホ＊ホ申＊申

12 ) 
13 HEX 
14 ：向RR向γ2申 DTOP+! ; : 
15 SW向p2申＋，

16 0υ向RI内BLEII 
17 白 υ向RI向BLEL向DRSS
18 8り向RI向BLELBEGIN 
19 0υ向RI向BLES向DRSS
20 0υ向RI向BLESBEGIN 
21 白 υ向RI向BLESLENGTH 
22 0 り内RI向BLEυ向DRS
23 0 u向RI向BLELυNEXT 
24 0υ向RI向BLEυCOUNT
25 2 IJ向RI向BLEHTC 
26 白リ向RI内BLEHTL 
27 24υ内RI向日LEPIJF 
28 24 CONST向NTl.JIDEO 
2''1 4C CONST内HTPRINTER 
3日 100CONST内NT内SIZE
31 8向B CONST内NT SCON:i:• 
32 886 cmJsT向NT5υ肉R:i:•
33 112E C口NST向NTSDEF 
34 -1 CONST向NT門rnus.1
35 10 c日NST向NTSSIZE 
36 内SIZE 向RR向Y 向［：•RS
37向SIZE向RR向YKIND 
38向SIZE向RR向γLENG
39 向SIZE 向F~R向γST向T
40向SIZE向RR向Y KIND1 
41 854υ向RI向BLES'(STE刊 871 , 8FF , 
42 CF6 , 988 , ヲ向9 , E13 , DD1 , 
43 DBC , 1867 , 
44 : CHBUFIN 
45 1 BUFTOP + ！日UFTOPw C! 
46 ：り－P?
47 ”（I、江l)EO,PR INTER) ？” s. LIN RCH 
48 D0 = 
49 IF PRINTEF~ 
5白 ELSEVIDEO 
51 THEN PIJF ! BIJFFEF.: ;;:, 1 -BIJFTOP ! 
52 0 HTC ！日 HTL ! ; 
53 : CR1 
54 8D CHBUFIN HTC i¥I WP  HTL ! 0 
55 DO向日 CHBUFIN 
56 LOOP ; 
57 : BUFIN 
58 CHBUFIN 1 HTL + ! HTL ;;.i PυF ；~ >= 
5''1 IF CR1 
ι日 THEN; 
61 ：υBUFIN 
62 SW向P DUP HTL w + PυF ;i) >= 
63 IF CR1 
64 THEN 0 
ι5 DO DIJP I + COl BUFIN 
66 LOOP DROP ; 
67 : SCON 
68 0りCOUNTOl KIND ! 2 lJ向DRS+! 
69 リ内DRSw w !)COUNT w LENG ! 2 υ内DF.:S
70 +! 
71 : SSTRNG 
72ιυCOUNT w KIND ! 2 l.＇内C•RS +! 
73 u向DRSw Cw DUPυCOUNT w LENG C ! 2 
74 U向DRS+! リ向DRSw υCOUNT ;;:, ST向T ! 
75υ向DRS+! ; 
76 : S;EXIT 

参 考 文 献

1) 岡田； FORTHの特徴と原理， CQ出版インタ

ーフェイス p.129～136 (1979) 
2) WILLIAM GRAVES ; FORTH IT, SOF-

TAPE社，（1979)
3) 松野： APPLEFORTH DISCOMPILER (V3. 

0），工学社 I/O 別冊システムプログラムライブ

ラリ， p.128～140 (1980) 
4) : Using FORTH, FORTH Inc, (1979) 

77 MINUS. 1 VCOUNT + ! 1υCOUNT ;;i KIND 
78 ! 2υCOUNT ;;i LENG C! 1889 UCOUNT 
79 ;;i ST向T ! 9υ向DRS+! ; 
80 : SDOEND 
81 8 t.JCOUNT O'.I KIND ! 4υCOUNT 
82 OJ LEt~G C! 1525υCOUNT ；~ ST角T.! 
83 4 IJ向DRS+! ; 
84 : S+DOEND 
85 8 リCOUNTO'.I KIND ! 5 IJCOUNT 
86 ;;i LENG C! 1545υCOUNT Ol ST向T ! 
87 4 り向DRS+! ; 
88 : SDO 
89 2 VCOUNT i¥I LENG C! DB8υCOUNT Ol 
9白 ST向T ! 7 υCOUNT 0:. KIND ! 2 
91 リ向DRS+! ; 
92 : SJIF 
93 2υ向DRS＋！ υ向DRS&l DLIP 0'.1 DUP 
94υCOUtH Ol LENG ! Sl~向p (IυEF~ > 
95 IF DROP 4 
96 ELSE 4 -@ 9向ヲ ＝ 
97 IF 3 
98 ELSE 2 
99 THEH 

100 THEHリCOUNTi¥I KrnD ! 2 1,,1内DFS+! 
101 
102 : SJU門P
103 5 l.JCOUHT Ol KIND ! 2υ向DRS+! 
104 U向DRSw ;i) lJCOUNT ;i) LEt~G ! 2 リ向DRS
105 +! ; 
106 : SSE向RCH
107 II Ol LENG 0:. l.ICOUNT O:• 1 
108 DO DUP I向DRSw = 
109 IF DROP I KUID1 +! LE白υE
110 THEt~ 
111 LOOP ; 
112 : 5-EXIT 
113 1 1.JCOUNT Ol KIND ! 1υCOUNT w LENG 
114 C! 115向 υCOUNTw ST内T ! 1 l.ICOUNT 
115 ＋！ υCOUNT Ol 1 
116 DO I II ! I KIND w !)UP 2 = 
117 IF 1 SSE向RCH2 I LENG ! 1469 I 
118 ST向T ! 7 I KIND ! 
119 ELSE DUP 3 = 
120 IF 1日0 SSE向RCH2 I LE~IG ! 1469 
121 I ST向T ! 7 I KINC• ! 
122 ELSE DUP 4 = 
123 IF 1000 SSE内RCH3 I LEHG ! 
124 14EE I ST向T ! 8 I ~： IN[) ! 
125 ELSE DUP 5 = 
126 IF 1 SSE向RCHMINUS.! I KIND ! 
127 
128 THEN 
129 THEN 
130 THEN 
131 THEH DROP 
132 LOOP ; 
133 : GET向C•RS
134 DUP 3 + DUP SBE13IN ! SW向p2 + 
135 COl F 向NDDUP SLENGTH Cl + 
136 LBEGIN ! ; 
137 : SE向RCH
138 し向DRSSi¥I LυNEXT ! 
139 BEGIN LυNEXT O:• DUP GET肉DRSLBEGIN 
140 ;i) s向DRSSi¥I = 
141 IF 1 DUP 
142 ELSE DUP 837 U<= 
143 IF DROP 2 DLIP 
144 ELSE w しりNEXT ! 日
145 THEH 
146 THEH 
147 END DUP 2 = 
148 IF”UNFOUND " S. CR 
149 ELSE DROP 1 IJCOUNT w IW~D ! 
150 SLENGTH Cw VCOUNT i¥I LEMG ! 
151 SBEGIN @ lJCOUNT 0'.1 ST向T ！日 2
152 リ向DRS+!
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153 THEN ; 
154 : 5.SYSTE門
155 1 0υER= 
156 IF DROP 5-EXIT 1 
157 ELSE 2 OIJER = 
158 IF DROP SCON 
159 ELSE 3 0リER= 
160 IF DROP SSTRNG 
161 ELSE 4 OUER = 
162 IF DROP SJIF 
163 ELSE 5 (11,.IER = 
164 IF DROP SJU門P
165 ELSE 6 0υER = 
1ι6 IF DROP S+DOEND 
1ι7 ELSE 7 0りER= 
168 IF [:oROP SDOENl:O 
169 ELSE 8 0υEF.: = 
1 70 IF DF~OP SDO 
171 ELSE '3 = 
172 IF S; EXIT 
173 THEN 
174 THE！~ 
175 THrn 
176 THEM 
177 THEN 
178 THEN 
17'3 THEN 
180 THEN 0 
181 THEN 
182 : PRINTりERB
183 IJ-P？” z”1)8UFIN 0 LEMG :ii 0 ST向T
184 ＠υBUFIN 2 HTC ! CR1υc口UtffO:r 1 
185 DO I KINC•1 @ DIJP 
186 IF I KIND1 Cw DUP 
187 IF 0 
188 DO門INUS.1 HTC + ! CR！” THEM” 
189 リBUFIN
190 LOOP 
191 ELSE r1ROP 
192 THE！~ DUP F00 向ND[)UP 
193 IF 100 ／ 白

194 DO刊INUS.1HTC+! CR！” ELSE” 
195υBUFUl 1 HTC +! 
196 LOOP 
197 ELSE DROP 
1 98 THEM 1000 / DIJP 
199 IF 0 
200 CoO CR1”BEGIH”υBUFIN 1 HTC 
2白1 +! 
2白2 LOOP 
203 ELSE DROP 
204 THEN 
205 ELSE [:•ROP 
206 THEN I KHID ;)) r:oup刊INUS.1= 
2自ア IF DROP 
21::18 ELSE DUP 0 = 
209 IF DROP““ υBIJF Ul I LENG ;;, 
210 4 BUFTOP w 3 -UB向SC
211 ELSE DUP 6 = 
212 IF””””りBUFINI LE~lG Cw I 
213 ST内TQυBUFI N”””“りBUFIH
214 ELSE [;•UP 7 = 
215 IF CRl I LENG CO:r I ST内T;).l 
216υBUFIN 1 HTC +! 
217 ELSE DUP 8 = 
218 IF門INUS.1HTC +! CRl I LENG 
219 Cw I ST尚T ；~ l)BIJFit・l 
220 ELSE 1 = 
221 IF I LEN白 CO:rI ST向T;;:, 
222 IJBUFIN 
223 THEN 
224 THEN 
225 THEN 
226 THEN 
227 THEN” ”l ..IBUFit~ 
228 THEN 

229 LOOP BD 
230 : ST向RT-1
231 

CHBIJFIN 8D CHBUFIN ; 

232 BEGIN 0 1 υCOUNT +! リ向DRS~ DLIP 
233 IJCOLINT ~向DRS! ~.DUP S向DRSS ! 
234 SSIZE .i 
235 DO I 2申 SYSTE刊＋ ~ oυER = 
236 IF DROP DROP 1 I LE内υE
237 THEN 
238 LOOP SW向P
239 IF S.SYSTEM 
240 ELSE SEARCH 
241 THEN向E c. 
242 END P向GEPRINTυERB内BORT; 
243 : ILO向D
244 向SIZE0 
245 DO 0 I KIND1 ! 
246 LOOP 0 IJCOUNT ! HEX GETiJERB 
247 IF”U向IT向 MINUTE ! ！” S. CR 
248 SW向P DROP DUP L向DRSS ！白ET向DRS
249 LBEGIN (Li C<Li 4C = 
250 IF 1 LBEGIN +! LBEGIN (Li (Li SYSTE” 
251 <Li OUER = 0リERSDEF = OR 
252 IF DROP i 0 KIND ! SLENGTH <Li 0 
253 LENG ! SBEG IH a 白 ST内T ! 2 
254 LBEGIN +! LBEGIN aυ向DRS ! 
255 START-1 
256 ELSE SCON<Li 0υεR = 
257 IF DROP”CONST向NT”
258 ELSE 5υ内R(LJ= 
259 IF”U内RI向BLE”
260 ELSE II c内N’TDISCO卜1PILE’・
261 THEN 
262 THEN 
263 THEN 
264 ELSE”C向N’TDISCOMPILE" 
265 THEN SLENGTH (Li SBEGIH i>i S. 
266 ” ーーー ” s. 
267 ELSE“UNDEF” 
261:l THEN S. CR ; 

図12 逆コンパイラプログラム
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ドイツ・オーストリアの啓蒙的時代

一一時代潮流史叙述のこころみ一一

丹

く昭和 55年 9月18日受理〉

後 杏

Uber die Aufkl盆rungszeitin Deutschland und Osterreich 

一－Versucheines Untersuchung der Zeitstrommunger.i:一一一

KYδ！CHI TANGO 

I 

ヨーロッパ史上， 16世紀の後半より 18世紀lといた

る2世紀半の聞を「絶対主義の時代」と名付けるのは

もっとも一般的な時代区分上の表現であり，あらため

てその意味を論ずるまでもないと乙ろである．具体的

歴史過程の上でその推移を大まかに辿ってみるに，フ

ランスの絶対王政は， 17世紀初頭以来国政を実質的に

担当した宰相リシュリュー，マザランらの力を得て基

礎を据えられた後，かの太陽王ノレイ 14世の治世におい

てその絶頂に達し，以後の 18世紀はむしろ王権と貴

族文化の衰退期にあたる．また，イギリスは，すでに

17世紀の両度の革命でステュアート王朝の絶対主義

をくつがえした後，毛織物工業の発展とそれに伴う中

産的生産者層の成長を背景に漸移的で穏健な社会的変

革を遂行し，立憲的代議政治が営まれる市民の国家と

なった.18世紀の到来を迎えて，乙のようなイギリス

の姿は，ーケの理想の映像として，フランスをはじめ

とする大陸諸国の市民的有職者の眼にうつったので

ある．とくにフランスの啓蒙思想家達は， Jレネサンス

以来のヒューマニズム，合理主義哲学，自然法思想，

社会契約説などのさまざまな思想を継承し，崩壊に瀕

せる絶対主義体制に対する批判者として乙の時代の市

民階級の理念を代表した人々であり，来るべき革命を

準備した思想的原動力たるの意義は大きい．

乙乙で「啓蒙とは何か（Wasist AufkHirung ？）」

というカント（1.Kant）以来の命題がまず提起されよ

う．しかし，目下のわれわれにとっては，啓蒙主義な

る概念についての解釈を哲学的に掘り下げるよりも，

その展開の仕方にあっての東西両地域閣の相違をヨー

ロッパ的な視野から見究める乙との方が先決問題であ

る．すなわち，西ヨーロッパ諸国の啓蒙主義運動があ

くまでも市民階級自身による下からの自主的な運動と

いう展開を示したのに反し，東ヨーロッパ諸国におけ

るそれは，むしろ君主・支配者主導型の上からの啓蒙

運動という形をとり，その結果いわゆる啓蒙的絶対主

義（aufgekHirteAbsolutismus）の政治体制を現出せ

しめる lといたった．史上有名なプロイセンのフリート

リヒ 2世（Friedrich IT），オーストリアのヨーゼフ

2世 (JosephIT）のごときはまさにその典型とすべ

き君主である．西ヨーロッパに発生した啓蒙主義思想

が東ヨーロッパの諸地域に波及するにおよんで，何故

に乙のような異なった傾向を帯びるにいたったのか．

東ヨーロッパ世界において上からの啓蒙運動を必然な

らしめた特殊な事’情とは何か． 乙れらの問題に答える

ために，われわれは，さしあたり東ヨーロッパ諸国の

政治的ならびに社会的な事情を若干掘り下げて究明す

るととを必要とする．勿論，乙乙では，地域的範囲を

ドイツ・オーストリアに限定し， 18世紀の時代相を種

々の角度からながめてみる乙とにしたい．

II 

18世紀のドイツ社会の姿は，イギリスやフランスな

どの西ヨーロッパ諸国に比していちじるしく後進的な

様相を呈していた．その原因を歴史的にさかのぼって

考えてみると，一つには地理上発見以後のいわゆる商

業革命の影響，ついでノレターの宗教改革にはじまる宗

教戦争（とりわけ30年戦争）の影響というこつの条

件がもっとも深刻かつ重大な導因をなしているように

思われる．

後期中世における北ドイツのハンザ同盟諸市や西南

ドイツ諸都市を中心とするドイツ商業の繁栄とそのヨ

ーロッパ的な優位は， 16世紀の商業革命の到来ととも

に商業的活動の中心地が大西洋岸へと大きく移動した

ため，イタリア諸都市や地中海商業の衰退と並行して

急速に下降線を辿る乙とになった．その結果， ドイツ
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の商業資本および都市市民の勢力は，そのふと乙ろよ

り産業資本を育成，成熟せしめる乙となく，高利貸的

金融資本乃至問屋資本としての前期的性格を温存せる

まま 18世紀にいたったのである． かの有名なフッガ

一家の時代といえども，それは畢寛一般的衰退へ向か

おうとする時期の，それ乙そ最後の光吉を示すもので

しかなかった．生産工業の形態は依然として古来のツ

ンフト体制lとより制約された家内手工業の段階にとど

まり，そ乙には，ゲーテ CJ.W. Geothe）の『ヴィ

JレへJレム・マイスチJレ（WilhelmMeister).] k描か

れているような牧歌的な静けさと美しさはあっても，

同時代のイギリスにみられたマニュファクテュア経営

を中核とする産業資本の広汎な展開というような活動

的な気運はほとんどうかがわれなかったのである．以

上のような事情のもとで，市民階級の成長と近代市民

社会の展開の動きはきわめて遅々たるものがあり，要

するに，当時のドイツは，総体的にみて封建造制の枠

の中に半ば固定された農業社会であったということが

できる．

それならば， 18世紀にいたるまでのドイツの農村社

会の構造はどのようなものであったか．乙の点を十分

に解明して乙そ， ドイツ社会の後進性を将来せる根本

的な原因を明確に把握する乙とができるであろう． ド

イツの農村における土地支配形態は，中世後期に大規

模な東方植民が行なわれて以来，エJレベ川を境にして

その東と西とでは明らかに異なった様相を呈してい

た．それは，すなわち，東エJレベ地域における「グーツ

ヘルシャフト（Gutsherrschaft）」＝貴族制的大農経営

とエルベ以西の地域における「レンテン・ク勺レントへ

Jレシャフト（Renten-Grundherrschaft）」＝地代荘

園制との相違である．いずれlとせよ， 14・5世紀以来

の都市・商工業の勃興，市場の発達と貨幣経済の伸展

などの事情が，東西両地域に対してその各々の地域的

特殊事情に基づき，それぞれの異なった発展をなさし

めたものという乙とができる．つまり，両者とも 14・

5世紀の段階まではほぼ似寄った封建制の崩壊と農民

解放の歩みを経験しつつあったものが， 16・7世紀の

宗教戦争に伴う領主的反動の時期を経るにおよんで，

エノレベ以東の東ドイツでは市場生産を目的としながら

も「農民追放（Bauernlegen）」等の強硬手段によ

る農民隷属化の完結形態としての賦役農奴制が成立し

たのに反し，西ドイツでは，半ば自由化した農民達の

領主制への果敢な抵抗＝農民戦争（Bauernkrieg）が

挫折した後，フランス農民の場合に類似した隷農小作

制の形態が一般化したのである．そして，その両者の

なかで、は，西ドイツの農民の身分的，経済的地位の方

が東ドイツのそれに比してはるかに良好であった乙と

は云うまでもない．

以上のような東西両地域の聞の社会構造の相違は，

ドイツ社会の内部的矛盾の一大要因として，今日にい

たるまで根強い影響力を保持している．すなわち，よ

り先進的，西ヨーロッパ的性格の西ドイツに対して，

より後進的，東ヨーロッパ的性格の東ドイツが並存す

るという状態は，近代ドイツの歴史に複雑微妙な色ど

りを与えてきたのである．とりわけ， 18世紀以降，後

者を代表するプロイセン国家の政治的推進力が漸増す

るに伴い，後者の前者に対する政治的，社会的影響力

が非常に大きなものとなった結果， ドイツ社会全体の

傾向が西ヨーロッパ諸国のそれとはいちじるしく異な

った様相を示すiといたったものと考えられる．

この乙とは，狭義のドイツ的オーストリア地域のみ

ならず，スラヴ系民族を主とする多くの非ドイツ的地

域を含み，その領域が遠くイタリアやパノレカン北部に

までもおよんだオーストリア国家の場合においては，

さらに複雑をきわめる．狭義のドイツ的オーストリア

地域が西方のバイエノレン地方の延長としてむしろ西ド

イツの農村構造に類似する小農経営的な形態をとって

いたのに反し，東方のスラヴ的，マジャーJレ的地域に

あっては，東ドイツのグーツへJレシャフトに程近い形

の貴族制的な大農経営が行なわれていたのである．乙

のような状況は，さらにより一層の深刻さを示す民族

的多様性の問題とも絡み合って，乙の国の歴史にプロ

イセン的な東ドイツの場合とはまた一味異なった後進

的性格を与える乙とになる．

しかしながら，東西いずれの地域にせよ，各諸侯の

領域が半ば独立の主権を有する領邦国家（Territori 

alstaat) としての自己形成を遂げるにつれ， かよう

な封建的貴族領主の存在と拡大はそれぞれの財政収入

の減少につながるものであるがゆえに，各国ともほと

んど軌をーにして貴族領主の勢力を抑えで農民を保護

育成し，その担税力の強化をはかろうとした．プロイ

センでは，フリートリヒ 2世の農民保護がとれに相当

するが，それは王領地のみに限定された不完全なもの

にすぎず，本格的には 19世紀初めのシュタインおよ

びハノレデンベノレクの改革を倹って展開される乙とにな

る．また，オーストリアにおいては，マリア・テレジ

ア（MariaTheresia）による部分的な実施を経た

後，ヨーゼフ 2世の画期的な農民解放の措置をもって

フランス革命の成果の先取りとも評される程の大巾な

前進がはかられるにいたったのである．

m 

以上のべられたような社会的，経済的状況にもまし

て， ドイツの政治的状況はより複雑なものがあった．
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イギリスやフランスではすでに 13・4世紀の乙ろより な意味で奇妙な現象といえよう．

国家的統ーの気運が成長し，百年戦争の前後よりょう このようにして， 18世紀に入っても，大小およそ

やく王権を中心とする中央集権的国民国家が形成され 300 にも余る王領，公侯伯領，教会領，帝国騎士領，

はじめ，ついで絶対主義の支配体制が整備されたので 帝国自由都市などがドイツの国土をほとんど収拾し難

あるが，乙れに反して， ドイツは，中世以来の諸公侯 いまでに寸断して散在していた．しかも，その各領邦

伯領，教会領および自由都市の割拠の形勢が近代に入 君主は，それぞれ独自の威容と政治と軍隊とをもって

っても衰えず，大小300余りの領邦分立の状況を呈し 帝国直参の身分を誇り，いずれもフランス絶対主義の

ていた．オットー 1世（Otto I）創建以来の光輝あ 小なる典型をもって自ら任じ，専制的，暴君的な支配

る伝統を担う神聖ローマ帝国（HeiligeRomische を盗にするとともに，ロココ風の宮殿，庭園の建設や

Reich）の皇帝は，帝国内の分邦諸勢力に対してほと 壁妾の寵愛に浮身をやっすという有様であった．グー

んど何らの実質的権威をも有せざる名目的存在にすぎ チ（G.P. Gooch）の『ドイツとフランス革命（Ger-

ず，レーゲンスプJレクで常設的に開催された帝国議会 many and the French Revolution)Jの中でいく

(Reichstag）やヴェツラーの帝国高等裁判所のごと つかの例があげられているが，わけでも，人民をー

きも，過去の形骸をのこしているのみで，何らの実際 人当り 15ポンドでイギリスに売った乙とで知られる

的役割をも演じてはいなかった．かのゲーテにしてす へッセン・カッセノレのフリートリヒ 2世（Friedrich

ら，その大著「ファウスト（Faust）」の中で， ライ II），時代錯誤とも云うべき新教徒迫害を行なったパ

プチヒの一学生をして「われらの神聖ローマ帝国は， イエノレンのカーJレ・テオドーノレ (Karl Theodor), 

いかにしてなお余命を保つぞ」と云わしめているが， 残忍さと淫蕩さによって人民の恐怖の的となり，シラ

まさに「帝国（Reich）」という概念は所詮ーケの壮大 ー（F.Schiller）を圏外に放遂したことで有名なヴ

にして燦然たる唇気楼にすぎず，むしろ帝国内の諸侯 ュルテンベノレクのカール・オイゲン（KarlEugen) 

領・都市の各々乙そが真の国家とよばれるべきであつ などは，まさにそのような小絶対君主を代表する存在

た．それらの中でも，乙とに有力な大諸侯は，中世末 といえよう．さらに，教会諸侯の勢威は中世以来の伝

以来数多の弱小諸侯領や騎士の所領等を蚕食したとと 統を承けてなお強大であり，ケJレン， トリエル，マイ

により，しだいに強大な「領邦（Land）」へと成長し ンツの三選帝侯をはじめいずれも世俗諸侯と変わらぬ

たが， 1648年のヴェストファーレン体制の成立は， 放怒な政治を行なっていた上，そのローマ教皇とのつ

かような大小の領邦の政治的地位＝領邦高権（Lande ながりにおいて，しばしばドイツにおける外国勢力の

shohei~）を確立せしめた． 乙のようにして，近代前 手先のごとき観を呈していた．帝国自由都市のうちハ

期のいわゆる領邦国家（Territorialstaat）の時代が ンプJレクとプレーメンはその貿易活動により，フラン

出現するにいたるりである． クフルトは政治的威信によってなお活気を保っていた

ノ、プスプJレク家の歴代皇帝は， 16世紀におけるカー が，他の多くの都市は30年戦争以後人口が減少し，

Jレ5世（KarlV）の偉大なる企図が挫折に帰して以 経済的にも衰退してほとんど腐敗都市の実態を示して

来，ドイツの政治的統ーに対してふたたび主体的な役 いた．西南ドイツに多い帝国騎士にいたっては，シュ

割を担おうとはしなかった．代替わりごとに帝国都市 タイン（F.V. Stein）やメッテノレニヒ（K.W. L. F. 

フランクフルトで行なわれる皇帝戴冠式の偉容と光彩 v. Metternich）のごとく他国で活躍して史上に名を

とは，マインツ選帝侯の捧げる剣の輝きのもとにいか とどめた例はあれ，その存在自体が時代錯誤とも云う

な荘重な印象を人心に与えたにせよ，それは所詮何ら べく，歴史の大いなる嵐の中で早晩消え失せるべき運

実質的な意義を有するものではなかった．群小の各領 命を有していたのである．

邦君主は，それぞれの小国家的な利害関心にしたがっ ただし，乙乙でわれわれは，以上のごとく政治的に

て自国の限りない発展をめざすのみで，全ドイツ的な は完全に形骸化し，もはや何らの重要性ももたなくな

利害には全くといってよい程拘泥しなかった．勿論， ったかに思われる神聖ローマ帝国といえども，とりわ

皇帝の領邦たるオーストリア国家の場合もその例外で け西南ドイツの中小の領邦の意識においてはなお厳然

はなく，帝国外のイタリア各地や東南ヨーロッパ・パ として存在したという事実をも併せて銘記せねばなら

ノレカン方面への自家領の拡大をその主要な国家的使命 ない．ま乙とに，コンツェ（W.Conze）の云うごと

とするにいたった．ホーエンツォレJレン家のプロイセ く， 「帝国はその欠陥と老朽化にもかかわらず，最後

ン国家が帝国領域外の東プロイセン等をその領土と までドイツ国民がその中で政治的に育くまれ，かつ安

し，三次にわたる対オーストリア戦争によってシュレ らぎえた家であった」のである． 乙のような，現実

ージエンの地を略取し去ったという事実なども，同様 の政治的意識とはかなり矛盾した様相を示す「帝国
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(Reich）」への愛着の念は，疾風怒濡以後のドイツ国

民文学の勃興とともにしだいに知識人の聞に拡がり，

ドイツ人の文化的な国民意識形成のための培養土の役

割を果す乙とになるのである．

IV 

乙れまでの叙述からうかがわれるごとく， 18世紀ド

イツの政治的，社会的状況は決して明かるいものでは

なかったが，しかし，さればといって，すべてが暗黒

と停迷の中にとどまり，そ乙に近代的な経済活動や進

歩的な思想・文化運動が全く成長しなかったかという

と，勿論そうではない．商工業その他産業経済のすべ

てにわたって，ようやく 30年戦争以来一世紀有余に

およぶ一般的停滞をはね返すだけの活発な動きが開始

されようとしていた．乙とに，西北ドイツの古きハン

ザ港市たるハンプJレクやプレーメンを中心に新大陸方

面との通商貿易が盛況を呈しはじめ，東部ドイツを除

く全域にわたってツンフト的拘束を脱する新らしい工

業が成長しつつあった．なかでも，ライン地方一帯に

おける，また中部ドイツのザクセン地方やオーストリ

アのベーメン州などにおける織布工業マニュファクテ

ュアの広汎な展開を見のがす乙とはできない．また，

マイン河畔の帝国都市フランクフノレトはザクセンのラ

イプチヒと並んで大メッセ（Messe）の開催地として

段賑をきわめ，伝統の香ゆたかな雰囲気のなかにも新

らしい市民層の動きはきわめて活壌であった．ゲーテ

がその叙事詩『ヘルマンとドロテア（Hermannund 

Dorothea）」lの中でえがくと乙ろの，フランス国境に

近接したライン地方の小都市住民の落着いたたたずま

いやかれらが醸し出す質実で牧歌的なムードとそは，

たとえそ乙にある程度の詩的な誇張が加えられている

にせよ，当時のドイツの中産的小市民階層の姿をそれ

なりにあざやかにうつしたものといえよう．このよう

に，緩慢ながら堅実に成長を遂げつつあった市民階級

が， その経済力を背景にして， 18世紀の後半から 19

世紀にかけてのドイツ文化の黄金時代一一文学・音楽

・哲学を主とするーーを現出せしめるにいたるのであ

る．

また，政治の面からみても， 18世紀のドイツには一

つのあらたな偉大な徴候があらわれようとしていた．

それは，すなわち， ドイツ文化の辺境とも云うべきエ

ルベ以東の東北ドイツにおけるプロイセン国家の台頭

である.17世紀の間，大選帝侯フリートリヒ・ヴィ Jレ

へJレム（FriedrichWilhelm）のもとでしだいに勢

力を養ってきたプランデンプノレク・プロイセン国家

は， 18世紀初めに王号を許されてプロイセン王国と

称した後，軍人王フリートリヒ・ヴィルヘルム 1世

(Friedrich Wilhelm I ）の強力な指導下に商工業

の育成と軍事力の強化がはかられる iといたった．人口

200万の余にすぎぬ小国家iとして8万の常備軍を養い

得たというのはまさに例を見ず，賀異le値する事実と

いえる．そして，とのプロイセン国家は，つぎのフリ

ートリヒ 2世（FriedrichII）の治下にあって，オー

ストリア継承戦争，七年戦争という数次にわたる大き

な試煉をへて漸次領域を拡大し，ヨーロッパ列強の聞

に伍する強国としてたくましく前進を開始するにいた

るのである．乙うなると，伝統的に皇帝の地位を世襲

せるハプスプJレク家の神聖なる権力といえども， ドイ

ツ世界＝帝国（Reich）での絶対的な指導力を失う乙

とになるわけであり，乙乙Iζ，マリア・テレジアの治

世とともにオーストリアにとっての永い焦慮と苦難の

歴史がはじまろうとする． ドイツにおける二元主義

（プロイセンとオーストリアの対立〉の成立，それは

ドイツ史のあらたなる展開の開始を意味する．

以上の経済的，政治的な動きに並行して，文化的，

思想的な動きもようやく 30年戦争以後の枕滞期を脱

し，各方面にわたるその発展はきわめて顕著であっ

た． とりわけ，まず音楽の領域においては， Jレター派

教会音楽との密接な結びつきのなかで，中部ドイツの

ザクセン地方を中心lζバッハ CJ.S. Bach），へンデ

Jレ（G.F. Handel) らによってドイツ古典派音楽が

形成され，それはつぎの時代にはオーストリアのウィ

ーンに移って，ハプスプJレク家の保護下にハイドン

CJ. Haydn），モーツアノレト（W.A. Mozart) らに

よって完成せしめられる乙とになる．美術の世界で

も，とくに建築において， 17世紀的，パロック的な生

硬な軌範を脱する鮮新な作風が同じくハプスプJレク家

の首都ウィーンを中心に出現しようとしていた．ま

た，学問や思想の領域での，単なる狭義の哲学の範

囲にのみ自らを限定せず，行政学（Verwaltungs-

lehre）や自然科学などの広範な分野にまでおよん

だライプニッツ（G.W. Leibnitz）やヴォ Jレフ（C.

Wolff）の活動をも逸する乙とはできない． わけでも

ヴォルフの哲学は，ライプニッツ的な合理主義を基盤

にしてそれを体系化，通俗化し，新興市民層の支持を

背景に領邦国家の絶対主義を中心とするドイツの近代

化に思想的なよりどころを与えたのである． かくし

て，ヴォノレフおよびその学派が勢力を占めたハレ大学

は，世紀後半以後各領邦での内政改革を推進すべき啓

蒙的官僚の養成所となった．まさしく，乙こに， ドイ

ツの啓蒙主義は，ヴォ Jレフの合理主義とフリートリヒ

2世の政治的実践との結びつきによって本格的に促進

される乙とになる．

ドイツの啓蒙主義は，上記のごとく，ライプニッツ
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やヴォ Jレフの合理主義哲学にはじまり，レッシング

(G. E. Lessing）の活動において頂点に達した後，

カント以後の古典哲学にうけつがれたといわれる．だ

が，後進国としての未成年意識のもとにあっては，そ

れは先進国の文化や思想を受容し，模倣することにほ

かならず，乙乙lと彰辞としてドイツ世界に波及し来っ

たフランス啓蒙思想に影響・触発されて，自国のおか

れている政治的，社会的状況に対し批判的な言動を示

す学者，著述家，思想家の一群が登場する lといたっ

た．かれらは，各々その所属せる小国家の法律的拘束

の範囲内で苛責のない辛練な筆をふるい，諸国家の専

制的，暴君的政治を非難し，民衆の自主的な行動意欲

の昂場をはかるべく啓蒙活動に尽力した．そのなかで

も，ベルリンのユダヤ人として広範囲にわたりジャー

ナリスティックな啓蒙活動を行なったモーゼス・メン

デJレスゾーン（M Mendelssohn），モンテスキュー

風の立憲的代議政治と出版の自由とを主張したシュレ

ーツェJレ（A.L. v. SchlOzer），それに劇作や評論を

通じて宗教の寛容と人聞の理性への信頼を説き，絶望

的ともいえるドイツの現実に対して果敢なたたかいを

挑んだ、レッシングの壮烈な活動などはその代表的なも

のといえよう．

オーストリア，とりわけその首都ウィーンにおける

啓蒙主義者の動きは，北ドイツの影響をうけ，それと

密接な交渉を有しながらも，政治権力との関係ははる

かにより妥協的，機会主義的であり，その思想傾向に

いたっては，啓蒙主義以外のさまざまな革新的あるい

は伝統的，保守的諸潮流との聞の調和がはかられた結

果，混合主義（Synkretismus）乃至折衷主義（Ekle-

ktizismus）とも云うべき独得の色合いを帯びたもの

であった．云うならば，かれらは，おしなべて，いわ

ゆるヨーゼフ主義 (Josephinismus）の徒として， 18

世紀後半の啓蒙的改革政治を推進する思想的イデオロ

ーグの役割を果したのである．マリア・テレジア以後

の歴代君主に仕えた改宗ユダヤ人たるゾンネンフェノレ

ス CJ.v. Sonnenfels）のごときも，一面では従来か

らの官房主義（Kammeralismus）の延長線上にある

とみえて，また，上記のようなオーストリア啓蒙主義

の特徴をもっともよく示顕せる人物の一人といえよ

っ．
と乙ろで，われわれは，一方， ドイツにおける啓蒙

主義が，下からの体制批判の運動としてよりも，むし

ろ上からの啓蒙運動としてより多く出現したという事

実のなかにすぐれてドイツ的な特徴を見出す．そのよ

うな上からの啓蒙の推進母体乙そが啓蒙的絶対主義

(aufgeklarte Absolutismuのあるいは啓蒙的専制

主義（aufgeklarteDespotismus）とよばれる政治

体制であり，それは決して絶対主義の止揚，緩和では

なく，かえってその自己強化策であったという風にハ

ルトゥンク（F.Hartung) らによって理解されてい

る.18世紀の後半に登場したプロイセンのフリートリ

ヒ2世（FriedrichII）はまさにとの啓蒙君主の典型

とも云うべき支配者であり，かれとヴォノレテーJレ，デ

ィドロらフランス啓蒙思想家との聞の親交，そのフラ

ンス文化への傾倒ぷりなどは史上あまねく知られた事

実である．かれの統治者としての人民に接する態度に

ついては，その貴族偏愛の感情や農民保護の不徹底性

などから推して，果して真に啓蒙的であったか否か，

少なからぬ批判的見解が存するのもゆえなしとしない

のであるが， それにしても，理念的にはあくまでも

「第一の下僕」として国家に奉仕するという態度を堅

持した点で，一応人民のための政治を志向したものと

考えてよいであろう．

とのあらたな君主制的支配原理は，他の群小領邦国

家においても多くの追随者を見出すlといたった．たと

えば，ゲーテが大臣として仕えた乙とで知られるヴァ

イマーノレ公カーノレ・アウグスト (Karl August），重

農主義理論に基づき産業の振興，農奴制廃止などの開

明的治績をあげた乙とで，ヘノレダーCJ.G. Herder) ~と

より「ドイツでもっともすぐれた君主」と嘆称された

パーデン辺境伯カール・フリートリヒ（KarlFried-

rich）などの存在がとりわけ注目される． さらにま

た，オーストリアにおいても， 1740年のマリア・テレ

ジア（MariaTheresia）の登極以来，プロイセンに

対抗して国家体制の整備強化と圏内の近代化をめざす

数々の改革が遂行されたのであるが， それらの多く

も，勿論，時代の革新的潮流たる啓蒙主義の理念に負

うものであった．マリア・テレジア自身は敬慶なカト

リック教徒としてむしろ保守的な信条の持主であった

が，宰相のカウニッツ（W.A. v. Kaunitz-Rietbe-

rg）を含めて周辺の政治家達の多くが啓蒙主義の影響

を深く蒙っていたことは周知の通りである． とりわ

け，マリア・テレジアにつづくヨーゼフ 2世 (Joseph

II）の統治乙そは， フリートリヒ 2世のそれにまし

て，啓蒙主義の理念のより純粋な執行をはかろうとし

た稀有な政治的乙乙ろみとして剖自に値しよう．さら

に，つぎのレオポルト 2世（Leopold II）にいたっ

ては，啓蒙的絶対主義の限界をとえて立憲制への移行

をすら念頭に浮かべた程の開明的君主であったとされ

るが，その余りにも短い治世のゆえと，フランス革命

戦争への対応という時代の運命に阻止されて，その折

角の良き企図も結局は実現を見ずに終わる乙とにな

る．

かくして， ドイツ啓蒙主義は，政治・社会・文化の
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あらゆる面で 18世紀後半の人心を風廃するにいたっ

た．ぞ乙で，史家はこの時代のととをとくに「啓蒙の

世紀」とよんで特徴づけようとするのである．

v 

最後に，乙の啓蒙の時代から，それにつづくフラン

ス革命の反響とそれへの対応の時代をへて， 19世紀の

初頭へといたる政治・社会的，思想的な潮流をどく大

づかみに展望してみよう．すでにのベたどとく， ドイ

ツにおける啓蒙主義の運動は，君主による上からの啓

蒙を主体として推進せられた結果，いわゆる「制限さ

れた臣下の悟性」の枠を乙える乙とができず，現実の

政治・社会的，宗教的関係との妥協を余儀なくされて

下からの体制変革の動きをみちびき出すととがなかっ

た．そして，結局は，カントの例に見るように抽象的

合理主義の世界に沈倫，逃避せざるをえなくなるので

ある．

一方，啓蒙主義の流行に伴うドイツ文化のフランス

化の傾向は，その逆反応として，当時の知識人の聞に

民族的，国民的なものへの志向， ドイツ民族の歴史的

伝統や民族的伝承・文化に対する希求の念をめざめさ

せるにいたった．そのような動きのなかでお乙った文

学運動が， 1770～80年代に， ヘノレダー －（J.G. Her-

der）を中心に若きゲーテやシラーを参加せしめたい

わゆる「疾風怒詩（Sturmund Drang）」である．

この運動は，同時に，啓蒙的合理主義に反接する内面

的な「感情（Gefilhl）」の高揚を主張したという点

で，つぎの古典主義文学の完成期を乙えて後のロマン

主義運動の傾向にそのままつながるものといえる．

乙乙で，啓蒙的官僚，法律家，学者・教師，作家・

詩人など当時のドイツの知識人における一般的態度志

向の特徴等についてしばらく考えてみる乙とにした

い．ジャン・ジョーレス CJ.Jaures）は，その著『フ

ランス大革命史』の中で，「ドイツの市民階級はフラ

ンスに比してあまりにも劣弱であり，また，その政治

的分裂は階級的団結をはじめあらゆる進歩的気運を阻

害した」とのべているが，その言葉は正しい．たしか

に，政治的に見ても，社会・経済の上から見ても， ド

イツの現実は西ヨーロッパに比してあまりにもみじめ

であり，啓蒙主義的な人類普遍の理念をそのみじめな

現実に接続せしめんとの乙乙ろみは，所詮空しい努力

でしかなかった．同時代のフランスで，市民階級の理

念の形成者たる啓蒙思想家達がその思想活動の結論を

実践的行動に托して民衆の啓蒙を志し，来るべき革命

の思想的推進力をなしたのに反し， ドイツの知識人

は，ともすれば現実とは無縁な純粋理念の世界に逃避

しがちで，いつとなく政治とのかかわりや民衆生活の

日常的現実から目をそらしてしまった．イギリスやフ

ランスの知識人が広範な産業的市民層の支持を背景に

有し，社会的な自立基盤のもとで著作活動を行なって

いたのに対し，主として小市民階層の出であるドイツ

の知識人は，半封建的な社会体制を是認し，その上に

君臨する領邦国家の有能な官吏，学者として活動する

ほか自己の糊口を養う道をもたなかったのである．そ

のような環境のなかでみじめな現実に精一杯抵抗して

生きょうとするとき，かれらの意識はしだいに内面化

され，先進国には見られぬ程純化された崇高な理念の

追求に走るのはもとより理の当然といえよう．このよ

うにして， 18世紀末から 19世紀初めにかけてのわず

か二～三世代の聞に，世界市民主義的，個人主義的な

色合いの濃いドイツ理想主義一一あるいは新人文主義

(Neuhumanismus）ーーの時代が現出するにいた

ったが，われわれは，とのような傾向を，とくにゲー

テ，シラーの古典主義文学の上に，また，その批判者

としてのドイツ・ロマン主義の上に，さらにカントの

継承者たるフィヒテ CJ.G. Fichte）をへてへーゲJレ

(G. W. F. Hegel）によって完成された観念論哲学

の上に見出す乙とができる．とりわけ，シラーにおけ

る晩年の境地， たとえば『人聞の美的教育（Briefe

iiber die asthetische Erziehung des Mens-

ch en）』においてえがかれた到達目標としての「美的

仮象の国」乙そは，そのドイツ理想主義の一つの極致

的表現とみるべきであろう．

乙の間，隣邦のフランスでは， 1789年 7月 14日の

パスティーユ牢獄襲撃を劇的な契機として大革命が勃

発し，混乱と動揺がうちつづくうちに，古い権威を根

こそぎに切り崩してあらたな理念に基づく光栄ある世

界を建設せんとの運動が開始されるにいたった．勿

論，とのフランスにおける革命の動きは，ライン川を

へだてたドイツ諸国の人心にも深刻な影響を与えた．

領邦君主をはじめとする支配階級の人々は終始恐怖と

驚異の念をもってこれをながめた．一般の民衆は概し

て無知であったのに加えて，啓蒙君主の適切な指導に

よりあまりにも従順に飼い馴らされていたので，ほと

んど革命的な気運をよびさまされることはなかった．

市民階級，とりわけフランスとの国境に近いライン地

方の都市の住民は，革命の影響をもろに蒙ってもっと

も敏感な反応を示したが，それも， 『ヘノレマンとドロ

テア」の中でえがかれている人々のごとく，どちらか

といえば保守的な感情をもって受けとめようとする者

が多かったように思われる．乙れらに対して，当時の

知識人一般の対応の仕方はきわめて状況追随的であっ

たといえる．

ドイツの知識人は，革命勃発の知らせに直面して，
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最初は熱狂的な歓喜の意を表明した．ま乙とに，グー

チ（G.P. Gooch）の言のごとく， r・h ・－－革命の冒頭

の場面は， ドイツの輿論を代表する多くの人々によ

り，……歓喜の眼をもって注視され，革命の精神は，

…すべての人々に神の福音として迎えられる」とい

う状況だ‘ったのである． クロプシュトーク（F.G. 

Klopstock），へJレダー，カント，若きへーゲJレなどい

ずれもその例外ではなく，声高らかに革命の到来を讃

えている．と乙ろが，フランスにおける革命の嵐がそ

の後しだいに過激化し，王制廃止， ジャコパン党独

裁，そしてさらに革命の対外輸出への方向に推移する

におよび，かれらの一時的な熱狂と興奮は急速に冷却

化し，漸次，革命を「論議するための主題，あるいは

知的に事受されるべき演劇的ショー」（R. Aris）と

いう風にながめる傍観者流の態度へと移行してゆく．

隣国の革命の動きを終始乙のような態度をもって受け

とめていた教養人の代表として，われわれはまずゲー

テやシラーのそれを想起する．と乙ろで，すでに乙れ

らの人々にもみられた現実逃避的な心的態度は，つぎ

のロマン派の人々においてさらに鮮明に輪郭づけら

れる．ロマン主義者，たとえばノヴァーリス (No 

valis）における極度に主観主義的なゲミュート（Ge-

mil th）と夢を追求する意識のなかには，些かの政治

的な関心もみられない．そして，そのような完全な自

我の解放感はきわまると乙ろその反対現象たる極端な

自己放棄，絶対者への献身という方向に転化し，そ乙

におのずから，ロマン主義特有の中世讃美の思想，伝

統主義的傾向が生み出されてくる乙とになる． 乙乙

l乙ロマン派の登場とともに，啓蒙主義との決定的な

断絶が行なわれ，西ヨーロッパ的近代主義に背を向け

ようとする「反動的ドイツ」の思想的基盤が用意され

るにいたったのである．

なお，オーストリアの場合，フランス革命の直接的

な反響それ自体は西ドイツの諸国におけるほど深刻な

ものではなかった．しかし，乙の国では，皮肉な乙と

に，フランス革命の精神をある程度先取りしたとさえ

いわれる啓蒙君主ヨーゼフ 2世の改革政治一一教会改

革，農業改革など一ーが，ハンガリーやニイデJレラン

トのむしろ保守的な貴族層の抵抗に遭って挫折に瀕し

ていたのである．悲劇的な運命に遭遇した皇帝は，ま

さに草命勃発の翌年，自らの施策の空しき成果を悔恨

の思いを乙めてふり返りつつ病残し，諸民族，諸地域

の抵抗によってひきお乙された混乱は，つぎのレオポ

ノレト 2世の妥協性に富む政治的処理によって鎮静され

る乙とになる． レオポJレト 2世自身， トスカナ大公と

して立憲制への移行を真剣に企図したほどの開明的君

主ではあったが，その余りにも短い治世とフランス革

命への差し迫った対応を強いられるなかで何事もなし

えぬままに残し，ついでその子フランツ 2世（Fra-

nz II）の反動期へと移行する乙とになった． だが，

ヨーゼフ時代の革新的施策のすべてが撤回されたとい

うわけではなく，それは，前述のごとく，旧来の保守

的な思想と分かち難いまでに深く融合されたきわめて

妥協的な思想潮流一一いわゆるヨーゼフ主義 (Jose-

phinismus）－一ーとして命脈を保つのである．

以上のごとく，フランス革命の勃発と展開に対する

ドイツ人一般の反応は概して消極的，保守的であり，

そとには，フランスの同志と手を携えてともにたたか

おうとの動きはきわめて稀にしか見受けられなかっ

た．しかし，乙のような消極的，保守的な雰囲気にも

かかわらず，たとえその表現の仕方は如何様であれ，

そ乙には， さまざまの形であらたな時代潮流（Zei同

tstrommung）が芽生えつつあった．まさに， ドイツ

は，ようやく，自由と平等，それに国民的統ーの達成

を目標とする新時代の到来を迎えるべき第一歩をふみ

出すにいたるのである．

あとカt き

以上は， 18世紀後半のドイツ・オーストリア地域を

対象として，政治・社会 ・文化・思想などのあらゆる

分野にわたって，できる限り多面的，綜合的にえがい

てみる乙とを企図した私なりの一つの時代潮流史叙述

の乙乙ろみである．そのようなわけで，分析的論述の

体を成さず，研究論文というべき性格のものではない

ので，脚注の類は一切省略した．歴史だけではなく，

哲学や文学の面からも乙の時代に関心をもっ方は，以

下の参考文献を参照して頂きたい．

参考文献

• W. H. Bruford, Germany in the Eighteenth 

Century. 

・G.P. Gooch, Germany and the French Re-

volution. 

・R.Aris, History of Political Thought in 

Germany. 

• F. Hartung, Der aufgekHirte Absolutism us. 

(H. Z. Bd. 180) 

• M. v. Beohn, Deutschlancl im 18 Jahrhun-

de rt. 
• E. Wangermann, The Austrian Achieve-

ment 1700-1800. 

• P. P. Bernard, Jesuits and Jacobins. En-

lightenement and Englightened Despo-

tism in Austria. 

• G. P. Gooch, Studies in modern history. 

・ジャン・ジョーレス 村松正俊訳『フランス大革命

史』第五巻A，平凡社．
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・ディノレタイ，村岡哲訳 「フリードリヒ大王とドイ

ツ啓蒙主義』創文社．

・マイネツケ，矢田俊隆訳 『世界市民主義と国民国

家』 I，岩波書店．

・Jレカーチ，道家・小場瀬訳『ドイツ文学小史』岩波
書店．

・コンツェ，木谷動訳 『ドイツ国民の歴史』創文
社．

・アプッシュ，道家・成瀬訳 『ドイツ，歴史の反省』
筑摩書房．

・カッシーラー，中野好之訳 『啓蒙主義の哲学』紀

伊国屋書店．

・カッシーラー，中埜肇訳 『自由と形式』ミネノレヴ

ァ書房．

・ゲーテ，小牧健夫訳 「詩と真実』岩波（文庫）．

・カント，篠田英雄訳 『啓蒙とは何か』岩波（文庫）．

「理性と啓蒙の時代」 （弘文堂，講座『近代思想

史』 3' 4) 

－十河佑貞 『フランス革命とドイツ思想J白水社．

・十河佑貞 「フランス草命思想の研究』東海大学出
版会．

・村岡宮 「フリードリヒ大王研究』培風館．

・村岡哲 『フリードリヒ大王』（人と歴史シリーズ〉，
清水書院．

・林健太郎 『近代ドイツの政治と社会』弘文堂．

・山崎正一 『近代思想史論』東大出版会．

・柚木重三 『独逸経済史概説』有斐閣．

・松田智雄 『新編，近代の史的構造論」新泉社．

・進藤牧郎 「ドイツ近代成立史』勤草書房．

・高島・水田・平田 「社会思想史概論』岩波書店．

・成瀬治 「後進国の近代化」（筑摩『世界の歴史』12)

・望田幸男 「十八世紀ドイツの思想」（岩波『世界歴
史』 17)

・坂井栄八郎 「十八世紀のドイツ」（向上）

・進藤牧郎 「オーストリア啓蒙専制主義」（同上〉
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教 育 原 点 の 模 索

I 教育の理想

（一〉個性の確立

石 崎 勝 凪

く昭和 55年9月13日 受理〉

Groping for the Starting Point of Education 
I. The Ideal of Education 

〈ー） The Establishment of Individuality 

KATSUNORI lSHIZAKI 

「なぜ勉強をするのか，またなぜしなければならな

いのか．」という学生からの素朴な質問に対して，学

生にどう答えればよいか私自身答えに困ってしまう．

自分の乙とを振り返ってみると，学生時代乙んな疑

問が何度となく私の頭をかすめたものだ． その都度

「こんな事を考えていたら入学試験に落ちる，そうな

ってはもとも乙もなくなる．そんな事は学校を卒業し

てから考えればよい乙とだ．将来役にたつのだ．将来

のために勉強するのだ＼」と自分に言い聞かせて勉強

してきた．

ところが，学校を卒業して教職についても今だにと

れといった確とした答に行き当らない．はずかしいと

いえばはず、かしい話である．

両親から受けた家庭教育，小学校から大学までの学

校教育，小学校から大学までのボーイスカウト活動を

通じての社会教育，および現在の高専教育からの経験

を通して，今後乙の問題について自分なりに考えをま

とめてみたい．

歴史学者で，評論家でもある羽仁五郎氏は， 「だれ

でも，自分の原則をもたなければ，だめだ．最初はど

んなものでもいい．その最初に立てた原則を，いろい

ろな場合に当てはめて行く．たとえば，自分は自分中

心に生きたい，というととでもいい．だが，しばらく

それでやっていると，いろいろな場合に当てはまらな

くなる．自分が，友だちのことよりも，自分のことば

かり考えていると，友だちの方も， そうなってしま

う．友だちが自分の乙とを全然考えてくれない．そう

なると，やはりおもしろくない，愉快でない．乙れで

は，との原則ではだめだ，という乙とになる．

はじめは，レベルの低い，簡単な原則でいい．その

原則が，どんな場合にも適用できるように，その原則

を高めて行く必然が生じてくる．実は，その時，自分

の生き方が発見できるのだ．自分が自分であるととの

アイデンティティ同一性をもたない．つまり，自分の

原則をもたない人聞は，信用される乙とがない．」日

羽仁氏の言によると，レベルの低い原則かもしれな

いが，私自身教育についての原則をたて，しだいにと

の原則を高めてゆきたい．自分のために，教育に対す

る考え方をはっきりさせ，教育への係わりの軌跡とし

て，今後，教育の原点について考えをまとめて行きた

い．すなわち，学生時代， 「学校を卒業してから考え

ればよい．」と考えていたととをいまから考えて行き

fこい．

2 

勉強は，将来役に立つのでいまのうちに苦しんでし

ておかなければならないという考えがある．

ノレソーは， 『エミーJレ』の中で次のように述べてい

る． 「あてにならぬ未来のために現在を犠牲iとする教

育，子どもをあらゆる種類の鎖でしぼりつけて，絶対

享受できないと思っておかねばならぬような，いっと

もはかり知れぬ遠い未来の幸福に備えて，まず子ども

を不幸にする乙とからはじめるという世の残酷無慈悲

な教育については，いったいとれをどう解したらよい

ものだろう．かりに，との教育の目的には一理ありと

しても，堪えがたい頚柏nをはめられ，まるでガリー船

を漕がされる徒刑囚のように絶え間のない労役を課せ

られ，しかもそれだけの労苦がはたして将来役だつか

どうかも確かで、ないあわれな，しあわせの薄い子ども

たちを， どうして義憤lとかられずに，見るに忍びよ
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う．最も楽しかるべき時代が涙と懲罰と脅迫と奴隷状

態の中に過ぎ去るのだ．人は，その子の幸福のためと

称してかわいそうにも子どもを苦しめている．」つづ

けて， 「人びとよ，人間らしくあれ．それがあなた方

の第ーの義務である．あらゆる身分の人に対し，あら

ゆる年令の人に対し，およそ人聞に無縁のものでない

すべての考に対して人間らしくあれ．人間愛をほかに

してあなた方のためになるどんな知恵があろうか．子

どもを愛せよ．子どもの遊び，子どものよろとび，子

どもの愛すべき本能を助長せよ．……せっかく自然が

子どもたちに与えてくれた束の間の時間を子どもたち

から取りあげて，悔いを後日lζ残すような乙とのない

ようにしなさい．かれらに，生きている乙とのよろ乙

びがわかるようになったら，ただちに，それを事楽さ

せてやりなさい．いつなんどき，神様のお召しがあっ

ても，子どもたちが生きるよろ乙びを味あわないうち

に死ぬようなことのないようにしてやりなさい．」2)

小学校時代の喧嘩友達を亡くし，中学校時代からの

親友を亡くし，又高校時代のクラブで仲の良かった友

を亡くし，現在，人の子の親となって，乙のJレソーの

考え方がいかに人生にとって重要であるかが，ひしひ

しと感じられる今日此頃である．

3 

人生にとって，どんな知識が必要で価値があるのか

という問題に対して，スペンサーは，彼の著書「教育

論』の第 1章「どのような知識がもっとも価値がある

のか」で，当時の教育において何が問題なのかを述べ

ている． 「肉体的にも，精神的にも，ひとが身につけ

るものにあっては装飾が実用に先行する．過去のみな

らず，ほとんど現代においても個人の幸福に役立つ知

識はひとの賞賛をもたらす知識に対してこの次iとさ

れてきた．」3）また，次のようにもひにくっているが，

現代でも同じではないだろうか． 「考慮しなければな

らない重要な問題は，真に価値があるのはどのような

知識かという乙とではなく，なにがもっとも賞賛，名

誉，尊敬をもたらすのか，なにが社会的地位や勢力を

手におさめるのに役立つのか，なにがもっとも人目を

ひきつけるのかという乙とになっているのである．一

生をつうじて，われわれがどのような人間であるのか

という乙とよりは，われわれが他人によってどのよう

におもわれるのかが問題であるように，教育において

も知識の本質的な価値ではなく，むしろ知識が他人に

あたえる外圧的な価値が問題なのである．」4)

それでは，彼は教育の目的と知識の教育的価値決定

の基準について，どのように考えていたかというと，

次の様である．

「いかに生きるか一一乙れ乙そわれわれにとって本

質的な問題である．それはたんに物質的な意味だけで

はなく，もっとも広い意味においていかに生きるかと

いう乙とである．すべての特殊な問題を包括する一般

的問題一一それは，あらゆる環境のもとで，あらゆる

面における行為を正しく規制するという乙とである．

どのようにからだを扱うか， どのように精神を扱う

か，どのようにわれわれの仕事を処理するか，どのよ

うに家族を養うか，市民としてどのようにふるまう

か，人聞の幸福のため自然が供給するあらゆる資源を

どのように利用するか一一われわれ自身および他人に

とって最大の利益をもたらすようにわれわれの全能力

をどのようにっかうかーーすなわち，それはいかに完

全に生きるのかという問題である．そして，乙の乙と

とそがわれわれが学ぶ必要のあるもっとも重要なとと

がらなのだから，したがって教育によって教えられな

くてはならないもっとも重要なことがらなのである．

教育が果たすべき機能は完全な生活へわれわれを準備

する乙とである．それだから，教育課程を評価するた

だひとつの合理的な方法はその課程が乙の機能をどの

程度果たすかを評価する乙とである．」め

又，彼は，人間生活を構成している主要な種類の活

動を，その重要さの順序に分類している. (1）自己保存

に直接的に対応する活動. (2）生活に必要な品を確保す

ることによって自己保存に間接的に対応する活動. (3) 

子どもを育て， しつける乙とを目的とした活動. (4）適

切な社会的政治的関係を維持するのにともなう活動．

(5）生活の余暇をみたし，趣味と感情の充足にむけられ

るさまざまな活動．スペンサーは，乙れらの活動領域

について完全な準備を行なう乙とが教育の理想であ

り，乙れらの活動領域が適当にバランスのとれている

生活を完全な生活といっている．したがって，カリキ

ュラムは，人間生活を構成している活動にしたがっ

て，とれらの全活動領域を覆うように作成されねばな

らないし，行為の指導にとってもっとも価値ある教育

はn 同時に訓練にとっても，もっとも価値ある教育で

なければならないといっている．

彼は，カリキュラムの内容としてもっとも価値のあ

る知識として「科学」を特に重視している．生命の健

康の維持のような直接的な自己保存，生計の獲得のよ

うな間接的な自己保存，親としての任務の遂行，市民

がその行為を正しく規制するために必要な，過去およ

び現在の国民生活についての解釈，あらゆるかたちの

芸術にとっても，重要な知識は科学であるという．そ

して訓練一一知的，道徳的，宗教的ーーの目的にとっ

てもっとも有効な学科は科学であるともいうの．

次lζ彼の考える教育方針をみてみると， 「精神発達
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の法則と教育方法の一般的原則」の中に見出す乙とが

できる．

(1) 教育においてわれわれは単純から複雑へとす

すむべきである．……精神は，はじめはごくわずかの

能動的な能力からなりたっているだけだが，あとから

完成する能力をつぎつぎに活動させていき，究極的に

はそのようにしてできた能力を同時に活動させるまで

になるのだ、から，われわれの教育もはじめにはごく少

数の学科から開始し，次第に他の学科を乙れに加えな

がら，最終的にはすべての学科の学習を平行してすす

めるべきであるという乙とが結論となる．教育は，そ

の細部において単純から複雑へとすすむべきであるだ

けではなく，その全体においても同じようでなければ

ならない．

(2) 精神の発達はすべての発達と同じく漠然とし

たものから明確なものへとすすむ．……知性も，全体

としてまたその個別の能力において，対象間および活

動聞のもっとも粗雑な識別にはじまって，高まってい

く精密さと明確さを区別する方向へとすすんでいく．

乙の一般法則をわれわれの教育過程と教育方法は一致

しなくてはならないのである．

(3) われわれの授業は具体的なものから出発して

抽象的なものにおわらなくてはならない．……特殊か

ら一般へ，具体から抽象へと導びかれなくてはならな

し＼

(4) 子どもの教育は，その方法においても， JI頂序

においても，歴史的に考察された人類の教育と一致し

なくてはならない．……人類がさまざまの種類の知識

をわがものとしてきた，ひとつの順序があるものとす

れば，乙れらの種類を乙れと同じ順序で獲得しようと

する性向がすべての子どものなかに生じる．

(5) 教育のどの領域においてもわれわれは経験的

なものから理論的なものへとすすまなくてはならな

し可．

(6) 教育においては自己発達の過程ができるかぎ

り奨励されなくてはならないという乙とである．子ど

もたちは自分自身の手でものごとを調べ，かれら独自

の推論を下すように指導されなくてはならない．

かれらはできるだけ少なく語られるべきであり，でき

るだけ多く発見するように導かれるべきである．

(7) どのような教育方法でもそのよしあしを最終

的に吟味するためには，その方法が生徒たちのあいだ

に喜乙ばしい興奮をつくりだすかどうかという乙とが

問われなくてはならない．……たとえ提案された過程

が，理論的に考えて最良と判断されるときでさえ，も

しその課程がなんらの興味をひきお乙さず，あるいは

他の課程よりも興味のひきおとしかたがすくないとす

れば，われわれはそれを放棄すべきである．なぜなら

ば，子どもの知的本能はわれわれの推理力よりも信用

できるからである．ものを知る能力については，正常

な条件のもとではその健全な活動は楽しく，乙れに対

して，その苦痛を与える活動は不健全であるという一

般法則がなりたつ7).

以上のように，彼は，人間の精神発達の法員ljk従っ

て教育方法も考えなければならないと主張している．

4 

小原国芳氏は， 「教育の内容には，人間文化の全部

を盛らねばなりませぬ．故lζ，教育は絶対に「全人教

育」でなければなりませぬ．全人教育とは完全人格即

ち調和ある人格の意味です．その人間文化を欠いただ

け人聞はそれだけ片輪なのです．」幻というように，調

和ある人格を育てるのが教育であるという．

林竹二氏は， 「大学はもともと教育を目的として

つくられたもので，研究を目的としてつくられたもの

ではない．すくなくとも，ヨーロッパ最古の大学であ

るアカデミーをプラトンが創設したのは，主として立

法者を養成するためであり，教育が目的であった．学

問研究（主として数学と哲学〉は，そ乙で学ぶものを

俗見俗情から浄めるための道具であった． プラトン

は，師ソクラテスの死によって，実際政治に携わる乙

とを断念して，アカデミーを創設した．彼はそこで立

法者を教育する乙とによって，現実社会に対する自己

の責任を果そうとした．立法者すなわち法律を制定し

て社会のあり方を正そうとするものは学聞を通じて徹

底的K，根本から，俗見と俗情を浄め去られていなけ

ればならない．アカデミーは教えるものと学ぶものと

が，即ち教師と学生とが，生活を共にし，研究を共に

する共同体であった．共に学びつつ共に生きる社会で

あった．教師は学ぶ乙とによって教える．

学問をど乙からか「仕入れて」くるのでは，大学の

教育にはならない．借りものの学聞には，学生を教育

する力はない．絶えず学びながら，自らの学問をっく

り出しながら，その「学ぷというとと」を学生に教え

る場所が，大学である．研究は大学に不可欠だが，よ

り根本的なのは，教師の教育への意志，あるいは教育

にたいする責任の意識である．それの欠けたと乙ろに

は，大学はないのである．」と大学のあり方を以上の

ように考え，さらに「教育は一定の事を教えて，乙れ

を覚えさせる乙とではない．学生の自ら学ぶ乙とをた

すける仕事が教育である．」「大学で学ぶという乙と

は，人間や社会や，世界を，その根底においては自己

を，根本から間いなおす作業をはじめるととである．

語を換えていえば，俗見と俗情から自己を浄めるとと
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である．その事の成ることに大学は責任をもたなけれ

ばならない．」と現代の大学教育に対しては，「学聞を

通じて，自己を再形成するというきびしい作業が含ま

れている．」のという．

今の学校教育には，教育がなくなっているととら

え，次のようにいっている． 「教育においては，教え

るという乙との根底に「育てる」という乙とがなけれ

ばならない．成長を助けるという意志が一ーさらに生

命にたいする畏敬の念のないと乙ろには，教育はない

のだが，いのちあるものに対する敬度が，いまの一般

の学校教育のど乙にあるというのだろうか．」m

現代の教育をたてなおすには，授業の質の低さを反

省し，授業を根本から考え直すべきだという．彼のい

う授業とは，本来，子どもがもっているそれぞれの個

性的な，固有のたから（可能性）を，引き出す作業で

ある．そのための「道具」が教材である11）とはっき

りという．

5 

現状の教育が荒廃していると見る人々の中には，江

戸時代の私塾を手本にし，学校を建て直さなければな

らないという人がいる． しかしながら，江戸時代の私

塾にしても規模，組織，カリキュラム等もいろいろで

あったようである．

現在の大分県日田市にあった広瀬淡窓の成宜園の場

合，塾生は延人数5000人にも及んだというととであ

る．成宜園の特色は，カリキュラムがじつに工夫整備

されていた．素読，輪講，輪読，聴講などが学科目の

種類であって，乙れは特に成宜園だけのものではない

のだ、が，成宜園の特長は，学習がとまかい評点を得る

ことを中心に進められていた．たとえば，輪読の場合

なら 5行を読むごとに賞点1点，輪講では20字を説

明すると 1点加算というふうに，乙と乙まかに評点、が

決められていたようである．ある点数を収得すると上

級のクラスに進級できるといった具合である．

奪席会とよばれるような会講もあった．テキストに

は，会講以前lζ淡窓が3日間つづけて講義した本を使

う．学生は 2列に分かれて対座し， A;>7IJの学力第 1位

の者にB列の 4人がつづけて質問を投げる．乙れにう

まく答えれば3点となる．つぎに，とんどは逆にA列

第 1位の者がB列 5位に質問してうまい回答が出れ

ば，両者は席を入れ替わる.A列第 1位だけが得点で

きる席であり，そこで4人の質問をつづけて満足させ

なければ得点できない． しかも自分の出す質問がやさ

しくて相手に答えられてしまえば，たちまちその席を

さがらなければならないというものである．

まだほかにも細かくカリキュラムが決められ，塾生

の会員は，学習能力のほかの資格は，ぜんぷ無視さ

れ，ただ学習能力の優劣のみをめざすはげしい日常の

競争のなかに投げとまれていた．

カリキュラムとともに成宜園を構成するもう一本の

支柱である規約もよく整備され，塾生の生活を厳しく

規制していた．

このように，淡窓は，みごとな教育システムをとり

いれ塾経営を成功させたようである．しかし，それゆ

えに人聞の個性を伸ばしてやるという点では，犠牲も

多かったようである∞．

乙れにたいして，現在の山口県萩市にあった松下村

塾は，吉田松蔭によって聞かれた．乙の塾において，

松蔭は，ものを覚えさせる講義ではなくて考えさせる

講義を行なっていた．馬島春海が教えを乞うと，松蔭

は， 「自分は教授することはできないが，君らと一緒

に勉強しよう．」と答えたという． そして， いつも書

物を読んだら，その感じた乙とを書き残すようにと言

い，それが自分の知識の発達の程度を知る座標になる

のだという乙とを教わったという乙とが伝えられてい

る．彼のもとに多くの者が集まってきたのは，こ乙に

は生きた知識があったからである．書物では伝わらな

い，松蔭の熱気にあふれた現代感覚があったからであ

る．彼は，あらゆる学聞を単なる知識として与えたの

ではなかった．すべて，わが身に引きつけて読む乙と

を教え，主体的に考えることの喜びを呼びさまさせた

のである．松下村塾から出た多くの人材は，それぞれ

に自分の道を歩いていった13).

江戸時代の代表的な二つの塾を例にとったが，成宜

園の方は，現在の学校に似たシステムがとられてい

る．

これに対して松下村塾の方針は，各人の持っている

能力を最大限に伸ばしてやる乙とだったと思う．乙の

各人の持っている能力を伸ばしてやることは現在の教

育においても，学ばなければならない点であるし，ま

たもっとも必要な事でもある．

6 

昨今，小学生の自殺，中学生の校内暴力，高校生の

暴走行為といった記事が，やたらと新聞紙上を賑やか

せている．子ども達に一番影響を与える家庭と学校に

おいてスポイノレされた子どもたちは，家庭と学校以外

の所に自分の生きがいを求めるのも当然であろう．

jレソーは， 「生きている乙とのよろ乙び」スペンサ

ーは， 「完全に生きる」乙とが人聞にとって最も重要

であるといっている．生きることのよろ乙び，すなわ

ち，生きがいとは，自分も世の中の役に立っているの

だと自分の心の奥底から感じられる乙とである．人生
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の意義を感じ，生きる価値，生きている証があると実

感できる乙とである．自分を人のために活かせる乙と

であり，自覚できるととである．

生きがいをみつけるためには，生きがいとなるべき

ものを見つけ出さねばならない．

教育の目標は，よくいわれる乙とであるが，子ども

一人一人の可能性を見出し，その子どものもてる能力

を最大限に伸ばしてやる乙とである．乙の目標は，子

ども一人一人の持つ多様性を各々に伸ばしてやり，生

きがいを与えてやるととであると思う．人間の顔が，

一人一人違うのと同様に個性も違うのである．

偉人といわれ，世に名を残している人達でも，ある

時期までは自分がどういう方面で将来活躍する乙とに

なるのかという乙とは，漠然としかわからなかったよ

うである．幼稚園，小学校の教師でも自分が担任して

いる子どもたちが，将来どのような人生行路をたどる

かという乙とを確信を持って断言する乙とは，困難な

乙とであろう．子どもの親達にしても同じである．

それでは，子どもたちの可能性を見出してやるため

にはどうしたらよいかといえば，まず子どもに出来る

だけ多くの事を経験させてやる必要がある．乙れも他

から押しつけられたものであってはならない．いろん

な経験へ子どもをかりたてるものは，子ども自身の好

奇心にまかせるべきであり，何をするにも子ども自身

の好きな乙とから入っていかせるべきである．子ども

の興味が次から次へと変わっていってもよい．何もか

も完全になしおえる必要もないのである．すなわち，

子どもたちに好奇心を起乙させ，自分自身で興味と関

心を育てられる機会をできるだけ多く設けてやる乙と

である．

受動的ではなく，能動的に子どもの心に好奇心を起

乙させる方法として基本となるものは，読む乙と，話

す乙と，書く乙と， 乙の三つである． すなわち，読

書，対話，作文は，子どもの好奇心をひきだすための

必須条件である．とれらの基本だけができれば，あと

は子ども自身の貧欲な欲望にまかせておけばよい．乙

の欲望にしても他から与えられたものではなく，あく

までも子ども自身の旺盛な好奇心に支えられたもので

なければならない．

子どもに，好奇心に支えられたできるだけ多くの経

験をさせる上で，人に迷惑をかけてはならないとか，

体を乙わしてはならないとかの付随した事が出てく

る．乙れが徳育であり，体育であると思う．

7 

子どもの好奇心を支えとして，学校の根本問題であ

る「各個人の可能性を見出して，伸ばしてやる．」と

いう乙とが現代の学校教育でなされているとは必ずし

もいえない．なるほど現在の学校では，設備，人数，

社会的制約などにより制限されている面はたしかにあ

る． したがって乙の根本問題を現代の学校で達成する

乙とは不可能ではないかとも思われる．

それでは，いったい学校とはいかなるものであり，

どのような存在価値があるのか．乙の問題について，

「近代教育の父」といわれているコメニウスの考えを

見てみる乙とにする．

彼の著書『大教授学』は，その題名が教授学となっ

ているが，今日の概念とちがって，学校組織論から教

育内容論，教育方法論，教師論を含み，教育の目的ゃ

あるべき社会像まで含む広範囲のものに言及してい

る．

第8章「青少年は共通に教育されねばならない．そ

して乙のために学校が必要である．」の中で学校の存

在価値を次のように彼は考えている．

第 1~（，人聞の労力の分散を最小限に節約して事を

成そうとするならば，一人の人聞がただ一事のみに専

念して他の事に妨げられないようにするととが，著し

い労力の節約となり，一人の人聞が多くの人間の役に

立ち，多くの人聞が一人の人聞の役に立つ乙とができ

る所が学校である．

第 2IC，両親がその子どもを教育するに十分の能力

と，十分の時間的余裕を有するというととは，極めて

稀なことである．その結果職業として教育というとの

一事のみに専念する一階級の出現を見るに至った．そ

してとの方法によって，社会全体が利益を受ける乙と

になったのである．

第 3Iζ，たとえその子ども等を教育するための時間

的余裕を持った両親があったにしても，青年は乙れを

一つの大きな教室に集めて，多数一緒に教育する乙と

の方が望ましい．なぜならば一人の生徒が他の生徒の

模範となり，刺激となるというととになれば，よりよ

い結果と，より多くの楽しみが得られるからである．

けだし，他人の為す乙とを見習って乙れを為し，他人

の行く所に行き，先頭に立てる者の後について行き，

後に来る者の前に行くという乙とは，我々に自然の本

性であるからである．特lζ幼弱な子どもは，教訓によ

ってよりも模範によって，常に容易に指導され，統御

されるものである．

第 4fC::，自然は，すべて大量に生産さるべきもの

は，常に或一つの定まった場所で生産されねばならな

い．……学校が知恵の光を生産し，浄化し，増大し，

またとれを人聞社会の全体に分配しなくてはならな

い．

第 5Iζ，養魚池が大きければ大きい程，魚は大きく
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育つのである．そしてそれ故に，養魚池は魚のために

掘られ，果樹園は果樹のために設けられるように，学

校もまた青年のために設置せられねばならないのであ

る．

したがって，彼は，社会的分業の結果，学校や教師

が生まれ，それにより労働の節約をはかり，さらに学

校においては，集団活動や集団学習が必要である乙と

を力説している．

林竹二氏も言うように，学校における授業は，何

か決まった乙とを「教える」乙とではなく， ある教

科，教材を手段として，子どもたちが深いところにし

まいこんでいる可能性を引き出しながら，その学習を

組織する仕事であるはずである．乙のようにしてみて

くると， 「各個人の可能性を見出して，伸ばしてや

る．」乙とは，現在の学校教育においても不可能では

ないはずである．

8 

教育の目的の一つは，祖先がっくりだした文化を習

得し，それを自からの内面に同化しながら，逆にそれ

を支配して，新しい文化を創造することである．

明治維新以来，日本は，外国の文化を吸収し，外国

の文化を日本の文化に同化しながら今日に至ってい

る．伝承， 同化，創造と進むべき三つの段階におい

て，現在の日本は，伝承，同化の段階までは，外国に

くらべてもひけをとらないと思う．今後，日本に必要

なのは，最終段階の創造という問題であろうと思われ

るし，教育においても最大課題のーっとなろう．

文化の伝承なくして，創造はあり得ない．伝承する

ためには，伝達の手段となるものが必要である．意志

伝達手段として，乙れまた基本は，読書，対話，作文

が必要である．

「生きがい」という点から考えても，心の中に探求

心と好奇心が起乙り，自分自身の考えを他人に理解さ

せ，他人の考えが理解できる乙とは，なににもまして

すばらしい乙とである．

読書，対話，作文以外にも，好奇心を起乙させ，意

志伝達手段となるものはたくさんある．しかし，教育

の基本科目としては，乙の三つのことを中心に訓練す

ればよい．他は，子どもの自主性にまかせて特別に訓

練しなくてもよいのではなかろうか． したがって，ス

ペンサーの言うごとく，人聞の精神発達の法則に従っ

て乙の三つの乙との教育方法を考えればよいのではな

かろうか．

戦後，本のない時期に小学生だ、った私達の年代の者

にとって，現在の氾濫する本の洪水には，慢ろかされ

るばかりである．ところが，学校で本当の読書の楽し

さ，討論lとより自己をみつめ直すことの楽しさ，書く

乙との楽しさといったものを指導されていない者達に

とっては，白から乙れらの楽しさを放棄せざるを得な

いのではないかと思われる．受験のためにこれらの楽

しさは無視され，受験のテクニックばかりが先行して

いるとしか思われない．現在の学校教育において，乙

れらの楽しさというものは，小学校以来何らの指導も

なされていないと，私には思える．すなわち，人閣の

精神発達の法則に従った教育方法がとられていないの

で，楽しさの感じられない教育となっているとしか思

えない．

9 

昔，航海をする者は，北極星に導びかれて船を進め

たという．北極星に到達することはないが，北極星に

近づ乙うとすることによって，目的地である港に着く

乙とができた．人々がそれぞれ掲げる理想は，北極星

のようなものである．

「生きがいのある人生を創造する．」乙れが私の教

育に対する理想である．

乙の理想を実現するためには，次の三つの事が，教

育において重要なととと私は，考える．すなわち，

ト）個性の確立．

仁j 信頼されるにたる人物の育成．

同創造性豊かな人物の育成．

10 

何事においても，苦労しなければ，楽をするととが

できないのではなく，今，現在行なっている乙とが楽

しいから苦労するという乙とでなければならない．

勉強も，将来役に立っかもしれないからしておかな

ければならないのではなし人間らしく生きるための

勉強をしているので楽しい，楽しいから苦労もすると

いう乙とでなければならないのである．本来，研究

とか勉強とかは楽しいものでなければならないのであ

る．

人間らしく生きるということは，自分の持っている

能力を見出し，その能力を最大限に伸ばすことによ

り，自分自身が完全に生き，生きている乙とのよろ乙

び、を心の底から感じられる乙とである． いいかえる

と，生きがいを持てることである．

楽しいということは，本人の好奇心に支えられた経

験をつうじて，各々の能力を最大限に伸ばし，個性を

確立しつつあるから楽しいのである．

個性があるという乙とは，皆が均質であるという乙

とではなく，他人にない何ものかを持っている乙とで

ある．他と違っている乙とに価値があるのである．個
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性は，自分に対する自信であり，生きがいである．人

間，一人一人が自分に自信を持ち，自分の道を気概を

持って進み，自主性，独立心を育て，完全に生きると

とにより，生きがいを感じ，生きている乙とのよろと

びを味あう乙とのできる世界を創って行きたいもので

ある．

11 

今回は，理想を実現するための一つの方法として，

←）個性の確立という乙とについて論じたが，口信頼さ

れるにたる人物の育成，日創造性豊かな人物の育成に

ついても順次，論じて行きたい．

子ども一人一人の可能性を見出し，その子どものも

てる力を最大限に伸ばしてやるととは，とりもなおさ

ず，子どもの個性を確立してやる乙とにほかならな

い．現在の日本の学校教育をみてみると，乙の個性の

確立ということをないがしろにして，独創性だの，創

造性だのとさわいでいるとしか，私には思えない．現

実の，多数の学校教育においては，個性をなくす教育

がなされているといってはいいすぎであろうか．

最後に，今後私なりに教育について考えて行きたい

ので，勉強方法等について，御教示願えれば，幸に存

じます．

参考文献

1) 羽仁五郎『自己発想の方法』〔青春出版社〕1978
p. 1 

2) Jレソー著永杉喜輔・宮本文好・押村義訳『エ

ミ－）レ』〔玉川大学版〕 1977pp. 63～4 

3) スペンサー著三笠乙彦訳「知育・櫨育・体

育」〔明治図書〕 1976p. 12 

4) Ibid., p. 15 

5) Ibid., p. 19 

6) Ibid., pp. 20～70 

7) Ibid., pp. 90～97 

8) 小原因芳著「全人教育論」〔玉川大学出版部〕
1977 p. 9 

9) 林竹二著『教育の再生を求めて』〔筑摩書房〕
1978 pp. 5～7 

10) Ibid., p. 8 

11) Ibid., pp. 11～12 

12) 奈良本辰也編『日本の私塾』〔淡交社） 1967 

pp. 129～148 

13) Ibid., pp. 55～67 

14) コメニウス著稲富栄次郎訳『大教授学』 〔玉
川大学版〕 1978pp. 88～91 





有明工業高等専門学校紀要 第 17号 37 

本校学生の性格特性と行動・学習についての考察

中 村

（昭和 55年9月20日受狸〕

安 生

A study of the relation between our college student’s 
behaviors and their personality traits with the 

Yatabe-Guilford Personality Test results 

I tried to get some hints available for us to guide students bf'tter by vi巴wrng

from sev巴ralangles the relation between the student’s behaviors and their perso・

nality traits with the Yatabe-Guilford test results 

YASUTAKA NAKAMURA 

はじめに

過去 10数年間，学生の性格を矢岡部・ギJレフォー

ド性格検査（YGテスト），クレペリン精神検査（クレ

ペリン検査），ローシャツハ法人格診断検査（ロール

シャツハ検査）により調べてきた．これらによる検査

結果は学生の性格を把握する為の資料として利用され

ている．また，カウンセリング時に過去の状態をカウ

ンセラーが知る手がかりとしても利用されて来た．

スポーツ（運動クラブ）と性格との関係について，

43年度K本校の寺本・荒尾1）が， 46年度に荒尾2》が

調査し報告している しかし，教務関係・厚生補導関

係からみた性格との関係は調査されておらず，また，

全国高専をみてもその数は少ない性格と行動との聞

には，かなり深い関係があるのは理解できるが具体的

にどんな性格がどんな行動と関係があるかということ

になるとぼやけてしまい，その関係をぼんやりと観念

的~（杷握しているに過ぎない．ましてや，性格と知能

・能力との聞の関係になると素人には，皆目見当がつ

かなくなる 現5年生が，入学後どのような足どりで

現在に到っているかを表すデータをできうる限り多く

集め， YGテストとの関係、を調べた．

第一章 YG性格検査について

1- YG検査の構成

詳しい解説については他の文献を参照として戴くと

して簡単に解説する．

y Gテストは， 120項目からなる簡単な質問の組み

合わせによって性格の 12の特性因子を構成し，各因

子は 0から 20までの尺度によって性格の一面を表す

ようになっている．また，各因子の結合から性格の傾

向を具体的lζ明らかにする．更に，各因子の尺度から

全体としての性格を類型に分類するという三段階から

なっている．

2. 特性因子 性格の基本的要素と傾向

D 抑うつ性（Depression)

陰気，悲観的気分，罪悪感の強い性格

c 回帰性傾向，気分の変化（Cyclictendency) 

著しい気分の変化，驚きやすい性質

I 劣等感 (Inferiorityfeeling) 

臼｛言の欠乏，自己の過小評価，不適応感が強い

N 神経質（Nervousness)

心配性，神経質，ノイローゼ気味

0 客観性欠如，主観的（Lackof Objectivity) 

空想的，過敏性，主観性

Co 協調性欠如， 非協調的（Lack of Coopera-

tiveness) 

不満が多い，人を信用しない性質

Ag攻撃性，愛想の悪いこと（Aggressiveness

or Lack of Agreeableness) 

攻撃的，社会的活動性，但し乙の性質が強すぎ

ると社会的不適応になりやすい

G 一般的活動性（GeneralActivity〕

活発な性質，身体を動かすことが好き

R のんきさ（Rhathymia)

気がるな，のんきな，活発，衝動的な性質

T 思考的外向（ThinkingExtraversion) 

非熟慮的，摂想的および反省的の反対傾向

A 支配牲（Ascendance〕

社会的指導性， リーダーシップのある性質

s 社会的外向（SocialExtraversion〕

対人性は外向的，社交的，社会的接触を好む傾向
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3. 結合因子群 具体的傾向を表す 6群 不適応因子群は O～60，他の 4群は0～40までの数で

情緒不安定性因子群 D, C, I, N 表される．

（各因子尺度の和で度合を表し処理した．他の群 以後，表を作成する場合は，結合因子群を次のよう

についても同じ〉 に書く乙とにする．

社会的不適応因子群 0, Co, Ag 情緒不安定性因子群...・ H ・・・D・N
活動性因子群 Ag,G 社会的不適応因子群...・ H ・・・O・Ag

衝動性因子群 G,R 活動性因子群 ・……・・Ag・G

内省的でない因子群 R, T 衝動性因子群 ...・ H ・・・G・R
主導性因子群 A, S 内省的でない因子群...・ H ・..R・T
結合因子尺度が大きくなるに従ってその傾向が強く 主導性因子群 ...・ H ・..A・s

なる．尺度は，情緒不安定性因子群は O～80，社会的

4. 性格類型

情緒安定性 ｜社会適応性 衝動性向，活動性，性主導性

型 D c I N 0 Co Ag G R T A s 
タ イ フ。

抑気分 劣神 客協攻
活白恩支社告外向

Jjlj 名

典型

準型 ：変化白等経
観調撃 動ん考配

混合型 性 感質 的性的 的き性性

平 均 型 A A 

Average Type A’ 平 均 平 均 平 均 ありふれ型
型 A" 

右 寄 り 型 B B 
外 向

不安定，不適応，積極型 B’ 不 安 定 不適応 暴力型

Black List Type 型 AB （積 極）

左 寄 り 型 c c 
内 向

安定，適応，消極型 c’ 安 定 適 応 鎮静型

Calm Type 型 AC （消 極）

右下がり型 D D 
適 応 外 向

安定，適応，積極型 D’ 安 定 代表型

Director Type 型 AD または平均 （積 極）

左下がり型 E E 
不適応

型型ノ変イわローり者ゼ不安定，不適応，消極型 E’ 不 安 定 内 向

Eccentric or Engineer Type 型 AE または平均

疑 間 型 F 
False Type 分類不可能 疑 問

型

A型（平均型〉 C型（安定，適応，消極型）

全特性因子尺度が平均またはそれに近く，特徴ある 何事につけても目立たないおとなしいタイプ．非行

性格を有しない人で大問題を起すようなタイプではな に走るというようなことはほとんどない型である．

D型（安定，適応，積極型）

B型（不安定，不適応，積極型〉 情緒は安定し，社会的適応性を有し外向的で対人関

情緒不安定で，社会的適応性に乏しく外向的で，何 係も良くリーダーとして素質を持つ型である．

かの動機があれば，反社会的行為を起乙しかねないタ E型（不安定，不適応，消極型〉

イプである． 情緒は不安定で，社会的適応性を欠き，内lとともり
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ノイローゼになりやすいタイプ．反面，内向的で内に

乙もりやすいと乙ろがあるので職人気質的な性格を持

った者も乙の型にはいる．

5. 検査の実施

調査対象者は， 52年度2学年在学者である.52年6

月7日の午後， M （機械工学科〉， E （電気工学科〉，

c （工業化学科） ' A （建築学科） 4科ともクラス担

任の立会のもとYG検査，クレペリン検査，ロールシ

ャツハ検査を実施した. YG検査は，放送により質問

事項を読みあげ記入させた．

6. 調査資料

乙の報告は，ケース・スタデー的なものではなく，

集団としての分析をしたもので，資料は統計学的処理

を要する．

とりあげた資料は， YGテストについては各特性因

子尺度，結合因子群尺度，系統値，判定である．この

報告には触れていないが，クレペリン検査の曲線型，

作業量，問題傾向の有無の 3つである．ロールシャツ

ハ検査について診断項目 1～12までの各項目について

のチェック状態である．行動，学習の資料として 1年

次から 4年次までの各学年次の欠席，欠課，年度末の

各科目の 100点法による成績，成績順位， 5年次の 7

月末までの懲戒処分歴，脱落者については脱落年次

（出校日数不足のため年度末成績が出せなかった者が

2名いるが，乙れは前年度末に脱落したとして処理）

である． 1人当りのデータは 122項目になった．

第 2章特性因子を中心として

1. 統計的処理方法

調査対象者143名の各人について 122項目のデータ

で，データ表を作成し，コンピュターにより全データ

はディスクに収録し，必要な都度呼び出して処理し

Tこ．

処理に用いた公式をあげておく．

・平均値 （X)

X＝子

－標準偏差（σまたは SD)

・平均値の差の検定

全員で 143名，クラス別では34～37名であり，事

項によって 10数名となり，無理なと乙ろがあるのを

承知で次の式で処理した．

Z= X1ーX2

J百五F
l'Y1 1'12 

を計算し， lzlが信頼係数90%として両側検査で乗却

域に入るか入らないかで，平均値に有意差があるかど

うかを検定した．

・相関係数 （r)

目一一
元~（X;-X）（れーめ

r=7~勺玄）2 l~勺り－

－ 一一元~xi九－XY

σzσy 

相関係数rについては，一般的にはつぎのように解

釈されている．

lrl<0.20 ほとんど相関なし

-0.40～ー0.20,0.20～0.40 低い相関

-0. 70～－0. 40, 0. 70～0.40 かなり相闘がある

-0.99～ー0.70, 0.99～0. 70 高い相闘がる．

ーし 1 一次の関数関係

乙れらの公式を使い，フォートランでプログラムを

作成し処理した．

2年生の中でストレートに 3年生になったものを 3

年次生， 3年次生中でストレートに 4年生になった者

を4年次生，現5年生になっている者を5年次生と呼

び，退学・原級留めおきになった者を脱落者という言

葉で以後書く乙とにする．

2. 特性因子尺度の平均と標準偏差

表1は特性因子尺度の平均と標準偏差をクラス別に

求めたものである．

143名の全体像は， s（支配性）以外の各特性因子

は標準値3の範囲内にあり，傾向としては右下がり型

になり， Sの標準値は 4の領域にはいっている．情緒

は安定しており，社会的適応性を備え，客観的で協調

的で，外向積極型を示しており社会的リーダーとして

の素質を持った者が多いという好ましい傾向を示して

いる． しかし，個々に見て行くと非常に情緒不安定で

抑うつ性の強い者，のんき過ぎる者，主観的で協調性

の欠けた者，内向過ぎると思える者がいる．

各科の平均値を全体と比較して有意差があったのは

E科の G （一般的活動性） ' T （思考的外向）因子と

結合因子群のR・T （内省的でない〉因子である．学
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表 1 学科別特性因子尺度の平均と標準偏差

D I C N I 0 I Co I Ag I G I R I T I A I S II D・NIO・AgI Ag・GIG・RIR・TIA・s

~J~化J ~J ~J~ ~J ~J~JJ,J~ ~H向J!~fj ~j ~Jlli 
M 6: ; 1 l~： ~~1 l~： ~~1 :: ：~1 :: ~~1 ：：司法｜吋：；1 判；：；：I :: ：~I 1!: ~~1 
7: ; I :: ::1 :: ::1 :: ~：1 :: ~~I ;: ::1 :: ~：11~： ：~11~： ~：11~： ：~1 ~： ：~11~： ~~ 

c 4: ; I :: ~~1 :: ~~1 :: ::1 :: ~： 1 :: ~： 1 :: ~~11~： ::1 :: ：~11~： ~：1 :: ~：I 1°・ : ：~11 ~：： ~~12~： ！~ 
¥6: : I 淵；：：~1 :: ~~11~： ~ 
必： ; I 1~： ~~1 :: ：~1 :: ~：1 :: ::1 :: ~：1 :: ~：11~： ：~11~： ~~ 

科の間で有意差のあるのは

E科とM科との間 c （気分の変化） , R （のんき〉，

T （思考的外向） , R・T （内省的でない〉

E科と C科との間 G （一般的活動性） , T （思考的

外向） , R・T （内省的でない）

E科とA科との間 D （抑うつ性） , T （思考的外

向） , R・T （内省的でない〉

の各特定因子，および、因子群が， E科と他の三科の聞

に差がある.M科， C科， A科の聞に有意差がある特

定因子および因子群はなかった．

表 1から各科のプロフィ －）レをみるとつぎのように

言えよう．

M科は，気分の変化が他のクラスよりやや大きく，

少し主観的なととろがあり，今一つ活発さが欲しいが

社会的には外向である．少しのんき過ぎるようである

が一部の人を除けば良いパーソナリティを有している

ようである．

E科は，抑うつ性は小さく情緒は安定しており，活

動的で思考的には 4科のうちでは一番内省的で，のん

きではないが，社会的適応性を具え主導権を握り得る

者が多い．傾向としては右下がり型であるがT （思考

的外向〉の尺度が小さいので広く物事を考える習慣を

つけたがよいようである．

C科は，劣等感が小さく社会的適応性を有している

がのんきな面もある．主導権を握るタイプの者が多い

ようだが一面物事を単純に割り切ってしまう者も居る

ように思える．傾向としては右下がり型である．

A科は，他の 3科に較べると抑うつ性が強く情緒の

不安定な人が他科より多いようである．少し主観的な

と乙ろがあり，可成りのんきな人もいるが主導権を握

り得る人も多い．少し右寄り型の傾向がある．

クラスによって特性因子尺度が少しずつ異なり，乙

れに開校以来の各科の伝統的な雰囲気がプラスされて

それぞれ異なったクラスを作っているのであろう．

E科は3 他の 3科と異なった特性因子尺度になって

いるのが後に述べる各特性因子と成績との相聞に微妙

に影響しているのであろうか．

3. 脱落者の特性因子尺度の平均と標準偏差

一定水準以上の学力とパーソナリティを持った卒業

生を社会に送り出す為には，水準以下の学生は原級留

めおきにして再履習させざるを得ない．毎年5%前後

の留年者を出しているが，留年者を少しでも少なくす

るのは教官に課せられた問題点の一つである．

調査対象学生数 143名中 5年次生は 108名で， 35名

が脱落している．との35名の中にはやむなき理由で脱

落した者も含まれているが多くは勉学について行けな

くなったから脱落したと思える．乙れら脱落者は，平

表 2 5年次生，脱落者の特性因子尺度の平均と標準偏差

全体 Z
143名 σ

5年次生X
108名 σ

脱落者 x 
35名 σ

D¥CI I 1N10J~c。 I Ag I G I R I T TA I s II刈・NJ・Ag ・G＼州叶μ

｜矧；：；；I：：~：1 ：：司；：：；｜；：；；｜う；：：；11~： ~~11~： ；~1 :: ::1 :: ：~I 1!: ::1 
I :: ::1 :: !:¥ :: ：~1 :: ：~＼ :: ~：1 :: ~：11；：ユ｜叩：；；I :: ~：11~： 
I 1~： ~：1 判；：；；11~： ~：＼ :: ：~11~： ~~ 
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均的にはどのような性格の持ち主であっただろうか．

表2は，全体， 5年次生，脱落者の特定因子尺度の

平均と標準偏差である．

5年次生の平均と脱落者の平均との聞には， D （抑

うつ性） ' c （気分の変化）， Co （非協調的） , A （支

配性），結合因子の 0・Ag（社会的不適応）の因子に

有意差が好ましくない側にある．

全体の平均との聞には， Co（非協調的） '0・Ag（社

会的不適応）に有意差がある．

5年次生グループと比較すると脱落者は抑うつ性が

大きく気分が変わりやすく情緒不安定で，協調性にか

け攻撃的な面をのぞかせ，しかも内向的で支配性にか

け，社会的適応性を身につけていないと言えよう．し

かし，脱落者を個々にみると全ての者がそうではなく

各因子尺度からみると立派な性格を持っており，どう

して脱落したか理解に苦しむ者もいる．

脱落者グループは可成り好ましくないパーソナリテ

ィの持ち主のように上述したが，標準点はs（社会的

外向）以外は全て3の領域内にあり， Sは標準点4に

なっており，普通一般のグルーフ。と比較すれば特別な

性格特徴を持っているとは言えず，社会的には立派に

やって行ける人達である．

検査時期の関係から 1年次生と 2年次生とは比較で

きないが， 2年次生と 3年次生， 2年次生と 4年次生

とのような比較はできる．各年次生の特性因子尺度の

平均と標準偏差を調べると，上学年次生になるに従っ

て小さくなる特性因子は， D （抑うっ性）'c （気分の

変化） , N （神経質） , Co （非協調性〉，結合因子群の

D・N （情緒不安定因子群） , O•Ag （社会的不適応性

因子群）であり，反対に大きくなるのはT （思考的外

向） ' A （支配性） ' s （社会的外向〉，結合因子群の

R・T （内省的でない因子群）， A・s（主導性因子

群）である．

M科は， 3年次から 5年次まで 3年連続して同一教

官がクラスを担任して来た．乙の教官が，学生と接し

て得た性格特徴をもとにして積極性を有しリーダー的

グループ，消極的なグループ，その中聞の 3グループ

にわけでみた． 一方， YG検査の Co-20（協調性〉，

G （一般的活動性〉， 結合因子群のA ・s（主導性因

子群）の和をとり，尺度の大きい順に順位をつけてみ

た．するとリーダー的クツレープの人達の順位は 1桁で

あり，消極的グループの人の順位は全て下位になって

おり，クラス担任が掌握している性格とYG検査から

得た結果と，非常によく一致していた．

4. 補導を受けた学生の特定因子尺度の平均と標準

偏差

学則にのっとり懲戒処分に該当する行為を行ったと

表 3 理由別懲戒件数（51年4月～55年7月〉

事 由 ｜件数

無 免 許 運 転 8 
ぷすて、

無免許運転暫助 5 
通

スピード違反 C<20km／時〉 19 
関

係
スピード違反（ミ20km／時〉 8 

人 身・物 損 事 故 4 

カ ン ーー ン グ 3 

喫 煙 8 

飲 酒 13 

計 68 

表 4 補導学生の特性因子尺度の平均と標準偏差

D I C N I 0 I Co I Ag I G I R I T I A I S II D・NIO・AgI Ag・GIG・RIR・TIA・s

~J~ ~J ~J~ 'J ~J~ ~H向J ~j~l~ ！iJ ~J ~J~ ~ 
金1必名体？！日I:: ：~1 !: ~：1 :: ：~1 :: ~：1 ~： ；~11~： ：~11~： ~~ 
t生；I :: ~~I :: ：~1 !: ！~I :: ：~1 と；I :: ：~11~： ~~11~： ：~I 1!: ！~I :: ~：1 :: ~~I 叫；；：I 2;: !:I 2~： ~~1 
て2生；I 1~： ~~I :: ::1 :: ::1 :: ~~1 ;: :!I :: ~：11~： ~~ 1 叶；：；I :: ~~I :: ：~11:: !:I 
雪震！！中？｜刈；：：l:: ~：1 :: ~~1 ;: ：~11~： :: 
芋：：反；I 1!: ~~I :: ~：1 :: ！~I !: :!I ;: ~：1 !: ~~I 1°・ ~： ~~11~： ：~l :: ::11~： ~：11:: ：~11 ~：： ~：1 叶；；；12~： ~~， 2~： ：~12~： ~！ 
1~~1町 I 1~： ：~1 :: ：~1 ;: ~~1 !: ~~1 :: ~~1 :: ~~1叶
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して校長より懲戒を受けた事由と件数は，表3の通り

である．

懲戒処分対象者は， M科 15名， E科 13名， C科14

名， A科 12名計54名である．学年次は 1年次10件，

2年次19件， 3年次26件， 4年次13件となってい

る．

補導学生（懲戒処分を受けた学生）は，一体どんな

性格であろうか．単純に集団生活不適応者，社会不適

応者であると決める乙とは危険であり，反対に懲戒処

分を受けていない者は社会生活適応者というわけには

いかない．誘惑の多い現在，いつ，一歩あやまれば懲

戒処分を受ける行為をなさないとも限らない. YG検

査の結果は，表 4のようになっている．一般学生と補

導学生の平均との聞には有意差のある特定因子はない

また，全体の平均との聞にも有意差のあるものはなか

った．大きく片寄った特性因子はないが，一般学生と

比較すると協調性がなく攻撃的で，のんきなと乙ろが

あり社会的にはかなり外向である. s （社会的外向）

の標準値は4になっている．我偉なと乙ろがあるとい

えようか，または甘えがあるといえようか．

乙の補導学生54名中 20名が脱落している．補導学

5. 特性因子尺度と欠席欠課の関係

生の 37労である．調査者143名中脱落者は35名で

24.5労だから，全般的にみれば，補導を受けた学生は

脱落する率がかなり高いといえる．乙の 20名の特性

因子尺度をみると一般学生に較べて協調性を欠き，攻

撃的でのんびりしたところがあり，可成り抑うつ的で、

社会的不適応なと乙ろがある．

補導事由中無免許運転， 20km／時以上のスピード違

反，人身 ・物損事故を起した者，カンニングにより補

導を受けた者は21名にのぼり，彼等の YG検査をみ

ると I （劣等感） ' N （神経質）が小さく，客観的で

主導権を握るタイプが多い．乙の 21名中約半数の10

名が脱落している． 乙の 10名の者のプロフィーJレは

0 （客観的〉が標準点、2になっている以外特に変わっ

ていると乙ろはないが抑うつ性は強い．

懲戒歴を持った学生には，何となく教官の目が良く

届くが，乙れは可成り負担になると思える．一般学生

と少し異なったと乙ろがあるから負担に耐えきれなく

なり，学習に身が入らず逃避的に遊びに興味が移り，

勉強に対するファイトを失い脱落して行くのであろう

か．

表 5 年度・年次生別欠席欠課の平均と標準偏差

欠 席 （日〉 欠 課 （時〉

51 年 I52 年 53 年 I54 年 51 年 I52 年 53 年 I54 年

143名 σ 5.58 

2 年次生 X 5.83 

143名 σ 5.58 9.43 

4.64 

135名 σ 5.64 6.62 6.33 

4.04 

120名 σ 5.84 6. 13 4.60 

3.93 

108名 σ 5.92 6.35 3.92 

N 35 35 27 

脱落者 x 4. 17 11. 71 9.59 

σ 4. 19 13.89 10.56 

一般に， 1' 2年生は欠席欠課は少ない．年間 10

日以上の欠席とか， 20時間以上の欠課をする学生は目

立ち，それは誰であるか良くわかる．しかし 4' 5年

生は，出欠簿に何の印もない日は珍らしい位，欠席欠

課が多いクラスもある．

6.57 

9. 76 

6.57 15.34 

7.45 

5.54 9.86 19.56 

5.99 3. 74 6. 17 19. 74 

8.65 5.32 8. 14 13.58 17.54 

4.95 5. 75 18.92 

5. 14 4.31 7.09 12.45 17.07 

12 35 35 27 12 

15.33 9.00 22.69 29.63 27. 17 

20.34 9. 75 24.19 32.35 19.82 

各科，各年度毎の欠席欠課の平均を表 6I乙示す．欠

席からみて行くと， M, E科は上学年になるにつれて

増加しており， 4年次は 1年次の約 2倍になっており

C科は5倍にもなっている．乙れに対してA科は低学

年での欠席が多く，年次による変動はほとんどない．
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表 6 各科別の年度毎の欠席欠課の平均

・欠 席 （日） 欠 課 （時〉

51年 I52年 I53年 I54年 51年 I52年 I53年 I54年

人 員 36 36 31 27 36 36 31 27 
M 

全 員 3. 7 6.5 4.8 7.6 5. 7 10.1 14.0 14. 1 

科 脱 落 者 5. 8 15. 6 15.2 79.0 11. 0 25.6 40.8 56.0 

5年次生になった者 2.9 3.0 2. 9 4.8 3. 6 4.2 4.2 12.5 

人 員 37 37 37 33 37 37 37 33 
E 

全 員 2.2 3.3 4.5 4.6 1. 9 4.8 10.4 10. 8 

科 脱 落 者 2.5 6.3 8.4 12.0 1. 9 11. 4 16. 5 21. 8 

5年次生になった者 2. 1 2.5 3.4 3.6 1. 9 3.0 7.0 9.3 

人 員 34 34 33 29 34 34 33 29 
c 

全 員 1. 4 3.5 5.6 7.5 6.5 12. 9 23.9 28.3 

科 脱 落 者 2.3 4.4 8.1 8.4 10.5 18. 7 31. 2 26. 1 

5年次生になった者 0.9 3.0 4.4 7. 1 4. 3 9.8 20.2 29.0 

人 員 36 36 34 31 36 34 31 
A 

全 員 5. 1 9.9 4. 7 4. 7 5. 2 11. 5 15.9 26.2 

科 脱 落 者 8.0 30.2 9.0 一 12.8 44.6 40.3 

5年次生になった者 4. 7 6. 7 4.3 4. 7 4. 0 6. 1 13.5 26.2 

人 員 143 143 135 120 143 143 135 120 
全

全 員 3.11 5.83 

体 脱 落 者 4. 17 11. 71 

5年次生になった者 2.77 3.93 

5年次生になっている者の状態をみると， A科とC科

の54年度以外は，平均よりかなり少なく，心身とも

に健康な状態で経過して来ている．しかし， A科は平

均とほとんど変らない. A科が他の科と変わったパタ

ーンを示しているのはA科に特有な原因があるのであ

ろうか．

欠課をみると， M科， E科は似たところがあり，そ

の年度で脱落した人の分を考慮すると授業時に感じる

程には多くない．しかし， C科は年を追うごとに急激

に増加しており，クラスのほとんど大部分の人が2桁

の欠課時数で，クラスの雰囲気として欠課するのに何

らのプレーキもかからないようになっているのではな

かろうか．乙れは， A科の 4年次生lともあてはまる．

脱落者は， 5年次生に比較すると欠席欠課ともに，

かなり多いのが自に付く．

表6からわかるように，学科により欠席欠課の状態

は大巾に異なる傾向を示しているので異なる集団とし

て処理した方が良いが，あまり細分化されるのでまと

4.81 5.99 4. 77 9. 76 15.88 19. 74 

10.56 15.33 9.00 22.69 29.63 27. 17 

3. 71 4.95 3.40 5. 75 12.44 18.92 

であったか， 3年次生はどうであったかを示してい

る．表5をみればわかるように上学年まで進級できた

グループ程，低学年時の欠席欠課は少なくなってい

る．

脱落者の出席状態を具体的に調べると次のようにな

っている．

脱落時期 人員年次欠席（日）欠課（時）

3年進級時 8 1 5.3 15.6 

2 41. 6 48.8 

4年進級時 13 1 4.2 6.6 

2 10. 9 20.5 

3 13.1 42.5 

5年進級時 12 1 3.3 6.8 

2 5.1 11. 5 

3 7.4 20.6 

4 15.3 27.2 

めて処理したのが表 5である． 2年進級時に脱落した者については，数量的には調

表5は，年次，学年次別の欠席欠課の平均と標準偏 べてはいないが3年進級時に脱落した者と似かよった

差である．乙の表は，つぎのように見る．例えば51 所がある．当該年度の欠席欠課が異常に多い． 1学年

年度すなわち 1年時のときの欠席が， 2年次生はどう 2学年で脱落するという乙と自体異常であり，そのあ
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表 7 特定因子・因子群と 1年次・ 3年次の欠席欠課との相関係数

D c I N 。Co Ag G R T A s D・N O•Ag Ag•G G•R R・T A・S 

抑つ 気分変のイヒ
劣 神 主

非量的
攻

語活的霊 んのきさ

支
情緒重定性 謹

活 衝
省的内ない

主

・3 等 経 観 撃 配 動 動 導

性 感 質 的 的 性 性 性 で 性

1年次生 .178 .116 . 070 一.013 • 142 • 012 . 177 . 088 .196 .125 一.071 .084 . 109 . 161 .154 .170 .207 .009 

一 2年次生 . 178 . 116 . 070 一.013 . 142 . 012 .177 . 088 .196 .125 一.071 . 084 .109 . 161 .154 . 170 . 207 . 009 

年時欠席
3年次生 .170 • 120 . 090 一.001 .153 一.013 .173 . 097 . 194 . 121 一.073 .084 .116 .153 .158 .173 . 204 . 009 

4年次生 .166 . 131 .104 . 005 .157 . 002 .144 . 084 . 186 .120 一.076 • 090 .123 . 149 .134 .162 .198 .010 

5年次生 .193 .125 . 125 .037 .133 . 023 .106 . 081 .139 .107 一.108 • 059 .147 .128 . 109 . 129 . 161 一.026 

脱落者 . 040 0-.184 一.265 .170 一.141 .462 .167 . 437 • 286 .118 . 236 一.127 . 236 .378 .399 .427 . 191 

1年次生 .157 . 099 一.060 一.007 . 101 .187 . 150 一.115 . 192 

ー：醐0咽341 剖 052 

. 103 . 061 . 210 .016 .052 .178 • 085 

一 2年次生 .157 . 099 一.060 一.077 .101 . 187 .150 一.115 . 192 .052 .103 • 061 . 210 .016 .052 .178 . 085 

年時欠課
3年次生 .104 . 086 一.014 . 023 . 131 . 131 . 126 一.136 . 206 . 019 . 077 061 .187 一.010 .046 • 201 . 053 

4年次生 . 122 .160 .002 . 024 .146 . 091 .188 一.114 .249 .050 .114 .090 • 205 . 040 .087 . 235 . 091 

5年次生 .190 . 203 • 088 . 084 . 131 . 084 .152 ー.212 .112 一.029 . 012 .168 .177 一.046一.057 . 099 一.009 

脱落者 . 038 一.167一.269 ー.191 . 061 • 225 . 089 • 069 . 325 . 223 . 327 一.171 .187 . 094 . 268 .357 . 300 

3年次生 . 030 一.022 一.148一.088 • 029 一.065 . 087 . 030 . 076 一.009 .184 . 076 一.065 . 026 • 068 .063 . 046 .139 

年時欠席
4年次生 一.142一.090 一.198一.232 一.088 一.036 . 182 .166 . 210 .140 . 285 . 250 一.200 • 026 .206 . 223 • 227 . 292 

5年次生 一.048 一.049一.117一.191 一.025 一.052 .155 .157 . 235 .167 . 222 . 192 一.121 . 036 .183 . 230 . 264 . 227 

脱落者 . 083 一.139 一.279一.053 • 119 一.217 一.065 一.062 一.164一.190 . 304 • 059 一.098 一.076 一.075一.143一.204 .175 

3年次生 .125 .110 一.024 一.022 . 104 . 100 . 018 . 070 .117 . 133 . 058 .107 。.116 .182 . 136 

4年次生 .058 .062 一.034 一.104 . 019 . 029 . 070 . 267 .131 .192 • 254 . 005 .056 . 061 . 182 • 261 .245 
年欠課＝ 時

5年次生 .125 .117 .024 一.041 . 020 . 054 . 053 ー. . 249 • 132 . 131 .199 • 069 .060 . 022 . 141 . 254 . 181 

脱落者 .110 . 011 一.105一.067 • 284 . 132 一.120 

らわれの一つが欠席欠課の多さである．

脱落者の欠席欠課が，脱落した年度に異常に多いの

は勿論であるが，前年度の欠席欠課が，そのクラスの

平均の 1.5～2倍位になっている．脱落するという事

態に至る徴候のーっとして，（特に明確な理由がある場

合は別であるが）欠席欠課が多くなりだす乙とを数字

が示している．明確な理由がある場合は別として，風

邪を引いたとか，頭痛がするとか，腹具合が悪いと

か，といって他の級友より 2倍位も欠席したり，たび

たび早退したりするようになると，当然の事ながら，

学習について行けなくなる．欠けている部分のノート

の整理等をやれる聞は，まだ問題は少ないが，それを

そのままにして学校へ来るようになると授業内容が理

解できにくくなり，従って面白くなくなってぼんやり

と席に掛けているだけになったり，居眠りをしたりの

悪循環に落ちいってしまう．すると，興味は外部の遊

びに移って行く．いつの聞にかまわりに閉じような者

が集まって来て一つのグループが出来，何となく学校

lζ出なくなってしまう．欠席や欠課の理由を聞けば，

適当に答えてその場をつくろっていくという術が身に

ついてくる．乙のような状態になると，教官・級友等

の言は耳には入らなくなり，手のほど乙しようもなく，

年度末には留年という事態になってしまう．または，

内向的な性格の者は，精気がなくなり，何をするとい

うでもなく，終日ぼんやりとして部屋に閉じともり勝

ちになったり，あるいは，神経過敏になり，ノイロー

. 195 . 085 . 228 • 191 一.008 .145 一.032 .176 .167 • 216 

ゼ状態を呈し，学校へ出て来ても注意力が不足し授業

に対する真剣さがなくなって，だんだんと気持が学校

から遠ざかり，必然の結果として，欠席欠課が増して

行く．

上学年の欠課の多さだが，行事等の責任者になる事

が多く，責任者としての仕事の為に止むを得ず欠課す

る場合はあろうが，それは多い数ではない．するとそ

の他の多くは，欠課した時間をどう使っているのだろ

うか図書館へ行って勉強するとか，自分が研究してい

る事の為に使うとか，実験室で実験lζ夢中になってい

たとか，であれば，それはそれで学生本人の側からみ

れば有効に過ごしているのだから，教官が，殊更神経

質になる必要もあるまい．

性格と欠席欠課との関係をみる為にYG検査の因子

尺度との相関係数を求めたが， 51年度， 53年度の結果

を表 7に示す．

1年時の欠席では，相関があるとされる 0.2以上

は，全体のR・T （内省的でない）と 3年次生の同じ

R・Tの二つである．とれに対して脱落者は， N （神

経質）， Ag （攻撃的）， R （のんきさ〉， T （思考的

外向） , s （社会的外向），結合因子群の 0・Ag〈社

会的不適応性）， Ag ・G （活動性） ' G・R （衝動性〉，

R・T （内省的でない〉が，相関係数 0.2以上にな

っており， N （神経質）は，負の相闘になっている．

ほとんど相関関係はないが， Ag（攻撃的） , R （のん

きさ） , T （思考的外向） ' s （社会的外向〉，結合因子
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群の 0・Ag〈社会的不適応性）， Ag ・G （活動性〉，

G・R （衝動的〉は，上学年次生になれた者程小さく

なっており， c（気分の変化） ' I （劣等感） ' A （支

配性） （負の相関） , D・N （情緒不安定性）は大き

くなっている．

1年時の欠課について相関係数0.2以上は， 0・Ag

（社会的不適応性） ' 3年次生のR （のんきさ） ' R. 

T （内省的でない） ' 4年次生のR （のんきさ） , 0・
Ag （社会的不適応性） ' R・T （内省的でない） '5年

次生のc（気分の変化） , G （一般的活動性）（負の相

関〉の各因子である．脱落者は， I （劣等感） （負の

相関） , Co （非協調性） ' R （のんきさ） ' T （思考的

外向） ' A （支配性） , s （社会的外向） , G・R（衝動

性） ' R・T （内省的でない）， A• S （主導性）と多

くの因子が相関係数0.2以上になっている．

3年時の欠席では， 4年次生のN （神経質〉 （負の

相関） ' R （のんきさ） ' A （支配性） ' 0・Ag（社会

不適応性）以外の結合因子群が相関係数0.2になって

いる． 5年次生では， R （のんきさ） ' A （支配性），

G・R （衝動性）， R・T （内省的でない）， A・S 

（主導性〉が0.2以上になっており，情緒関係因子は

小さいが全て負の相聞になっており，情緒が安定して

いる者が欠席は少ない事を示している．

3年時の欠課では， R （のんきさ）が相関係数 0.2 

以上で，全般的にみると，情緒が安定していれば欠課

が少なく，外向的であれば欠課が多いと言える．

各年時を通してみると，欠席では， I （劣等感），

N （神経質）は上学年時になるにつれて，負の方IC相

関が強まっている．これに対し， G （一般的活動性〉

表8 M学科1年特性因子尺度と成績との相関係数

D c I N 。Co Ag G 

抑う
気分変の化

劣 神

語性非
攻

謹的活? 
等 経 理事

性 感 質 的

現代国語 -246 -185 - 2 -134 -324 -333 -138 - 14 

歴 史 -184 61 143 123 -202 -254 75 161 

地 理 - 65 - 69 -139 43 -338 - 31 -341 -146 

数 学 18 58 154 164 - 24 - 69 - 12 - 59 

物 理 -126 -113 - 22 - 54 -203 -251 -180 -184 

イ包 学 - 42 - 10 188 226 - 22 - 10 -135 - 54 

保健体育 -296 -184 - 49 59 - 60 -177 27 199 
2日<r. 楽 74 46 - 45 193 112 153 - 15 - 46 

英 語 - 24 120 9 97 - 12 -186 - 81 -270 

図 学 - 44 114 54 161 113 -207 194 174 

R （のんきさ） ' A （支配性） ' s （社会的外向〉の各

因子は上学年になる程正の相闘が強くなっている. c 
〈気分の変化〉は 1年時はそうではないが， 2年時以

降は欠席については負の相関，欠課については正の相

関になっており，むら気が欠課に結びつく乙とを示し

ている．情緒が安定していれば，欠席欠課が少なく外

向であれば欠席欠課が多いのは 3年時と同様である．

6. 因子尺度と学業成績との相関

学業成績は，．習得能力の現れで，知能の領域で考え

るべき，と思う．習得能力は，その人の性格に投影さ

れて新しい性格を形作って行き，乙の新しい性格が，

自己啓発力を呼び起として習得能力を変える，という

ように，互に関連し合いながら一つのパーソナリティ

を形成すると思える．乙のように考え得るならば，性

格と学業成績との聞には相関があると言える．乙の相

関を把握する試みとして， YG検査の因子尺度と年度

末の成績との相関係数を求めた．乙れをみると，性格

との関係が，いくらか浮び、あがって来る． しかし， 4 

科の相関係数をみると直線的相関と決めるには無理な

と乙ろがあるようだ. R （のんきさ〉との相関を調べ

ると， E科がRの平均は一番小さい. E科の相関係数

は，ほとんど全科目が正lとなっているが，他の学科で

は，ほとんど負になっているというように．

学業成績と性格とが，どのような関係にあるかを正

しく把握する為には，更に多くのデータの集積が望ま

れる．その道をつける為に，長くなるが，各科別の全

教科目とYG検査の因子尺度との相関係数表を，表8

から表23まで掲載する．

〈×10-3)

R T A s D・N O•Ag Ag・G G・R R•T A・S 

の

息言外向
支

社声外肉 情緒重定性 寵
活 街

省的内ない
主

んきさ 百己 動 動 導

性 性 性 で 性

- 70 -211 96 ー 77 -196 -386 - 90 - 54 -178 6 

-210 -165 347 158 31 -182 145 - 27 -256 279 

-178 130 -173 -334 - 71 -359 -292 -208 - 59 -289 

-208 -388 - 66 - 62 125 - 49 - 44 -170 -386 - 72 

-162 -210 2 -114 -107 -307 -221 -222 -247 - 66 

-228 -227 56 - 83 113 - 82 113 -179 -306 - 18 

-255 - 71 118 63 ー162 - 97 140 - 30 -235 101 

-104 -203 130 一75 96 119 - 38 - 96 -198 26 

- 58 -222 - 54 27 62ー129 -217 -213 -175 - 13 
-123 -276 249 42 88 64 223 37 -256 159 

製 図 131 - 59 -122 197 181 - 25 57 35 -150 -337 206 37 66 112 56 - 72 -312 132 

工作実習 - 19 28 49 265 129 2 104 12 -239 -294 150 47 107 120 69 -143 -355 108 

工学演習 - 10 - 1 25 63 -125 -229 120 -113 -247 -306 - 3 - 68 24 -108 0 -230 -367 - 41 
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表9 M科 2年時
（×lQ-3) 

D c I N 。Co Ag G R T A s D・N O•Ag Ag•G G•R R•T A•S 
抑つ

気分変の化
劣 神 攻

E活的量 のんきさ 思青外肉
支

社宮外向
情緒性定 謹

活 街
省内的ない

主

・3 等 経 撃 配
不安

動 動 導

性 感 質 的 性 性 性 で 性

国 語 -311 -259 29 -225 -341 -269 -248 -222 -136 26 - 68 - 54 -266 -421 -285 -231 - 88 - 68 

歴 史 -155 14 286 107 -190 -127 - 12 - 72 -238 -105 - 90 - 87 64 -162 - 52 -197 -242 - 99 

地 理 -262 -106 214 86 -298 -260 82 - 52 -284 27 -144 - 97 - 41 -232 15 -213 -200 -134 

数 学 -210 144 100 49 - 50 -324 102 - 30 - 27 -245 105 70 7 -210 41 - 37 -164 97 

物 理 -281 - 98 100 8 -225 -270 59 115 -137 -251 85 - 9 -106 -209 107 - 11 -252 40 

イh 学 -131 34 102 72ー198-275 101 59 - 62 -223 205 85 14 -176 97 0 -178 161 

保健体育 -453 -110 230 102 -227 -121 - 37 160 -179 58 75 253 -106 -191 79 - 7 -102 188 

美 術 91 294 469 395 - 46 -111 155 205 -156 -300 - 17 -113 394 4 220 36 -294 一76

英 語 -159 - 17 139 51 - 94 -245 -123 -263 -125 -225 -125 - 22 - 9 219 -237 -251 -227 - 80 

独 語 -351 - 87 185 - 17 -219 -342 10 - 75 -125 -125 79 79 -114 -262 - 41 -127 -168 89 

機構学 -186 - 1 75 80 -150 -260 164 10 -157 -198 85 54 - 23 -113 102 - 92 -235 77 

材料学 -182 - 64 -136 - 68 -243 -239 261 173 - 41 -191 248 121 -152 -105 262 88 -143 204 

製 図 -146 - 23 130 188 22 -261 100 - 42 -122 -183 142 85 39 - 55 32 -104 -200 120 

工作実習 -170 39 106 95 - 86 - 64 - 25 65 -102 - 29 - 78 70 9 - 86 26 - 22 - 94 。

表10 M科 3年時
（×lQ-3) 

D N 。Co Ag I G I R T A s D•N A・S 
国 語 -287 -138 18 -259 -186 - 62 21 - 67 85 171 -105 103 -228 -115 - 29 8 169 8 

歴 史 -127 82 98 174 -238 308 143 305 -148 -139 192 54 62 68 277 110 -195 132 

数 学 ー 7 26 - 81 103 14 87 240 144 -156 -313 69 - 71 18 170 235 0 -309 - 7 

保健体育 -487 -130 63 -128 -141 88 77 372 199 205 40 362 -243 - 2 279 365 274 239 

英 語 -209 0 -164 - 21 -125 196 - 80 ← 124 -112 -122 - 88 173 -128 - 33 -126 -150 -158 59 

独 語 -132 -101 ー 77 9 19 214 138 99 -111 -227 56 67 - 96 169 145 - 2 -222 69 

応用物理 -242 44 30 46 -179 107 16 89 - 89 171 -138 - 81 - 53 - 47 65 5 40 -120 

材料力学 -186 - 42 96 - 34 - 16 - 34 259 107 -142 -159 - 14 - 25 - 67 115 224 - 16 -203 - 22 

材料学 一75 - 83 28 27 -224 71 188 30 -230 - 68 15 -177 - 36 5 132 -121 -212 - 99 

機械工作法 -504 -104 - 62 -153 -266 -141 278 382 70 78 364 247 -284 - 54 406 293 100 336 

製 図 -287 - 29 72 71 -176 155 126 187 - 40 50ー 73 203 - 71 32 192 98 2 85 

工作実習 -235 164 198 94 43 298 283 247 47 47 - 73 250 46 292 326 191 64 113 

機械設計法 -194 42 -105 31 -247 62 72 104 - 40 - 32 -111 - 40 一76- 73 109 44 - 49 - 81 

機構学 -248 27 - 46 72 - 46 37 181 264 - 67 - 84 204 197 - 72 86 274 133 -101 224 

篭気工学概論 -266 -109 -135 -258 -238 - 25 253 92 - 47 133 11 - 51 -252 - 6 210 32 47 - 25 

表11 M科 4年時

I D I C I I I N I O I Co I Ag I G I R I T I A I S II州o州沖・RIR・TIA・s
国 宣腐豆日 55 - 19 -526 43 -333 -201 - 85 - 87 - 93 73 28 137 -120 -306 -107 -117 - 24 94 
倫理哲学 -141 -256 -164 -101 -507 66 -331 -218 -411 129 -215 -191 -211 -433 -340 -405 -226 -223 

法 学 51 - 37 70 327 -227 146 -163 41 -453 -271 - 91 -259 137 -157 - 73 -256 -501 -198 
保健体育 - 64 -301 172 117 -197 157 -386 4 -342 -168 -175 -270 - 27 -256 -233 -211 -355 -248 
英 語 -221 -168 -207 12 - 97 -112 -366 -377 -295 -125 -199 -169 -191 -294 -461 -440 -295 -202 

独 語 -171 -193 - 91 136 -337 7 -323 -407 -541 25 -441 -222 -104 -357 -454 -615 -386 -358 
応用数学 39 - 55 9 172 -250 - 17 - 58 -275 -657 -166 -331 -437 58 -175 -209 -598 -588 -427 
応用物理 250 409 189 374 190 183 213 - 14 -287 -105 -319 -216 396 289 121 -189 -277 -292 
情報処理 - 36 -176 160 218 -292 57 - 58 -169 -530 54 -125 -239 51 -170 -142 -446 -360 -204 
材料カ学 - 30 -190 334 261 -164 100 -114 -153 -585 -257 -237 -447 113 -113 -166 -469 -589 -384 
熱カ学 63 - 93 206 323 145 155 -157 155 -453 -386 44 -188 163 54 2 -178 -571 - 87 
水カ学 -203 -275 22 75 -162 18 -214 40 -567 -190 - 62 -278 -130 -197 -105 -328 -536 -194 
機械工作法 -299 -137 -225 171 -401 59 -168 53 -418 - 58 63 - 49 -164 -288 - 69 -226 -345 5 
製 図 10 -201 188 257 -202 109 -282 - 39 -501 -185 -238 -321 82 -222 -197 -340 -484 -311 

工学実験 - 42 -143 91 260 -146 209 -394 -177 -501 -184 -292 -290 53 -213 -352 -434 -483 -321 
機械設計法 -275 -123 -149 55 -225 - 39 -106 94 -444 -230 123 -108 -167 -196 - 5 -214 -469 。
工業カ学 62 88 49 290 0 - 2 一78- 14 -352 -386 - 98 -264 160 - 43 - 57 -230 -496 -205 
計測工学 -330 -239 -130 -115 -374 0 -359 162 -305 153 139 41 -274 -399 -117 - 81 -132 96 
電気工学概論 - 20 51 -132 142 -323 - 39 -206 56 -193 - 44 102 40 17 -303 - 90 - 83 -170 76 
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表12 E科 1年時

（×10-') 

D I c I I N I 0 I Co Ag I G I R T A s D•N A•S 

国 語 o. 246 125 177 228 82 195 291 133 281 -162 81 - 36 233 268 249 242 139 23 

歴 史 277 204 137 273 76 -208 217 51 104 - 78 -112 - 28 265 21 156 90 42 ー 75

地 理 lOl 30 20 114 50 9( 319 198 119 -298 175 75 83 210 303 171 - 57 134 

数 学 111 - 48 169 61 131 - 35 -167 68 120 - 8 -122 ー122 92 - 32 - 56 109 90 -133 

物 理 106 37 38 108 300 - 24 166 207 221 -159 157 46 89 198 221 240 94 108 

化 学 13日 184 121 83 48 - 71 72 135 258 -143 -105 -so 149 16 124 229 131 - 72 

保健体育 -113 89 185 110 172 -125 - 4 19 - 31 - 6自 -240 -214 75 -146 g - 10 - 59 -246 
土日 楽 -241 -174 -279 -270 224 - 43 224 405 349 -120 392 322 -286 - 27 374 417 214 387 

英 語 236 - 9 216 71 151 - 57 94 - 20 18 - 80 -104 -21日 157 80 42 2 27 -177 

図 学 -183 -103 -101 - 70 - 35 -118 159 281 80 -181 92 85 -135 - 8 261 187 - 29 96 

電気製図 69 -169 90 69 139 116 80 121 130 - 58 - 50 186 29 16( 119 141 73 78 

電気工学実験 -117 -170 ー102 -138 - 67 - 81 - 95 268 122 一12 129 72 -152 -m 107 207 90 109 

表13 E科 2~下時
(xto-') 

D I c I I N Ag T A G•R R・T A・ S 

国 1lf 44 - 70 -214 - 33 -127 -129 87 310 161 一 78 90 156 - 87 237 252 87 135 
歴 史 144 287 64 240 78 -120 251 134 341 -116 132 142 211 83 22( 280 209 149 
地 理 42 133 19 140 - 81 - 33 1 4~ 176 201 -169 111 17( 96 12 192 212 72 157 
数 学 174 88 113 205 250 41 12( 111 147 -171 -120 -123 175 189 136 14! 29 -132 
物 理 115 -114 2C - 13 146 22 124 250 144 -228 124 64 10 133 223 212 - 2 101 
イじ 学 88 - 83 - 33 - 13 70 - 76 141 167 297 - 32 -182 - 10 一日 54 182 269 218 -102 
保健体育 -257 - 61 -239 -135 -108 -162 75 171 - 27 -149 361 197 -208 -101 147 66 - 97 305 
美 術 -136 164 32 - 84 - 17 166 124 10日 7~ - 75 141 105 -101 134 13€ 101 24 133 
英 語 414 - 34 359 280 365 144 - 63 72 - 15 -171 -223 -198 316 215 - BC - 45 一日目 -228 
独 語 129 34 331 199 66 40 175 - 53 6（ー127 - 82 -297 209 128 69 21 - 17 -209 
電気磁気学 31 -173 96 43 145 107 - 63 110 20f - 61 - 36 -139 9 94 SC 183 131 - 97 
電気製図 225 170 221 292 194 49 自0 -167 - 84 11 270 262 61 日1- 38 - 39 
電気工学実験 43 。156 214 ee - 28 104 - 94 -187 67 - 35 128 44 47 - 9 -168 16 
情報処理 -276 -424 -188 -219 -292 -1 - 26 163 77 - 33 -315 -233 83 6[ 48 23 

表14 E科 3時時
（×10 ') 

D c I I I N I 0 
c。Ag I G I R T A s A•S 

国 語 89 - 14 - 36 17 39 - 13 299 303 18" -14! 94 288! 2( 142 355 265 73 210 

歴 史 104 270 185 252 66 -114 157 - 3 201 。－ 74 - 11 233 40 8( 130 16' - 45 

数 学 140 105 204 199 209 - 33 129 262 29~ - 40 -lOE 。193 135 232 31日 215 -56 

保健体育 88 193 153 200 - 72 7 -161 -152 - 50 - 80 - 21 -161 183 -100 -185 -106 - 80 -101 

英 語 393 144 277 193 273 43 46 108 83 -123 -25< - 69 302 168 92 105 3 -175 

独 鍔 182 - 41 382 194 76 - 57 - 22 - 93 - 74 - 49 -158 -254 219 ーー 広、 - 69 - 92 - 83 -226 

応用物理 - 73 -149 - 40 - 61 20 -102 155 290 220 - 5! 45 141 - 90 24' 265 280 143 105 

電気磁気学 4! -169 46 36 146 - 4 68 22f 240 - 9【 47 53 - 2 72 177 262 144 54 

f理気計測 85 - 24 215 84 162 182 - 54 2 66 -21< -105 - 85 llC 14日 - 30 43 - 57 -103 

電子工学 47 - 85 192 129 - 7 - 51 - 41 52 60 - 4( 37 - 23 91 - 48 8 63 25 7 

電気回路 162 86 246 164 148 - 56 43 57 208 - 30 -140 -131 196 57 59 159 149 -148 

電気工学実験 58 - 49 62 173 82 145 217 221 118 -168 5 101 80 209 259 182 59 

電気機械 -104 -143 - 55 -110 ( -132 100 160 131 28 81 288 -119 - 25 15~ 1日1 11! 204 

機械工学概論 44 - 5 173 14E 19 116 27 96 59 -144 - 12 15 110 81 74 34 - 2! 2 
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表15 E科 4年時
（×10-3) 

D c I N 。Co Ag G R T A s D・N O•Ag Ag•G G・R R・T A•S 

抑つ
智変の也

劣 神

す
攻

認的活 のんきさ !roJ 支
社宮外向 孟事E謹

活 街
省内的ない

主

・3 等 経 撃 配 動 動 導

性 感 質 的 性 性 性 で 性

国 宝ロ玉ロ - 56 57 296 234 -238 12 56 - 49 -121 17 51 - 80 156 - 81 2 - 99 - 87 - 18 

倫理哲学 -184 -206 - 60 -102 -104 33 104 243 253 57 - 29 84 -156 14 207 275 228 33 

法 学 - 33 - 28 78 159 9 -108 -106 - 92 32 251 -112 58 56 - 97 -116 - 25 153 - 27 

保健体育 9 128 -131 74 -106 -104 100 22 -122 -152 178 - 68 19 - 59 69 - 66 -174 56 

英 語 323 86 396 295 299 289 - 50 -151 3 - 37 -368 -274 331 264 -120 - 71 - 16 -352 

独 宝”玉ロ - 3 -127 124 70 - 57 60 - 12 - 94 91 74 -284 -278 28 - 2 - 64 11 110 -310 

応用数学 - 79 - 29 10 -115 - 9 14 113 217 407 - 12 33 34 - 66 53 196 359 314 37 

応用物理 - 27 - 60 -215 12 50 - 21 294 319 423 - 43 130 120 - 81 142 360 418 311 138 

包気計測 -181 118 99 - 97 - 92 238 69 326 251 -227 -118 - 30 - 32 107 238 314 82 - 80 

電子工学 -108 -233 67 35 - 82 127 59 225 130 - 34 - 25 61 - 58 51 171 190 85 21 

電気回路 -265 -124 - 20 -111 - 59 136 187 335 319 -137 58 44 -154 124 310 360 181 56 

電気材料 21 58 106 175 194 168 301 317 249 -132 -125 69 107 308 363 308 128 - 28 

電気工学実験 58 118 152 153 25 254 180 230 136 -106 -233 -218 139 219 242 196 53 -249 

電気機械 - 9 107 123 108 41 269 230 246 244 -117 - 81 84 92 256 280 271 132 5 

電気設計 175 185 189 47 114 281 9 121 214 一75 - 76 113 168 200 79 192 130 23 

機械工学概論 - 29 -168 197 一74 173 71 - 21 119 279 135 - 19 - 34 - 15 107 61 231 288 - 30 

電子回路 -111 120 - 91 -110 2 86 228 448 499 一138 37 311 - 69 145 401 528 323 197 

表16 C科 1年時

（×10-s) 

D / C I I I N I 0 I Co Ag I G I R T A s I D·N!O·中g•G G・R R・T A・S 

現代国語 -183 - 38 -205 -117 -212 - 26 -113 202 一26 50 131 - 43 -164 -161 47 105 17 44 

歴 史 -261 -156 -166 -311 -378 -181 -119 179 - 99 94 53 137 -262 -310 30 46 3 106 

地 理 -257 -105 -278 -125 - 18 -197 - 44 141 - 31 77 123 -137 -229 -112 53 65 32 - 15 

数 学 -374 -291 -254 -324 -212 -385 34 105 -162 50 93 63 -363 -251 80 - 36 - 63 85 

物 理 -293 -424 -305 -241 -209 -367 - 5 135 -275 -113 - 22 21 -361 -258 74 - 88 -236 1 

化学（1) -328 -346 -353 -343 -181 -344 -193 90 -284 - 2 66 - 46 -396 -318 - 64 -120 -169 8 

化学（2) -312 -293 -293 一229 -131 -326 - 42 172 -178 35 108 174 -328 -221 72 - 6 - 82 157 

保健体育 16 39 - 68 109 186 - 14 86 57 - 64 -195 一25 -147 25 120 84 - 5 -165 - 98 
二室回乙 楽 -121 -200 - 66 『 86 -129 -228 - 91 127 - 87 72 2 -108 -134 -199 18 23 - 4 - 61 

英 語 -329 -105 -208 -202 -158 -213 - 31 53 38 98 26 88 -253 -180 12 55 87 64 

図 学 -215 -418 -180 -271 -165 -420 -292 - 54 -343 -108 - 4 -299 -305 -386 -204 -242 -273 -175 

設工業計化製学図 - 76 -168 -140 52 93 8 19 165 -204 -454 - 27 -178 - 94 56 105 - 26 -418 -117 

表17 C科 2年時
〈×10-3)

D I、cI I N 。Co Ag T A s D•N G•R R・T A・S 

国 霊周回豆 -154 -110 - 63 -124 -167 -164 -273 201 - 27 210 26 13 -132 -269 - 48 104 122 21 

歴 史 -146 77 67 -110 -347 -120 -142 63 138 161 -108 48 - 40 -278 - 49 122 187 - 29 

地 理 -201 -153 -164 -105 -244 -111 - 29 252 -125 -126 171 144 -183 -176 125 74 -156 172 

数 学 -311 -188 -227 -241 -109 -305 53 127 15 66 91 57 -285 -159 104 85 52 80 

物 理 -105 - 84 - 77 -106 0 -224 13 255 17 122 - 14 132 -108 - 90 152 163 90 69 

保健体育 19 205 53 89 45 - 34 31 231 216 85 121 117 98 20 149 271 183 130 

美 術 -247 41 -218 - 98 -121 -213 95 344 - 5 -200 232 124 -163 -107 251 203 -134 193 

英 圭腐豆ロ -204 - 87 -186 -193 -177 -189 -149 170 66 111 164 136 -199 -230 8 142 112 164 

独 宝目五ロ -177 - 16 -196 - 88 -192 -294 39 181 - 35 - 14 151 149 -145 -200 125 87 - 30 165 

無機化学 -338 -253 -203 -252 -241 -381 - 51 164 - 36 156 - 45 - 43 -306 -300 62 76 81 - 48 

有機化学 -324 -300 -341 -246 -137 -391 41 304 - 26 - 22 182 185 -353 -215 197 166 - 30 202 

分析化学 -155 一12 -249 - 31 - 26 -277 207 242 91 -100 136 231 -137 - 41 260 200 - 12 204 

機械工学概論 -128 - 97 - 30 -156 -220 -228 - 96 146 - 68 69 - 68 10 -119 -244 26 46 5 - 30 

設工工業業計化外実学製国験語図2 

-141 - 89 - 4 -209 -202 -266 -208 107 -158 - 36 - 17 -166 -129 -301 - 63 - 33 -117 -105 

-134 100 34 -120 -213 - 65 - 37 140 - 23 - 47 15 - 23 - 43 -145 57 70 - 44 - 5 

-193 33 -153 一75 -255 - 22 -131 -108 - 24 17 - 92 -111 -122 -188 -139 ー 79 - 3 -112 
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表18 C科 3年時

lniclIINioicai勾 IG I R I T I A I s II D N lo Agl勾 GIGRIR TIA s 
国 語 155 167 65 296 186 139 41 237 -126 -394 98 12 195 166 159 65 -332 58 

歴 史 -112 65 9 32 35 - 36 - 47 220 - 36 -136 114 19 - 9 - 19 97 110 -110 71 

数 学 -305 -226 -272 -202 -116 -251 -108 130 - 94 -142 183 - 47 -295 -210 10 20 -148 69 

保健体育 - 87 21 - 31 98 97 41 - 66 144 - 97 -290 35 -117 - 5 35 42 27 -247 - 49 

英 語 - 49 63 - 28 50 16 - 26 - 82 262 7 -122 214 78 6 - 39 100 161 - 76 157 

独 語 - 98 121 -161 123 64 - 94 57 207 - 42 -225 200 81 - 15 15 151 98 -172 151 

応用物理 - 27 38 - 19 日5 40 -112 - 62 142 -196 -327 8 -131 13 - 56 44 - 35 -330 - 72 

情報処理 -170 - 20 - 82 - 5 - 22 -251 - 72 208 - 86 -217 54 79 - 87 -149 75 72 -193 - 18 

有 機 化 学 -178 -153 -202 -103 - 76 -276 - 92 245 -125 -204 153 80 -186 -195 84 70 -207 126 

物理化学 -256 - 83 -234 - 60 - 69 -233 - 57 215 -106 ー72 122 61 -192 -157 88 63 -110 99 

無機工業化学 - 44 - 29 23 - 8 -163 -131 -151 178 -167 - 93 22 - 83 - 17 -200 11 4 -159 - 36 

有機工業化学 -213 -163 -164 - 65 - 94 -194 -170 192 -165 -134 143 - 12 -178 -202 日 14 -185 68 

電気化学実験 - 80 68 38 82 38 16 65 241 - 61 -290 105 69 25 54 175 107 -226 95 

有機化学実験 - 77 66 - 42 110 57 30 1 211 - 99 -321 150 28 自 41 120 65 -269 94 

機械工学概論 -236 - 81 -207 - 20 - 43 -121 42 287 - 98 -284 189 31 -165 - 54 187 111 -244 117 

電気工学概論 -176 -155 -158 16 96 -22( -101 250 -193 -289 157 - 66 -139 - 95 82 31 -303 44 

工業外国語 - 80 44 -101 86 26 - 45 -213 110 -187 -196 31 -103 - 21 -100 - 64 - 48 -239 - 43 

表19 C科 4年時

I D I C I I I N I 0 I Co I Ag I G I R I T I A I S l刈o中g・GIG•R IR・TIA・S
国 語 4 -162 -141 - 86 - 89 161 - 67 317 -135 118 307 128 -102 - 8 129 103 - 6 238 

倫 理哲学 - 45 63 -140 30 87 -269 -142 133 -155 38 148 - 50 - 31 -128 - 16 - 18 ー72 47 

法 学 178 108 - 87 388 57 190 135 312 - 3 -445 273 358 169 160 250 182 -298 359 

保健体育 -161 -133 - 14 -142 -150 -263 -297 - 48 日 75 -269 -246 -130 -304 -209 - 25 53 -289 

英 空際豆日 - 29 - 69 - 94 - 11 20 -124 -235 - 40 33 236 - 93 -122 - 56 -144 -1日日 - 3 178 -122 

独 語 -246 -145 -286 -224 - 83 -446 -102 16 -220 139 120 - 89 -262 -257 - 55 -127 - 46 自

応 用 数 学 -244 -392 -216 -222 -194 -42日B-210 71 -100 - 75 1 - 9 -300 -348 - 92 - 20 -112 - 6 

応 用 物 理 -113 -345 65 -189 -283 -401 -328 67 -261 120 -127 - 29 -193 -43E -166 -123 - 84 - 84 

有 機 化 学 3 39 -100 - 8 137 -112 32 9 105 - 78 - 52 201 - 20 34 24 71 14 93 

物 理 化 学 64 -136 71 。69 -272 -127 265 -103 - 93 - 44 16 9 -131 64 93 -126 - 14 

化学工学 I - 90 -155 -130 ー73 109 -284 -104 78 - 77 -237 - 98 - 95 -125 -107 - 22 - 1 -206 -109 

化学工学 E 35 -133 13 80 - 74 - 79 70 168 - 32 -277 - 55 328 5 - 33 133 79 -205 169 

無機工業化学 -191 -229 -294 -115 - 67 -293 - 54 49 -192 - 69 - 27 -124 -235 -169 - 7 91 -166 - 89 

有機工業化学 -113 16 -158 79 73 59 217 404 104 -220 146 473 - 57 154 351 304 - 81 361 

物理化学実験 107 104 -156 190 123 169 - 39 30 -178 -334 41 72 70 105 8 92 -334 65 

化学工学実験 225 102 -111 108 - 22 174 -198 - 22 -257 -177 51 - 68 99 - 31 -134 -173 -279 - 14 

材料工学 - 30 。－ 9 0 - 3 -165 30 425 - 99 -154 171 346 - 13 - 53 246 189 -164 299 

電気工学概論 -120 -1印 - 63 - 70 - 14 -363 11 34 -143 - 91 -245 -175 -117 -143 25 - 69 -150 -234 

工業外国語 14 77 -106 35 105 -100 - 79 20 - 96 7 - 53 - 54 3 - 26 - 38 - 48 - 55 - 60 

機器分析 137 - 68 30 203 118 -274 -106 159 - 13 -187 - 97 - 3 95 -100 20 86 -133 - 52 

表20 A科 1年時

(X10＇〕

D I c I I N Ag T A s D•N G・R R•T A•S 
現 代国語 116 76 34 31 135 86 - 81 22 132 ー172 92 -202 82 76 - 33 88 - 10 - 60 

歴 史 。118 - 27 144 109 100 -157 57 166 -224 - 88 - 99 日1 30 - 54 127 - 16 - 99 

地 理 -145 - 18 -175 - 60 - 79 -124 2( 311 294 107 151 -147 -131 - 96 196 336 253 157 

数 学 -237 -237 - 50 9 -145 -215 -363 - 22 -229 - 17 -147 -215 -161 -377 -215 -14日 -160 -191 

物 理 -253 - 25 -158 - 55 -254 -130 -115 85 -103 - 73 - 93 一74 -168 -266 - 13 一16-109 - 88 

イE 学 -211 - 96 -155 53 -314 -160 -351 -139 -220 -139 -146 -330 -137 -437 -278 -202 -222 -252 

保健体育 -127 -110 - 3 - 34 96 -306 80 69 113 47 14 6 - 86 - 61 86 103 100 4 

音 楽 - 4 - 25 - 57 142 13 - 5 -146 96 -122 -128 -123 17 15 - 71 - 24 - 21 -152 - 55 

芙 語 -211 37 -156 83 12 -120 -115 155 68 - 50 - 33 - 6~ - 97 -114 28 121 16 - 50 

図 学 -117 -130 - 36 40 -167 - 93 -208 - 18 -289 -2日7 -185 -304 - 76 -247 -127 -178 -339 -258 

造 形 257 480 187 247 304 181 - 49 -144 - 10 -343 -213 - 71 342 235 -113 - 81 -199 -149 

建築一般構造 129 139 49 213 145 256 - 31 101 128 -419 33 - 79 159 195 43 128 -151 - 25 

設 計製図 - 5 204 -268 16 224 - 61 70 261 214 -193 159 129 - 30 129 194 262 32 152 
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表21 A科 2年時 〈×1Q-3)

D c I N 。Co Ag G R T A s D•N 0・AgAg•G G•R R・T A • S 

抑う
気分変の化

劣 神

草佐欠加

攻
管一性動 のんき 言

支
社会的向 器不産社会的応適性

活 街
省的内ない

主

’ヲ
等 経 撃 配 動 動 導

性 感 質 的 活 さ 外 性 外 安 不 性 性 で 性

国 宝”玉ロ 42 138 122 110 166 19 -237 -105 - 76 - 81 - 62 -149 118 - 21 -195 -100 - 95 -112 

歴 史 -95 - 21 67 106 50 - 85 -138 - 36 63 54 -223 -205 9 - 87 - 99 18 71 -225 

地 理 - 89 -128 143 231 86 - 76 -208 -120 -167 -104 -182 -246 44 - 99 -187 -160 -168 -226 

数 学 - 81 32 171 168 一79- 6 -329 -183 -249 -111 -404 -400 76 -217 -293 -242 -226 -424 

物 理 -134 - 43 101 166 -128 - 89 -398 -228 -329 - 78 -330 -351 16 -322 -357 -312 -260 -359 

イ包 学 ー 74 75 58 214 - 6 49 -269 - 58 - 98 -175 -281 -342 68 -117 -184 - 87 -162 -329 

保健体育 - 65 - 23 49 17 100 -147 - 95 一112 122 62 -184 - 56 - 11 - 69 14 131 115 -126 

美 術 一19 152 - 15 184 192 32 122 6 - 16 -124 - 64 - 80 77 59 - 64 - 6 - 80 - 76 

英 童厨五ロ - 65 151 - 53 88 51 - 22 -161 35 - 20 - 79 - 77 -109 20 - 66 - 69 7 - 58 - 98 

独 宝腐豆回 -151 121 62 239 - 39 - 9 -411 -146 -288 -193 -279 -224 58 -239 -316 -246 -298 -265 

構造カ学 -101 - 87 78 157 - 62 -127 -400 -121 -154 - 17 -283 -380 9 -306 -295 -154 -111 -350 

建築一般構造 -123 3 136 174 16 5 -119 - 37 6 -105 -249 -336 44 - 51 - 88 - 16 - 55 -309 

設計製図 -125 - 11 41 147 79ー105 -251 - 80 - 95 51 -219 -176 3 -140 -188 - 98 - 33 -208 

表22 A科 3年時

I D I C I I I N I 0 I Co I Ag I G I R I T I A I S II D • N I山
国 語 396 309 318 171 280 255 18 -158 - 17 -243 26 -117 371 285 - 84 - 93 一148- 49 
歴 史 82 64 16 67 - 49 208 -282 ー 77 -142 -208 - 96 - 64 71 - 68 -203 -122 -212 - 84 
数 学 - 58 51 28 186 -212 106 -366 -159 -342 -355 -238 -322 51 -249 -299 -281 -430 -297 
保健体育 - 53 -122 - 4 -152 - 53 -191 - 56 68 38 158 201 286 - 94 -152 9 58 115 258 
英 語 -133 74 -138 - 74 -197 - 9 -198 29 -176 - 92 211 152 - 96 -212 - 93 - 86 -170 191 
独 宝.玉回 108 283 35 241 0 280 -343 -126 -260 -481 -166 -219 188 - 39 -266 -216 -445 -204 
応用物理 -114 - 91 - 85 3 -207 - 99 -467 -132 -361 -230 - 47 -180 - 91 -401 -339 -278 -372 -121 
情報処理 155 67 314 373 6 92 -456 -346 -542 -333 -336 -325 276 -187 -460 -495 -551 -349 
構造カ学 -153 -129 - 43 54 -252 11 -459 -194 -337 -270 -191 -374 - 87 -366 -371 -297 -378 -229 
建築計画 49 112 - 28 34 - 93 97 -234 - 50 -342 -300 - 43 -121 47 -122 -160 -224 -399 - 87 
設計製図 32 44 - 4 201 36 92 -438 -133 -348 -438 -210 -164 78 -162 -324 -271 -480 -197 
建築環境工学 - 17 - 80 - 10 67 -242 112 -340 -158 -401 -397 -126 -362 - 10 -248 -284 -315 -492 -259 
建築材料 52 74 156 332 - 69 137 -438 -354 -354 -276 -144 -281 179 -195 -455 -391 -393 -226 
実験実習 - 28 - 38 90ー 76- 77 88 -176 -129 -342 -155 - 17 54 - 14 - 88 -175 -266 -317 20 

表23 A科 4年時

I D I C I I I N I 0 I Co I Ag I G I R I T I A I S 11 D • N IO•中ベベベAs 
国 語 -255 -244 -207 -183 ー159-150 145 250 17 91 332 264 -269 - 93 232 145 61 315 
倫理哲学 85 79 201 193 196 146 -301 -109 -212 -368 -394 -381 167 31 -229 -180 -340 -410 
法 学 8 159 -127 - 24 139 74 -136 322 103 -242 - 8 38 - 5 45 124 233 - 65 15 
保健体育 -264 - 46 -301 -323 -139 -178 493 506 530 141 343 399 -293 82 576 576 425 392 
芙 語 - 20 165 -119 -145 -102 -164 3 231 72 -203 199 107 - 45 -141 144 166 - 64 162 
独 語 一79 102 - 29 12 -194 9 -270 25 -185 -317 -132 -245 - 11 -238 -130 - 92 -295 -199 
応用数学 -168 - 83 -104 2 -284 -106 -283 89 - 93 -224 - 71 -233 -115 -354 - 97 一5-184 -161 
情報処理 93 63 2 46 75 -104 -428 - 95 一184-162 -134 - 90 64 -232 -289 -156 -209 -118 
建築構造カ学 -163 - 67 17 25 -139 27 -215 13 -158 -30f -262 -291 - 65 -171 -107 - 82 -270 -292 
建築計画 11 38 - 43 89 。25 -169 214 - 23 -325 - 22 - 85 25 - 73 40 103 -193 一57
設計製図 16 153 -212 101 81 67 -155 339 - 9 -381 39 80 6 。125 178 -214 63 
環境工学 - 4 36 173 102 85 104 -225 42 - 49 ー278ー 51 -227 89 - 13 - 95 - 5 -184 -146 
建築生産 -282 -208 -316 -305 -260 -366 14 314 239 345 245 69 -339 -327 201 306 345 166 
建築史 22 171 62 35 - 3 96 -114 25 118 -296 - 93 -272 78 - 9 - 46 81 - 85 -193 

鉄地建鋼筋竣ト築都権及コ構造市びン法計タ造規画リ

-237 - 33 - 57 4 -262 - 89 - 96 183 - 72 -232 -152 -220 -114 -238 61 58 -174 -196 
- 85 - 20 - 9 -197 -146 -157 -194 111 -204 -297 7 -139 - 95 -261 - 36 - 56 -296 - 70 
- 48 23 24 一119-281 45 110 87 - 94 -138 56 24 - 39 一73 113 - 6 -137 42 

-372 - 48 - 69 - 63 -252 -107 -113 198 159 191 - 16 28 -191 -251 61 198 209 7 
実験実習 330 194 89 9 292 104 -253 46 -218 -409 - 15 46 201 85 -108 - 99 -367 16 
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第3章類型を中心として

1. 性格類型

性格類型を学科別にまとめると表24のようになる

全体では， A型が一番多く， D, B, E, C型の順に

なっている．平凡型のAと積極安定型のDを合わせる

と半数以上の 55%になるが，不安定不適応のB,E型

を合わせると 35%になり，相当に多い. E型の中に

表 24 性

Engineer型が半数居るものとしても，注意を要する

型の者が1/4以上居るのは心にとめておく必要がある

学科別にみると次のように言えよう．

M B型が多く，クラスとして組野な面がある．

E A, D型が多く安定．

c 平均的なクラス．しかし問題を含んでいよう．

A E型が多く，クラスとしてのまとまりを欠く．

格 類 型

A B c 
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2. 脱落者の類型 型の者は，全体で7名しかいないが3名も脱落してい

143名中 35名が脱落している． 乙の 35名の類型 て，率では一番高い．平凡型であるA型が， 31.7 %に

は，表25の通りである．混合型は， A～E型の中に もなっている．乙れは意外な感がする．高学歴時代に

入れずに出した． なった現在，ごく普通の人がとれから多数入学して来

積極安定型であるD型は，生活，学習の面で安定し るであろう．当然，その人達の教育を真剣に考えて行

ており， 6.7 9ぢの者しか脱落していない．乙れに対し かねばならない．乙の統計からみると，学内の色々な

て，不安定型である B, E型は 1/3が脱落しており， 面を今一度見直さなければならないと要請しているよ

生活，学業の両面に問題をかかえているようだ. AD うに思える．

表 25 脱 落 者 の類型と割合

｜全体 ｜ A B c D E I AB I AC I AD I AE 

全 体 N 143 41 15 6 30 20 13 9 7 2 

脱落者 n 35 13 5 1 2 6 4 1 3 。
n/N×100 24.5 31. 7 33.3 16. 7 6. 7 30.0 30.8 11. 1 42.9 。

脱落者附する必｜ 2. 9 I 8. 6 I 。
3. 補導学生の類型 になり，全補導学生に対する割合は25.9%となる．

143名中 54名が何らかの理由により，懲戒を受けて A B型を入れたB型の全体に対する割合は 19.6%で

いる．乙の補導学生の類型は，表26の通りである． ある．積極安定型である D型は， AD型を含めると全

A, B, C, D型は1/3の割合になっている. E, 体に対する D型の割合と，全補導学生に対する D型の

AB, A D型は，半数前後の者が懲戒を受けている． 補導学生の割合は，ほとんど同じになっており， D型

非行を起し易い型とされている B型の者が，特に多 の者は，非行とは無縁ではない，という乙とになる．

い，というわけではないが， AB型の者を入ると50% 消極安定型のC型もD型に似ているようだ．
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全体 N

補導学生 n 

n/Nx 100 

補導学生IC対する
% 

全体｜

本校学生の性格特性左行動 ・学習についての考察

表 26
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4. 欠席欠課について

表27は，類型別の欠席と欠課の平均である．

積極安定型である D型の者の欠席が，他の型の者K

比べて多い．欠課は 1' 2年時は，平均より少ないが

3' 4年時は多い．積極安定型であれば，何l亡対しで

も自信を持ち，学習の函についても可成りの能力を持

っていると思えるのにD型の者に欠席欠課が多いとい

うのは，学習に対する取り組みの中lζ甘さがあるから

ではなかろうか．高専卒業生にとっては，好条件で就

職ができてきた．ζの就職状況の良さが， 卒業しさえ

すればよいという安易な気持にさせているとも思えな

い． 情緒的にも，社会生活においても安定し，クラス

をリ ードして行ける能力を充分に持ったD型の者lζ欠

席欠課が多いととが，青少年期の只中にある現在の自

分をみつめ，伸びていこうとする，クラスの雰囲気に水

をさすことになる.B型の者は，欠席は平均より少な

表 27 類型別欠席欠課の 平 均

午 ＿3~
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いが，欠課は 3年時， 4年時に多くなり，不安定さが

目立つ. c型は，全般的に消極的であるが，欠席欠課

ともに他の型に比較して少なく，乙っとつと気長に積

み上げて来ているようだ. E型の者は，脱落者の分を

さし引き， 5年次生についてのみ考えれば，欠席欠課

ともに少ない．本校でのE型は，エンジニヤー型の者

が多いと言えよう．

5. 類型と成績

各学科により，教科目，人員が異るので，類型別に調

べようとしても無理なと乙ろがある．席次から類型別

のおおまかな成績をみると， A型はばらついており平

均よりは少し悪いようだ. B型は，平均より幾分か良

い．しかし，ぱらついている． 3年時末に 3名が脱落

したので， 4年次生は可成り良い. c型は，平均に近

く，成績の変動はあまりない. D型は，欠席欠課は多

いが，成績は平均より良い. E型は， 1年時は悪いが

年々良くなり， 6名が脱落した4年時は，平均より可

成り良く， 5年在学者は Engineer型とみた方がよ

いようだ．混合型のAB型は，段々と成擦が振わなく

なって4年時は，平均より悪い.AD型は，懲戒処分

を受けた割合が異常陀高かったが，型としての成績も

一番悪い.AC型， AE型は，平均より非常に良い．

おわりに

y G検査は，一つの特定因子の尺度をはかるのに簡

単な 10の質問を用意し，それに対して「はい」「いい

え」「？」の一つを選び， その集計から出すようにな

っている．単純な質問だから，意味内容の解釈が人に

よって大きく異なるととはないだろう． しかし，自分

の行動と結びつけて答える段になると単純ではなくな

ってくる．例えば，多くの人が「あの人はよくしゃべ

り話し上手だ」とみていても，本人は「自分は無口で

話し下手だ」と日頃思っていれば， 「無口である」と

いう質問には「はい」と答えると思う．また，青年期

にある者は，一般に自分を小さく，悪く評価する傾向

がある．思考・行動の基本は，潜在意識の中にあるパ

ーソナリティーに支配されていると思う．乙れらを念

頭において考えると， YG検査によってパーソナリテ

ィーの概観はつかめても，尺度が20だから非常にど

うだと決めつけるのは問題が残るようだ．

他の検査と組み合わせ，総合的な判断の資料を得，

更に面接を繰り返してはじめて診断を下せる．従っ

て，各種性格検査の結果は，その取扱に充分な注意を

払わないと， その人権にかかわるような乙とにもな

る．

乙の調査で，いくらかの事柄はつかめたが，乙れは

あくまでも多人数の平均であって，各個人にそのまま

あてはまるものではない．しかし，そうなりやすい傾

向を内在しているということは言えるのではなかろう

か．

乙の調査中，頭から離れなかったのは，問題のある

パーソナリティを持った学生がピックアップされた場

合に， 「わかった事柄を知らせるべきかどうか」， も

し知らせるならば， 「どんな状況を作り出して知らせ

るか」，その結果として，現在の性格は生来のものに，

その育った環境が作用して長い間にできあがったもの

であり，その性格を現在おかれている環境に係わり合

いながら， 「どんな努力をすれば」より良い性格に変

えて行けるかを共に考え，「その努力の手助の方法は」

となると，自分の非力を痛感させられた．

各種資料の計算処理は，アイ電子製のマイクロコン

ピューター「ABC-20」で行なった．

クレペリン検査，ロールシャハ検査の結果との関係

は， Jjlj稿でまとめたいと考えている．

最後に，資料を使用させてもらった 51年度入学生

の諸君，ならびに，各種資料を集めるのに協力してい

ただいた教職員の方々に深謝の意を表する．

1) 有明工業高等専門学校紀要第4号 1968.12. 

2) 有明工業高等専門学校紀要第8号 1971.12.
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米誌にみる最近の米国教育事情 〈’79)

一一Time,Newsweek誌による一一

吉

く昭和 55年 9月20日 受理〉

出
口
田 久 夫

American Educational Scenes in 1979 
Glimpsed through Time and Newsweek 

HISAO Y OSHITOMI 

米国にはいわゆる全国紙がないといわれる．米国は

おろか，全世界に強い影響力を持っているニューヨー

ク・タイムズやワシントン・ポスト紙はいわばローカ

Jレ紙であって，部数も少ない．前者が約 70～80万部，

後者が約 80万部に過ぎない．

よく云われるととだが，全国紙の役割を担っている

のがタイム及びニューズウィークの両週刊誌である．

発行部数は 1979年上半期で前者が圏内版431万部

（外国版130万部），後者が夫々 293万部（50万部）

の由である．（‘TheEnglish Journal，別冊＇ Time,

Newsweek読本 1980年版’）両誌とも圏内版と国際

版があって内容はかなり相違しているらしい．また国

際版もアジア，欧州その他に分れていて同ーの内容で

はないというが，詳細は不明である．

だが周知のように，両誌ともに「教育」の欄があっ

て1～2頁のスペースを持っている．そして乙の「教

育」欄は両誌とも毎週掲載されるわけではないが，そ

の記事内容は殆んど全部米国内のそれである．従って

両誌の教育欄を通読すればある時期の米国の教育事情

の一端がいくらか分るのではないか，というのが乙の

ささやかな報告をまとめた趣旨である．

ある特定の週の「教育欄」に取り上げられるトピッ

クは多くの場合一つであるが，週によっては二つの場

合もある’79年は 1月から 12月までの 12ヶ月間両

誌が取りあげたトピックは全部で 33項目あり， 内訳

はタイムが22，ニューズウィクが11であった．読んで

気付く乙とは同ーのトピックを両誌が同ーの角度から

取りあげるというととが全くないという乙とである．

乙こでは日付順にその 33項目を全部拾いあげてい

るが，限られた紙面に全部を詳しく紹介する乙とは勿

論できないので，極く簡単な要約に終っているものが

多い．そしてその要約・紹介も実際の記事の長短に対

応してはいないことを付言しておきたい． （なお見出

し，日付の次の（T）はタイム誌， (NW）はニュー

ズウィーク誌の謂である．〉

1 ) 「外国人留学生の洪水」＇ 79, 1 , 29 (T) 

米国在住の外国人留学生はと乙数年急激に増加して

いて，その多くは大学院学生であるが，’78年には 23

万 5千人となった．前年の15%増加であり，最も多い

のがイラン人学生，約36,000人，外に台湾，ナイジ

エリア，カナダ，香港，インド，日本の学生が多い．

多くの米国の大学は乙れを歓迎している．南カルフォ

Jレニア大学には全学生の 23%にあたる 3,700人が外

国人学生である．同大学のある理事は，米国人学生の

入学者数が減っているのでその欠員をどこかで補わ

ねばならない， と云っている． インディアナ大学で

は’79年に入学者が47%減るので， 全学生の授業料

1,500万ドルのうち外国人学生のそれが110万ドルを

占める由である．

公立大学は米国人納税者の子弟を優先しなければな

らないので，外国人学生を歓迎するというととは出来

ないが，私立大学にその種の制限はない．

多くの外国人留学生のため当然大学内にある緊張が

生じている. UCLA （カノレフォノレニア大学ロスアンゼ

ノレス分校）では最近，イラン入学生が彼等を対象にし

た人種差別的な落書があると抗議した．インディアナ

大学では，講師の役割をつとめる外国人大学院学生の

講義が理解できないと，学部の学生が大学当局を告訴

するといきまいた．政府としては，外国人学生はいず

れ米国内の外国人社会の一部となって，目立たなくな

ると考えている．乙れらの学生は大部分が，米国の大

学の学位を取りたがっているが，米国人学生にも国際

的接触の場を与えている．
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2) 「外国人留学生募集・幹旋業」’79, 2, 5 

(NW) 

1978年秋， 19才のイラン入学生が米国オクラハマ大

学農学部に入学を希望したが，テヘランの事務所で希

望の大学に入るには長い間待たねばならない，しかし

500ドルを払えばニューイングランドのある小さな人

文系の大学に入学可能と云われた．乙うしてその年の

12月ウインダム大学に入るためヴァーモント州のプ

ットナムに着いたが，その大学は経営難のため一週間

後に閉鎖された．

米圏内の大学入学希望者が減少するにつれて，外国

人学生に対する募集・斡旋業が乙の数年急速に成長し

ている．一一同時に私的な募集業者や大学のなかには

怪しげな策を弄する者・大学がある．前記のウインダ

ム大学は外部の業者を大学側が利用したのは不当では

ないと主張している．だが，その学生やすでに入学し

ていた 69人の外国人学生は‘搾取’されたと考えて

いる．

乙の種の仕事を始めるのは難しいととではない.41 

才のコンピューター専門家の P.ガロニスは自分の家

を根拠に‘国際教育サービス会社’を運営して，’78年

に5,000人の外国人留学生を米国の大学に送り込ん

だ．どの大学か名をあげるのは拒否しているが一一．

彼は将来中国が乙の分野でいい仕事になると考えてい

るが，今のと乙ろ石油太りの中東に焦点を置いてい

る’78年に36,220人の学生が米国にやって来たイラ

ンの高校と大学のすべてに，乙の会社はポスター類を

掲示しているし，多数のパンフレットを送り，ラジオ，

テレビで派手に宣伝している． 24以上の米国の大学

一ーそのほとんどが小さくて，私立で財政的に問題が

あるがーーが，授業料の 15%の手数料を払って彼の

会社の売り込みを受入れた．

米国の大学に外国人学生が入学を認められると，そ

の後でその大学から I-20と呼ばれる書類が学生に送

られる．学生は I-20を入国ピザを取得するために使

用する，というのが正規の手続きであるが，ワシント

ンにある‘米国外国人留学生協会’の役員によれば，

大学側がすでに署名している I-20を外国でばらまい

ている連中がいるとの乙とである．そのような大学か

らは I-20を引揚げ，没収すべきであると‘大学入試

委員会’国際部のある担当者は憂慮している．

において大学入学者の数が6万人減少した．

統計センターの v.グラントは「我々もあと数年は

入学者数が増加すると，思っていたので，減少を不思議

に思っている」と云う．その理由の第ーは，経済的な

もので，米国の求人数がいくらか増えたので青年達が

そちらに向ったのである．第二は，カリフォ Jレニア州

の税制の改革に代表される，それによる公立大学への

資金の減少のためである．同州では 5.5%の入学者減

であった．全国の私立大学では3.3%減っているが，

乙れは授業料値上げのためであろう．第三に，乙れが

大学関係者に最も気懸りなものであるが，大学の学位

が一般的に重視されなくなったためであると見ている

人々 もいる．

4) 「ある天気予報官の単歴詐称」 '79, 2' 5 

(T) 

ボプ・ハリスー－39才の優秀な天気予報官で，その

腕を買われてCB Sラジオ，ニューヨークタイムズな

ど三つの企業と契約して75,000ドルの年収を得てい

た．学歴はたいしたもので，三つの大学から夫々理学

士，修士，博士の称号を得ていた．

彼は他人から「ドクター」と呼ばれないと大いに不

満だったが，二週間前真相が暴露された．彼はエトノレ

リアの電気治療士の資格しかない乙とが，匿名の手紙

で分ったのである． ファンから抗議が殺到したが，

CB  Sを首になった．

昔，人々は血統について嘘を云ったが，今日の能率

主義社会では学歴について嘘をつく．履歴書や学位の

偽りの記載が多いため大学院事務局や企業は記載の正

確さをいつも確かめねばならない．

ハーバード大学は年に 2,000回，同大学の経済学部

は約8,000回，カリフォ Jレニア大学は 12,000固に及

ぶ問い合せを受けるという．カ大では週に 2' 3回の

偽りが発見されるそうである．

問題は学位製造工場（？〉によってさらに複雑とな

る．パシフィック・ノースウエスタン大学というのが

その一つで，専攻学科毎に学士号が85ドノレ，修士号

140ドノレ，博士号195ドノレの値段で製造販売された．

'78年春乙の「大学」は閉鎖されたが， それまでに

350人の学士が生まれていた．

皮肉な乙とに，履歴を詐称する者は有能な者が多

い．しかし一人の人聞に対する信用が，ある点で欠如

3) 「減少する学生数」’78, 2, 5 (NW) すれば別のいろんな面にもその影響が及ぶであろう．

米国の人口統計学者によれば， 1980年代の始めには

18才の青年男女の数が急激に減少する． しかし大学 5) 「南カルフォルニア大学（USC）の改革資金」

は’79年の入学者が3%増加するものと予想していた '79, 2, 19 (NW) 

が， e教育統計センター’の資料によると 78～79年度 一世紀前に創立された USCは同じロス・アンゼル
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スのカリフォノレニア大学に比べて，アカデミックな面

で劣っているという評価がある. 1970年，学長の J. 

.I＇／＇｛ ードは両大学に対する評価を逆にしようと改善に

乗りだした．しかしそのための資金のなかに，イラン

とサウジ・アラビアからのヒモつきの寄付金が相当部

分含まれていたので批難を浴び，任期をあと一年残し

て退任した．

例えば，イランの前国王が石油工学の講座に 100万

ドノレを寄付したが，講座の教授を自ら指名したいとい

うヒモ付きであった．また USClζ2,200万ドルの中

東センターを造るため中東に関係する企業に 700万ド

ノレの寄付を求めるととなどもその一例であった.USC 

関係者はとのような方法に賛成できなかった．

8) 「語法電話一一語法が分らない時はダイアルU

を廻せ」 '79,3, 26 (T) 

「1930年代」は英語で＇ 1960’S’なのか＇ 1960S’な

のか，などなどの正しい語法を問い合わせる電話が大

学内外から一日平均 15回カンサス州のエンポリア州

立大学の英文学部にかかってくる．

乙の種の電話サービスを最近では幾つかの大学が

行うようになってきている． 問い合せの多いものは

‘who’と‘whom’及び‘which’と‘that’の使い方

であるそうだ．

9) 「真面目な漫画一一ドナルド・ダックとカール

・マルクス」’79,4, 2 (T) 

テレビ世代と原作を読むのが億却な人達に向けて，

6）「海軍大学（theNaval War College）の学 アインシュタイン，フロイト，マルクスなどの知性の

長は元ヴェトナム戦争捕虜」'79, 2, 19 (T) 巨人をテーマにした一連の「ドキュメンタリー・コミ

7年半に及ぷ北ヴェトナムの捕虜生活一一最後はガ ック・ブックス」が米国の大学，書店などで売られ始

ラス片で自らの手首を切って，尋問する北ヴェトナム めた．最初は「マルクス入門」（ 2ドル95セント）で

側をひるませたーーを送った，海軍中将の J.ストック ある．乙れはもともとメキシコの政治漫画家が作製し

ディルは創立百年近い海軍大学の学長であり，また彼 たもので，すでに数ヶ国語に訳されて 15万部売れた．

のいわゆる道徳的感受性の退廃と戦うために設けた講

座「道徳的義務の基盤」の哲学教授でもある． 「合理 10) 「ウーマン・リプとチェアウーマン」＇ 79,4, 

的な経営・管理観があればすべての悪を治癒できる， 2 (T) 

といったスローガンや流行語を大学の経済学部で教わ 最も敬意を払われている英語の審判者，オックスフ

って，それでよしとする士宮が現在非常に多い．乙の ォード大学出版局は，最近出版したペーパーパック版

講座は乙の種の安易で単純なメンタリティに対する防 の辞書の中で， 「チェアマンという言葉は男女両性に

禦策である」と彼は語っている． 用いられる」と記している． 「チェアウーマン」を用

いなくてもいいという意味である．「チェアパーソン」

7) 「創立百年のラドクリフ一一ハーバードであり 「スポークスパーソン」は米国で次第に受入れられて

ハーバードでないラドクリフ」'79, 3, 19 (T) いるが，英国では歓迎されていない．しかし「チェア

ラドクリフ女子大学は百年前の 1879年に創立され ウーマン」は乙の辞書に記載されている．

たが，最初はハーバードの変則的な付属物に過ぎなか

った．即ちハーバード大の教授連が近くに借用されて

いた教室に教えに行くというものに過ぎなかった．第

二次大戦中の 1943年に始めてラドクリフの学生はハ

ーバードの教室で講義を受けられるようになったが，

それでも 1967年まではハ大の図書館を利用する乙と

か出来なかった. 1975年に両大学の事務部門か合体

し，両者の関係は密接になって女子学生の入学比率か

制限される乙ともなくなった．（現在新入生の 65%が

男子．〉

現在，ラドクリフは建前としてはハ大とは独立した

大学であるが，学生はハ大学生と同じ権利を持ち，ま

た自らをハーバードの学生ともラドクリフの学生とも

好きなように呼んでよい．ハ大には女性の終身教授が

非常に少ないのでラドクリフでそれを補いたいという

意図もあるようだ．

11) 「アイヴィ・リーグのブラウン大学における入

学者詮衝J'79, 4, 9 (T) 

一部を抜粋． 「入試委員会のメンパーは皆若く，多

彩で，印象的な人物 16人から成っている一一ブラウ

ン大学自身が入学をすすめたいような人物群である．

乙のクツレープは秋に高校を千校程訪問する．それに続

いて同窓会員2,900人が各地の高校生の面接と調査に

あたる．彼らは高校生に，今の単位を取る乙とに汲々

としている時代にブラウン大が驚くほどゆったりとし

ている乙と，すばらしいキャンパスを持っている乙

と，所在地のプロヴィデンスが国道95号線から見る

ような殺風長な街ではない乙と，大学院を希望する者

は殆んど全部入る乙とが出来る乙とを話す．それが真

実である乙とをプラウン大の学生が高校生達に直接に

会って確証する．
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他の大学と同様，プ大も前もって選ばれている地域

一ーその多くは都市のゲットーであるがーのある程度

以上の成績を持つ高校生に手紙を送る．優秀な高校生

を獲得しようとする大学聞の競争は激しい．……」

12) 「神童対教育委員会」'79,4, 28 (T) 

トム・アーウィンは小学校1年生になった時から，

態度に問題ありとされ， 3年生の時には「学習不適」

と判定された．そ乙で、両親が教育心理学者に調べても

ろうと，授業について行けない所か，その反対に頭脳

が優秀すぎるため却って挫折感を持ち，涙が出る程授

業に退屈している乙とが分った. IQも169という高

いものであった．弁護士の父親は現在郡の教育委員会

を訴え百万ドノレの損害賠償を求め，優秀な子供達にも

っと教育予算を支出するよう要求している．

約3労の生徒が知力テストあるいは数学，語学に特

別の才能を持っていると考えられている．彼らに向け

られる予算の額は少い．イリノイ州の身体障害児 22

万人に対して 1人当り 740ドノレの予算が支出されてい

るが，推定約7万人の優秀な生徒には 1人当り 40ド

Jレしかない． 乙れは後者は独力で才能を伸すことがで

きるという考えに基いている．

13) 「保健・教育・福祉省（HEW）対ノース・力

ロライナ大単一大挙統合に関する古典的争い」’79,5, 

7 (T) 

他の南部諸州と同じく，ノース・カロライナ州の高

等教育機関も初期の‘分離はするが平等’という慣例

に従って，白人ばかりの大学（11大学）が黒人のみの

大学（5大学）に分れていた．現在は全大学が両者に

聞かれているが白人の大学に占める黒人は 6%，黒人

の大学には4%の白人学生しかいない．乙の両者の統

合をめぐる方法と時期と予算をめぐる争いである．

14) 「黒人単生の怒り」 '79,5, 7 (NW) 

ハーヴァード，アマースト，ラトガーズ大学などで

黒人学生数百人がキャンパスでパレードをし，あるい

は学長室になだれ込んで，人種差別が‘制度化’し，

また十年来の約束が破棄されていると抗議した．黒人

学生の多くは60年代に獲得したものが腐食し，無視

され忘れられていると感じている．

15) 「黄金のパスポート」’79,5. 21 (NW) 

学生達は経営学の学士号， 特にその修士号（MBA

=Master’s Degree in Business Administration) 

を‘黄金のパスポート’，金と権力と影響力を持つ世界

への入場券と呼んでいる．ニュー・フロンティアと偉

大な社会の’60年代には世界変革の道として社会学が

学生達に人気があった.70年代は心理学で、あった．現

在はプラグマテイズムと楽観主義が混ざり合って，経

営学が最も人気のある専攻課目となっている．今年の

大学一年生は4人に 1人が経営学専攻を希望してお

り，テキサス大では 1974年の 3倍に増加した．’68年

に修士号は 18,101人に与えられたが’78年には47,600

人であった． スタンフォード大の MBAの定員 300

人に対し今年は5,000人の志願者が予現されている．

MBAを希望する動機が卒業後の高給にある乙とを

明言する学生も勿論いるが，反面今日の経営学専攻の

学生はしばしば著しく理想家肌である． ある学生は

「就職する会社に，援助を必要としていると思われる

社会のいろんな所に金や他の物を出させて救いの手を

のばすというのが僕の最終目標だ」とまで、云い切って

いる．大学側も学生達の第ーの関心は金ではないと云

う． 「ある志望者の第一目標が金もうけであると判明

したら，多分その学生は入学出来ないだろう」とスタ

ンフォード大の入試委員長は云っているし，同大学の

MBA学生を対象にして行われた調査でも，俸給の多

寡は職業選択基準の 11位であった． トップを占めた

のは，知的刺戟lζ富む企業，早くから責任をとる乙と

の出来る企業， 同僚達と協力して行ける会社であっ

fこ．

また女性の進出も著しい．’71年に経営学科の学士

号を得た者10,467人，修士卒業者1,038人が’77年に

は夫々 35,583人， 6,664人に増加している．

16) 「テレビとの共存」 '79,5, 28 (T) 

幼児や少年少女に対するテレビの弊害が説かれるよ

うになって久しいが，逆にテレビを利用して高校生の

勉学に役立たせたいという試みも増えて来ている．例

えばシカゴの PTST（プライム・タイム・学校テレ

ビジョン〉はテレビ番組に関係した学習ガイドブック

を発行している．月刊で約 20万部である．乙れには

いわゆるゴールデン・アワーのテレビドラマを分析・

解説して，番組の法律や経済IC関する事柄について質

問したり，あるいは課題を与えているガイドブックで

ある．高校側は乙れを教室で用いて，クラス討論を進

めたりしている．米国全土で乙の種の学習を行ってい

る生徒数は 400万人近くになるという．

17) 「米国の予備校・塾」 '79,6, 11 (T) 

米国の高校生は年に六回，全国のテストセンターで

学習適性検査（SAT）を受け，その結果は大学進学の

際の参考にされる.SATは生得の能力を測定するも

のと見なされているから学生は，原則としては，その
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ための準備をする必要はない．しかし現実は SATの 21) 「米国の歴史教科書の変遷一一ページェントか

ために学生は必死になって勉強しており，米国東北地 らつぎはぎ細工へJ'79, 9, 10 (T) 

域の高校の三分のーはある種の受験コースを設けてい 今年の秋に出版予定のフランシス・フイツツジェラ

他の地域では何万人もの生徒が民間の予備校・塾に通 Jレド著‘改訂されたアメリカ史’ （AmericaRevised, 

る．っている． Liffle, Brown）は一世紀以上もさかのぼって歴史教

SATを支持する全国的な大学入試委員会は，絶え 科書に映し出された米国人による米国像の変化の跡を

ずとの種の予備校を否認して， SATの客観性無謬性 辿っている．

を弁護して来たが， SATの他に法学部入学テスト WASPで、信心深い，そして陽気で楽天的なとい米

(LSAT），大学卒業成績テスト（GRE）のための予備 国のイメージは長い間米国人におなじみのものであっ

校は年間 1千万ドル以上の企業になっている．そ乙で たが，今やその像は打ち砕かれて，陰うつな，あれも

連邦通商委員会の消費者保護局が調査に乗り出した これも取り入れたつぎはぎ細工になってしまってい

が，先ずその対象に挙げられたのが，全国に 88の傘 る．米国と過去の米国に対する見方は現在急速に変り

下校を持つスタンリー・ H・カプラン教育センターで つつあるので，将来の米国の小学生は自国の歴史に対

あった．先週その 4年聞にわたる調査書が出たが，そ して共通の見方をする乙とが殆んど出来なくなるであ

の中でカプランは殆んどダメージを受けてはいず，結 ろう．各種の委員会や複数の歴史家によって作られて

論まだ出されていない． いる歴史教科書は，崇高な国家の使命という観念を含

18) 「南アフリ力のアバルトへイ卜に対して抗議

一一大単は所有する南ア関係企業の株を売り払え／」

’79, 6, 11 (T) 

先の（14) 「黒人学生の怒り」にも関係している

が，学生達は米国企業350社が南アに投資している

17億 5千万ドル（南アにおける外国資本の 17%) と

南アで企業活動を行っている米国人の存在が間接的に

人種差別を支えていると，抗議しているのであるが，

そういう乙とは考えられないとする学長や理事会側の

度重なる声明にもかかわらず，大学側の株売却は着実

に増加している．

19) 「ニューヨーク地下鉄警官のスペイン語学習J

'79, 7, 16 (T) 

地下鉄における強盗，暴力事件が多発している由で

あるが， 2,900人の地下鉄公安警官のうち 135人しか

スペイン語を話せないので一一当市にはスペイン系住

民が260万人も居るが一一26人の警官がダートマス

大学で 2週間のスペイン語集中学習に励んでいる．

20) 「イエール大単寄付金集めに成功」＇ 79,7, 16 

(T) 

米国の大学史上最大の 3億 7千万ドルの寄付金を集

めるのを完了したと先週イエール大当局が発表した．

もともと乙れは’74年に3.5ヶ年の計画で始められた

のだが，途中で期限を 1年，さらに半年延ばさねばな

らなかった．

乙の大キャンペーンが終った現在，例年の慣例化し

た年間の寄付金要請が始まるが，今年の目標は5千万

ドルである．

めて，いかなる価値も自明のものではないという乙と

をうたっている．

乙れが著者フィッツゼラ Jレドの結論である．

22) 「小中単校生徒のパス通学問題」 '79,9, 17, 

(T) 

特定の学校に白人生徒あるいは有色人種の生徒だけ

が集まらないよう iとするため， 1971年に最高裁の裁定

が出てそれ以来米国各地で生徒の分散乃至は適正な配

分・混合のためのパス通学が始まったが，その 8年後

の現在の状況をレポートしている．成功している例が

あり，またそうでない所もある．

23) 「小単校1年生に‘読む力’をつける新方法」

’79, 9, 17 (NW) 

文章を読む力が落ちているために，ノースカロライ

ナ州の小学校では3年前から，伝統的な教科書 Dick

and Janeの代りに日常生徒達の自に触れる家庭の新

聞雑誌を教材にするという方法を採用して，著しい効

果をあげている．あるクラスではテストの平均が 60

点も増している．

24) 「核爆発実験と半習適性テスト（SAT）」＇79,

9, 17 (NW) 

最近， SATの成績が全国的に低下しているのは20

年前のネパダにおける核実験の結果であるとする甚だ

奇妙な説が先週，全米心理学会で発表された．ピッツ

ノぜーグ大学の物理学者，スターングラスは以前から低

レベノレの放射能が健康障害に関係があると説いて来た

が，今回の発表は4州にまたがる調査の結果であると

いう．
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25) 「子供達は何故計算が出来ないか？」 '79,9, 24 時に約束していたものであるが，批判する者は教育改

(NW) 善は名目だけでもう一つの官僚組織が出来るだけだと

9の3分の 2はいくつか？米国の 9才の児童8人に 云っている．乙のため HEWのEが抜けて Depart-

1人はとれに答える乙とができるが， 17才になると 4 ment of Health and Human Servicesとなった．

人に 1人は答えられない．そして乙の問いに答えられ

ない生徒の数は’73年よりも増えている． 単純な加減 28) 「就学前の恵まれない子供達に与えられる教育

乗除の能力は落ちていないが，乙れらを組み合わせた 計画（OperationHead Start）に高い評価が与ふら

簡単な応用問題が出来なくなっているととを，先週発 れる」＇79,10, 8(NW) 

表された全国調査が示している．分数，未知数，概算 ある程度の収入がある家庭の子供達がたいてい幼稚

の出し方が理解出来ない生徒も増えてきているが，電 園に行っているのは，日本でも同様であるが， 乙の

卓やメート Jレ法の導入に重要な，小数処理が出来ない Head Start＝‘幸先のよいスタート’の機会を与える

乙とも嘆いている． 計画は幼稚園に行く乙との出来ない貧しい家庭の子供

乙の理由は，’73年当時は殆んどの学校で新数学 達に生存に必要な半分の食事と完全な診療の機会とあ

一一いろいろな概念の理解のためのにーーを教えてい る程度の教育を与えるものである．現在年間39万 人

たが，基本的な計算すら出来ないという世間の不満が の子供達がその，恩恵を受けていて，年間の予算は7億

高まって，多くの学校が現在暗記計算に力を入れてい 3千500万ドルである．

る．前記の学力低下は乙のあたりが原因であるとい コーネJレ大学の教育学部教授アーヴィング・ラザー

う． によれば，乙の計画に参加した者と参加しなかった者

26) 「‘優’が‘良’に担当する場合J'79, 9, 24 

(NW) 

過去10年以上にわたって高校生達の SAT （前出）

の成績は低下しているので，大学での成績も当然下が

るものと予想されるが，実際はその逆であって大学生

の成績は良くなっている．それは大学のいわゆる‘成

績インフレ’，教授達がいともたやすく良い成績を与え

の聞には小学中学の就学時，卒業時に大きな違いが見

られるとの乙とである．

29) 「学校としての博物館・美術館」 '79, 10, 15 

(NW) 

米国各地の博物館・科学博物館・美術館の活動状況

－利用状況をスケッチしている．

る傾向が増してきているためである．乙の風潮は’60 30) 「ジョン F・ケテディ図書館遂に開館」’79,

年代の学生紛争時代に始まり，ベトナム戦争がそれに 10, 22 (T) 

拍車をかけた．また少数民族の学生が大量に大学に入 1963年にケネディ大統領が暗殺された後，ケネデイ

学し始めたというとともある．学生達が教授を評価す 家は 1,200万ドルの図書館一ーというより文書館を建

る権利を得たため，教授の中には評点を上げて彼らに 設する乙を決定し，寄付金を集め始めたのであるが，

迎合しようとする者もいた． 6年後になってようやく完成し，その竣工式が先日行

しかし乙の傾向にも現在はプレーキがかかって来 われた．乙乙には故大統領の遺品 13,000点， 2,800万

た．ある調査によれば，’66年から’74年にかけて平 頁の記録，写真 115,000枚，書籍24,000冊と録音さ

均0.4成績評点が上がったが（乙の場合‘優’は 4.0 れた 1,200回のインタビ、ューが納められていて，竣工

‘良’は3.0という基準），’75年以来低下の傾向にあ 後政府に寄贈され，国立文書館の管轄下に入る乙とに

るという．ノースカロライナ大学では‘優’の数が なっている．

’62年から’72年の聞に 2倍になり’77年には全学生

の3分の 2の平均点が‘良’以上であった．が昨年学 31) 「学生と酒一一大単生の飲酒が増えている」

長から学部長に評価を下げる様にとの文書が送られ， '79, 11, 5 (T) 

それに従って成績も下がり始めている． 一世代前に比べて大学における酒類の消費が増加し

ている乙とが各種の調査に現われている．ポストン医

27) 「文部省誕生一一保健・教育・福祉省（HEW) 学財団の調査主任，へンリー・ウェクスラーがニュー

の一部局から昇格J'79, 10, 8 (NW) ・イングランド（米国東北部の 6州）の 34大学7,000

1年聞にわたる討議の後，下院は先週11番目の省 人の学生を調査した結果を先月発表したが，そのいく

にあたる文部省（Departmentof Education）を承 っかを紹介してみよう．

認した．乙れはカータ一大統領が’76年の大統領選当 ・学部学生の 95%以上が時々酒を飲んでいる，なお
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59 5ぢがマリワナを喫い， 11.%がコカイン， 105ぢがト 的な言語を作りあげるという現象である． 乙の現象

ランキライザーを飲んでいる． は，双生児の 40%が内輪で，一連の単語やイディオ

・男子学生の 20弘女子の 10%が酔う乙とが自分達 ムを誤用して使用する‘双生児言語’と間違われる乙と

にとって‘重要’であったと云っている． が多い．だが後者は3才になると消えて無くなるのが

・ヘヴィ・ドリンカーの部類に入る者一一定期的に 6 普通であるが，乙の 2人は 6才になっても英語を話す

本以上のピーノレかウイスキー類を 5杯以上のむ者一ー ととができなかった．彼女達は半分は英語的で半分は

は学部男子学生の 29%，同じく女子の 11%を占めて ドイツ語的な語句をちりばめた，数百の奇異な単語を

いる． 独特な構文に作り変えて意思の伝達を行っていた． 2 

・上級生よりも新入生の方が余計のんでいる． 人は精薄児の特別学級に入る程には遅れていないとし

大学生の飲酒が邪気のない気晴らし，楽しみだと見 て， 7才の時にサン・ディエゴ病院に連れて来られ

なされた時代があったが，もはやそうではない．乙れ た．言語学者，言語病理学者，教育学者は乙の二人が

らの現実に対して，大学側は酒といかに闘うかという 言語形成の秘密を解き明かしてくれるのではないかと

パンフレット類を大量に作ったり，カウンセリング・ 期待している．

センターを設けたりしている．ある大学では寮にピー

} lノ樽を持ち込む乙とを禁止したり，また別の大学では 33) 「巨額の金が行方不明一一シカゴの教育財政窮

飲酒運転を少くするために，土曜日の夜はキャンパス 地に陥る」＇ 79, 12, 17 (T) 

と酒場街との聞に無料パスを運行させている． 他の多くの都市と同様に，全米第三位の規模を持つ

新入生の飲酒量が多いのは，親の監督を離れたため シカゴの教育財政は，金のかかる‘特別教育計画’や

という理由があげられるが，他の学年の場合は経済的 高騰する人件費，エネルギー費などによって長年赤字

不安と激しい競争が重要な原因であるかもしれない． lと悩まされている．そしてその財政／~ランスは先月債

また就職についての不安もあるであろう．勿論，早く 券を発行して， 1億2,000万ドル余の資金を調達しよ

から多量に酒を飲んでいると中毒になる危険性があ うとして失敗に終ったと乙ろから，それまで隠されて

る，大学生で中毒になっている者はかなり稀れではあ いた内情が判明し，教育財政は危機に瀕している．

るが． パーン市長によると，教育委員会は4,300万ドルの

32) 「‘新作言語症’（ldioglossia）の双子姉妹」

'79, 12, 10 (T) 

サン・ディエコ。小児科病院の言語相談室でポテトサ

ラダについて，普通の人聞には理解出来ない言葉でし

ゃべっている双生児姉妹は恐らく世界で最も有名な双

子である．乙の二人は当初は知恵遅れと考えられてい

たが，同時に二人はオリジナJレな言葉を話しているよ

うにも思われた．少くとも彼女達の言葉のやりとり

は，医学史上記録されたもののうちで最も進んだ‘新

作言語症’の徴候を示していると考えられたのであ

る．

新作言語症というのは，記録が殆んどないのである

が， 2人の人聞が，それも双子の場合が多いが，非常

に独創的な語いとシンタックスを持ったユニークで私

赤字があると云いながら実は5億ドJレの負債を抱えて

いたというが，実は昨年 1年聞の赤字が4,300万ドノレ

であり，乙れまでの債券発行額やその他の負債の総額

とを混同した批難であった．先の 1億2,000万ドノレの

債券に銀行や投資家がそっぽを向いたのは，教育委員

会が’78年に発行した債券を新しい借金によってでは

なく歳入で買い戻すと誓約していたにも拘わらず，今

度の債券発行も負債返却のためであったからである．

「教育委員会は債券市場がそのような変更に反援しな

いと無邪気に考えていたのだろう」とウオールストリ

ートの評者は語っていた．市長は事態を重視して乙の

問題を差し止め，銀行と弁護士から成る特別調査委員

会を作った，また有価証券取引委員会も独自にこれま

での学校債発行に詐欺行為がなかったかどうか調査に

乗り出している．
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高専工業化学科における設計製図教育

石 橋 士
口

く昭和55年 9月20日 受理〉

助

Design and Drafting for the students of the Department 
of Chemical Engineering 

As for design and drafting the students of the Department of Chemical Engine-

ering, it is rather di伍cultto五xthe object. Every college has some degree of choi-

ce for it. I’11 introduce our method and substance teaching them. 

SUKEYOSHI ISHIBASHI 

1. まえがき

化学工場で，その中のー装置である熱交換器，オー

トクレープ等を生産という観点からは機械設計製図の

分野に属すると考えられるが，フローシート等の基本

設計という立場から考えると，最適の機能を達成させ

るためという乙とがまず必要で，それから，乙れらを

仕様として各機器に対する設計仕様，註文という運び

に進む，乙の基本的な乙とが化学技術者の分野と云え

ようが，図面を読めるととが必要である．図面を理解

するには，これに必要な法を熟知して，図面をかき，

その上で読めるようになることが必要である．この目

的を達成するには十分な時閣を必要とするが，学校創

立当時に8単位あった授業時間が6単位を経て，カリ

キュラムの再編により現在は4単位に減じている．

与えられた時間では所期の目標達成は仲々厳しい．

以下に本校工業化学科の設計製図授業を紹介する．

2. 設計製図の課程

授業を 2年と 5年とで行なっているので，中lζ2年

間む空白がある乙とはなかなか効果をあげるのに厳し

い問題を含んでいるが， 5年生で化学設計を行なうと

なると乙の方法もやむを得ない． 3' 4年ではまだ化

学の設計製図は出来ず， 4年， 5年lζ夫々 2単位とす

れば現在よりは効果をあげると思うが，カリキュラム

の編成上無理なととである．また下学年で基礎事項を

実施しておく乙とも工業の学生としては必要なととで

ある．

職業教育である以上，機械科を卒業して設計部門に

従事するのはもちろんであるが，化学を収めて設計部

門に就職して十分成果を上げている者もいることを思

うと，基礎から JISについての教育も矢張り必要で

あり，化学産業が装置産業とも云える一面がある以上

図面を読み，書くということは，企業内の職種の多様

化とともに十分意義がある乙とと思う．中には機械卒

に伍して設計で働き，あるいは大学の化学卒に対して

高専の化学卒は図面が読め，かけるといい，中にはそ

の相談にものっているとの報告を受けると，何とかあ

る程度までの指導を十分行いたいと思う．

化学専攻の課程における製図という乙とになれば，

なお，との上に一通りの事柄を必要とする．時間数が

余りにも不足しているが，プラント設計についての概

略程度の方向づけはしておきたい．乙のととは5年で

出来る過程である．

1. 基礎製図

下記のととに凡そ留意している

1. 1年で習得した図学の乙とを想記させる

2. 如何なるものを図面化するのか，立体の形状を

掴み，製図をかかせる．

3. 製作と図面との関係について，製作段階の乙と

について説明

4. ハメ合い，す法の記入法等について

カリキュラム

課題 内 容

講義設計製図についての概略

基礎 JIS製図規格，線，文字，ハメあい．

締結法 ボノレト，ナット，リベット，継手，溶接

軸継手 フランジ型軸継手

軸受すべり軸受

歯車平歯車，かさ歯車

スケッチ すべり軸受け or トースカン

弁類現在時間不足でカット，以前は玉型弁
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授業方法

1. 教科書と現物を使用している

2. 製図後互いに交換させて検図させる乙とがある

3. 課題どとに提出期限を定める

4. 悪い所は修Eさせて提出させるが，中にはその

余裕がない者もいる

スケッチ製図

1. スケッチの方法を講義し，測定具の現物を示し

てその機能と使用要領を説明し器具は十班分程

度準備

2. 時間が少ないので簡単なものであるが，部品図

組立区！の製図まで行なう

3. 現物への知識を徹底させる

4. 測定の失敗がいかに後に重大なものか気付き製

図段階で慌てる場合がある．実際に現物を図面

として表現する場合にようやく製図という実感

が湧いてきて，興味を覚えてくるようである．

2. 5年で行う製計製図

5年では，立体図，化学装置図（オートクレープ組

〔a〕

〔b)

図1 階段IElii図，側面図及び投測投拶岡

立図，熱交換器の計算と設計〕化学製造工程図を課題

としている．

イ. ＼［体図

現在，その図の理解易さのために重宝がられている

立体図の作成を最初に行なう．アイソメトリック用の

権円定規，ボノレト，ナット定規を準備している．図学

の等測投影法を簡単に復習し， Vブロック，階段を作

図後フランジ軸継手をかかせている．図 1は（ a）が

投影図で（ b）が立体図である．図 2にフランジ軸継

手の投影図，立体図を示す．

a 

b 

図2 フランジ軸継手正面図，側面図，立体図

ロ．化学装置製図
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化学技術者と化学装置設計製図との関係を説明

1. 実験段階から工業的生産へ進む場合に，合理的

で能率のよいプラントが必要である． 乙のための基礎

になるのは化学工学である．化学技術者とっては，プ

ラントを構成する各装置をよく知り，合理的で効率の

よい装置を考案，製作，運転についても心掛ける乙と

につとむべきである．

プラントの建設に次の乙とが考えられる．講義のみ

(1）製造工程の研究基礎実験→工業化実験→フロ

ーシートの作成

(2) プラントの計画および設計 フローシートから

各装置の選定と計画設計

イ．物，エネ Jレギー収支の計算

ロ．装置構造の選定

ハ．装置の主要す法の決定

ニ．装置材料の選定

ホ．構造計算による各装置のす法の決定

(3) プラントの建設

(4) プラントの運転

以上のように大変な仕事であるが，乙れらは勿論化

学技術者のみによるものではなくて，機械，電気，建

築等の技術者との連携と協力があって完成できるとと

であり，技術的にも経済的にも充分の検討を加えて製

作実行に移される．

3. 化単装置図

化学装置は化学工学で反応塔，蒸溜塔，熱交換器等

単一操作として習っている．工場はフローシートを基

lとして乙れらを製作，据付，運転という運びで竣工す

る．化学工学で装置の製作までは言及しない． 5年前

期までに習得した化学の知識で以って装置の一つであ

る熱交換器の基本設計を実施している．時間数の多か

った当時は構造設計と製図まで課題にしていたが，現

在は時間数が不足のため基本設計までにしている．

1：胴 2：胴ふた 3：仕切室側胴フランジ

4：胴ふた側胴フランジ 5：胴側ノズJレ

17 

6：遊動管板 7：遊動頭ふた 8：遊動頭フランジ
9：遊動頭裏当フラング 10：固定管板

11：仕切室 12：仕切室ふた 13：仕切室側ノズル

14：固定棒およびスペーサー

13：じゃま板および支持板 16：緩衡板

17：仕切板 18：ガス抜き座 19：ドレン抜き座

20：計器用座 21：伝熱管

図3 遊動頭式熱交換器

テキスト貸与式で，池沢嘉重著，熱交換器の計算と

設計，産業図書を用いている．尚構造設計用として紙

屋保著，化学装置構造設計法，工学図書をー学級分，

化学工学協会編，熱交換器，丸善，中村康治，江草龍

男共著，容器の設計，オーム社を数冊準備している．

学生に与える課題は，熱交換器で学生一人一人内容が

異るが， 2～3人は同系統の内容である．との 2～3

人iとしても，夫々流量，流速，温度，冷却温度等異る

ようにして出題するので，他人のを複写することは出

来ない．少し変っただけで相当異った結果が出ること

がある．以下課題の一例をあげるが，池沢著，熱交換

器の計算と設計 p.198例題 10,11を参考にさせた．

課題軽油；ナフサ用熱交換器の設計

350°F, 35°APIの軽油をもって 48°APIのナフサ

105000 lb /hrを 200°F より 250。F に熱する． しか

して軽油は 350°Fより 255°Fに冷却される．軽油の

粘度は 100°Fで 5.0 c. p. 210。F で 2.3 c. p.ナフサ

の粘度は 100°Fで 1.3 c. p. 210°Fで 0.54c.p.圧

力降下の許容値は軽油が 10psi，ナフサは 10psiで

汚れ係数 Ra=O.0050管は 1＂方形ピッチに配列し，

3/4"0D, 16 BWGの 16’-0”の管を用いるものと

する．（温度は出題のために設定したものである．〉以

下に学生の計算例をを転載する．

1. 熱平衡

軽油（ストローオイノレ） Q=W×C(T1-T2) 

ナフサ Q=w×c(t2-t1) 

T1 =350°F, T2=255。F,!1=200。F,t2=250°F 

2. 真の温度差 At 

At2 = T1ーら＝100。F At1 = T2-t1 =55。F

At2-.dt L. M. T. D.= 1 =75. 37。F
ln( .dtz( .dt1) 

R = (T1-T2)/(t2-t1) = 1. 9 

S = Ct2-t1)/(T1-t1）ニ 0.333

R と S の値からテキストの 1～2 （回流数）の図

6' 11 (p.10めから Frを求めると

Fr=O. 835, 

乙れは Frの値が0.75より大であるから 1～2熱交

換器で満足

At= Fr×L. M. T. D =62. 9°F 

3. 熱的温度差 Tc（高温側〉および le（低温側）

.dtif .dt2=0. 55 

に応じて図 4'4 (p.57）から

Kc=O. 23, Fc=O. 430 

Tc =T2十Fc(T1ーT2)=295. 85°F 

fc = t1+Fc(t2-t1) =221. 5。F
学生は，乙れから目的にかなう設計を導くために下

記の順序で Flow Sheetを作った．
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Uv：設計総括係数〈目的にかなう様K仮定）

A=  Q/Uvi1t, Nr = A/a"Lから

Nr = Q/(Uvi1ta"L) = 14880/Uv (1) 

但し Q=2940000，管の外面積 a"=O.1963 

管の長さ L=16'-0ぺNr＝管数

回流数 nと Nrより最も近いものを管数表より求

め修正する．

胴の内径 ID，修正した管数 Nf・・・H ・（2)

〔温液（胴側）〕

B=ID/5 邪魔板間隔最小lとする．境膜係数を最

大にするため

a5=lD×C' B/144 Pr, Gs= W/as, 

De= (1＂方形の de)/12,Re5二 DeGs/μから

Re5 = 60 WPr de/(JD)2 C' μ 

W=53300, Pr=l, C'=O. 25, de=O. 95 

Tc=295. 85。F μ=1.6×2. 42=3. 87 

Re5=3. 2×106 /(ID)2 ・・ H ・H ・.(3) 

Resより Jnを決定する（テキスト図6.8) 

一方 μ と 35。FPIより（図5.2(c))

k（子（OJill[

作 （＝o…る
ho＝恥／いん（1/D以（子f3 

〈恥＝ 1.0とする〉

したがって

ho= 3.1×Jn ・…・・…（5)

〔冷液（管側）〕

at= Nf af/144 n, Gt= w/ar, μ1 

D = (3/4"0D, 16' BWGの管の IDつ
12 

Rei =DGi/〆から

Rei =JCNt） ・H ・H ・・・（6)

Re1=4.2×10s;N子

af=O. 302, n=2, w=105000, 

ID'=O. 62, tc=221. 5°Fで〆＝0.5×2. 42=1. 21 

Re，から JfIを決定する（テキスト図5.2(A)) 

一方 μ と 48°APIより（テキスト図5.2(c)) 

k(cμ／めv3の値を決定する．

乙とでは k(cμ／め；13= 0.160となる．

hi0 = hio／恥＝ Jf£(1/ D) k(cμ/k）戸×ID/OD

=2.6×JfI ・H ・H ・・・（8)

(1）～（8）式を列記すると

(1) Nr = 14880/Uv 
(2) n=2, Nrから管数表。／4＇’OD管 1”方形

ピッチ）で内径 ID,Nf

(3) Re5=3. 2×106 ／（胴の内径 JD)2

(4) Re5対 Jnの graph(p. 97) 

(5) ho=3. 10×Jn 

(6) Re, =4. 20×106 /Nf 

(7) Re，対 JfIの graph(62) 

(8) hio=2. 6 JfI 

一方清き総括係数 Uc= hioho/(hio十ho）……（9)

汚れ係数 Rdニ （Uc-Uv)/UcUv.. ・(10) 

〔Flowsheet〕

CUvC仮定〉〉→（Nr ¥ (ID＼→（Re5）→CJn）一

↑ ＼nニ 2｝→＼Nf）→（Re,)-.(JfI）ー

→件。〉→Chio）→〔Rr.tC計算値〉〕

→CUc) I 

但し： Rd（計算値）が目的の Rd=O.0050 になる

まで Uvを仮定し，試算を繰り返す．

Uvの概略値を 55～75として試算する．

試算

Uv 

75 

70 

65 

60 

55 

3も

70 

Nr N子 ID Res Re, 

212.6 220 19 1/4 8600 20000 50 

228.9 

270.5 270 21 1/4 7000 16000 48 

ho hi0 Uc Rd 

0.0014 

115 182 83. 7 

0.0034 

0.0035 

60 148.8 156 76.2 0.0051 

Jn 

試算の結果， Rdの計算値が， Rd=O.0050 に近い

Uvの｛直は， Uv=55

圧力降下の計算 .t1Ps,i1Pt 

(1) Re5=7000 に応じて〔テキスト図（p.110）よ

り〕

λ＝0. 0023 

Re1=16000 

!1=0. 00026 

(2）横断回転 N+lは

N+1=12×L/B=45. 2 

胴の内径 Ds= ID/12 

(3) 圧力降下 .t1Ps 

.t1Ps =fsGi DsCN+1)/5. 22×1010DeS¢s 

Gsニ W/as

De= de/12 S = 0. 76, d5 = 1 
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したがって L1Ps=6.8 

一方管の圧力降下 L1Ptは

L1Pt =ft G1Ln/5.22×1010 DS'<Pr 

/ ( Nfnl ,_W×144×n 
Gtニ w/at= W/ I __!_I_一一I- ... 

I ¥ 144n J Nfat 

=3.5×155 

S' = 0. 72，ゆT= 1, L = 16'-0" 

D=IDツ12= o. 0517 

したがって

L1Pt =0.6 

〔検討〕 上記の試算では汚れ係数 Rdは要求値を満

足するが， L1Ptの許容値 10.0 Ir:対して計算値があま

りにも小さすぎるので乙れでは失格である. Unの仮

定は 55～70の範囲であるから限度がある． しかし管

の回流数を 2より 4に増したら， Gtは約 2倍となり，

L1Ptは約 8倍となって許容値を満足しないか．

したがって乙の熱交換器を 1～4回流と仮定する．

依って前回と同様に試算を行なう．

但し (2) n=4のと乙ろを管数表よりもとめる．

(6j Ret =8.4×106/N.チ

Un Nr Nチ ID Re5 Ret 

75 

70 

65 

198.4 204 191/4 8600 41000 

212.6 204 191/4 8600 41000 

228.9 246 211/4 7000 34000 

J主 ho hio Uc Rd 

130 155 388 106.26 0.0039 

130 155 338 106.26 0.0048 

110 148. 8 286 97.8 0.0052 

したがって Rd=O. 0050に近い Unは

Un=65 とする．

圧力降下について

L1Ps は Res= 7000, ls = 0: 0023 

Gs= 3.4×105 

Ret = 34000 ft = 0. 00019 

Gt =8.14×10s 

L1Ps = 6.8 
L1Pt =4.19 

総括

h。＝148.8 境膜係数

Uc 97. 8 

Un 65 

Rb 試算値 0.0052 

要求値 0.0050 

bi0=286 

L1Ps=68 計算値 L1Pt=4.15 

10.0 許容値 10.0 

Jn 

50 

50 

48 

最後に粘度修正を施し，管側圧力降下 L1Prを求

めて， L1Pr= L1Pt+L1Prとなる L1Prを求める．

(5), (6）式

(5) ho= ho／九＝ 3.10×Jnより総括から

=148 8 

(6) hio = hi0／恥＝ 2.6×Jfi=286 

tw二 tc+(ho／九）（Tc-tc）／件。／九＋hiof<Pt)= 247 

twにおける μwと μらを求める．

μ却＝ 1.95×2.42 = 4. 72 

μら＝ 0. 44X2. 42=1. 06 

<Ps = (μ/μw)0・14= (3.87/4. 72)0・14= o. 98 

<Pt＝（μ＇／ μρ0・14= (1. 21/1. 06)0・14=1.02 

ho= (ho／恥〉×恥＝ 148.8×o. 98=145. 8 

hio = (hio／め〉×恥＝ 286×1.03 = 291. 7 

Uc= hioho/(hio+ho) = 97. 2 

Rd= (Uc-Un)/UnUc = 0. 0051 

L1Ps二 ,1Ps(at恥＝ 1）／恥＝ 6. 8/0. 98 = 6. 94 

L1P, = L1Pt(at <Pt = 1）／恥＝ 4.07

v2 62. 5 
jpr = 4×ー ×一一一×一一一

’ s 2g' 144 

一方 Gr=8.14×105のとき

v2 62. 5 
一一×一一＝ 0.112g1 144 

L1Pr=4×（4/0.72）×0.11=2. 44 

したがって L1Pr = L1P1+ L1Pr = 4. 07+2. 44 = 6. 51 

結論

求める熱交換器の詳細は次の通りである．

胴側：温液 35°API軽油，管側：冷液 48°APIナ

フサ

ID=21弘” 管本数 246本

邪魔板間隔 B=4.25” 長さ 16’－0” 
回流数＝1 3 /4"0D, 16 BWG 

ピッチ 1”方形

回流数＝4

h。＝145.8 Btu/ft2br°F, hi0=291. 7 

=711. 8 kcal/m2hr°C, =142. 4 kcalfm2hr°C 

清き総括係数 Uc=97. 2 Btu/ft2hr。F

設計総括係数

汚れ係数計算値

要求値

=474. 5 kcal/m2hr°C 

Un=65 Btu/ft2hr°F 

=317 kcal/m2hr°C 

Rd=O. 0051 Btu/ft2hr°F 

0. 0249 kcal /m2hr°C 

Rd=O. 0050 Btu/ft2hr°F 

=0. 0244kcal/m2hr°C 

L1Ps=6. 94 psi圧力降下（計算値） L1Pr=6. 51 psi 

=0. 488 kg/cm2 =0. 458 kg/cm2 



68 高専工業化学科における設計製図教育

10. 0 psi 許容値 10. 0 psi 

=0. 703 kg/cm2 =0. 703 kg/cm2 

記号及び次元について

記述の 図の番号やページ数はすべて，池沢重嘉著

灰交換器の計算と設計産業図書から引用した．

T1, T2, t1, t2 温液 T，冷液 tのそれぞれ高温，低

温（添字 1, 2）。F

C,c 流体比熱：軸油 C=O.58 

ナフサ c=O.56〔Btu/ft2hr°F〕

W,w 流体の流量 〔lb/hr〕

Q 熱交換熱量 〔Btu/hr〕

L,M,T,D 対数平均温度差 。F

R,S .1-eラメーター

F, 温度差係数又は L.M.T.D.の修正係

数

'1t 真の温度差 。F

Kc, Fe 熱的分散又は熱的温度係数

T,, tc 温度，冷液の熱的温度 。F

設計総括係数 Btu/ft2hr°F 

設計断面積 ft2 

本数， N手は 3/4"0Dの管 1”

方形ピッチ， n=2のときの本数本

管の長さ， ft,

胴の内径 in

邪魔板間隔 in

胴，管側の流路面積 ft2

相隣る管の聞の隙間〔c'=0.25)in 

管のピッチ

質量速度 lb /ft2hr 

粘度 （T,,t, における） lb /fthr 

1”方形ピッチ胴側相当直径 3/4”

OD, 16 

BWG管の内径

Uv 

A 

Nr,Nも

L

m

B

 
as, at 

G

Y

D

 

’
t

’
 

r

r

S

L

e

 

e

p
i
G

A

D

 

ft 

水楊崎製工組

de, ID' 

Re5,Re, 

lu, Jfr 

φs，φt 

h0, hi0 

αi 
n 

Uc 

Rd 

fsJt 

N+1 

t1Ps,t1Pt 

S,S' 

lw,μw 

a" 

1”方形ピッチ胴側相当直径 3/4" 

OD, 16 

BWG管の内径 in 

レイノノレズ数

lu factor因子

粘度修正係数

境膜係数 Btu/ft2hr・F
管側の流路面積 in2 

回流数

清き総括係数 Btu/ft2hr。F

汚れ係数

摩擦係数 ft2 /in2 

横断回転

圧力降下 psi 

比重（S=O.76, S'=O. 72) 

管壁温度，粘度 。F,lb /fthr 

3 /4"0D, 16BWGの管の lftあたり

の外面積（a"=0.1963) ftz 

一枚のフローシートには原稿用紙数十枚にわたる貴

重な内容が盛り込まれている．化学プロセスフローシ

ートを十分理解出来れば，他のプロセスにも応用する

ことができょう．先に，フローシートにブロックとプ

ロセス両フローシートがある乙とについて簡単に述べ

たが配管と計装の詳細に機器の仕様を加えたエンジニ

ヤリングフローシートについてもふれることにしてい

る．授業ではプロジェクトエンジニヤリングのことか

らフローシートまで時間の許す範囲まで進める．尚，

反応条件，組成，温度，圧力などの詳細が不明では計

算も出来ぬが，必要な条件を仮定して簡単な計算を課

する乙とは学習に好結果を与える．図 4は，化学工学

協会編，化学プロセス集成テキスト版からエタノーノレ

〈直接水和法）のフローシートと共に課題lとしている

ベンゼン（MHC法〉のフローシートで， 乙のテキス

トからそのまま転載した．

水i晶組組ユニ刷 脱アM巻，~民串、ベンゼン納凪工：ll\

図4 ベンゼン製造系統図（MHC法〉

あとがき

高専工業化学科学生にとっては，

図面を書く乙とも大切だ、が，それよ

り寧ろ，図面を読める乙とが第 1で

ある．しかし読めるためにはまず，

書 く乙とから始め，投影法， JIS等

に通じてはじめて図面は読めるよう

になるものである．工業化学科学生

には，基礎からフローシートの課程

まで大変な量であるが，卒業後，殆

んどの者が現場に従事する乙とを考

えるとき，基本的な乙とを十分に修
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得させ，図面の読解が出来るためには授業にも工夫を

要するけれどもそれにも限度があり現時間数での目的

達成は仲々困難である。せめて削減された授業時間数

の中の 2単位の復活を望むのは高専工化設計製図にと

っては切実な課題とも言える。本校での実施内容を記

述したが説明が不十分で，表現も悪いうえに，熱交換器

の計算の部で，テキストから引用の参考図を省いた乙

とは残念であった。諸賢の御批判を願えれば幸です。

参考文献

1. 大久保正夫著第三角法による図学朝倉書店

2. 化学製図研究会編実用化学製図産業図書

3. 紙屋保著化学装置構造設計法工学図書

4. 池沢嘉重著熱交換器の計算と設計産業図書

5. 化学工学協会編熱交換器丸善

6. 権藤登喜雄著化学プラント設計の基礎東京

化学同人

7. 化学工学協会編化学プロセス集成東京化学

同人
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スポーツ事故（三高専裁判）について

寺 本 匡 謀

く昭和 55年 9月 20日 受理〉

Sports Accidents (Three Kosen College Trials) 

Reparation demands for sports accidents in physical education are increasing in 

number. Of these the accidents at Ichinoseki, Kochi, and Ariake Kosen colleges 

will be taken up and summed up in their progresses. 

MASAAKI TERAMOTO 

はじめに

近来，体育，スポーツ事故に関連してその受けた損

害に対して莫大な賠償請求を行なったり，指導者が法

的責任を追求されるという例が全国的に多くお乙って

いる．スポーツは文化的にたしかに有意義な活動であ

るが反面多くの危険を含んでいる．少しの気のゆるみ

が大きな事故のもとになる場合がある．そしてそれが

指導者の過失の問題としてとりあげられて来るのであ

る．とくに学校教育という乙とで就学が強制される学

校で起った事故に対して，依然として親の経済的負担

でその治療などをする乙とが前提とされる現行法制の

もとでは，廃疾というような重度障害事故の場合，医

療費は五年間で打切り見舞金最高400万円では，その

後の治療や養育のための親の経済的支出は並大低では

なく，その経済的支出は家庭全体の生活維持そのもの

までをおびやかす乙とにもなる．そうなると親はもと

もと学校事故のような場合に対応するために用意され

たものではない民法や国家賠償法を頼って，やむなく

裁判による損害賠償請求を提訴するようになる．しか

し，乙の民法や国家賠償法にもとづく裁判では，学校

の管理者や教師に明らかに「過失」があった乙とが原

因で事故が起ったという場合でない限り，損害賠償を

認めない．だから学校事故に対して損害賠償が裁判に

よって認められる事例は少ない．だが，誰しも自分の

責任で廃疾や死亡というような事故を起すことを好み

はしないわけで，乙うした現行法制のもとでは，いき

おい学校では「何とか事故だけは起らないようにす

る」という教育活動の消極化を招しようにもなる． 乙

乙にまた学校事故に対する補償制度の不十分さが招く

別な面での重要な問題がでてくるのである．端的にい

って，乙のような学校事故問題に対して，現在の事故

補償制度の不十分さもさる乙とながら，実際に事故が

起った場合に，学校関係者が「その事故にどのように

対応したらよいのか」という対策をたてるのに苦慮さ

れているようである．そ乙で私の直面した裁判を中心

に高知に飛びつぶさに話を聞き，一関の関係資料を集

め，大学でもなく高校でもない高専に於ける事故問題

を取り上げたものである．

事故の既要

一関工業高等専門学校

1 事故発生とその処置

事故発生日時

昭和 48年5月 22日（火〉午後5時40分頃

一関工業高等専門学校武道館

事故学生

昭和 48年 4月入学機械工学科 1年 2組

昭和 32年 5月日生 （本校寮生，柔道班員〉

事故の状況について

昭48・5・22

課外活動の一環である柔道班の練習が及川了体育

教官（柔道四段〉の指導のもとに，小野寺勇治ほか

10名が参加して行われた．

練習方法は， 「技」の復習を兼ねた基本動作の軽

い練習で 4時50分頃から実施した．

準備運動（柔軟体操，受け身技）を約 15分

掛り練習（打入み）を約 15分

約束練習（出足払い返し，小外刈り返し〉

このあと内股から大外刈にゆく連絡技の約束練習

で小野寺勇治の技がぎ乙ちないので及川教官が相手

と代り小野寺勇治と組み「内股」から「大外刈」に

いく連続変化技（内股で投げその後大内刈で崩す〉
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に指導した後，再び前に組んでいた相手に渡した．

乙のあと，小野寺勇治は相手と組み線習に入ろう

としたとき，頭痛を訴えそのまま倒れ， 四肢の硬

直，けいれんを起し意識を失った．

措置について

及川教官は，直ちに救急車を手配する一方必要

な応急手当をし病院へ撮送．

昭和病院（第 1回目）

診断の結果，頭部が異常と思われたが施設

がないので，外科医の処置を受けるよう指示

三神病院（第 2回目〉

外科医不在のため，応急措置をしたが施設

がないので，岩手医科大学附属病院に連絡

し，看護婦付き添いのもとに移送．

岩手医大病院（第3回目〉

入院診断の結果， 「右急性硬膜下血腫」で

直ちに頭部の手術を要するとされ，両親の承

諾を得て関頭手術．

手術後の結果，脳内の橋静脈切断で 40000

の血腫があり，艇髄を圧迫し身体の動作機能

と意識を失ったとされた．

昭48・5・22
以後，岩手医大で治療の継続，傷病名「急性硬膜

下血腫術後状態（術後脳浮腫，術後合併症，緑腺菌

感染症， 遷延性意識障害， 角膜炎， 慢性イレウス

等）で依然として動作機能と意識を失ったままであ

る．

2 医療費，見舞について

昭48・6・8以降

一関高専として本件が日本学校安全会の摘用方に

ついて，日本学校安全会岩手県支部へ懇請． （事故

の原因が不明であるとすれば，医師の診断証明によ

らなければ認定が甚だ困難とされていた．〉

昭48・6・13
医大主治医（木元〉から診断書を受領．

傷病名 「右急J性硬膜下血腫」．所見「本疾病と災

害の原因との因果関係については，頭に外見上何事

外傷を思わせる所見がつかなかったので不明」．（診

断書を安全会支部へ提出し懇請したが，簡単な記述

のためもっと詳細な説明を要するとされ再度診断書

の作成を依頼する．〉

昭48・6・21
主治医から所見を受領．

所見 「何等かの強い衝撃が頭部に加わらない限

り「急性硬膜下血腫」は発生しないと考えられる．

乙の患者については，柔道練習中，頭部を強く打っ

たような乙とはないと第三者は言うが，また頭部に

創傷がなく指定の域を出しないが柔道練習中に頭部

を強打したと考えるのが妥当と思われる．」

（所見及び事故報告書を安全会支部へ提出〉

昭48・7・9

安全会支部から災害事故を審査した結果，災害共

済給付の決定がされた旨連絡があり，その後，医療

費等の給付を継続中．

後援会について

昭48・6・30
後援会理事会が開催され，本件のような学生事故

の場合の相互救済として援助資金等を援助会で考慮

すベく提案がなされ協議の結果， 「学生事故対策資

金要綱」案を後援会総会の議題に提出する乙とに決

定した．

昭48・7・14
後援会総会が開催され「学生事故対策資全要綱」

案について審議し乙れが議決された．

昭48・8・10

学生事故対策資金から第 1回目の見舞金30万円

を父親等に渡した．

昭50・6・28
後援会理事会，総会が開催され「学生事故対策資

金運営要綱」の運営規定である「学生事故対策資金

要綱実施細則」案について審議しこれが議決された

昭50・7・9

学生事故対策資金から第 2回目の見舞金（廃失）

20万円に入院先において後援会長より母親に渡し

た．その他

昭50・6・7

一関高専職員等の募金により見舞金 13万円を父

親に渡した．

3 交渉

昭48・5・25
事故発生当時の状況について，学校として公式に

父親に説明．

昭48・8・10
父親他9名が来校し本件の事故は学校の管理責任

があるとし，直接の原因を解明して欲しい旨要求が

あった． （学校側としては，管理，指導に誤りかあ

ったとは思われない旨回答．事故原因については学

内に事故調査委員会を組織して解明し，その結果を

報告すると約束した．）

昭48・8・29
父親から依頼されていたとして，小野寺正三（民

主商工会会員），管原安治（日本共産党両磐地区副

委員長．一関市議会議員）が来校し， 「本件の事故

調査をしても解明は困難であろう．学校で泥をかぶ
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って欲しい．本人（同君）のためを考え柔道が直接

の原因であると認めるべきだ．」と言う趣旨の申し

入れがあった．

（学校側としては，調査の結果を待ちたい旨回答し

た．〉

昭48・9・3

本事故調査のため学内に事故調査委員会を設け，

9月 4・6・12日の 3固にわたり関係者から事実の

聞きとり調査．

昭48・9・23

父親が文部省技術教育課に出向いて本件事故によ

る病状と事故原因の究明について直訴

昭48・10・25
父親から要求のあった事故調査について， 「小野

寺勇治君の事故調査内容及び見解」を手渡した．

昭48・11・5

文部省に本件の経緯，経過についての報告をし，

今後の対策について検討．

昭48・11・6

一関警察署刑事課等が来校し， 「父親が来署して

「小野寺勇治君の事故調査内容及び、見解」を示し，

警察の見解を求めてきたので，本件の詳細を知りた

い．」旨申出があった．

(11月 9日に事故調査内容について説明した．）

昭48・11・21
報道機関が取材に来校し，本件について，父親等

が盛岡地方裁判所に対し，国及び及川了教官に賠償

請求の訴を提起した旨知った．

昭49・10
小野寺勇治君を守る会が結成されて，児童生徒の

災害に対し国が補償する「学校災害補償法」の制定

の請願署名運動が行われている．

昭50・6・16
岩手放送テレビで「学校災害補法」のテーマで本

校の災害事故例が放映された．

4 訴訟関係

昭48・11・21
小野寺勇治及び両親が，盛岡地方裁判所に対し，

国及び及川了（体育教官柔道班コーチ）を相手とし

て賠償請求の訴を提起した．

訴訟物の価格 65, 112,636円

印紙額 328,900 

昭48・12・7

盛岡地方裁判所から国と被告とされている及川了

教官に期日呼出状が送達．

昭48・12・11

法務省から本件の争訟事件の係属についての調査

依頼書が送達．

昭49・12・28
本件についての調査回報書を文部省，法務省，仙

台法務局及び盛岡地方法務局へ送付．

昭49・1・8

仙台法務局，盛岡地方法務局によって本件の実情

調査が行われ，今後の対策について検討．

昭49・1・19

盛岡地方裁判所から国及び及川教官に対する原告

側の書証（甲第 1号～第 24号〉が送達．

盛岡地方裁判所へ国の答弁書を提出し受理された

（本件の訴訟代理権の指定代理人を事務部長本

田英雄，学生主事小松正とした．〉

昭49・1・24（第 1回公判）

審理は裁判長外2名の裁判官による合議体で審理

するととに決定．

審理 原告代理人の訴状陳述．被告代理人の答

弁書陳述．被告及川了教官に対する本件の

行為の行使についての尋問があり，今後，

原告，被告双方が被告及川の本件の行為が

国の公権力の行使に当るものである乙とは

争いない旨釈明し確認した．

係属 昭49・1・29 原告側から被告及川了に

係る訴訟請求の「取下書」が送達．

昭49・1・30 被告及川了は原告の取下

に同意し盛岡地方裁判所へ送付．

昭49・3・14（第 2回公判〉

審理 原告側提出の書証（甲第 25号～第 29

号）．被告側提出の書証（乙第 1号～第5

号）に対する尋問及び相方の認否と原告側

申請の人証に対する陳述及び尋問．

係属 昭49・3・1 原告側証拠申請（人証）

受理．

昭49・5・3 （第3回公判〉

審理 裁判官の異動（裁判長，裁判官 1名）の

報告．

被告側申請の実地検証（人証，検証〉に

ついて， 9月上旬に行いたい旨主張し， 9 

月5日に本校武道館で立証の準備する期日

の指定とん証の採用．

係属 昭49・5・2 原告側指定代理人 1名追

加指定．

昭49・6・7 原告側提出の準備書面受

理．

昭49・6・10 被告側提出の書証（乙第

6号～第8号）受理．

昭49・6・15 原告側提出の書証，書類
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取寄甲調書の送達．

昭49・6・20（第4回公判）

審理 原告側提出の準備書面に対する陳述と尋

問．

被告側提出の書証．原告側提出の書類取

寄申請に対する認否．

係属 昭49・4・1 被告側指定代理人の異動

（事務部長本田英雄を事務部長木村弥

作に指定）

昭49・9・5 （第5回公判， （於）本校武道館）

審理 現場検証が本校武道館（柔道場）で実施

証人の及川了教官と千葉周一技官（小野

に対する陳述，尋問．

昭50・6・19（第 10回公判）

審理 裁判官の異動（裁判官 1名）の報告．

原告側申請の証拠（人証）について陳述

被告側の証拠申請の有無について質され

原因究明のため場合によっては，鑑定申請

も考えられる旨を述べる．

昭50・9・11（第 11回公判）

審理 原告側申請の証人（父親，小野寺力〉の

尋問，陳述．

原告側申請の証人（菅原幸弥，原告勇治

の中学校時代の同級生）は都合lとより出廷

寺勇治代人） Iとより，原告小野寺勇治に行 できず放棄した．

った指導の検証． 係属 昭50・9・6 原告側提出書証（甲第

証人の尋問，証人及川了教官に対する被 35号～第45号）受理．

告側の主尋問及び原告側の反対尋問． 昭50・11・1 （仙台，盛岡法務局との協議）

係属 証人及川了教官に対する原告側の反対尋 協議概要

聞を次回公判へ継続．

昭49・10・24（第6回公判）

審理 証人及び及川了教官に対する原告側の反

対尋問．

被告，原告の双方申請の木元医師（岩手

医大〉に対する証人尋問（双方）．

係属 昭50・10・21 原告側提出書証（甲第

30号～第35号）受理．

昭49・12・19（第7回公判）

審理 原告側申請の沢屋敷米八（岩手医大理髪

師〉に対する原告側の主尋問及び被告側の

反対尋問．

原告側申請の小野寺東，千葉孝司（一関

高専柔道班員）に対する原告側の主尋問．

係属 昭50・1・27 原告側提出証拠申請書

受理．

第 11回公判での原告（小野寺力）証言並びに原

告側提出の書証（甲第 36号～45号）に対する被告

（国）側の反論の準備書面について，検事らと協議

した．

準備書面の主張概要

。原告ら主張の主要事実について立証はないこと

o本件において，不法行為（因果関係の推定，過

失の推定）事実の推定は不当であるとと．

。補償制度について

oその他

昭50・11・10（被告国側の第3準備書面の提出〉

被告国側の最終準備書面を盛岡地方法務局を経由

し裁判所に提出し原告ら主張に反論した．

第 3準備書面の主張概要

0昭50・11・1 仙台法務局と協議した内容と同

旨の主張

昭50・1・28 原告側提出準備書面受 昭50・11・13（原告側準備書面の受領）

理． 準備書面の主張概要

昭50・2・6 （第8回公判〉 0 原告側が従前主張していた国家賠償法に基づ

審理 原告側提出証拠申請（人証〉の認否及 く主張を二次的請求原因とし償務不履行（就学

び準備書面に対する陳述，尋問並びに被告 契約に附随する信義則上の貴務としての学生ら

側の認否．

係属 昭50・2・9 原告側提出準備書面受

理．

昭50・5・6 被告側提出準備書面受

理．

昭50・5・8 （第 9回公判）

審理 原告側提出の準備書面（昭50・2・9)

IL.対する陳述，尋問．

被告側提出の準備書面（昭50・5・6)

を安全のうちに教育を受けるようにする安全配

慮を負わなかったとする）を，第一的請求原因

とする旨の主張．

0 事故発生原因の主張として，及川教官が指導

した技（内股）が基本技に反している等の主張

昭50・11・13（第 12回公判）

審理

0 被告（国）側の指定代理人へか先に提出した

第 3準備書面について陳述し，乙れが被告（国）



有明工業高等専門学校紀要 第 17号 75 

側の最終の主張である旨述べた． 生であったかどうか．

0 原告側準備書面（債務不履行の主張）に対し 0 及川教官の柔道の技，形が基本技に反するも

被告（国）側は安全配慮義務は認めるが，債務 のかどうか及び石森証言のいう技の指導につい

不履行の事実はない旨の主張． ての反論等．

0 原告側代理人から準備書面の陳述及び証人 昭51・4・10（原告側準備書面及び書証の受領）

（石森正一，元高校体育教師柔道7段〉の申請 0 昭51・4・5提出原告側準備書面及び書証

採用方について陳述． （甲第42号～第45号）を受領

係属 0 書証内容

原告側申請の石森証人を採用し，次回期は 2月 柔道教書の抄及び学校管理下の災害統計の抄

19日に尋問する． 等について

次次回公判期日を 3月4日とし，結審する旨宣言 昭51・4・11（公判期日の変更指定〉

された． 盛岡地方法務局より，原告側から期日変更の申立

昭50・12（被告代理人の変更） があり，乙れを了承した結果期目指定は， 4月22日

被告側代理人川村検事が広島法務局へ配置換され を5月20日に修正された旨の通知があった．

後任者に宮北検事が指定された． 昭51・5・12（被告（国〉側の証拠申出〉

昭51・2・19（第 13回公判） 0 原告側証人（石森正一柔道3段）に対する反

審理 証として，人証による証拠申出書を提出．

0 原告側申請の石森正一証人に対する原告側の 0 人証の表示 ・・・ 太田尚充（弘前大学医療技術

主尋問（主として現場検証時の技の写真をもと 短大学部教官〉柔道6段．

にし，及川教官が指導した「技の形」などの是 昭51・7・7 （仙台，盛岡法務局との協議〉

否及び学校柔道の指導法）と，乙れに対する証 協議概要

0 被告側第 4準備書面，証書による立証の準備

0 被告側の反対尋問は，証人のいう組手 ・内股 及び裁判官からの求釈明事項（5項目）の釈明

の技 ・等についての尋問と，乙れに対する証言 について．

0 裁判長の尋問は，証人のいう基本柔道とは何 0 安全配慮義務（原告小野寺勇治に指導した及

か等について尋問し，乙れに対する証言． 川教官の技等〉について．

係属 0 証書（高等学校学習指導要領解説， 1972年文

0 裁判長から原告，被告双方に最終準備書面と 部省属）乙第 13号証の準備について．

して次の求釈明事項を準備するよう指示があっ 0 その他

た． 昭51・5・20（第 14回公判）

0 原告側 ・・・ 本件事故に直結する注意義務違反 審理

は何か，ほか 2項目について提示． 0 原告側準備書面の受領

0 被告側 ・・・ 原告側に提示した求釈明事項につ 準備書面の概要

いての認否及び安全配慮義務を怠らなかったと 0 生徒に対する教師及び学校側の安全保障義務

すれば，その根拠，内容は何か等5項目の提示 について

0 前回決めた公判期日（ 3月4日）を取消し， 0 本件事故と契約責任及び国家賠償法第 1条に

次回期日は4月22日と指定する旨の宣言があ 適用される乙とについて

った． 0 本件事故の過失及び行為の認定について

0 昭51・2・19 原告証人（石森正一〉の供述 。因果関係等について

書受領． 0 向上原告側準備書面の陳述

0 昭和51・2・19 原告側書証（甲第48号～ 0 昭51・5・12日付，被告（国〉側申請の人証

54号の 7）受領 理由の陳述

昭51・3・4 （仙台法務局との協議） 0 裁判長から被告（国）側申請の人証及び従前

昭51・2・19 第 13回公判で裁判長から提出の から申請の原告側証人（5名）について，いず

あった 5項目からなる求釈明事項について協議した れも採用しない旨述べ双方乙れを了承

協議の概要 0 甲第46号証～第63号証の認否

0 安全配慮義務及び原告勇治が柔道の未熟な学 0 乙第9号証～第 12号証〈学習指導要領準拠，
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パイタノレ柔道教書，原告（小野寺勇治〉の健康

診断書等）の提出

係属

。次回公判日を昭51・8・5と1，当日は結審

とするので，その際，被告（国〉側の最終準備

書面を用意するよう告げられた．

昭51・8・5 （第 15回公判〉

審理

0 被告（国〉側の第4準備書面について，裁判

官から確認があった．

0 被告（国〉側提出の書証（乙第 13号書）を

受理された．

0 裁判長から原告，被告双方に主張並びに陳述

がない事を確認して，乙れをもって結審する旨

宣告された．

。次回期日は，昭51・12・23とし，判決を言渡

しする旨を告げられた．

昭52・2・10（判決〉

判決

(1）午前10時 2分根本裁判長開廷を宣告

(2) 直ちに次のとおり判決の言渡し，及び判決

の理由を述べた．

〔判決〕

主文

原告らの請求をいずれも棄却する．

訴訟費用は原告らの負担とする．

〔判決理由の要旨〕

一原告勇治（以下原告という〉の受傷原因

原告は本件練習前から練習開始後，訴外及川に

よる技の指導を受けるまでは異常が認められず，

及川の指導直後に頭部の異常を訴えたまま意識不

明になったとと，原告の受傷は脳外科医学上，純

外傷性のものであり，その傷外の態様及びそれに

より生じるとされる症状から考えると原告の受傷

は右指導の際及川に内股で投げられたときにうけ

た衝撃によって発生したものというべく，右受傷

と内股による投げとの聞には訴訟上の因果関係が

ある．

二訴外及川の安全配慮義務違反ないし過失につい

て

1 訴外及川が原告の受身の熟達度を無視して内

股をかけたとの点

原告は中学時代柔道部に属し郡や県の大会に

も出場し昭和48年秋頃には初段をとる程度の

力があり，原告ら主張のような受身の癖は特別

認められない．

一関高専柔道班の指導は受身に重点を置いて

実施していたが一方内股は高校体育で指導すべ

き基礎的な技とされており，柔道の大会におけ

る決まり技としても多用されているので，乙う

いう情況下においての内股をかけたからといっ

て指導上の安全配慮義務に違反したとか過失が

あったかとは言えない．

2 訴外及川が身長差を無視して内股をかけたと

の点

身長差は技をかけるときの危険度に影響がな

く，むしろ内股はからだの小さい者が大きい者

を投げる技としても有効なものと認められるか

ら乙の主張は失当である．

3 訴外及川独特の内股をかけたとの点

内股は相手の大小，体勢に応じていろいろな

から方があり格闘技である以上，人により技の

かけ方が違うのは当然であって検証その他の証

拠からみて，原告ら主張の及川の内股が基本か

らはづれた独特な変則技であるとみる乙とはで

きない．

かえって，及川が原告にかけた内股は自然に

きれいに決まった乙とが窺われ，原告ら主張の

ような危険な内股をかけた事実は認められない

ー以上のとおり，訴外及川について原告ら主張の

ような義務違反ないし過失はその直接的原因と考

えられる内股による投げの面では勿論，それ以前

の本件柔道練習の過程を通じて乙れを認める乙と

ができないので，原告らのその余の主張について

判断するまでもなく，本件請求は理由がない．

現在控訴して裁判中

高知高専柔道事故

植村忠司事件の概要

1 事故発生とその後の処理

昭和 44年 7月， 当時植村忠司君は，高知工業

高等専門学校機械工学科 5年生として在学し，柔

道部の選手（初段）であった．

昭44・7・22
四国地区高専大育協議会が主催して，高松高専に

おいて行われた四園地区高専体育大会柔道試合にお

いて，同試合に選手として出場した高知高専機械工

学科5年植村忠司（富士重工に就職内定）が試合

中背負投げをかけようとした時両手の握りが滑り相

手lとつぶされ受傷

直ちに高松高専学校医佐藤外科 に入院

診断の結果頚髄損傷（脊髄損傷）

植村君の負傷に到る迄の試合経過報告
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審判の合図と共に立礼，其の後 1分余り経過する

も相手の選手は立技を仕掛ず．

植村君はその間 2度程背負い投をかけるも（もろ

て背負投）技の効果なく相手を崩す事が出来ず，そ

の後植村君は相手の動きに注意しつつ後方にさがる

や相手はこれに釣られ， 2・3歩前に進まんとする

や植村君はそのまま体をしずめると同時に左手を大

きく頭上にかぶるように引き乍ら頭と共に体を左に

廻し左足を相手の左足の内側近くに送り右手は相手

の左横えり持ったまま手首を内側に巻き込み乍ら相

手の体の前側を自分の背部に密着させんとするも左

手の引き弱きため，そのまま右手をのばし釣込腰様

にかけるや，相手は，体を引くと同時にひざを曲げ

両手を引き上半身を後方にそらしこの技を防がんと

するや，植村君の体勢は大きく崩れ，そのまま後方

にたおれる．

相手は，そのまま植村君の頭の方より固技にうつ

るや審判は閏技のきまりたるを見，押込みの合図を

するや同時に植村君は手にて相手に参ったの合図を

送る．

審判はただちに相手を，植村君より放すも，植村

君は立ち上がることが出来ず審判は，植村君の体の

異状に気付き，そのままの姿勢にして下半身を指先

きにてしげきするも反応なく背骨の異状に気付き，

急護班を呼びその取扱いを注意して病院に送る．現

場にて見る．

引率者滝口静ー

審判員の試合経過説明書

1 受傷前後の試合経過

植村選手は右の一本背負らしい技をかけたが，相

手の体勢が崩れる乙となくかけた技の効果がなかっ

たので，更に左膝をっき，極度の前傾姿勢から頭部

を畳につけ，強引に巻込んだ、ときに両手の握りが滑

り頭部を前屈した状態になった．

漆原選手は両膝を曲げて腰を落とし両手で突張り

上半身を後方にそらし気味lとして投技を防ぎ，崩れ

た相手の背後から左袈裟固に仰え込む．

主審は直ちに抑え込みの宣言をしたが，主審及び

亀井副審は一瞬の出来事と相手選手の背面にて頭部

から巻き込む様な状態が死角で見る乙とはできなか

ったが，原田副審は最も近い位置にあり，直ちに席

を立ち主審に首を傷めたのではないかという連絡が

あり，試合を中止させ植村選手に首から下の感覚を

たずねたが反応なしで，大会運営委員会の準備した

救護の医師を招き診断を請い医師の指導に従い善処

す．

審判員は直ちに協議に入り講道館柔道審判規定に

ある第三十八条ーの三 その原因が試合者のいずれ

の責任とも認めがたいときは引分とする を適用し

引分けを宣言する．

佐藤外科医院の診断書

植村忠司

昭和 24年 11月28日生

病歴

昭和 44年 7月22日午前 11時頃来院

頚部，腰部痛と四肢のしびれ感を訴え直ちに入

院，検査の結果，頚椎損傷と診断し，頚部固定

温布，絶対安静，施行，両上肢しびれ感と痛み

あり，直腸，勝脱麻庫，下肢麻庫，あり．

呼吸困難少し認められたが，呼吸筋の麻痔なし

横隔膜の麻庫もなく， l燕下可能意識正常でし

た．入院後間もなく発熱 40℃前後が持続し，

頚椎損傷のため各種治療を施行し.44年 7月30

日徳島大学整形外科へ紹介転医しました．

頚部に追度の力が加われば，頚椎損傷は起りうる

と思います．

昭和 47年 4月20日

昭44・7・30
徳島大学医学部附属病院整形外科に移送，手術診

断の結果頚髄損傷第5頚椎脱白骨折

昭44・9上旬以降高知高専として土佐山田市町，所轄

福祉事務所その他関係方面に植村君の救済方につ

いて懇請．

昭46・2・26
徳島市大神子病院 にてリハビリテーション治療

昭47・10・9

高知県南国市

高知県農協総合病院 に移り訓練中

（胸部より下か半身不随）

2 訴訟関係

昭47・1・25
植村忠司および両親から高知地方裁判所に対し，

国を対手として損害賠償（訴訟の価額 42,070,900

円，印紙額＇ U3,400円）請求の訴訟を起乙す

以後8回口頭弁論，証拠調べおよび証人尋問が行

われていた．

昭49・5・9

本件担当裁判官の交替があったため，高松地裁に

おいて次期期日の話し合いが当事者間で行われた際

裁判長から「国は見舞金支給方を検討願いたい．額

の目安として事故当時の自賠保障金支出基準程度を
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考慮願えれば非常に結構である．国側としては上級

官庁の指示を得ること．

原告も和解の意志がある．」との乙とが被告側に

話された．

昭49・5・23
高知高専事務部長は，文部省技術教育課および会

計課恐務班法規係に上記事情を説明し，文部省の考

えを示して貰うよう依頼

昭49・5・29
高知高専庶務課長が文部省技術教育課と会計課総

務班（法規係）が打合せた結果を聞いて帰校したが

「過失の事実認定自体徴妙である事例で，国が原告

と和解する乙とは考えられない」との乙とであった

昭49・5・31
高松法務局において6月3日公判の事前打合せを

被告側指定代理人（人事異動により代理人の半数が

交替）と高松，高知両高専校長が出席して行われ

Tこ．

昭49・6・3 （和解勧試）

高知地方裁判所における公判において国側は見舞

金支出について更に文部省と協議する乙とになり，

次回公判を 7月 1日と決定した．

昭49・6・4・5

たまたま，高知高専校長が会議出席のため上京し

た際上記事情を文部事務次官，大学学術局長，会計

課長および技術教育課長に説明し，文部省としての

和解のための見舞金考慮方を依頼した．

昭49・6・20
高知高専校長が上京の際，技術教育課長に逢い和

解の可能性について便に検討し，次回公判（7月 1

日）以前に何等かの回答が得られるよう依頼した．

昭49・6・29

技術教育課長から高知高専校長あて，国側担当検

事等の照会があり 7月 1日公判の結論を延期して貰

うようにとの電話連絡があった．

昭49・7・1

高知地方裁判所における公判において，裁判官か

ら「和解勧試から 1ヶ月も経過して文部省の結論が

出ないのは理解出来ないが，連絡がないのであれば

次回を早い時期に」という乙とで次回公判を7月

17日と決定，国側に対し当日までに結論を得るよう

依頼があった．

昭49・7・15

上京中の事務部長は再度見舞金支給について文部

省会計課に依頼したが「国側は見舞金の支出は困難

である」旨の回答しか得られなかった．

昭49・7・17

高知地方裁判所における公判において「国側は見

舞金等の支出は困難であり，従って和解に応ずるこ

とはできない」旨表明．

次回公判を 9月 11日と決定．

原告側は政治的解決を意図した模様．

昭49・7・22
文部省会計課総務班から高知高専校長あて「国側

は見舞金として300万円を支払う用意がある」旨の

電話連絡があった．

昭49・8・22
地元南国市選出の市会議員が会長となり「植村

忠司を守る会」が結成された．

昭49・8・19
高知高専事務部長が上京し，日本学校安全会から

の災害給付金「医療給付金」および「廃疾見舞金」

が見舞金として支出される予定の 300万円から相殺

されないよう文部省学校保健課に懇請した．

和解文について会計課総務班と打ち合せた．

昭49・9・4

文部省技術教育課から高知高専事務部長あて日本

学校安全会とも協議の結果災害給付金「医療給付

金」および「廃疾見舞金」は相殺しない方針であ

る」旨の電話連絡があった．

昭49・9・11
高知地方裁判所における公判において，国側は見

舞金として金300万円を支払う用意がある乙と，お

よび日本学校安全会からの災害給付金「医療給付

金」および「廃疾見舞金」はいずれも見舞金の 300

万円から相殺しない旨表明したが原告側は「植村忠

司を守る会との関係もあるので検討する期間が欲し

い」との乙ιで次回公判を 9月 25日と決定した．

昭49・9・25
和解成立

「和解条項

1 被告は，原告植村忠司 に対し，本件見舞金と

して金300万円を昭和 49年 10月末日限り原告ら代

理人戸梶大造法律事務所に送金して支払う．

2 原告植村忠司 はその余の請求を放棄する．

3 原告植村正義，同植村寿美は，本訴請求を放

棄する．

4 訴訟費用は各自負担とする．」

以上を文部省関係各課へ電話連絡

昭49・9・30
高知高専庶務課長および会計課長が上京し，文部

省会計課長，技術教育課長，学校保健課長および学

生課長あてに和解調書（写〉等関係書類を提出し，

口頭報告をすると共に見舞金の早期支払方について



有明工業高等専門学校紀要 第 17号 79 

依頼した．

昭49・10・2

高知高専は，日本学校安全会高知県支部長あて和

解調書（写）等関係書類添付のうえ「廃疾見舞金」

を請求する手続きをとった．

昭49・10・9

見舞金300万円を代理人戸梶大造法律事務所あ

て送金．

3 本人の医療費および募金状況

事故以来父親（四国鉱発K.K.勤務現在52才

家族妻48才，娘20才〉の健保と学校安全会がそれ

ぞそ 2分の 1を分担しているが，学校安全会の給

付は本年7月で打切り． 昭和 44年7月から昭和 49

年7月まで学校安全会から支出された総給付額は

2, 169, 166円

その他教官，事務職員，学生，他高専および諸団

体から現在までに 1,642,947円の募金があった．

有明高専クラブ活動中に発生した学生の負

傷事故について

事故発生時

昭和46年 1月 12日（火） 18: 10どろ

事故者の氏名

小西裕司工業化学科 2年（寮生〉

保護者氏名小西定雄農業

住所 熊本県天草郡松島町大字合津4774

事故発生場所

本校武道場内柔道場

事故の発生とその後の経過ならびに学校の措置の概

要

1月12日（火）

16: 30 柔道部員 18名は，練習日課にしたが

い準備運動ー寝わざ一打ち込み一乱取り

の順で練習開始．

17: 00 コーチ山下事務官練習に参加し指導

（監督石崎助手は，当日研修のため福岡

市へ）

17: 20 乱取り開始

18: 05 小西君は 1年生の塩山君と組んで乱取

りの練習中，小西君が掛けた大外刈を相

手にかえされて，あおむけに倒れる．そ

の後で頭が痛いといって場内の端で休

む．

18: 10 部員の 1人が小西君の異状に気付き山

下コーチに連絡する．小西君はそのとき

意識なし失禁しており，呼吸脈拍とも

に不規則，目も正常でなく，いびきをか

いていた．

18: 15 山下コーチは，小西君の頭を冷し，救

急車を要請

18: 40 大牟田市渡辺外科へ収容

20: 00 保護者へ，事故の発生と至急来院され

たいと旨電報ならびに電話により連絡．

23: 00 小西君の両親病院到着．

1月13日（火）

10: 00 小西君は，意識不明，瞳孔反射なく，

体温40度，延髄部位を損傷している乙

とも考えられ脳外科病院へ転医がきまる

11 : 15 久留米市聖マリア病院へ転送．

12: 30 頭部レントゲン撮影・診断では頭頂部

から頭部右側にかけて血しゅ．

16: 15 開頭手術開始．

18: 40 手術終了

（診断名脳挫傷硬膜下血しゅ）

※ 小西君は， 4月下旬まで意識不明の状

態が続く．

※両親は， 8月転医するまで病院に泊り

込み看護．

※ 学校は，学生課の係長を主とする連絡

員 1名を 2月末までの間，殆んど毎日派

遣．

1月14日（木〉

8 : 30 輸血のため学生 13人久留米市聖マリ

ア病院へ．

17: 00 入院保証金の立替，医療費支払の方法

両親の宿泊先に関する件ならびに当座の

雑費渡しのため事務官病院へ．

1月16日（土〉 事務部長病院へ

1月19日（火〉 輸血

1月22日（金〉 校長病院へ．

1日25日（月〉 輸血

1月26日（火） 後援会長病院へ．

1月27日（水〉 輸血

1月29日〈金〉 向上

2月 3日（水） 小西君頭部レントゲン撮影・…

診断では脳幹に血しゅがあり，当

該部位の手術は不可能．

3月3日（水） 診療費の健康保険家族負担分を

学校で一時立替（安全会の給付が

あとになるため〉のため事務官病

院へ．

3月4日（木〉 父親から所用で帰宅中の付添を

学校で配慮方要望（乙の際，事故

に関し学校側の責任にふれる言葉
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あり〉 卒業生有志 1,000円

25,000円3月5日（金）付添をつける件で事務官病院へ 同窓会

4月中旬 校長病院へ． 昭和47年 2月頃の状態

4月下旬 小西君の意識が徐々に回復する O 身体・機能の面

5月 6日（木〉 小西君は意識を回復し，人の判 病院では主として機能回復訓練を行っている．

別ができ， リンゴを手に持って食

べる乙とができる．右手足はきか

ア 自力で起き上がる乙とはできないが，軽い介添

で車椅子lζベットから移るととができる．

ない．右目は失明． イ ものにつかまれば立つ乙とはできるが歩行はで

5月中旬

向上

校長病院へ． きない．以上の状態であるため相当長期にわたり

5月初旬よりしだいに意識が出 訓練を行なう必要がある．

はじめた，しへし右半身完全麻庫 O 外見

を残した． ア肥満体で健康的．

7月12日〈月） 父親小西君の転医について学校

側の配慮を要望．

7月14日（水） 転医の件で医師の意見を聞くた

め事務官病院へ

7月16日（金〉 事務部長転医の件で熊本大学へ

照会．

7月24日（土） 校長・事務部長転医の件で八代

市の熊本労災病院へ依頼．

7月26日（月〉 転医の件で両親と打ち合せ，お

よび医師に紹介状依頼のため事務

官病院へ．

7月27日（火〉 事務部長転医の件で労災病院へ

8月9日 熊本労災病院（八代）へ転医坐

位訓練，言語訓練．

9月20より， リハビリテーション，

11月30日

乙の頃から長坐位が可能となる．

装具装着し，平行棒内の歩行訓

練．

12月3日（金〉 父親から生活等についての配慮

方を望む旨の手紙．

12月17日（金） 上記手紙の件で学生課長外2名

労災病院へ．

12月29日（水） 校長労災病院へ

イ 右手足はともにきかない．

ウ 右目は見えない．

エ 発言はするが不明瞭．

0 生活

ア本を読む．

イ ラジオをよく聞く．

ウ 左手で簡単な日記をつける．

エ食欲は旺盛．。看護

母親が常時看護に当っている．

6月 2日〈金〉 学生主事（新・旧〉労災病院へ．

8月11日（金〉 校長・部長労災病院へ．

12月12日（火）向上

昭和48年

機能回復訓練，言葉もやや明瞭に

発言，階段も左手をつかえば上れる

構行（30歩程）介添があれば可能．

用便は母親が付添

左足が全然上らぬ…・・・右足だけ

がつかえる．

2月12日（月） 学生課長熊本労災病院へ鈴鹿工

業高等専門学校長より見舞金 1万円

持参．

昭和47年 。小西君の状況

1月13日（木〉 主任会において，校長から小西

君への見舞金について発議．

2月14日（月） 校長より見舞金を贈る．総額

639,800円

内訳

教職員一同 257,900円

後援会 200,000円

学生会 100,000円

学生有志一同 33,900円

柔道部卒業生 5,000円

後援会役員有志 17,000円

言葉はやや明瞭に発言，介添があ

れば30歩程歩ける．

7月 2日（月） 校長より見舞金を贈る．

総額 91,900円

内訳

校長 10,000円

教官一同 58, 700円

事務職員一同 23,200円

昭和49年

2月23日（土） 事務部長熊本労災病院へ

7月3日（水） 学生主事，学生課長（共lζ新）①
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八代市熊本労災病院に小西見舞．② 費を学校で捻出すべきである」と主

天草松島町役場訪問し，町長川上秀 張．学生主事は，施設「星光園」入

志氏に事情詳述し，町としての援助

を懇願．更に同役場福祉課にて，樽

山課長・赤星係長より， 「福祉年金

拠出年金」および身体障害社施設

「たまきな荘」の読明あり，小西の

父に電話で連絡した．

9月20日（金〉 上記の件，学生主事名の公文書で

小西の父宛通知．福祉課へ出頭下さ

いますよう重ねてお願いします」

12月16日（月） 学生主事・学生課長・淵上学生会

昭和50年

会長（ 4M学生）・桑原高専祭実行

委員長（ 5M学生）の 4人．①施設

「たまきな荘」見学．ただ，乙乙は

入所見込程全く不明で， 昭和 50年

4月 1日開所予定の天草本渡「星光

園」をを教えられた．②学用忠者の

方法について，熊本大学理学部事務

長片岡正夫氏を熊本大学に訪問，返

事は後刻lζ約束．③小西見舞， 乙

の時学生会から高専祭模擬店利潤

57,497円．教官見舞金62,000円，事

務職員見舞金 27,000円， その他個

人の見舞金（合計 15万円）を贈っ

た．ただし，学校が施設の話をした

乙とについて，母親より「学校の責

任回避であり，学校安全会が切れた

あとの治療費は学校が責任をとって

見てくれるべきである」と言われ

た．学生主事は，学校lζ医療費を支

払う機能のないととを説明したが，

母親は，一切が学校の責任である乙

とを譲らなかった．

1月13日（月） 学生主事・学生課長の 2人．①主

治医の都合に合わせて病院に行った

が，外科部長愛甲氏と会う．小西の

医療費等学校安全会給付終了後の乙

とを話しかけたと乙ろ「患者がどと

まで治癒するかのみに興味があり，

生活的なととには関知しない」と言

われた．②小西見舞，小西の両親と

11: 00かる 14:00まで話す．小西

の両親は， 「学校安全会が切れたあ

とも，治療費を学校が出す乙と．機

能がなくても責任があるから，治療

園申込用紙一式を渡し， 4月 1日開

所であることを説明した．

2月13日（木） 小西の父親より手紙あり．

※ 隣り lといた婦長さんが「よく先生

達はあんな責任のないような事を言

われるですね」との言葉でした．

※入院中の高等学校の先生も「法律

も都度々々に改正していくように運

動していくようになっている」との

言葉ですよ．

※水俣病にしろ，法の改正等をして

いるではないですか．

※安全会打切られて後3年ぐらいの

継続療法できるよう運動して下さい

ますよう重ねてお願いします．

3月9日（日〉 国鉄三角駅助役・植田静夫氏に学

生主事と学生課長とで電話した．乙

の人の夫人が小西の母親と姉妹．小

西氏との話の行詰りが打開できるよ

う相談に乗ってくれないかと相談し

たととろ「一切関知したくない，情

報を入れないでもらいたい」の一点

張りであった．

3月14日（金〉 学生課長，日本学校安全会福岡県

支部福岡事務所に行き，諸井調査．

例：天草全土で高額療養負担 3万円

（月額〉が， 50年 10月 1日より施

行されるが，それと安全会との関係

また廃疾見舞金との関係の調査．そ

の他

3月24日（月） 学生課長が，上京の折，文部省大

臣官房会計課長木氏，文部省大学局

技術教育課高専係長今川氏，大学局

学生課補佐清見氏lζ小西の状況を報

告，小西の両親の心情なども報告．

3月26日（水〉 学生主事が小西の父親に，安全

会が切れる折の廃疾見舞金が 120万

(1級認定として〉出る乙と，天草

における高額療養費の自己負担金月

額3万円の 2件を連絡，更に「見舞

金を利用すればあと 3年聞の継続療

養は可能でしょう」と書いた．

4月5日（土〉 小西の父親より返事あり「見舞金

で療養する乙とはないでしょう．何

もかも学校側の責任ではないです
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か」と記されでもあった．

7月15日（火〉 学生主事，学生主事補，淵上学生

会長（5M学生），長野報道局員（4

M学生〉 4人で，天草施設「星光

園」見学．当日 54名目の患者入院

定員 55人．冷暖房完備で，寮母2.5

人に 1人，かま焼等のクラブ活動あ

り．

7月19日（土〉 小西の父親に手紙を出す．内容は

※安全会廃疾見舞金が240万（ 1 

級）に上ったこと．

※施設「星光園」紹介，並に諸般連

絡．

※ 「星光園」入国手続用紙送付（ 2

回目）

※ 読売新聞に，高額療養者自己負担

金5万円になる情報があった乙とを

連絡．

8月19日（火） 学生課長，学生主事補，裁判の時

効等研究のため，福岡法務局訟務第

一課に行く．

8月20日（水） 学生課長は，文部省大学局学生課

補佐清見氏，技術教育課山口氏に，

電話で，小西の状況や父親の心境等

を報告．

9月17日（水） 「星光園」に電話したと乙ろ， 55

人の定員を 2人起過している旨返事

手続だけは早い方が宜しいとのとと

であった．

9月17日（水〉 小西の父親に上の事’情を書いて手

紙出す．

9月18日（木） 学生会が「星光園」の乙とを写真

入りで学生に紹介，食堂に掲示．

11月16日（日〉 学生会淵上（ 5M），高専祭実行委

員長大津（5 A）は高専祭模擬店利

潤中 65,000円を小西見舞に持参．

12月9日（火〉 教官会議で，学生主事は，小西家

の考え方の詳細と，高知高専，一関

高専，呉高専の同様な事例詳細を報

告・説明し①小西へ気持だ、けカンパ

する乙と．②小西への今後の対策を

主任会を考える乙とが話合われた．

12月11日（木） 主任会で小西の今後の乙と討議．

第三者である後援会長・副会長の方

々にど出頭願うことが決った．

12月17日（水） 後援会長猿渡正広氏，副会長友岡

勇次郎氏，同三本国嘉氏に学校へお

いで願い，事務部長・学生課長立合

いで2時間半余，学生主事が小西の

乙とを説明し，お力を借していただ

きたいと懇望した．

12月20日（土） 学生主事・学生課長の 2人で，大

牟田市役所内の法律無料相談所に行

き，古賀幸太郎弁護士に相談した．

内容は， 「小西家が学校の責任を追

求しているが，乙れを明らかにする

手段について」．乙れに対して，裁

判以前に5千か 1万円程度で弁護士

が事務所で書類調査をし，およその

判断ができる方法を教えられた．

12月24日（水〉 後援会長・副会長の 3人の方に，

八代の熊本労災病院へご足労願った

その後報告が午後4時，校長室でお

となわれた．①熊本労災病院は身障

者更生医療適用指定病院であり，

学校安全会打切以後「更生医療法」

（手続により 1月 12日より〉に切

換え結果的には治療費無料になる乙

とができる．ただし，乙れは，まだ

病状固定せず，治癒経過の段階にあ

る場合に限り，半年どとの更新手続

が要り，認可された時に更に続けら

れる．小西は当面，半年申請．安全

会打切に関する廃疾見舞金240万円

は，病状固定の際に出されるので，

更生医療法適用は出されない．

また，小西家は，更生医療法打切

の際には，医療扶助を受ける等のと

とを考えている乙とであった．②当

時の柔道の相手塩山の見舞状が月に

1回と，見舞来訪が年 1回の誓約書

が欲しいとのととであった．

12月25日（木〉 小西の母親より学生課長に電話が

昭和51年

あり，塩山の上記誓約書実行を強く

迫った模様．それを受けて主事は瀬

高町の塩山宅に電話したと乙ろ，塩

山の父親が電話に出て， 4日前に10

万円の見舞金を郵送したとのとと．

1月 2日（金） 工業化学科第7回卒業生（旧同級

生） 22名が料亭「まるせ」で同窓会

この折学生主事は小西についての情

報を説明．続いて見舞金として8万

円が集められた．
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1月6日（火） 瀬高の塩山氏に電話し， 10万円の 訴訟物の価格 39,910,590円

受取状が来たか否かを照会．来てい 貼用印紙 202,900円

いと返事された． 昭51・12・18

1月8日（木） 学生主事・学生課長の 2人，熊本 熊本地方裁判所天草支部から，固に対して明日呼

労災病院訪問．①医事課長・古野和 出状送達． （昭51・12・20法訟務局受付）

夫氏l乙面談，主な話次の通り． 昭51・12・27

※ 更生医療法適用は，半年更新で， 法務省（訟民第 730号〉より争訟事件の係属につ

短くて半年・長くて 2年で打切られ いての調査依頼が送達． （本校受付は昭52・1・

るのであろうと考えておいてもらい 5) 

たい．その後は医療扶助等について 昭52・1・7

研究してい乙う． 口頭弁論期日変更申請を熊本地方裁判所天草支部

※病院は収容所ではない．将来医療 へ送付．

扶助適用になったとしても，いつま 昭52・2・3

でも病院に居坐る乙とはできない． 本件についての調査回報書を法務省訟務局，福岡

自宅が施設に移ってもらうしかない 法務局，熊本地方法務局（有高専学第 190号）及び

学校が施設の乙とを考えて来た乙と 文部省（有高専学第 191号）へ送付．

は決してまちがってはいなかった． 昭52・2・16

今後，必ず，その乙とは再然する． 福岡法務局，熊本地方法務局によって，本件の事

②小西見舞（母親付添） 情調査が行われ，今後の対策について検討．

※見舞金として，教職員のカンパ 4 （場所福岡法務局）

万円，第7回卒業化学科学生のカン 昭52・2・25

パ8万円（前途），それに千円ほど水 熊本地方裁判所天草支部へ国の答弁書を送達し受

彩絵具類一式と校長から託された見 理された．

舞状とノートとカレンダー． （本件の訴訟代理権の指定代理人を学生主事

※特に感じた乙とは，上記カレンダ 樋口大成，学生課長荒木薙紀とした．〉

ーは大へん美しい油絵の大型のもの 昭52・3・4 （第 1回公判）

で，小西が飽きず繰返し眺め，学校 審理原告代理人の訴状陳述．被告代理人の答弁書

よりの水彩絵具類で「左手で絵を書 の陳述．

きますよ」と繰返した乙とは今後の 係属昭52・3・4原告側提出証拠申出書「現場検

激励の参考になる． 証，人証」 （昭52・3・4付〉準備書面（昭52

※ 小西に来ていた僅か2枚の年賀 3・4付）及び書証（甲第 1号～第3号）受理

状と校長からの手紙を繰り返し繰り返 昭52・3・4被告側提出証拠申出書（書類取

し読んでいたので，今後の激励の参 寄申請書）（昭52・3・4付）受理．

考になる． 昭52・4・30被告側証拠申出書（人証〉準備

※母親が塩山にかわって，前記誓約 書面（ー〉（昭52・5・13付）受理．

書を主事に書けと泣いて迫った．塩 昭52・5・10原告側提出・準備書面（昭52・

山の見舞状が裏付けされていないと 5・13付〉受理．

見舞の 10万円も生きてとないもの 昭52・5・13（第2回公判〉

だという気持はよくわかった．塩山 審理訴状に対する尋問と陳述．

へ見舞状でも出すように伝えると学 原告側提出の書証（甲第 1号～第 3号〉に対

生主事は答えた． する相手方の認否．

原告側申請の現場検証についてその必要性が

争訟関係概要 不明確であるとして，再申請の場合は採用．

昭51・12・2 係属 昭52・5・13原告側提出証拠申出書（人証〉

小西裕司が熊本地方裁判所天草支部に対し，国を （昭52・5・13付〉受理．

相手として損害賠償請求の訴えを提起した． （昭51 原告・被告の双方申請の塩山秀樹（事故当時

12・3受付〉 の練習相手）山下政行（有明高専柔道部技術コ
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ーチ）を証人に採用し，次次固に尋問する．

昭53・6・23被告側提出準備書面（二） （昭

52・6・27付）受理．

昭52・4・1 被告側指定代理人の異動（事務部

長丸山幸男を指定及び学生課長荒木躍紀を学

生課長清水道弥に指定）

昭52・6・27（第3回公判〉

審理訴状及び原告側提出準備書面（昭52・5・13

付〉に対する尋問と陳述．

係属昭52・6・27 原告側提出準備書面（二）

〈昭52・6・24付〉及び書証（甲第4号第5

号〉受理．

昭52・6・27 被告側提出書証（乙第 1号〉

受理．

昭52・9・2 （第4回公判〉

審理原告・被告の双方申請の塩山秀樹に対する原

告側，被告側の主尋問．

原告・被告の双方申請の山下政行に対する被

告側の主尋問．

原告側提出の書証（甲第4～第5号）及び被

告側提出の書証（乙第 1号～第7号〉に対する

相手方の認否．

係属証人山下政行に対する原告側の主尋問を次回

公判へ継続．

被告側申請の石崎勝典（有明高専柔道部顧問

教官〉を採用し，次回尋問する．

昭52・12・5 （第5回公判）

審理証人山下政行に対する原告側の主尋問及び被

告側の補足尋問．

被告側申請の証人石崎勝典に対する被告側の

主尋問．

係属証人石崎勝典に対する原告側の反対尋問を次

回へ継続．

昭52・12・5被告側提出上申書（昭52・9・

2塩山秀樹，山下政行の証人調書の訂正上申〉

受理．

昭52・12・5原告側提出書（甲第 6号7号〉

被告側提出書証（乙第8号9号〉受理．

原告側申請の小西秀雄（原告の叔父）を証人

として採用し，次回尋問する．

昭53・2・27（第 6回公判）

審理証人石崎勝典に対する被告側補足尋問及び原

告側反対尋問．

原告側申請の小西秀雄に対する原告側主尋問

及び被告側の反対尋問．

原告側提出の書証（甲第 6号7号）及び被告

側提出の書証（乙第8号～第10号〉に対する相

手方の認否．

係属 昭52・2・27 原告側提出証拠申出書（人証〉

（昭53・2・27付）受理．

原告側申請の愛甲健（熊本剰災病院医師）を

採用して，次回（昭53・5・19）熊本労災病院

にて尋問する． 昭52・2・2被告側提出書証

（乙第10号）受理．

昭53・5・17（公判期日の延期）

熊本地方法務局から，原告側より期日変更の申立

があり，乙れを了承した結果，昭53・5・19の公

判期日が延期された旨通知があった．

昭53・7・14（公判期日の指定〉

熊本地方法務局から延期されていた公判期日は

昭53・12・1lc指定された旨通知があった．

昭53・10・2 （公判期日の変更指定）

熊本地方法務局から公判期日は昭53・12・1を昭

53・11・7に修正された旨通知があった．

昭53・11・7 （第7回公判）

裁判所原告申請の証人愛甲健の尋問実施．

原告申請の証人小西定雄を採用し，次回に

尋問．

（裁判官の異動）

次回公判昭53・1・29)

昭54・1・29（第8回公判）

原告甲 8号証のし 2' 9号証を提出．

本日付証拠申出書lとより，証人松田清，原告

本人小西裕司の各尋問を申立．

被告乙11号証の 1, 2提出

甲号証の認否．

甲8号証のし 2認める

甲9号証 不知

原告乙号証の認否

乙11号証のし 2認める〉

本日付証拠申出書を撤回する．

裁判所原告申請の証人小西定雄の尋問を実施．

備考

原告か本日申請した証人松田清及び原告本

本は，原告の訴訟能力について立証するもの

であったが，裁判所から原告の訴訟能力につ

いては，心証を得ており証拠調は必要でない

との意向か示されたため，撤回されたもので

ある．

また，裁判所は次回期日で弁論を終結した

い意向である．

（次回公判昭53・3・19)

昭54・3・19（第 9回公判）

原告本日付最終準備書面陳述．
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被告本日付最終準備書面陳述．

裁判所本日付をもって，弁論を終結とし，次回昭

54・5・28午後 1時判決の言渡しを行う．

〈次回公判昭54・5・28)
昭54・5・1

弁論再開の申立を熊本地方裁判所天草支部に

申立．

昭54・7・9 （第10回公判）

原告本日付準備書面陳述．

被告本日付準備書面陳述．

裁判所本日付をもって弁論を終結とし，次回昭54

・9・4午後 1時判決の言渡しを行う．

（次回公判昭54・9・4)

昭54・9・3 （公判期日の延期）

熊本地方法務局から，裁判所の都合により，

公判期日変更の通知があった．

（次回公判昭54・9・11)
昭54・9・11（第11回公判）

判決言渡し（国敗訴）

昭54・9・27
福岡高等裁判所へ控訴手続完了（国側）

控訴人の控訴理由は，次のとおりである．

ー原判決は，被控訴人か訴外塩山と柔道練習中，大

外刈りをしかけたところ，逆に大外刈りをもって切

り返され，乙の返し技か鮮やかに決まって頭から転

倒し頭部外傷を負ったのは，被控訴人か受身の術を

習得していなかったためであるとして，柔道部指導

教官である訴外石崎，同部コーチである訴外山下ら

は安全保持に対する注意義務を怠ったと判示してい

るが，右判断は事実誤認に基づくものであり，失当

である．

二 1 被控訴人の受身の習得度について，原判決は，

①被控訴人が柔道部在籍中の約六ヶ月聞におい

て満足に練習に充てる乙とができたのはたかだ、

か二ヶ月聞に過ぎなかった乙と．

②被控訴人のような少し練習しては練習しない

時期が続くといった績翌では，上達ど乙ろか退

歩あるのみである乙と等からして，被控訴人は

事故当時，受身の術を習得していたど乙ろか，

かえって受身の基礎から指導を受け直さねばな

らない状態にとどまっていたと判示する．しか

し，柔道において基礎的な受身は一度体で覚え

たら忘れるものではないので，退歩するという

ような乙とはあり得ない．有明高専柔道部にお

ける練習方法は，講道館柔道でもとり入れてい

る基本的なものである．また，通常受身は二週

間もあれば十分覚えるものであり（乙11号証の

2），さらに練習の度，準備運動の一環として

必ず受身の練習をするので，被控訴人の績習経

過からみても受身は当然体得していたものであ

り，判示のごとく受身の指導を基礎から受け直

さなければならない状態であったとは到底考え

られない．

被控訴人が受身の術を習得していた乙とは，

二度にわたり校外の大会等に出場していること

からも明らかであり，特に昭和45年 10月25

日佐世保高専との対抗試合では，大外刈りより

も頭を打つ危険が大きいと思われる大内刈りで

負けているにもかかわらず，なんらの事故も起

きていないのである．乙の点原判決は， 「大内

刈りは……自己の右足で相手の左足をその内側

から刈って倒すものであり，相手はその場にし

りもちをつくような格好で転倒するもで……大

外刈りと比較した場合，技のスケーノレの大きさ

や衝撃の強烈な点で……大外刈りの方がはるか

に危険である……」から，事故が起乙らなかっ

たからといって大外刈りに対する受身の術を習

得していたとはいえないと判示している．

なるほど大内刈りをかけられた相手は，投げ

られる姿勢によっては尻もちをつく乙ともある

が，しかし，およそ投げ技においては，技をし

かける者は審判の判定の材料として相手が尻も

ちをつくような投げ方では「一本」がとれない

ので，相手に尻もちをつかせるような投げ方を

する訳がない．また，技のスケーJレの大きさ，

衝撃の強烈な点について，大外刈りと大内刈り

を比較しようとしても，乙れらは，技のかけ方

とかスピードとかによって当然異なるので，

乙れをそのまま比較する乙とはできない筈で

ある．大内刈りをかけられた相手は，あお向け

に倒れ，その上に技をかけた方が乗りかかるよ

うな状況になるので，後頭部を打つおそれは大

外刈りよりも強いものと思料され少なくとも，

大外刈りの方がはるかに危険であるという乙と

はできないといわねばならない．大外刈りは，

受身を覚えたあと背負い投げと共に初期の段階

で教わる常識的な投げ技であって受身が易く，

受身の練習には最適な投げ技であるから，原判

決の右判断は事実誤認も甚しいものである．

2 本件の事故は，被控訴人がしかけた大外刈りに

対する訴外塩山の返し技が余りに見事に決まった

ための全く偶発的な不可抗力のものであったとし

かいいようがないものである．乙のような場合，

稀には，有段者でさえ受身を仕損じるととがある
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ほどであるから被控訴人が乙の技の受身ができな

かったからといって受身の術を習得していなかっ

たという乙とはできない．

原判決は，控訴人の原審における右の主張に対

し，逆に「右の返し技は，初段を有するほどの実

力者でさえ受身を誤るほど受身の困難な技である

から，初心者では到底受身ができるわけがないと

いう乙とを意味するものであり，...・ H ・－－初心者に

とってはきわめて危険な技である………」とし，

それは「大外刈りをしかけていった者は，いわば

心技体とも攻撃のパターンに入っており，そのよ

うな時点で逆に攻撃を受けた結果，防禦のパター

ンへの心技体の瞬間的な移行が困難であるから」

と判示する．しかし， ．大外刈りをしかけた場合を

想定してみると，攻撃を受けた者がこれを防禦す

る体勢は即大外刈の返し技の体勢であり，換言す

れば，一方が大外刈をしかける乙とは相手も大外

刈りをしかけるほかならず，結局双方とも大外刈

りで，攻撃，防禦を尽しているもので、あから，

それだけに本来返し技は，かけようとしてもなか

なか決まらないものであるが，稀に返し技が，攻

撃をしかけた者が攻撃を止め，体勢を元に戻そう

とする一瞬をついて見事に決まったときは，経験

者でも受身をしようとしても受身のできない場合

がある．つまり，どんど場合でも必ず受身ができ

るという乙とではないのである．

訴外塩山が証言しているとうり，本件のように

返し技が本人もび、っくりする程鮮やかに決まる乙

とはきわめて稀であり，被控訴人が受身をできな

かったとしてもそれは受身を習得していなかった

ことによるものではなく，全く偶発的，不可抗力

のものであったとしかいいようがないのである．

返し技は，本来かけようとしてもなかなか決ま

るものではないので，それ程危険な技ではない．

乙れがきわめて危険であるならば，当然禁止技と

して禁止されている筈であるが，勿論禁止技では

ない．

3 原判決は，本件事故が不可抗力であったとする

控訴人の主張に対して「乱取り練習中に多用され

る大外刈りに対し，返し技が用いられる可能性が

あり，原告のような初心者に乙の返し技が用いら

れた場合には，到底受身ができないで事故の発生

するおそれのあることは容易に予測できたはずで

ある」と判示する．

しかし，大外刈りに対する返し技は大外刈りし

かないのであるから，被控訴人においても大外刈

りをしかけていったら大外刈りで返される乙とは

十分承知していたものといわねばならないし，ま

た，当時の柔道部には，大外刈りを得意技とする

者が多かったので（訴外塩山は大外刈りを一番得

意としていた），被控訴人は乱取りの中に何度も

大外刈りの受身を経験していたし，さらに訴外塩

山の証言によると，被控訴人は同人と何回か乱取

りをやり，大外刈りもかけ合ったのであるから，

大外刈りの返し技に対する受身も何回かは経験し

ていたものと推認でき， したがって，被控訴人

は，大外刈りで返された場合でも受身ができると

いう自信があったからこそ自分から大外刈りをし

かけていったものと認められる．

してみると，被控訴人が受身を習得していない

初心者であったとは到底いえないと乙ろである．

したがって，事故が発生するなど到底予測する

乙とはできないのであり，判示のごとく，大外刈

りの返し技による事故の発生が容易に予測できる

ものであるならば，乙れを禁止技として禁止して

いる筈であるが，繰り返し述べるとおり，返し技

は勿論禁止技ではない．

三 1 原判決は，柔道部指導教官訴外石崎，同部コー

チ訴外山下が，安全確保のため適切な措置を講ず

べきであったのにとれを怠ったと判示するが，有

明高専柔道部の練習方法は，講道館柔道において

も行われている基本的なものであるから，その方

法に誤りはなく，また柔道部員各人の技術の習得

度に応じて具体的，個別的に指導し，安全確保の

ためには十分配慮を尽していたものである（石崎

証言第 253～61項）．

被控訴人は，本件事故発生までにも乱取りの練

習をし，また対外試合にも出場したがなんらの事

故も発生しなかったのであり，大外刈りに対する

対応は十分承知していたものであるから，原判決

のいう初心者ではない．乱取りで大外刈りの返し

技をかけられたからといって決して時期尚早であ

ったとはいえず，本件事故は，たまたま訴外塩山

の大外刈りの返し技が本人も驚くほど鮮やかに決

まったきわめて稀な偶然の結果であって，このこ

とをもってなんらの措置を講じないまま漠然と乱

取り練習に参加させたという乙とはできない．

本件事故は，常日頃訴外山下コーチらが安全確

保のための適切な措置を講じていたにもかかわら

ず，被控訴人が技をしかけてゆくときの心構えに

一瞬の気のゆるみとか精神の緊張を欠く等のなん

らかの問題があり，乙れときわめて稀な返し技の

偶然とが重なって結果として予想もつかないよう

な事態となったものと思料される．
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2 原判決は，大外刈りの返し技は危険なので厳禁

すべきであったと判示するが，前述したように，

大外刈りの返し技は即大外刈りであって，通常大

外刈りをしかけた者もしかけられた者も互いに相

手を大外刈りで倒そうとするのであるから，本来

大外刈りの返し技はなかなか決まるものではな

く，それ程危険な技ではない．

したがって，大外刈りの返し技に対する受身の

練習を特に行う必要はなく，大外刈りに対する受

身を練習し，乙れを習得すれば，大外刈りの返し

技（即大外刈り）に対する受身も習得できたとい

って良いのである．

もっとも，大外刈りの返し技が，攻撃をしかけ

た者が攻撃を止め，体勢を元lζ戻そうとする一瞬

をついて見事に決まったときは，経験者でも受身

をしそ乙なう場合がある乙とは，前述したとおり

であるが，しかし，乙のような乙とで本件のよう

な事故につながる乙とはきわめて稀であり，しか

も，乙のようなことは大外刈りの返し技のみなら

ず，全ての技についてもいえる乙とである．

すなわち，本来柔道の練習にはある程度の危険

が伴うものである．したがって，柔道を指導する

者において，安全確保のため通常要求される適切

な措置を講じていたにもかかわらず，通常予測で

きないような事故が偶然起きたとしても，乙れを

もって作為義務違反の責任を問うととはできない

といわねばならない．

本件事故は，有明高専柔道部始まって以来の初

めてのものであり， 20年間の柔道経験を持つ山下

コーチか初めて経験した程の特殊なケースであっ

たものであるから，不可抗力としかいうほかない

というべきである．

争訟（控訴審〉関係経過要旨

昭54・9・27
国は熊本地方裁判所天草支部昭 51年（7）第 56号

損害賠償請求事件について，昭54・9・11に言渡され

た判決は不服であると（福岡高等裁判所に対し，小西

裕司を相手として控訴を提起した．

訴訟物の価格 25,569,058円

貼用印紙 196,350円

昭54・10・29（口頭弁論期日の指定）

福岡高等裁判所から，固に対して期日呼出（昭54・
11・22 午前10時）状か送達された． （法務局 54・
10・23 受付〉

昭54・11・19（口頭弁論期日の変更指定）

福岡法務局から，昭54・11・22 の口頭弁論期日は

昭55・1・28 午前10時30分に変更指定された旨通知

があった．

昭54・12・10（指定代理人）

事務部長丸山幸男，学生主事木村剛三，学生課長清

水道弥を指定

昭55・1・28（第 1回口頭弁論）

控訴人控訴状陳述及び準備書面（54・12・10付〉
陳述．

証拠申出書（55・1・22付）に基づき証人

角利男の尋問を申請．

被控訴人答弁書陳述及び準備書面（55・12・30
付）陳述．

証拠申出書（55・1・28付）に基づき証人

北井行雄，同小西栄子の各尋問を申請．

裁判所控訴人申請の証人角利男（大牟田地区柔道

協会々長，講道館柔道8段）を採用し，次回

に尋問．

被控訴人申請の証人，北井行雄（熊本県柔

道道場協会副理事長）は同質者であるとして

不採用．

（次回期日昭55・4・23)
昭54・4・23 第 2回口頭弁論

控訴人乙第15号証，同16号証を提出．

庁 本日付証拠申出書に基づき，証人石崎勝典

の尋問を申請．

被控訴人乙号証の認否

(15号証は認める. 16号証は不知）

裁判所控訴人申請の証人角利男の尋問実施．

II 被控訴人申請の証人北井行雄（柔道家）同

小西栄子，控訴人申請の証人石崎勝典を採用

し次回に尋問する．

なお，次回をもって結審とする旨発言があ

っTこ．

（次回期日 6月11日〉

昭55・6・11 第 3回口頭弁論

控訴人乙第17号証，同18号証 1, 2を提出

被控訴人甲第10号証の 1ないし 6を提出

裁判所被控訴人申請の証人北井行雄：同小西栄子

控訴人申請の証人石崎勝典の尋問実施．

なお，控訴人，被控訴人とも最終準備書面

を提出したいので，口頭弁論期目指定を要請

したが，裁判所は特に期日は設定しないので

6月30日までに最終準備書面を提出するよう

指示があった．

本日付をもって，弁論を終結とし，次回昭

和 55年 7月23日午後 1時判決の言渡を行

つ．
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（次回期日 7月23日） 延期

昭55・9・8 判決

主文

原判決中控訴人敗訴部分を取り消す．

被控訴人の請求を棄却する．

訴訟費用は第一，二審とも被控訴人の負担とする．

理由

一有明高専第二学年に在籍し同校柔道部に所属して

いた被控訴人が，昭和四六年一月一二日，同校武道

場内柔道場における同柔道部の練習に参加してい

て，同校第一学年生塩山秀樹と乱取りの練習中，道

場畳上に転倒し，頭部外傷の傷害を負ったことは当

事者聞に争いがなく，原審における証人愛甲健の証

言及び乙れにより真正に成立したものと認められる

甲第一号証によれば，被控訴人は，右事故により左

脳；挫傷，左硬膜外血腫等の頭部外傷を負い，その結

果，現に，言語障害があるほか，洗面，食事，排出

歩行その他日常生活において常時介護を要する後遺

障害のある身体となっており，右後遺障害は回復の

見込みがなく，その程度は労災保険法施行規則別表

第一の障害等級表第一級に該当するものと認められ

る．

二当時，有明高専柔道部の指導教官が同校機械工学

科助手石崎勝典であり，同部コーチが同校事務官山

下政行であった乙と，同校の設置者が控訴人である

乙と，以上の事実は当事者聞に争いがないととろ，

原審における証人山下政行，同石崎勝典の各証言に

よれば，同校における課外活動としての部活動は生

徒の自発的活動を中心とするものであるが，部の設

立には指導教官の存在を前提としていたものであ

り，部の指導教官，コーチは同校校長の委嘱によっ

て就任し，同校柔道部にあっては，教育的な面をお

もに柔道初段の石崎において，技術的な面をおも

に柔道三段の山下において各担当し，同校の生徒で

ある同部員の指導監督にあたっていた乙とが認めら

れるから，同校柔道部の活動は，同校の特別教育活

動の一環として行われていたものという乙とができ

る．

国家賠償法一条一項にいう「公権力の行使」と

は，固または公共団体の統治権に基づく優越的な意

思の作用として行う権力作用に限られるものではな

く，国公立学校における教職員の生徒に対する教育

活動などの非権力作用もこれに含まれるものと解す

るのが相当であるから，進んで，同項の規定に基づ

く賠償責任成立の要件として，本件事故の発生及び

その後の措置につき，同柔道部の指導監督にあたっ

ていた石崎，山下に過失があったか否かについてみ

る乙ととする．

柔道は，格闘競技として，場合によっては危険を

伴うスポーツであるから，同校柔道部のクラブ活動

を企画実施するにあたっては，同部指導教官である

石崎，同部コーチである山下らに生徒の生命身体の

安全保持のため相当な注意をする義務のある乙とは

いうまでもない．そ乙で，右両名につき，右の安全

保持義務を怠った過失があったかどうかについて，

以下検討する．

1 いずれも成立に争いがない甲第四号証のー，二，

同第七号証，乙第二号証，原本の存在及び成立につ

いて争いがない同第一号証の二，原審における証人

塩山秀樹，岡山下政行の各証言を総合すると，次の

事実が認められ，乙の認定に反する原審における証

人小西秀雄，同小西定雄の各証言は措信し難く，ほ

かに乙れを左右する証拠はない．

（寸有明高専柔道部の本件事故当日の練習は，午後四

時半乙ろから同校武道場内柔道場（七二畳敷〉にお

いて開始されたが，同校柔道部のいつもの練習順序

は，正座（精神統ーのため，約一分）一準備体操と

受身（約一0分）一寝技（約二Oないし二五分）ー

打込み（技をかける体勢を作る練習の乙と，約一0

分〉－乱取り（実際に技をかけ合う自由練習の乙と

約四Oないし四五分〉一筋肉運動（約一O分〉一整

理体操（約五分）一正座（約一分〉というものであ

り，当日の練習も右の順序に従って行われた．

同本件事故当日練習に来ていた部員は一七，八名で

あり，午後五時二O分もしくは三O分乙ろ， ~o名

余が五，六組に別れて乱取りの練習を開始し，他の

部員らは観戦していた．塩山は二，三名の者と乱取

りをした後，被控訴人と対戦した．塩山と被控訴人

とは，ともに右手で相手の左襟を左手で相手の右袖

をつかみ，右足を一歩踏み出すという右自然体に組

んで互いに技の応酬をした後，まず被控訴人がその

右足で塩山の右足を刈るべく，大外刈りをしかけて

いった．そとで，塩山は，被控訴人の右足が自己の

右足にかかったのと殆んど同時に，重心を左足に移

して被控訴人の右足を払い，大外刈りをもって切返

したところ，乙の返し技が鮮やかに決まり，被控訴

人の体は一メートノレほど宙に浮いて頭から落ち，被

控訴人は道場畳で後頭部を打った．塩山は，その直

後，被控訴人の受身の仕方がおかしかったため，戦

意を失い，倒れた被控訴人に対し， 「止めよう．」

と声をかけたと乙ろ，二，三秒して起上った被控訴

人が「いい．」と答えたので， また取組んだが， も

のの一分も経った乙る，塩山が再び「止めよう．」
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といったと乙ろ，被控訴人も「うん．」と応じて乱

取りを止めた．その後，塩山は，他の部員を相手に

乱取りを始めたが，その最中にも被控訴人の乙とが

気がかりであったため，それとなく注意していると

被控訴人が，最初柔道場東端付近で休んだ後，間も

なく遅れてやって来た上級部員の打込みの相手をつ

とめるに至ったので，塩山も安心して乱取りに集中

した．とうして塩山は，三，四名の者と乱取りを終

え，午後六時乙ろになったとき，被控訴人が先ほど

休んでいた場所付近に倒れており，その周囲に部員

らが集っているのに気づいた．

国 当日柔道部員の指導にあたっていたコーチの山ア

は，ちょうどそのころ柔道場西端付近で上級生部員

を相手に乱取りをしていたが，部員の知らせで被控

訴人のところへ駆けつけたと乙ろ，被控訴人が既に

意識不明に陥っており，失禁し，いびきをかいて，

体をけいれんさせていた．衛生管理者の資格を持つ

山下は，被控訴人の容態を見て，脳内出血を疑い，

頭部を冷やすべく，直ちに部員に命じて濡れたタオ

ノレを用意させて看護させると共に，救急車の出動を

要請し，同日午後六時半ごろ，被控訴人は救急車出

動の要請を受けた消防署員によって既に連絡ずみの

大牟田市渡辺外科病院に収容された．

右（ー〉ないし〈三）の認定事実によると，被控

訴人は，塩山に対し大外刈りをしかけたと乙ろ，同

人から逆に大外刈りをもって切返され，乙の返し技

に対する受身が適切でなかったために道場畳で後頭

部を強打し，前記傷害を負ったものである乙とが明

らかである．

2 と乙ろで，柔道練習における乱取りは，約束諌習

のようにあらかじめ練習相手との閣で約束しておい

た技のみをかけ合う練習とは異なり，対戦相手を変

えつつ互いに思い思いの技をかけ合う実戦同様の練

習なのであるから，乱取りができるためには受身の

術を習得しているととが不可欠なのであって，もし

いまだ受身の術を習得するに至っていない場合に

は，危険防止の見地から，その者は乱取りに参加し

ではならないし，指導者はその者を乱取りに参加さ

せてはならないというべきである．

そ乙で，本件事故が，被控訴人が主張するよう

に，同柔道部指導担当教師らが未だ受身の術を習得

していない被控訴人を乱取りの練習に参加させたた

めに生じたものであか否かについて検討するに，い

ずれも成立に争いがない甲第一O号証のーないし六

乙第一一号証のー，二，同第一五号証，いずれも原

審における証人山下政行の証言により真正に成立し

たものと認められる同第三号証のー，二，同第四号

証のーないし三，いずれも当審における証人石崎勝

典の証言により真正に成立したものと認められる同

第一六号証，同第一八号証のー，二，原審における

証人塩山秀樹，岡山下政行，原審及び当審における

証人石崎勝典，当審における証人角利男，同北井行

雄，同小西栄子の各証言を総合すると，次の事実が

認められ， 乙の認定を左右するに足りる証拠はな

い．

付被控訴人は，昭和四五年七月に有明高専柔道部に

入部し，同月から練習を開始し，八月の合宿には参

加しなかったが，九月には合計一七日， ~o月には

合計一一日，一一月には合計二日，一二月には合計

五日，昭和四六年一月には合計四日それぞれ練習に

参加し，乙の間九月二三日には大牟田地区無段者大

会に，－o月二五日は佐世保高専での同校との対抗

試合にそれぞれ出場し，右対抗試合では大内刈りで

敗れたものである．

同有明高専柔道部における新入部員の指導方法は，

一週間六日として，最初の二週間は専ら受身の練習

を，三週間目から打込みを，五週目から乱取りをそ

れぞれさせており，繭後受身の練習は毎日の練習過

程における準備体操と並んでのーO分を乙れに充て

ているほか，打込み，乱取り等を通じて習得させる

乙とにしており，被控訴人に対しても同様な指導方

法によったものであるところ，概ね，受身は二，三

週間で習得でき，－Ji習得すれば，一，二か月練習

を中継しても忘れるものではないが，その習得には

個人差があって練習量のみによってその度合を判断

することはできず，大会lζ出場できるか否か，乱取

り練習ができるかと、うかは，個々の指導者が決定せ

ざるをえないものであり，被控訴人を前記対外試合

iζ出場させたのは，的確な判断能力を有する石崎指

導教官，岡山下コーチにおいて協議のうえ，受身可

能と判断した乙とによるものである．

日 昭和四五年一0年一O日の体育の日の前日に天草

の実家に帰った被控訴人は，腰痛を訴え，近くの病

院等で通院治療を受けたが，前記のとおり，同月に

は合計一一日柔道部の練習に参加したほか，同月二

五日の対外試合には出場しており，また，学校の正

課の体育には，同年九月一九日に休んだほか，本件

事故発生時まで休まず出席してその授業を受けたも

のである．尤も，前記のとおり，同年十一月一二月

における被控訴人の柔道部での練習日数は急に少く

なっているが，それは乙の乙ろ，被控訴人は，試験

の結果が悪かったので柔道を続けるかどうか迷って

いたためである． しかし年が明けてからは，一月八

日の始業式の日から始った柔道部の練習に日曜日を
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除き毎日参加し，その四日目の同月一二月に本件事 成程，原審における証人石崎勝典の証言によれ

故に道過したものである． ば，柔道部の指導教官であった石崎は，本件事故当

相）大外刈りは，背負投げや足払い等とともに最初に 日研修のため九州大学に出張して柔道場を留守にし

練習する技であり，打込みゃ約束練習の際に教えら ていた乙とが認められ，また，前記のとおり，コー

れるものであるが，受身との関係では大内刈りと同 チの山下は，当日柔道場に来て部員の指導監督にあ

じように後方受身の典型的な技であり，特に危険な たっていたものの，本件事故発生の際は上級生部員

技ではなく，勿論， 禁止技ともされていない． ま と乱取りをしていて，当初乙れに気がつかなかった

た，大外刈りの返し技は大外刈りであり，その受け ものである．

身は元のかけ技と同じく後方受身であり，大外刈り しかし，高等専門学校の学生は，満一五才以上で

の返し技自体が特に危険という訳ではなく，禁止と あって，自らの行動を弁識し，乙れを自主的に決定

もされていない．一般に返し技は相手の技のかけ方 する能力を有しているといって差支えないから，柔

が悪いと自然に起る動作であり，大外刈りの返し技 道部の指導教官（コーチを含む．〉は，部員の練習

としての大外刈りについても同様である．大外刈り につき生徒の自主性を尊重しつつ指導監督すれば足

と大内刈りとでは，その危険の度合はその時の状況 り，常時複数の指導教官がついて各部員の行動を逐

によって異なるので比較はできず，頭を打つ危険性 ー監視すべき義務があるとは到底解し難いのみなら

についても同様の乙とがいえる． ず，前記認定事実からすれば，本件事故は複数の指

図塩山は，中学一年のときから柔道を始め，本件事 導教官が現場IC:居たとしても避けられない一瞬の事

故当時初段に昇格直後の腕前であったが，被控訴人 件というほかはない以上，石崎，山下には被控訴人

とは本件事故以前にも何度か乱取りをし，その際大 主張の過失はなかったものといわざるをえない．

外刈りをかけ合ったりした乙とがあったものであ 4 更に被控訴人は，山下には被控訴人主張の救護措

り，被控訴人は，その際，その受身ができていたも 置を怠った等の過失があり，そのため被控訴人の受

のであるが，本件事故の際には，塩山が返し技とし けた損害が重大なものとなった旨主張する．

てかけた大外刈りは，特に強かったわけではないの しかし，前記認定事実によれば，山下は，被控訴

に，返し技をかけたタイミングがよすぎてその技が 人が柔道場東端付近で倒れているのを知らされる

見事にきまり，そのため被控訴人が通常考えていな や，その容態を見て，脳内出血を疑い，直ちに頭部

いような勢いで倒れて受身が充分にできず，後頭部 を冷やす等の応急措置をさせると共に，被控訴人を

を畳で打ったものであり，その際，塩山は，被控訴 病院に収容するために救急車の出動を要請している

人の上から同時に落ちていったわけではなく，被控 乙とが明らかであり，従って，山下は本件事故後適

訴人が倒れた直後には被控訴人とは離れた状態にあ 切な救護措置を講じたものというべきであるから，

った． 被控訴人の右主張は失当である．なお，被控訴人が

右認定の付ないし伺の事実によれば，被控訴人 収容された渡辺外科医院が頭部外傷の専門医でなか

は，本件事故の際， 自分がしかけた大外刈りに対 ったとしても，右病院への収容は，救急車の出動要

し，塩山から大外刈りをもって切返され，結果的 請をうけた消防署員によってされたものであるか

に，その受身が充分でなかったために後頭部を打つ ら，乙の点について山下が非難される謂れはないも

たものであり，極めて不運な出来事であるが，それ のというべきである．

は，当時，被控訴人自身大外刈りを含む柔道の基本 三以上検討したと乙ろからすると，石崎，山下には

的技に対する受身の術を習得していたものの，塩山 前記安全義務を怠った過失があるとは到底いえない

が用いた返し技が受身の術を習得したものですら受 から，右過失があるととを前提とする被控訴人の控

身を誤るほどの見事さできまったために生じた偶発 訴人に対する本訴請求は，その余の点について判断

的なものというべきであるから，山下らが被控訴人 するまでもなく理由がないものというほかほかはな

に乱取りの練習をさせた点に責められる謂れはな い．よって，被控訴人の本訴請求を一部認容した原

く，同人らに何ら過失はなかったものというほかは 判決は不当であるから乙れを取消して，被控訴人の

ない． 請求を棄却する乙ととし，訴訟費用の負担につき民

3 次に，被控訴人は，右石崎，山下らには，本件事 事訴訟法九六条，八九条を適用して，主文のとおり

故当日練習中止等危険防止のための措置を講じない 判決する．

まま，柔道部員らの練習を放置し，もしくは，漫然

学校から退出していた点に過失がある旨主張する．
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回転円板による 流 れ の 数 値 解

木村剛三・星野スマ子＊

く昭和 55年日月 13日 受理〉

Numerical Solution for the Flow Due to a Rotating Disk 

The steady flow of a viscous incompressible fluid due to a rotating disk of an 

infinite diam巴ter,the so・calledvoN KARMAN’s problem (1921), is analysed with the 

use of an electronic computer. The initial values of the functions contained in the 

equations of motion are determined precisely in a new way, and the result of the 

computations is shown as the numerical table attached at the end of the paper. 

The numerical tables given by W. G. COCHRAN (1934) and F. M. WHITE (1974) are 

subject to slight modifications. 

Gozo KIMURA and Sumako HosmNo 

1. ま え おき

非圧縮粘性流体の中で，平面 z=Oの上に横たわる

無限に広い板が，軸 r=Oのまわりに一定の角速度 9

で回転している． 流体は無限に拡がり， ただ平面 z

=0 によってだけ隈られているものとする．その平面

の片側 z>OK於ける流体の運動を考えよう． とれ

は VONKARMANの有名な回転円板による流れの問

題であるが， U その解法について， GOLDSTEINIC 

倣って， 2) 簡単な説明を加える．

円筒座標 r，ゆ， z方向の流体の速度成分をそれぞれ

u, v, w と書くと，境界条件は次の様である．

z=Oで u= o. v二 .Qr 即二 0, ) 
”~ (1. 1) 

z→∞で u→ 0, v→ 0. J 

軸方向の速度成分 w は Z >OOでOにはならず，方程

式からおのずと定められる有限の負の極限値に収殺す

る．

軸対称牲によって簡略化された NAVIERSTOKES 

の方程式と連続の式，即ち

uau十 au v' _ 1 ap 
w－一 一一 一一 一一－ar ' az r - par 

I 82u 1 au 82u u ¥ 
十ν｛五2十7百子＋函E 7り

av av uv 
u 十四十一ar az (1. 2) 

二 ν（忽十二号＋~ ~－，）， 

＊九州大学応用力学研究所技官

u筈！な 1~ I 一－w 一一一一 I 

+v（~＋＋~＋~）. J 

1 a a釦
及び --;;-(ru）十川ニO

r ar az 
(1. 3〕

〔pは流体の圧力， ρ は密度， νは動車占牲係数〉を，

次の置き換えによって満足させる乙とができる．

更に

Uニ rf(z〕， v=rg〔z),1 

W ニ h(z〕， P二 p(z〕.J 
(1. 4) 

Z＝（ν／.Q)112z1, f=.QF(z1〕， g=.QG(z1),1 
’~ (1. 5) 

h三 （vl2)112H(z1), p＝ 一ρν」~P(z1) J 

と書けば，

u = rl2F(z1〕， v=rlJG(zi), ) 

叩＝ (vl2)112H〔zi) J 
(1.6) 

となり，乙の置き換えによって，流体の運動方程式

(1. 2）と連続の式（1.3）とはそれぞれ次の無次元形

の常微分方程式re帰着するー 以下ダッシュは常に Z1

l己関する微分を示すものとする．

F2 G'+F'H=F", 

2FG+G' H = G", (1. 7) 

HH＇三 P＇十H",

及び 2F+H' =0. (1. 8) 

境界条件は（1.1）を変形して，

Z1=0で F=O, G=l, H=O, (1. 9〕

Z1→∞で F→ 0, G→ O (1. 10) 
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である． (1. 7）の初めの 2つの方程式と（1.8）とか

らF,G,Hが定められ， (1. 7）の 3番目の方程式か

らPが与えられる．

乙れらの方程式系は VONKARMAN によって近似

的l乙υ また COCHRANによって厳密に解かれた.3) 

後者の解法を紹介すると次の様である．方程式と境界

条件とを併せ考慮すると， F,G,Hは原点（z1=0)

の近くで次の様なんの幕級数に展開できるととが判

る．

F n ' 1 ~ ho ~ b5 t+. = anz,---z一一一一Z，一一計十
u l 2 l 3 l 12 l ’ 

(1.11) n anλ－1 G = l+boz1＋ヨz~ 十~zt+
3 一 12 l 

H 唱 1 ’ A=-aozi＋一一 z~ 十~zt+…・l 3 l 6 : 

乙乙lとao,hoは未定の常数である．また， Z1→∞の

場合には， H→－c(c>O） と置いて， F,G,Hが

exp(-cz1）に関する幕級数に展開できるものと仮定

すると，

z. A2十B2--2cz F=Ae-c i －~e 
乙c~

十A(A2+B2）白－3cz.
4c4 ~ • 

G=Be-cz1 _B(A2十B2),,-3cz唱ム
12C4 ~ ' I 

2A z A2+B2 
H.= -c+---z-e-c i--2&e-

+ A(A2+B2) ,.-3cz,...L 
6CS ~ • I 

(1.12) 

が得られる． 乙乙lζ A,B, cはまた未定の常数であ

る． 5つの常数 a0,b0, A, B, cはこれら 2種類の展開

式で表示された F,G,H及び F',G＇が，原点と無限

遠点との中間点で滑らかに接続するという条件から定

められる．そのとき，他のすべての徴係数も亦滑らか

に接続する乙とは，上記の微分方程式から明らかであ

る． 乙の様にして CoCH RANの得た結果は次の通り

である．

a0 = 0. 510, b0 = -0. 616, c = 0. 886, ) 

A = 0. 934, B = 1. 208. J 
く1.13)

彼の計算結果は前記 GOLDSTEIN の編著書に図示さ

れている（p.112, FIG. 41). 2＞また ROSENHEADの

編著書には，同じ図と共に， CoCH RANの手になる小

数点以下3桁の数表が僅かの修正を経て掲載されてい

る.4) 

その後， WHITEは電子計算機によるく1.7), (1. 8) 

の解法を試みて，その結果を小数点以下4桁の数表と

して示した.5）彼の計算については次節に於て説明す

るが，筆者の知る限りでは， VONKARMANの回転円

板による流れの問題に対して，電子計算機による数表

が公lとされたのは乙の 1例に止まる．

電子計算機の発達に伴い，過去に作製された数表の

多くが改訂されつつあり，境界層計算の分野もその例

外ではない．筆者が今回乙の問題を採り上げたのは，

WHITEの計算方式11:若干のコメントを加え， その数

表を精密化しようとするものである．

乙の作業は，筆者の 1人木村が，九州大学応用力学

研完所阿部研究室と共同で行なっている，境界層の数

値解析的研究の一部をなすものであり，企画，計算法

の全般的な指導及び計算のとりまとめは木村が，また

具体的なプログラミング，計算機の操作及び資料の整

理は，阿部研究室の星野が担当した．

原稿執筆に当り助言を与えられた応用力学研究所阿

部淳一教授及び井上進助手に謝意を表する．

2. WHITEの計算とそれに対するコメント

WHITEは連立常微分方程式（1.7), (1. 8), 即ち

F''-F'H-F2十G2=0,

G"-G'Hー2FG=0,

(2.1) 

(2.2) 

H＇ート2F=0 (2.3) 

の解を境界条件（1.9), (1. 10）によって決定し，更

にその様にして定められた H の値を用いて，残りの

1つの微分方程式

P'+H"-HH' = O (2.4) 

から P を求めた．その際， 圧力 P Iζ対する境界条

件としては，不定の常数 Poを用いて

Z1=0で P=P。 (2.5) 

と置く乙とにする. WHITEは簡単のため Po三 Oと

しているので，彼l乙倣って（2.4）を積分すると，

P = H2/2-H' = H2/2+2F (2. 6) 

が得られるので， p （詳しく言うと P-Po）は， H と

F とが知られれば，直ちに計算する乙とができる．

WHITEは（2.1), (2. 2), (2. 3）を RUNGE-KUTTA 

法のサプルーチン（FORTRAN）を使って数値積分

したのであるが，計算の要点は次の 4つである．

(1) 数値積分に際して，独立変数 Z1の刻み

(Jz1）は0.11乙採る．

(2) (1. 9）の他になお， Z1= 0 に於ける F',G'

の値， F'(0), G' (0）を適当に仮定して積分を開始す

る．

(3) 無限遠点に於ける収数条件（1.10）の代り

に， Fく10)= G(10) = O （カッコの中は Z1の値，以
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下同じ〉となる様に，m (2）の F'(0) I G' (0）の値tを

いろいろに調節する．乙の操作が乙の問題の最大の困

難である．

(4) 2自由度の調節を，具体的には次の様にして

実行する.F'(O）をある値に固定して，（2.1),(2. 2), 

(2.3）を解き，残りの自由度 G'(0）を調整して，

F (10) =0となる様にする．更に F'(O）をいろいろ

に変化させて閉じ計算を繰り返すと， F' (0)-G' (0) 

平面上に F(lO)=0の曲線が画かれる．同様にして，

同じ平面上に G(lO)=0の曲線を画く乙とができる．

乙れら 2つの曲線の交点の座標が求める F'(0), 

G'(O）の値を与える．乙の様にして彼の到達した結果

は次の通りである. (WHITE, p. 167, FIGURE 3-22 

参照．）

F'(O) =0. 51023, G'(O) ＝ー0.61592. (2. 7) 

以上の計算手続きに対して，若干のコメントを加え

る．

《1》 よく知られている様 l乙 RUNGE-KUTTA法

に於ける累積誤差は（Jzi)4の程度である. WHITE 

の様に dZ1=0.1と採ると，乙の誤差は確かに 0.0001

の程度ではあるが，場合によっては，小数点以下4桁

目（彼の作製した数表の最終桁） IC若干の影響を与え

得る．

《2》 WHITEが積分の終点を Z1=10iζ選んだ根

拠は次の通りである. Z1の大きな値に対して， F と

G とは何れも exp(H(oo )zi)の程度の値をもっ．

H(oo）は大きさ 1の程度の負の量である乙とが，物

理的に予想されるので， F,G は共に exp(-z1）の

程度の大きさとなるであろう. exp(-10）~0.000045 

であるから，小数点以下4桁の数表の作製に当って

は，無限遠点の代用として Z1=10を採用すれば，充

分であろうと思われる．然し，乙れはあくまで一応の

目安に過ぎない．

実際， COCHRAN（前出〉に依ると， Z1の大きな値

に対して， F,G,H は次の様に書き表わされる． 即

ち，（1.12）と（1.13）とから

F ~ 0. 934 exp（ー0.886zi), 1 

G ~1. 208 exp(-0. 886z1), ~ (2. 8) 

H ~ -0. 886+2. 108 exp( -0. 886z1). J 

WHITE l乙従って Z1=10と置くと， F,G,Hはそれ

ぞれ次の値をもっ．

F~ 1. 326X10-4, G ~ 1. 715X10-4, 1 
~ (2. 9) 

H昌 一o.886+2. 992x10-4. J 

新たに行なおうとする計算の精度について，はっきり

した根拠をもつためには， CoCH RANの計算結果を参

考として， F と G との収数条件，即ち数値積分の終

点とその点に於ける F,Gの大きさの許容範囲とを明

示する乙とが必要である．

《3》 最後に， WHITEは F'(0), G' (0）の最適値

を定めるに当って，グラフを併用している．純計算に

よって乙れを実行することはできないであろうか．

3. 新しい計算の要点

今回新たに計算を実施するに当っては，将来起り得

る種々の要求に応えるために， F'(O),G'(O）の最適

値を，（2.7）に示されている近似値よりも格段に高い

精度で計算する乙とを目標とした．即ち，前節（3）で

述べた様に， VONKARMANの問題に対する数値計算

の最大の困難はとれらの最適値の決定にあり，乙れら

が精密に算定されてさえいれば， Z1の変域内の任意

の点に於て，与えられた目的に対して充分な精度で，

必要な関数値を算出する乙とは，極めて容易な作業と

なる．以下，今回の計算の要点について説明する．

(1) 数値積分iと於ける独立変数の刻み Jz1

WHITEが AZ1を 0.1IC選んで計算を実施したこ

とは上に述べた． 今回の計算では， 然しながら， Jz1

が有限の大きさをもっ乙とによって生じる誤差を，後

述。）の誤差と同じ程度に止めるために Jz1=0. 001 

と採る．前節《1》で説明した様に，一定の長さの積分

領域を刻み Jz1で分割し， RUNGE-KUTT A の積分

法を繰り返し適用したとき，積分の終点lζ於ける誤差

は（Jz1)4Iと比例する．比例の係数が10の程度以下に

止まる限り，乙のととによって生じる誤差は， 0から

30 1ζ至る Z1の全変域を通じて， 10-11の程度以下に

止まることになる．

(2) 積分の終点と収数条件

上に述べた様に，実際の数値計算に際しては，無限

遠点に於ける境界条件（1.10）を近似的lζ実現する方

式が問題となる. COCHRANの計算結果（2.8）に於

て，仮りに Z1=30と置くと，

F~2.672×10-12, G ~ 3. 456×10-12, 1 
~ (3. 1) 

H~ -0.886十6.030×10-12 J 

を得る．そこで，（1.10）の代りとして，

O<FC30）く10-11,0くGく30）く 10-11 (3. 2) 

を採用することiとすれば，無限遠点に於ける境界条件

の代用によって， F,G,Hの値に生じる誤差は， 0か

ら30までの Z1の領域を通じて， 恐らく小数点以下

11位の程度に止まるであろうと期待される．

(3) F' (0), G' (0）の最適値の決定

便宜上 F1(z1),G1(z1）をそれぞれ S(z1),T(z1） と

書く乙とにすると，（2.1)' (2. 2)' (2. 3）は

S1-SH-F2+G2ニ 0, (3.3) 
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T1-TH-2FG=0, (3.4) 

及び H＇十2F=O (3. 5) 

と書き直される．われわれの課題は，境界条件

(1. 10），或は具体的には（3.2）が満たされる様に

S(O), T(O）の値を定める乙とである．但し， S(O),

T(O）の最適値の第ゼロ近似値 SヘT＊ は予め知られ

ているものと仮定する．かつまた本節に限り，簡単の

ため S(O),T(O）を S,T と略記する．

今 S と T とを直交座標軸とする平面を考え，そ

の上の 1点 （S,T）に於て，その S と Tとの値を初

期値として算出された F(30）の値（以下F と略記〉

を第3の座標軸の方向にとるものとする. (S, T）を

いろいろに変化させると， それに従って F の値は

1つの曲面を描くであろう． 乙の曲面は S-T平面

(WHITE流に言うと F'(0)-G' (0）平面）と交って 1

つの曲線を作るととになる．同様に，同じ第3軸の方

向にそれぞれの点に対応する G(30）の値（以下 G

と略記）をとると， G の曲面も亦 S-T平面と 1つ

の曲線で交るであろう．乙れら 2つの曲線の交点の座

標は

F(30) = G(30) = O (3. 6) 

を厳密に満足するような S,Tを与える．収数条件は

く3.6）の附近に（3.2）で指定されるせまい幅をもって

いるので， S,Tの最適値は乙の交点の周辺の微小な

範囲内に拡がっている乙とになる．乙れを計算するた

めの具体的な手続きを以下に述べよう．

(a) Tを T＊ に固定し， Sを S＊から出発して刻

み hで 10回増加させ， 7) 合計11個の S,Tの組合せ

csヘTり， (S*+h, T*), (S本十2h,T勺，…， (S*+10h, 

T勺について， (3. 3)' (3. 4)' (3. 5）を RUNGE-

KuTTA-GILL法で数値積分し， S と T とのそれぞ

れの組合せに対して F と G とを計算する．

(b）次に， T を r＝：， から刻み hだけ増加させて

T中十hとし，一方 Sを s：：：と S*+hとに変化させ

る．乙れで図 1の左隅の小正方形①の 4つの頂点で S

と T との値が定められる． 乙れら 4つの格子点で F

と G とを計算する．

( c) 4個の F，閉じく 4個の G の聞で，それぞ

れ正負の符号を比較する．その結果は次の（イ〉，（ロ〉

の何れかに分類される． （イ） F の組， G の組の聞

で共に異符号が存在する． （ロ〉少なくとも一方の組

は同符号である．

(d) （イ）の場合は先のステップ (f）へ進む．

〈ロ）の場合は Sを S*+2h にふやして，図 1の②

の正方形を作り，同じ計算を繰り返してくイ），（ロ）の

判定を行なう．

丁

s 

｜｜｜｜｜｜｜①｜ 

図1 F' (0), G' (0）の最適値の決定

T 

s 

図2 F' (0), G' (0）の最適値の決定（つづき〉

(e）小正方形①，②，③，…，⑬の何れについて

も（イ）の条件が満たされなければ， Tの値を更に h

だけ増加して T*+2hとし，小正方形⑪に対して閉じ

計算を繰り返す．

(f）かくして， i番目の正方形①に於て初めて

〈イ）の条件が満たされたものとしよう.8）正方形①

の上に張られた F の曲面は， 正方形が小さいので，

球面の一部分でよく近似されるであろう． 従って， F

曲面と S-T平面との交りは円の一部分でよく近似さ

れる乙とになる.Gの張る曲面が S-T平面と交って

作る曲線についても同じである．そ乙で乙れら 2つの

円の交点を求める． もしその交点が虚根として算出

されるならば， (b）に戻って計算を続ける．実根と
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して与えられるならば， その点が①の内部に在るか 3通りの計算を実施した．

否かを調べる．①の内部になければ， (b）に戻る． 《a》 S* = 0. 510232, T* = -0. 615923, 
内部に在れば，次のステップ（g）へ進む． h = o. 000001. (3. 12) 

(g）乙の交点の座標 S,Tは求める最適値IC:極め 《b》 S本＝ 0. 5102326, T* = -0. 6159221, 
て近いと思われるので， 乙の交点を中心として， s, h = o. 0000001. (3.13) 

T両軸に平行に，交点から h×（1/10）だけ離れた 4 《c》 s：：：二 0.51023261, T* = -0. 61592202, 
本の平行線を引き，それらで作られる新しい正方形を h=O. 00000001. (3. 14) 

考える．図 2参照．乙の新しい正方形の 4つの頂点に Llz1は何れの場合にも 0.001である． 2円の交点の座

ついて F,Gの値を計算しY 球面，円，交点，それ 標を求めるという操作を ta》では3回，《b》では 2

を中心とする小正方形というプロセスを繰り返し，収 回，《けでは 1回実行したのち，条件（3.2）を満た

敢条件（3.2）が満足されるまで続ける． して演算は終結する.s及び T の最適値として算出

(h）以上の計算に必要な公式をとりまとめて掲げ された 3通りの数値の共通部分を書き出すと次の様で

る．但し， S,Tと直交する第3の座標軸を U と書 ある.10) 

く. 4点 cs。＋ε，T。＋e,U1), (Soーε，T。＋ε，UD,CS。

十e,To-e, Us), (So-e, To-e, U4）を通る球面の方程

式を

sz十r2十u2+as十bT+cU+d=O (3. 7) 

と書けば， 係数 a,b,c,dはそれぞれ次の様に定めら

れる. ((1. 11)' (1. 12)' (1. 13）の a,b,cとは全く

関係、がない．〉

a=-2S。＋CU1ーU2)( U3-U4) C U1 + U2-U3-U4) 

÷2e( U1 -U2-Us+ U4), 

b=-2T。＋CU1-Us)(U2-UD(U1-U2+U3-U4)

÷2e(U1-U2-U3+U4), 

C＝一（U~－U~－ U~＋UD÷（U1-U2-Us+U4),

d=S~十T~－2e2-(So(U1-U2)(U3-U4)(U1十U2

-Us-U心＋To(U1-U3)(U2-U4)(U1-U2

+U3-U4）｝÷2ε（ U1 -Uz-U3+ U4) 

＋（くu~十UDCU2十U3)-(U1+U4)

(U~＋UD〕÷2(U1-U2-Us+U4).

a,b,c,dまとめて (3. 8) 

また， 2つの円

s2+rz+a1S十b1T+d1=0, 1 
~ (3. 9) 

s2+rz十a2S十九T+dz=0, J 

の交点の座標（S,T）は次の様に与えられる．

但し

s =(-2（α1-a2)(d1-d2)+Cb1-b2)(a1b2-a2b1) 

±(b1-b2)D）÷2((a1-a2)2十（b1-b2)2},

T=(-2(b1-b2)(d1-d2）一（a1-a2)(a1b2-a2b1)

平（a1-a2)D｝÷2{(a1-a2)2+Cb1-b2)2}. 

（複号同JI頂） S,Tまとめて (3. 10) 

D2 = (a1b2-a2b1)2-4(a1-a2)(a1d2-a2d1) 

-4(b1-b2)(b1d2-b2d1)-4(d1-d2)2. 

(3.11) 

以上述べた要領に従ってプログラムを作製し，次の

s = 0. 51023 261887, 1 

Tニ－061592 201440 J 
く3.15)

4. 回転円板による流れに関する数表の作製

(3. 15）に示された F'(0), G' (0）の値を用いて，

(2. 1) ' (2. 2）を数値積分する乙とには，格別の困難は

ない． 論文末尾の数表に， RUNGE-KUTTA-GILL 法

(Llz1 = 0. 001）によって計算された結果を，小数点以

下 6桁固までに丸めて示す．但し Pは F とH とか

ら（2.6）によって算出されている． また電子計算機

lζ於ける印刷の都合上，次の読みかえをしていただき

たい．矢印の左が数表，右が本文．

X→Z1, F→F(zi), G→G(z1), ) 

H→H(z1), P→P(z1), S→S(z1）三F'(zi), ~ 

T→T(z1）三 G1(z1). J 

く4.1)

最後に，今回作成された数表と，前記 COCHRAN

の手に成る小数点以下3桁の数表Y 及び WHITE に

よる同じく 4桁の数表， 5) 乙れら 3種の比較について

触れる乙とにする．読み合せの結果，次の乙とが明ら

かとなった．

(1) COCHRANの数表： Cを Z1,f＇を F,gを

G,2fを －H と読みかえる.Fと G とでは最終桁

（小数点以下3桁目〉に最大1単位， －H では最大

2単位の誤差．

(2) WHITEの数表：げを Z1と読みかえる. F, 

F' （数表では S),G, G' （数表では T）では最終桁

（小数点以下4桁目）に最大 1単位， H と P とでは

最大4単位の誤差．

本論文に含まれる計算は，試計算の一部に有明工業

高等専門学校に設置されている FACOM 230-25を

使用した他は， すべて九州大学応用力学研究所所属

MELCOM-COSMO 900を使用して実施した．計算は
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すべて倍精度で実行し， RUNGE-KUTT A-GILL の数

値積分法には，三菱電機株式会社提供のサブルーチン

DDERIVを利用した．
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Theodore von Karman, Butterworths Scienti五c
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2) S. GOLDSTEIN (ed.): Modern Developments 
in Fluid Dynamics, Oxford at the Claren-

don Press (1938), vol. I, 43, 110-113. 

3) W. G. COCHRAN: The flow due to a ro・

tating disk, Proc. Camb. Phil. Soc., vol. 30 

(1934)' 365-375. 
4) L. RosENHEAD (ed.): Laminar Boundaη1 
Layers, Oxford at the Clarendon Press 

(1963), III, The Navier-Stokes equations of 

motion (by G. B. WHITHAM), 20, 157-162, 
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5) F. M. WHITE: Viscous Fluid Flow, McGraw-
Hill, Inc., New York (1974), 3・8.1, 164-170, 

esp. Table 3-6 and FIGURES 3-22 and 3・

23. 

6) WHITE （前出〉の乙の点に関する記述は具体

的でないので，どの程度の精度で Oに近ずけたの

かは明らかでない．実際，彼の手になる数表（p.

168, Table 3・めからは， F(lO)= G (10) 

=0. 0001が読みとられるが，乙れも OIC.収数さ

せる操作が尚不充分なととによるのか，或はま

た他の意図によるのか，不明である．筆者の詳

しい計算によれば， F(lO) =0. 000133, G(lO) 

=0. 000173となる．

7) 説明の便宜上， S*,T＊が共に最適値の下限で

ある場合を想定した．それが必ずしも保証されな

いときは，本文の記述を若干修正して， S*,T＊の

周囲に小正方形の網目を作る様lとすればよい．

8) 厳密に言えば，（イ）の条件が満たされなくて，

しかも， 2円の交点がその小正方形の中に在る，

という場合が起り得る．然し，正方形を非常lと小

さく選ぷと，その可能性も亦非常に小さくなるは

ずである．

9) 乙れら 4つの頂点の F,Gについて，もし（イ〉

の条件が満足されない場合には， 1/10という縮小

率を適宜修正すればよい．

10) 検算の目的で，別の計算を試みた． 即ち， S-T
平面上で，（S*,T＊） の近傍を適当な間隔のメッ

シュで切り，各々の格子点で FとGとを計算す

る. (3. 6）が満たされる様に，図上で 2次元的な

内挿を行なう乙とは，さして困難でない．結局，

I F(30), G(30) I <10-11 が成立する範囲として，

次の結果が得られた．

s = o. 51023 261886 6～7, 

T二一0.615922014 398～400. 

勿論，，fr1=0. 001であるから， そのととからす

る精度への制約があるが，乙の乙とについては，

本文3の（ 1）を参照されたい．

正誤表

層流境界層に関する HOWARTH の関数系の数表

木村剛三・星野スマ子

有明工業高等専門学校紀要第 16号昭和55年 1月発行

頁行誤 正

70 9 …＝8ff/H4n-...… ＝ 8JU~＋4n2-. 

72 25 …，e10 = 0. 5X10-6 …，e10 = 0. 5X10-6. 
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.oo • 000000 1.000000 .000000 .000000 • 510233 ー.615922
,05 .024287 .969224 ー.001235 • 048575 .461756 -.614700 
.10 .046225 .93日567 -• 00今779 ,092462 ．今16261 自 .611238
,15 • 065961 .90日133 ー.010406 .131977 .37364雪 ’・605821
.20 • 083636 .878013 ー.017903 '167今32 .333801 ー.598709

.25 .099386 • 848287 ー.027069 .199138 . 296620 ー.590137

.30 .113341 .819020 ー.03 7720 • 227392 .261990 -.580318 
,35 .125625 .790272 ー＇0匂9682 .252485 .229799 ー.569444
,40 .136359 .762091 ー， 062793 .274690 .199936 -.557688 
.45 .145656 .734516 ー， 076906 .294269 • 172288 ー.545207

.so .153623 • 707580 ”・091880 .311467 .146741込 -.532142 

.55 .160364 • 681309 ー.107589 ,326515 .123196 ー，51Bbl8 

.60 .165974 • 655724 ー.123915 ,339626 .101537 ー，504746
,65 .170547 .630839 -.1偽0750 .350999 • 0自1661 一，490628
.70 .174168 • 606661る -,157993 ．ち60818 .063467 ー.476351

.75 .176920 .583205 ー；175554 ,369250 .046855 ー，461994

.BO .178879 .560464 ー.193351 .376449 . 031730 ー，447626

.85 .1弓0116 • 538442 -.211306 .382558 .017999 ー，433307
,90 .180700 .517132 ー.229352 • 387702 .005573 -.419090 
,95 .180694 .496530 -,247426 .391998 ー.005634 -.405020 

1. 00 • lfl0156 .476627 ー，265473 .395550 同 .015704 -.391136 
1.05 .17事l＇・1 .457413 ー，2E3442 ,398452 ー.024714 -,377473 
l. 10 .177701 ,438876 ー.301287 .400789 ー.032741 -.36ゐ057
1.15 .175月82 .421003 ー，318969 .402635 ー.039854 調 .350<ll4
l. 20 .173729 .403779 ー.336•・52 .404059 ー.046122 ”・338061

1.25 .171283 .387191 ー，353705 .405120 ー.051609 ー.3255~4 
1.30 .168581 • 371223 ー，370700 ,405871 ー.056375 ー.3132 7 
1. 35 .165657 .355857 ”. 387414 .406358 ー.060476 -.301387 
1.40 .1625＇’3 .341078 -,403826 ,406624 ー.063968 -• 289823 
1. 45 .159269 .326869 ー.419917 .406704 ー.066901 ー.27自597

l. 50 .155862 .313213 ー，435675 .406629 同 .069322 ー， 267712
1,55 .152345 .300092 ー，451086 ,406今29 -.071276 ー＇257169
1.60 .1487•’ l • 287490 ー，466141 .406126 同 .072805 -.246968 
1. 65 .145071 .275390 -,480832 .405741 ー.073948 ー .23710•争
1.70 • 141352 .263774 ー，495153 ．ゐ05293 ー.07＇‘7，・0 ー.227575

1. 75 .137602 .252627 ー，509101 ,40今796 ー.075217 -• 218377 
1.80 .133835 .2偽1931 -.522673 .40ゐ264 -.075偽10 -.209503 
l.日5 .130065 .231671 -.535868 ,403708 ー.075347 ー.2009偽9
1. 90 .12630ゐ • 221自主1 -,548687 ,403137 ー.075056 -.192706 
l. 95 .1?2563 .212396 -,561130 ,402559 ー.074563 ’・ 184769

2.00 .118851 .203349 -,573200 .4019自l ー.073889 ー.177130
2.05 .115177 ・194678 -,584901 ,401今08 ー.073057 ー.169780
2 .10 .111548 ・186367 ー.596237 ,400845 ー.072085 -.162712 
2.15 .107970 ・178402 -• 607212 .400294 ー.070993 ー.155918
2.20 .104450 ・170770 -.617833 .399759 司 .069797 ー.149389

2.25 .100992 .163459 -,628105 .399242 ー.068511 -.143118 
2.30 .097600 .156454 -,638034 ,3987偽4 ー.Q67150 ー.137096
2.35 .094278 .149745 ー，647627 .39自266 ー.065726 -.131314 
2. t，。 .091028 ・143319 ー，656892 ,397810 ー.064251 -.125765 
2.45 .087854 .137165 ー，665835 ,397375 ー.062734 -.120441 

2.50 .084756 .-131272 -,674465 ,396963 ー.061186 -1115333 
2. 55 .os1w • i~5628 ー.682789 .396571 -.059615 ー.il0434 
2.60 , 078 I』 • 0225 -,690815 ,396201 ー.058028 ー. 05737 
2,65 .075933 ・115051 ”，698550 ,395852 ー.056433 ー.101233
2. 70 .073151 .110098 ー.706004 ,395523 ー.054835 ’.096915 

2. 75 .070449 .105357 ー.713183 • 395214 ー.053240 -• 092777 
2.80 • 06 7827 .100818 ー.720096 .394923 ー.051653 -.088812 
2.85 .065284 ・096473 ー＇726751 • 3 .~4651 ー.050078 -,085012 
2.90 ,062819 .092314 ー，733156 .3 4396 -.048520 ”・081372
2.95 .060431 .(188333 ー，739318 .394158 -• 046980 ー.077884 

3. 00 ,058120 .084523 -,745244 ,393936 -.045ゐ62 -• 074544 
3.10 .053723 • 077386 -• 756424 .393535 司.0今2503 ー.068281
3.20 .049616 .070850 ー，766753 .393187 ー.039657 ー.062537 
3,30 .045788 .064863 ー.776289 .392887 ー.036936 ー.057271
3.40 • 0ゐ2225 .n59381 ー.785086 .392629 -• 034346 -. 052＇’45 

3, 50 • 038914 .054361 ー，7931Q6 .392407 -.031892 -• 048022 
3.60 .035841 ,Q49764 -,800667 ,392217 ー.029575 ー.043970
3.70 .032994 .045555 ”，807547 .39205偽 ー.027394 ー， 040258
3.目。 .030358 .041702 ー，813879 ,391916 ー.025347 ー， 036858
3,90 .027920 ・038174 ー，819704 .391798 ー.023431 同 .033744

4. 00 .025668 .034945 ー，625059 ,3Ql697 -.021640 -.030892 
4.10 .023588 .0319日8 -.629982 ,391612 ー.019970 -.028280 
4.20 .021670 .029281 -.834505 ,391540 ー.018416 ー.025889 
4・.30 .019901 .026803 -,838660 .39147自 -• 016972 ー， 023700
今，40 .018272 .024535 ー，842475 ,391426 ー.015632 -• 021695 

4. 50 .016772 .022459 -,8459'78 ,391382 .:.014390 -.019860 
4,60 ,015391 ・020558 -,849192 .391345 ー.013240 -• 018180 
4.70 .014121 .018818 ー，8521匂1 • 391314 ー.012177 ー， 016642
4.80 .012953 .017225 ”，85今847 ,391288 --011194 -.0~5233 
4.90 • 011879 .015767 幅，857329 ,391265 ー.010287 ー.o 3944 
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5.oo .010893 ・01偽433 ー， 659605 391247 - 009450 ー，01276偽
5' 10 .009967 . 013211 ー.861691 • 391231 ー.008678 -.Oll6B4 
5. 20 • 009155 .012093 ー， 863605 .391217 ー.007968 ー.010695
5. 30 .006392 .011069 ー.865358 .391206 ー.0073 lヨ -.009790 
5.40 ,007691 • Ol 0132 ー.866965 .391197 ー.006711 ー.0089のl

弓.50 '0070毎日 .009275 ー.86843弓 391189 ー.0061雪7 -.008203 
.5. 60 .006458 .008490 ー.86978R .391182 ー.00564尽 ’. 007509 
5.7日 .005917 ・007771 ー， 871025 . 391177 ー.005180 ー， 006873
ち.so • 0η5421 .007113 円， 872158 ,391172 - 004750 ’， 006291 
5,90 • 0 0今966 ・006511 ー， 873196 .391 i内自 ー.004354 ー.005759

6. 00 .0045令。 ・00雪96日 ー， 87今l斗7 .391165 '003992 ー， 005271
6' 10 • 00今167 .005匂55 ー， 875018 ．ち91162 003659 ’.004825 
6.2目 ,003816 ・0目ゐ994 ー， 875816 • 391159 ー.Q03353 司.00偽417
6. 30 .003匂95 .Q04571 ー， 876547 .391157 -.003073 －． η0毎日43
o. •o .003201 ・00411ミゐ -,877216 3911弓6 ー.002816 ’.003701 

6,50 .002931 ・003830 ー， 877829 . 39115今 .002う80 ー.ooHB7
6,60 .002684 .003506 ー．日78390 • 391153 ー.002363 ー， 003101
6,70 • 002458 ・003209 ー.878。04 • 391152 ー.00216ち ー.002838
6,80 '002251 .002937 ー， 879374 391151 ー.001063 ー， 002598
6.90 .• 002061 ．円 026~9 -,879805 ．ろ91151 ’・ 001816 -.002378 

7. 0目 ,001887 ・002461 ー，白州0200 .391150 ー.0口166＜み -,002177 
7,20 .001582 . 0 02062 戸田 880弓92 • 391149 ー.001ち95 -.00182今
7. 40 .o口1326 • nDl 728 ー， 881472 . 391149 ー.00117口 ー.001528
7.60 . 001112 ．円01448 ー， 881958 . $91148 ー.000981 ー.001280
7. 80 目。00932 ．門01213 -.8~2366 .391148 - 00日向23 ’・ 001073

R. 00 .000781 ．門01016 '8血27口7 .391148 -'000690 ー． ηOOM9
8.20 '000654 .000851 -,8同2994 . ~ 911 色且 - 00057号 -.000753 
8. 40 '0005偽8 • 000713 -.8~3234 ,3q1 L偽7 ー.000485 ー， 000631
~－ 60 目。00斗59 .nQ0598 ー，B~3435 .3911匂7 -.目00406 ー.000529
8.80 ,00038ち ・000501 -,8員3603 • 39 l l＇る7 ー目 000ち40 ・.0004＇‘3 

9.00 .000323 nooゐ20 -,BP.3744 • 391147 ・.000285 ・.000371
。.20 • 000270 .Q003号2 ー， 883863 .3911ゐ7 ー－ 000239 ー.000311
Q,4Q .000227 .noo2。5 -.8~ 3 962 .3n  l斗7 ー.000200 ー，000261
9.60 .000190 .QQ0247 ー， BA今O角5 .3911ら7 ー.000168 ”・000218
9,80 ,000159 .000207 ー，81司令ll向 • 39114 7 ー.Q00141 ・， 000183

10. 00 • 000113 ・000¥B 司， 8~4173 .391147 ー．日00118 -,000153 
10. 50 .000086 .000111 ー.884280 • 39114 7 ー.000076 -'000098 
11. 00 • 000055 ・000072 ー， 88匂350 • 391147 ー.000049 ・，E日日日63
11. 50 • 000日35 • 0 000斗6 ,884394 . 39 l 1偽7 ー.000031 -• 0000偽l
12.00 ,000023 ・aooa至。 ー， 884423 • 391147 ー.000020 司， 000026

12.50 .000015 .cooo19 司，884441 ,3q1 lゐ7 司.0000 lヨ ー.000017
lち.00 .000009 .nooo12 一，884453 .391147 ー.ooooos ・.000011
l言.50 .000006 .nooooa ー.884460 事91147 ’・00 0円05 ー， 000007
14 .• 00 .000004 ・000目白5 ー.884465 • 391 1与7 ー.000003 ー， n日0004
14. 50 • 000002 ・000003 ー.88今ゐ68 .391147 ・・ .ooono2 ・＇0日0003

15.00 .000002 ・000002 ー， 884470 .391147 ー．目。0001 -,000002 
1宅， 50 .000001 .000001 ー，884472 • 391147 ー.000001 -.000001 
l.6.00 .000001 ・000001 ー， 88今令73 • 391147 -.000001 ー.000001
16.50 .000000 .000001 ー，884473 • 391147 ー.DODDDD 欄， 000000
17,00 .000000 . ~00000 ー，884＜る73 • 3911＇‘7 司.000000 -.000000 

17,50 .000000 .000000 ー，88今今74 .3911偽7 ー.000000 -.000000 
16.00 .000000 ．内00000 一， 88＇“74 ,391147 ー.000000 ・，O00000 
18.号。 :0.00000 .000000 ー，88＇‘匂74 ,3911令7 ー.000000 -'0000目。
19.00 .000000 . nooooo ー，884＜‘74 ,391 l偽7 自.000000 ー＇000000
lQ' so .000000 • 000000 ー， 88＇み474 .3911向7 ー.000000 -'000000 

20' 00 .000000 • 00000目 ー， 88＇み474 .391147 ー.000000 ー＇000000
21. 00 .000000 ．η口0000 ー， 884474 ，芳91147 ー.000000 ー＇000000
22.00 .000000 .000000 ー，88＇与474 .391 l偽7 ー.000000 -• 0000目。
23,00 .000000 • 000000 ー， 88毎毎7今 .391 1侮7 ー.000000 ー＇000日目。
24,00 .000000 • 00目。目。 ー.8844 74 .3911ゐ7 司.000000 －．目00000

25.00 .000000 .000000 ー， 89＇裕今74 .391147 ー.000000 ・＇000000
26.00 .000000 • 000000 .a~·ヤ今74 .391147 ー.000000 司＇000口00
27.00 .000000 . 000000 ー，884474 ．ち91147 ー.000000 ー＇000000
25.00 .000000 .o口0000 ー， 88＇裕今7＇与 ,391147 ー.000000 同.000000 
29.00 .000000 ・000000 ー， 884474 .391147 『 .000000 ー， 000000

30.00 .000000 .oooo~o ー， 884474 '3911ゐ7 ー.000000 ”.000000 
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加圧，減圧併用ろ過装置の試作（その 2)

石橋助吉 中橋正行 黒田節雄

く昭和55年 9月20日 受理〉

A Trial Installation of the Filter for Both Pressure 
and Decompression (Snd Report) 

Here is presented a plan on an installation of the filter for both pressure and 

decompression to press and decompress at the same time, more effectively and in 

a shorter time, leaving out the aspirator used for decompressing through a reducing 

filter. 

SUKEYOSHI ISHIBASHI, MASA YUKI NAKAHASHI 
and SETSUO KURODA 

1. まえがき

紀要 16号に，固一被の分離の一方法であるろ過方

式で，加圧ろ過と減圧ろ過では夫々異なる装置，即

ち，前者には加圧装置としてコンプレッサー，後者に

は真空ポンプやアスピレータ一等の吸引装置が単独で

用いられているので，乙の吸引装置を加圧ろ過用のコ

ンプレッサーの空気吸入部の吸引作用をもって代用

し，ろ液貯槽内の減圧作用を行なわせる．即一台の装

置で加圧，減圧の二役を同時に行ない，アスピレータ

等の吸引装置の省略と，ろ過時間の短縮という経済的

で，より効果的なろ過を行なう為の回分式装置の試作

について述べた．乙乙では前回と重複する部分もある

と思うが乙の装置のその後の実験について述べる

2. 装置

前回，との装置を試作した理由について，本校で使

用している重金属含有の排水処理装置における真空ろ

過装置が，余りにも所要時間が長いのでその改良を計

るというととから，はからずも乙の加減圧併用のろ過

装置の試作に至った乙とについて記しておいた．予備

的装置での実験を重ねて後現在の装置を製作し幾らか

の実験結果について報告した．重複する乙とになるが

簡単に述べると同時に，乙の装置も図で示す乙とにす

る．

1. コンプレッサーで加圧された所定圧の空気はろ

過槽胴体上部から円周方向に槽内に入る．

2. ろ槽内に入った加圧空気は，液ー固の混合物を

上部から加圧すると液体は下のフィノレターを通っ

てろ液貯槽に入る．

3. ろ液貯槽内の空気は， 乙の容器の上部吸出し

口から，脱湿筒と浄化筒を通りコンプレッサーの

空気吸込口に連結されてコンプレッサーで吸引さ

れ，乙の貯槽内は減圧される．

尚，乙の装置の胴，敷金及び吸出し口内側のカサは

ステンレス，蓋，フランジは，ステンレスと鉄とを貼

り合せて作っている．

1.ろ過槽 2.給気口 3.フィルター
7) 4.金網 5.敷金 6.吸出し口

7.ろ液貯槽 8.排出口

図1 加圧，減圧併間ろ過装置

3. 実験

前回の報告では，塩化ニッケノレ廃液を排水処理装置

で無害化した沈澱物を実験材料にして，実験は次のよ

うにして行ない，

条件 1 容 量 ； 5l／回

2 濃 度 ； 2.35 g/l 
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3 使用圧力

イ加圧； 1' 2' 3気圧

ロ減圧度； 10～20mmHg

ハ併用； 1' 2' 3気圧と減圧との組

合せ

4 槽の容量 ；ろ過槽，貯槽共に 211

5 ろ過終了とみなす時点

イ 加圧 ；圧力が減じ始めるとき

ロ 減圧 ；圧力が上昇を始めるとき

ハ併用；上記の時点

以上の結果， 2気圧と減圧併用の場合は3気圧の加

圧のみのろ過と比較して所要時間は僅かながら少く，

ろ津の剥離作業も簡単であった．従って，結果として

は3気圧の加圧では思わしくない． 2気圧の方が槽の

胴厚が薄くてすむ，乙れが前回の概略であった．

その後の実験は次の要領で行った．

1 使用するスラリーは前回と同じ洗澱物

2 容 量 ；5l, 8 l, 10 1とする

3 濃度； 5.8 g/l 

4 使用圧力

併用 ; 2' 3' 4気圧と減圧度

40～60mmHgの減圧併用

5 槽の容量 ；前回と同じ

6 ろ過終了とみなす時点 ；前回と同じ

以下その実験の結果を述べる．

4 実験結果

図2, 3, 4は，減圧の時間的変化を曲線で表わし

たもので，その曲線に併用加圧との数字を付してい

る。例へば3とあるのは，加圧3気圧併用減圧の状態

曲線という意味で， 2' 4という数字も同じ意味であ

る．

mm Hg 
760 ｜ナア←←

＼ a: 、く、、 ① 
ト

＼トど
＼ ／ 

① 』ートー』ー

ト、 、、 t--－司ー ／ 、
／ 

、』」 IT 

しょ_J_l I I I I 

~ ー』』吋L -J I 
I I I I I I I I I I I I 

700 

600 

500 

400 

300 

200 

削
減
圧
。 10 15 20 

図2 51, 3, 4気圧併用の減圧曲線

図2は， 2' 3' 4気圧（乙の後は， 2' 3' 4気

圧と書いた場合は，減圧との併用を意味する）と減圧

の併用で， 5lの液をろ過するに要した時間の経過と

減圧の状況を示したもので， 3気圧の時の減圧曲線は

低い．即ち，ろ過速度が早く他の二者に比較した場合

所要時間は最も短く，つぎは，予想に反し， 2, 4気

圧倒l固となった．尚ろ過直後のろ津の湿潤度は僅かで

はあるが差があり，低い方から 4' 3' 2気圧の順で

あった． 3気圧は 4気圧に対して，約 30労早い．

図3は溶液 8lを， 3' 4気圧でろ過した際の減圧

の進行の状況と時間との関係を示した曲線図である．

同一時間経過時には， 3気圧の方が4気圧よりも減圧

度が大きいことがわかる．結果として，所要時間で凡

そ3分間（所要時閣の約 7%）の差で 4気圧の方が短

く， 5lの場合と逆の結果となった．

mm Ilg 
76 

70 

20 

600 

500 

400 

300 

100 
減
圧

0 時間 10 15 45fr 

図3 81, 3, 4気圧と減圧併用の減圧曲線

図4は， 10lのスラリーを 3' 4気圧でろ過した

ときの減圧状況を示した曲線である． 3' 4気圧で

は乙の場合， 6分から 14分の聞で凡そ減圧度で 20

mm Hgの差があり，ろ過速度の違いがわかる． 終了

まで 1時間以上を要したが， その差は約 2分（約 3

%）で， 8lの場合からの予測では間違っても最低 15

分以上の差があるものと思っていたが結果は図のよう

になった．

4. 考 窟
~ミ

1. まずスラリーは，廃液処理の段階で，塩化第 2

鉄を凝集剤として投入，撹伴， pH処理をした後の詑

澱物である．処理 1回で 5l程度の沈澱物ができるの

70 

う〉 40 

15 65 70うI

図4 10/, 3, 4 気圧と減圧併用の減圧曲線
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で，量を貯めてからろ過作業を行なう．従って粒子は 以上の乙とから，粒子間隙を或る限度に維持し得る限

微粒子が集って個々の粒子を形成し含水状態で，形 度の加圧がそのスラリー量，ろ津層の厚さにおける最

状，大きさも異り，ろ津の状態はろ過時聞に影響を与 適ろ過圧力と云えそうである．乙のことは，スラリー

える． の種類，粘度，温度，粒子の形状等に影響される．図

2. 5 lの場合の所要時間は， 3気圧が最小で， 5は，圧力と容量及び時間の関係についてその一部を

2, 4気圧の順であった．乙れは，量が少なく，スラ 表わしたものである．以上の ζ とから大体3気圧程度

リーの槽内での高さが約 7cmと低いことに原因があ を使用圧力にしてよいようである．

る． 2気圧では加圧が抵抗に比して少なく， 4気圧は

過大であったと思われる．そのために粒子の湿潤度が

下り，粒子聞の間隙が縮まって密度が高くなり，ろ過

抵抗は大になって逆にろ過速度が遅くなった．即ち，

加圧が最高ろ過速度時の粒子間隙をよりもその間隙を

小さくして流路面積を狭めた結果他に比べて長時間を

要した.5 lの場合，最小ろ過時間のための適正圧力

は約 2.8気圧であった．

3. 8 lの場合はスラリーの高さは約 11cmで，ろ

津層の厚みも僅か増加した．乙の結果， 51の場合に

比較して加圧に対するスラリーの抵抗は大となり， 4 

気圧の加圧作用も，ろ過抵抗に影響はあるが粒子の湿

潤度を減じてそのためにろ過速度に影響するという様

な乙とはなく， 3気圧に比べると加圧が増加しただけ

の効果があったと思われる．即ち， 3気圧よりも 4気

圧の方がろ過時間は短かった．スラリーの増加がろ浮

層の増加となって加圧とろ過抵抗に影響を与える．乙

の乙とは濃度を変えても同様なととが云える．

4. 10 1の場合は，ろ浮層の厚さが又増して結果は

図4のようであった． 3気圧， 4気圧共に加圧によっ

て流路面積に著しい影響を与える程に至らなかった．
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8 

7•一一一

5

↑

作
H
M

時間→ 10 20 30 40 50 60 70分

図5 圧力と容量及ろ過時間

あとがき

今後，濃度やスラリーの種類をかえた場合の適正圧

力等のデータを求め，との装置の経済性，時間的効果

等を求めてゆきたい．最後に金子事務官， 5年工業化

学科の飯田，小川両君の御協力iζ謝意を表します．

参考文献

1）石橋，中橋，黒田；有明高専紀要 16号加，

減圧併用ろ過装置の試作

2) 藤田重文，東畑平一郎編；化学工学 IT,p. 

166，東京化学同人
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;EMDおよび CMDの脱水性と加熱特性について

ヨく 田 良

く昭和 55年 9月20日 受理〉

On the Dehydration and Heating Properties of 
EMD and CMD 

The author investigated the dehydration and heating properties of EMD and 

CMD in air and 02 atomosphere. 

The obtained results were as follows. 

1) The decomposition temperature to Mn203 of EMD and CMD was at 530℃ in 

air atomosphere and it rose to 560℃ in 02 atomosphere. 

2) The optimum dehydratin temperature for CMD was just the same as that of 

EMD at 380℃． 

3) The hydrazine index value of dehydrated CMD at 380℃ was 47～54, but that 

of EMD was only 35～37. 

RYOICHI NAGATA 
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緒
の差，雰囲気の影響について明らかにしようとした．

F司

Li-Mn電池は，現在最も有望な電池として期待さ

れているが， Liを陰極活性物質として使用するため，

電解液には有機溶媒を用いる．

乙のため，使用 Mn02は水分，結合水の可及的除

去が必要であり， EMD（電解二酸化マンガン〉の脱

水品が使用されているが実情は明らかでない．また，

乙れまでに新製品であるカJレパメートからの CMD

（化学合成による二酸化マンガン〉の脱水性，脱水物

の性質についての研究例は見当らない．

乙乙では，活性度が大きく，結合水の少ない Li-

Mn電池用 Mn02を得ることを目的として， EMD

と乙の CMDの脱水性，脱水物の性質について比較検

討を行なった．

1. 実験方法

試料としては， Table1に示すものを用いた．

No. 1-No. 4は Mn-NH4ーカJレパメートを出発物質

として合成した CMDで， No.5は標準的な EMDで

ある．

加熱特性および脱水性については，あらかじめ

EMDと CMD（代表サンプルとして Table1-No. 4 

を使用）の酸素雰囲気および空気雰囲気における

T. G と DTAによる実験を行ない， EMDと CMD

実験装置は Fig.1に示した．ガスはボンベよりガ

スホルダーに供給し， さらに乾燥剤を充填した U字

管，流量計を経て反応管へ導入した．反応管内の温度

はアJレメノレクロメ Jレ熱電対で検出してパイロメータで

読みとり，温度調節は環状炉とつながれたスライダッ

クの炉電圧を調節する乙とにより行なった．反応管は

内径 30mmの石英ガラス管を用いた．

試料は 20g をガラスボードに入れ，乾燥酸素気流

中でがス流速を 15l/hrとし，常圧下で脱水時間を検

討した．脱水物の組成と物性の測定は JIS法に準じ

工： Gasholder 
2 : Mg(C工O ) tube 

4 2 
3 : Flow meter 
4 : Sample and glass boat 
5 : Thermocouple 
6 : Pyrometer 
7 : Scrubbing bottle 
8 : Electric furnace 

Fig. 1 E玄perimentalapparatus 
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Table 1 Analysis and physical properties of the trial products 

No I Kind and method ｜叫% H. I. 

1 
Roasted ~5e~ % wetc~3 at n. )Jn~oo℃ for I 

11…一 from NH4 85. 6 
56.8 

carbamate) 

2 一…yH,SO I 91. 2 
61. 7 

3 I Treated No. 1 by chlorate process** 91. 0 60.8 

4 ｜「b山…e回叩叫叫o叩叫叫担副訓d副…i 3口D’ 。r3hrs、 90.9 56.3 
π＝2. 8 atm (gauge), C f ) 

5 EMD 91. 2 56.0 

* Water remained at 110℃ ** Kozawa method 

*** About 28 % Mn02 in total was formed by chlorate reaction. 

て行なった．

2. 実験結果および考察

2.1 T. Gおよび DTAによる検討

EMDと CMDの T. G および

DTA による検討を行なったが， DTA

のみの結果を Fig.2 Iと示した.EMD 

と CMD は， ほぼ同ーの動行を示す

が空気雰囲気では CMDの Mn203へ

の分解が EMDよりや，低温側にずれ

ている． また，両者とも空気雰囲気

より酸素雰囲気での Mn203への分解

温度が 530℃近辺から， 560℃付近

へと高温側に移動する．以上のことか

ら，脱水雰囲気としては酸素雰囲気の

方が好ましいと考えられ，脱水温度と

しては 500℃以下であるべきと考え

られた．

2. 2 脱水反応についての検討

供試々料 20g 規模の乾燥酸素気流

中における脱水実験結果を Fig.3～6 

lζ示した．

まず，脱水性（Fig.3）については

EMDおよび各 CMDとも類似してお

り，いずれも 380℃， 5時間で残留水

分は 0.4～0.5 5ぢまで脱水された．そ

の以上の 400～420℃脱水においても

残留水分は0.1%程度の減少しか見ら

れない．後述する H.I.の低下の度合

とも併せて，最適脱水温度としては

380℃付近と考えられた．脱水物の

Mn02含有率（Fig.4）は脱水温度の

ー一一一一・ CMD(N0.4) 

一一一一 EMD(N0.5) 

~t=S。C/min

470 500 530 560 600 

t／。C

Fig. 2 Results of the DT A 
test for EMD and 
CMD 

ロ2
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dP 

♂ ｜ 門戸0-0.t:J

..: as~0-0一一一o~－
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企 CMD(N0.3)

• CMD(N0.4) 

ロ EMD(N0.5)

80 ~ * before treatm凹 t
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t／。c

Fig. 4 Effect of dehydration 
temp. on Mn02 % 
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~ic D Surf. A** 
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合 200 300 400 
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Fig. 3 Effect of dehydration 
temp. on water con-
tent remained at 110 
。C
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Fig. 5 Effect of dehydration 
temp. on bulk density 
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上昇と共に若干上昇している．乙れは

残留水分の放出と原料中の Mn2＋の

一部 Mn02への酸素による酸化効果

によるものと考えられる．つぎに，見

掛密度（Fig.5, T. D.は略）につい

ては B.D.と T.D.いずれも脱水温

度と共に低下する．乙れは水分の放出

に伴う粉体内部の空隙の増加によるも

のと考えられる．つぎに，活性度の表

示である H.I. (Fig. 6) も脱水温度

の上昇と共に低下するが，特に EMD

のH.I.低下が著じるしく， 380℃で

35～37まで低下した．それに対して，

70ト
0 CMD(NO.l) 

A CMD(N0.2) 

A CMD(N0.3) 

MD(N0.4) 

:MD(NO.S) 

主~（）
企も

民民
民口

before treatment 

40トー

’ 
400 

Fig. 6 E旺ectof dehydrati・
on temp. on H. I. 

各 CMDの H.I. は 380°C47～54 

に留まった．それ以上の 400～420℃の脱水物になる

とH.I.はさらに低下し， 420℃ EMD脱水物で H.

I.は 34，各 CMDのそれは 46～51を示した．図は

省略したが，表面積のデータも含めて， 380℃， 5時

間脱水物の結果をまとめるとつぎのようになる．

望ましい ＋－  

Mn02品位 EMD>No. 3, 4, 2>No. 1 

H. I. No. 1>No. 4>No. 2>No. 3> 

EMD 

残留水分

B. D. 

0.4～0.5%で同一

No. 3>No. 1>No. 4, EMD> 

No. 2 

EMD, No. 3>No. 1, No. 4>No. 2 

No. 2>No. l>EMD, No. 4> 

T. D. 

Surf. A. 

No. 3 

Li-Mn電池用 Mn02として最適な Mn02の適確

な判定としては放電テストにまたねばならないが，以

上からとの段階では， CMD(No. 4）が最適とされ

る．

Fig.7 は CMD(No. 4）のX線回折パターンであ

り 300℃以上の温度で β型化が見られ，温度上昇と

共に乙の傾向は強くなっている．他の試料について

も，結果は同様であった．
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CMD(N0.4) 

~～－ 
;,.o寸c~、～

？？。c ＿~、一

…ノ＼
380。？ノヘー

20 30 40 
28(Fe-Kα） 

Fii:. 7 E宜ectof the dehydra-
tion temp. on X-ray 
diffraction patterns 
of CMD (No. 4) 

結 戸ヨ

Li-Mn電池用として最適な Mn02を得る乙とを目

的として，合成した 4種の CMDと標準的な EMD

の脱水について検討し，下記の結果を得た．

1) EMD と CMD の空気雰囲気における Mn~O&

への分解温度は 530℃，酸素雰囲におけるそれは 560

℃に上昇した．

2) EMD並びに各種 CMDともに脱水温度として

は 380℃が望ましいと考えられ，乾燥酸素気流中で，

この温度での各種 CMD脱水物の H.I. は 47～54

であり， EMDのそれは 35～37まで低下した．

3) 5種の試料の中では，軽加圧処理による CMD

(No. 4）が最適であると推定された．

終りに，本研究に対し御指導いただいた本校の田

辺，松尾教授，御協力いただいた黒田，中橋，荒瀬技

官の方々に厚くお礼申し上げます．
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重質 MnCOsの高圧酸素による

酸化での Mn02の合成

渡 辺 徹

〈昭和 55年日月 20日 受理〉

On the Synthesis of Mn02 by oxidation of dense 
MnCOa with pressurized 02 

The author investigated on the oxidation of dense MnC03 by pressurized 02 gas. 

And the results were as follows. 

1. The quality of products was Mn02 92-94 % at 20-30 atms at 300・Cfor lhr. 

And at high pressure content of Mn02 increased, e. g. at 100 atms was 98 %. 

2. But all oxidized products showed the peak of ,B-type Mn02 in Xray diffraction 

patterns, and this ,8-type peak was accelerated with an increase of pressure. 

TORU WATANABE 

1. 緒言（Introdnction)

MnC03の熱分解酸化を高圧 02雰囲気で行えば，

常圧反応に比しより迅速に高品位 Mn02が得られる

と考えられるが，乙れ迄lζ乙のような研究は乏しく，

わずかに MnSO，と可溶性炭酸模から得た MnC03

を用いた断片的な実験の報告！）があるに過ぎない．

半年者らはさきに電池用 Mn02の合成研究の第一歩

として，カノレパメート分解によるデンスな MnC03

の合成2）とその常圧下での熱分解酸化3lについて報告

したが， 4；報ではそのデンスな MnC03を試料とし

て，高圧 02による Mn02の合成について研究した

ので，その概要について報告する．

2. 実験方法（Experimental)

2.1 高圧 02での MnC03の熱分解酸化

まず合成実験にさきだって高圧 02雰囲気による

DTA ICより，02庄の上昇による効果を予備的に検

討した．

つぎに高圧反応装置としては Fig.1 IC示す llオ

ートクレープを使用 し， MnCυ3としてはカ ノレパメー

Table 1 Analysis of the MnC03 sample 
from carbamate 

No. ［~－1引c；·［日日止 js官／；

~ I ::: ：~＼ ~~：ね I ~： ：~ I ~： ~~ I ~： ：~ 

ト分解によって得た Table1 IC示すものを用いた．

実験用 02i源としては，市販ボンベ入りのものに

高圧減圧弁を取り付 けて使用し，乾燥 o，の場合は

Fig. 1に示すように高圧減圧弁から小鋼管で直接オ

ートクレープIC導入し，オートクレーブの圧力計と，

減圧弁の操作によって規定圧となるように調節した．

また反応用オートクレープには減圧弁と流速計を取付

け， 100!/hrの流速で内部ガスを放出し， 反応カ。スが

分解発生による C02や水分で汚染する ζ とを防Jf-.し

7 

Fig. 1 Apparatus fo了 oxidationby 
compressed 02 gas 

1: Vessel for reaction 2: Gas bomb 
3: Reduce valve 4: Pyrometer 5: Valve 
6: Reduce valve 7: Flowmeter 
8: Autoclave 9: Electric furnace 
10: Gas introduce pipe 11: Protectitn pipe 
12: MnC03-vessel 13: Pressure gage 
14: Water 
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反応物の代表的なものについてX線回折による結品

構造の検討を行なったが， Fe対陰極管と Mn フィ

Jレターを使用する常法によった．

また反応物についての酸処理による活性度の向上に

ついては，後報に予定している富化処理についての

実験結果から 20gの反応物を 100mlの大過剰の

H2S04と混合し， 85℃で2時間撹伴しつつ，反応さ

せる方法によった．試作物の見掛密度は JIS法に準

じて測定した．

実験結果および考察
(Results and discussion) 

3. 

3.1 DTAによる検討

合成実験にさき立って Table1の No.1試料を

用い，試料規模 10mgで 02圧 10, 30, 50気圧の

3段階に 10℃／minの昇温速度で高圧用 DTA Iとよ

り検討したが，結果は Fig.2に示すとおりであっ

た．

Fig. 2に明らかなように圧力の増加と共に発熱曲

線は低温側にシフトし，発熱のピークもシャープとな

る傾向を示し，加圧により反応は著しく推進されるも

のと考えられた．

3. 2 高圧 02雰囲気での MnC03の熱分解酸化

3. 2. 1 反応圧および水蒸気共存の影響

常圧反応結果および DTAでの検討結果から最適

温度と考えられる 300c において，予備実験の結果

充分と考えられる反応時間 1時間で 02圧 20～100

気圧範囲について，乾燥 02および 1気圧水蒸気含有

02について実験した結果は， Fig. 3のとおりであ

る. Fig. 3で明らかなように常圧反応と異り水蒸気

の共存効果は認められず， 20気圧以上では両者の結果

は，ほとんど一致する結果となった．

Fig. 3において 20気圧で Mn02品位は約四%

た．

水蒸気含有 02での実験は，ボンベ中の 02を減圧

弁よりまず Fig.1 le示すように規定温度とした水を

入れた調湿用オートクレープに導入し，その温度の水

蒸気圧で飽和した 02を，保温した鋼管によって反応

用オートクレープに導入する方法によった． 調湿 02

の導入用鋼管の加熱保温は冷却による水滴の発生防止

のためである. MnC03試料は Fig.1 le示す約 10

ml容量の小型ガラス容器lζ装入し，容器の通気用小

孔はガラスウーノレを軽くつめ，通気性を維持して飛散

は防止する方法lとより，反応は 5gを規準として行な

っfこ．

試作については 30g規模で実験したが，大型容器

にあっては小型容器に比例して通気性小孔を増加し，

通気性が不充分となる乙とを防止した．ガラス反応容

器は測温用熱電対に接して位置するよう考慮した．

昇温は電気炉で行い，温度調節は電圧の調節によっ

て行ない規定時間規定温度に ±5℃に保持した． 昇

温速度については 5℃／min とし，降温もほぼ同一速

度で実験し，規定時閣の反応終了後 150℃に降温す

るまではガ、ス放出は行わずガス圧はそのまま維持して

冷却し 150・ccなってガ、スは放出する方法により，

昇温に際しては最初から規定ガス圧に昇圧して実験し

Tこ．

110 

~［ LO－円。「α－n

100 

2.2 組成および物性の検討の酸処理

反応物の組成は Mn02および Mnの定量について

は JIS法により，活性度については Drotschmann

4｝法によるヒドラジン指数を求めた．結合水の定量は

110℃で充分乾燥した試料約 3gを精秤し，環状炉の

内径 30mmの炉心管に挿入しと 110℃に 30分 12

l/hrの乾燥 N2気流中で乾燥し，乾燥終了から同様

に N2ガス気流中で 10分で 500℃に昇温し， 500・c
で更に 1.5時間保持し，乾燥終了以後の Nzガスlと

ともなわれる水分を粒状 Mg(Cl04)2を充填した U

字管に吸収させ，その増量をもって結合水とする方法

によった．
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に達し，ヒドラジン指数もほぼ電解 Mn02 に匹敵す として 0.5～3時間の範囲について検討したが，

る 56～57となり，更に圧力を上昇すれば Mn02品 Mn02含有率は 0.5時聞においても 97～98労に達

位は 30気圧で 93%, 50気圧で 95%, 100気圧で し，時間を延長してもほぼ一定値を保ち， 300℃と

98%の高い値となった．一方ヒドラジン指数は 20～ 350℃の結果の聞にはほとんど差異は認められなかっ

30気圧では約 56～57であるが，圧の増加と共にゆる た．ヒドラジン指数については 0.5時間反応では300

やかに低下し， 100気圧ではほぼ50まで低下した． ℃で約 51,350℃では約 47の値を示し，以後時間

Fig. 3で水蒸気の共存効果が認められないのは， の延長と共に直線的にゆるやかに低下し， 300℃ 3時

水蒸気の共存効果よりも 02圧の上昇効果の影響がよ 間で 47,350℃ 3時間で 44～43まで低下した．乙の

り大きいためと考えられる． 低下は時間の延長による β化の傾向が強くなる事に

圧力の上昇によるヒドラジン指数の低下は，後述の 起因するものと考えられる．一方結合水含有率は 0.5

X 線回折の結果から， 20気圧でも認められる Mn02 時間反応で 1労前後含有されていたものが漸次低下

の一部 β 型への変化が圧力の上昇により， より強く し， 3時間反応では 300℃で約 0.35%となり， 350 

なる乙とによるものであろうと考えられる． 。Cではほぼ0.25%まで低下した．

3.2.2 反応温度の検討 3.2.4 x線回折による検討

つぎに 02圧を 100気圧として反応温度の影響につ X 線回折での代表的検討例を示せば Fig.6のと

いて反応時間を 1時間として検討した結果は， Fig.4 おりであり，図中 1は対比の目的で示した常圧50%

のとおりであり Mn02品位は 225℃において常圧反 水蒸気含有 02での 6時間処理物についての結果であ

応での Mn02品位の上限に近い 82%に達し， 250℃ り（Mn0283労，ヒドラジン指数 57), 2は20気圧

で 96%. 275℃以上ではほぼ 98労と一定の高値を 乾燥 02での 300℃ 1時間処理物の結果を示し， 3

保っている．ヒドラジン指数は 225℃では45である は 100気圧乾燥 02300℃ 1時間処理物の結果であ

が 275～300℃では約 50となり， 乙れ以上の高温で り， 4は 75気圧 02での 350℃ 3時間処理物の結

は温度とともにゆるやかに低下し， 350℃でほぼ 45 果である．

まで低下した．ヒドラジン指数について低温側の低い 1は常圧処理であり結品構造として特定の Mn02

値は，一部未反応物を含んでいる乙とと，圧力の影響 結晶型を示すピークは認められず，無定形と考えられ

により生成 Mn02に一部 F化の傾向が認められる事 るが， 20気圧処理での 2はピークは弱いが一部 β 化

から理解出来，高温側の値は Mn02品位は高いが を示すピークが認められ，結晶形態としては β化の

Mn02の β 化の傾向が強い事から説明する事が出来 弱いアモファスー β型と呼ぶべきものであり， 3お

る． よび4では β 化傾向はかなり強いが，活性度も可成

3. 2. 3 反応時間および結合水含有率

つぎに反応圧力を 75気圧として，反応時間および

結合水の含有率について検討した結果を示せば， Fig.

5のとおりである．反応温度を 300℃および 350℃

225 250 275 300 325 350 
Temp. l。C)

Fig. 4 Effect of the temperature under 
100 atms dry 02 
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り残っており，やはりアモファスー β 型と呼ぶべき

ものと考えられた。 3と4の比較においてF型のピー

クは3より 4がむしろわずかではあるが低いととか

ら， β化の推進には圧の高さの影響が最も強いものと

思われる．

3.2.5 30 g規模での試作と反応物の酸処理

試作は乾燥 02での比較的低圧の例として 30気

圧， 300℃ 1時間処理と，圧の高い例として 100気

圧， 350℃ 1時間処理および75気圧 350℃ 3時間処

理の 3例について行なった．酸処理は常圧処理物の検

討結果5）から， 50% H2S04による 85℃ 2時間処理

のみについて実験した．実験にあたっては酸化処理物

20 叫O 50 60 70 30 
2e CFe-Kα） 

Fig. 6 X-Ray diffraction pattern of the 
oxidized products by compressed 
02 gas and ordinary pressure 

1: Oxidized by 50 % H20 containing 02 at 
300。Cfor 6hrs 

2: Oxidized by 20 atms dry 02 at 300℃ for 
lhr 

3: Oxidized by 100 atms dry 02 at 350℃ for 
lhr 

4: Oxidized by 75 atms dry 02 at 350℃ for 
3hrs 

※： Peak of the ,B-Mn02 

20 g IC 50 ~ぢ H2S04 は大過剰の 100 mlを用い撹伴

下で処理した．結果を一括して示すと Table2のと

おりであり， 30g規模の試作結果は 5g規模の小実

験結果ときわめてよく一致し， 30気圧 300℃では

Mn02 93. 2 %ヒドラジン指数 56.1を示し， 100気圧

350℃では Mn0298%, ヒドラジン指数 45.4とな

り， 75気圧 350℃ 3時間処理では Mn0298.19ぢヒ

ドラジン指数44.2結合水0.27 9ぢとなった．

また酸処理の結果は酸化反応物自体が可成り Mn02

品位が高いため， Mn02品位の向上は小幅であったが

ヒドラジン指数はやや上昇し 0230気圧処理物では

58.6となり， 02100気 圧 350℃処理物では 45.4か

ら48.3まで上昇した． 見掛密度については原料

MnC03 としては bulkおよび tappingdensityが

それぞれ 1.95および2.25のものを用い高圧酸化物お

よびその酸処理物は， bulkおよび tappingdensity 

として，ほぼ 1.5および1.7近辺の値を示した．

4. 結言（Conclusion)

80 

カJレパメート法によるデンスな MnC03を用い，高

圧 02 雰囲気下での MnC03の熱分解酸化による

Mn02の合成について研究し下記の結果を得た．

1. 高圧 DTA にて 02圧力の影響について検討

し， 02圧の上昇により， MnC03の熱分解酸化は強

く推進される傾向が示される事を認めた．

2. 反応温度 300℃，反応時間 1時間の条件で 02

圧の効果について検討し，反応圧 20気圧で Mn02

品位は 92～93%となり，圧力の増加と共ICMn02 

品位はゆるやかに上昇し， 100気圧では約 98%IC達

した．

ヒドラジン指数については， 02圧 20～30気圧では

56～57の値の示すが圧力の上昇と共にゆるやかに低

下し， 100気圧で約 50となる結果となった． そして

乙れらの原因は，圧の増大により生成 Mn02の β

型化の度合が増す乙とによるものと考えられた．反応

に及ぼす水蒸気の共存効果についても検討したが，圧

力効果がより強いためにその効果は認められなかっ

Table 2 Analysis of the oxidized products by compressed 02 gas and 
its acid treated products 

。
N
 

Method ｜す IM%021 c.:・ 1 H. I. J ~；~· I ~泣
1 by dry 02 30 atms at 300℃ lhr 62.3 93.2 0.80 56. 1 1. 52 1. 73 

2 by dry 02 100 atms at 350℃ lhr 62.4 98.0 0.57 45.4 1. 50 1. 71 

3 by dry 02 75 atms at 350℃ 3hrs 63.0 98. 1 0.27 44.2 1. 47 1. 67 

4 treated above No. 1 by 50 % H2S04 62.2 95.2 0.82 58.6 1. 49 1. 68 

5 treated above No. 2 by 50 % H2S04 62.5 98.4 0.58 48.3 1. 49 1. 70 
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fこ．

3. 反応圧の上昇により最適反応温度は確実に低温

側に移行した．

4. 反応時聞の検討および高圧 02雰囲気での結品

水含有率の低い Mn02を得る目的で， 300℃および

350℃にて 02圧 75気圧にて反応時間を 0.5～3時

間範囲で検討し， 350℃で比較的脱水度の高い品位が

得られた．

5. X線回折により結晶構造について検討し，反応

圧によって程度の強弱はあるが，いずれもアモファス

ー β と呼ぶべきものと考えられた． 反応圧が高いほ

どまたは時間が長いほど β 化傾向は強くなる事を認

めた．しかし圧力の影響が最も強いと判断された．

最後に，乙の実験を行なうにあたって，御指導と御

援助を受けました田辺伊佐雄教授，永田良一助教授，

宮本信明助手，本校技官の方々に深く感謝の意を表し

ます．
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カルパメート法による MnC03からのフェライト

原料としての重質 Mn3Q4の合成

宮 本 明

く昭和 55年 9月20日 受理〉

On the synthesis of dense MnaOi for Mn-Ferrite use 

from MnCOa prepared by Carbamate process 

The author investigated the synthesis of high purity dense Mn304 for Mn-Fer-

rite and Mn・Z1トferritesuse from MnC03 prepared by carbamate process. 

The results were as follows. 

1. The dense and high purity Mn30, obtained from MnC03 which prepared by 

decomposition of Mn-NH,-carbamate at 79'C. Its treatment conditions were at 1000℃ 

for 1 h in air. 

2. The composition of the product from MnC03 was corresponded to Mn,0,,00 

and that of EMO was Mn304.0,. 

3. The bulk and tapping density of the product from MnC03 were 1. 95 and 2. 55 

respectively, and that of EMO were only 1. 20 and 2. 0. This reason was the differ-

rent shrinkage degree of the each particle. 

NoBUAKI MIYAMOTO 

1. 緒 士

日

著者はすでに，Mn-NH，カノレパメ ート の分解に よ

る MnC03の合成について，分解温度と生成 MnC03

の物性の関係について検討し，分解温度の上昇ととも

に MnC03の見掛比重は上昇し，78～79℃で bulk

および tap比重 1.9および 2.3と最高値となること

を明らかにしたリ

Mn－－フェライト原料としての Mn30，の合成は，一

般には電解 Mn02の焼成より得られるがp 生成物は

破粋片板をなし，見掛比重も小さく，しかもコスト高

である．

本報では，上述によって得られた重質 MnC03を朋

い重質で，コスト安なフェライト原料 Mn30，を合成

する乙とを試み，原料 MnC03の物性と生成 Mn30,

物性の関係を明らかにし，電解 Mn02より得られた

Mn30，と対比し， 差異を明確にすると とを目的 とし

た．

2. 実験方法

2-1 供試試料

Table 1 I乙 Mn,04の合成に用いた MnC03 と

電解 Mn02の化学組成と物性を 示した. No. 1は

MnSO，と Na2C03から得た MnCO，で非常に微粒

子（直径約 2μm）で軽質である. No. 2～4 はカノレ

パメ ートの 60,65, 79℃分解で得た MnC03で，

ハVN
 

Method and Kind 

Table 1 Analysis of the MnCO. and electrolytic Mn02 for experiments 

｜すJM判官2 I H：キ 1 ~点 I ~·／c~－ 
1 MnC03 from MnSO, with Na2C03 at 80℃ 45.8 36.0 4.10 0.59 1. 00 

2 MnC03 from carbamate decomposed at 60℃ 46.5 36.8 2.44 1. 56 1. 80 

3 ,, 65'C 46. 7 36. 7 2.30 1. 74 1. 98 

4 ，， 79'C 46.9 36. g 2. 23 1. 95 2.22 

5 electrolytic Mn02: EM  D 61. 0 90.8 3. 74 1. 54 2.50 

* water of dried material at 110・c



カJレパメート法による MnC03からのフェライト原料としての重質 Mn304の合成116 

Analysis of the obtained Mn304 Table 2 

IMず＇I Mn,O~ I Bg ／~~ I ~·／c~· 
1. 20 

2.09 

2.23 

2.55 

2.00 

Mn 
pぢ

71. 9 

71. 7 

71.8 

71. 8 

72.。

used sample 

MnC03 from MnS04 with Na2C03 at 80℃ 

MnC03 from carbamate decomposed at 60℃ 

65。C

79°C 

No. I 

ー
よ
ワ
臼

Q

U

A
‘

に
d

，， 

electrolytic Mn02 

60 

26(Fe-Kα〉

X-ray diffraction patterns of the 
obtained Mn304 
1: No. 1 in Table 2 
2: No 4 in Table 2 
3: No. 5 in Table 2 

50 向。30 

Fig. 1 

* oxidation degree of the product as Mn30x 

積減少，つまり粒径の収縮がある乙とである．同じ粒

径で反応が進むと考えると（ 1）式から示されるよう

に 34%の重量減となり bulk1. 95, tap比重 2.22

の MnC03から得られる Mn304の見掛比重は計算

値としてはそれぞれ 1.28, 1. 47となる．と乙ろが

(1) 

Mn CO＆ から得られた Mn3Q4 は原料の見掛比重より

高い乙とが認められる．乙れは粒径が 10%収縮する

と 27%の体積減を示す乙とになり， 乙の結果は充分

説明される.MnC03を 1000℃で焼成するととによ

り 10%以上の粒径の収縮が起るととは走査電顕で確

認する乙とができた．

一方電解 Mn02 はほとんど収縮が認められず，

MnO~ から Mn304 の反応による重量減と水分の離脱

から見掛比重の関係は説明される．

また MnC03を 350～400℃で調湿 N2ガスで5

時間反応させても Mn304は得られるか，かなりの

Mn3Q 
一一一~＝0 66 
3MnC03 

分解温度の上昇とともに重質になり， 79℃では最

重質な MnC03が得られた. No. 5は市販の電解

Mn02で，非常に重質である．

2-2 Mn3Q4の焼成実験

実験は小型環状炉を用い，試料 20g規模で，大気

中，反応温度 1000℃，反応時間 1時間で行なった．

2-3 反応物の組成および物性の検討

組成および見掛比重は JIS法iとより測定し，

構造はX線回折法により検討した．

3-1 生成 Mn304の組成および物性

MnC03を空気中で昇温すると， 300～400℃で

Mn02に酸化され， 530℃で Mn203 i乙 900～1000

．。Cでは Mn304が生成する乙とが TG,DTAの結

果で認められている2）.一方電解 Mn02が 550℃で

Mn203 IC, 900～1000℃で Mn304が生成する乙と

が同様に認められているω．そのため反応温度を 1000

・Cとし，反応時間 1時間で実験した．

Table 2 IC得られた Mn304の組成および物性を

示した．全 Mn量と Mn02含有率の分析値および

Fig. 1 Iζ示した X線回折図より，いずれも純度の高

い Mn304が得られた乙とを示した．

Table 2の中で MnC03からの合成 Mn304の

分析値， X 線回折図はほとんど同じであるが，原料

Mn CO aの見掛比重が高くなるにつれて，生成 Mn304

の見掛比重も高くなる乙とを示した．

3-2 電解 Mn02からの合成 Mn304 と MnC03

からの合成 Mn304の物性の比較

上述のように分析値， X線回折図には大きな相違は

認められないが，見掛比重に関しては大きな相違が認

められる．原料電解 Mn02は tap比重 2.5ときわ

めて重質であるが，生成 Mn304の見掛比重は bulk,

tap比重としてそれぞれ， 1.20, 2. 0と重質 MnC03

から得られる Mn304その値 1.95, 2. 55 Iζ比べ軽質

である．乙の原因は焼成時に認められた，生成物の容

結品

実験結果及び考察3. 
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Mn203が化学分析値ならび X線回折より認められ，

純度の面だけでなく， bulk, tap比重も 1.32, 1. 51 

と低く，重質 Mn30~ は得られなかった．

Mn－フェライト原料としての Mn304は電解 Mn02

の焼成によって得たものに比べ重質 MnC03から得

たものは球型の形状を有し，見掛比重が大きい乙と

より有望と考えられる．またカJレパメート法による

MnC03 は分解温度により粒径が簡単に変えられる利

点を有している．

最終的には Mn－フェライトを試作し，磁気特性を

比較検討すべきではあるが，多数な特長を有する乙の

新方法による Mn304合成法は，かなり期待できると

言える．

4. 結 Fヨ

カJレパメート法から得られた重質 MnC03を原料と

しフェライト原料 Mn304の合成を試み下記の結論を

得た．

1) 重質 MnC03の 1000℃での熱分解及び酸化

反応により高純度の重質 Mn304が得られた．得られ

た組成は電解 Mn02からのもので Mn304・01, MnC03 

からのものは Mn304・00 に相当した．

2) 重質 MnC03の 1000℃処理時の粒径収縮は

10%以上で，結果としても電解 Mn021000℃焼成

物の見掛比重 bulk1. 20, tap比重2.0に対し，それ

ぞれ， 1.95及び2.55のきわめて重質のものとなっ

た．

終りに，原料の MnC03を合成していただきました

本校渡辺，永田両先生に，また本研究にあたって常に

御指導をたまわりました田辺先生に厚く感謝の意を表

します．
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新聞にみる化学安全の諸問題＊

辻 直 孝＊＊

く昭和55年 9月8日 受理〉

Chemical Safety Problems as Seen in the Asahi 

In this paper we should like to describe various chemical safety problems: explo-

sions，五res,occupational diseases, enviromental narmful materials, food pollutions, 

drug pollutions, etc. in the Asahi in the past five years 1975-1979. 

NAOTAKA TSUJI 

まえがき

我々の生活の周辺では科学，技術によって引き起こ

された危険性がますます増大しており，安全という乙

とがあらゆる分野で重視されてきた．技術系高等教育

機関で安全に関する問題は広範に，系統的に教授され

る必要がある．化学系学科で取り挙げる安全問題には

爆発，火災，化学品中毒（職業病〉，公害などであり，

高専では安全工学， 環境科学，環境工学などの教科1)

として取り扱われている．本校工業化学科では第5学

年で安全工学として週2時間， 1年聞にわたって教授

している．安全の問題をより効果的に修得させるため

には事故災害事例に学ぷ事が必要で、あり，新聞による

情報は迅速であるが， 断片的であるのでよく整理さ

れ，教材化される必要がある．

本稿では過去5年間の朝日新聞縮刷版から化学安全

に関するものを主体に爆発，火災，化学品中毒（職業

病），水質汚染，大気汚染，薬害，食品公害などにつ

いて拾い挙げ検討した．

1. 事故災害に関する諸記事

表 1I乙過去5年間（1975年～1979年）の朝日新聞

から拾い挙げた事故災害の件数を挙げた． その記事

中，特に化学安全工学において重要な記事を以下項目

別にまとめその内容を検討した．

2. 爆 発・火災

爆発，火災については化学安全工学上意味をもっ項

目を挙げ，単純な家庭用プロパン爆発，一般家屋火災

＊乙の報文を「安全工学に関する研究（第3報）」

とする

＊＊有明工業高等専門学校工業化学科

表 1 過去5年聞における災害事故および関連記

事件数

ニイr・75-r ~；~r·イ叫計
爆 発 ・ 火 災 41 33 24 30 35 163 

職業病・中毒 71 17 10 12 4 114 

環 境 有 害 物 106 56 33 47 14 256 

大気汚染 41 53 39 50 23 206 

水質汚濁 140 110 125 101 50 526 

騒 音 20 29 40 26 16 131 

薬 害 13 39 85 72 74 283 

食 ロロロ 14 27 20 34 10 105 

原子力発電 2 4 3 9 60 78 

そ の 他 19 31 13 6 7 76 

計 I 4671 刈羽21 吋 293,1,938 

は除外した．

2.1 炭鉱における爆発・火災・ガス突出

’75. 6. 30 （朝日新聞 1975年 6月30日の略以下同

じ）

福岡地裁は昭和 40年 6月の福岡県嘉穂郡の元山野

炭鉱の爆発事故（死者37人，負傷者25人）について

会社および当時の責任者5人に業務上過失罪を適用し

た．爆発の原因は堀進中に突出したメタンガスに電磁

開閉器の電気アークが着火して爆発ーしたとされてい

る．

’75. 7. 7. 6日，北海道夕張市北海道炭坑汽船夕張

新炭坑の坑道でガス突出があり， 5人死亡した．原因

はメタンガスの突出による窒息死．

’75. 11. 27. 27日，北海道三笠市北海道炭鉱汽船幌

内炭鉱内でガス爆発． 7人死亡で 17人は絶望的．原

因はガスの急激な発生に何かの火がはいったものと息
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われている．

’77. 5. 12. 11日長崎西彼郡松島炭鉱池島鉱業所で

掘削作業中爆発し， 3人死亡8人重軽傷原因不明．

’77. 5. 12. 11日北海道芦別市三井石炭鉱業芦別鉱

業所でメタンガス爆発．死者25人，負傷者8人．

’79. 5. 16. 15日三菱石炭鉱業大夕張鉱業所でガス

突出が起乙り，救助隊が第 2次災害にあった．死者 11

人，行方不明 5人，負傷者15人．救助隊は爆発によ

る一酸化炭素中毒が主．

石炭産業は液体燃料との戦いの中で合理化され，炭

鉱数は昭和33年の 803から昭和37年の 487まで減少

している．炭鉱事故の主なものは落盤倒壊などの施設

的危険であるが，化学的なものはガス爆発，炭じん爆

発などであり，特に爆発跡ガスとしての coガスの

被害は大きなものである．最近では 1963年（昭和 38

年，本校のある大牟田市の三井三池炭鉱（写真 1）で

起乙った炭じん爆発である．

粉じんを構成する成分物質の本質ともいえる化学的

性質，化学構造，燃焼熱の大きさのほかに粉じんに特

有な性状，すなわち粒子の大きさ，粒子の形状，帯電

粒子の凝集性，漏れやすさなどの粉じんに特有な性質

が粉じん爆発に影響を与える因子となる．

炭鉱の災害は過去5' 6年の聞に日本の炭鉱で重大

災害を 4件も起している．砂川炭鉱（昭和49年 12月

写真1 三井石炭鉱業三池炭鉱三川鉱付近

写真2 大協石油四日市製油所正門付近

19日，死者15人），幌内炭鉱（昭和 50年 11月27

日，死者24人〉のガス爆発災害については海津2）に

よる災害事例分析がなされている．

2.2 油による爆発・火災

’75. 2. 17. 16日四日市市の大協石油四日市製油所

〈写真2，写真 3）でタンクが炎上，負傷者なし原因は

灯油半製品を入れたタンク（径 50m 高さ 12m）に何

らかの作用で静電気が発生したか，タンク内のサピの

触媒反応での自然発火によるものかはっきりしない．

その後この火災の原因の推定が自治省消防研究所に

よってなされたω．それによると乙の製油所では公害

防止のため各装置からの廃水中の悪臭成分を除去する

目的で，灯油プラント中に臭水処理装置を設置し，灯

油で廃水中の硫化水素等悪臭成分を抽出していた．乙

の硫化水素等を抽出した灯油をタンクに蓄えておいた

ため，硫化水素が揮発し，タンク空間部に滞留し，タ

ンク壁面，ビーム等を腐食させると同時K，可燃性混

合気を形成した．乙れらの乙とより，乙のタンク火災

は天候急変等が引き金となり，ビーム類が落下し，そ

の衝撃により硫化水素を含む可燃性混合気が着火し，

さらにその火炎により，腐食層にしみ込んでいた灯油

が着火し，ついで液面燃焼へと発展したものと考えら

れている．

2.3 有機物・有機溶剤による爆発・火災

’75. 7. 23. 22日札幌市のクリーニング店で溶剤デ

ィオナーノレ（フッ素溶剤〉を保存容器（鉄製〉から大

型洗濯機に注入する際，保存容器が爆発し， 2人死

亡．ディオナーJレの急激な気化膨張による容器の破損

が原因だが，なぜ気化したかは不明．ディオナーJレは

27℃で気化し 48℃で沸騰する．

’78. 7. 12. 11日スペイン東部タラゴナ地方のキャ

ンプ場でブタンガス輸送中のトラック事故でブタンガ

スが爆発し，死者180人負傷者150人にものぼった．

’76. 1. 19. 18日三菱石油水島製油所の製品ト Jレエ

ンタンク（高さ 15m直径 6.7m）でサンプリング

~｛＇＇ ~~ 
写真3 大協石油四日市製油所構内
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中爆発し 1人負傷．原因はサンプリングに伴う静電気

の発生とみられている．

’79. 7. 6. 5日米テネシー州の化学工場でメチノレ

パラチオンタンクが過熱により爆発．有害ガスが充満

しているとも知らず消防士や住民が火災現場にかけ

つけ 155人が中毒負傷を負った．メチJレパラチオンは

有機リン化合物で殺虫効果は強く，急性毒性も強い．

2.4 金属による爆発・火災

’75. 1. 21. 20日大阪府八尾市でアルミ工場の溶解

炉が大爆発し火災を発生， 3人重傷で 15人軽傷アJレ

ミくず（ザライ粉〉をトラックからリフトで資材置き

場に下ろしたと乙ろ自然発火した．

’78. 4. 12. 12日埼玉県桶川市坂田の小野田金属の

工場裏庭で廃物のマグネシウム粉末を穴に捨てたと乙

ろ，爆発し，工場，住家4棟を全焼．原因はマグネシ

ウム粉末が雨水と反応したため．

昭和41年炊事場流し台下の戸棚に約 3カ月前から

収納していたマグネシウムが湿気lとより発熱発火し

た4）.事例があげられているようにマグネシウム粉末

は湿気があると自然発火する．物質が自然発火を起乙

すためには第ーに酸化，分解の際に発生する反応熱が

かなり大きく，かっ蓄熱しやすい状態におかれる乙と

が必要である．

2.5 粉じんによる爆発・火災

’75. 7. 19. 19日名古屋市ニップン飼料の工場で爆

発が起乙り， 7人が負傷．原因は溶接作業中の火が飼

料の粉じんに引火し爆発したものとみられている．

’77. 1 2. 16日千葉県市原極東石油千葉製油所で硫

黄貯蔵タンクに付属しているパケット式コンベヤーが

爆発し， 1人死亡．原因は重油から脱硫した硫黄を運

ぷ密閉ベルトコンペヤから窒素が漏れ酸素が混入し

て，粉じん爆発したものと考えられている．

2.6 水蒸気による爆発・火災

’77. 6. 7. 7日姫路市日本砂鉄鋼飾磨工場の圧延工場

中形加熱炉で爆発， 6人が負傷．原因は加熱炉の耐火

レンガに亀裂ができ，ノロが漏れ，ピットの水と反応

し，水蒸気爆発したものと考えられている．

2. 7 ガスによる爆発・火災

’78. 4. 20. 20日仙台市内の電話ケープノレ用マンホ

ール内に漏れていた都市ガスが爆発し， 5人負傷．原

因はガス管の破損によって充満していたガスにケープ

ルのパイプカッターの火花が引火したため．

3. 職業病・中毒

3. 1 有機溶剤

’75.11. 1. 30日仙台労働基準監督局はソニー仙台

の元従業員に有機溶剤による中毒死である労災死の認

定をした．原因は録音テープ製造部門で有機溶剤（ト

JレエンジメチルホJレムアミド〉を防毒マスクなしで使

用していたためである．

’77. 12. 7.千葉市の市川合成化学で穀物のくん蒸

剤として使用されている液体臭化メチルのボンベの取

扱い中，パートの主婦が中毒になった．原因は防毒マ

スクをつけるなどの処理をしていなかったため．

3.2 鉛中毒

’75. 12. 3. 2日東京都王子労働基準監督局は北区

の菊地色素工業浮間工場の 3人を業務上の鉛中毒と認

定した.10年前後鉛粉の立ちとめる個所で作業してい

たためである．同工業は 1975年 11月 21日にも 5人

が認定されている．

3.3 酸素欠乏

’78. 7 .13. 13日大阪市大正区の化学肥料工場関西

日産化学で，造粒水タンクの清掃作業中 4人死亡， 3 

人重体．タンク内が酸欠状態だったらしい．

酸素欠乏を起乙しやすい労働環境は，化学工場など

の空タンク，各種密閉小室内，地下貯蔵庫，船船，マ

ンホーJレ，炭坑， トンネノレ工事など一般的に換気の悪

いかつ酸素を消費しまたは駆逐する物質の存在する場

所である．

3,4 リン骨痘症

’75. 8. 19. 日本化学工業の郡山工場と三春工場（福

島県田村郡）で昭和 20年から黄リン製造部門の約20

人がリン骨痘症で労災認定されている乙とが明らかに

された．

明治時代，化学物質による最も悲惨な中毒は黄リン

マッチによるものであった． 軽い時は歯痛から始ま

り，食欲減少，皮膚蒼白，下痢，気管支炎，胃痛とな

り，顕著になると顎の骨がしだいに腐って上顎か下顎

を失う乙とになる．口の中から内臓まで冒され，結果

的には全身的症状を示してくる．明治 18年， 製造禁

止令は出たが履行されなかった． しかし大正8年の第

1回 ILO総会の国際的圧力などを経て大正 10年黄

リンマッチ製造禁止は公布されたの．

3,5 塩化ビニル

’75. 9. 12.労働省は名古屋市の三井東圧化学名古

屋工業所の下請け黒肥工業の従業員 1名を塩化ピニノレ

モノマーによる肝臓障害で初めて労災認定した．

塩化ピニノレ製造作業者の死因，中毒についてはチッ

ソ労働者の事例検討がある6）り．

4. 環境有害物

4.1 クロム

’75. 9. 4.朝日新聞社は全国のクロム禍の調査を

行ない，肺ガン死51人，鼻中隔穿孔408人にのぼる
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乙とを発表した．（表 2) 4. 2 シアン

’76. 11. 25. 環境庁は六価クロム産業の全国調査を ’78. 1. 17. 14日の伊豆大島地震で静岡県田方郡の

行なった．それによると調査対象となった埋め立て地 中外鉱業ほおずき沢たい積場から流出したシアン含有

の原因工場は 9工場で，発生したクロム鉱さい量は 鉱さいは持越川，狩野川を経て駿河湾へ流れ乙んだ．

115万トンと見積られている． そのうち問題となる廃 このため駿河川ではアユ，ウグイなどの魚類がほぼ全

棄物処理法〈昭和46年 9月）以前の 77万トンについ 滅したと推定されている．持越川，狩野川ともに 15

ての調査では358ケ所の埋め立て地が確認された， 68 日夜までをピークとして，いずれも検出されるシアン

万トンが東京と北海道に集中していた． の濃度は低くなっているが，狩野川河口では 16日午

’79. 11. 1. 31日六価クロムに土壌汚染対策専門委 後まで 0.1～0.2 ppmのシアンが検出されている．持

員会は 2年間の検討をまとめ，肺ガン，鼻中隔穿孔な 越川ではもう検出されていない．

どの障害の現われる可能性を指摘した． シアン化合物は，人の健康にかかわる環境基準では

1935年頃からクロムメッキが盛んになるにつれ 検出されてはならないとされている．

て，わが国でもメッキ工のクロム中毒が相ついで報告 4. 3 カドミウム

されるようになった．当時はクロムメッキ工場では鼻 ’75. 12.26. 25日，昭和 50年度産米のカドミウム汚

の左右のしきり部分に穴があいて声が鼻にぬけたよう 染状況を調べていた東京都経済局は結果を発表した．

にならないと一人前ではないという，おかしなムード それによると府中市内で 1.72 ppmが検出され，食品

があったというの． 衛生法で規定されている基準（1ppm）を越えている

地点が三ケ所みつかった．全体の平均値は 0.18ppm

で，前年の平均値は 0.16ppm. 

表 2 六価クロムによるとみられる従業員数

(1975年 9月3日現在〉

県名 ｜肺ガン死｜鼻中隔穿孔｜鼻炎皮フ炎

北海道 14 128 

山 形 4 

ネ百 島 1 

茨 城 3 

栃 木 1 

群 馬 1 

埼 玉 18 

東 尽 33 117 

神奈川｜ 3 

新 潟 17 46 

長 野 4 

静 岡 20 9 

愛 知 1 

岐 阜 14 9 

信E司'f' 山 10 

思 都 2 

兵 庫

f恵 島 1 47 

岡 山 4 

広 島 1 4 

山 口 5 

福 岡 2 

佐 賀

長 崎 2 

宮 崎 1 

計 51 408 67 

’76. 4. 7. 自民党環境部会はイタイイタイ病のカ

ドミウム原因説は疑問だという報告を提出した．

’76. 12. 18. 17日環境庁はイタイイタイ病の原因に

ついて昨年から学者グループに委託していたカドミウ

ムの人体影響に関する文献調査の報告書を公表した．

イタイイタイ病の主因は立証できないがカドミウム説

を否定する根拠は乏しいと因果関係を再確認した．

富山県婦負郡婦中町，富山市の一部およびその周辺

地域には以前から一説によれば大正時代から地方病と

して原因不明の奇病がみられた．イタイイタイ病の本

態は，カドミウム慢性中毒により，まず腎臓障害を生

じ，次いで骨軟化症をきたし，乙れに妊娠，授乳，内

分泌の変調，老化および栄養としてのカノレシウム等の

不足等が誘因となって，イタイイタイ病という疾患を

形成したものである．慢性中毒の原因物質として三井

金属鉱業株式会社神岡鉱業所の事業活動に伴って排出

された以外はみあたらない．

4. 4 PCB 

’75. 6. 1. 31日厚生省は昨年夏に全国で実施した

PCB による母乳汚染の疫学調査（第3回）を発表し

た．それによると， 2年前の調査に比べ，母乳中の

PCB濃度も 0.32 ppmから 0.028ppm とわずかな

がら低下した．

’77. 7. 2. 1日厚生省は昨年全国で行なった PCB

と農薬による母乳汚染と，その母乳による母子の健康

調査の結果をまとめた．それによると PCBは平均値

0. 025 ppmで前年の 0.027 ppmよりわずかながら減

った. 19%は 0.033 ppmの PCBの許容基準を超え
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た.DDT は横ばい状態，近海魚多食も一因してい

る．

4.5 水銀

4. 5.1 水俣病

’76. 7. 20. 熊本水俣病患者の告発を受け新潟水俣

病の原因企業である昭和電工の刑事責任について捜査

してきた新潟地検は20日，因果関係の立証や被害の

特定が困難として昭和電工関係者を不起訴にすると発

表した．

’76. 9. 22. 熊本県水俣市にあるチッソ水俣工場が

36年聞にわたって塩化メチノレ水銀を水俣湾にたれ流

し，多数の水俣病患者を発生させた乙とでチッソの刑

事責任が法廷で争われる乙とになった．

’77. 4. 25. 「水俣を見ずに水俣を語るむなしき」を

語っていた石原環境庁長官は22日から 3日間水俣市

を中心に水俣病患者認定申請者らと精力的に接触し，

25日帰京した．

昭和31年 5月 1日，熊本県水俣保健所に新日本窒

素肥料（現チッソ〉水俣工場（写真ム写真5）の付

属病院の医師から脳症状を主とする原因不明の患者の

入院が報告された乙とに始まる．水俣病は，工場排水

によって汚染された海域に生息する魚介類を食用に供

する乙とに魚介類に蓄積された有機水銀が人の体内に

取り込まれ，その結果おこる神経系の病態であるとい

守 3降、ザ

写真4 チッソ水俣工場正門付近

r 

写真5 チγ ソ水俣工場構内

う点において極めて特異的なものであり，四肢のしび

れ感と痛み，言語障害，運動失調，求心性視野狭窄な

どのハンターラッセル症候群といわれる症状を示す．

昭和 54年3月末，熊本県の被認定者は 1,231人（ほ

か救済法施行後死亡者214人，施行前死亡者44人〉で

あり，鹿児島県の被認定者は247人（ほか救済法施行

後死亡者28人，施行前死亡者 1人〉である．認定申

請中の者は昭和 54年3月末現在，熊本県5' 261人

鹿児島県721人となっている．

昭和 53年 6月 20日に水俣病対策について，認定業

務の促進，チッソ株式会社に対する金融支援措置およ

び水俣，芦北地域の振興を講ずるとの閣議了解を行な

った． 乙れを受けて熊本県は昭和 53年 2月 27日にチ

ッソに対して33億 5千万円の起債による融資を行な

っナこ．

新潟県阿賀野川流域における水俣病に関する経緯は

昭和 50年5月新潟大学医学部より，新潟県衛生部に

原因不明の疾患発生の旨連絡，新潟大学椿教授が有機

水銀中毒患者が発生した旨発表．昭和43年9月， 昭

和電工鹿瀬工場の排水が中毒の基盤になったという政

府見解発表．阿賀野川流域における水俣病患者は，昭

和54年 3月末現在，被定右 676人（ほか救済法施行

後死亡者61人，施行前死亡者5人〉であり，認定申

請中の者230人となっている．なお環境庁長官に行政

不服審査請求を提出した者は，昭和 54年 3年末現在

60件（うち 2件は取下げ〉となっている．

’78. 3. 9. 9日発足した名古屋港管理組合公害防

止事業費負担審議会は，名古屋港湾を区域内で最高

286ppmの水銀ヘドロが埋まっている乙とを発表し

た．ほとんどの範囲で 25ppm以上の水銀が検出さ

れ，ヘドロに有害物質も多量に含まれている乙とがわ

かっfこ．

4.6 農薬

’78. 7. 10. 8日長崎県南高来郡の水田干拓地で農

薬散布の作業で41人が倒れ， 1人が9日に死亡した．

使用薬剤は有機リン酸系 DL型三共カフォスナック

粉剤（プロパホス NAC剤）である．

5. 大気酸化物

5. 1 窒素酸化物

’78. 7. 11. 11日環境庁は N02の環境基準を 1日

平均値 0.003 ppmから 0.004～0.006ppm以下に大

幅緩和する告示をした. N02環境基準が 0.04～0.06

ppm となって大気汚染の公害認定患者は全国で 7万

人をこえた．国の公害病患者に認定されると，医療費

のほかに生活補償費的な障害補償費や児童補償手当な

どの補償金が支給される．
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5.2 硫黄酸化物

’75. 4 .13. 12日環境庁は硫黄酸化物の排出を全国

で2労（0.04 ppmとする）削減する方向での排出規

制の強化をすることにした．

6. 水質汚濁

6.1 海、洋の油汚染

’76.10. 9.海上保安庁は乙の一年間の日本列島の

廃油ボーノレの汚染状況をまとめた．それによると総量

は二割増加し， 200g になり，油流出の増大を示して

いる．ボーJレ径は前年より 4cm少ない 292cm. 

’78. 12. 31. 海上保安庁のまとめによると 1978年度

1月～9月までの海洋汚染は昨年同期に比べやや減

り，日8件の海洋汚染 90%以上が油によるものであ

り，故意に流したものが 168件と全体の 2割近くもあ

っTこ．

’79. 7. 21. 19日リベリア船籍のタンカー， インジ

ーアンキャプテン号（2,06396トン）とアトランチッ

クエンペレス号（28,8045トン〉が衝突し，両船とも

炎に包まれ， 34人が行方不明，積荷の石油が約 35平

方 kmにわたって広がった． 双方から約 300万バレ

ル以上の原油が流出した．

’75. 1. 19. 三菱石油水島重油流出事故から 1ヶ月，

4万キロリット Jレの重油が流出．タンクの不等法下に

よる見方が有力．

’79. 1. 30. 三菱石油油流出事故で被害を受けた岡

山（倉敷市児島漁連を除く），香川，徳島，兵庫四漁

連と三菱石油との漁業被害補償交渉は， 29日午後2時

半から岡山県庁で聞かれ， 30日会社補償内金 60億円

で合意した．

1974年 12月 18日，岡山県倉敷市の水島コンビナー

トにある三菱石油水島製油所（写真 6）のタンクが破

損して C重油 7500～950キロリット Jレが水島港（写

真 7）から瀬戸内海に流出した．油は瀬戸内海東部域

に拡がって，四県の海岸を汚染し，ノリ，ワカメ，ハ

マチなどの養殖業や沿岸漁業に甚大な打撃を与え，被

害額は 160億円にのぼった．

海洋の油汚染については川崎9）による解説書があ

る．

6.2 赤潮

’77. 8. 29.播磨灘iζ赤潮が異常発生し， 28日まで

に養殖中のハマチが年間漁獲量の 3分の 1Iζ達する

130万匹が死んだ． 被害は極めてじん大．香川県水産

課の分析によると悪性のミドリムシの赤潮．

赤潮については柳田10）の解説書がある．

海域の富栄養化の指標とされていた赤潮は汚濁の指

標にされる．赤潮は何らかの理由によって 1種あるい

写真6 三菱石油水島製油所東門付近

写真7 水島港（倉敷市〉

はごく小数種のプランクトンが異常増殖をし，そのた

めに海面が褐色や黄褐色を呈する現象である．赤潮を

構成する生物は場合によって違うが，珪藻類，双鞭類

である乙とが多い．出現の条件として十分な日照，栄

養塩類の多い乙と，塩分の低いことなどがあげられて

きたが，最近は産業排水に含まれる有機物のあるもの

が成長促進的効果をもっととが一部に確認されてい

る．

7. 薬 宝同

7.1 スモン〈キノホルム〉

’78. 3. 1. 1日午前9時半，北陸スモン訴訟は原

告患者側の勝訴となった．キノホノレムに起因している

がウイルス説も否定できないとしている．賠償認容は

請求額の半額．国，製薬会社の法的責任を認める．

’78. 8. 3. 3日午前 10時，東京スモン，原告患者

側勝訴．原因のウイノレス説を否定し，キノホノレム起因

と断定．

’78. 11. 14. 午前 10時福岡スモン原告患者側の勝

訴．原因はキノホノレムと断定．国の責任認め，法的評

価ほぼ確立．

’79. 4. 18. キノホJレム剤の販売禁止国は 6ヶ国だ

け．日本以外28ヶ国でスモン患者が発生．

キノホノレムは 1899年にはじめて合成され， 外用消
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毒薬として登場し， 1933年にアメーパ赤痢に有効なと

とが知られて以来，経口薬として用いられ，その適用

も次第に広げられた．スモンは 1955年を契機として

ぽつぽつと発生しはじめ，漸次増加の一途をたどり，

1969年最高に達した．全国のスモン患者確実 5,630

名，容疑3,281名計8,911名におよんだ11)12).

7.2 ストレブトマイシン

’78. 9. 26. 25日午後，抗生物質ストレプトマイシ

ンの副作用によって耳が全く聞乙えなくなった川崎市

の主婦が国と三共株式会社など製薬会社の薬害責任を

問い，損害賠償を求めていた裁判で，東京地裁は固に

ついて責任を否定，製薬三社については法的責任を認

め，賠償金支払いを命令．

7.3 ク口口キン

’79. 9. 27. 26日横浜地裁でクロロキン網膜症訴訟

の判決が行なわれ，クロロキン製剤と視力障害の因果

関係がはじめて認められた．

薬害については高野13）の著書がある．

7.4 食品害

’75. 8. 28. 27日文部省は学校給食用小麦粉へのリ

ジンの添加は各県の判断にまかせ，今後は申請があれ

ば必要なだけリジンぬき小麦粉を供給することにし，

各県教委に通知した．

’76. 5. 1.東京都消費者センターは東京都で市販

されている食品を検査し，その 79.5%が赤色合成着

色料を使用し，全体の 26~ぢから赤色 2 号を検出した．

赤色2号は米国では禁止され，わが国では自粛してい

る物質である．また遺伝毒性があるとして禁止されて

いる赤色 104号が 1件検出された．

’76. 1. 20. 19日米食品医薬局は，人工着色料「赤

色2号」の認可を中止．発ガン性があるという理由か

らの正式発表．

’78. 9. 11. 10日愛知県衛生部は豊橋市の中神食品

工業会社がベビーフードなどの原料に使われているハ

クサイやキャベツの粉末の殺菌にコパノレト 60のガン

マ線照射したものを使用していた事実をつかんだ．食

品衛生法第七条に基づく厚生大臣告示lとより，ジャガ

イモの発芽防止を除いて禁止されており，乙の場合で

も15キロラド以下と定められている．

まとめ

日本は高度成長時代を迎えて以来，急進的な技術導

入及び大量生産をしつづけて経済的には大いに発展し

てきたが，半面それについてゆけない低度の処理技術

のため，公害が起きるに十分な条件がそろって，今日

では社会問題となっている．最近になってやっと法的

にも規制されるようになってその成果が現われるよう

になったが，まだ横ばい状態が続くと思われる．以上

述べた災害事故事例は貴い人命，健康などを犠牲にし

て得た実験データといえる． もう再びくり返せない実

験である．その観点から安全工学の授業に十分に生か

せ，将来，化学技術者として一線に立つ学生の教育資

料として十分役立つたらと思う．終りに本テーマは有

明高専工業化学科第 13期生坂中京子（現在三光化学

KK），寺岡典子（現在九電産業 KK）君達の卒研テー

マとして取り挙げた．両君の御助力に厚く感謝致しま

す．
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煉炭を燃料とした暖房器の試作

官
E
S
J

崎 則＊

く昭和 55年 9月20日 受理〉

義

A Trial Production of the New Briquet-Fan-Heater 

This is the practical report about the trial production of the new briquet-fan-

heater. This theme is adopted as an example of system design exercises. 

Y OSHINORI KAWASAKI* 

1. はじめに

昭和30年代のエネルギー革命により， エネノレギー

源を石油に依存する比重が急増した．その結果，郊外

や農村部などでも，都市型の生活様式に変化した．例

えば，暖房方式一つをとってみても，従来の局所的な

暖房方式（囲炉裏，火ばち，七輪，乙たつなど）のす

べて，あるいは一部が姿を消しつつあり，代って集中

給湯，集中暖房方式となり，その結果，アルミサッシ

窓などによる居室の屋外との密封化が進んだ＼乙のよ

うに，社会全体がエネルギ資源としては石油にすべて

思恵を受けていると言っても過言ではないほどであ

る． 乙の乙とは，昭和 48年， 53年と 2度のオイ Jレシ

ョックにより，我々の日常生活が大きく影響を受け，

生活に身近かな灯油， ガソリン， プロパンガスなど

が，現在でも依然として高値，不安定にある乙とが否

定できないととからも明らかである．

乙のような社会背景の中で，最近，煉炭，豆炭など

の従来殆んどの家庭で愛用されていた，いわゆる固体

燃料が再び注目されはじめてきた乙とは，現在の石油

一辺倒の生活様式に対する 1つの反省のあらわれとし

ても注目に値するものである1)2）.実際，煉炭（豆炭を

含む）の売り上げは，昭和 37年の 220万トンをピー

クに， その後急降下し， 昭和48年のオイルショック

でやや持ち直したが，また転落，昭和 53年は約41万

トンまで落ち込んでいたが，昭和 54年 10月末までで

は，前年比20%増で復活のきざしがでてきている．

乙れは，石炭見直しが盛んに叫ばれている中にあり，

圏内ーの出炭量（年産500万トン）を誇る三池炭鉱

で，その約4割が貯炭の山となっている乙とから考え

れば，地理的環境のうえからも注目すべき乙とであ

＊助手機械工学科

る3).

しかしながら，上述のように，住居様式が従来と大

きく変化しているところへ，それ以前の暖房方式を持

ち込めば問題がないはずがない．最近新聞紙上で報じ

られているように煉炭火ばちの暖房による coガス

中毒死亡事故がわずかながら増加している乙とはその

1例である．

そ乙で，乙乙では，乙乙 1, 2年の灯油の高騰にも

拘らず好調な売れ行きをみせている石油ガス化ファン

ヒータの特長，すなわち，燃焼ガスは屋外に排気し，

クリーンな温風のみによって室内を暖房するという点

を生かし，その燃焼を煉炭あるいは豆炭などの固体燃

料に置き換える乙とを試みてみた．

試作暖房器は，屋外に設置され，熱交換の作動流体

として水が用いられ，その温湯の発生iζガス風呂釜が

また，温湯対空気の熱交換には自動車用（パス用）カ

ーヒータが，それぞれ用いられている．

2. 予備実験

2. 1 煉炭の発熱量

発熱量測定装置（小川精機製）により測定した結果

着火煉炭が 4800，普通煉炭が 4797Kcal/kgであり，

殆んど両者に差がない．煉炭の発熱量に対し，灯油の

それは， 11500～12000Kcal /kgである．したがって，

煉炭は灯油に対して約40%の熱量しかもっておらず，

灯油と同じ熱量を得るためには，灯油 1lK対し，煉

炭 2～3kg（煉炭 1.5～2.3個に相当〉が必要となる．

2. 2 煤炭の燃焼特性

図 1Iζ，七輪を用いた煉炭の燃焼特性を示し測定

にはディジタ Jレマルチサーモメータ（タケダ理研製〉

を用い，測定点は煉炭上面から 4～5cmの点とした．

空気取り入れ口（以後，羽口と呼ぶ）の開聞により，

燃焼特性が大きく変化するととがわかる．
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。－羽口士閉

温 度

l"C) 

1000・ 

・ーーー・ 羽口士間

15 

時間［ho•rl

図1 煉炭の燃焼特性

直接法 間接法

図2 暖房 の 方 式

写真1

2.3 coガスの発生

煉炭を熱源として用いるにあたって最も重要な

問題は，燃焼ガス，特に coガスの発生である．

coガスの発生に対する具体的なデータとして

は，東京消防庁の消防科学研究所が行った，煉炭

（着火煉炭〉を用いた七輸による室内暖房実験

（昭和 54年 12月， NHKニュースセンター 9時

で放送〉がある． それによると， 6畳間完全密

閉p 室内は濃度が一定になるようにファンにて撹

伴されているとき，開始後 2～3時間で， co濃

度 1000ppm (1000 ppm の中に約 3時間居れ

ば，人は死亡にいたる〉に達している．

3. 試作

熱
交
換
器

暖房の基本的な方式として，暖房器を室内に置

く方法（直接法と呼ぷ〉と，室外IC置く方法（間

接法と呼ぷ〉に大別できる．熱効率的には，前者

が当然有利であるが， 前述の coガスの問題か

ら，暖房器に構造上完全な気密性が要求されるの

で，乙乙では，後者の間接法を採用した．

試作した暖房器を，写真 1に示す．本暖房器

は，基本的には，七輪，ガス風巴釜用熱交換器，

自動車用（パス用〉カーヒータ（写真2）から構

成されている．すなわち，熱交換作動流体とし

て，水が用いられており，その温湯の発生には，

ガス風日釜用熱交換器が，温湯対空気の熱交換に

は，カーヒータがそれぞれ用いられている．温湯

は，小型のウォータポンプlとより強制循環され，

さらに，エア抜き及び安全用としてラジエータキ

ャップが設けられている．

4. 運転試験

試作した暖房器を用いて，実際の部屋の暖房を

行う運転試験結果の 1例が図 3である．実験に使

用した部屋は，広さ。構造が全く同一である機械

工学科の教官研究室 2部屋である．その広さは，

日本間の約 6畳に相当し，天井の高さは 3mで

写真2 カーヒータ（室内〉
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ある．室温測定は，部屋の中央と，それを中心とし

て4方の点の計5点とし，その床面から約 1mの

点における平均値をとっている．
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図3をはじめ，数多くの運転試験結果より暖房効

果は，最高温度差 7℃であり，温度差 5°Cを約

4.5～5時間維持可能な乙とがわかった．また，本試

作器の暖房能力を他と比較するため，七輸による室

内暖房（自然対流のみ（図4), ファンによる強制

対流（図 5））および，石油ストープによる室内暖

房（図 6）についても実験したが，とれらの乙とか

ら， 1）従来，家庭で用いていた方法で，最近再び，

わずかながら増えている七輸による暖房（直接法に

相当〉は，本試作器lと比べて，大幅な能力向上はみ

られない．特に，ファンを用いない場合は極めて劣

る． 2）石油ストープによる暖房は，試作器に比べ

て最高温度差では， 1℃程度優れている． 3）暖房

能力に若干の差異があるために，厳密な意味での比

較はできないが，経済性については，約 7時間運転

において，石油ストープの場合， 72円に対し，本試

作暖房器50円（煉炭35円，電力料金15円〉である

が，煉炭を着火煉炭lとすれば， 83円（煉炭68円）

となり，割高の運転費となる出．

一年間，学生と接触してみて，試作品自体まだ不備

な点が多いととは否定できないが， 1）エネルギー問

題が叫ばれている昨今，テーマが日常生活に極めて身

近かな乙と． 2）あらゆる自由な発想が可能な乙と．

3）設計製作については，殆んど学生自身で可能なと

と．などのため，卒業研究のテーマとしては学生が非

常に興味を示してくれたものと確信している．学生

が，卒業研究後半になって，当テーマの関連情報収集

石泊盛

田信時 3・J'L

揖r時 :J.,.l'J. 

間層2 /, OL 

且Z

七輸による室内暖房（ファンによる強制対流〉

図6

I , 10 

・聞Z』－i

石油ストープによる室内暖房
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高専の教官になり 7年，毎年々度末になって困る

乙とがある．それは，新5年生の卒業研究テーマ決

定の乙とである．自分の専門，制御工学のテーマを

与えれば問題はない．と乙ろが，乙の分野は，具体

的な制御対象が定まっているときはいくらかましと

して，そうでない場合は，方法論主体となるため，

理論面での考察が多く，学生に一年間で果してど乙

まで理解させ，興味をもって行わせる乙とができる

か，はなはだ疑問である．そ ζで，乙乙数年，設計

製作的なものを実施しているが，今回は，特IL.，シ

ステムデザイン的なものをとり上げてみた．すなわ

ち，現在，世の中に存在しない新しいものを開発す

る乙とである．それも一年間と期限を絞っておいた．

与えたテーマも

注）昭和 54年 11月末の価格．

クリーンな温風
煉炭豆炭 ＝｜ ？ ｜ 

りわ

という乙とだけである．

お6. 



130 煉炭を燃料と LTこ暖房器の試作

に極めて敏速になった乙とが，何よりもとの乙とを裏

付けている．

本報告は，塩塚信久森田裕二＊＊｝両君の卒業研

究の実践報告であるととを付記し，両君の在学中の努

力を高く評価するとともに，今後の活躍を心から御祈

りいたします．

おわりに，多くの御助言をいただいた熊本大学の岩

井善太教授，試作器に対する実際上の問題点について

＊）現日本航空（株〉
＊＊） 現東芝エンジニアリング（株）に勤務

御教示下さった（有）中川製作所の中川洋一社長に対

し感謝の意を表わします．

〈参考資料〉

1) “燃えてきた固体燃料業界”読売新聞，昭和 54

年 6月 3日朝刊

2) “煉炭・豆炭笑顔の冬”朝日新聞，昭和 54年11

月20日朝刊

3) “よみがえるか石炭”大牟田市民新聞，昭和 54

年 9月 15I:!，第 14号
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太陽エネルギーに関する基礎研究

1. 傾斜面に対する太陽の位置（その 1) 

1. はじめに

石 崎 1券 血

く昭和 55年 9月 20日 受理〉

The Fundamental Study on Solar Enegy 

1. The Position of the Sun Relative to the 
Tilted Plane (Part. 1) 

KATSUNORI lSHIZAKI 
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近年，省エネノレギーという観点、から太陽エネルギーが見直されてきたが，太陽エネJレギーに関する研究を行な

おうとした時， 集熱器にどれだけの日射量が入ってくるかを計算するためには， その地方での各月，日，時刻の

太陽の位置を知り，太陽光の入射角と他の角との関係を知る必要がある．

球面三角法の公式から求められるこれらの関係は， 多くの文献1)2)3)4）に見られるが， 詳しく説明されていない

ので初心者には理解しにくい．今回，球面三角法の公式から出発して，直達光の入射角と他の角との関係を求め，

乙の式を使って，有明工業高等専門学校（大牟田市東萩尾町150）で測定した直達日射量から，南向きで，水平面

に対する傾斜角度 45° の集熱板にどれだけの直達日射量が入射したかを計算して求めた．

2. 球面三角法5)

A,B,Cを Oを中心とする球面上の任意の 3点と

する． 2点ずつ大円弧により結びつけると球面上に図

形 ABCを囲む乙とができる．とれを球面三角形とい

う（図－ 1). 1つの頂点、において， そとに交わる 2

つの大円弧を含む平面のはさむ角に等しく，これらを

A,B,Cで表わす．大円弧 BC,CA, ABの長さを a,

b,cで表わし，乙れらに対する中心角 BOC,COA, 

AOBの弧度を α，/3,rで表わすと球の半径 rlζ対

し，

α＝千戸＝ιr＝午

の関係を得る．実際，天文学では一般に弧度は用いら

れないから， 以後 a,b,cをもって， これらに対する

中心角を意味するものとする．

球面三角形の頂点， A,B,Cを各々球心 0 と結ぶ．

AB1,AC1を辺 AB,ACの A における接線として，

B',C＇をおのおの半径 OB,OCの延長との交点とす

る（図ー2).

平面三角形 AB'C',OB'C＇で， B1C1を求めると，

B'C' =AB' +AC' -2AB' AC' cos A 

=OB' +OC＇ー20B'OC' cos a 

と乙ろが AB'= OA tan c, AC'= OA tan b 

OB'= OA sec c, OC'= OA sec b 

図－ 1

A 

。

図－2
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したがって

tan2 c十tan2b-2 tan c tan b cos A = sec2 c十sec2b-2 sec c sec b cos a 
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(1) 

(2) 

(3) 

ゆえに

cosα＝ cos b cos c+sin b sin c cos A 

他も同様にして

cos b = cos c cos a十sinc sin a cos B 

cos Cニ cosa cos b+sin a sin b cos C 

(1）式より

C

一

C
同
一

O

一
C

一c
b
一n

沿
一
回。70

二・

m
a
一s

e
－－
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一
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メ』、
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D =  1--cos2 aーcos2b-cos2 c十2cos a cos b cos c 

とおけば

sin2Aニ 1ーcos2A = _ f!_ _ 
Sln" 0 Slll" C 

したがって，両辺を sin2aで割ると

sin2 A D 
sin2 a sin2 a sin2 b sin2 c 

右辺は， a,b, c iζ対し，対称的であるから

sin A sin B sin C V万
三百五一三Iii1J-srnτ－sin a sin b sin c 

(4) 

(5) 

(6) 

したがって，次の 3式で表わすととができる．

sin a sin B = sin b sin A 

sin b sin C = sin c sin B 

sin c sin A = sin a sin C 

(2）式に ll）式を代入すると

cos b = cosc (cos b cos c十sinb sin c cos A）十sinc sin a cos B 

乙れを簡単にして sincで割ると

sin a cos B = cos b sin c-sin b cos c cos A 

(4）式より

(7) 

く8)

(9) 

(10) 

(11) 

(12) 

(13) 

sin c cos B = cos b sin a-sin b cos a cos C 

sin b sin A 
s1na＝ー

sin 1$ 

乙れを上式に代入して，両辺を sinbで割ると次式を得る．

sin A cot B = sin c cot b-cos c cos A 

同様にして，他の組合せにより次の各公式を得る．

cos a cos B = sin a cot c-sin B cot C 

cos a cos C = sin a cot b-sin C cot B 

cos b cos C = sin b cot a-sin C cot A 

cos b cos A = sin b cot c-sin A cot C 

cos c cos A = sin c cot b-sin A cot B 

cos c cos B = sin c cot a-sin B cot A 

(7）を得たと同様な方法で

sin c cos A = cos a sin b-sin a cos b cos C , 

第 2式に cosC を掛けて両式を加えると

sin c (cos A+cos B cos C）ニ sinb cos a sin2 C 

(5）式を上式に代入し， sincで両辺を割ると

cos A十cosB cos C = sin B sin C cos a 
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したがって次の 3式を得る．

cos A=  -cos B cos C+sin B sin C cos a 

cos B =-cos C cos A+sin C sin A cos b 

cos C =-cos A cos B+sin A sin B cos c 

(1）～（16）は，球面三角法の公式として重要なものである．

く14)

(15) 

(16) 

(1) ; cos a = cos b cos c十sinb sin c cos A 

( 4) ; sin a sin B = sin b sin A 

(7) ; sin a cos B=cos b sin c-sin b cos c cos A 

上の 3式は，重要な式で Gaussの式といわれる．

3. 直達光の入射角と他の角との関係

ある時刻lζ，地面に対して任意の傾きを持つ面の法線と，太陽の直達入射光とのなす角は， いくつかの角の聞

の関係で表わされる．天文学では，太陽の位置を示すのに天球座標を用いて表わす．地球を点とみなし，乙れを

中心とする球面を天球という（図－ 3).

z 

N 

図－3

P；天球の北極（地球の回転軸が天球と交わる

点）

Z；天頂（観測者の真上で天球と交わる点〉

ゆ；緯度（北半球で正〉

S。；太陽

S；赤緯（天球の赤道面と，南中時の太陽とのなす

角．北半球で正）

( 8 = 23. 45 sin [ 360梨］））
(n; 1年のうちのその日の通算日数〉

T；面方位角（子午線面と，傾斜面の法線とのなす

角．南を O，東を正，西を負とする．）

s 

A；太陽方位角

ω；時角（南中時が0' 1時間は経度の 15° にあ

たり，午前を正，午後を負とする．たとえ

ば 11: 00は， Q)= + 15, 14 : 30は ω＝

-37. 5) 

0；直達光の入射角（太陽の直達入射光と，傾斜

面の法線とのなす角）

HT；傾斜面の法線と天球との交わる点

s；傾斜面の傾斜角（地平面に対して〉

九；天頂角（天頂への垂線と太陽の直達入射光と

のなす角）

α；太陽高変（水平面と太陽の直達入射光とのな

す角． α＝90。－Oz)
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球面三角形 PSoz において

(1）式より

太陽エネルギーに関する基礎研究

cos 0 z = cos (90°ーめ cos(90°-≪P)+sin (90。－8)sin (90°一心 cos(L) 

cos Oz= sin 8 sinゆ十cos8 cos ≪P cos (L) 

(4）式より

sin Oz sin (180°-A) =sin (90°-8) sin cu 

sin 0 z sin A = cos 8 sin cu 

(7）式より

sin 0 z cos (180。－A）二 cos(90。－8)sinく90。ーの－sin(90°ーめ cos(90。ーの cos(L) 

sin 0 z cos A = -sin o cos ≪P+cos o sin ≪P cos cu 

球面三角形 zSoHrにおいて

( 1）式より

cos 0 =cos Oz cos s十sinOz sins cos (Aーの

ニ cosoz cos S十sin0 z sins cos A cos r+sin 0 z sin s sin A sin r 

上式に（17)(18) (19）を代入すると

(17) 

(18) 

く19)

cos O = (sin o sinゆ十coso cos¢ cos cu) cos s+(-sin o cos ¢+cos o sin¢ cos cu) sins cos r 

+(cos o sin cu) sins sin r 
=sin o sinゅcoss+cos o cos¢ cos s cos cu-sm o cos¢ sm s cos r 

十coso sin ¢ sins cos r cos cu+cos o sins sin r sin cu 

4. 傾斜面へ入射する直達日射量

今回，（20）の式を使って，有明工業高等専門学校

（大牟田市東萩尾町 150，北緯 33。oγに東経 130。

29’）で， 1979年 10月 30日の直達日射量を測定し，

傾斜角 s=45° の傾斜面への日積算直達日射量を計

算して求めた結果， 4962.1 w /m2 dayとなった． 計

算結果は，表 1IC:示すとおりである．なお，との表

で，直達日射量は， 1時間の積算値を示し， ωは，中

間の時刻の時角をとった．又，集熱板は，真南に向け

ていたので r=Oとした．

5. あとがき

今後，太陽エネルギーに関する研究をすすめて行く

上で，傾斜面へ入射するエネルギーの量を求める必要

があるが，今回は，直達日射量についての測定と計算

を行なった．全天日射量については，次報以降lと発表

する予定である．

参考文献

表 1

時間｜転出 ω 卜osO¥ 

7～ 8 302.3 +67.5 0.4149 

8～ 9 610.5 +52. 5 0.6287 

9～10 720.9 +37.5 0.8034 

10～11 750.0 +22.5 0.9269 

11～12 767.4 十7.50.9908 

12～13 790. 7 -7.5 0.9908 

13～14 796.5 -22.5 0.9269 

14～15 680.2 -37.5 0.8034 

15～16 465. 1 -52.5 0.6287 

16～17 133. 7 -67.5 0.4149 

合計 ｜ 

(20) 

IHr= 
0 I HncosO 

I W /m2•hr 

65.5 125.4 

51. 0 383.8 

36.5 579.2 

22.0 695.2 

7.8 760.3 

7. 8 783.4 

22.0 740.4 

36.5 546.5 

51. 0 292.4 

65.5 55.5 

1) 日本太陽エネルギー学会編『太陽エネルギーの基礎と応用』〔オーム社〕 pp.28～32 (1978) 

2) 田中俊六著『太陽熱冷暖房システム』〔オーム社〕 pp.30～35 

3) 日本太陽エネルギー学会編『太陽エネJレギ一読本』〔オーム社〕 pp.28～30 
4) J. A. Du伍eand W. A. Beckman: Solar Energy Thermal Processes, Wiley, New York (1974) 

5) 福見尚文著『球面天文学1』〔共立社〕（昭和 5年）
6) Cooper, P. I., Solar Energy, 12, 3 (1969）.“The Absorption of Solar Radiation in Solar 

Stills”． 
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多翼送風機試作翼の特性について

清 森 宏之助

く昭和 55年 7月29日 受理〉

On the Fan Performance of the manufactured 
Impellers for Trial of Multi-blade Fan 

In a series of the previous experiments on the impellers of Multi-blade fan, it 

has been confirmed that the larger inlet angle and the smaller exit anagle must be 

given to a blade to develop the pressure. 

Now the present research on two impellers with the inlet angle and the exit 

angle that gave the best fan performance among these impellers is made in order 

to investigate the fan performance. 

In conclusion it is clear that the fan performance of the blade with one curve 

should be better than with other two curves. 

And the calculated value of the total pressure obtained by using the 5-holes pro-

be is almost in accord with the measured one. 

The outcomes are as follows. 

KouNOSUKE KIYOMORI 

1. まえがき

多翼送風機の翼性能に大きな影響を与える要素の中

で翼の取付角がある．著者はかつてこれに関連して2

群の供試羽根車を設計・製作して実験をお乙なった．

すなわち一群は流入角を同一にとり，流出角を 5通

りかえたものであり，他は流出角を同ーとし，流入角

を5通りかえた供試翼について調べた．

今回はこれらの供試翼の内最もよい特性を示した流

入角と流出角とを組合せて， 2通りの翼車を製作し実

験をお乙なった．乙の新規の翼車は従来の供試翼をし

のぐ予想以上のよい特性を示した．その主たる理由は

高い全圧効率に基づくものであると考えている．また

実験の整理にあたっては 2次元流れとして Eulerの

式を用いて求めた全圧の計算値と特性曲線上の実測値

とが略等しく満足すべき結果を示した．

なお特性曲線上における比較は従来に合せて風量

85 ma/minの点でお乙ない， 風量の変化に俊う流体

の翼入口，出口における流れの状態の変化は全開，風

量 85m3 /min，失速点の 3点について調べた．

2. 供試翼

(1) 基準翼 Al>

まずつぎの仮定のもとで設計した翼車を羽根車Aと

した．

( i ) 他の流体機械の場合と同じく流体は半径方向

より流入する． したがって羽根車入口の絶対速度の周

方向成分はOとなる．

(ii) 翼が薄く主板と側板が平行で流体が翼巾方向

に瓦って充満して流れ，かつ一様な流入・流出のメリ

デイアン速度をもっている．

(iii) 翼入口，出口の相対速度を同一による．

くW1=WD 

(iv) 周速 Uと相対速度 W のなす角を Fとし，

/J1 ＋ん＝90・（添字 1は入口側， 2は出口側）とす．乙

の値より小さくなると，翼の背面にはく離が発生し，

性能向上の面より好ましくない．

以上の仮定のもとで羽根入口，出口について連続の

式を適用するとつぎの関係式が生ずる．

C1二 Cni1= U2, Cu2 = 2U2, Cui= 0 

Cm2 = U1, q = C;2+Ci2 = Ul+Cb2 

乙乙で Cm は絶対速度のメリデイアン分速度を示

す．一方完全流体で翼数無限大における全圧上昇

pth聞は Eulerの式よりつぎのように示される．

Pt仰＝？〈仇Cu2ー仏Cui)

こ乙で添字 1は羽根入口直後， 2は出口直前を示
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す．

u ：羽根車の周速 m/s
Cu ：絶対速度Cの円周方向分速度 m/s
r ：流体の単位体積重量 kg/m3

g ：重力の加速度 m/s2

前述の関係式を Eulerの式に代入すると Pthoo は

つぎのようになる．

P山＝？〈仏Cu2ー仏Cuよ fU2Cu2

=LC~2 
2g 

また乙の条件のもとでは tan/31 = ~ , tan /32= 

会となる 乙乙で設計上羽根内径 D＝制外径 D2

=310と定めると ,81=51°35’， ん＝38°25’となり 2

点聞を R23の曲率半径で結んだ． 翼数は 36枚であ

る．乙の羽根車 A の入口，出口の速度三角形を図 1

に示す．

，＼~！数36枚

U1β1  ==51 "35’ 

図1 羽根車Aの入口・出口の速度三角形

表 1 供試翼とん，Diとの関係

羽根車｜ A I B I c I D I E 

P2 I 38°25’I 28°25’I 18°25’I 10°25’I 5°25’ 

D1mm I 246 I 240 I 237 I 235 I 235 

乙乙でんを 5°25’より小さくとると，製作上の面

より設計値 Cu2の信頼度が劣ってくるのでとれを限

度とした． また D の値が d より E Iζ向って小さ

くなっているのは各供試翼とも， Di.Dz聞を結ぷ円

弧の半径を R 23mm と統ーしたからである． 実験

結果によると・流出角を小さくして圧力係数を大きくす

る限界は ,81=51。35’のとき， ん＝10° 附近である乙

とが確認された．

なお実測によると流出側は流れにすべりを生ずるた

め，いずれの測定点も乙れらのんより大きな角で流

出している乙とが判明した．羽根車 D の入口，出口

の速度三角形を図 2ir:示す．今後乙の羽根車を新規に

羽根車 C と呼ぶことにする．

(3) 流入角が異なる 5通りの供試翼3)

表2 供試翼とムとの関係

羽根車｜ A I B I c I D I E 

.a1 I 51 °35’I 66°35’I go。 I95。 I100° 

乙の場合も羽根車 A を基準の供試翼と定めた．各

供試翼の出口径ん＝38。25’は同一であるが，入口角

(2) 流出角が異なる 5通りの供試翼2) ,81は表 2Iζ示すように5通りかえた．市販の多翼送

乙乙では羽根車 A を基準の供試翼と定めた．前述 風機の入口角んは通常大きく，なかには goo近く設

のように流入角はん＝51°35’，流出角はん＝38。25’で 計されているものもあるから，供試羽根車 B,C,D,E

ある. Eulerの式から明らかなように全圧を上昇さ については表示のように 5。程度差をつけた．設計の

せるためには，周速一定の条件下では Cu2を大きく 時点で D=246, D2=310を共通とし，翼の曲率半

しなければならぬ．そのためには設計上んを小さく 径 R=23を同一にとったため，設計上供試翼 B,C, 

とらねばならぬ．供試翼の仇＝51°35’， 出口径 Dz= D,Eの入口部，出口部には（3～5)mmの直線部を

310mm，翼の曲率半径 R=23mm，翼数 36枚はい 設けた．実験結果によると流入角を大きくして圧力係

ずれも共通とし，表 1に示すようにんを5通りかえ 数を高くとる限界はん＝38°25’のとき， ,81=95。で

た． ある乙とが確認された．羽根車 D の入口，出口の速

C1=Cm1=U2 
Cm2=li1 

DI 

図 2 羽根車Cの入口・出口の速度三角形
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Cm1=U2 Cm2=U1 兆数36枚

U1β1=95・

図3 羽根車Dの入口・出口の速度三角形

図4 羽根車Aの翼断面図

図5 羽根車Bの翼断面図

Cm1=U2 

Cm2=U1 

UI /11=95。

度三角形を図 31乙示す．

(4) 本実験に用いた2通りの供試翼

Eulerの理論式に示される通り風圧を向上させるた

めには Cu2の値が大きくなければならぬ．一方以上

(2), (3) 2つの実験結果からみると翼流入側にお

いては翼取付角と流体の流入角との聞に大きな差があ

り，流入直後には翼前縁部背面に大きなはく離が発生

している乙とが予想される．にも拘らず，なお大きな

風圧が生じているのは矢張り翼全体として流出側にお

いて大きな旋回速度 Cu2が実存して圧力上昇に寄与

しているのであろうと考えられる．

つまり風圧向上のため（ 2）の実験は理論通り Cu2

を大きくとるようにしたものであり，一方（ 3）の実

験では翼前線部背面のはく離を犠牲にして見掛上大き

な曲率半径をもった翼型で流体のすべりを小さくする

ように設計したものとみてよいだろう．

そ乙で今回の供試翼はとの考え方を組合せ，翼数 z

=36, D2=310, D1=246, P1=95°, P2=10。とし曲率

半径Rを2通りかえた．すなわちその 1つは円弧半径

を 23mmと従来通りとし，入口，出口部に 5mm,

3mmの直線部を設けた 1カーブ翼型であり，他は出

口部のみに 3mmの直線部を設け，かつ 2つの円弧

半径 10mm, 34 mmを滑らかに結んだ2カーブ翼型

である．

今後とれらの供試羽根車の内，前者をA，後者を羽

根車 Bと定める．羽根車 Aの翼断面図を図 41と羽根

車 Bを図 51ζ示す．また A, B供試翼の入口，出口

の速度三角形を図 6に示す．翼の主板，側板への取付

は鋲かしめである．

3. 実験装置および実験方法

実験装置と実験方法は従来と同一であり， 5.5kW

4Pの電動機を Vプーリによって増速して 1900rpm 

とし，増速軸の多端に羽根車を取付け，軸の中聞にト

Jレク・メータを挿入し， J・I・S規格lζ準じて吐出し

図 6 羽根車A, Bの入口・出口の速度三角形
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側測定をお乙なった．

風量・風圧はピトー管法により求め，静圧はファン

吐出し直後約 2Dの位置で計測した．軸動力はト Jレク

・メータと回転計により求め，風圧上昇の比較はA,

B供試翼とも風量 85m3/minの点で、お乙なった．

図7 測 定 位 置

測定位置は図 7に示すように吸込ベルマウス側より

みて左右上下の翼直前の上置 A,B, C, D と乙れに

対応する翼直後の位置 E, F, G, H とを組合せ，

AE, BF, CG, DHの4断面位置で計測した．

流動状態の測定にはあらかじめ検定したコプラ型5

孔ピトー管を用い，供試羽根車の測定部位置にプロー

プ先端を挿入し，羽根前縁より 10mm内側の位置，

また羽根後縁より 10mm外側の位置で軸方向に 10

mm間隔で調べた．各供試翼の主板と側板との翼巾

は 150mmである．なお測定にあたって，ヨ一角の

基準面は測定点とファン軸線を含む平面をとった．ま

たピトープロープ検定部の構造上，ピッチ角が 45° 以

上では検定時に流れが不安定となるので，乙れ以上の

E 
c 

B 

図8 速度ベクト Jレ成分

角の流れについては実験をおとなっていない．

つぎに5孔ピトー管による分速度の求め方について

述べる．図 8Iζ示すようにまず5孔ピトー管によって

速度 Vを含む平面OCDEを求める．とのとき ζCDG

がヨー角となる．一方ピッチ角と流速 V（動圧〉はあ

らかじめ作成した検定曲線図より求め得る．風圧上昇

計算には実測による Cuを用いる．よって図より各分

速度はつぎの計算式により求まる．

半径方向 Cm=V×cos （ピッチ角〉×cos（ヨ一角〉

回転方向 Cu=V×cos （ピッチ角）×sin（ヨ一角〉

軸方向 Ca=V×sin （ピッチ角）

前述のように Eulerの式に示される Pthooは完全

流体で翼数無限大として展開されたものである．しか

しながら実際の羽根車においては翼数が有限であるた

め，流れの旋回にすべりが生ずる．また流体は粘性を

もっているゆえ，ケーシング内に流入し，その外部に

流出するまで各種の損失を伴う．よって実際発生する

全庄 Pは以上 2つの影響をうける． 乙乙ですべり係

数を μ ディフユーザをも含めた圧力計効率を仰と

すれば， 全圧 P は Pth四・ µ•7JM IC::低下するはずであ

る．

本実験では Pthニ Pthoo・μ は5孔ピトー管によって

計測される旋回速度の実測値より求め，一方近似的に

川主 7/k(TJk：羽根車の流体効率〉とおいて得られる

Pth"7JMの計算値と特性曲線上より求まる全圧 Pとの

比較をお乙なった．

4. 全圧Pの計算手順

完全流体で翼数無限大における理論全圧上昇を

Pth町有限翼の理論全圧上昇を pth，実際の発生全圧

を P，羽根入口および通路中の全損失を '1Pz，渦形室

での損失を '1PD, デイフユーザをも含めたファンの

圧力計効率第可M，すべり係数を μ とすればつぎの関

係式があり，乙れを図 9Iζ示す．

μ - !:-th －－ ... th同

可 ＿ ~ _PthーC~z十'1PD)
M一一一石一一一－

.. th .. th 

Pthoo 

図9 Pthoo, Pth, P の関係図
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一方送風機の全効率可は流体効率を h，機械効率

を u，体積効率をむとす紅ば可＝ 7Jk07Jm•7Jv の関

係がある. 7Jhは漏れと機械損失をのぞく他のすべて

の損失による効率の低下であって，厳密な意味では圧

力計効率仰とは異なり， たとえば円板摩擦損失は

7Jh k含まれるから一般には仰の方が h より大き

いはずである．しかし本計算では近似的に引さ仰と

おくことにする．そとで ηm=98%, 7Jv=59 %と仮定

すれば，

可＝可h×0.98×0.95=0. 93可h

となる．

60 

50 

Qm'/min 

⑨羽般車A 1900rpm 
＠ 羽根車B 11 

・ 羽様車C
×羽恨車D

図 10 特性曲線図

3.0 

60 

0.1 
中

図 11 特性曲線図

つぎに各供試羽根車の風量 85m3/min における全

効率可は特性曲線上より求めうるから，前式より h

すなわち川主 h がわかる.Eulerの式に示される

Pth闘は前述のようにすべりと損失が全くないとみた

して誘導された式である．

しかし有限翼の場合はすべりを伴ない Cui,Cu2と

は異なった Cfri.Cらにかわる．乙れが入口，出口の

実際の旋回速度であって， 5孔ピトー管によって計測

が可能である．また流体は粘性をもっているから，各

種の損失があり，ディふユーザ流出直後の全圧上昇P

はつぎのようになる．

P＝布M0Pth

＝似÷く仇Cfr2ー仏Cfr1) (1) 

乙れより任意風量ーJ点、の全圧 P はそのときの Cfr2,

Cf11，仰を与える乙とをより半理論的に求める乙とが

できる 乙乙で十0.1225 kgs2 /m4とおいた

5. 実験結果

供試羽根車の規定回転数 1900rpm における特性

曲線図を図 10，図 11Iζ示す・図 10は風量に対する送 1

風機全圧，軸動力，効率の曲線で， 図11は乙れらの

無次元表示である．

乙とで

圧力係数は ψ二一一旦一
T TT2 

2 g -2 

流量係数は ゆ＝一一立一
fmuz 

動力係数は ..l= L 
「L ~mm 
五g 生

で定義する．したがってL＝主立の関係から ..l=
守ゆψ

ーーとなる．
可

流動状態の測定風量は全開， 85m3/min，失速点で

おこなった．その結果によれば，各供試翼のメリディ

アン速度は 85ma/min附近では翼直前の位置で略一

様と認められるが，翼直後では主板側で大きく，側板

に近づくにしたがって小さくなり逆流している領域も

ある．実測の結果より吐出し側の翼有効作動巾を翼巾

の1/3と定めたω．

また翼直前の位置では軸方向分速度 Caは主板側で

小さく，側板に向って大きくなっている．一方回転方

向分速度 Cuは翼直前ではいずれも回転方向に対し負

の向きをとり，翼直後では回転方向である乙とが認め

られた．
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表 3 羽根車Aの旋回速度より求めた全圧計算一覧表

測定位置 A E 

I -0.28 57.86 219 0.655 144 148 34. 1 61 

II -0.28 57.36 217 0.655 142 148 33.8 61 

測定位置 B F 

I -1. 88 59.40 230 0.655 150 148 35.0 61 

II -1. 88 57.55 224 0.655 147 148 34.0 61 

測定位置 c G 

I -4.12 56.66 226 0.655 148 W3 33.4 61 

II -4.12 55.59 222 0.655 145 148 32.9 61 

測定位置 D H 

I 2.55 47.58 188 0.655 123 148 28. 1 61 

II 2.55 46. 75 185 0.655 121 148 27.6 61 

旋回速度 m/s

C' I C' Ul I U2 
q
 

A
 

m
 

m
 

島
“P

 

凋

斗

園
表
一
吋
一

mm

度
「
ー

速

一

回
一旋一

α

市M

｜全圧計算値｜特性曲線上｜すぺり係数 l特性曲線上
伊＝PthT/M ｜の実測全圧｜ C~， ー ｜の実測効率
I- mmAql mmAq ｜μ＝万三必｜ 布労

羽根車Bの旋回速度より求めた全圧計算一覧表

［ ｜ ｜一値 1一上［…PthmmAql 可M IP一P 司 ｜の実測全圧 q ｜実測効率I I -t~::iAql mmAq μ＝百？必｜守%

測定位置 E 

I 53.68 204 0.591 121 140 35. 7 55 

II -0.37 50.96 193 0.591 114 140 30.0 55 

測定位置 B F 

I -4. 70 62. 77 251 0.591 148 140 37.0 55 

II -4. 70 61. 19 245 0.591 145 140 36. 1 55 

測定位置 c G 

I -2.57 38.95 154 0.591 91 140 23.0 55 

II -2. 57 41. 60 165 0.591 98 140 24.6 55 

測定位置 D H 

I 0.69 50. 73 194 0.591 115 140 29.9 55 

II 0.69 53. 13 204 0.591 120 140 31. 4 55 

6. 全圧Pおよびすべり係数μの計算結果

前述のように風量 85m3 /min近傍において吸込側

では略一様に流入しており，一方吐出し側では一様流

出の条件をとれば主板より略33%の翼巾が有効とみ

なせる．よってデータの整理をつぎのように 2通りか

えて計算結果をまとめた．

(I) 吸込側測定値 Cui全部の平均値と吐出し側

の主板より lOmm,50mm聞の 5個の測定値

C62の平均値との組合せ．

(II) 吸込側測定値 Cfn全部の平均値と吐出し側

の主板直前と 60mm聞の 7個の測定値Cf12の

平均値との組合せ．

計算結果を表3，表 4Iζ示す．各表の中で Cf11 の

符号が負になっているのは回転方向を正としているか

らである．周連 U2,U1は Dz=310,D1 =246，回転

数 1900rpmより U2=30.8 m/s, U1 =25. 5 m/sと

なる． 乙れらと（4）項の仰の値を（4）項の（1）式に

代入すれば全圧 Pの計算値を求める乙とができる．

なお測定値よりわかる通り， Cfn は Cf12 に比し

order が 1 桁以下に小さいので c~11 を無視してす

べり係数を μ~ C~z/Cu2 で定義し，それぞれの欄に

まとめた. Cuiは前掲の速度線図図6を参照して

Cu2=U1cot,B2+U2=138. 6+30. 8 

= 169. 4 (m/s) 

とした．
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1. 実測による羽根車の流入角高と流出角m
A, B 2供試翼の設計上の流入角は仇＝95°，流出角

はん＝10。である． 5孔ピトー管を用いての実測に

よれば，測定点は吸込み，吐出し側共に 3次元の流れ

であり，その 3分速度は測定点毎に全く異なってい

る．よって乙乙では流れの状態の傾向を調べる目的で

A, B両供試翼共主板より 30mmの位置において比

較した．

c’ul 

U1 

図 12 入口側速度三角形の実測値

C~2 

c’m2 

U2 

図 13 出口側速度三角形の実測値

1つはA・E他はB・Fの組合せとし，かつ風量を

3通りかえた．すなわち全開， 85m3/min近傍，失

速点近傍とした．計算は軸方向分速度を無視して2次

元流れとして取扱い，流れの実測結果より流入側では

図12，吐出し側では図 13Iζ示される速度三角形を呈

しているものとした．

よって翼の流入角月は速度三角形よりつぎのよう

になる．

rv 
tan ft｛＝ーこ笠」

U1十Cb-1

また流出角巧は同じくつぎの通り．

tan 8~ － C~2 
品／＂ 2一百戸Y'2

乙乙で U1=25. 5 m/s, U2=30. 8 m/s とした．羽

根車A，羽根車Bについての計算結果を表5，表 6に

まとめた．

結果の検討

(1) 特性曲線図よりみて全圧，効率向上の面から

表 5 羽根車Aの流入角 Pfと流出角月の計算値（主板より 30mmの位置）

風 量 m3/min 風 量 m3/min 

測定位置 測定位置
129 78 42 129 78 42 

Cf11m/s 0.2 -1.3 -1.6 -1.9 -3.5 -1. 2 

c~.1m/s A 17. 2 13.9 11. 9 B 19.3 12.2 8.6 

Pf 35。20’ 27。20’ 23。40’ 35°10’ 22。57’ 17°50’ 

Cf;.2m/s 63.2 43.3 59. 1 56.9 53.0 

C' mzm/s E 38.0 32.7 13.0 F 40.1 31. 6 10.8 

p~ 49°30’ 49°10’ 46。10’ 54。50’ 50°30’ 23°10’ 

表 6 羽根車Bの流入角打と流出角出の計算値（主板より 30mmの位置）

風 量 m3/min 風 量 m3/min

測定位置 測定位置
136 85 41. 6 136 85 41. 6 

Cf1m/s 1. 5 -1.1 -2.2 -3.4 -3.6 -2. 7 

C~1m/s A 19.0 14.7 9. 0 B 21. 6 12.5 6. 9 

Pf 38°20’ 31° 18。 36。50’ 23。20’ 14° 

Cf2m/s 54.4 48.2 65.0 62.3 56.3 

C~2m/s E 34.9 28.0 11. 8 F 40. 7 32.3 9.9 

p~ 49•40 ’ 49°50’ 34°10’ 50。 46°20’ 21。20’
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羽根車Aは羽根車C, Dは勿論の乙と羽根車Bよりは かわらなかったからである．

るかにすぐれ，乙れまでの一連の実験から勘案して圧 (6) A, B供試翼とも設計上の流入角は仇＝95。

力上昇の限界に近い性能を示している． であり，風量 85ma/min近傍で流入角はいずれもと

(2) 実測結果によればC(r1の値は各供試翼とも小 れより小さく，翼入口背面部で大きなはく離が発生し

さく略半径方向から流入しているとみてよいだろう． ているのであろう．しかしそれにも拘らず風圧，効率

(3) 全圧 P の計算値と特性曲線上の実測値にお ともに向上がみられるのは，羽根出口の流れが入口側

いて羽根車Aでは表3に示すように翼前縁，後縁部の 流れの悪条件をカバーしているものと考える乙とがで

組合せの位置AE, BF, C Gの3個所はよく一致し き，多翼送風機では出口側の流れが非常に大切な要因

ているが，羽根車Bの表 4の場合は全く異なった値と とみなされる．

なっている．

乙の理由として考えられるととは羽根車Bでは5孔

ピトー管を挿入する乙とによってその近傍に振動が発

生した乙とである．

本実験ではプロープとマノメータ聞をビニーノレの小

管で連結しているのみであり，その途中にサージタン

クを設けていなかったので脈動がそのままマノメータ

の水面に作用して水面の動揺が激しく，正確な測定が

できなかったのがその原因とみている．

(4) 本実験ではすべり係数を μ= Cf;2/Cu2と定

義している．ととろで全圧 Pの計算に用いる Pth の

中にも Ci12の項が含まれている．そ乙で信頼性のあ

る μ の数値は全圧 Pの計算値と特性曲線上の実測値

とが略一致したものをとるべきであろう．乙の観点か

らすべり係数は羽根車Aの場合， 35%前後というのが

この実験では妥当なと乙ろと考えている．

(5) 風量を変化させた場合，供試翼A, Bの流入

角，流出角の一覧表を表5，表 6Iζ示した．総じて風

量が小さくなるにつれて流入角出は小さくなり，失

速点に向って迎え角が大きくなる傾向をもっている．

しかし流出側では失速点を除き流出角は大きくかわ

っていない．乙れは計算上の C~12/(Cf;2-U2）の比が

9. あとがき

本実験は羽根入口直前，出口直後の流体の速度三角

形を求め， Eulerの式を用いて風圧向上の理由づけを

おとない一応の満足すべき結論を得た．特に結果的に

1カープを用いたA羽根車の方が2カーブを用いたB

羽根車よりすぐれた特性である乙とを確認したが，そ

の理由まで解析する乙とができず，次回に究明したい

と考えている．

最後に本実験にあたり，終始御懇切な指導を給わり

ました九州大学生井教授並びに実験に熱心な協力をさ

れた本校技官ならびに学生諸君に厚く御礼申し上げま

す．

参考資料

1) 生井武文著遠心軸流送風機と圧縮機
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No. 11 多翼送風機吐出し側流れに関する実
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3) II ，， 

4) 

No. 16多翼送風機の翼流入角が特性に及ぼ

す影響（第3報）

No. 14多翼送風機の有効翼巾について
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正特性サーミスタ電極材料の一つの試み

沢

く昭和 55年 9月 20日 受理〉

賢 治

A trial on the electrode for the positive 
coe伍dentthermistor 

PTC thermistor (positive coefficient thermistor) has been used for many dire-

ctions by reason of it’s radical variation of resistance. But the mechanism of radi-

cal variation of resistance has not been made clea enough. More over, the elect-

rode for PTC thermistor is not enough. For example in the planting with nichel. 

the liquid for planting intrudes in to the PTC thermistor, and it the fusing, Ag is 

oxidized. 

Now, present writer made the electrode for PTC thermistor with the vacuum 

evapolating with a view to take o妊 theintruding and oxidizing. 

KENZI OZAWA 

1. 序論

PTCサーミスタは， その抵抗の温度依存性の特異

さから主に電流の限流素子として多方面に利用されて

いる．また，今後の方向としては，その熱容量を小さ

くする為に薄膜化も考えられ，乙れからもその重要性

は減ずる乙とはないと考えられる．

しかし， PTCサーミスタにおける抵抗温度依存性

の機構については， 原子価制御の考えや， barrier-

layerの考え方等があり十分解明されているとは言え

ない．同様に，電極材料およびその製法についても，

実用中のものとして，ニッケJレメッキ法と銀焼付け法

があるが十分なものとは言えない．例えば，前者にお

いてはニッケノレメッキ液のサーミスタ内への侵入，後

者においては焼付時の銀の酸化により， PTC特性に

悪影響をおよぼす．

そ乙で，筆者は，電極製造における乙れ等の悪影響

をできるだけ少くする目的で，真空蒸着法iとより電極

を作製しその特性を実験的に求めた．

2. 電極の作成

( i) 電極材の決定

PTCサーミスタは，セラミクスであるのでその仕

事関数は製造条件により大きく変化するといわれてい

る．乙の乙とから，仕事関数を念頭においた電極材の

決定は行わず，電極材となるべき金属の導電率の大き

さ及び製造あるいは実用段階における電極材酸化によ

る導電率の低下の小ささから，電極材としては， Ag

l己決定した．また， Ag電極の補助的な役割を果すも

のとして，還元性の強いとされている Snを用いた．

(ii) 電極作成法

PTCを図 1に示すす法形状に加工し，更に電極面

を研磨して，以下の方法で電極を作成した．

ただし，用いた PTCサーミスタは，抵抗急変温度

が 70〔℃〕前後の松下電器産業（株）製である．

研
磨
面

l :::::30mm, a :::::9mm, b::::: 2mm 

図1 PTCサーミスタの形状と電極配置

図 lIL示す電極配置において

Agのみを蒸着し熱処理なしの試料4回， Agのみ

蒸着し 350〔℃〕で 1時間， 2時間， 3時間の熱処理

を施した試料各3回， Ag蒸着後 Snを蒸着し上と同

様の熱処理を施した試料各3個，および， Sn蒸着後

Agを蒸着し乙れに同様の熱処理を施した試料各3個

を作成した． 乙の様iとして得られた試料に，図 2に示



上の測定法lとより測定した結果のうち， T＝主20〔℃〕

およびTキ90〔℃〕の場合における結果を国4～図 11

にポす．

尚，蒸着膜 Agのみの試料（A1,A,. A3〕につい

ては，直流電源、 Eを約 0.5〔V〕～9〔V〕までしか測定

していなかったので乙れを示した（図5および図 9).

また，いずれの測定結果も，直流電源Eを小さい方

から順次大きくして行った場合について示している．

更に，直流電源Eの電圧方向は，図 3IC示す方向の

正特性サーミスタ電極材料の一つの試み

障壁容量による蓄積電荷を放電させる目的で，事前に

両リード線を短絡させておいた．

4. 果結定却l

144 

す知く導電性 Agペースを塗付した後 Agハンダで

リード論を付着させる．

以上の方法で作成した各試料lζ表 1で示す名称をつ

ける．

なお蒸着時の各量は次の通りであった．

真空度は， 2x10 6～6x10→ （Torr〕，基板温度は，

16～17〔℃〕，膜厚は約 3xl03〔A〕であった．
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抵抗率ρの測定は，凶3の回路で行った．

図3におい て，試料温度 （Tキ20〔℃〕～150〔℃〕〕

をパラメータとし，直流電源 E を 1.0〔V〕. 5.0 

〔V〕，JO〔V),25〔V〕.50〔V〕と変化させた．なお， E

を図3と逆方｜句lζ印加した場合においては，電極部の

抵抗率 ρの測定3. 
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図4より，測定電圧が小さい程，試料聞における ρ

のバラツキが大となっている．

ζのことから， Aoにおいては PTC サーミスタと

考察及びまとめ

T=20〔℃〕における A0.A1, A,. A3 IC:つ

5. 

50 
E〔V〕←－－－＇＞

25 10 5 

も
戸崎

× 
-o l 

A。の ρ－E 特性

みであり，図 3Iζ示す方向と逆方向の場合については

示していない．

図8
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Ag膜との閣の電気的接触があまり良くなく，しかも

その原因は， ρの電圧依存性の傾向から抵抗性のもの

ではなく，障壁層による容量性のものであると想像さ

れる． しかし，乙の ρの電圧依存性は，図 5において

は現われない乙とから， Ag電極においては，熱処理

する乙とにより容量性の電気的接触不良は除去できる

ものと思われるが，一方図 5 と図 6を比較すると，

A1, A2, A3は Aoのρの中程度付近に落ちついてい

る乙とから，熱処理を施す乙とにより新たに抵抗性の

接触不良が現われるものと考えられる．

(ii) T=20〔℃〕における As1• As2• Ass につ

いて

図6より，測定電圧の変化による試料聞の ρの値の

バラツキの程度には，大きな変化は認められない．と

の乙とは， Sn膜を追加付着する乙とにより，図 5に

おける A1,A2, A3の抵抗性接触不良は改善されてい

る乙とを示す．

また，図 6において，印加電圧が大になると各試料

とも ρが大きくなっている．乙の原因は，障壁容量に

よるものとすれば図と逆に ρは小さくならなければな

らないととから，障壁容量によるものではなく， PTC

サーミスタ自身のもつ電圧依存性によるものと考えら

れる．

(iii) T = 20〔℃〕における SA1• SA2• S,13 につい

て

図6と図 7の特性は似ており，乙の傾向は熱処理温

度が高くなる程強くなっている． 乙の乙とは， 350

〔℃〕， 3hrの熱処理によって， Ag と Sn は互によ

く拡散し合っている乙とに原因がありそうに思われる

が，図 10と図 11においては逆に lhr の測定値同志

がよく一致していることを考えると，別に原因がある

と思われる．

(iv) 図8，図 9，図 10において

熱処理を施す乙とにより，試料聞の ρのバラツキは

小さくなっているが，図 8における ρの電圧依存性か

ら考えると，障壁容量によるものと考えられる．
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強磁性共鳴を利用したマイクロ波

小電力の測定法とその材料

沢 賢 治

く昭和 55年 9月20日 受理〉

A measurement of microwave power using 
ferromagnetic resonance and material for it 

General materials for measurement of micro wave are thermistor or barreiter. 

The principle of that measurement is using the Joul heat which is produced in the 
materials by eletrical field of the microwave. On the other hand, a new measure-

ment that is due to ferromagnetic resonance has been reported. According to that 

report, that measurement is highly sensitive, but that measurement has need of 

coolding substance. Now, the present writer suggests a new mesurement of micro-

wave power. In this measurement, it is possible having no need of coolding sub-

stance that advancing wave is measurred separaJng from reflecting wave. 

KENZI OzAWA 

1. 序論

Xバンドマイクロ波小電力の一般的測定法は，パレ

ッタやサーミスタ筆のボロメータあるいは白金線等に

おけるマイクロ波電界成分によるジューノレ熱発生を，

その原理としている．一方，上記と全く異る測定原理

として，マイクロ波磁界成分の磁性体内における共鳴

現象を利用した方法が考えられ，乙れは既に戸田氏に

より報告されている． しかし，この方法によると素子

を低温に保持しなければならず実用に不便さがある．

筆者は，磁性体内における共鳴現象を利用した方法

において，身近かな材料を組み合わせる乙とにより入

射波と反射波を分離して測定できる乙とを提案し，更

に，強磁性共鳴現象を起させるべき磁性体のある種の

ものについて，電力吸収の磁性体組成変化lζ対する特

性の実験結果について述べる．

2. マイク口波電力測定法

( i) 入射波と反射波の分離測定法

図1は強磁性共鳴用磁性体粒に抵抗皮膜を付着させ

更にリード線を接続した素子を示す． 乙の素子を，図

2 I乙示す面Aの管壁以外の任意の位置に配置する．素

子を配置した位置においては，マイクロ波の磁界成分

は，図 3のように入射波の場合反時計方向にまた反射

波の場合は時計方向にそれぞれ回転している．

したがって，外部直流磁界 Hexが

磁性体

ヘリード線

図1

w=rlHexl (1) 

を満す大きさであり， しかも Hexの方向が Z方向

の場合入射波磁界成分の回転方向が， －r(Ma＞くHex)

及び －r(Mb＞くHex） と一致するので共鳴吸収が生

じ，マイクロ波電力が吸収される乙とになる．乙乙lζ

ωはマイクロ波の角周波数であり， Tは磁気回転比で

あり， また Ma及び Mbはそれぞれ磁性体（フェ

リ）の正，副格子に存在する磁気能率に由来する磁化

である．また反射波においては， Hexを －Z 方向lと

すれば入射波の場合と同様にして共鳴吸収が生じる．

入射波および反射波の共鳴吸収量 Pfaおよび Pra

は素子の吸収量において飽和現象が生じない程度に入

射波電力 pfおよび Prが小さければ，

Pra ＝可pf

P問＝司tpγ 

(1) 

(2) 

と考えられる．乙乙に，れがは Ma,Mb，磁性体の

形状， Hex，素子内の空孔等に依存する定数である．
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図2 素子の配置

zLx------
図3 入射波，反射波の磁界回転の様子

(ii) 吸収電力の検出法

吸収電力 Pia,Pra による磁性体の温度上昇を抵抗

皮膜の抵抗値変化で検出する．抵抗皮膜には以下の事

柄lとより PTCサーミスタ薄膜が身近な材料として適

していると考えられる．

Piaおよび Praにより，素子全体の温度がそれぞ

れ l1T1.11Tr上昇したとすると，

11T1 oc P10/m・c .・. 11T，二 rP1 (4) 

R 

Ro 

T 
To 

図4 素子の抵抗変化検出回路及び同作点

図4において， PTCサーミスタ Rの動作点は，マ

イクロ波を吸収していない時，図5の点イ付近で示す

抵抗温度係数の大きな点に選ぶ．

3. 磁性体の製作

電力吸収用磁性体としては，式（ 1), (2）の守

およびがが大きく，更に式（4），式（ 5）の m・c

11T r oc ・p ra/m・c : . 11T r = r' Pr (5) が小さい乙とが要求される． 乙乙では，可およびが

ただし， m,cは素子の質量および比熱であり， T及 のなるべく大きい磁性体の組成を調べるために，フェ

び r＇は T白 布／m・c,r' oc可＇Im・cで表わされる定 ライトを選び中でもマイクロ波帯においてその複素比

数である．乙乙で，抵抗皮膜は， T及び r＇を大きく 透磁率 µ~＇ の大きいとされているフェロックスプレー

する必要からなるべく薄くしなければならず，また磁 ナ型の Co(2-x)Zn(X)W を以下の通常の方法で作製

気共鳴吸収以外の現象による温度上昇（渦電流やジュ した．

－；レ熱による温度上昇〉をできるだけおさえ，更に渦 上記組成式において， x=O,0. 5, 1, 1. 25, 1. 5, 

電流による電磁波の磁性体内への到達最低下をできる 2.0となるように， BaC03,Fe203, CO, Znを秤量，

限り少くするために，高抵抗値の材料が必要となる． 混合し，つづいてプレス，仮焼，粉砕，混合，プレス

また Piaおよび P刊による tJT，および 11Tr を， を行い，最後に焼成を行った．乙乙に，第 1回目のプ

抵抗皮膜の抵抗値 R の変化 tJR，および 11Rrで検 レスは， 1.1〔ton/cm2〕第 2回目のプレスは， 2.2 

出するので，抵抗皮膜の 11R.1;11r1および 11Rr/11Tr 〔ton/cm2〕，仮焼は 1000〔℃〕保持時間 60分，混合は

はなるべく大きい乙とが望まれる．乙の様な特性を有 ボーノレミルで 10時間，また焼成は 1250〔℃〕保持時

するもので比較的身近に得られるものとして， PTC 間的分とした． 乙の様lとして，各組成4個ず、つのフ

サーミスタが考えられる． ェライトを作製した．

以上の乙とから，素子は磁性体に PTCサーミスタ 各組成において， 4個ずつの試料のうち 1個を電力

薄膜を付着させたものを用い，乙の素子を図 4Iζ示す 吸収用試料とし，残の 3個を比熱測定用試料とした．

マイクロ波小電力測定に通常よく用いられる回路中の なお，各組成の電力吸収用フェライト試料は，プレス

R に用いる． 機で小さく（5mg～90mg）粉砕した．
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電力吸収量等の測定4. 

クライストロン電源

2K25（日電製）， f=9.3GHz 

アイソレータ

可変抵抗減衰器

方向性結合器

可変抵抗誠衰器

可変抵抗減衰器

試料用空洞共振器

検波器

検波器

無反射終端器

図5 共鳴吸収の測定回路
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3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

9. 

10. 

11. 

ート
l
－

＼

41311J

－
 

二、心ぃン一
一

m

〆
，

L

二

H

山
川
ゆ

M
H
H
H
H

…

一

一

円

1
！

？

－

／

』

モ

一
＼
j
1
1
ソ
一

振

一～h

）

J

一

一

件

共

心；山
一

一
（
‘
小
川
＼
二

f
J
I
l
l
－
 

試料

試料挿入用
石英ガラス管

共振器内での試料位置

一効果併用の顕微鏡写真撮影を行った．それによると

ρ （図 7右端）は，上記原因説明には無理と考えら

れ，顕微鏡写真（掲載省）によると，カー効果は X=

1で最も大で， x=2で最も小さかった．乙れらの乙

とから上記原因は，磁化の大小にあるものと考えられ

る．

図6

P＝人－Pi
, Ao-Ao’、

= Po I 1-10 10 l 

式（6）において， Pxは，試料用共振器内IC試料挿

入用の石英ガラス管のみ存在する時の共振器出力であ

り，また Piは，石英ガラス管内lζフェライト粒が存

在し強磁性共鳴が起きている時の共振器出力である．

なお， 使用した試料用共振器は共振モードが H1oa

で透過型のものであり，共振器内での試料の位置に図

6 IC示す通りである．

(6) 

ロ. x=1. 25及び 1.5の試料は， mが小になると

JTは増加の傾向にあり，乙の乙とは，測定電力の大

きさに比べmが大き過ぎることを示しており， mを小

さくすることにより，小電力測定用として適切化され

ると考えられる．一方， x= 0 ' 0. 5, 2. 0のものは，

JTがm に対して大略一定しており，従って測定電力

に対し吸収電力が飽和していると考えられmを大にす

る必要があり，被測定回の撹乱，応答速度等を考える

と電力測定用としては好ましくないと考えられる．

ハ．最も JTの大きい試料（図7の MAX印）に

おいて JTを算出すると， JT=O. 24〔deg／秒）（た

試料の温度上昇特性

各組成について測定した吸収電力および比熱から算

出した温度上昇能力 JT[dB・deg/cal］と試料の質量

m との関係を示したのが， 図7～図9である． ただ

し， JTは熱放散による温度低下は考慮にしていず，

また測定試料は各組成とも 20個である．

6. 

試料の比熱は通常の水温上昇により測定した．

また電力吸収量の測定は，図 5の回路で行った．図

5において，クライストロン用電源出力は直流IC,60 

Hzの正弦波を重畳させたものであり， 乙れによりク

ライストロンの出力を FM波にする．

この FM波の試料用共振器入力 Poが一定となる様

に可変抵抗減衰器4を調整固定する． ただし P。＝ 6

〔mw〕である．次l乙，試料用共振器iζ，被測定フェラ

イト粒を挿入すべき石英ガラス管を配置し，検出器9

の出力波形が適切な大きさになる様に，可変抵抗減衰

器7を調整し，乙の読みを A。〔dB〕とする．

次i乙，検出器 10の出力波形の最大値が先に描かせ

ている検出器9の波形の最大値と一致する様に可変抵

抗減衰器6を調整固定する．

最後に，試料用共振器 IC挿入されている石英ガラ

ス管に被測定フェライト粒を入れ更に外部直流磁界

Hex を印加し強磁性共鳴を起させ乙の時の検出器9

の出力波形の最大値が，検出器 10の出力波形の最大

値と一致する様に，可変抵抗減衰器7を調整し，その

読みを A6〔dB〕とする．

この様にして得られるん－AGを各試料について測

定する．各試料の吸収電力 P〔mw〕は，式（ 6）で求

められる．

察

イ．電力測定用としては， x=1, x=1. 25のJI国に

適しており， また x=2.0が最も不適であると考え

られる．その原因を見つける為に直流抵抗率ρ及びカ

考

5. 



国
－
同

〔

『

d
w
H
V
＼
国
m
w

－
M
・
国
司
〕
』
・
、

150 強磁性共鳴を利J1Jしたマイ クロ 波小電力の測定法 とその材料

MAX P〔Q-cm〕
4・

...印：x=l 1.4 
A印；宜＝1.5 x 106 

a・． 
4‘ 

0 

－ 

1.0 
a・ a‘ 

‘ a‘ 
4‘ 
’‘ 

~ 

4・
企

.... a・
... 

f, ‘ 
,. A 

d邑 A,. lo 

a‘ a‘ ． 
a‘ ... 6 

・4弘‘ A 

‘z、
－ 

0 

。 10 30 40 50 
m〔mg〕

20 

図7 X=I, 1. 5の i1T-m特性

だし，熱放散による温度低下は考慮していない〉であ

り， PTCサーミスタ の抵抗温度係数の大きさから考

えると，電力吸収材として有望だと考えられる．

ニ．各組成の試料とも， LITのバラツキが大であり

実用には｜句かない 乙れを解消するには，同一組成下

における各試料聞のフェライ トの作製条件を改良した

り，また， 各試料の形状をなるべく一定することが必

要である．
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本校周辺の方言（寮生下宿生のために）

寺 本 匡 議

く昭和 55年 2月26日 受理〉

A collection of dialects used around our 
college and dormitory 

We hear that students who come from other districts have had much di伍culty

in hearing and understanding dialects spoken here. 

And I present a collection of the dialects which I have gathered by the help of 

old people still uting them. 

I hope it will help the students to communicate with people. 

MASAAKI TERAMOTO 

はじめに

開校以来18年になり卒業生も 1400名を数える．そ

の内寮生，下宿生は大体その半分である．それらの学

生が当地方の方言，許uζなやまされた自然と 5年間の

聞に知らずしらずの聞に方言，批を理解して就職地に

むかっている．又その就職地方の方言，批lζ苦労して

生活している．私は開校時より現在迄に多くの寮生，

下宿生よりどうも言葉が不明でとまどう乙とがあると

実感のこもった話を聞いて来た．その度になんとか，

乙の方言，批を解説しなくては，学生の生活に苦労が

あると考えながらも，おいそれと一言一言の意味を学

生に伝える乙とが出来なかった．ひまをみては，祖父

母，近所の古老の話を聞き気をつけて書きとどめたも

のがやっと 500語とえたのでこ乙に発表する．まだま

だたくさんの不明な方言，就があると思う．乙れから

少しずつでも補足していきたい．

1. 方 言 ・靴

田舎に古の雅言の残れる乙と 本居宣長

近き頃肥後の国人の来たるがいふ言をきけぢ世に

「見える」「聞える」などいうたぐひを「見ゆる」

「聞ゆる」などぷいふなる．とは今の世には絶えてき

かぬ雅び、たる言葉づかひなるを，その固にてはなべて

云うにやと問いければひたぶるの賎山がつは皆「見ゆ

る」 「聞ゆる」 「冴ゆる」などやうにいふをすとし言

葉をもつくろふほどの者は，多くは「見える」「聞え

る」とやらいふなりとぷ語りける． （中略〉ま乙とや

同じ肥後の国の又の人の云える，かの固にてひきがえ

るといふものを「たんがく」といふなるは古の「たに

ぐく」のよ乙抗りなるべく覚ゆと語りしは，誠にさも

あるべし．

2. こ とぱ

いまの言語環境は，ちゃんとした言葉のつかい方を

修得するに適していない．それは子供にとって第ーの

言語教師は親であるが，親は，標準的な日本語という

ものがわからなくなっているため，自分の言葉に自信

を失っているのである．たとえば東京で使われている

言葉が標準語と云う乙とになっているけれど，今の東

京都民の 80%は地方出身者， もしくは親が地方出身

者で言語的には地方育ちなのである．その人たちの言

葉から，地方的な特徴を抜き去った共通の部分によっ

て，辛うじて成り立っているのが，現在のいわゆる東

京語と思えばいいだろう． 乙うした東京語は無性格

で，自信がないから常にゆれているのである．それか

ら第二の言語教師である学校の先生も，乙のゆれてい

る東京語を標準にしているからやはり自信がない．言

葉の規範を，本や雑誌，新聞などに求めても，乙乙で

も自信のない点ではそれほど一般と差異はあるまい．

つまり，現代は，ちゃんとした言葉を修得しようとし

ても，より所がないというのが実情なのである．しか

もさらに悪い乙とには，言葉のお手本になるべき人

が， その努力を放棄しているようにみえる． たとえ

ば，テレビは言語修得に大きな影響力をもっているの

に，アナウンサーがその責任をどれほど自覚している

か，疑わしい場合が少なくない．ナイターの放送が時

間切れになって，アナウンサーが「まととに残念です
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が，乙れでお別れしたいと思います」といっていた．

「お別れしたい」は自分の願望をあらわすから「残念

ですが」とは結びつかない．火山の噴火の中継放送で

いわす 人が話した乙と

いちだんよか 非常に良い

いちよく 置きっぱなし

アナウンサーが「噴火までにはまだ余裕があるのでし いけん 出来ない

ょうか．まだ煙は見えきせん」といっていた． 「余 いつだんな乙つ なおさらに

裕」とは「ゆとり」の意味だから，おかしな使い方 いさぎゅ 非常に

だ． 「聞がある」という日常語がとっさに出なくなっ 一銭さん かみ結いさん

ていると乙ろに，彼の言語生活の貧しさがうかがえよ いちくお乙たる くいたくなる

う. NH Kのニュースで，アナウンサーが「15才をア いっとろげとる よくにである

タマに三人の子」がと放送していたのを聞いて，乙の いっちつらんね おりなさい

アナウンサーはアタマに来たのではないか，などとダ いうえする お祝いする

ヂャレを言っている場合ではなさそうだ．アナウンサ いっちょく おいて行く

ーのととばから文法的なアラを拾っていったらきりが いったっちゃ 言うても

ない．テレビ・ドラマやショ一番組になると，さらに

ひどい． 「ナマぐされのサパを買って来やがって」と

か「テへイを動かす」といった種類のまちがいは，も

う日常茶飯事となっている．

方言 普通語

あ

あどをたたくな あまりしゃべるな

あんしとんな あの人は

あんくさい あのねのかえ言葉

あたでにや出来ん すぐは出来ない

あんちゃん 女中さん

あんね 姉上

あんたんたちゃ あんたらは

あばかん たくさん

あきんど 商買人

あんべえはどう

あん人てって

あしてん気より

あばかん（ある〉

あんぽんたん

あんばいはいかが

あの人そうな

あすの天気

とても多くある

低脳

あんちくしょ あの野郎

あんた 貴方，主人を呼ぶ時

あのすさん

あったれえ

あっちらか

あゆる

あがりぐち

あとさん

あかベり

あの人は

あてびましょ

おしい

おだてる

玄関の上りカマド

仏様

凍傷

青い無塚 おしなき塚

汗がしっくり出た 汗が身体一杯出た

あし乙んきょうでし あすとのきょうだい

L、

いっぺ一 一杯

いちくおか たべよか

いっちょん 少しも

いんま あとで

いっちょん乙ん 少しも来ない

いつあいらん ときはずれ

いとらす 歩いている

いさつか 元気のよい青年，仕事がよく出来る

いつよらす そういう乙と

いつ乙んずわり 頭尾のついた魚

いったよ 一つやるか

いっそう みんな

いつだん 却って

いっちんえ 一番よい

いちくるる くるる

いちかめ たベてしまおう，おなら

つ
うんにゃ そうでない

うだ乙ついうな 大きな乙と

うっちょ乙い おいて行く

うそをふく 口吹

うんどま おまえらは

うまか おいしい

うつはまらん よく考えないで

ちっちゃうな かかりあうな

うだ乙つ ζ くな いらんとと

ううどっ 大変な乙と

ううばんけか乙つ のんきすぎる

ううぼけのつかんげた 大変おろかな馬鹿者

え

えんち 自分の家

えずか おそろしい

え乙のしか かわいい

ええどっ よい乙と
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ええまち

ええひとんどつ よい人らしい

えェし乙あったのは 大いに作物があった

えーぐちなわ 家の中にいる蛇

えすか 乙わい

お

思うどっ 自分が思う通り

おったえまくって いそいで

おとっさん 父

おらぷ 声を大きく出して呼ぷ

おかん 母

おろん乙けえに 仔馬を買いに

おだんや 自分はいや

女子のけっされ 男らしくない

おんぶくれ 水におぼれる

おもさん しっかり

おぬし おまえ

おへじ 大林

おかっさん よめさん

おまんさん お前さん

おんぼん 叔母さん

おてえす 御主人

おくもじ なつぽつけ

おんどさん 可愛い子娘

おめんなか 思いがけない

おえぬき 土地っ子

おどん 自分

おめんなかった 思いもしなかった

おろたえる 急いで物事をする

おだいや 男女閣の変な話しを聞き少々ひ、っくり

をっちょ乙ちょい けいそつなやっ

か

かつれた 非常な空腹

かっかい お母さん

かた心にひっかかる ひとり気にする

かめはたすな かまうな

がまだす 精出す

がんぷつ 水泡

かまや 昔の台所

からすまかり 耳にいらぬ乙と

がなんぷん 乙がね虫

かくろうげに医者いらず

カイガラ堂 けいがつ堂

き

ガンと肺病は医者はい

らない

きよでし 兄弟

きちんきちんしとる せいぜいと

金きらきん 美しい

きちい乙つ をしかった

きっと 必らず

きてど 北井川

ぎしゃもん 大変きれいずきの人

く

くゆる 惜しカまる

くちなわ 蛇

くりあげた 偉くなる，出世する

くろぼゆるな 泣くな

ぐえん悪か からだの調子が悪い

ぐすぐず 思切の悪い人

ぐずと 多く

くど 食物をにるカマド

ぐうたれ 馬鹿者，物のようにたたない人

けたくそ

けえる

けえ

げんのよか

けそけそ

げしね声

貝

けえとろぷ

けえ乙んかん

けもどろう

けえ行う

けェ（もち〉

けェまぜめし

けしゅうか

どぬる

乙らすげな

乙ろっとんと

乙んにゃ

どますり

ごろごろ

乙よてから

乙れあんた

乙んちくしょ

ふが悪い

かえる

~t 

さいさぎカまよい

落付かん

たかい声

乙ろ主主

乙とのついでにおいでなさい

帰り

行きましょう

芋と麦粉をまぜて作った食物

ゴモク御飯のこと

何にかする時始めに使う語
ー、．． 

意地悪

おいでるそうな

人並に仕事の出来ぬ人

今晩わ

へつらい

めったに

早くから

とてもありがとうございました

乙の野郎

ごっそんなか ちそうがない

乙ん乙 乙の子

ごくさんぼ 米の御飯

こげんたん

としとかん

乙の通り

これだけですか

こんとはいち食をどたる しんから可愛い

こらん み近な人を呼ぶ

こどしれん たいぐうがよい
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どっさん どちそうさま

乙ざかしか カ＝し乙い

乙げん乙つ こんな乙と

こやらしか 可愛いらしいこと

ζてとてつ ねんがいっては

乙ずく せきをする

どねとる 病気をしている乙と

乙すか ずるか

乙れは乙れは ありがとう

乙ぎりめえて 乙ざかしか，要領がいい

どうて 背中

乙らい あなた

こんこん 大根づけ

乙げん乙っ こんなに沢山

どんたろさん 可愛いお人形

乙つけじいせん 年とった人

乙ぼす 水滴を落す，物を落す

さ

さばけん 片付かない，仕事が進まない

さんこずみ 山の如くつみかさねる

さなぼり 田植えがすんでの祝

さあざらばあざら 全く手がつけられん

さしこみ 胃けいれん

ざまんなか 仕事しほうだい，あとかたづけ悪い

定九郎んど、たる 髪をぼさぼさ立てている

さ”っとせ 仕事組雑にする

し

しおあんベ 味の良悪をする

しおどきからま 自分の都合の良い時と悪い時

しょこつなし 誠意がない

知った乙っかん 私はしらん

じどろどん 土地っ子

してんみてん

しん乙んにゃく

しょんしょん

しっとずる

しつけしゃんね

しょんなか

しっTこかふり

汐めのよか

しゃっち

じゃつなか

しおらしさ

いろいろと

コウヤトーフのこと

息子の子

自然に言葉が出る

みんな美人

仕様がない

しらず出しゃばる

まだ色香が残っている

必ず

切ない心

おとなしい

しょむなか さいな（小さい乙と）

じんべえな乙つ 珍しか

しつけ みんな

しょしょ 夏のセミ

しょてかり

しゅうだど

しょっちゃ

はよから

うどんのようにめりけん粉をのばし

切ったもの

いつでも

しりベた しり

じど 腹わた

じきたくり 直接に

しおけ 味の甘，辛

しのどたる 死にたい

じゃめなって じゃまになって

尻じゃろ口じゃろ判らん もぢもぢして思切れんず

すたくりまわす

すったくも人

すりがらしが

すっぽたっぽ

すったっちや

すってんとん

すらどったん

ずいとくる

すったもんだ

すかっと

ずんだれが

す

いっきすにすもうをきめる

なまけもん

気強い女

なべかまの修理をする人

それでも

からっぽ

うそだろう

すべりおちる

ぎろん百出

さっぱり

しまりのない人

せ

せっちんのふみいた お菓子のクロンボ

せっちん 便所

せく 腹がいたい，又一方急ぐ時

せがむ 無理をし

世ちからか 生活しにくい

そ

そらどと うそをいう

ぞんきちきり かんにんがたらん

そげん乙つば そんなとと

そんまん 今すぐに

そげんてって その通り

ぞーんわく 立腹

そしてんから そうしてから

そうなもん えらいやっ

そうしたっちゃ そしてでも

そりぼってん それでも

そうした乙つ その通り

そげんたん その通り

そげん，乙げん そんなとんな

た

たんがく カエノレ

たまがる おどろく

（だれ〉せれがし 吾れ一人でなく誰れもある乙
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Tこぐらう

だんだん

とだ

急いで行く，急な乙と

さよなら

たまがった おどろいた

だっちょむね乙と 残念な乙と

たんがく うるさい（蛙）

たぐろうた おどろいて，びっくりしてあわてた

ち

ちかがつれ ひもじいのにたべられぬ

ぢぎり とても入年に作った食物

ちちくりあう ないしょの仲好

ちっと 少し

ちゃっちゃい 父

ちょろん乙ろん 乙まめに働く

ちょろんちょろん

ぢだま 土地

少しづっ

つもり

つんのめった

つんとろすぞ

っくさけた

っきたくる

つっぱぐる

つ
くめんする

思いしらずすべる

とろす

落ちる

なにかと寒い

はげる

つんぼ 耳が聞乙えぬ人

て

てんから まるで，全く

手なんかけ 手が届く，ま近い

天保銭 うす馬鹿

でーく 大工

でえじに 大事なさい

てえげえにして Tこいカまいに

てえのいを たいの魚

て乙て乙つ たくさん

てっきうす なぐりかかる

ててぽっぽ なにも出来ぬ人

てったおるる たおれた

てきぱき すばやく片付ける

てぼめ 自分の乙とをほめる

てちとろす なぐりころす

てえしたもん たかい品

てつけづる 人の土地をけずる

てっかけた す丁ちかけた

でえくすさん 神宮

でえきれえ 心からきらい

でえじゃ だいじゃ

でえでえ だし1だい

てれん さっぱりとせん

でーぷん だいぶん

てんで まるで

手しお 手のひらで受ける

手拭き てんげ

でー乙ん 大根

てんげ ぬぐい

てんから 話にならん

てえしたやっ たいした者

てー乙 タイコ

でじょぷ だいじようぷ

と

どくどせいれ 物入れ

とぜんなか 淋しい

どん乙んなか 手がつかない

土黒池 ひちくろ池

どうらあー ーすかしてみる，見せてみろ

どげんしよる 毎日どのように過していますか

とんきん はぜの実を入れた袋で作ったお年玉

とげんするかん どうしたらよいのですか

どうするじゃろか 色々に心配していう乙と

とんぼう はうふと

とつけむねこつ とんでもないことをした

とつけむね

どげんや

途方もない

ととろはげ

どのようにするのか

所々はげる

とがんどんしとらす どうしているのやら

どぐら 気がきかん

とちくるった もつれた

とぼけとらす ものの判断がつかない

とけとけっ しんからねむらん

とつひよし 思つでもない

どやせ 乙らしめろ

とどえらす じよだん

どげんしたっちゃ どうしても

どげんどん どうしているやら

どうしよるか どうしていますか

な

なでうす あまえるととば

なんころぷ きやすくねる

なっちょらん 出来上らない

なん乙ろぼ しばらくねよう

にしくった ひっつけた

にくじ 悪口にいう

にっちんさんちん どうもならん，ぎりぎり

にゃんにゃんせろ よくかんで食べなさい

にえとる 食物がやわらかくなった
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ぬ

ぬうなる なくなる

ぬべとるとたん ダゴジュノレをのばしている

ぬし乙らい あなた

ぬっか

ぬしが

ぬしどま

ねれまんじゃ

ねえどつかん

のさった

のさんらん

のさば．るな

あたたかい

おまえが

おまえたちは

ね

にくまれ者，ひねくれ者

何事か

の

くじが当たった

物をもらえなかった

ですぎる

のさんね たえられない

のぼせちしもて 頭にきて

は

はいりょう ください

ばさらか おおざっぱ，とても粗雑な乙と

ばさらかと たくさん

ばらがしfこ にわか雨の乙と

はカ丸、カ瓦 くやしい

はちとんのい 自分で持って来い

はくらく 獣医さん

はいから 長髪

はらかく を乙る

はち乙らした 手荒い

ばちげす をほりだす

はりまわすぞ TこTこく

馬鹿たれ 馬鹿

ばちげす てあらくこぼす

ひ

ひだるか 腹が空いた

ひあがり 昼の御飯

ひょっとひっとずる

ひっちゃ乙ったん

思いよらずに出る

はんたい

ひらくち まむし

ひょんな乙つ 不途したとと

ひでえもん ざん乙くすぎる

びっちゃげ つぶれる

ひょっとする あるいわ

ひょんなこっ ，思いもよらない

ひわれた ひながかえった

ひしゃり すばらしか

ひざぼんさん ひざかんせつ

日くらしどん のろまな人

びっど おたまじゃくし

ぴったり す分ちがはず

ひてぐち ひたい

びきたん 蛙（たんがく）

ひっとずる 思はず出る乙とば

.. ~、

ふのわるか 運が悪い

ふろうと、たる 雨が降りそう

ふるまいごと 人に物をやる

ぷげんしや お金もち

ふてとらす お乙っている

ふとっ乙ついうな 大きな乙というな

ぷーさん

ぷーやん

兄き

男の雇人

ぷげんしゃどん お金もちの人

ふーきちげ 変っている人

ぷぷー お湯

ふうけもん

ふでえやつ

思慮が足りん

予想以上の人柄

p、、

へ乙たれ 不甲斐なか

へんぼ とんぼ

へえれ おはいり

へ乙たれが おくびょう者

ベんぷた ほほ

ほ

ほけ

ほいと

ぼさっとしている

乙じき

ほどええ

ほんな乙と

ほしてかり

ほんな乙つな

ほってちゃ

ほつでかう

ほん乙し

ほんにゃ

ほしつる

ほfこくっとけ

ほんなら

ほどほどに

ほんとう

そのあと

実際か

そう言っても

そうしてから

しょうねをすえて

ほんとかね

すてる

もう世話するな

それでは

ほんな乙つ じつさい

ほえつら なきづら

ぼたぐらう あばれる

ま

まあひとくば だんをとるのにワラパタをひとた

ばもやす

まる 小便，大使を排出

まるきり 少しも

まつぼる ね乙ばばする
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まっとらんの まっていて

まるもって 乙じんまりしている

まカまん乙 つらら

まんちん かわいい，おさな児

まんまんさん おひとよし

まどえ 代償，変りに物をやる

み

みみじる 耳えアカ

みんどし 耳にたまったゴミ

みそびゃ 味噌，しょうゆその他の物置

みそ乙し ざるの一種

む

むじょこ組 現在の隣組で昔は相互の関係にあり

むそうげ かはいそう

むげえとつ 可愛想だった

むなぐら 胸もと

め

めすとる どまする乙と

めんめんに 一人一人

めえにち まいにち

めそめそするな くよくょするな

めっけん 顔のまんなか

めえげ まゆげ

めめてくわせる よく説明して話して聞かせる

めてなる

もうじき

もってなか

おろそかになる

も

柿を下から取る時竹の先を割ってとる

の乙りほしい，勿体ない

や

ゃんざみつけ 物をよく見つけた

やっぱ やはり

やねしとらす 相愛の仲，恋愛

ゆ

ゆーだれ よだれ

よ

よんべ 昨夜

よさり 夜

よ乙う 休み

ょっこっしょ 思いがけん

よさる 夜

よかあんべえ 好都合

ょっ乙しょ きたならしい，変な男女聞の話し

よんベー 昨夜

よそむなか 情がない

ょうら そのまま

ょうーけ 水路

よ乙もん

りゆきちげ

ろくでなし

わがどん

反対ばかりする人

り

熊本のモッコスの意味，一風変わっ

た人

ろ

不良の乙と

わ

お前たち

わりやそげんとつ乙くな お前そんな乙とを

わっかし 若者

わっどんが おまえさんがた

方言コンプレックス

方言コンプレックスというのがある．別に気にする

乙ともなさそうだが，時にはけんかに発展するととも

あるから，乙わい．先日もとんな乙とがあった．仲間

のうちの忘年会で宴もたけなわとなったとろ，突然，

向かい合った人がなにやらどなりだした．わけを聞く

とAが新調の背広に酒を乙ぼして「あっ，いっちょう

ろ（一張羅〉の背広なのに」とおどけたところ， 「い

ちつよろは君の地方の方言か」とBがひやかしたらし

い．そ乙でAが「方言，方言とばかにするな．お前だ

って田舎ものだろう」と怒り，酒のいきおいもあっ

て，双方が譲らなくなった．そ乙で当方が仲裁を買っ

て出たわけだが，乙れはたしかに方言といったBがわ

るい．しかも，一張羅は，もともと「いっちょうろ」

だったのだ、からなおさらである．一張羅の語源は，一

本しかない蝋（ろうそく）の事でヤミの中ではかけが

えのない大事なもの，という乙とから“一張蝋”だ、っ

た．と乙ろがいつの聞にか織物の“張”や“羅”があ

てられ（いっちょうら〉と一般的になった．方言には

乙うした例が多くある．地方に本来の字や読み方が大

事IL.守られ，残っているわけで，乙れを勘ちがいして

いる．それに方言だっていいじゃないか．まずはそん

な事でなんとか納めたが（地方の時代）といわれる今

日，方言おおいに結構．東京だって要するに方言の集

りである．

高校を出て，東京で就職していた女性が，半年足ら

ずで福岡の親もとへUターンしてしまった．方言が苦

になって，職場で満足に会話が出来ず，なかばノイロ

ーゼになったのだという．

普通語は話せても，関東とは逆の場合が多いアクセ

ント（たとえば関東ではアサヒだが，九州ではアサヒ〉

やイントネーションの違いは，なかなか直せるもので

はない．アクセントが違うと「えっ？」と聞き返され

る．また十余年聞の「カロのウロン屋」 （角のうどん

ょっ乙らしょい 立ち上がる時自然に出るととば 屋〉のなまりも，容易に抜けない．
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聞く側が笑う．むしろ，ほほ笑ましい地方語と受け 沖縄の，いわゆる「琉球方言」の祖語は，やまと言

取るのだろうが，方言コンプレックスが少しでもある 葉であり，九州から南下したと推定するのは，すでに

と，特に若い女性の場合，失語症に陥る恐れが多いの 学界の定説である．決して異国語ではない，地方語で

であろう． 「博多っ子純情」を描いた福岡県出身の漫 ある乙とを認識しておきたい．

画家長谷川法世さんが，言語生活（筑摩書房・三四二 柴田武氏はその著「日本の方言」の中で，乙とばの

号）の座談会で，子供の乙ろ強制された共通語のため なまりを笑うのは，人の顔について笑うのと同じい

無口になり，その反動が博多弁駆使の漫画になったい なかの者のいなかくささを，方言に乙と寄せて笑う乙

きさつ，心理を語っていて興味深い． とを悪趣味，とたしなめているが，そうした風習があ

関東より北の場合に比べ，西日本の方言苦は軽いと る乙とを憂えての発言の受けとめたい．

されているが，それでも乙うした Uターン物語を聞 乙れから採用試験など，就職の季節である．大学卒

く． 「ウチナーヌクトゥパー ムツィカサン」 （沖縄 の「ふるさと指向」が今年も強いそうだ．過密都市敬

の言葉はむずかしい）の沖縄方言となると，もうちょ 遠のほかに，ふるさとでのんびり働きたい，という意

っと深刻である． 識があるらしい． 「のんびり」の中に，言葉の問題も

復帰して九年目．はじめの乙ろは，本土に就職した 含まれてはしまいか．悪意はなくても，不用意な笑い

中，高校生のとんぼ返りが五割に迫り，それが沖縄の が若者たちを傷つける乙とを，職域などで話し合って

失業率を本土の三倍にまで押し上げる原因になってい おく必要があると思う．

た．最近は若者気質のドライさと，復帰によって共通

語と接触する機会もふえ，言葉の問題は減ったとい

う．それもあずかつての乙とか，とんぼ返りは年々減

ってきている．

朝日新聞

引用文献
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素顔のウエセ ッ クス

近代我の源をもとめて（3)

松 尾 保 男

く昭和 55年9月20日 受理〉

In Search of the Origin of Modern Self 

Thomas Hardy had a strong influence on modern English literature. One of its 

traits seems to have been the birth of modern self. There will be some discussion 

as to how it came into being. 

Y ASUO MATSUO 

ハーディは『森林地の人々』ではじまる彼の後期三

編を書く前に，長編小説だ、けでも既に十編も世に出し

ていた．そのほとんどが英国南西地方のドーチェスタ

ーを中心とする彼が生まれ育ったドーセットの田園地

帯を主題とした作品群である．乙の地方の昔の呼称に

ちなみ WessexNovelsと呼ばれているものである．

鉄道は， 1840年生まれのハーディがまだ少年の頃の

1847年にやっとドーチェスターに達している．やっと

というのは，英国では 1830年代と 40年代が鉄道と蒸

気船の時代であったので，交通発達の立地条件がそれ

だけ不足していた乙とになる．辺境の農林畜産が主要

産業である地方では当然の現象であった．

交通機関が発達すれば，それだけ人間社会は複雑化

する．彼の処女作『窮余の策』 (1871）では，汽車の

旅なしでは作中人物達の活動は停止してしまうほど普

及していた． 「ほど遠からぬと乙ろにあるロンドン行

きの鉄道は当時の殺人ミステリ一物語用の手近かな

交通手段を提供していた〈作品中の主な活動時期は

1863-1867）」1）第三作品の『青い瞳』 (1873）では，

読者の意表をつく結末になっているが，エJレフライド

の棺を乗せた汽車は，それとは知らず彼女に求婚する

ため二人の青年が乗り込んでいるのだが，ロンドンを

二月の朝十時に発ち，プリマスで、食事頃で，夕方の灯

ともし頃コンワーJレのカメルトンに着いている．さら

に，第八番目の小説「微温の人』 (1881）の女主人公

ポーラの父親は，かつて鉄道王であったと設定されて

いる．

上流社会から題材を取った『エセJレバータの手」

(1976）及び天体の観測に没頭し，将来天文台長を夢

みる塔上の青年に女性が現われ，結局男女閣の愛へと

主題が転化している『塔上の二人』 (1882）では，い

ずれも主人公が海外にまで足を伸ばす当世風な作品で

ある．ハーディが小説家として生計をたてる方策とし

て，より広い読者層の開拓を試みた結果であろうが，

小説としての出来栄えからすれば他の作品と比べ，影

のうすいものである．

他方，十編のうち，芸術的にみて成功している『狂

乱の群集を離れて』（1874），『帰郷』（1878），及び『カ

スタブリッヂの町長」 (1886）は，いわゆる場所の統

ーを厳守した「そこに住む人々の凝集した情熱と密に

織り成された相互依存の故に演じ出される」劇となっ

ている．そ乙では精神の濃密な集中作用を促し，人間

性のアーキタイプに向う求心的統一が芸術的美の創造

力に昇華しているといえよう．その『狂乱の群集を離

れて』では，野良仕事中の農夫は，野原の一角を通過

する汽車を「自分の固有の領域には何か異質な， しか

しぼんやりと理解されているもの」2）だとみなしてい

る．都市文明と田園生活とを次第に緊密に結びつける

鉄道であっても，ハーディの作品では， その上を走

る汽車はだんだん遠景に遠ざかっている． 『帰郷』と

『カスタプリッヂの町長』はドーチェスターまで鉄道

が敷設された時期と一致する時代を扱った小説であ

り，また，カスタプリッヂへの皇族の来訪も鉄路によ

っていたが，ハーディの関心は社会というより，人事

の範鴎を超えた宇宙，超然とした大自然のなかでの個

人としての人間のあり様に向けられていて，人間存在

の本質の解明が焦眉の問題であった． 『カスタプリッ

ヂ』の「物語は私の『ウエセックス生活展覧』に含ま

れている人々の多分どの人物よりもっと詳しくある一

個人の行動及び性格を研究したものである」とハーデ

ィはその序文で言明している幻．

同じく，その 1895年の序文の冒頭で「まだ中年に
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達していないこの物語の読者は，物語が取り扱ってい

る時代には，圏内穀物貿易は，それに乙の物語内の出

来事が大きく左右される故，今日の六ペンスパンや収

穫時期の天候に対する現在の世間の無関心さに慣れて

いる者には，殆んど理解され得ない重要性を持ってい

たという乙とを心に留めておくようにお願いしたい」

とハーディは断っている．当時まだ生まれでもいなか

った読者としてp その頃の農村社会の実情を整理して

おきたい．

穀物法の撒廃は 1846年のととである． ナポレオン

戦争中の経済封鎖のため，ヨーロッパ大陸から穀物の

輸入が停止し，人口調密な英国では小麦価格が騰貴し

ていたが，平和回復とともに，有利であった農業は窮

地に立たされた．そのため， 1815年，消費者を犠牲に

する乙とになったが，農業繁栄の維持，つまり地主保

護策として関税を規定した乙の法が制定されていた．

それ以降穀物法廃止までの状況は， G.M.トレヴェリ

ンの『英国社会史』によりば， 「1846年の「穀物法撤

廃』までの一世代の間，農業保護の問題は英国の世論

を分かち，都市居住者は農業と，農村居住者は製造業

と全く接触を失なうにつれ，産業革命が年毎に一層画

然たらしめている都市生活と田園生活との聞の差違に

政治の焦点が当てられていた」ω

十九世紀中葉では，鉄・石炭の産地をかかえた英国

北部では工業が栄え，労働の選択の余地があり，比較

的豊かな生活に恵まれていたのに，南部諸地方では，

健康を維持するにも足りない生活をしいられた州もあ

った． 「英国南部の労働者達は一失業者が多く，殆ん

ど全部ひどい賃金であったが一択一的職業源がなかっ

た．南部には極く僅かの産業しかなく，鉄道はまだ新

しく，不慣れで，祖先が幾世代も暮らしてきた村を去

るのは心理的に不可能な人が多かった．外部世界のと

とについては無知であった」日

農場労働者（farmlabourer）の生活圏は「現実世

界の門外」にあり，テスがそうであったように自分が

生まれ育った村は「世界でありそ乙の住民はその世界

の民族」に相当する意味を帯びていた．テスはマーロ

ットから谷全部を眺望でき，前方の高みの上l乙シャス

トンの町が見えたが，訪れたととは殆んどなく，谷か

ら遠く離れたととはさらになかった．

穀物法がとかれると，都市労働者達には安価なパン

が，酪農にとっても安い穀物飼料が，供給され，外国

産は圏内の生産法近代化による高い生産性に競争する

までに至らず，次の一世代は繁栄の時代であった．

しかし，英国農業は 1875-84年と 1891-9年に不

況に見舞れている． 「1875年以降一連の凶作と米国か

らの安価な穀物の流入とが同時に起乙り，麦作農家の

聞に大損害を与えた」7】アメリカでは中西部のプレリ

ー開拓が進み，穀物生産は鉄道の発達とともに文字通

り軌道に乗り，食肉の冷凍輸出も開発された時の乙と

である． 乙のような情勢下で，農場労働者は 70年初

頭から多数移住し始めている．

しかし穀物自由貿易の結果生じた経済的不況それ自

体よりもっと重要な乙とに注目しなければならない．

産業革命に端を発した経済的社会的構造の変化は，人

間の精神構造まで作り変えようとしていたのである．

それは人聞が自然との接触を失なうととが契機となっ

ていた．前出の史家トレヴエリアンに耳を傾けよう．

「もっと重大な結果は，英国人が自然との触れあいの

生活と全面的に絶縁したととである．それは，乙れま

でのあらゆる時代K，島国民族の精神と想像力の形成

に資してきていたのである」8) 「1881年までの過去十

年に農場労働者は約十万人減少し，しかもエクソダス

の始まりに過ぎなかった」ω と彼は記している． 彼の

社会史は文化史の面からも傾聴すべき批評に満ちてい

る． 「1870-80年代のインテリーは自由主義者も保守

主義者も，農業は一つの産業にすぎないとみなしてい

た」というのもその一端である． 彼等は「ある産業

が，例えば農業が，自由競争lとより沈没しても，他の

産業がそれに見合う利益をあげ，それに代るーーとい

うわけで順調に行くと信じていた． しかし，全てが順

調というわけではなかった．というのも経済学は人聞

の福祉の全領域にわたるものではない．理論家達は，

農業は数あるなかのー産業であるばかりでなく，生き

方でもあり，人聞の精神的価値では独特で，かけがえ

のないものであるというととを見落していた」10)

従って， 当時の英国農業の没落は経済的には「不

況」であっても，社会的文化的には「破局」であっ

た．もう多言を要しないと思われるが，ウエセックス

小説はすべてとのような危機に直面した精神的価値観

に裏うちされている．作中人物は殆んどが「自然との

触れあいの生活」にひたっているが，大地にしがみ付

いた触れあいである． 「土地に対する誇りと良心とが

一等大きいものが一等苦しんだ」m 明に乏しく暗に支

配された作風で，悲劇的作品が多いのもハーデ、ィの内

的気質によるものだけではない． 日増しに都市化現象

をたどる機械文明のなかで， 「自然との触れあいの生

活」乙そ彼の拠りどころであり，彼の精神と想像力の

源であった．

乙の田園生活の構造的変化に拍車をかけたのが1870

年に制定された教育法である．従来の農村では農夫や

職人の精神や人格は自然の影響，農業生活，昔からの

見習制度などで形成されていた．だが， 「1870年の教

育法の結果，次の世代の農場労働者も，その一家の女
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たちも皆んな読み書きができた．不幸にして乙の力は

彼等に田舎の生活への知的愛情のある関心を促進させ

るようには方向づけられなかった．新教育は農夫では

なく事務員を産みだすのに熱心な都市の人々によって

創案され監督された」12）時代の必要に乙たえるべき不

可避の改革であったとしても，重要な点で欠陥があっ

た．即ち，都市製の制度であるから，田園の必要にと

たえる乙とができず， 田園脱出（ruralexodus）を

減少させるというよりも，むしろ速度を早めてしま

い，読めはしても何を読むべきか弁別力がなく「多数

派の規準」をとりいれる傾向にあった．あともどりの

できない画一化への第一歩をふみだしたのである．例

えば『帰郷』では，クリムは「自分の同胞を愛し」，

彼等を窮状から救うため「すぐにでも最初の犠牲者に

なる覚悟」でいたが， 「殆んどの人々に欠げているの

は富というよりむしろ知恵をもたらす知識であった．

彼は階級を犠牲にして個人を高めるより，むしろ個人

を犠牲にして階級を高めたいと確信していた」13)

ノ、ーディの小説では教育の問題がたえず取り扱れて

いる．彼においては，それは機械文明，都市文明の象

徴として取り扱われ，農村生活とは相容れない性質を

帯びている．クリムlとしても，ユスタッシャの知識を

かり，エグドンヒースの人々を教育しようとどんなに

主張しでも，ど乙か空々しく響く．教養が縁で結ばれ

たグレースとフィッピアーズも森林地では地に足がつ

かず，町にのがれてしまう．フィロットソンは田舎の

先生でありながらヱクソダスの先兵となりジュードが

それを追う．しかし，ハーディはそのだれにも都会で

の成功は保証してくれない．

彼が当時の教育をどう受け取っていたか端的に現れ

ているのでは『テス』と前後して世に出た短編「息子

の拒否権」にふれておかなければならない．北ウエセ

ックスのアルトプリッカム（＝レジン）近くの片田舎

出身のソフィは「外部世界の進歩と呼ばれるリズム

と喧喋」14）の町ロンドンから離れ，その郊外に住んで

いる牧師の小間使いであった．牧師が夫人を失うと，

請われて後妻になるが，やがてその牧師も他界してし

まう．英国有数のパブリックスクーJレに出している息

子がいるだけの閑居生活を送っている彼女の前に，彼

女の身の上を知った幼ななじみの青年が現われ，ロン

ドンの仕事は肌に合わず，故郷近くで青物屋を聞き，

彼女を細君に迎えたいと申し出る．結婚に破れたグレ

ースとウインタボーンとの逢瀬を初梯させる．青年サ

ムの存在は彼女を蘇生させ，彼女は「純な本能の女」

としてほおをそめる．だが，未来の聖職を約束された

息子の教養は，生甲斐のできた自分の母親の自然への

回帰を塞いでしまう．田園生活と都会生活の対立とい

うよりも，むしろ自然と人閣の因襲とのはざまにおけ

る生存の苦闘，あがき，が透けて見えている． 「自然

の子」（achild of nature）である母親同様，息子

ランドノレフも自由であどけない同情心をもって生まれ

たのに，貴族的知識を得るにつれ，それは失われてい

った．他方，夫から仕込まれた付け焼き刃の趣味も彼

の死とともにかなぐり捨てた．息子がオックスフォー

ドを出，聖職につけば寛大になり，自分の再婚を認め

てくれるであろうという望みも空しかった．ハーディ

は彼の受けた教育は彼から人間性を奪い，他者の幸福

をかたくなに拒んだと糾弾する．

His education had by this time su伍ciently

ousted his humanity to keep him quite自rm;

though his mother might have led an idyllic 

life with her faithful fruiterer and green-

grocer, and nobody have been anything the 

worse in the world15>. 

階級的偏見もさる乙とながら，クレア三人兄弟と同

様， 「人生をあるがままに見てもいなければ，説いて

もいなかった」学者や聖職者に庶民の牧歌的生活，平

凡平和な庶民性の真価は理解できなかった． 「局部的

真実と普遍的真実の聞の相違を知らなかった」 「限ら

れた世界で言っている乙とと外部世界が考えている乙

とが全く異なっているのが分っていなかった」16)

さて，農村での教育の普及は村娘達の聞に sophis-

ticationの種をまいている．農家の娘が農夫の嫁にな

りたがらない時代が始まったのである．ハーディと同

時代に同じ田園社会をテーマにしていた随筆家 R.ジ

ェフェリズ（1848-87）は，前出マリンによれば，村

娘達の都市文化への傾倒について，自分達の母親のよ

うな水準にとどまるのを潔ぎよしとせず， 「チーズお

けや台所より何かより高度な，より洗練された品位を

高めるものを考えても，そんな娘達をとがめる乙とは

できない」と言い， 「教育は労働者の聞の大いなる覚

醒のもととなる」のを予見し，ジュードのような世代

の成長を予言していた． 「乙乙の労働者階級の中には

何万という青年が道徳，社会，政治の問題で独学して

し・jl7lたのである．グレースやテス，ジュードやシュ

ーもこのような世代の若人であった．

ハーディは， 「ドーセット州労働者」（The Dor-

setshire Labourer) (1883）という随筆風のドーセ

ットの農場労働者論をロングマンスマガジンに寄稿し

ている． 〈同年六月には，ハーディ夫妻は故郷ドーチ

ェスターに移住し，二年後の 1885年にはその近郊に

マックス・ゲート邸を建て，生涯の定住の地とした．
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毎年春夏には数ヶ月をロンドンで過すなど，地理的に

は不便であっても，田舎の「さわやかな空気は彼等の

健康を回復させ，大いに鋭気を養った」と，のちのハ

ーディ夫人はハーディ公認の「トマス・ハーディ伝』

で述べている18）.）白から随筆家と呼んでいるものの，

農村の実態を誌すに際し，彼の中で理性的な刷新性と

情緒的な保守性が拾抗し，自家撞着をきたしている条

りも見受けられる．乙の随筆では素顔のハーディが鋭

い洞察力と温かい理解にものをいわせ，彼の生まれ育

ったドーセットの田園生活を描いている．彼は初めに

「粗野な態度や顔付き，鈍重な知力とのろい動作の品

のない人間」だとされている農夫のイメージが如何に

根拠のないものであるか説き明かしている．農夫に会

ってもすぐうちとけ合うととは決してなく，家族の一

員のように接触して数日後にやっと彼等の単調さが多

様性に変わり，無名の人々も人間づきあいしてみれば

結局町の人々と同じ人間であるとと思い知るに至ると

いう19）.との指摘は殆んど文字通りの形で『テス』で

のエンジェノレの経験となって再録されている．タ Jレボ

セイズ酪農場に来て，彼はそ乙の乳しぼりの男女と生

活を共にしていると， 「彼が想像していた月並な農夫

一一田吾作 Hodgeとして知られている気の毒な愚人

という人柄ーーは数日のうちに消えてなくなった．身

近に接してみると，ホッヂは見あたらなかった……さ

まざまな心の人達，無限に異った人々j20）と思われる

ようになった．彼の小説の作中人物は類型的な場合が

かなり顕著であるが，乙のエッセイでは彼がどれほど

人閣の多様性を重視しているか各所に発見できる．生

活万般にわたり人閣の尊厳を認識するというのは本来

そのような乙とであろう． 「清らかな大気と牧歌的環

境は健全な精神と身体を生みだすのに資する生活のう

ち極めて明白な領域であり，それだけの生活は少くと

も労働者の生得権である」21）と彼は唱えている．尊大

ぶった都会人にそうしたつましい生活を送っている人

人の「事物の表面下を見る」ととができるはずがな

く， 「現実のきたならしさJはそれだけの乙とにすぎ

ず， 「だらしのなさ」に不幸が必ずしも併なわないの

である．例えば「寝具も下着も雪の吹き寄せのように

白く清潔で，炊事道具の内側は凹面鏡j22）のようにみ

がきあげられた家庭もあるのは知るよしもない．ハー

ディの小説の随所にちりばめられている男達の特徴で

あるユーモアたっぷりの純朴さ，女達の無邪気なしと

やかさは，いわば洗いざらしの木綿織の衣服をまとっ

ているのである．

農民たちに重要であったのはそのような皮相的なと

とではなかった． 「農民たちの憂欝さは第ーに彼等の

地位の不安定さ，不確実さから生じているのを忘れて

はならない」23）と警告している．テスを含む農民たち

のますますつのる一方の放浪的風習がその典型的な例

である．

古来地主・農場主と農夫の聞には相互依存的な関係

が維持されてきていた．しかし前者は新しい社会に対

処するため，いわゆる律儀的な風習を廃し，営利主義

的農業経営法を採用した．永世的雇用関係は崩壊し，

農場労働者は毎年有利な労働条件を求めて農場から農

場へと渡り鳥のように渡り歩くようになった．後でふ

れるように，終身賃借権保有者達も期限がくれば更新

されるととがなく，マーティやワインタボーンや，テ

ス一家のように根無し草の民として路上に迷うはめと

なった．先IC::見たトレヴエリアンの十九世紀社会史の

叙述，農村から都会へのエクソダスの例証となるもの

である．

乙のような変動をハーディは傍観嘆息していたので

はなかった．評価すべき点は見落しなく評価し「ロマ

ンティックな傍観者達の楽しみのために彼等に古風に

洗滞したままでいるよう期待するのはあまりに酷な乙

とである」という． 「他の社会が画ーと精神的平等に

向って力強く行進している時に彼等の古い境遇の芸術

的長所など彼等が旧態依然としておるべき理由にはな

らない」24）ともいう．農夫たちは階級としての彼等の

個性，特異性を失いかけていたが，そもそも変化その

ものがわれわれ人聞にとって一種の教育であり，彼等

も，自分の能力に最適の仕事を発見しようとする機会

ができた他に，乙れらの経験から色々な有益なものを

獲得するとともできたのである．

いまそれらの利点を彼のエッセイの中からひらいあ

げるととにする．第ーに， 「彼等の知識の領域が広が

ったj乙と．第二に「自由が拡大jしたとと25）.閉鎖

的生活環境から解放され，あるいは追放され，生活経

験が豊富になり，仕事の選択ができれば当然の成り行

きである．ハーディが，過渡期にある田園生活のなか

で，変化がもたらした利益を精神的な面から始めてい

るのは，先に見た農夫たちの苦しみが，第ーに彼等の

おかれた境遇の不安定さから点じているとの指摘が真

実であったととを証明していると見るべきであろう．

第三に「経済条件の改善」があげられるが，当時農場

では男の子どもや女たちも安上がりの労働力として雇

用されていた．いずれも男の労働者の半額ぐらいで，

女は我慢強い性質から，テスのような草取り，乾草作

り，脱穀機付きなど忍耐力を必要とする仕事にあてら

れ，子どもは幼ない時からジュードのようにカラス追

いなどの仕事であった．例の凶作の時代にも，男手の多

い家庭は比較的裕福で，主婦は家にとどまるととがで

きたが，さもなければ婦女子の野良仕事は健康を害す
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る程の労働であった．第四に故郷喪失と放浪が生みだ

した「新しい多様な幸福」 「新しい魅力」がある．こ

れは学校生徒には逆に作用し，転校の連続では利用で

きる限られた時間内で最良の知識を得るのに必要な規

則正しい進歩が不可能となる．第五番目に，外部世界

に目覚めて芽生えた「独立心」がある．農場では不当

な非難に口答えもできなかったのに，仕事の選択の余

地が生じてくるようになると，不満な場合は， 「夜逃

げの特権」を確保したからである26）.以上が，彼の随

筆からひろいあげた物心両面にわたる近代化の傾向と

して彼が評価している特性であるが，尚一点付け足さ

なければならない．ハーディは多数の人が集まってグ

Jレープを組織し，その組織の多勢をたのんで事を図か

るのは嫌いであったように思われる． そうだとして

も，乙の農村の近代化へと動き出した変革期に出現し

た農村労働組合の組織化とその活動の功績は認めざる

を得なかったようである．もっとも労働組合（union)

という表現は文中で用いていないのだけれども．乙の

組合活動は上記諸特色の促進に少からず貢献している

と思われる．

田園居住者達の「知識の増加」を，組合指導者「ジ

ョゼフ・アーチの尽力が，活動力へと燃え立たせた」27)

とハーディは見ている． ジョゼフ・アーチ（1826-

1919）はシェークスピアの州出身で， 「一番重要であ

ったのは1872年ウオリック州に創立されたジョゼフ・

アーチのナショナノレユニオンであった」28】とされてい

る． しかしハーディの見解にしたがえば， 「アーチ氏

の初期のドーセット州一周旅行で彼に会ったり話を聞

いたりした人は，彼や，彼が惹き付けた群集に及ぼし

た彼の影響を，誰も忘れるととは決しであるまい」し，

『お気に召すまま」の羊飼コーリンの再来然として

「お金と資産と満足を持たないものは親友を三人もた

ないものなり」と言った“naturalphilosopher”と

でもいいたくなる人であった．ハーディ自身との活動

家の演説を聞き， 「彼の描く，聴衆の手の届きそうな

安楽な田舎暮しの風景」に「非妥協的無政府主義者と

いうよりむしろ社会進化論者」29）という好意的な印象

を受けたと述懐している．メリンによれば， 「その組

合は自尊心と自制とを強調」し，「アーチは農場労働者

達に自らと自らの子どもたちを教育するよう繰り返し

激励」し，更に他の指導者の一人へイウッドは，労働

者は「肉体的要求のために精神的要求をおろそかにし

てはならない．読む乙と，聖書を読む乙と，良い本良

い新聞を読むのを習わねばならない．読むだけでな

く，思慮深く読まなければならない」と力説してい

る．この「畑の反乱」で賃金が20～30%も上がり，そ

うでないと乙ろでは， 「組合が，仕事を探しに都市に

移住するように援助し」，乙うした「新しい流動性は

心理的解放を表わしていた」30）不況の時代に 30-40

労（ハーディはそうみている〉賃金をあげ，なおかつ

地主達は潤沢な生活を送れるのだから，繁栄時代の支

配者階級の搾取ぷりはどのようなものであったか，と

いう時，彼の論述には義憤の響きがする31).

ととろで再たび、ハーディのエッセイに帰るが，大事

なことが一つ残っている．そしてその論題で「ドーセ

ット州の労働者」は締め括られている． 「地方によっ

ては実に驚くべき人口減少化が進行中である」とハー

ディは鷺鐘を鳴らしているが，何の乙とかといえば，

田園生活に現れている変動は農業上の不安動揺からの

み起きているのではない」，というのは農村は農民た

ちばかりでなく「彼達よりも明らかに上の階級に位置

するある興味深い，もっと教養のある階級がいたので

ある」と彼は述べている．彼等乙そハーディの全作品

中の主人公達の圧倒的多数を占めているのである．乙

の条りも『テス』に殆んどそのままもちいられてい

る．この階級は「鍛治屋，大工，靴屋，店主一一農場

労働者以外の何とも決めようのない労働者を含み，土

地との本能的つながり以上の乙れといった理由なし

に， 自分の生まれた家にとどまっていた人達であっ

た．こうした家族は終身賃借権保有者が多く，住んで

いる家は自費で建てていた．そしてその代が亡び，土

地の借周期限が切れると，週ぎめや月ぎめの借地人に

なっていた． しかし’情深い地主でないかぎり地主はす

べて政策的に，自分の地所に雇れていないこのような

取るに足らない借地人は認めず，自分のと乙ろの働き

手が利用するに足るだけの数だけ残し，期限が切れる

と，片っぱしから壊してしまう乙とになっている．農

村生活のパックボーンを形成していたとの居住者達は

町に逃げて難をのがれざるを得ない．乙の過程は，統

計学者は『田舎の住民が大都市に向う傾向』と呼んで

いるが，実は水を無理矢理丘の上に流れさせる傾向で

ある」32)

『森林地に住む人々』のシャーモンド夫人も乙のよ

うな地主の一人であった．古巣を放棄しなければなら

なかった人々の哀惜の念は無関心さの仮面にかくされ

ていたので，直接接触したものでなければ想像できな

いという．冷酷なやり方なので「そのため追放された

人々はすべて現存するさまざまな秩序に対し決して許

しがたき敵意を抱いていた」33).

ハーディ家自身が乙の階級に属し，それ故屈折した

主観が顔をのぞかせているようである．農夫たちの都

会への流出を憐みと同情でもって見送ったとすれば，

「彼達よりも明かに上に位置する興味深い，もっと教

養のある階級」が「道徳のためを図って追放」される
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のは，自分の仲間うちの不当な放逐に対する抗議申し る職業となった．

立てに相当するといえそうである． テスが働いていた酪農場も同じ情勢下にあった．雨

出戻り娘をかかえたテス一家が故郷に居たたまれな もよいのたそがれ時，停車場の時聞に聞に合うようテ

くされたように，乙のような半ば独立した住民は必ず スとクレアは，しぼりたての牛乳を馬車につみ，駅へ

しも他の範となる敬度な教会通いでもなく，悪の温床 と急いだ．近づくと，かすかに光が見え始めている方

とされていた． 「悪への自然な傾向も田舎住いでは表 へ進む． そ乙では昼間だと緑の樹木を背景iζ 汽車の

に出ずにすむであろうし」 「とれまで農村lとむらなく 「白い思い出したような蒸気」が、「彼等の人里離れた

散らばっていた住民を，少数の都市に，従って過密に 世界と現代生活とを間歌的に接触させていた」

なるのも必然だが，定職もないのに無理に集中させて

も道徳の大義にかなうはずがない」34）というのが彼の Modern life stretched out its steam feeler 

言い分である． to this point three or four times a day, 

ハーディのとのような階級意識ないしは偏見が彼の touched the native existences, and quickly 

創作心理の中に無意識的lとせよ，働いていたといえよ withdrew its feeler again, as if what it touched 

う．乙の車離はハーディの創作原理である自然対文明 had been uncongenial37l. 

という図式を，実質的には，自然・農夫対文明という

形に変容させている．その最もよい例の一つが『帰郷」 乙乙でも汽車は『狂乱の群集を離れて』の中で農夫

に現れている．乙乙では，創作としての小説では自然 が見送った汽車のように，田園にとっては「異質」な

対文明がエグドンヒース対文明（ないしは人間）とは ものとみなされている．雨にぬれたレールを走ってく

ならず，エグドンヒース・農民対文明（ないしは教養 るシッシッという，機械文明を国中に伝播させる機関

人）となっている． 『英国小説』の著者ウォ Jレター・ 車のクランクや車輪は「世間ずれしていないテス」に

アレンの指摘する通りだと思われる． 「乙れほど異質なものはありえなかった」

Christian Cantle, Granfer Cantle, Timothy 

Fairway, Sam the turf-cutter, and the rest are 

as much a part of nature, of the life of the 

heath, as the toads in March that make noises 

like very young ducks. Not so Clym, Eustacia, 

Thomasin, and Wileve: these are cut off from 

nature, and that they are cut off means they 

are undone, though in the case of Thomasin, 

Hardy altered his original conclusion of the 

novel to provide her with a happy endings幻．

クリムや『テス』のエンジェ Jレなどは偽善者である

と D.H. ロレンスから酷評されるととになったのも

当然のことであろう．

ウエセックスの田園は暗いばかりではなかった．穀

物法の撒廃に与って力のあったのに酪農があった．牛

の飼料に安価な穀物が必要であったからである．安い

パンを求めた都市労働者の要求ばかりではなかった．

法の廃止は長い目で見れば英国耕作農には痛い打撃で

あったろうが，多くの耕地が牧場となり， なかんず

く，「牛乳や卵子等の腐敗しやすい物の生産者は最も有

利な立場にあった」36）外国産のバターや缶詰肉もまだ

重大な脅威となっていなかった時代であった．彼等は

鉄道で大量の牛乳をロンドンに供給し，やがて繁栄す

ハーディは国の政治経済を真正面から論じるととは

絶えてなかったが，登場人物のさりげないととばの中

に，それに匹敵する千鈎の重みをもたせている． 「現

代文明の触手」は，短い荷積作業の聞に，感受性の強

いテスの心に「物質上の進歩の渦巻」を残していっ

た．夜行使で送った牛乳を「ロンドンの人達が朝御飯

にそれを飲むのですね．見ず知らずの人達が」38）とい

う社会機構が不可思議でならなかった．

しかし，ハーディは，いつもの乙とながら，牧歌的

生活には「性に合わない」異質の触手をも未来の展望

のなかに確実に評価していた．小さい停車場の煤けた

光は「貧弱な地上の星ではあったが，またいかに不面

目な対照をなしていても，タ Jレボセイズ酪農場と人類

にとり，ある意味では天の星よりも大切なものであっ

た．」叩如何なる意味においてであるかは，テスの生

活圏より少しロンドン寄りのウエセックス東北部を舞

台にしたハーディ最後の長編小説『日陰者ジュード』

(1896）を一読すれば明らかなはずである．

初めに見た通り，彼の処女作『窮余の策』では，鉄

道は探偵小説風の道具だ、てにすぎなかった．以後農村

生活には「性に合わない」ものとして遠のいていた．

彼の後期作『テス』ではウエセックスの牧場とロンド

ン市民の台所とを結ぶ文明の利器として再登場してき

ている．乙乙で輸送機関としての鉄道を問題にしてい

るのではなく，作家ハーディの関心が社会的にどう移

ってきたかを示すーっの指針としているに過ぎないの
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は断るまでもなかろう．

『ジュード』ではロンドンの母親の許からオノレドプ

リッカム（＝レジン）に住む父親まで夜行列車で単身

送られる少年が腰かけており，隣の座席には猫を入れ

た龍をひざの上にのせた労働者風の女なと、が乗ってい

る．ある女と出掛けた帰りに乗った夜汽車の車両が翌

朝別の女と外出するときたまたま同じ車両であったと

か，市民生活の足として主人公達は日常乗し回してい

る．田舎出身のジュードが都会育ちのシューとの逢瀬

の場所としてカセドラノレへと促したが， 「腰掛けるの

なら駅のほうがいい．今では駅が町の生活の中心であ

る．カセドラノレは昔の乙とです」と答えられ，彼女の

モダンさに驚嘆する．

‘Cathedral? Yes. Though I think I'd rather 

sit in the railway station. That’s the centre 

of the town life now. The Cathedral has had 

its day ！’ 

官owmodern you are！’ 

『ジュド』は，最も新しく最も古い学問の町クライ

ストミンスター（＝オックスフォード）に出てきた向

学心に燃える青年の脱田園記とその後をめぐるモダー

ンな小説としてそ乙にある．

（注）

1) F. B. Pinion: A Hardy Companion, Mac-

millan, St. Martin’s Press. New York, 
1968. p. 19 

2) Thomas Hardy : Far from the Madding 
Crowd, Macmillan (Pocket Edition) p. 133 

3) Thomas Hardy: The Mayor of Casterbridge, 
Macmillan (Pocket Edition) p. vi 

4) G. M. Trevelyan: lllustated English Social 
Histoη1, (Pelican Book) p. 17 

5) Merryn Williams: Thomas Har，のandRu-
ral England. The Macmillan Press Ltd. 

1972, p. 4 

6) Illustrated English Social History，前掲書p.171 

7) Thomas Harday and Rural England, 前掲

書 p.5 

8) Illustrated English Social Histoη，前掲書 p.171

9) 10) 同書 p.173 

11) D. Brown : Thomas Hardy, Longmans, 

1961, p. 36 

12) Illustrated English Social Hist01ッ，前掲書 pp.

213-4 

13) Thomas Hardy: The Return of the Native, 
Macmillan (Pocket Edition) p. 203 

14) Thomas Hardy ：“The Son’s Veto" in 

Life’S Little Ironies. Macmillan (Pocket Edi-
tion), p. 39 

15) 同書 p.52 

16) Thomas Hardy: Tess of the du1伽rvilles.
Macmillan (Pocket Edition) p. 207 

17) Thomas Hardy and Rural England.前掲書pp.

37-8 

18) Florence Emily Hardy: The Life of Tho-
mas Nardy, Macmillan, p. 161 

19) Thomas Hardy ：“The Dorsetshire La-

bourer”in Thomas Har，砂’sPersonal Writings 
(ed. by H. Orel) Macmillan, 1967, p. 170 

19) Tess of the d’Uゆervilles，前掲書 p.154 

20) “The Dorsetshire Labourer”前掲書 p.170 

21) 同書 p.171 

22) 同書 p.173 

23) 同書 p.174 

24) 同書 p.181 

25)26) 同書 pp.181-5 

27) 同書 p.183 

28) Thomas Hardy and Rural England.前掲書 p.9

29) “The Dorsetshire Labourer”前掲書 p.184 

30) Thomas Hardy and Rural England前掲書 p.10

31) “The Dorsetshire Labourer”前掲書 pp.
184-5 

32)33)34) 同書 pp.188 9 

35) Walter Allen: The English Novel, (Perican 
Book) p. 250 

36) Thomas Hardy and Rural England前掲書 p.5 

37) Tess of the d’U rbervilles前掲書 p.241 

38) 同書 p.242 

39) 同書 p.241 

40) Thomas Hardy: Jude the Obscure, Macmil-
Ian (Pocket Edition) p. 160 

訂正：本校紀要第 16号（昭和 55年1月発行）所載の

「近代我の源をもとめて（2）」のうち 127頁右

欄上から 22行目から 8行を同欄上から 36行目

と37行自の聞に移します．
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（一
O

一）
（一
O
ニ）

（一
c＝一）

（一
O
回
）

（一
C
五
）

（一
2
0

（
一
八

O
一
l
八
五
）
公
衆
衛
生
問
題
に
尽
力
し
た
。

英
国
イ
ン
、
グ
ラ
ン
ド
西
部
ラ
ン
カ
シ
ヤ

l
西
部
の
港
市
。

ア
メ
リ
カ
第
十
七
代
大
統
領
。

南
西
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
デ
ボ
ン
シ
ャ
！
の
首
都
、
レ
ー
ス
編
工
業
の
中
心
。

ノ
l
フ
ォ
ー
ク
州
の
特
別
市
、
ノ
ル
マ
ン
人
の
遺
跡
あ
り
。

北
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ヨ

l
ク
シ
ャ
州
、
ウ
エ
ス
ト
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
特
別
市
重
工

業
、
窯
業
、
化
学
工
業
等
の
盛
ん
な
工
業
都
市
。

グ
ロ

l
ス
タ

l
シ
ャ
！
の
特
別
市
、
貿
易
、
文
化
の
中
心
。

（
一
八

O
七
｜
七
六
）
政
治
家
、
プ
ラ
イ
ト
が
彼
を
マ
丘
町

E
m
E
Z
E印

旬。－

E
s－
2
5
。
同
〉
仏
巳
Z
B・
」
と
書
い
た
と
い
う
話
が
残
っ
て
い
る
。

（
一
七
八
四
｜
一
八
五
回
）
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
問
題
、
ア
メ
リ
カ
奴
隷
制
度
反
対
の

運
動
に
活
躍
し
た
。

（一口七）
（一口八）

（一
C
九
）

-71-
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（五九）
（六〔））

（六一）
（六ニ）

「
そ
の
ご
注
（
ヱ
ハ
）
参
照
。

「
そ
の
こ
注
（
二

「
そ
の
ご
注
（
二
四
）
参
照
。

問。
σσ
ユ
（
一
八

O
七

l
七

O
）
ア
メ
リ
カ
の
軍
人
、
南
北
戦
争
の
南
軍
の
指
揮

官
同
。

d－

3
8回
虫

E
H】

m
O
ロ
（
一
八
二
二

i
八
五
）
ア
メ
リ
カ
の
軍
人
、
政
治
家
、
南

北
戦
争
の
北
軍
の
総
司
令
官
、
ア
メ
リ
カ
の
第
一
八
代
大
統
領
。

〉

σEσ
凶
自
（
一
八

O
九
l
六
五
）
ア
メ
リ
カ
の
第
一
六
代
大
統
領
、
大
統
領
時
代

に
南
北
戦
争
と
な
り
、
南
軍
を
敗
っ
て
奴
隷
解
放
令
を
公
布
し
た
。
（
一
八
六
二
）

暗
殺
さ
れ
た
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
西
部
、
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
付
近
の
都
市
、
一
八

四
四
年
初
め
て
協
同
組
合
が
設
立
さ
れ
た
。

イ
ン
、
グ
ラ
ン
ド
南
部
の
州
、
首
都
∞
巳
山
田
宮
品

未
詳
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
の
都
市
、
鉄
工
、
綿
織
物
の
産
地
。

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
！
の
北
に
あ
る
都
市
。

ノ
l
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
都
市
。

未
詳

0

2
・

3ztω
司
F
E
の
騒
乱
（
一
八
一
九
・
八
・
二
ハ
）
男
女
、
子
供
約
六
万

人
の
労
働
階
級
の
人
々
が
、
ヘ
ン
リ
l
・
ハ
ン
ト
の
議
会
改
革
と
穀
物
法
廃
止
の

演
説
を
聞
き
に
集
る
。

乙
の
集
会
に
軍
隊
が
出
動
し
、
死
者
一
一
名
、
負
傷
者
四

O
O名
以
上
、
と
い
う

犠
牲
者
が
出
る
。
シ
エ
リ
ー
は
こ
の
事
件
に
憤
慨
し
て
吋
宮
足
S
A
N
S
偽
曳
弘
子

令
書
守
（
一
八
三
二
）
を
書
く
。

「
そ
の
三
」
注
（
三
九
）
参
照
。

「
そ
の
ご
注
（
五
一
己
参
照
。

ス
ペ
イ
ン
南
西
海
岸
、
ネ
ル
ソ
ン
提
督
が
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
連
合
艦
隊
を

撃
破
し
た
。

認
。
。
口
三
国

0
2巴
O

（
一
七
八
五
l
一
八

O
五
）
イ
ギ
リ
ス
海
軍
提
督
、
国
民
的

英
雄
。

ヨ
l
ク
シ
ャ
州
の
一
部
。

「
そ
の
ご
注
（
七
）
参
照
。

（
一
七
九
三
l
一
八
五
九
）
奴
隷
反
対
協
会
、
平
和
協
会
な
ど
で
国
際
的
に
活
動

（六＝一）
（六回）

（六五）
（主〈）

（六七）
（六八）

（六九）
〈七（））

（七一）
（七ニ）

（七＝一）
（七回）

（七五）
（主〈〉

（七七）
（七八）

（七九）
（八口）

（八一）
（八二）

し
た
。

（
一
八

O
九
l
七
二
）
ス
タ
1
ヂ
の
友
人
、
キ
ン
グ
ス
ウ
ッ
ド
の
ピ
ン
製
造
業
者

（
一
八

O
七
｜
八
一
）
ス
タ
l
ヂ
・
チ
ャ

l
ル
ト
ン
と
共
に
平
和
運
動
に
活
躍
し

た。バ
ル
カ
ン
半
島
の
南
東
端
、
往
時
の
国
首

ω
E
E
E
の
あ
と
に
わ
。

g
g
E
E
O

大
帝
が
築
い
た
都
市
、
現
在
は

rzロ
E
－
と
い
う
。

パ
レ
ス
チ
ナ
の
古
首
府
で
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
ユ
ダ
ヤ
人
、
回
教
徒
な
ど
の
巡
礼

の
聖
地
。
現
在
旧
市
街
は
守

E
S
領
、
新
市
街
は
同

ω50－
共
和
国
の
首
府
。

「
そ
の
ご
注
（
六
）
参
照
。

（
一
八
一
九
｜
六
一
）
ド
イ
ツ
の
ザ
ク
ス
ユ

l
プ
ル
グ
公
、
英
国
〈
F
2
2
E
女

王
と
結
婚
、
英
国
に
欲
化
し
、
司
ユ
ロ
n
o
n
o
ロ
ω
。
ユ
と
し
て
知
ら
れ
た
。

「
そ
の
一
」
注
ハ
八
五
〉
参
照
。

「
そ
の
二
」
注
（
五
）
参
照
。

ヨ
ー
ク
シ
ャ
、
ウ
エ
ス
ト
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
都
市
、
各
種
工
業
が
盛
ん
、

紀
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
メ
ア
リ
l
女
王
が
幽
閉
さ
れ
た
所
。

（八＝一）
（八四）

（八五）
（八六）

（八七〉
（八八）

（九八）

一
六
世

（八九）
（九（〕）

ロ
シ
ヤ
皇
帝
の
乙
と
。

未
詳
。

- 70ー

（九一）
（九二）

「
そ
の
一
こ
注
（
一
四
）
参
照
。

「
そ
の
一
」
一
六
七
頁
参
照
。

（九一ニ）
（九四）

（九五）

「
そ
の
二
」
注
（
四
一
）
参
照
。

「
そ
の
二
」
注
（
五
六
）
参
照
。

ヨ
ー
ク
シ
ャ
、
ウ
エ
ス
ト
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
都
市
、
金
属
、
石
炭
、
木
工
業
が
盛

ん
な
工
業
都
市
。

ロミ
E
（
一
七
一
一

l
七
六
）
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
哲
学
者
、
歴
史
家
、
政
治

家。（
一
七
九
九

l
一
八
六
九
）
何
？

E
え

の

g品
。
の

g奇
ミ

ω
E
F
ω
仲
間
口
円
ミ

一
八
四
六

l
一
八
六
八
保
守
党
首
首
相
の
塵
に
三
度
就
く
。

未
詳
。

「
そ
の
こ
注
（
八
六
）
参
照
。

カ
ー
ル
ト
ン
・
ク
ラ
ブ
（
英
国
保
守
党
ク
ラ
ブ
で
一
八
三
二
年
、
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン

公
が
ロ
ン
ド
ン
に
設
立
し
た
o
n
mユ
Z
ロ
国
o
ロ
ωO
（口

glH∞
∞
∞
）
旧
御
用
邸
の

名
、
そ
の
附
近
に
こ
の
ク
ラ
ブ
が
あ
る
。

（九六）
（九日］）

（出八）
（九九）

（一
0
0）



第 17号有明工業高等専門学校紀要170 

（一九）
（ニ
O
）

（ニ一）

ス
イ
ス
北
西
部
ラ
イ
ン
川
に
臨
む
パ

l
ゼ
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
州
の
州
都
。

「
そ
の
二
」
注
（
四
）
参
照
。

ス
ペ
イ
ン
王
位
継
承
問
題
で
、
プ
ロ
シ
ア
の
強
引
さ
に
憤
慨
し
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
三

世
が
、
ピ
ス
マ
ル
ク
の
術
策
に
陥
り
開
戦
し
、
完
敗
し
た
戦
争
。

一
八
七
一
年
プ
ロ
イ
セ
ン
軍
撤
退
後
三
月
十
八
日
か
ら
五
月
二
十
八
日
ま
で
パ
リ

を
支
配
し
た
社
会
主
義
政
権
。

（ニニ〉

,,....... ,,....... ，－、、 r・＇r、r町、 r、、 r、、，目、，『、 r、、 r『、
＝＝＝＝＝一一一一一一一一一一一一一－Eヨ三三二二ー－ cコブu .r¥. －！ゴ P匂豆三区耳三三、J 、J 、J 、＿，...：＿，，....＿，，＇－＇....＿，＇－＇、＿， '-' '-' 

「
そ
の
ご
注
（
三
五
）
参
照
。

未
詳
。

未
詳
。

「
そ
の
ご
注
（
四
七
〉
参
照
。

未
詳
。

「
そ
の
こ
注
（
四
五
）
参
照
。

「
そ
の
＝
こ
注
（
一
一
四
）
参
照
。

「
そ
の
一
一
」
注
（
三

O
）
参
照
。

「
そ
の
二
」
注
会
二
）
参
照
。

「
そ
の
こ
注
（
九
）
参
照
。

司円
g
n
z
d〈
O
B
3
ω

の
Z
2
2
2
u
g
m
－g
（
一
八
一
八
l
一
九
一
四
）
英
国

の
政
治
家
・
国
会
議
員
（
一
八
五
二

l
五
五
〉
。
吋
吉
見
ミ
羽
毛
。
治
R
（
一
八

九
九
）
の
著
者
。

紀
元
前
三
五

O
年
乙
ろ
の
ギ
リ
シ
ャ
の
彫
刻
家
。

も
ち
ろ
ん
、
プ
ラ
ク
シ
テ
レ
ス
な
ど
と
は
比
べ
よ
う
も
な
い
凡
才
の
職
人
と
し
て

筆
者
が
仮
り
に
挙
げ
た
名
。

「
そ
の
三
」
注
（
五
八
）
参
照
。

同問

m
g
g
E
Eロ
m
a
o
s
（
一
八

O
六
｜
五
九
）
英
国
の
土
木
技
師
・
造
船
技

師
。
あ
る
い
は
そ
の
父
の
、
同
じ
く
土
木
技
師
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
主
任
技
師

を
勤
め
た
盟
ロ
宮
釦
円
。

r
m
B
Z
E
（
一
七
九
三
l
九
九
）
か
。

「
そ
の
三
」
注
（
一
三
）
参
照
。

労
働
協
約
の
一
種
で
、
採
用
お
よ
び
継
続
雇
用
は
労
働
組
合
員
の
み
に
限
り
、
組

合
脱
退
者
は
解
雇
し
、
ま
た
雇
用
に
つ
い
て
は
雇
用
主
が
労
働
組
合
と
協
議
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

未
詳
。

（＝一
E

）

（呈〈）
（三七）

（三八）
（＝完）

（回（））
（四一〉

（四ニ）

ポ
l
プ
（
句
。
U
0
・
〉
・
）
の
『
批
評
論
』
（
k

吉
岡

a
e
g
む
よ
と
の
な
遺
）
中
の
乙
と

J
4
0
 

（
一
八

O
七
l
八
二
）
イ
タ
リ
ア
の
愛
国
者
・
将
軍
。

一
八
三
九
年
リ
チ
ャ

l
ド
・
コ
プ
デ
ン
（
岡
山
岳

m
E
n
o
E
g）
が
主
唱
結
成
し

た
、
穀
物
の
輸
入
税
の
廃
止
を
求
め
る
連
盟
。

Hovロ
河
口
ωω
巴
・
同
師
同
開
問
己
（
一
七
九
二
ー
一
八
七
八
）
英
国
の
政
治
家
・
首
相

（
一
八
四
六

l
五
二
、
一
八
六
五

l
六
六
）
。

印｝
H
O
円。

E
Z
V
回目

mv
∞仲
H

O

E
－同

oロロ
a
m
E
R
V
’K戸
Emm四件。，吋
0
4
2円
回
ユ
amo

の
東
に
あ
り
、

F
g
川
に
到
る
部
分
。
か
つ
て
は
貧
民
街
で
あ
っ
た
。

「
そ
の
ご
注
三
一
）
参
照
。

（
一
七
七
一

l
一
八
五
四
）
イ
ギ
リ
ス
の
急
進
的
改
革
運
動
者
。
労
働
組
合
を
禁

ず
る
結
社
法
廃
止
に
尽
力
、
十
年
を
要
し
て
よ
う
や
く
成
功
。
議
会
改
革
達
成
の

た
め
蜂
起
を
計
画
し
（
一
八
三
一

l
三
二
）
、
改
革
達
成
後
、
政
治
運
動
か
ら
退

い
た
。

（
一
七
六
五

l
一
八
三
七
）
。
英
国
王
（
一
八
三

O
l三
七
三
ジ
ョ
ー
ジ
四
世
の

弟。「
そ
の
ご
注
合
二
）
参
照
。

ロ
ン
ド
ン
の
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
に
あ
る
広
場
。
中
央
に
ネ
ル
ソ
ン
の
像
を
い

た
だ
く
記
念
柱
が
あ
り
、
そ
の
柱
脚
を
演
壇
と
し
て
し
ば
し
ば
民
衆
示
威
運
動
が

行
わ
れ
る
。

「
そ
の
二
」
注
（
四
）
参
照
。

司ユ
oa止
の
伊
（
一
八
二

O
l九
五
〉
ド
イ
ツ
の
社
会
主
義
者
、
マ
ル
ク
ス
の
共
働

者。（
一
八
二
三
l
一
九
一

O
）
英
国
の
評
論
家
・
歴
史
家
。
帝
国
主
義
に
反
対
し
、

プ
ラ
イ
ト
に
傾
倒
し
て
、
ア
メ
リ
カ
を
訪
れ
、
コ

l
ネ
ル
大
学
英
国
史
教
授
、
の

ち
ト
ロ
ン
ト
へ
移
る
。
ア
メ
リ
カ
歴
史
学
会
長
。

乙
の
年
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
運
動
は
最
後
の
高
ま
り
を
見
せ
、
軍
隊
の
戒
厳
令
下
に

大
示
威
運
動
を
行
っ
た
。

「
そ
の
ご
注
（
二
一
）
参
照
。

国
弘
司
阻
止
∞
旬
。
ロ
の
ゆ
吋
（
一
八
三
一
ー
一
九
一
五
）
英
国
の
歴
史
家
。
ハ
リ
ソ
ン
な

ど
と
実
証
哲
学
者
運
動
を
指
導
。
ロ
ン
ド
ン
大
学
歴
史
学
教
授
（
一
八
五
九
｜

八
九
三

E
Bロ
ロ
仏
印
旬
。
ロ

ω
R
の
寓
話
詩
、
回
。
。
W

H

l

園
（
一
五
九
O
）
回

g
w

（
一
五
九
六
〉
。

ハ回＝一）
（四回）

（目玉）
ハ四六）

（四七）
（四八）

（四九）
（五（））

（五一）
（五ニ）

（五＝一）
（五回）

（五五）
（杢（）

（五七）
（五八）
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パ
l
ミ
ン
ガ
ム
と
そ
の
他
の
都
市
は
義
務
を
果
し
た
け
れ
ど
も
、
法
案
は
通
過
し
な
か
っ

た
。
法
案
の
通
過
を
見
な
か
っ
た
た
め
、
一
般
の
改
革
へ
の
関
心
が
大
き
く
な
っ
た
。
グ
ラ

ッ
ド
ス
ト
ン
政
府
が
一
八
六
六
年
六
月
に
敗
退
し
、
ダ
ー
ビ
ー
と
デ
ィ
ズ
レ

1
り
が
権
力
の

座
に
返
り
咲
く
と
、
プ
ラ
イ
ト
は
改
革
運
動
を
し
て
い
る
ほ
ぼ
全
部
の
会
派
の
集
会
を
提
案

し
た
。
保
守
党
と
ア
ダ
ラ
マ
イ
ト
党
は
国
民
の
敵
の
熔
印
を
押
さ
れ
た
。
「
ダ
ー
ビ
ー
卿
の

役
目
を
引
き
継
く
こ
と
は
、
労
働
階
級
に
戦
宣
布
告
を
す
る
乙
と
で
あ
る
。
改
革
者
の
目
的

は
英
国
の
体
制
を
ひ
っ
く
り
返
す
こ
と
で
は
な
く
て
、
何
は
ば
か
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
を
そ

っ
く
り
英
国
民
の
手
に
も
ど
す
乙
と
で
あ
る
。
」
と
彼
は
言
っ
た
。

改
革
者
の
目
的
は
、
結
局
、
一
八
六
六
年
の
夏
に
果
さ
れ
た
。
ハ
イ
ド
・
パ

1
ク
の
「
暴

動
」
の
後
は
、
改
革
問
題
は
「
た
だ
単
に
期
日
と
程
度
の
問
題
に
」
さ
れ
て
し
ま
っ
た
、
と

『
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
リ
ー
ダ
ー
』
（
岡
高
－
ロ
h
p
h
g吾
、
）
は
論
評
を
書
い
た
。
プ
ラ
イ
ト

が
、
パ

l
ミ
ン
ガ
ム
で
八
月
に
、
二
万
以
上
の
群
衆
に
演
説
を
し
た
後
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

紙
（
吋
言
同
S
き
達
町
民
）
は
、
保
守
党
は
今
や
、
一
会
期
を
か
け
て
も
、
改
革
を
お
流
れ
に

出
来
な
い
、
と
書
い
た
。

大
衆
運
動
の
爆
発
は
、
下
院
に
お
け
る
改
革
論
争
の
前
奏
曲
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
論
議

は
騒
々
し
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
論
争
が
続
く
の
を
妨
げ
た
り
、
や
り
方
に
つ
い
て
の

批
判
を
静
め
た
り
は
で
き
な
か
っ
た
。
一
八
六
七
年
の
選
挙
法
改
正
案
は
、
遂
に
そ
の
芽
を

出
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
急
進
派
の
思
想
と
ト
l
リ
l
党
の
柔
軟
性
が
産
み
出
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
ロ
パ

I
ト
・
ロ

l
は
、
好
戦
的
な
急
進
主
義
と
同
じ
く
ら
い
に
ト
l
リ
ー

の
民
主
主
義
を
恐
れ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
に
最
後
ま
で
反
対
し
た
。

プ
ラ
イ
ト
は
、
特
に
群
衆
の
目
の
前
で
、
大
い
に
面
目
を
ほ
ど
乙
し
た
。
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

ー
・
エ
グ
ザ
ミ
ナ
l
紙
（
同
三
宮
足
室
町
宮
崎
町
内
、
同
誌
さ
ま
る
が
、
下
院
の
釣
合
い
を
と
り
な

お
す
た
め
に
、
国
民
の
声
が
求
め
ら
れ
た
と
と
に
よ
り
、
法
案
は
通
過
し
た
、
と
述
べ
る
時

そ
れ
は
社
会
の
常
識
的
な
見
解
を
述
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
国
民
は
自
ら
の
政
治
組
織
を

決
定
し
た
。
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
、
プ
ラ
イ
ト
両
氏
が
国
の
意
志
機
関
の
役
割
に
あ
っ
た
。
」

グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
は
一
般
の
評
価
を
得
て
、
デ
ィ
ズ
レ

I
リ
は
そ
う
い
う
自
に
会
わ
ぬ
と

は
、
デ
ィ
ズ
レ

I
リ
に
と
っ
て
は
公
正
を
欠
い
た
と
と
で
あ
っ
た
。
ー
ー
し
か
し
、
プ
ラ
イ

ト
の
影
響
力
は
誰
も
否
定
で
き
な
い
乙
と
で
あ
っ
た
。
プ
ラ
イ
ト
自
身
当
然
大
歓
び
し
て
、

そ
の
最
終
結
果
の
た
め
に
面
目
を
か
ち
得
た
の
だ
。
「
私
の
主
義
主
張
は
、
終
始
、
法
の
精

神
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、
私
が
歩
い
た
道
は
、
ま
っ
た
く
、
愛
国
心
に
も
と
づ
く
も
の
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
一
八
六
七
年
と
い
う
年
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
す
。
今
日
ま
で

ヴィクトリア時代の人々ーその 4

私
に
浴
び
せ
ら
れ
た
批
難
・
悪
罵
が
、
今
乙
そ
、
完
全
に
誤
り
で
あ
る
乙
と
が
証
明
さ
れ
た

の
で
す
。
」
と
彼
は
言
っ
た
。

注

（一）

有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
第
十
四
号
「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
人
々
ー
ー
そ

の
ご
（
以
下
「
そ
の
ご
と
略
す
）
注
つ
ゴ
己
参
照
。
ま
た
同
第
十
六
号
「
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
人
々
ー
ー
ー
そ
の
一
二
」
（
以
下
「
そ
の
一
二
」
と
略
す
」
の
第
六

章
に
詳
述
。

ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
！
広
場
と
聖
ジ
ェ

l
ム
ズ
宮
を
つ
な
ぐ
ロ
ン
ド
ン
の
通
り
。
次
の

聖
ジ
ェ

l
ム
ズ
通
り
と
共
に
、
社
交
ク
ラ
ブ
の
多
い
乙
と
で
有
名
。

英
国
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
東
部
、
ヨ
ー
ク
シ
ャ

l
州
南
東
部
の
港
市
。

有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
第
十
五
号
「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
人
々
ー
ー
そ

の
二
」
（
以
下
「
そ
の
二
」
と
略
す
）
注
（
九
）
参
照
。

「
そ
の
こ
注
〈
二
五
）
及
び
「
そ
の
一
三
第
五
章
参
照
。

（
一
八
一
一
｜
九
六
）
米
国
の
女
流
小
説
家
、
奴
隷
制
度
廃
止
論
者
。

未
詳
。

「
そ
の
こ
注
（
一
九
）
参
照
。

（
一
八
一
九

l
六
九
〉
英
国
の
チ
ャ
l
テ
イ
ス
ト
運
動
の
指
導
者
・
詩
人
・
小
説

家。一
八
三
八
年
｜
四
八
年
に
英
国
に
起
乙
っ
た
お
も
に
労
働
者
階
級
に
よ
る
政
治
改

革
を
目
的
と
し
た
運
動
。

国

o
m丹江

8
（呂町∞
l
H
E∞
）
、
そ
の
夫
自
a
H
M
O
M
可
（
呂
町
也
I
H
2
3。
と
も
に
英
国
の

経
済
学
者
・
社
会
改
良
家
・
著
述
家
・
社
会
学
者
。

「
そ
の
ご
注
（
四
）
参
照
。

「
そ
の
ご
注
（
二
七
）
参
照
。

未
詳

未
詳

英
仏
そ
の
変
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
労
働
者
の
国
際
的
社
会
主
義
組
織
。
一
八
六
四
年

マ
ル
ク
ス
を
中
心
と
し
て
世
界
の
労
働
者
の
団
結
と
そ
の
利
益
の
促
進
の
た
め
結

成
さ
れ
、
一
八
七
六
年
に
解
散
。

「
そ
の
こ
注
（
二

O
）
参
照
。

ベ
ル
ギ
ー
中
部
の
都
市
で
同
国
の
首
都
。
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（一一）
（一ニ）

（四）
（五）

（
ム
ハ
）

（七）
（八）

（九）
（一
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（一一）
（一ニ）

（一＝一）
（一四）

（一五）
（一六）

（一七）
（一八）
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第 17号

一
八
六
六
、
六
七
年
の
選
挙
区
改
正
の
厳
し
い
戦
い
で
、
プ
ラ
イ
ト
は
一
八
六

0
年
代
に

出
来
て
い
た
新
し
い
都
市
型
の
新
進
派
の
組
織
集
団
に
依
存
す
る
乙
と
が
で
き
た
。
ト
ロ
ロ

ー
プ
の
「
パ

l
セ
ッ
ト
シ
ャ

1
」
に
対
し
て
別
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
常
に
存
在
し
て
い
た
。

大
都
市
が
乙
う
言
わ
れ
た
の
だ
が
、
「
人
口
の
多
い
地
域
」
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
中
期

に
は
、
表
面
上
静
ま
り
か
え
っ
て
い
て
も
、
完
全
に
平
穏
な
状
態
は
絶
対
な
か
っ
た
。
例
え

ば
一
八
六
四
年
、
パ
ー
マ
ス
ト
ン
が
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
（
回

g
丘
o
E）
に
行
っ
た
時
、

一O
四）

彼
は
テ
ィ
ヴ
ァ

1
ト
ン
（

4
2
2
Zロ
）
と
い
う
彼
自
身
の
デ
ボ
ン
シ
ャ

l
〈

U
0
4
。ロ，

日
宮
町
。
）
の
小
さ
な
選
挙
区
で
経
験
し
た
も
の
と
は
非
常
に
異
る
接
待
を
受
け
た
。
労
働
者

階
級
の
人
々
は
黙
礼
を
し
た
し
中
産
階
級
の
指
導
者
達
は
、
無
愛
想
に
、
「
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ

ー
ド
の
人
は
極
端
な
意
見
を
持
っ
て
い
ま
す
。
」
と
言
い
、
そ
の
中
の
一
人
は
続
け
て
、
「
貴

兄
が
ロ
ン
ド
ン
に
お
帰
り
に
な
っ
た
ら
、
立
派
な
お
仲
間
の
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
氏
を
訪
ね
て

彼
が
選
挙
法
改
正
の
演
説
を
し
た
時
は
、
貴
方
が
考
え
に
な
る
程
そ
う
大
し
た
誤
り
を
犯
し

た
の
で
は
な
い
、
と
お
伝
へ
下
さ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
言
っ
た
。

パ
ー
マ
ス
ト
ン
の
残
後
は
、
都
市
の
急
進
思
想
は
、
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
以
上
の
人
口
を

か
か
え
た
所
で
一
層
騒
々
し
く
な
っ
た
。
国
会
議
員
の
中
に
は
「
選
挙
権
の
な
い
人
の
候
補

者
」
と
し
て
立
つ
者
も
い
た
、
そ
し
て
多
く
の
都
市
の
集
会
で
は
、
出
席
し
て
い
る
大
多
数

三
O
五）

の
者
が
選
挙
権
の
な
い
人
で
あ
っ
た
。
男
子
選
挙
権
協
会
や
政
治
団
体
が
、
ノ

l
リ
ッ
チ

（一

O
六

）

〔

一

O
七）

（Z
2
4
1
n
y〉
リ
l
ズ
ハ
F
o
o
s
c
、
ブ
リ
ス
ト
ル
（
即
三
え
巳
）
と
離
れ
た
町
で
、
発
足
し

た
。
改
革
連
合
や
改
革
連
盟
な
ど
の
大
き
な
団
体
は
、
こ
う
い
う
地
方
組
織
の
支
持
を
当
て

に
し
た
。

グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
が
一
八
六
六
年
三
月
に
選
挙
法
改
正
案
を
提
出
す
る
演
説
を
し
た
後
、

タ
イ
ム
ズ
は
、
一
八
六

O
年
と
同
じ
調
子
で
、
次
の
様
に
書
い
た
。
「
拍
手
も
な
け
れ
ば
反

響
も
湧
か
ぬ
。
耳
を
そ
ば
だ
て
て
、
か
す
か
な
り
と
も
賛
成
の
声
か
、
反
対
か
、
そ
れ
と
も

地
方
の
ぎ
り
ぎ
り
の
承
認
の
声
を
求
め
た
が
無
駄
で
あ
っ
た
。
」
今
度
は
そ
の
論
調
は
誤
っ

て
い
た
。
二
週
間
以
内
に
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
、
パ

l
ミ
ン
ガ
ム
、
エ
ヂ
ン
パ
ラ
、
リ
l
ズ

、
リ
パ
プ
！
ル
、
ロ
ッ
ホ
デ
l
ル
な
ど
で
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
を
支
持
す
る
決
議
が
大
衆
運

動
と
な
っ
て
実
行
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
保
守
党
が
、
「
英
国
は
今
や
そ
の
体
制
に
不
足
は

な
い
」
と
主
張
し
て
い
る
丁
度
そ
の
時
に
、
変
革
を
支
持
す
る
人
々
は
決
定
的
な
戦
い
の
準

備
を
し
て
い
た
の
だ
。
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下
院
の
中
で
改
革
に
反
対
す
る
人
々
に
は
、
保
守
党
員
だ
け
で
は
な
く
、
プ
ラ
イ
ト
が

「
ア
ダ
ラ
マ
イ
ト
」
と
雲
、
自
由
党
の
相
当
大
き
な
グ
ル
ー
プ
の
人
も
若
気
て
い
る
乙

と
が
、
間
も
な
く
明
ら
か
に
な
り
始
め
た
。
最
初
は
、
彼
等
は
ホ

l
ス
マ
ン
と
ロ

1
、
二
人

か
ら
な
る
一
党
に
す
ぎ
な
い
と
彼
は
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
こ
の
二
人
組
か
ら
私
は
ス

コ
ッ
チ
・
テ
リ
ア
を
思
い
出
す
、
と
い
う
の
は
頭
と
尻
尾
の
見
分
け
が
つ
か
ぬ
く
ら
い
に
、

毛
む
く
じ
ゃ
ら
だ
っ
た
か
ら
。
」
し
か
し
、
結
局
、
そ
れ
は
少
な
く
と
も
「
四

O
人
の
盗
賊
」

か
ら
な
る
、
と
い
う
乙
と
を
彼
は
認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
皮
肉
に
も
、
ア
ダ

ラ
ム
党
の
存
在
は
、
改
革
派
の
人
々
を
不
利
に
す
る
よ
り
は
む
し
ろ
手
を
貸
し
た
と
と
に
な

る
の
だ
。
ロ
！
の
巧
み
な
言
葉
は
、
労
働
者
を
守
ら
ず
に
攻
撃
に
か
り
立
て
た
の
で
あ
る
。

「
労
働
者
階
級
を
無
関
心
の
眠
り
か
ら
醒
ま
し
、
彼
等
を
一
人
残
ら
ず
改
革
運
動
へ
と
か
り

（一

O
九）

立
て
た
の
は
ロ

l
氏
の
演
説
で
あ
る
。
」
と
フ
ォ

l
ス
タ
l
（
吋
。
円
巳
ぬ
る
は
言
っ
た
。
ロ
ー

が
下
層
階
級
の
金
銭
づ
く
の
行
動
と
荒
廃
に
つ
い
て
語
る
と
、
プ
ラ
イ
ト
は
そ
の
悪
罵
を
最

大
限
に
利
用
し
た
。
「
そ
の
有
名
で
不
幸
な
演
説
か
ら
取
っ
た
乙
う
し
た
文
言
は
印
刷
し
て

工
場
、
作
業
場
、
ク
ラ
プ
ハ
ウ
ス
の
隅
々
や
、
労
働
者
が
よ
く
集
る
乙
と
に
し
て
い
る
所
に

は
全
部
は
り
つ
け
て
お
く
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
彼
は
言
っ
た
。
ブ
ラ
イ
ト
が
ロ

l
を

圏
内
で
一
番
人
気
の
な
い
人
物
に
仕
立
る
の
に
造
作
は
な
か
っ
た
。
勝
利
は
す
ぐ
そ
乙
ま
で

せ
ま
っ
て
い
る
、
と
彼
は
説
い
た
。
「
口
を
開
け
ば
心
ず
、
労
働
者
を
無
知
と
悪
事
に
引
き

渡
さ
れ
た
群
衆
と
言
い
、
侮
辱
す
る
人
が
、
世
間
一
般
の
意
志
が
声
高
に
き
っ
ぱ
り
と
表
わ

さ
れ
る
と
、
い
の
一
番
に
そ
の
圧
力
に
従
う
の
だ
。
」

下
院
の
中
で
、
改
革
に
反
対
す
る
人
達
が
、
そ
の
議
論
を
更
に
強
力
に
進
め
れ
ば
進
め
る

ほ
ど
、
圏
内
の
大
衆
の
集
会
で
、
改
革
さ
れ
な
い
下
院
を
攻
撃
す
る
た
め
に
、
プ
ラ
イ
ト
が

行
う
演
説
は
ま
す
ま
す
力
強
く
な
っ
た
。

- 67 -

議
会
は
改
革
と
か
何
か
立
派
な
施
策
を
熱
心
に
求
め
る
気
持
は
毛
頭
な
い
の
だ
。
議
会

は
一
八
三
一
年
、
三
二
年
の
選
挙
法
改
正
案
を
ひ
ど
く
嫌
が
っ
た
。
ま
た
現
在
審
議
中
の

選
挙
区
法
も
よ
く
思
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
大
方
、
州
の
地
主
権
力
者
と
、
自
治
都
市

の
騒
乱
と
荒
廃
の
結
果
の
所
産
な
の
だ
。
だ
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
議
会
が
、
自
由
と
真
面

目
な
国
民
の
代
表
に
味
方
す
る
と
な
る
と
、
わ
け
の
判
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
乙

う
し
た
議
会
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
も
L
パ
！
ミ
ン
ガ
ム
と
そ
の
他
の
都
市
が
義
務
を
果

す
な
ら
ば
、
乙
の
法
案
は
通
過
す
る
で
あ
ろ
う
。
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だ
。
幕
が
下
り
る
と
、
始
め
て
そ
れ
と
判
る
よ
う
な
非
常
に
力
強
い
、
変
化
の
多
い
、
め
ま

ぐ
る
し
い
、
渦
巻
く
試
練
の
時
な
の
だ
。
」
と
一
八
六

O
年
の
終
り
に
彼
は
「
日
記
」
に
書

い
た
。そ

の
心
の
衝
撃
が
、
一
八
六
四
年
に
は
、
彼
の
「
日
記
」
の
世
界
の
外
で
反
響
し
始
め

た
。
「
性
格
的
に
不
向
き
と
か
政
治
的
な
危
険
性
を
考
え
て
み
て
、
無
能
だ
と
思
わ
な
い
人

み
ち

は
す
べ
て
、
人
の
倫
と
し
て
、
体
制
内
に
は
い
る
資
格
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
」
と
い
う

有
名
な
演
説
を
彼
が
下
院
で
ぷ
っ
た
の
は
、
そ
ん
な
時
で
あ
っ
た
。
乙
れ
は
革
命
的
な
演
説

と
は
言
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
要
す
る
に
、
改
革
問
題
は
も
う
こ
れ
以

上
引
き
延
ば
せ
な
い
と
い
う
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
の
見
解
を
表
明
し
た
だ
け
の
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
広
い
範
囲
に
結
果
が
及
ん
だ
。
「
そ
れ
は
、
現
在
の
事
態
に
お
い

て
は
、
閣
僚
側
か
ら
期
待
さ
れ
た
か
も
知
れ
な
い
演
説
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
プ
ラ
イ
ト

が
選
挙
法
改
正
法
案
を
提
出
す
る
時
に
や
り
た
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
そ
の
種
の
演
説
で
あ
っ

た
。
」
と
パ

l
マ
ス
ト
ン
は
不
満
を
も
ら
し
た
。
そ
の
不
満
は
見
当
違
い
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
プ
ラ
イ
ト
は
自
ら
、
そ
れ
は
改
革
問
題
に
新
時
代
の
幕
開
き
を
し
る
す
も
の
だ
、
と
論

評
し
た
。

乙
の
有
名
な
演
説
の
一
年
後
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
は
改
革
の
道
を
一
歩
前
進
し
た
。
一
八

六
五
年
の
総
選
挙
で
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
有
権
者
が
敗
北
を
喫
す
る
と
、
彼
は
北
部

工
業
地
帯
に
帰
り
、
南
ラ
ン
カ
シ
ャ
！
の
代
表
議
員
と
な
っ
た
。
彼
は
生
涯
で
初
め
て
、
非

常
に
人
気
の
あ
る
選
挙
区
の
代
表
と
な
っ
て
、
の
び
の
び
と
行
動
し
た
い
も
の
だ
と
思
っ

た
。
「
彼
を
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
留
め
て
お
き
な
さ
い
、
そ
う
す
る
と
少
し
は
歯
止
め
に
な

る
。
し
か
し
、
ど
と
か
外
に
出
し
て
ど
ら
ん
、
彼
は
野
獣
と
化
し
ま
す
よ
。
」
と
、
選
挙
の

（

一

O
一

）

二
、
三
日
前
に
、
パ

l
マ
ス
ト
ン
は
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
l
卿
（
F
。
三
∞
F
丘
Z
与
．
ロ
ミ
）
に
言

っ
た
。
彼
は
無
鉄
砲
な
行
動
は
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
二
、
三
年
前
な
ら
、
彼
自
身
に
も

衝
撃
的
と
思
わ
れ
た
か
も
知
れ
ぬ
意
見
を
の
ベ
出
し
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
彼
は
、
プ
ラ
イ

ト
と
は
ま
だ
非
常
に
間
接
的
な
つ
な
が
り
し
か
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
プ
ラ
イ
ト
を
改
革
家
に

し
て
し
ま
っ
た
そ
の
同
じ
影
響
力
の
下
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（

一

O
ニ）

グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
の
父
は
リ
パ
プ
l
ル
（
巴
4
0
弓
。
。
｝
）
の
商
人
で
あ
っ
た
、
そ
れ
で
彼

自
身
の
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
育
ち
意
識
｜
｜
表
地
は
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
、
裏
地
は
リ
パ
プ

l
ル

ー
ー
が
故
郷
と
一
心
同
体
と
い
う
新
し
い
心
情
を
彼
に
吹
き
込
ん
だ
。
綿
花
飢
鐘
の
聞
の
ラ

ン
カ
シ
ャ

l
の
職
工
の
全
体
の
行
動
か
ら
、
「
乙
ん
な
人
々
の
集
団
が
議
員
選
挙
の
の
け
も

の
に
な
る
な
ん
て
恥
か
し
く
も
聞
く
に
た
え
ぬ
と
と
だ
。
」
と
思
わ
ず
に
は
お
ら
れ
な
か
っ

ヴィタトリア時代の人々ーその 4

た
。
彼
は
、
次
第
に
大
き
く
な
る
信
頼
の
念
と
、
「
強
い
確
信
を
抱
き
、
溢
れ
る
ば
か
り
の

民
衆
の
利
益
意
識
を
そ
な
え
た
」
労
働
者
階
級
を
当
て
に
し
た
。

し
か
し
、
彼
は
パ

l
マ
ス
ト
ン
が
政
治
の
舞
台
か
ら
姿
を
消
し
た
時
、
や
っ
と
、
活
動
的

な
改
革
家
に
な
れ
た
の
で
あ
る
。
一
般
の
認
め
る
と
乙
ろ
で
は
「
パ

l
マ
ス
ト
ン
卿
の
命
は

あ
る
程
度
の
改
革
を
導
入
す
る
の
を
防
ぐ
保
証
で
あ
っ
た
。
」
と
い
う
の
は
、
二

O
年
の
問
、

彼
は
政
治
の
流
れ
を
静
か
に
維
持
し
て
来
た
の
だ
か
ら
。
「
年
老
い
た
水
先
案
内
人
が
死
ん

で
し
ま
う
と
、
国
家
と
い
う
船
は
、
腕
と
活
力
を
用
い
て
か
じ
は
さ
ば
か
れ
て
い
る
け
れ
ど

も
、
港
の
保
護
を
離
れ
て
、
大
海
の
荒
天
に
相
違
し
た
。
」
と
一
九
世
紀
の
文
筆
家
の
一
人

が
書
い
て
い
る
。
「
政
党
の
休
戦
状
態
は
過
ぎ
た
。
私
に
は
激
動
の
時
代
と
大
衆
の
生
活
の

変
化
が
予
見
さ
れ
る
。
」
と
デ
ィ
ズ
レ

l
リ
は
、
一
八
六
五
年
に
パ

l
マ
ス
ト
ン
が
死
ん
だ

時
に
書
い
て
い
る
。

パ
ー
マ
ス
ト
ン
の
死
の
直
接
の
影
響
は
、
下
院
を
混
乱
さ
せ
意
欲
を
う
ば
っ
た
乙
と
で
あ

っ
た
。
一
八
六
五
年
の
議
会
は
「
一
切
の
考
え
に
不
信
を
い
だ
き
、
い
か
な
る
運
動
に
も
熱

意
を
示
さ
ず
、
い
か
な
る
指
導
者
に
も
忠
誠
心
を
」
持
た
な
か
っ
た
。
新
宰
相
ジ
ョ
ン
・
ラ

ッ
セ
ル
も
、
下
院
の
政
治
的
指
導
者
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
も
、
と
も
に
、
新
し
い
改
革
法
案
を

提
出
し
て
、
混
乱
を
拭
い
去
る
乙
と
を
願
っ
た
。
当
然
の
乙
と
と
し
て
、
彼
等
の
目
は
、
ま

ど
う
方
な
い
二
十
年
来
の
一
人
の
改
革
者
、
プ
ラ
イ
ト
に
向
け
ら
れ
た
。
初
め
て
プ
ラ
イ
ト

を
入
閣
さ
せ
る
可
能
性
が
真
剣
に
考
え
ら
れ
た
。
「
も
し
我
々
が
、
プ
ラ
イ
ト
に
ジ
ョ
ン
ソ

（

一

O
三〉

ン
大
統
領
（

p
g
E
o
E
F
Vロω
O
ロ
）
に
対
す
る
忠
節
を
捨
て
さ
せ
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女

王
の
忠
臣
に
な
ら
せ
る
乙
と
が
出
来
る
な
ら
ば
、
下
院
や
そ
の
他
の
所
に
も
、
プ
ラ
イ
ト
に

優
る
雄
弁
家
は
い
な
い
。
｜
｜
そ
し
て
彼
は
、
政
界
の
一
匹
狼
の
看
板
を
下
ろ
す
ま
え
に
、

今
以
上
に
大
人
し
く
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
す
。
」
と
ラ
ッ
セ
ル
は
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
に
書

い
た
。
彼
等
は
プ
ラ
イ
ト
を
入
閣
さ
せ
な
か
っ
た
が
、
提
出
の
可
能
性
が
あ
る
将
来
の
法
律

案
で
彼
に
支
持
を
頼
め
る
こ
と
が
判
っ
た
。
そ
し
て
、
た
と
え
彼
等
が
自
ら
の
試
み
に
失
敗

し
て
も
、
プ
ラ
イ
ト
が
、
自
ら
の
決
断
で
、
英
国
政
治
の
全
体
の
均
衡
を
変
え
る
た
め
に
、

抵
抗
す
る
だ
ろ
う
、
と
彼
等
は
思
っ
た
。
彼
は
、
多
く
の
ホ
イ
ッ
グ
党
員
の
よ
う
に
、
暗
閣

の
中
に
跳
び
出
す
乙
と
を
恐
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
彼
に
と
っ
て
、
総
合
的
な
改
革
法
案
は

光
明
の
中
に
跳
び
込
む
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
議
会
改
革
問
題
は
、
も
し
出
来
る
も
の
な
ら
ば

我
が
国
の
自
由
貿
易
問
題
以
上
に
光
彩
を
放
つ
、
素
晴
し
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
」
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圧
さ
れ
た
人
々
の
隠
れ
家
が
あ
る
大
地

と
い
う
印
象
深
い
別
の
世
界
を
描
い
て
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
が
南
部
国
家
出
現
の
信

念
を
宣
言
し
よ
う
と
い
う
努
力
に
反
撃
し
た
。

第 17号

彼
は
労
働
者
に
乙
の
想
像
の
世
界
の
栄
光
を
説
き
、
そ
の
実
現
の
カ
と
な
る
彼
等
の
活
力

を
結
集
し
た
。
綿
業
地
域
は
南
部
か
ら
原
料
供
給
が
切
り
つ
め
ら
れ
て
、
ひ
ど
い
打
撃
を
受

け
て
い
た
に
し
て
も
、
最
も
活
動
的
な
彼
の
支
持
者
の
一
部
は
、
故
郷
の
町
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー

に
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
よ
り
大
き
な
主
張
が
直
接
的
な
自
己
の
利
益
を
主
張
す
る
と
と

に
勝
っ
た
の
で
あ
る
。

ク
リ
ミ
ア
戦
争
中
、
プ
ラ
イ
ト
は
国
民
の
熱
意
を
動
か
す
と
と
を
拒
否
し
た
、
と
い
う
の

は
理
由
に
正
当
性
が
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
り
、
冷
た
く
言
え
ば
、
「
と
の
国
を
人
類
の
ド

ン
・
キ
ホ
l
テ
に
し
、
地
上
に
人
類
を
殖
や
す
乙
と
を
創
造
主
か
ら
許
さ
れ
て
い
る
幾
千
万

の
人
々
を
守
る
責
任
を
負
う
乙
と
は
彼
の
義
務
と
は
考
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
な

る
と
、
好
意
と
義
狭
心
と
い
う
感
情
に
訴
え
る
乙
と
が
ロ

l
パ
ッ
ク
の
よ
う
な
人
物
に
ゆ
だ

ね
ら
れ
た
。
し
か
し
、
ド
ン
・
キ
ホ

l
テ
風
に
一
風
変
っ
た
態
度
で
、
ロ

l
パ
ッ
ク
は
、
南

北
戦
争
中
は
南
部
の
一
大
支
持
者
で
、
英
国
政
府
に
南
部
承
認
を
要
求
し
た
り
、
大
西
洋
の

（九九）

彼
方
の
固
に
休
戦
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
ナ
ポ
レ
ン
三
世
と
秘
密
の
う
ち
に
か
け
引
き
す
る

と
乙
ろ
ま
で
深
入
り
し
て
行
っ
た
。
南
部
承
認
を
獲
得
す
る
動
機
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ

る
う
ち
に
、
一
八
六
三
年
六
月
、
下
院
で
は
、
ほ
と
ん
ど
支
持
が
得
ら
な
い
乙
と
が
わ
か
る

と
、
ロ

l
パ
ッ
ク
は
そ
れ
を
無
理
押
し
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
撤
回
す
る
ひ
ま
も

な
く
て
、
プ
ラ
イ
ト
は
自
ら
の
論
法
を
完
全
に
ぶ
ち
壊
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
論
戦
を
聞
い

た
人
は
、
「
テ
リ
ア
が
ね
ず
み
を
振
り
回
す
よ
う
に
、
J

フ
ラ
イ
ト
は
ロ

l
パ
ッ
ク
を
振
り
回

し
た
。
」
と
言
っ
た
。
実
際
、
プ
ラ
イ
ト
は
、
そ
れ
ま
で
、
た
と
え
一
時
期
無
軌
道
に
陥
る

時
が
あ
っ
て
も
ロ

l
パ
ッ
ク
に
い
つ
も
つ
き
ま
と
っ
て
い
た
あ
の
急
進
派
に
寄
せ
ら
れ
る
名

声
を
、
と
う
と
う
振
る
い
落
し
て
し
ま
っ
た
。

南
北
戦
争
が
終
っ
た
時
、
プ
ラ
イ
ト
は
圏
内
の
指
導
的
な
大
衆
政
治
家
と
し
て
、
地
位
を

確
立
し
て
い
た
。
そ
し
て
彼
は
労
働
階
級
と
労
働
組
合
を
政
治
区
引
き
込
ん
で
い
た
の
で
あ

る
。
英
国
人
の
民
主
的
な
権
利
ー
ー
す
な
わ
ち
リ
ン
カ
ー
ン
（
ピ
ロ
o

－S
が
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

ー
の
労
働
者
に
書
い
た
有
名
な
手
紙
の
中
で
、
自
ら
提
案
し
た
権
利
ー
ー
を
拡
大
す
る
運
動

の
た
め
道
は
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
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ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争
は
プ
ラ
イ
ト
を
説
得
し
て
、
選
挙
権
拡
大
を
要
求
す
る
議
論
を
変
え

さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
乙
れ
ま
で
彼
は
「
外
務
省
の
秘
密
の
無
責
任
行
動
」
と
、
そ
の
結

果
の
課
税
負
担
に
不
満
を
も
ら
し
て
来
た
が
、
今
度
は
道
徳
的
な
や
り
甲
斐
の
あ
る
と
と
に

つ
い
て
語
っ
た
。

今
日
ま
で
、

ζ

の
国
を
統
治
し
て
来
た
階
級
が
無
惨
に
も
失
敗
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ

は
権
力
と
富
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
い
る
が
、
一
方
脚
下
に
は
、
将
来
の
非
常
に
危
険
な

存
在
と
し
て
、
今
ま
で
無
視
さ
れ
て
い
た
群
衆
が
い
る
の
だ
。
一
つ
の
階
級
が
失
敗
し
た

ら
、
国
民
を
試
練
に
会
わ
せ
て
み
よ
う
。
そ
れ
が
我
々
の
信
念
で
あ
り
、
そ
し
た
目
ざ
す

も
の
で
あ
り
、
主
張
な
の
だ
。
国
民
を
試
し
て
み
よ
う
。

一
八
六
五
年
の
前
後
で
は
、
彼
の
改
革
に
つ
い
て
の
演
説
に
は
、
さ
ら
も
う
一
つ
の
相
違

が
み
ら
れ
た
。
初
期
の
演
説
で
は
、
彼
は
大
都
市
に
有
利
な
議
席
の
再
配
分
の
必
要
性
を
強

調
し
、
郡
代
表
の
無
意
味
な
存
在
を
攻
撃
し
て
い
た
が
、
一
八
六
五
年
以
後
の
演
説
で
は
、

改
革
の
第
一
歩
の
不
可
欠
の
要
素
と
し
て
、
選
挙
権
を
労
働
者
に
ま
で
拡
げ
る
乙
と
に
最
大

の
力
点
を
お
い
た
。
大
都
市
で
更
に
大
き
な
カ
を
獲
得
す
る
の
に
労
働
階
級
の
支
持
を
得
た

い
と
い
う
思
い
が
募
る
と
、
彼
は
運
動
の
基
盤
を
利
害
か
ら
正
義
へ
と
移
し
て
行
っ
た
。

そ
の
方
法
が
変
っ
た
乙
と
は
一
つ
に
は
状
況
の
変
化
の
結
果
で
あ
り
、
と
り
た
て
て
言
え

ば
、
選
挙
区
改
革
問
題
に
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
の
関
心
が
増
し
た
結
果
で
も
あ
っ
た

0

・
フ
ラ
イ

ト
は
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
中
に
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
の
真
価
が
判
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
当

時
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
は
ピ

l
ル
党
員
で
、
人
気
の
あ
る
自
由
主
義
政
治
家
で
は
な
か
っ

た
。
一
八
六

O
年
の
春
に
な
っ
て
も
、
彼
は
相
変
ら
ず
カ
l
ル
ト
ン
・
乙
お
勺
の
会
員
で
あ

っ
た
。
彼
は
、
ア
メ
リ
カ
人
相
手
で
は
な
く
て
、
プ
ラ
イ
ト
が
ほ
と
ん
ど
気
に
か
け
ぬ
イ
タ

リ
ア
国
民
に
対
す
る
共
感
か
ら
、
そ
し
て
ま
た
一
八
六

O
年
か
ら
一
八
六
五
年
の
聞
に
、
彼

が
大
蔵
大
臣
と
し
て
導
入
し
た
一
連
の
自
由
貿
易
予
算
に
よ
っ
て
、
次
第
に
一
般
に
人
気
の

あ
る
政
治
に
近
づ
い
て
行
っ
た
。

グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
は
、
デ
ィ
ズ
レ

1
リ
の
よ
う
に
不
思
議
な
人
物
で
は
な
か
っ
た
が
、

六
0
年
代
前
半
に
は
、
彼
の
行
動
は
議
会
の
仲
間
に
は
測
り
知
れ
ぬ
乙
と
が
多
か
っ
た
。
と

乙
ろ
が
、
実
際
、
彼
は
、
歴
史
に
そ
の
地
位
を
固
め
る
乙
と
に
な
る
決
定
的
な
年
に
近
づ
き

つ
つ
あ
っ
た
。
「
私
の
心

K
、
反
逆
的
な
、
口
に
は
出
せ
な
い
言
葉
が
湧
い
て
く
る
の
が
感

じ
ら
れ
る
。
私
は
老
け
込
ま
な
い
。
地
平
線
が
拡
が
る
。
空
が
移
り
変
る
。
衝
撃
的
な
時
代

- 65 -
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て
い
る
時
な
の
だ
、
と
い
う
納
得
の
い
か
ぬ
議
論
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
て
い
た
。

或
る
洞
察
力
の
あ
る
ト
l
リ
l
党
員
は
、
「
代
議
員
制
度
を
変
え
る
の
に
、
同
じ
よ
う
に
好

都
合
な
二
つ
の
時
期
、
つ
ま
り
二
つ
の
民
衆
の
気
持
の
状
態
ー
ー
そ
の
一
つ
は
人
が
も
の
言

わ
ぬ
時
期
、
も
う
一
つ
は
人
が
煽
ら
れ
て
い
る
時
ー
ー
が
あ
る
よ
う
だ
。
」
と
書
し
た
。
そ

れ
は
の
酒
飲
み
の
歌
に
似
た
も
の
で
あ
っ
た
。

隣
近
所
の
皆
様
方
よ
、
私
は
い
つ
も
考
え
ま
し
た

一
番
酒
が
う
ま
い
日
は
何
時
な
ん
で
し
ょ
う

目
、
月
、
火
、
水
、
木
、
金
、
土
、
日

さ
ん
ぎ
ん
考
え
た
挙
句
の
は
て
は

酒
に
悪
い
日
な
ん
て
な
い
て
ζ

と
よ
。

グィクトリア時代の人々ーその 4

世
情
が
落
着
い
て
い
た
た
め
に
、
全
党
派
の
政
治
家
が
議
会
戦
術
の
計
画
を
一
部
改
革
す

る
法
案
を
提
出
で
き
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
ラ
ッ
セ
ル
（
同

5
2
5
は
、
一
八

五
二
年
に
、
成
案
を
得
な
い
ま
ま
の
法
案
を
提
出
し
て
い
た
が
、
一
八
五
四
年
、
ク
リ
ミ
ア

戦
争
が
勃
発
し
た
た
め
に
、
第
二
次
の
法
案
は
涙
な
が
ら
に
引
込
め
て
し
ま
っ
た
。
一
八
五

（九七）

九
年
タ
l
ビ
！
（
ロ

0
5
5
と
デ
ィ
ズ
レ
l
リ
は
、
プ
ラ
イ
ト
が
「
す
ペ
イ
ン
風
饗
宴
、
す

な
わ
ち
仕
か
け
は
上
々
、
中
味
は
お
し
る
し
だ
け
」
と
言
っ
た
ト
l
リ
！
党
改
革
法
案
を
提

出
し
た
。
一
年
後
、
ラ
ッ
セ
ル
は
も
う
一
つ
別
の
法
案
を
出
し
た
が
、
下
院
は
そ
れ
に
特
に

関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
の
で
、
引
込
め
ら
れ
た
。
一
八
六
一
年
は
、
議
会
も
国
民
全
体
も
、

ホ
イ
ッ
グ
党
改
革
派
の
中
心
人
物
ラ
ッ
セ
ル
が
、
内
閣
は
別
の
改
革
法
案
を
出
し
て
時
を
浪

費
す
る
つ
も
り
は
な
い
、
と
言
明
し
た
く
ら
い
非
常
に
平
穏
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
「
永
年
、

空
手
形
で
事
業
を
続
け
て
来
た
が
、
債
務
を
ま
ぬ
が
れ
る
時
が
来
た
の
を
喜
ん
で
、
遂
に
債

権
者
を
召
集
し
た
破
産
し
た
商
売
人
」
と
し
て
、
プ
ラ
イ
ト
か
ら
た
だ
ち
に
切
っ
て
棄
て
ら

れ
た
。一

般
国
民
の
関
心
を
改
革
の
信
条
に
向
け
る
努
力
を
し
て
乙
の
数
年
、
プ
ラ
イ
ト
は
公
民

権
の
改
革
と
経
済
的
な
改
善
と
を
結
び
つ
け
る
と
と
を
非
常
に
強
調
し
た
。
評
判
の
い
い
下

院
だ
け
が
、
支
配
階
級
の
法
外
な
金
使
い
に
歯
止
め
を
か
け
、
間
接
税
を
減
ら
そ
う
と
し
て

い
る
、
と
彼
は
主
調
し
た
。
こ
の
よ
う
な
議
論
は
人
の
心
を
感
情
的
に
湧
か
せ
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
労
働
階
級
に
全
く
動
揺
を
与
え
な
か
っ
た
の
は
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
が
国
の
借
金
を
倍

に
し
、
課
税
額
を
非
常
に
大
き
く
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
批
判
が
一
八
五

O

年
代
に
中
産
階
級
を
動
揺
さ
せ
な
か
っ
た
の
と
閉
じ
様
な
乙
と
で
あ
っ
た
。
改
革
の
信
条
が

お
金
の
高
で
言
々
さ
れ
る
と
、
奇
妙
に
魅
力
を
欠
く
も
の
と
な
っ
た
。
も
し
万
一
そ
れ
が
世

論
を
つ
か
む
と
と
が
出
来
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
貨
幣
よ
り
は
む
し
ろ
善
悪
の
問
題
と
な
る

べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
人
の
懐
具
合
だ
け
で
な
く
心
に
と
ど
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
穀
物
法
廃
止

の
要
求
が
圧
力
団
体
の
叫
び
か
ら
健
全
な
改
革
運
動
に
変
え
る
乙
と
が
可
能
に
な
る
ま
で
に

は
議
論
の
調
子
が
同
じ
様
に
盛
り
上
が
る
と
と
が
必
要
だ
っ
た
の
だ
。

一
八
六
五
年
、
プ
ラ
イ
ト
が
、
再
び
、
改
革
問
題
を
大
が
か
り
に
取
り
上
げ
た
時
、
彼
は

熱
心
な
活
動
に
協
力
す
る
に
は
さ
ら
に
い
い
立
場
に
あ
っ
た
。
一
八
六
一
年
か
ら
六
五
年
に

い
た
る
聞
の
三
つ
の
重
要
注
事
態
の
進
展
が
、
全
体
の
様
子
を
変
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は

南
北
戦
争
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
が
議
会
改
革
の
信
念
を
持
つ
に
至
っ
た
乙
と
と
パ

l
マ
ス
ト

ン
卿
の
死
去
で
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
ト
カ
南
北
戦
争
は
．
フ
ラ
イ
ト
が
強
力
に
支
援
し
た
戦
争
で
あ
っ
た
。
そ
の
問
、
彼
は

ク
リ
ミ
ア
戦
争
中
に
や
っ
た
よ
う
に
、
労
働
階
級
を
敵
に
ま
わ
し
て
分
裂
さ
せ
た
の
と
は
反

対
に
、
今
度
は
多
数
の
労
働
者
を
ふ
た
た
び
集
め
る
乙
と
が
出
来
た
。
彼
は
、
パ
ー
マ
ス
ト

ン
が
ク
リ
ミ
ア
戦
争
中
に
用
い
た
同
じ
簡
単
明
瞭
な
言
葉
で
、
戦
争
問
題
を
描
い
た
。
し
か

し
乙
の
度
は
そ
の
色
彩
は
国
家
的
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
階
級
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の

戦
は
貴
族
主
義
と
民
主
主
義
の
争
い
で
あ
っ
た
。
北
部
の
主
張
は
労
働
者
と
家
内
工
業
従
事

（
九
八
）

者
の
も
の
を
あ
っ
た
。
ジ
ョ
ン
・
モ

l
リ
l

Q
。
げ
ロ
冨

2
Z
S
が
か
つ
て
言
っ
た
よ
う

に
、
ア
メ
リ
カ
問
題
に
架
担
す
る
乙
と
は
隠
れ
た
英
国
の
内
部
の
争
い
を
ヴ
ェ
ー
ル
で
包
ん

で
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
北
軍
の
勝
利
は
「
労
働
者
K
選
挙
権
を
与
え
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
国

家
指
導
の
キ
リ
ス
ト
教
を
廃
止
し
て
、
地
主
に
最
初
の
一
撃
を
加
え
る
程
、
英
国
の
自
由
主

義
を
強
力
に
す
る
カ
と
な
っ
た
。
」

プ
ラ
イ
ト
は
最
初
か
ら
そ
の
闘
い
の
道
徳
的
な
争
点
を
認
識
し
て
い
た
。
コ
プ
デ
ン
は
最

初
は
も
っ
と
懐
疑
的
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
南
部
の
離
脱
者
が
保
護
主
義
を
と
る
政
府
の
束
縛

を
の
が
れ
よ
う
と
す
る
自
由
貿
易
主
義
者
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
彼
等
と
協
調
し
た
い

と
思
っ
た
。
プ
ラ
イ
ト
は
心
変
り
し
た
。
次
に
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
を
転
向
さ
せ
る
乙
と
は
不

可
能
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も

氷
に
閲
さ
れ
た
北
部
か
ら
、
太
陽
が
輝
く
南
部
へ
、
大
西
洋
の
荒
海
か
ら
西
方
の
波

静
か
な
太
平
洋
ま
で
展
が
る
広
大
な
連
邦
、
一
つ
の
国
民
、
一
つ
の
言
語
、
一
つ
の
法

律
、
そ
し
て
そ
の
広
大
な
大
陸
全
土
に
、
自
由
の
故
郷
と
あ
ら
ゆ
る
民
族
、

国
家
に
抑



ン
グ
ラ
ン
ド
は
矢
張
動
か
す
と
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

五

第 17号

プ
ラ
イ
ト
が
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
全
体
で
、
も
っ
と
も
強
い
信
念
を
持
ち
、
知
的
で
合
理
的

な
急
進
派
の
本
拠
」
中
部
地
方
の
主
要
都
市
パ

I
ミ
ン
ガ
ム
選
出
の
候
補
者
に
と
の
招
待
状

を
当
地
の
急
進
派
か
ら
受
け
と
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
情
況
の
時
で
あ
っ
た
。
一
八
五

七
年
夏
、
彼
は
無
競
争
で
パ

i
ミ
ン
ガ
ム
代
表
に
選
ば
れ
、
以
後
三
二
年
死
ぬ
ま
で
、
何
の

障
害
も
な
く
代
議
士
を
続
け
た
。
乙
の
選
挙
区
切
り
換
え
は
国
家
的
に
十
分
意
味
の
あ
る
と

と
で
あ
っ
た
。
一
八
四
0
年
代
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
が
英
国
の
政
治
改
革
を
牛
耳
り
、
一

九
世
紀
後
半
は
、
パ

l
ミ
ン
ガ
ム
が
そ
れ
に
取
っ
て
代
っ
た
の
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時

代
の
前
期
は
前
者
に
、
そ
の
後
期
は
後
者
に
象
徴
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
プ
ラ
イ
ト
は
、

一
八
四
七
年
に
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
で
、
我
が
家
に
い
る
気
分
に
浸
っ
て
い
る
の
と
同
じ
よ

う
な
意
味
で
パ

l
ミ
ン
ガ
ム
で
く
つ
ろ
い
だ
気
分
に
な
っ
た
乙
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。
彼

は
パ

l
ミ
ン
ガ
ム
を
舞
台
に
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
の
考
え
方
を
代
弁
し
続
け
た
。
パ

l
ミ
ン
ガ

ム
で
す
る
演
説
で
、
彼
が
い
つ
も
「
皆
さ
ん
の
町
」
と
い
い
、
「
私
達
の
町
」
と
言
わ
な
か

っ
た
の
は
も
っ
と
も
な
乙
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
は
自
分
の
影
響
力
や
例
証
な
ど
が
際
限

な
く
認
め
ら
れ
る
乙
と
が
わ
か
っ
た
が
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
。

一
つ
の
点
で
は
、
彼
が
パ

i
ミ
ン
ガ
ム
に
移
っ
た
と
と
は
選
挙
権
拡
大
の
努
力
に
手
助
け

と
な
っ
た
。
一
九
世
紀
中
期
の
パ

l
ミ
ン
ガ
ム
の
社
会
構
造
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
k
比
べ

る
と
中
産
階
級
と
労
働
階
級
の
急
進
派
連
合
に
と
っ
て
は
都
合
が
良
か
っ
た
。
両
市
は
商
業

上
の
み
な
ら
ず
産
業
上
の
中
心
で
あ
っ
た
が
、
パ

l
ミ
ン
ガ
ム
の
方
が
「
貴
族
的
な
俗
物
性

は
少
な
く
、
そ
し
て
階
級
の
協
調
性
は
強
か
っ
た
。
コ
プ
デ
ン
の
言
葉
で
は
、
「
マ
ン
チ
ェ

ス
タ
l
の
大
資
本
家
は
、
め
い
め
い
、
時
に
は
二
千
人
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
貴
族
社
会

を
作
っ
て
い
る
が
、
」
パ

l
ミ
ン
ガ
ム
で
は
、
実
業
家
と
労
働
者
の
聞
が
、
社
会
の
特
権
的

な
高
い
壁
で
仕
切
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
仕
事
場
は
小
さ
く
、
製
造
工
場
主
は
自
ら
の
努
力

で
身
を
起
し
た
熟
練
工
で
あ
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
中
産
階
級
は
労
働
者
階
級
と
一
緒
に
働

く
つ
も
り
だ
っ
た
し
、
一
八
三

O
年
以
降
は
、
「
完
全
な
組
合
組
織
」
に
信
頼
を
お
い
て
い

た
。
プ
ラ
イ
ト
自
身
、
パ

l
ミ
ン
ガ
ム
だ
け
で
は
な
く
圏
内
い
た
る
所
に
設
立
し
た
い
と
願

っ
て
い
た
の
が
、
乙
の
完
全
な
組
合
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
彼
の
考
え
で
は
、
公
民
権
が
一

層
拡
が
っ
て
行
く
必
須
の
条
件
で
あ
っ
た
。

彼
は
一
八
四
九
年
に
改
革
問
題
を
明
瞭
に
の
ベ
た
、
そ
し
て
そ
の
年
、
コ
プ
デ
ン
と
共
に
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減
税
と
公
民
権
拡
大
と
い
う
こ
つ
の
計
画
を
唱
え
る
た
め
に
「
議
会
、
財
政
改
革
連
盟
」
を

リ
ト
ル
チ
ャ
ー
タ
ー

設
立
し
た
。
そ
の
頃
、
彼
は
小
憲
草
l
世
帯
投
票
権
、
無
記
名
投
票
、
三
年
制
議
会
、
議
席

（九六〉

配
分
の
平
等
ー
ー
を
支
持
し
て
、
ヒ
ュ

l
ム
（
出
ロ
目
。
）
、
ロ

l
パ
ッ
ク
と
共
に
働
い
た
。

そ
の
連
盟
は
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
中
は
、
世
論
｜
｜
そ
れ
も
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
！
の
世
論
す
ら
つ

か
ん
で
い
な
か
っ
た
、
そ
れ
で
一
八
五
五
年
に
は
正
式
に
解
散
し
た
。
プ
ラ
イ
ト
が
パ

l
ミ

ン
ガ
ム
か
ら
選
挙
に
出
る
乙
と
が
、
そ
の
運
動
を
蘇
ら
せ
、
一
八
五
八
年
十
月
、
パ
！
ミ
ン

ガ
ム
の
選
挙
民
に
語
り
か
け
た
最
初
の
集
会
で
、
彼
は
改
革
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
新
し

い
運
動
の
展
開
を
迫
っ
た
。
「
も
し
強
大
な
選
挙
民
を
擁
す
る
皆
さ
ん
の
大
都
市
が
、
同
じ

人
口
と
広
さ
の
他
地
区
の
人
が
二

O
名
の
議
員
を
出
す
の
に
、
わ
ず
か
に
二
名
の
議
員
を
送

る
と
と
し
か
出
来
ぬ
と
す
れ
ば
、
そ
の
選
挙
資
格
は
ほ
と
ん
ど
役
に
立
た
ぬ
も
の
だ
、
と
私

は
言
う
の
で
す
。
」
と
彼
は
聴
衆
に
語
っ
た
。
一
八
五
八
年
、
五
九
年
の
議
会
々
期
中
、
彼

は
パ

l
ミ
ン
ガ
ム
だ
け
で
は
な
く
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
、
エ
ジ
ン
パ
ラ
、
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー

ド
そ
の
他
の
都
市
で
、
同
じ
問
題
に
関
す
る
市
民
大
集
会
で
演
説
し
「
集
会
は
、
数
と
影
響

力
の
点
で
は
、
穀
物
法
反
対
同
盟
が
聞
い
た
ほ
ぼ
全
部
の
集
会
に
ま
さ
る
も
の
だ
」
と
言
っ

た。
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ク
リ
ミ
ア
戦
争
中
は
、
彼
と
対
立
し
て
い
た
、
ロ

l
パ
ッ
ク
の
よ
う
な
多
数
の
急
進
派
が

乙
の
運
動
に
参
加
し
た
。
急
進
派
分
裂
の
ほ
こ
ろ
び
に
ふ
せ
が
当
て
ら
れ
、
一
八
五
四
年
と

五
五
年
の
抗
争
は
忘
れ
ら
れ
て
行
く
よ
う
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
運
動
は
大
都
市
外
で
は

非
常
に
限
ら
れ
た
成
功
を
収
め
た
に
す
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
「
中
産
階
級
は
．
フ
ラ
イ
ト
主

義
に
反
対
し
て
い
る
ー
ー
と
、
た
と
え
ば
彼
等
の
有
力
な
機
関
紙
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
（
司
君

切

g
さ
き
な
同
）
が
証
言
し
て
い
る
し
、
サ
タ
デ
l
・
レ
ビ
ュ
ー
（
M
d内
旬
芯
ミ
礼
金
同
さ
な
さ
）

の
記
事
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
様
に
、
知
識
人
が
そ
れ
に
は
反
対
し
て
い
る
の
だ
。
」

「
国
論
が
等
し
い
と
と
は
、
タ
イ
ム
ズ
の
論
調
か
ら
充
分
証
明
さ
れ
て
い
る
よ
と
デ
ィ
ズ
レ

l
リ
は
書
い
た
。
タ
イ
ム
ズ
は
時
代
思
潮
に
非
常
に
確
信
を
も
っ
て
い
た
。
「
プ
ラ
イ
ト

氏
が
改
革
に
つ
い
て
語
れ
ば
語
る
ほ
ど
、
国
民
は
そ
れ
を
望
ま
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
彼
は

下
層
階
級
の
心
を
和
ら
げ
る
乙
と
は
せ
ず
、
上
流
階
級
を
び
っ
く
り
さ
せ
、
い
や
な
思
い
を

さ
せ
た
の
だ
。
」
と
タ
イ
ム
ズ
は
解
説
を
か
い
た
。
彼
は
「
民
衆
の
考
え
は
着
実
な
足
取
り

で
、
絶
え
ず
発
展
し
な
が
ら
、
抗
し
難
い
勢
で
あ
る
。
」
乙
と
を
信
じ
た
か
っ
た
ら
し
い
が
、

大
都
市
を
出
る
と
、
そ
う
い
う
主
張
を
正
当
化
す
る
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
改
革

家
達
は
、
世
論
を
か
き
立
て
る
乙
と
が
不
可
能
と
な
る
と
、
選
挙
に
つ
い
て
急
進
派
の
変
革

を
な
し
と
げ
る
最
良
の
時
期
は
、
熱
意
が
高
揚
し
た
時
で
は
な
く
て
、
世
論
が
沈
滞
し
き
っ
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す
。
コ
プ
デ
ン
と
比
較
し
て
、
彼
の
方
に
鋭
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
は
る
か
に
精
力
的
で
、

そ
の
才
能
は
よ
り
実
戦
的
に
応
用
が
き
く
も
の
で
す
。
」
と
言
っ
た
。
プ
ラ
イ
ト
が
「
死
の

天
使
」
の
演
説
を
し
た
後
、
デ
ィ
ズ
レ
l
リ
は
、
「
同
じ
よ
う
な
雄
弁
で
明
快
な
演
説
を
終

る
た
め
に
、
私
な
ら
ば
持
て
る
能
力
を
出
し
尽
し
た
乙
と
だ
ろ
う
。
」
と
。
フ
ラ
イ
ト
に
語
っ

た
。
し
か
し
、
プ
ラ
イ
ト
は
デ
ィ
ズ
レ

l
リ
、
ば
か
り
で
は
な
く
、
他
の
多
く
の
不
満
を
持
つ

議
員
と
話
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
例
え
ば
パ
！
マ
ス
ト
ン
が
や
り
遂
げ
る
覚
悟
を
し
て
い

（
九
三
）

た
以
上
に
活
気
に
充
ち
た
戦
争
の
中
心
的
な
支
持
者
、
レ
イ
ヤ
ー
ド
（
F
釦
百
三
）
と
か
、

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
派
と
は
全
く
異
っ
た
戦
争
観
の
持
主
ロ

l
パ
ッ
ク
（
同

0
0
σ
5
5
を
相
手

に
、
再
三
長
い
論
争
を
し
た
。
議
会
の
流
動
的
な
状
況
の
中
で
、
パ
ー
マ
ス
ト
ン
政
府
が
決

し
て
安
泰
で
な
く
な
る
と
、
ブ
ラ
イ
ト
は
精
一
杯
政
治
的
な
計
算
を
し
た
。
彼
の
才
能
が
広

（
九
四
）

く
知
れ
わ
た
っ
た
。
す
る
と
ド
レ
イ
ン
（
ロ
巴

mEO〉
で
さ
え
「
コ
プ
デ
ン
と
，
フ
ラ
イ
ト
は
、

「
ぜ
が
非
で
も
平
和
を
』
と
主
張
し
な
け
れ
ば
、
今
ご
ろ
は
閣
僚
に
な
っ
て
い
る
の
に
。
」
と

つ
ぶ
や
い
た
。

民
衆
の
考
え
は
、
国
会
内
の
「
事
情
通
」
よ
り
も
納
得
さ
せ
る
の
が
容
易
で
な
か
っ
た
。

圏
内
で
は
、
プ
ラ
イ
ト
は
「
専
制
君
主
の
利
益
に
な
る
よ
う
な
乙
と
を
し
て
る
」
に
す
ぎ
な

い
、
と
思
わ
れ
た
。

ヴィクトリア時代の人々ーその 4

つ
ば
広
帽
子
を
被
っ
た
祭
礼
物
の
商
人
よ

耳
に
は
綿
を
つ
め
て
い
る
が

夢
の
中
で
も
、
小
金
の
音
を
聞
き
つ
け
る
：
：
：

コ
プ
デ
ン
と
プ
ラ
イ
ト
は
パ
リ
の
平
和
を
歓
迎
し
た
が
、
一
般
に
は
人
気
が
な
か
っ
た
。

パ
l
マ
ス
ト
ン
が
、
戦
争
は
終
っ
た
の
で
自
ら
平
和
主
義
者
に
な
る
つ
も
り
は
な
い
と
い
う

と
と
を
、
一
八
五
六
年
か
ら
五
七
年
の
聞
に
明
ら
か
に
し
て
し
ま
う
と
、
プ
ラ
イ
ト
と
コ
プ

デ
ン
は
、
ま
た
も
や
、
手
近
か
な
犠
牲
者
に
な
っ
た
。
プ
ラ
イ
ト
は
政
争
に
精
根
っ
き
果
て

る
と
、
病
に
倒
れ
、
海
外
に
出
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
パ
ー
マ
ス
ト
ン
は
、
人
気
の

上
昇
に
助
け
ら
れ
て
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
も
新
ら
し
い
支
持
者
を
得
る
乙
と
が
で
き
、
そ

こ
で
一
八
五
七
年
、
熱
狂
的
な
歓
迎
を
受
け
た
。
プ
ラ
イ
ト
は
、
そ
の
選
挙
で
得
票
は
最
も

少
な
く
、
対
立
候
補
に
比
べ
て
三
千
票
も
少
な
か
っ
た
。
一
八
五
二
年
に
は
、
一
区
を
除
き

全
区
で
多
数
を
確
保
し
た
が
、
一
八
五
七
年
に
は
全
区
で
得
票
数
が
少
な
か
っ
た
。
選
挙
に

勝
っ
た
人
物
の
一
人
が
、
「
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
市
民
か
ら
勲
爵
士
へ
の
道
を
利
用
し
た
つ
ま

ら
ぬ
男
」
で
あ
る
、
と
わ
か
る
と
、
そ
の
敗
北
が
よ
け
い
面
白
く
な
く
な
っ
た
。
「
我
々
は

正
し
い
乙
と
を
我
々
の
学
派
に
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
そ
の
原
理
は
学
ぶ
者
に
は
少
し
重
荷

に
な
り
過
ぎ
た
の
だ
。
」
と
守
フ
ラ
イ
ト
は
書
い
て
い
る
。
傍
観
者
も
同
じ
教
訓
を
導
き
出
し

た
。
「
選
挙
戦
で
あ
れ
程
努
力
し
て
す
ば
ら
し
い
名
声
を
か
ち
得
た
町
が
、
今
や
と
る
に
足

ら
ぬ
も
の
と
な
り
下
が
り
、
議
会
最
高
の
人
物
が
も
た
ら
し
た
世
界
的
な
栄
誉
よ
り
も
地
方

の
繁
栄
の
方
を
と
る
の
だ
。
」
と
デ
l
リ
l
・
ニ
ュ
ー
ス
（
M
3
E
bミ
守
弓
霊
的
）
は
大
書
し

た。
プ
ラ
イ
ト
が
独
り
失
墜
し
た
の
で
は
な
い
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
の
他
の
都
市
で
も
、
マ

ン
チ
ェ
ス
タ
l
派
は
敗
れ
去
っ
た
。
そ
の
結
果
は
、
よ
く
考
え
る
と
、
胸
ふ
さ
が
る
思
い
で

（
九
五
〉

あ
っ
た
。
ハ
ダ
！
ズ
フ
ィ
ー
ル
ド
（
出
ロ
品
。
－

Rω
由
巳
仏
）
で
敗
れ
た
コ
プ
デ
ン
は
、
最
も
人
気

の
あ
る
選
挙
区
か
ら
「
一
番
挑
戦
的
な
反
撃
」
を
受
け
三
番
貴
族
的
な
地
盤
か
ら
、
も
っ

と
も
お
だ
や
か
な
反
撃
を
食
っ
た
。
」
、
と
コ
プ
デ
ン
は
不
満
を
も
ら
し
た
。
ク
リ
ミ
ア
戦
争

が
英
国
の
政
治
の
方
向
を
一
変
さ
せ
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
「
穀
物
法
反
対
同
盟
の
壊
滅
の

よ
う
に
、
謀
判
を
お
乙
し
た
天
使
の
失
墜
以
来
、
何
事
か
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
、
サ
タ
ン

よ
、
汝
は
ど
う
し
て
天
国
か
ら
墜
ち
た
の
か
」
と
マ
コ

l
レ
l
は
問
う
た
。

マコ

l
レ
l
は
反
対
同
盟
を
嫌
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
コ
プ
デ
ン
と
プ
ラ
イ
ト

の
返
り
咲
き
を
願
っ
た
し
、
大
方
の
議
員
も
同
じ
考
え
で
あ
っ
た
。
タ
イ
ム
ズ
（
円
可

思
送
時
的
）
と
保
守
党
紙
で
さ
え
そ
の
敗
北
を
残
念
に
思
っ
た
。
コ
プ
デ
ン
・
プ
ラ
イ
ト
両
氏

が
生
涯
の
指
針
と
し
た
主
義
主
張
に
も
っ
と
も
反
対
の
立
場
を
と
っ
た
人
々
か
ら
二
人
に
寄

せ
ら
れ
た
よ
う
な
広
い
尊
敬
と
評
価
の
言
葉
を
聞
き
、
議
場
か
ら
引
退
し
て
行
つ
た
政
治
家

は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
」
と
サ
タ
l
デ
l
．
レ
ビ
ユ

l

（同
3』
w
ぬ
句

記
事
を
か
い
た
。
絶
望
的
に
一
瞬
コ
プ
デ
ン
は
意
気
消
枕
し
て
次
の
様
に
言
つ
た
、
「
人
は

豊
か
に
な
る
と
、
保
守
化
し
貴
族
主
義
的
に
な
り
、
正
直
な
人
は
政
治
に
求
め
る
気
持
が
な

く
な
る
。
」
「
お
ろ
か
な
考
え
」
が
漫
延
し
、
そ
れ
に
歯
止
め
を
か
け
る
乙
と
は
困
難
で
あ
っ

た
。
プ
ラ
イ
ト
は
病
気
が
回
復
す
る
と
一
層
楽
天
的
に
な
っ
た
。
「
今
後
十
年
し
て
、
そ
の

時
ま
で
生
き
て
い
る
人
々
は
、
大
衆
の
考
え
が
最
近
非
常
に
積
極
的
に
な
り
、
そ
れ
だ
け
に

間
違
い
も
多
か
っ
た
問
題
に
つ
い
て
、
様
子
が
す
っ
か
り
変
化
し
て
い
る
と
と
に
気
付
く
か

も
知
れ
な
い
。
」
と
彼
は
コ
プ
デ
ン
へ
の
手
紙
に
書
い
た
。
彼
は
一
般
大
衆
の
考
え
を
変
え

る
乙
と
に
積
極
的
に
参
加
し
、
戦
い
の
最
大
の
犠
牲
者
と
も
言
う
べ
き
議
会
改
革
の
た
め
の

新
十
字
軍
を
動
員
す
る
決
心
を
し
た
。
改
革
の
戦
い
に
終
り
は
な
く
、
戦
い
は
火
ぷ
た
が
切

っ
て
落
さ
れ
た
。
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
は
「
情
熱
的
で
心
が
せ
ま
い
」
か
も
知
れ
な
い
が
、
ィ
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コ
プ
デ
ン
に
は
、
そ
の
抗
争
を
敵
と
同
盟
国
と
顧
客
の
そ
れ
ぞ
れ
に
味
方
す
る
独
裁
者
を
い

（
八
七
）

た
だ
く
戦
争
、
と
退
け
ら
れ
る
の
を
聞
き
、
胸
苦
し
い
思
い
を
し
た
の
は
、
ア

l
カ
ッ
ト

（巴吋
ρ
ロ
｝
足
立
）
の
信
奉
者
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

数
年
前
は
あ
れ
程
熱
烈
に
コ
ブ
デ
ン
と
プ
ラ
イ
ト
を
支
持
し
、
一
八
四
七
年
の
選
挙
で
は

無
競
争
で
プ
ラ
イ
ト
を
選
出
し
た
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
で
さ
え
、
一
八
五
二
年
か
ら
五
五
年
の

聞
に
は
態
度
を
一
変
さ
せ
て
、
ロ
シ
ア
相
手
の
戦
争
を
全
面
的
に
支
持
し
た
。
一
八
五

O
年

に
は
早
く
も
、
そ
の
変
身
ぶ
り
が
最
初
に
自
に
つ
い
た
。
パ
ー
マ
ス
ト
ン
が
「
あ
ら
ゆ
る
乙

と
に
干
渉
す
る
」
政
策
に
プ
ラ
イ
ト
が
疑
問
を
表
明
し
て
い
た
時
、
そ
の
疑
問
が
マ
ン
チ
ェ

ス
タ
ー
で
は
「
も
っ
と
も
物
わ
か
り
の
い
い
連
中
」
か
ら
大
い
に
批
難
さ
れ
た
。
「
彼
等
は

た
だ
漠
然
と
自
分
の
主
義
を
も
っ
て
い
る
の
で
私
に
も
同
じ
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
た
。
」
と
プ
ラ
イ
ト
は
不
平
を
も
ら
し
た
。
一
八
五
二
年
に
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
で
他

の
ど
の
英
国
の
都
市
に
も
劣
ら
ぬ
熱
烈
な
戦
争
集
会
が
聞
か
れ
た
。
も
っ
と
も
そ
れ
に
対
す

（
八
八
）

る
抵
抗
は
パ

l
ミ
ン
ガ
ム
や
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド

3
F何
回
包
）
よ
り
も
大
き
か
っ
た
の
だ
け

れ
ど
も
、
戦
争
が
始
っ
た
後
で
、
プ
ラ
イ
ト
の
葉
人
形
が
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
で
焼
か
れ
、
そ

の
間
集
っ
た
群
衆
は
乙
う
は
や
し
立
て
た
。

有明工業高等専門学校紀要

ク
エ
ー
カ
ー
教
徒
の
名
を
輝
や
か
せ
る
た
め
に

そ
の
身
体
を
火
に
投
じ
て

力
強
い
英
国
の
名
に
お
い
て
、
声
高
ら
か
に
呼
ぶ
の
だ

（八九）

「
ニ
コ
ラ
ス
老
人
（
o
E
Z宮
町
。

F
ろ
の
も
と
に
彼
を
送
れ
」
と
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下
品
な
小
冊
子
屋
が
、
「
前
を
は
た
げ
、
つ
ば
広
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
異
教
徒
の
薄
情
な
ペ

テ
ン
師
」
を
瑚
笑
う
仲
間
入
り
を
し
た
。
戦
争
中
、
一
般
民
衆
の
意
見
は
、
プ
ラ
イ
ト
、
コ

プ
デ
ン
と
強
く
対
立
し
て
い
た
が
、
下
院
の
中
で
プ
ラ
イ
ト
が
評
価
を
高
め
て
い
た
の
は
事

実
で
あ
る
。
一
八
五
四
年
八
月
、
「
日
記
」
の
中
に
彼
は
乙
う
書
い
た
。
「
政
府
、
議
会
の

政
策
に
対
し
て
反
対
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
議
会
の
小
生
の
地
位
は
悪
く
な
る
ど
こ
ろ
か

い
い
方
に
向
っ
て
い
る
。
全
党
派
の
人
々
か
ら
多
く
の
尊
敬
と
好
意
的
な
言
葉
を
か
け
て
も

ら
っ
た
。
」
。
フ
ラ
イ
ト
が
高
く
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
つ
に
は
彼
の
雄
弁
と
、

一
つ
に
は
政
治
状
勢
全
般
の
結
果
で
あ
っ
た
。
彼
の
雄
弁
は
議
論
が
面
白
く
な
い
と
思
わ
れ

た
時
に
も
、
か
な
ら
ず
賞
讃
さ
れ
た
。
同
盟
の
運
動
期
間
中
、
彼
は
雄
弁
を
極
め
た
乙
と
は

な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
戦
争
が
好
機
を
与
え
て
く
れ
た
。
彼
が
遭
遇
す
る
反
対
勢
力
が
彼
の

精
一
杯
の
カ
を
引
き
出
し
て
く
れ
た
。
偉
大
な
人
格
だ
け
が
一
八
五
四
年
に
瑚
笑
や
不
名
誉

か
ら
彼
を
救
っ
て
く
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
戦
争
完
遂
が
予
想
以
上
に
困
難
な
乙
と
が

わ
か
り
、
人
命
の
損
失
も
同
じ
く
予
想
よ
り
は
る
か
に
大
き
い
乙
と
が
わ
か
る
と
、
議
員
連

中
は
す
す
ん
で
彼
の
意
見
を
聞
乙
う
と
し
た
。
彼
等
は
心
情
的
に
情
感
溢
れ
る
演
説
を
聞
き

た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
プ
ラ
イ
ト
が
討
論
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
公
表
さ

れ
る
と
、
議
場
に
殺
到
し
た
。
彼
の
演
説
が
、
素
晴
し
い
、
最
も
感
動
的
な
し
め
く
く
り
の

文
言
、
す
な
わ
ち
、
「
死
の
天
使
が
津
々
浦
々
ま
で
舞
い
下
り
て
来
た
。
そ
の
羽
ば
た
き
が

今
に
も
聞
え
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
い
う
と
と
ろ
ま
で
く
る
と
、
一
部
の
議
員
の
眼
に
は
涙
が

浮
ん
で
い
た
。

国
会
議
員
は
、
一
八
五
三
年
に
は
、
深
い
責
任
感
、
い
い
か
え
る
な
ら
ば
、
罪
の
意
識
に

近
い
も
の
を
感
じ
た
。
そ
乙
で
ブ
ラ
イ
ト
は
と
の
意
識
を
存
分
に
活
用
で
き
た
の
で
あ
る
。

（九
O
）

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
l
プ
ル
の
英
国
大
使
、
レ
ッ
ド
ク
リ
フ
・
デ
・
ス
ト
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド

（
同
包
巳
出
向

r
g
g民
o
E）
卿
で
さ
え
も
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
を
引
き
お
こ
し
た
悪
党
と
み

（
九
一
）

な
さ
れ
る
乙
と
が
よ
く
あ
っ
た
が
、
彼
は
、
セ
バ
ス
ト
ポ
l
ル
の
陥
落
直
後
、
そ
乙
を
訪
ね

て
、
「
ジ
ョ
ン
・
プ
ラ
イ
ト
は
、
こ
の
こ
と
だ
け
で
完
全
に
支
持
を
受
け
る
。
も
し
と
れ
が

戦
争
が
も
た
ら
し
た
結
果
の
一
例
な
ら
ば
、
彼
の
平
和
団
体
に
よ
ろ
と
ん
で
参
加
し
よ
う
と

思
わ
ぬ
者
が
誰
か
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
セ
バ
ス
ト
ポ
ー
ル
は
廃
虚
の
町
と
い
う
よ
り
は
む
し

ろ
火
口
み
た
い
な
も
の
だ
。
」
と
彼
は
き
っ
ぱ
り
と
言
っ
た
。

罪
の
意
識
に
は
社
会
一
般
の
政
治
的
な
混
乱
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
が

（
九
二
）

ブ
ラ
イ
ト
に
次
の
好
機
を
与
え
た
。
パ
ー
マ
ス
ト
ン
が
一
八
五
五
年
に
ア
バ
デ
ィ

i
ン

（〉
σ
2
a
o
o
ロ
）
の
後
任
と
な
っ
た
の
は
、
彼
が
英
雄
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
く
て
、
代
り

の
人
物
が
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ブ
ラ
イ
ト
は
パ

l
マ
ス
ト
ン
が
と
て
も
嫌
い
で
あ
っ

た
。
そ
の
結
果
、
彼
は
真
面
目
な
信
念
よ
り
は
む
し
ろ
政
治
的
な
計
算
か
ら
パ

l
マ
ス
ト
ン

に
反
対
の
立
場
を
と
る
議
員
連
と
一
時
的
に
意
見
が
一
致
す
る
と
と
は
可
能
だ
と
わ
か
っ

た
。
プ
ラ
イ
ト
は
戦
争
中
、
デ
ィ
ズ
レ
l
リ
と
は
い
つ
も
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
。
彼
等
は

互
に
信
頼
し
合
ぃ
、
そ
し
て
一
八
五
二
年
に
は
、
お
そ
ら
く
可
成
り
気
ま
ぐ
れ
に
語
り
合
っ
た

乙
と
な
の
だ
が
、
「
政
党
の
再
構
築
」
と
、
以
前
の
保
護
貿
易
論
者
と
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
派

の
人
々
の
合
同
に
つ
い
て
語
っ
た
。
デ
ィ
ズ
レ
l
リ
は
自
ら
と
ほ
ぼ
同
じ
位
に
。
フ
ラ
イ
ト
を

高
く
評
価
し
た
。
一
八
五
五
年
、
彼
は
サ
ク
ソ
ン
人
宰
相
に
、
「
私
は
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
、

プ
ラ
イ
ト
そ
し
て
私
を
、
議
会
の
中
で
最
も
精
力
的
な
三
人
男
と
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
。

。
フ
ラ
イ
ト
は
と
き
に
無
相
な
乙
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
雄
弁
は
非
常
に
力
強
い
も
の
で
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行
が
あ
ら
か
じ
め
見
通
し
た
通
り
、
戦
争
に
向
う
動
き
を
止
め
る
た
め
に
、
彼
等
は
何
も
な

し
得
な
か
っ
た
。
戦
争
が
始
っ
て
か
ら
、
ク
エ
ー
カ
ー
教
徒
の
小
集
団
は
「
平
和
運
動
の
中

核
」
と
し
て
行
動
を
続
け
た
。
プ
ラ
イ
ト
は
、
大
衆
の
手
で
さ
ら
し
も
の
医
さ
れ
る
と
、
そ

の
騒
ぎ
を
逃
れ
て
、
心
か
ら
彼
の
信
念
を
理
解
す
る
小
人
数
の
共
同
体
の
中
に
身
を
引
い
て

精
神
的
な
平
和
に
浸
る
乙
と
が
出
来
る
こ
と
に
心
の
慰
み
を
見
出
し
た
。

ブ
ラ
イ
ト
は
完
全
平
和
主
義
者
で
は
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
ト
ル
コ
問
題
に
対
す
る
対
応

の
仕
方
は
、
人
道
的
な
配
慮
に
強
く
裏
打
ち
さ
れ
て
い
た
。
一
八
三
六
年
の
夏
に
は
、
彼

（

八

三

）

（

八

四

）

は
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
l
プ
ル
、
イ
エ
ル
サ
レ
ム

Q
2
5
m
z
g）
「
聖
地
」
（
吋
｝
話
回
巳
可

E
m
B
m）
そ
の
他
ト
ル
コ
帝
国
の
多
数
の
地
を
訪
れ
た
の
だ
っ
た
。
彼
の
「
日
記
」
の
感
想

か
ら
、
穀
物
法
反
対
同
盟
が
設
立
さ
れ
る
前
、
お
よ
び
コ
プ
デ
ン
に
会
う
以
前
は
、
ト
ル
コ

が
中
東
に
お
け
る
社
会
の
進
歩
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
と
、
彼
が
確
信
し
て
い
た
と
と
が
わ

か
る
。
コ
プ
デ
ン
も
、
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、
状
況
分
析
か
ら
同
じ
結
論
に
達
し
て
い

た
。
彼
は
自
分
の
小
冊
子
、
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
ロ
シ
ア
』
（
阿
国
企
む
き
片
γ

マ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
同
H
S包
h
N

）（
H
g
m）
お
よ
び
『
ロ
シ
ア
』
（
同
S
M凡

h
N

）（
H
8
3
の
中
で
、
外
交

政
策
の
カ
の
均
衡
論
を
馬
鹿
に
し
、
ロ
シ
ア
の
通
商
と
乙
と
に
よ
る
と
軍
隊
が
拡
大
展
開
す

る
と
と
に
対
抗
し
て
、
ト
ル
コ
を
支
援
し
よ
う
と
す
る
試
み
を
強
烈
に
攻
撃
し
た
。
も
し
ロ

シ
ア
が
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
l
プ
ル
を
占
領
し
て
も
、
ま
ず
い
と
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
る
ま
い
、

と
彼
は
言
っ
た
。
「
宗
教
、
言
語
、
国
民
性
、
そ
し
て
疫
病
が
乙
ぞ
っ
て
、
ト
ル
コ
の
キ
リ

ス
ト
教
徒
の
相
手
に
対
す
る
優
位
を
主
張
す
る
乙
と
に
反
対
す
る
。
」
通
商
上
の
利
害
も
関

り
が
あ
っ
た
、
と
い
う
の
は
ロ
シ
ア
人
は
ト
ル
コ
人
以
上
に
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
l
プ
ル
を
一

大
貿
易
都
市
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
英
国
は
、
新
ら
た
な
好
機

に
恵
ま
れ
て
、
応
分
の
分
け
前
を
得
ょ
う
と
し
た
。
「
金
も
か
か
ら
ず
武
器
も
取
ら
ず
と
な

る
と
、
そ
れ
だ
け
で
も
我
が
国
が
通
商
を
維
持
し
、
守
る
希
望
が
も
て
る
武
器
な
の
だ
。
」

穀
物
法
反
対
同
盟
は
、
乙
の
外
国
関
係
に
つ
い
て
の
理
論
を
組
織
化
し
た
の
だ
。
平
和
と

自
由
貿
易
は
お
互
に
か
ら
み
合
っ
た
関
係
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
さ
に
自
由
貿
易

が
も
た
ら
す
最
大
の
成
果
は
「
人
を
集
め
、
人
種
、
信
条
、
言
語
の
対
立
を
押
し
の
け
て
、

人
類
を
統
一
し
て
永
遠
の
平
和
を
も
た
ら
す
乙
と
」
で
あ
ろ
う
。
一
八
四
六
年
、
コ
プ
デ
ン

は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
で
、
「
強
大
な
帝
国
、
巨
大
な
軍
事
力
、
生
命
と
労
働
報
酬
を
台
な
し

に
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
材
料
を
求
め
る
欲
望
や
動
機
は
な
く
な
る
も
の
と
私
は
信
じ
て

い
る
。
」
と
言
っ
た
。

一
八
四
六
年
か
ら
一
八
五
一
年
に
か
け
て
、
コ
プ
デ
ン
と
プ
ラ
イ
ト
は
、
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「
和
平
政
策
」

を
強
力
に
迫
る
可
成
り
の
思
想
団
体
を
糾
合
す
る
と
と
が
で
き
た
。
国
際
平
和
会
議
が
、
一

八
四
三
、
四
八
、
四
九
、
五

O
、
五
一
年
と
次
々
に
聞
か
れ
た
。
平
和
協
会
が
宣
伝
運
動
を

組
織
し
た
。
そ
し
て
一
八
四
九
、
五

O
年
に
コ
プ
デ
ン
は
国
際
的
な
論
争
を
収
め
る
手
段
と

し
て
の
裁
定
に
賛
成
し
て
決
議
案
を
提
出
し
た
。
一
八
四
九
年
の
パ
リ
平
和
会
議
で
、
ピ
ク

（
八
五
）

ト
ル
・
ユ

l
ゴ
！
（
ぎ
の
件
。
門
出
ロ
m
o）
は
、
開
会
演
説
で
各
国
代
表
に
、
大
砲
が
博
物
館
の

適
当
な
場
所
に
引
き
と
ら
れ
る
日
が
来
る
乙
と
を
楽
し
み
に
お
待
ち
下
さ
い
、
と
言
っ
た
。

一
年
後
、
ピ
ク
ト
ル
・
ユ

l
ゴ
ー
よ
り
も
更
に
重
要
な
人
物
が
、
全
く
同
じ
調
子
で
演
説
し

た
。
ア
ル
パ

l
ト
匂

ψ
江
口

2
E
Z
Z）
は
、
有
史
以
来
、
人
類
が
ひ
た
す
ら
目
指
し
て

来
た
あ
の
大
目
的
｜
｜
す
な
わ
ち
人
類
の
統
一
ー
ー
の
実
現
に
つ
い
て
語
っ
た
。
平
和
の
福

音
に
捧
げ
ら
れ
た
万
国
大
博
覧
会
か
ら
間
も
な
い
頃
、
ジ
ョ
セ
フ
・
ス
タ
l
ジ
は
平
和
、
禁

酒
主
義
、
奴
隷
反
対
を
徹
底
的
に
議
論
す
る
た
め
に
、
一
連
の
会
合
を
開
く
家
を
借
り
た
。

一
八
五
一
年
の
こ
う
し
た
高
速
な
希
望
が
、
一
八
五
二
、
五
三
年
に
は
し
ぼ
ん
で
し
ま
っ

た
。
急
進
派
は
、
二
つ
の
敵
対
す
る
陣
営
、
す
な
わ
ち
、
真
面
目
派
と
陽
気
派
で
は
な
く

て
「
平
和
主
義
者
」
と
十
字
軍
と
い
う
陣
営
に
は
っ
き
り
と
分
れ
て
い
っ
た
。
コ
ス

1
ス

（
問
。
的
問
丘
町
）
が
英
国
を
訪
れ
た
時
、
平
和
協
会
が
彼
を
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
英
雄
の
よ
う

に
扱
わ
ぬ
よ
う
国
民
に
警
告
し
た
の
は
も
っ
と
も
な
乙
と
で
あ
る
。
パ

i
マ
ス
ト
ン
は
も
っ

と
事
情
を
理
解
し
て
い
た
。
彼
は
コ
ス

l
ス
自
分
よ
り
も
コ
ス

l
ス
を
支
持
す
る
急
進
派
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
。

コ
ス

l
ス
の
訪
英
は
、
民
衆
の
ロ
シ
ア
人
に
対
す
る
敵
意
と
ト
ル
コ
人
に
ょ
せ
る
熱
意
と

を
か
き
立
て
た
。
一
八
四
九
年
、
ト
ル
コ
国
民
は
コ
ス

l
ス
を
か
く
ま
っ
た
が
、
そ
の
時
オ

ー
ス
ト
リ
ア
と
ロ
シ
ア
は
彼
を
追
っ
て
い
た
。
彼
の
支
持
者
は
と
の
事
態
に
ま
つ
わ
る
教
訓

を
説
明
せ
ぬ
ま
ま
放
置
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
ト
ル
コ
は
難
民
の
寄
港
地
、
ロ
シ
ア
は
暴

政
の
砦
、
そ
し
て
皇
帝
は
弱
い
者
い
じ
め
の
暴
君
で
あ
っ
た
。
乙
の
固
定
観
念
は
プ
ラ
イ
ト

の
そ
れ
と
は
全
く
違
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
彼
に
は
「
ト
ル
コ
帝
国
は
明
ら
か

に
崩
壊
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
」
と
い
う
確
信
が
つ
の
る
ば
か
り
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

「
専
制
国
が
す
べ
て
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
ト
ル
コ
は
崩
壊
の
種
子
を
宿
し
て
い
る
の
だ
。
」

ナ
ラ
イ
ト
と
コ
プ
デ
ン
は
共
に
一
八
五
四
年
と
五
五
年
に
、
国
民
の
前
に
と
う
い
う
見
解
を

示
し
て
み
た
が
、
ほ
と
ん
ど
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
。
戦
争
が
勃
発
し
た
時
、
彼
等
の
論
議

は
、
血
気
盛
ん
な
戦
争
の
支
持
者
に
は
、
ほ
と
ん
ど
裏
切
り
と
も
と
れ
た
。
プ
ラ
イ
ト
が
、

ト
ル
コ
帝
国
を
地
上
で
最
も
麗
し
い
地
方
の
一
部
に
、
極
悪
非
道
の
醜
悪
極
ま
る
専
制
政
治

を
お
し
つ
け
る
国
と
言
う
の
を
耳
に
し
、
そ
し
て
ロ
シ
ア
び
い
き
の
『気
分
も
な
く
な
っ
た
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で
、
法
律
の
強
制
が
適
当
で
な
い
よ
う
な
事
は
、
お
互
が
さ
し
ひ
か
え
る
よ
う
に
説
得
す
れ

ば
よ
い
の
だ
。
」

プ
ラ
イ
ト
と
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
学
派
の
他
の
大
多
数
の
指
導
者
の
国
家
干
渉
に
対
す
る
反

対
が
製
造
業
を
営
む
中
産
階
級
と
労
働
階
級
の
聞
に
模
を
打
ち
込
ん
だ
。
そ
の
模
は
、
プ
ラ

イ
ト
が
政
治
的
な
協
力
を
得
よ
う
と
し
て
み
る
と
、
必
ら
ず
彼
の
障
害
と
な
っ
た
。
経
済
的

な
利
益
と
政
治
原
則
が
影
響
し
合
っ
て
、
効
果
的
な
考
え
方
を
す
る
幅
広
い
階
層
の
人
々
を

終
始
引
き
つ
け
る
乙
と
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
学
派
に
は
不
可
能
と
な
っ
た
。

そ
の
一
派
の
成
功
を
は
ば
む
も
っ
と
大
き
な
障
害
は
、
中
産
階
級
自
体
の
内
部
分
裂
で
あ

っ
た
。
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
学
派
と
他
の
地
方
の
中
産
階
級
製
造
業
者
が
、
こ
ぞ
っ
て
、
プ
ラ

イ
ト
が
、
一
八
四
六
年
以
降
、
実
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
計
画
を
全
部
支
援
し
よ
う
と
し

て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
コ
プ
デ
ン
自
身
プ
ラ
イ
ト
が
労
働
階
級
を
一
政
治
勢
力
と
し

て
信
頼
し
て
い
る
乙
と
を
疑
問
に
思
っ
た
。
一
方
、
他
の
多
く
の
工
場
経
営
者
は
「
土
地
自

由
取
引
き
」
に
無
関
心
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
多
数
の
工
場
経
営
者
は
、
パ
ー
マ
ス
ト

ン
の
外
交
政
策
に
反
対
す
る
ど
乙
ろ
か
協
力
し
た
。
彼
等
は
、
税
を
安
く
抑
え
る
安
上
り
の

外
交
政
策
を
求
め
る
単
な
る
勘
定
高
い
人
間
で
は
な
か
っ
た
。
彼
等
は
国
家
に
対
す
る
忠
誠

心
と
国
の
命
運
に
信
頼
を
寄
せ
る
故
に
、
国
の
名
誉
と
特
権
に
挑
戦
す
る
も
の
に
神
経
を
と

（七六）

が
ら
せ
ず
に
は
お
ら
れ
ぬ
英
国
人
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
、
ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
l
（寸

gpmmH）

〔七七）

で
ネ
ル
ソ
ン
が
着
い
て
い
た
制
服
を
見
せ
ら
れ
て
、
た
っ
た
一
言
、
「
そ
の
制
服
は
ヨ
l
ク

）七八）

シ
ャ
の
ウ
エ
ス
ト
・
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
（
君
。
凹
仲
間
E
E
m）
製
で
す
か
、
そ
れ
と
も
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
西
部
の
製
品
で
す
か
」
と
言
っ
た
か
の
有
名
な
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
の
人
と
は
全
く
違
っ

て
い
た
。

（七九）

中
産
階
級
に
は
も
う
一
つ
別
の
一
派
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
マ

l
シ
ュ

l
・
ア
l
ノ
ル
ド

が
強
調
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
真
面
目
」
派
が
半
数
、
残
り
の
半
数
は
「
陽
気
」
で

「
組
暴
」
で
さ
え
あ
っ
た
。
英
国
の
中
産
階
級
の
実
力
は
、
そ
の
真
面
目
派
に
あ
る
の
だ

が
、
緊
急
な
場
合
に
は
、
「
陽
気
」
な
連
中
が
率
先
し
て
行
動
し
た
の
も
当
然
で
あ
っ
た
。

ブ
ラ
イ
ト
自
身
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
が
勃
発
し
て
、
パ
ー
マ
ス
ト
ン
が
野
党
の
混
成
固
に
対
抗

し
て
圏
内
で
中
産
階
級
の
支
持
を
活
用
す
る
乙
と
が
で
き
た
時
、
乙
の
乙
と
を
認
識
す
る
に

至
っ
た
。
「
滑
稽
な
宰
相
で
、
旧
時
代
派
の
陽
気
な
老
保
守
党
員
が
自
由
党
員
を
装
い
、
改

革
の
ク
ラ
ブ
」
を
か
つ
ぎ
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
の
人
々
を
か
つ
ぐ
乙
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
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穀
物
法
反
対
同
盟
の
運
動
は
、
勝
利
の
う
ち
に
幕
を
下
ろ
し
た
。
コ
プ
デ
ン
と
プ
ラ
イ
ト

は
少
な
く
と
も
北
部
中
産
階
級
の
英
雄
で
あ
っ
た
。
乙
れ
と
は
対
称
的
に
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争

は
二
人
を
共
に
国
民
か
ら
浮
い
た
存
在
に
し
て
し
ま
っ
た
。
歓
喜
は
屈
辱
に
降
り
、
頑
強
な

抵
抗
を
め
ざ
す
思
想
的
指
導
性
は
群
衆
の
声
に
屈
し
た
。
プ
ラ
イ
ト
の
偉
大
さ
を
示
す
も
の

は
、
過
去
十
年
間
一
般
受
け
す
る
計
画
を
徹
底
的
に
論
じ
た
と
同
じ
よ
う
に
、
俗
受
け
し
な

い
考
え
を
、
た
め
ら
う
乙
と
な
く
、
熱
意
を
込
め
て
表
明
し
た
こ
と
で
あ
る
。
「
た
と
え
私

が
孤
立
無
縁
で
も
」
、
「
た
と
え
戦
争
の
騒
音
や
腐
敗
し
た
新
聞
の
喧
騒
の
中
で
私
が
独
り
声

を
は
り
上
げ
て
も
、
私
の
言
葉
に
は
、
国
の
財
宝
を
無
駄
に
し
た
り
国
民
の
血
を
一
滴
で
も

流
す
乙
と
を
推
し
進
め
る
意
図
が
全
く
な
か
っ
た
乙
と
は
、
非
常
に
貴
重
な
心
の
慰
め
と
な

ろ
う
。
」
と
、
彼
は
有
名
な
戦
争
講
話
の
あ
る
時
に
、
声
を
大
き
く
し
て
言
っ
た
。
プ
ラ
イ

と
の
殻
後
、
グ
ラ
ツ
ド
ス
ト
ン
は
下
院
に
お
け
る
短
い
演
説
の
中
で
、
し
ば
ら
く
、
プ
ラ
イ

ト
と
ゴ
プ
デ
ン
が
ク
リ
ミ
ア
戦
争
中
に
人
気
を
落
し
た
と
と
に
つ
い
て
、
強
い
調
子
で
語
っ

た
。
「
生
涯
を
通
し
て
人
々
に
認
め
ら
れ
、
熱
意
に
包
ま
れ
育
ま
れ
て
来
て
、
あ
る
時
ふ
と

気
が
つ
く
と
、
そ
乙
に
至
る
ま
で
に
彼
等
が
受
け
て
来
た
、
そ
し
て
敵
対
す
る
人
は
夢
に
も

見
た
か
も
知
れ
ぬ
、
彼
等
に
は
絶
対
必
要
な
好
意
の
全
て
を
手
離
す
と
と
に
同
意
で
き
る
人

の
道
徳
的
な
気
高
さ
を
、
私
は
誇
り
を
も
っ
て
感
じ
た
し
、
今
な
お
そ
れ
を
忘
れ
た
と
と
が

な
い
。
」

プ
ラ
イ
ト
の
ク
リ
ミ
ア
戦
争
反
対
は
、
安
全
な
平
和
主
義
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
彼
は
絶
対
無
抵
抗
主
義
を
容
認
し
な
か
っ
た
。
「
私
は
戦
争
が
す
べ
て
不
法
で
非
人
道

で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
戦
争
に
反
対
し
た
と
と
は
な
い
。
」
と
彼
は
友
人
に
手
紙
で
言
っ

た
乙
と
が
あ
る
。
彼
は
む
し
ろ
一
八
五
四
年
の
特
有
の
状
況
を
細
か
く
調
べ
て
、
乙
の
特
殊

な
戦
争
に
は
必
然
性
が
な
く
、
罪
悪
で
あ
る
、
と
い
う
結
論
に
到
達
し
た
。

彼
が
ク
リ
ミ
ア
戦
争
に
反
対
し
た
背
景
は
複
雑
で
、
単
純
な
も
の
で
は
な
い
。
彼
は
ク
エ

ー
カ
ー
教
徒
と
し
て
、
当
然
流
血
と
暴
力
を
嫌
っ
た
。
そ
し
て
多
数
の
ク
エ
ー
カ
ー
教
徒
の

友
人
は
、
戦
争
は
人
命
を
奪
う
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
戦
争
に
反
対
す
る
覚
悟
を
し
て
い

た
。
例
え
ば
ク
エ
ー
カ
ー
教
徒
の
「
受
難
集
会
」
は
、
一
八
五
四
年
一
月
、
戦
争
の
前
夜
に

（八
O
）

へ

代

二

ジ
ョ
セ
フ
・
ス
タ
！
ヂ
Q
。
ω
o
u
F
m
Z円
問
。
）
、
ロ
パ

l
ト
・
チ
ャ

l
ル
ト
り
ぐ
ん
財
o
σ
0
2

）八二）

n
F
R
－zoロ
）
、
へ
ン
リ
l
・ピ

l
ズ
（
回
。
ロ
ミ

M
M
2
2）
と
い
う
最
も
高
名
な
三
人
を
モ

ス
ク
ワ
に
派
遣
す
る
乙
と
に
決
定
し
た
。
プ
ラ
イ
ト
は
そ
の
使
節
派
遣
に
賛
成
し
た
が
、
一
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し
神
の
御
心
が
綿
の
木
を
植
え
給
う
と
と
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
我
が
国
は
き
っ
と
数
百

年
前
に
は
夢
想
だ
に
出
来
な
か
っ
た
今
日
の
驚
異
的
な
貿
易
の
拡
大
を
経
験
す
る
乙
と
は

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

グィクトリア時代の人々ーその 4

綿
は
「
そ
の
時
代
を
通
し
て
、
国
の
活
力
が
発
揮
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
感
じ

ら
れ
る
不
思
議
な
影
響
」
を
与
え
た
が
、
「
そ
の
活
力
は
我
が
国
の
文
学
・
法
律
・
社
会
状

勢
、
政
治
体
制
に
多
か
れ
少
か
れ
影
響
を
及
ぼ
し
、
民
族
の
一
面
を
一
新
し
た
の
で
あ
る
。
」

，
フ
ラ
イ
ト
は
、
進
歩
に
つ
な
が
る
綿
の
関
係
を
想
像
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
乙
と
を
考
え
始
め

た
。
彼
の
父
は
綿
糸
業
者
で
、
兄
弟
は
、
プ
ラ
イ
ト
が
政
治
家
に
な
ろ
う
と
い
う
時
、
一
貫

し
て
積
極
的
に
家
業
を
続
け
て
い
た
。
プ
ラ
イ
ト
は
家
族
と
緊
密
な
関
係
を
保
っ
た
。
綿
糸

つ
む
ぎ
機
の
騒
音
が
、
絶
え
ず
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
学
派
の
学
習
室
に
聞
え
、
工
場
の
煙
が
す

べ
て
の
活
動
の
背
景
に
な
っ
て
い
た
。
学
派
の
講
義
の
細
か
い
と
乙
ろ
に
、
当
時
の
産
業
の

状
況
が
直
接
影
響
し
た
乙
と
は
、
講
師
障
が
工
場
法
に
対
し
て
と
っ
た
態
度
に
非
常
に
よ
く

見
ら
れ
る
。
貿
易
の
自
由
は
個
人
の
自
由
の
基
本
的
な
要
因
で
あ
っ
て
国
家
に
工
場
の
労
働

時
閣
を
制
限
す
る
権
利
が
な
い
と
と
は
、
保
護
手
段
を
用
い
て
売
買
網
に
干
渉
す
べ
き
で
は

な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。
と
彼
等
は
考
え
た
。
プ
ラ
イ
ト
は
一
貫
し
て
工
場
法
に
反
対
し

た
。
そ
の
第
一
の
理
由
は
、
時
間
減
は
賃
金
の
低
下
で
あ
り
、
二
番
目
と
し
て
、
穀
物
法
が

廃
止
さ
れ
る
と
、
労
働
市
場
に
な
さ
れ
る
法
的
な
干
渉
の
す
べ
て
と
、
政
府
が
賃
金
決
定
に

あ
ら
ゆ
る
試
み
を
す
る
乙
と
、
労
使
に
第
三
者
が
介
入
す
る
乙
と
、
と
れ
ら
す
べ
て
が
根
本

的
に
不
当
で
あ
り
、
結
果
的
に
有
害
で
あ
る
と
い
う
乙
と
か
ら
で
あ
っ
た
。
彼
は
慈
悲
深
い

庸
主
で
あ
っ
た
。
し
か
し
庸
い
手
は
国
家
の
力
で
慈
善
的
に
な
る
乙
と
を
強
制
さ
れ
て
は
な

ら
ぬ
、
と
信
じ
て
い
た
。
彼
は
、
実
に
あ
っ
さ
り
と
言
っ
て
い
る
。

職
工
の
利
益
の
た
め
と
か
、
得
意
先
の
人
K
着
る
物
を
与
え
る
た
め
に
、
私
は
工
場
を

続
け
て
い
る
の
で
は
な
い
。
私
の
目
的
は
、
資
本
を
投
じ
て
、
事
業
に
労
力
を
供
給
し
、

自
ら
と
家
族
の
た
め
に
豊
か
な
収
入
を
確
保
し
、
あ
わ
せ
て
晩
年
に
資
産
と
い
う
も
の
を

手
に
入
れ
た
い
と
願
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

国
家
に
は
、
こ
う
い
う
個
人
の
繁
栄
に
干
渉
す
る
権
利
は
な
か
っ
た
。
ア
シ
ュ
リ
ー
の
よ

う
な
地
主
の
利
益
代
表
が
、
職
工
問
題
を
取
り
上
げ
て
、
彼
等
を
保
護
す
る
た
め
に
、
国
家

の
干
渉
を
求
め
た
時
、
プ
ラ
イ
ト
は
彼
等
の
意
図
的
な
偏
見
に
充
ち
た
無
知
ぶ
り
を
批
難
し

た。

遠
い
高
い
所
か
ら
工
場
地
帯
の
状
況
を
見
渡
す
時
、
彼
等
は
望
遠
鏡
を
正
し
く
見
て
い

る
。
眼
に
は
い
る
物
は
、
か
く
し
て
身
近
か
に
迫
っ
て
、
非
常
に
拡
大
さ
れ
て
い
る
。
と

と
ろ
が
田
園
地
帯
を
見
る
よ
う
に
と
言
わ
れ
る
と
、
彼
等
は
望
遠
鏡
を
逆
に
す
る
。
す
る

と
物
み
な
す
べ
て
が
精
一
杯
遠
く
に
お
し
ゃ
ら
れ
て
、
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

工
場
主
達
が
一
番
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

職
工
達
は
必
ず
し
も
そ
ん
な
風
に
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
工
場
法
を
塾
劫
に
要
求
し

た
の
だ
。
彼
等
は
結
局
一
八
四
七
年
と
一
八
五

O
年
に
、
一
部
は
工
場
主
か
ら
な
る
国
会
議

員
の
一
団
の
助
け
を
得
て
、
そ
の
法
律
を
獲
得
し
た
。
し
か
し
、
一
八
四

0
年
代
に
一

O
時

〈七五〉

間
労
働
法
に
反
対
し
て
い
た
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
グ
ラ
ハ
ム
卿
（
∞
町

T
B
2
の
S
F
m
g）
の

よ
う
な
人
々
が
節
を
ま
げ
た
一
八
五

O
年
と
六

0
年
代
に
も
、
プ
ラ
イ
ト
は
工
場
法
に
反
対

し
続
け
た
。
そ
し
て
ま
た
、
国
家
権
力
が
大
都
市
の
煙
や
地
方
社
会
の
一
般
の
人
々
の
健
康

状
態
に
干
渉
す
る
乙
と
を
彼
は
一
度
も
認
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
彼
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
終

始
、
「
干
渉
無
用
」
で
あ
っ
た
。
頑
固
さ
の
結
果
、
彼
に
は
敵
が
多
か
っ
た
。
ロ
ッ
ホ
デ
l

ル
の
彼
の
工
場
の
職
工
達
は
、
再
三
、
庸
主
と
し
て
の
彼
の
行
動
に
心
か
ら
賛
成
の
気
持
を

表
わ
し
た
が
、
彼
の
工
場
問
題
に
対
す
る
態
度
に
労
働
階
級
は
し
つ
こ
く
反
対
し
た
。
例
え

ば
、
一
九
一
一
年
、
ロ
ッ
ホ
デ
l
ル
労
働
会
議
は
、
ジ
ョ
ン
・
プ
ラ
イ
ト
が
資
本
主
義
者
の

庸
主
で
、
工
場
法
に
反
対
し
、
少
年
の
労
働
時
閣
の
短
縮
に
反
対
し
た
と
い
う
理
由
で
、
プ

ラ
イ
ト
生
誕
百
年
祭
に
代
表
の
派
遣
を
拒
否
し
た
。

し
か
し
、
プ
ラ
イ
ト
が
国
家
干
渉
に
対
し
て
取
っ
た
態
度
は
、
自
分
の
個
人
の
利
益
と
は

直
接
関
係
が
な
く
、
彼
の
考
え
が
基
礎
と
な
っ
た
経
済
的
な
立
法
に
手
を
貸
す
乙
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
時
も
一
貫
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
彼
は
禁
酒
主
義
に
信
念
を
持
っ

て
い
た
の
で
、
地
方
行
政
当
局
に
酒
類
取
引
の
禁
止
を
認
め
よ
う
と
す
る
緩
や
か
な
酒
類
法

を
支
持
せ
よ
と
の
説
得
に
決
し
て
屈
服
し
な
か
っ
た
。
「
居
酒
屋
の
商
売
は
許
可
さ
れ
た
も

の
で
、
現
在
も
そ
う
な
の
だ
。
し
た
が
っ
て
国
会
や
法
律
が
そ
れ
に
無
用
の
難
題
ゃ
い
ら
だ

ち
を
与
え
る
と
と
は
不
当
で
あ
る
と
思
う
。
」
と
彼
は
言
っ
た
。
酒
を
飲
ま
せ
な
い
乙
と
を

人
を
真
面
目
に
す
る
試
み
に
と
り
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
の
だ
。
「
法
律
は
広
汎
か
つ
普
遍

的
な
原
則
、
例
え
ば
政
治
経
済
学
と
矛
盾
し
な
い
も
の
に
基
礎
を
置
い
た
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
し
か
し
、
個
人
が
何
を
我
慢
す
る
か
は
自
分
の
分
別
を
働
か
せ
れ
ば
よ
い
乙
と

- 58ー
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l
の
生
産
業
者
は
地
主
を
「
肩
書
付
き
の
重
罪
犯
」
と
か
「
土
地
持
ち
の
吸
血

鬼
」
と
さ
え
言
い
、
面
と
向
っ
て
、
自
分
達
が
政
治
、
経
済
力
に
正
当
な
権
力
を
主
張
す
る

の
は
正
し
い
と
い
う
乙
と
を
熱
心
に
立
証
し
よ
う
と
し
た
。
一
八
三
二
年
に
は
中
産
階
級
に

選
挙
権
が
与
え
ら
れ
て
い
た
が
、
穀
物
法
の
廃
止
だ
け
が
中
産
階
級
の
実
力
の
存
在
を
確
証

出
来
る
も
の
で
あ
っ
た
。
生
産
業
者
に
と
っ
て
は
、
保
護
と
は
、
地
方
産
業
の
病
弊
と
い
う

犠
牲
を
捧
げ
て
、
地
方
の
人
々
の
怠
慢
さ
を
保
護
す
る
乙
と
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に
見
え
た
。

地
主
中
心
の
議
会
は
明
け
渡
し
す
べ
き
な
の
だ
。
し
か
し
自
由
貿
易
の
要
求
が
お
ど
し
の
手

と
し
て
使
わ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
う
な
る
に
す
ぎ
ぬ
か
も
知
れ
な
い
の
だ
。

．
フ
ラ
イ
ト
は
、
同
盟
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
の
中
で
は
、
最
高
の
熱
弁
を
揮
っ
て
、
穀
物
法

廃
止
論
者
の
立
場
が
、
乙
の
よ
う
に
政
治
的
社
会
的
に
密
接
な
関
り
を
持
つ
乙
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
彼
は
一
八
四
九
年
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
！
の
聴
衆
に
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

有明工業高等専門学校紀要

穀
物
法
反
対
同
盟
は
、
以
後
、
新
し
い
秩
序
の
し
る
し
と
し
て
、
社
会
の
前
回
に
出
て

行
く
。
我
が
国
は
、
今
日
ま
で
、
大
地
主
階
級
に
治
め
ら
れ
て
来
た
。
貿
易
と
生
産
が
拡

大
す
る
に
つ
れ
て
、
力
の
均
衡
は
、
い
つ
の
自
に
か
は
、
そ
の
次
の
規
模
へ
と
拡
が
っ
て

ゆ
く
こ
と
を
誰
も
が
予
見
し
て
い
た
に
相
違
な
い
。
さ
て
、
そ
の
時
が
到
来
し
た
の
だ
。

そ
し
て
同
盟
の
発
足
は
、
す
べ
て
の
政
治
家
に
、
地
主
の
貴
族
政
治
の
能
力
が
限
界
ま
で

来
て
し
ま
い
。
今
後
は
、
結
局
、
そ
れ
が
服
従
せ
ざ
る
を
得
な
い
競
争
相
手
が
出
現
す
る

乙
と
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
と
い
う
乙
と
を
十
分
指
摘
し
て
い
た
の
だ
。
我
々
は
そ
れ
と
も

知
ら
ず
、
革
命
の
中
を
生
き
の
び
て
来
た
の
だ
。
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一
八
四

0
年
代
の
革
命
は
、
一
八
五

O
年
お
よ
び
一
八
六

0
年
代
に
お
け
る
プ
ラ
イ
ト
の

す
べ
て
の
仕
事
の
前
奏
曲
で
あ
っ
た
。
彼
の
仕
事
が
同
盟
の
成
果
の
中
で
占
め
る
割
合
は
、

コ
プ
デ
ン
に
比
較
す
る
と
、
小
さ
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
一
方
、
彼
が
一
八
四
六
年
以
降
同

盟
の
仕
事
の
仕
上
げ
で
果
し
た
仕
事
量
は
、
コ
プ
デ
ン
を
は
る
か
に
凌
い
で
い
た
。
穀
物
法

廃
止
に
至
る
ま
で
に
、
コ
プ
デ
ン
が
そ
の
理
解
を
深
め
る
と
、
気
持
を
か
き
た
て
役
が
．
フ
ラ

イ
ト
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
「
穀
物
法
は
諸
君
を
皮
ひ
も
で
乙
ら
し
め
さ
、
そ
り
む
ち
で
た
た
い

て
来
た
。
貿
易
は
そ
れ
に
よ
っ
て
不
安
と
危
機
に
お
と
し
入
れ
ら
れ
、
諸
君
は
政
治
的
独
立

を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
諸
君
の
周
囲
に
は
不
満
と
貧
困
に
陥

っ
た
労
働
者
が
群
を
な
し
て
い
る
の
だ
。
」
と
彼
は
声
を
大
き
く
し
て
言
っ
た
。
穀
物
法
が

廃
止
さ
れ
る
と
、
地
主
と
牧
師
を
相
手
に
、
新
ら
た
な
前
線
に
立
ち
、
戦
を
続
け
る
と
と
が
彼

の
仕
事
で
あ
っ
た
。
「
穀
物
同
盟
は
貴
族
政
治
の
不
正
に
向
う
敵
で
あ
り
、
国
教
会
は
貴
族

政
治
が
創
っ
た
道
具
な
の
だ
。
」
議
会
が
採
決
し
た
議
決
は
ど
れ
ひ
と
つ
と
し
て
社
会
問
題

全
体
を
解
決
出
来
な
か
っ
た
。
ロ
ッ
ホ
デ
l
ル
と
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
！
の
尊
敬
す
べ
き
人
物
が
、

教
会
割
当
納
付
金
は
一
ペ
ニ
ー
で
も
払
う
の
を
拒
み
、
穀
物
法
反
対
同
盟
に
は
、
時
と
し
て

数
千
ポ
ン
ド
の
寄
付
を
す
る
と
、
英
国
は
ど
乙
か
狂
っ
て
い
る
、
と
プ
ラ
イ
ト
は
考
え
た
。

乙
ん
な
状
況
を
正
常
に
す
る
乙
と
が
自
分
の
使
命
な
の
だ
と
彼
は
信
じ
て
い
た
。

将
来
の
政
治
計
画
の
必
要
項
目
、
す
な
わ
ち
自
由
貿
易
の
拡
大
、
減
税
、
土
地
保
有
に
関

す
る
法
律
の
改
正
、
つ
ま
り
彼
が
言
う
と
乙
ろ
の
「
土
地
自
由
取
引
」
、
金
の
か
か
ら
ぬ
外

交
政
策
、
地
方
を
犠
牲
に
し
て
人
口
の
多
い
地
域
の
力
を
増
す
た
め
の
選
挙
権
の
拡
大
な
ど

に
つ
い
て
、
彼
は
全
く
疑
問
を
抱
い
て
い
な
か
っ
た
。
乙
う
い
う
提
案
に
は
組
雑
な
利
己
的

な
空
気
が
漂
っ
て
い
た
が
、
プ
ラ
イ
ト
は
、
そ
う
い
う
も
の
を
す
べ
て
人
道
的
な
問
題
と
見

な
し
て
、
正
義
と
自
由
の
立
場
か
ら
そ
の
擁
護
論
を
主
張
し
た
。

そ
の
計
画
は
直
ち
に
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
派
の
計
画
と
言
わ
れ
始
め
た
。
「
会
派
の
領
袖
が

今
や
英
国
の
政
治
の
世
界
を
潤
歩
す
る
。
」
と
い
う
の
が
二

O
年
前
か
ら
人
々
が
よ
く
口
に

す
る
通
り
言
葉
に
な
っ
て
い
た
。
一
八
四
八
年
に
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
！
の
人
々
が
大
要
を

指
示
し
て
い
る
乙
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
「
我
々
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
派
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
我
々
の
政
策
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
の
政
策
で
あ
り
、
乙
の
建
物
は
、
思
う
に
、
マ
ン
チ

ェ
ス
タ
！
学
派
の
教
室
な
の
で
あ
り
ま
す
。
」
と
、
プ
ラ
イ
ト
は
、
一
八
五
一
年
マ
ン
チ
ェ

ス
タ
l
自
由
貿
易
会
館
ホ

1
ル
の
講
演
で
言
っ
た
。

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
1
学
派
の
影
響
力
は
綿
織
物
工
場
主
の
実
力
に
か
か
っ
て
い
た
。
一
八
五

0
年
代
に
お
い
て
は
、
原
料
綿
は
英
国
最
大
の
輸
入
品
で
、
綿
製
品
は
最
大
の
輸
出
品
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
綿
貿
易
は
相
変
ら
ず
伸
び
て
い
た
。
綿
製
品
の
特
性
と
そ
の
製
造
業
者
の
聞

に
は
類
似
点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
「
そ
れ
は
賛
沢
品
で
は
な
い
が
、
不
自
由
を
感
じ

な
け
れ
ば
見
向
き
も
さ
れ
な
い
も
の
、
し
か
し
階
級
の
別
な
く
必
需
品
な
の
だ
。
」
マ
ン
チ

ェ
ス
タ
！
の
実
業
家
は
社
会
的
経
済
的
な
進
歩
に
貢
献
す
る
乙
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
た
。

ー57ー

我
が
国
の
豊
富
な
鉄
と
石
炭
、
清
到
な
川
の
流
れ
、
大
海
原
に
い
た
る
便
利
な
河
口
が

商
業
の
歴
史
の
中
で
英
国
を
傑
出
し
た
固
に
し
て
く
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
も
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が
初
め
て
統
計
、
政
治
経
済
、
社
会
原
理
の
勉
強
を
し
た
の
は
、
父
の
工
場
の
休
憩
時
間
で

あ
っ
た
。
一
方
夜
に
な
る
と
、
彼
は
学
ん
だ
乙
と
を
実
際
に
移
し
、
聴
衆
に
背
を
向
け
ら
れ

な
い
で
語
り
か
け
る
方
法
を
学
ん
だ
。

宗
教
と
地
方
性
と
が
力
を
合
せ
て
、
プ
ラ
イ
ト
が
参
加
し
た
最
初
の
二
つ
の
政
治
運
動
、

す
な
わ
ち
ロ
ッ
ホ
デ
l
ル
の
教
会
納
付
金
反
対
闘
争
と
穀
物
法
反
対
国
民
運
動
に
精
気
を
吹

き
込
む
役
割
を
果
し
た
。
反
対
運
動
の
指
導
的
な
教
宣
者
に
な
っ
た
時
、
彼
は
す
で
に
基
礎

的
な
訓
練
を
充
分
受
け
て
い
た
の
だ
。

争
い
の
原
因
は
工
業
化
社
会
の
中
で
は
珍
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
教
区
民
は
み
ん
な

自
分
達
の
教
会
の
組
織
、
す
な
わ
ち
英
国
々
教
会
の
地
方
の
中
心
を
維
持
し
、
厳
粛
な
聖
餐

式
に
必
要
な
も
の
を
準
備
し
て
お
く
た
め
に
教
会
割
当
納
付
金
を
納
め
る
こ
と
は
、
し
き
た

り
と
し
て
当
然
の
乙
と
と
考
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
一
八
三

0
年
代
か
ら
、
非
国
教
徒
は
と

の
義
務
を
果
す
乙
と
を
次
第
に
嫌
が
り
始
め
た
。
彼
等
は
自
ら
の
手
で
多
数
の
教
会
を
新
し

く
建
て
て
い
た
の
で
、
そ
の
特
有
の
使
命
を
果
す
熱
意
に
充
ち
溢
れ
て
い
た
の
だ
。
「
我
々

は
非
国
教
徒
と
し
て
一
度
は
自
ら
の
教
会
の
た
め
に
、
そ
し
て
次
に
は
一
般
市
民
と
し
て
、

認
め
も
し
な
い
教
会
の
た
め
に
、
ど
う
し
て
二
度
も
お
金
を
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う

か
、
と
言
う
の
だ
。
一
八
三
四
年
、
ピ
！
タ
ル

1
9
2
2
Z。
）
の
虐
殺
弘
一
時
J
フ
ン
カ
シ

ャ
l
州
の
市
長
会
長
を
し
て
い
た
教
区
牧
師
が
納
付
金
の
増
額
を
は
か
っ
た
年
、
乙
の
疑
問

は
特
に
激
し
さ
を
加
え
た
。

J

フ
ラ
イ
ト
は
乙
の
「
不
幸
な
疑
問
」
の
後
に
続
い
た
論
争
を

「
ま
っ
乙
う
か
ら
の
打
合
い
」
と
書
い
た
。
一
八
四

O
年
に
は
、
プ
ラ
イ
ト
は
、
そ
の
論
争

の
指
導
的
な
関
係
者
で
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
寺
院
の
静
ま
り
返
っ
た
回
廊
か
ら
ロ
ッ
ホ
デ
！
ル

の
大
層
け
ば
け
ば
し
く
騒
々
し
い
横
町
に
や
っ
て
来
た
新
住
教
区
牧
師
、
ジ
ョ
ン

・
モ
l
ル

（
七
三
）

ズ
ワ

l
ス
博
士
（
旬
。
げ
ロ
宮
c
z
m
d司
O
丘
町
）
の
侮
り
難
い
好
敵
手
に
な
っ
て
い
た
。
モ
ー
ル

ズ
ワ

l
ス
は
眼
に
す
る
も
の
に
衝
撃
を
受
け
た
。
彼
は
教
区
紙
コ
モ
ン

・
セ
ン
ス
（
町
ミ
子

遣
さ
守
ま
る
に
次
の
様
に
書
い
た
。
「
非
国
教
徒
が
最
近
馬
脚
を
あ
ら
わ
し
て
し
ま
っ
た

ど
と
く
、
明
ら
か
な
乙
と
だ
が
、
乙
の
地
に
展
開
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
途
方
も
な
い
悪
意
と

ひ
と
り
よ
が
り
の
乱
暴
な
行
為
は
大
衆
の
お
き
て
が
も
っ
と
制
限
さ
れ
て
い
る
地
方
で
は
ほ

と
ん
ど
信
じ
ら
れ
な
い
乙
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
」
，
フ
ラ
イ
ト
は
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
聞
く

（
七
四
）

と
、
穀
物
法
に
反
対
す
る
詩
人
エ
ピ
ニ

l
ジ
ャ

l
・
エ
リ
オ
ッ
ト

S
Zロ
O
N
2
開

E
0
2）

の
礼
拝
式
文
を
参
考
に
し
て
、
や
り
か
え
し
た
。

グィクトリア時代の人々ーその 4

ぜ
い
た
く
な
暮
し
の
貧
乏
人
が
、
に
や
に
や
し
な
が
ら

あ
か
ら
さ
ま
に
町
に
た
て
つ
い
て
、
い
と
も
あ
っ
さ
り
と

こ
ん
な
文
句
で
Il
l
l

シ
l
ザ
！
の
も
の
は
シ
！
ザ
1
へ
ー
ー
ー
な
ど
と

教
会
納
付
を
諭
す
の
だ
。

悲

L
い
こ
と
に
、
奴
隷
達
は
ず
る
い
手
を
使
い
、
し
る
し
を
見
間
違
い

貧
者
の
金
を
シ
l
ザ
l
k
捧
げ
る
の
だ
。

一
八
四

O
年
と
一
八
四
一
年
、
プ
ラ
イ
ト
は
地
方
の
民
意
を
熱
烈
に
か
き
た
て
た
あ
と
、

ロ
ッ
ホ
デ
l
ル
の
教
会
納
付
金
の
割
合
を
決
め
る
戦
い
に
勝
利
を
お
さ
め
た
。
国
全
体
で
納

付
割
当
金
を
廃
止
す
る
法
案
は
、
一
八
六
八
年
ま
で
通
過
成
立
し
な
か
っ
た
が
、
割
当
金
論

争
の
な
か
で
一
番
劇
的
な
も
の
は
、
非
国
教
徒
側
の
勝
利
の
う
ち
に
終
っ
て
い
た
。
プ
ラ
イ

ト
は
も
っ
と
大
き
な
勝
利
を
期
待
し
た
。
「
英
国
人
に
国
教
が
わ
か
ら
ぬ
時
が
近
づ
い
て
来

る
。
そ
の
喜
ば
し
い
目
標
を
達
成
す
る
時
が
早
い
か
遅
い
か
は
諸
君
に
か
か
っ
て
い
る
。
」

と
，
フ
ラ
イ
ト
は
ロ
ッ
ホ
デ
l
ル
の
人
々
に
語
っ
た
。

プ
ラ
イ
ト
は
運
動
の
方
向
を
教
会
割
当
金
の
問
題
か
ら
、
直
接
の
目
的
を
既
成
の
秩
序
の

否
定
に
で
は
な
く
て
、
国
家
全
体
の
進
歩
の
条
件
と
し
て
の
自
由
貿
易
へ
と
向
け
て
行
っ

た
。
穀
物
法
反
対
同
盟
は
、
割
当
金
に
反
対
す
る
人
達
と
同
じ
よ
う
に
、
ラ
ン
カ
シ
ャ
！
の

国
教
反
対
と
地
方
人
の
感
情
と
い
う
こ
つ
の
力
を
動
員
し
た
。
そ
れ
は
工
業
国
英
国
が
深
刻

な
不
景
気
に
は
ま
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
後
、
一
八
三
九
年
に
設
立
さ
れ
た
。
二
年
後
、
リ
チ

ャ
l
ド
・
コ
プ
デ
ン
と
プ
ラ
イ
ト
は
穀
物
法
案
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
は
決
し
て
手
を
緩
め
ま

い
と
堅
い
奮
い
を
立
て
た
。
五
年
間
、
彼
等
は
実
業
家
と
労
働
者
の
苦
し
み
を
和
ら
げ
る
に

は
、
全
面
廃
案
し
か
な
い
と
主
張
し
、
独
占
権
に
対
抗
し
て
戦
っ
た
。
彼
等
は
北
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
で
大
き
な
支
持
を
得
た
が
、
そ
乙
で
新
し
い
産
業
が
生
み
出
し
た
豊
か
さ
が
、
そ
の
運

動
を
支
え
る
の
に
存
分
に
役
立
っ
た
。
出
来
る
だ
け
幅
広
い
聴
衆
に
訴
え
る
た
め
に
、
基
本

的
な
宗
教
色
に
加
え
て
経
済
的
な
議
論
が
な
さ
れ
た
。
「
穀
物
を
与
う
る
者
は
幸
な
り
、
そ

れ
を
惜
し
む
者
は
の
ろ
わ
る
べ
し
。
」
ヤ
コ
プ
は
エ
ジ
プ
ト
に
小
麦
が
あ
る
乙
と
を
知
り
、

息
子
達
に
言
っ
た
。
「
お
前
達
は
何
故
互
に
顔
を
見
る
の
だ
。
い
い
か
エ
ジ
プ
ト
に
は
小
麦

い
の
ち

が
あ
る
と
聞
く
、
そ
の
地
花
下
れ
、
そ
し
て
皆
の
生
命
の
た
め
に
小
麦
を
買
う
の
だ
。
」
と

う
い
う
聖
句
か
ら
考
え
ら
れ
る
適
当
な
結
び
の
言
葉
が
ひ
と
つ
だ
け
あ
っ
た
。
「
我
々
は
メ

ソ
ジ
ス
ト
派
の
国
と
し
て
、
貿
易
は
天
国
に
吹
く
風
の
よ
う
に
気
ま
ま
な
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
と
悟
る
べ
き
な
の
だ
。
」

聖
書
風
の
修
辞
と
経
済
学
説
の
合
金
が
社
会
の
ね
た
み
心
に
溶
か
さ
れ
て
爆
発
し
た
。
ラ
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だ
、
と
あ
る
。
我
々
は
聖
書
を
議
会
の
法
令
に
持
ち
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
」
ク
リ
ミ
ア
戦
争

中
に
、
彼
は
敵
対
し
て
い
る
聴
衆
に
嘆
願
す
る
よ
う
に
言
っ
た
。
「
諸
君
は
キ
リ
ス
ト
教
国

民
で
あ
る
、
と
は
っ
き
り
言
う
。
我
が
国
だ
け
で
も
安
息
日
に
は
二
万
い
や
二
万
以
上
の
寺

院
が
聞
か
れ
て
い
て
、
信
心
深
い
男
女
が
平
和
の
御
子
の
神
を
拝
む
た
め
に
参
集
す
る
。
乙

れ
は
現
実
な
の
か
、
そ
れ
と
も
諸
君
の
い
う
キ
リ
ス
ト
教
は
ロ
マ
ン
な
の
か
。
」
パ

l
ミ
ン

〈ムハ七）

ガ
ム
の
会
衆
派
教
会
の
偉
大
な
牧
師
、
ロ
パ

l
ト
・

w
・
デ
1
ル
博
士
は
、
プ
ラ
イ
ト
が
パ

l
ミ
ン
ガ
ム
選
出
議
員
に
な
っ
て
か
ら
、
そ
乙
で
最
初
に
し
た
演
説
の
「
特
異
な
効
果
」
に

つ
い
て
話
を
し
て
い
る
。
聴
衆
は
特
権
階
級
に
対
す
る
激
し
い
攻
撃
を
期
待
し
て
来
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
、
彼
等
は
、
来
て
み
る
と
e

フ
ラ
イ
ト
の
道
徳
的
な
熱
っ
ぽ
い
語
り
口
に
驚
き

畏
れ
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。
デ
l
ル
は
、
「
『
私
達
は
予
言
者
の
言
葉
、
す
な
わ
ち
、
主
は
確

か
に
乙
の
場
に
あ
ら
れ
る
が
、
私
に
は
そ
れ
が
わ
か
ら
ぬ
。
』
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
時
、

自
責
の
念
に
駆
ら
れ
た
。
」
と
言
っ
た
。

乙
の
道
徳
的
な
情
熱
が
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
に
強
い
印
象
を
与
え
、
彼
と
は
信
仰
を
全
く
異

に
す
る
人
物
を
彼
に
近
づ
け
る
と
と
に
な
っ
た
。
彼
は
言
う
、
「
プ
ラ
イ
ト
に
最
も
相
応
し

い
賛
辞
は
、
彼
が
政
治
的
な
生
き
方
の
価
値
を
高
め
、
そ
れ
に
よ
り
政
治
家
の
地
位
を
後
世

に
伝
え
て
い
っ
た
乙
と
だ
。
だ
か
ら
、
そ
れ
が
賞
讃
と
感
謝
の
念
だ
け
で
は
な
く
て
敬
度
な

黙
想
の
主
題
と
な
る
乙
と
が
出
来
る
の
だ
。
」
女
王
も
同
じ
理
由
で
プ
ラ
イ
ト
を
讃
美
し
た
。

し
か
し
、
パ
ー
マ
ス
ト
ン
は
感
銘
を
受
け
た
乙
と
は
な
か
っ
た
。
彼
が
。
フ
ラ
イ
ト
を
風
刺
し

て
、
「
立
派
な
尊
敬
に
値
す
る
紳
士
」
と
い
う
時
は
、
女
王
と
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
が
そ
の
真

価
を
大
い
に
認
め
て
い
た
例
の
資
質
を
、
意
識
し
て
攻
撃
し
て
い
た
の
だ
。
パ
ー
マ
ス
ト
ン

に
と
っ
て
プ
ラ
イ
ト
は
、
ぺ
て
ん
師
、
そ
れ
も
下
院
の
危
険
な
ぺ
て
ん
師
で
あ
っ
た
。

彼
が
考
え
て
い
た
と
と
だ
が
、
「
も
し
全
能
で
永
遠
の
道
徳
律
と
い
う
引
力
が
プ
ラ
イ
ト

に
第
一
の
強
大
な
影
響
を
与
え
た
と
す
れ
ば
」
第
二
番
目
の
カ
は
地
方
性
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
青
年
時
代
に
は
、
彼
自
身
の
表
現
を
用
い
る
と
、
「
彼
等
の
勤
勉
さ
が
国
力
の
構
造

を
創
り
出
し
た
ば
か
り
か
、
支
え
に
も
な
っ
て
い
る
数
百
万
の
ラ
ン
カ
シ
ャ
！
の
人
々
を
象

徴
す
る
湖
沼
地
方
の
へ
り
に
位
置
す
る
織
物
の
町
ロ
ッ
ホ
デ
l
ル
か
ら
彼
は
世
界
を
見
た
の

〈
六
八
｝
（
六
九
）

だ
。
ブ
ラ
イ
ト
は
三

O
才
ま
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
ロ
ッ
ホ
デ
！
ル
、
パ

l
ン
リ
l
、
ペ
リ
ー

お
よ
び
隣
接
す
る
ラ
ン
カ
シ
ャ
！
の
町
、
つ
ま
り
新
時
代
の
木
綿
の
町
だ
け
で
政
治
活
動
を

し
た
。
彼
と
穀
物
法
反
対
同
盟
と
の
結
び
つ
き
か
ら
最
初
に
出
て
来
た
結
果
の
一
つ
に
は
、

（七
O）

旅
行
が
増
え
た
と
と
と
、
一
八
四
二
年
に
、
ダ
ラ
ム
市
か
ら
選
挙
に
出
た
乙
と
が
あ
っ
た

が
、
彼
は
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
k
帰
る
と
、
一
八
四
七
年
、
一
大
綿
業
都
市
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
！
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選
出
の
議
員
に
な
っ
た
。
彼
は
選
挙
民
に
と
う
語
っ
た
。
「
私
が
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
！
の
有
権

者
を
代
表
す
る
候
補
者
と
し
て
立
つ
乙
と
に
同
意
し
た
理
由
は
、
大
部
分
は
彼
等
と
一
致
し

た
共
感
を
得
て
い
る
と
い
う
信
念
か
ら
で
あ
り
、
そ
し
て
私
の
共
感
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー

が
中
心
地
と
見
な
さ
れ
る
あ
の
産
業
に
従
事
し
て
い
る
一
大
市
民
集
団
の
発
展
と
特
別
に
密

接
な
関
り
が
あ
る
か
ら
で
す
。
」
自
由
貿
易
主
義
が
宣
言
さ
れ
、
「
国
の
公
式
見
解
」
が
一
八

四
六
年
に
発
効
し
た
の
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
か
ら
で
あ
っ
た
。
プ
ラ
イ
ト
の
当
選
と
同
時

に
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
・
タ
イ
ム
ズ
（
可
営

h
h
g
n宮崎町問、

3
．
遣
問
句
）
は
、
「
当
市
は
今
や
産

業
の
独
立
と
政
治
力
と
が
新
し
い
連
合
を
な
し
て
、
世
界
を
相
手
に
し
て
い
る
の
だ
。
」
と

書
い
た
。

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
！
と
ロ
ッ
ホ
デ
l
ル
を
後
楯
に
し
て
、
プ
ラ
イ
ト
は
ト
ロ
ロ

l
プ
や
パ
ジ

ヨ
ッ
ト
と
は
違
っ
た
方
法
で
政
治
に
接
近
し
て
行
っ
た
。
階
級
意
識
に
つ
い
て
は
大
方
の
地

方
と
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
を
比
較
す
る
と
、
後
者
の
方
が
関
心
は
薄
か
っ
た
。
実
は
パ
ジ
ヨ
ッ
ト

は
穀
物
同
盟
の
会
員
の
娘
と
結
婚
し
た
が
、
彼
は
、
英
国
の
ど
と
よ
り
も
ラ
ン
カ
シ
ャ
！
の

方
が
平
等
の
観
念
が
発
達
し
て
い
る
、
と
断
言
し
た
。
そ
し
て
彼
は
次
の
様
に
書
い
た
。

「
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
は
、
時
に
は
『
ア
メ
リ
カ
の
水
割
り
』
と
云
わ
れ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
の
割

合
が
多
く
て
、
水
は
ほ
と
ん
ど
な
い
も
の
だ
。
」
プ
ラ
イ
ト
は
そ
の
成
分
を
気
に
し
な
か
っ

た
。
と
い
う
の
は
、
彼
は
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
が
英
国
的
な
民
主
合
成
品
の
中
で
、
比
較
的
大
き

な
成
分
と
な
る
と
と
を
願
っ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
の
だ
。

プ
ラ
イ
ト
と
彼
の
背
景
と
の
調
和
は
、
思
想
と
の
調
和
に
ま
さ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は

ロ
ッ
ホ
デ
l
ル
の
徒
弟
奉
公
時
代
に
、
北
部
の
工
業
地
帯
の
粗
い
気
質
に
も
ま
れ
て
、
彼

（七一）

の
心
構
え
や
性
格
を
形
作
っ
て
い
っ
た
。
彼
の
教
育
は
、
ア
ク
ワ
l
ス
と
ヨ

l
ク
の
ク
エ
ー

カ
ー
系
の
学
校
で
始
ま
り
、
の
ち
に
ロ
ッ
ホ
デ
！
ル
文
化
協
会
（
問
。
【

HEm
－oH
L
Z円

mq

s。

司

E
－o
g匂
F
R
ω
。
己
主
山
中
、
ロ
ッ
ホ
デ
l
ル
禁
酒
協
会
、
（
同
o
n
v
a
o
Z
叶

O
B℃
2
・

2
2
F巳
2
5
、
禁
酒
者
修
養
会
（
寸

Z
O三
2
0片
岡

2｝

岡

山

E
Z
m）
、
聖
書
協
会

（回目
E

O

印
O
巳

2
5
ゃ
、
さ
ら
に
ク
リ
ケ
ッ
ト
倶
楽
部
な
ど
で
続
け
ら
れ
た
。
乙
の
種
の
機

関
は
そ
の
他
多
く
の
政
治
家
を
育
て
上
げ
た
が
、
プ
ラ
イ
ト
に
と
っ
て
は
、
大
学
の
役
割
を

果
し
て
く
れ
た
。
十
九
世
紀
の
厳
し
い
時
代
の
北
部
工
業
地
帯
は
、
単
な
る
金
く
ず
の
山
と

暗
い
悪
が
は
び
乙
る
工
業
地
帯
で
は
な
か
っ
た
。
そ
乙
は
教
会
と
ク
ラ
プ
、
協
力
と
友
愛
の

社
会
（
協
同
組
合
運
動
は
ロ
ッ
ホ
デ
l
ル
で
一
八
四
四
年
に
先
覚
者
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た

の
だ
が
）
そ
し
て
小
さ
い
な
が
ら
も
精
力
的
で
宗
教
的
な
社
会
集
団
と
、
激
し
く
変
化
に
富

む
忠
誠
心
を
育
ん
だ
土
地
で
あ
っ
た
。
プ
ラ
イ
ト
は
こ
う
い
う
世
界
で
成
長
し
た
の
だ
。
彼
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こ
う
し
た
本
当
の
保
守
主
義
は
、
一
八
四
六
年
か
ら
一
八
六
七
年
ま
で
は
、
傍
自
に
は
、

ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
乙
の
数
年
間
プ
ラ
イ
ト
は
圏
内
政
治
運
動
を
熱
心
に
続
け
よ

う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
が
、
一
方
他
の
人
達
は
そ
れ
を
止
め
た
い
と
願
っ
て
い

た
。
彼
は
一
般
の
人
々
の
利
益
を
、
国
威
と
か
植
民
地
拡
大
の
問
題
に
転
換
す
る
乙
と
は

歓
迎
出
来
な
か
っ
た
の
だ
。
ク
リ
ミ
ア
戦
争
に
関
し
て
唯
一
の
ま
し
な
乙
と
は
、
そ
の
た

め
に
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
が
行
政
改
革
の
要
求
を
出
し
て
来
た
乙
と
で
あ
る

と
彼
は
心
か
ら
思
っ
た
。
彼
は
圏
外
の
一
つ
の
大
き
な
運
動
、
す
な
わ
ち
ア
メ
リ
カ
の
南
北

戦
争
に
関
心
を
持
っ
た
が
、
そ
の
わ
け
は
、
そ
れ
が
国
外
の
運
動
だ
か
ら
で
は
な
く
て
、
彼

に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
す
べ
て
の
人
に
関
り
合
い
が
あ
る
闘
争
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
現

存
す
る
体
制
の
な
か
で
、
ア
メ
リ
カ
の
体
制
ほ
ど
人
類
が
維
持
す
る
乙
と
に
深
い
関
心
を
抱

い
て
い
る
も
の
は
な
い
、
と
彼
は
信
じ
て
い
た
。
リ
l
将
軍
ぶ
そ
の
軍
隊
が
グ
ラ
ン
ト
幣
畏

に
降
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
届
い
た
時
、
プ
ラ
イ
ト
は
世
界
的
な
見
地
か
ら
そ
の
戦
争
の

問
題
を
考
え
て
み
た
。
「
奴
隷
制
度
が
自
ら
自
由
と
力
く
ら
べ
を
し
た
の
だ
。
そ
し
て
奴
隷

制
度
が
戦
い
に
敗
れ
去
っ
た
の
だ
。
共
和
体
制
の
乙
の
偉
大
な
勝
利
は
現
代
の
一
大
事
件
な

の
だ
。
未
来
が
そ
の
意
味
を
認
め
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
彼
等
は
、
将
来
、

今
に
も
ま
し
て
、
北
軍
の
勝
利
が
因
と
な
っ
て
、
自
由
と
人
間
性
が
拡
大
す
る
乙
と
を
理
解

す
る
乙
と
に
な
る
の
だ
か
ら
。
」

（
六
四
）

ブ
ラ
イ
ト
が
リ
ン
カ
ー
ン
の
魅
力
的
な
純
真
さ
に
欠
け
る
の
は
、
主
と
し
て
彼
が
英
国
の

製
造
工
業
の
利
益
を
考
え
る
経
済
観
念
に
片
寄
り
す
ぎ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
人
権

と
自
由
な
政
治
に
も
彼
は
同
様
の
信
念
を
持
っ
て
い
た
。
彼
は
リ
ン
カ
ー
ン
と
面
識
は
な
か

っ
た
が
、
二
人
は
友
人
と
し
て
「
自
由
を
愛
す
る
す
べ
て
の
人
の
心
か
ら
の
願
い
」
を
大
西

洋
を
へ
だ
て
て
互
い
に
交
換
し
て
い
た
。

英
国
の
政
治
に
お
け
る
プ
ラ
イ
ト
の
重
要
性
は
、
彼
が
自
由
思
想
を
持
っ
て
い
た
と
と
、

改
革
は
善
で
あ
る
た
め
に
、
人
々
に
改
革
を
求
め
さ
せ
た
乙
と
、
そ
し
て
道
徳
と
政
治
の
領

分
を
分
け
る
乙
と
を
拒
否
し
た
乙
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
当
時
の
知
識
人
の
気
風
は
、
全
体
の

行
動
の
基
本
線
に
因
執
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
政
治
上
の
私
利
を
巧
妙
に
計
算
す
る
方
に
傾

き
勝
ち
な
時
代
に
、
彼
は
前
者
に
徹
し
て
行
動
し
た
。
彼
は
不
満
を
育
て
る
と
い
う
理
由
で

存
分
に
責
め
ら
れ
た
が
、
殊
更
に
不
満
を
作
り
立
て
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
不
満
組
を
明

確
な
目
標
に
向
っ
て
導
き
、
満
足
組
に
は
改
革
の
信
条
は
無
視
出
来
な
い
と
い
う
乙
と
を
認

め
さ
せ
る
の
が
彼
の
使
命
で
あ
っ
た
。

グィクトリア時代の人々ーその 4

プ
ラ
イ
ト
は
青
年
時
代
に
改
革
の
信
条
を
持
っ
て
い
た
。
彼
の
家
族
は
、
彼
が
生
ま
れ
る

〔
六
五
）

二
、
三
年
前
に
ペ
ナ
イ
ン
山
脈
の
端
の
ラ
ン
カ
シ
ャ
！
の
小
さ
な
町
、
ロ
ッ
ホ
デ
l
ル
に
ウ

（占ハ占ハ）

イ
ル
ト
シ
ャ
か
ら
引
越
し
て
来
た
ク
エ
ー
カ
ー
教
徒
で
あ
っ
た
。
彼
は
い
つ
も
自
分
の
宗
教

と
生
地
と
い
う
二
重
の
甲
羅
を
背
負
っ
て
い
た
。
彼
は
乙
う
一
言
っ
た
乙
と
が
あ
る
。
「
私
は

自
由
党
以
外
の
も
の
に
は
な
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。
当
時
も
今
の
よ
う
に
フ
レ
ン
ド
協
会
の

会
員
で
し
た
。
神
の
目
か
ら
見
た
万
人
の
平
等
と
、
現
実
の
政
府
を
前
に
し
て
の
万
人
の
平

等
に
対
す
る
信
念
は
、
当
然
大
多
数
の
国
民
と
の
共
感
へ
と
発
展
し
て
ゆ
く
の
で
す
。
」
プ

ラ
イ
ト
は
清
教
徒
の
殉
教
者
の
血
を
受
け
て
い
た
。
「
祖
先
が
堪
え
た
迫
害
と
彼
等
の
平
等

と
正
義
と
い
う
信
条
は
、
水
が
低
き
に
流
れ
る
よ
う
に
彼
を
自
由
主
義
へ
と
駆
り
立
て
て
行

っ
た
。
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
と
は
違
っ
て
、
彼
は
自
由
党
に
は
い
る
ま
え
に
忘
れ
る
よ
う
な
も

の
は
何
も
な
か
っ
た
。

要
す
る
に
彼
は
記
憶
に
と
ど
め
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。

し
か
し
な
が
ら
、
伝
統
を
重
ん
じ
る
立
場
に
立
つ
ク
エ
ー
カ
ー
教
徒
は
、
世
俗
に
堕
す
る

ふ
り
は
む
し
ろ
選
民
と
し
て
留
ま
る
乙
と
、
そ
し
て
満
ち
足
り
ぬ
ま
ま
で
い
る
よ
り
は
、

「
地
方
で
静
か
に
」
し
て
い
る
乙
と
を
願
っ
て
い
た
。
プ
ラ
イ
ト
は
、
青
年
時
代
に
も
、
彼

等
に
公
民
主
義
を
教
え
よ
う
と
し
た
。
彼
は
不
満
を
か
乙
つ
ク
エ
ー
カ
ー
教
徒
を
大
司
教
相

手
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
熱
を
込
め
て
乙
き
お
ろ
し
、
ま
た
ク
エ
ー
カ
ー
教
の
団
体
を
下
院

と
同
様
に
軽
く
あ
し
ら
っ
た
。
し
か
し
彼
は
生
涯
ク
エ
ー
カ
ー
教
徒
で
通
し
、
一
八
八
九
年
、

子
供
の
頃
に
通
っ
た
ロ
ッ
ホ
デ
l
ル
礼
拝
堂
の
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た
。
五

O
年
の
努
力
の
あ

と
、
彼
は
新
し
い
政
治
的
な
幕
屋
を
建
て
た
が
、
新
し
い
精
神
的
な
家
庭
を
探
し
求
め
る
誘

惑
に
か
ら
れ
る
乙
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。

政
治
｜
｜
責
任
と
自
尊
心
と
正
義
に
基
づ
く
自
由
な
政
治
ー
ー
に
対
す
る
彼
の
認
識
の
宗

教
的
な
核
を
な
し
て
い
る
も
の
は
、
彼
が
、
自
由
主
義
と
、
生
涯
を
通
し
て
非
国
教
主
義
に

共
感
を
覚
え
た
ク
エ
ー
カ
ー
教
徒
の
血
と
い
う
も
の
で
説
明
が
つ
く
。
彼
に
は
応
用
し
て
み

た
い
政
治
的
な
手
腕
の
基
準
が
い
つ
も
ひ
と
つ
だ
け
あ
っ
た
。
つ
ま
り
「
我
々
は
政
治
問
題

を
解
く
場
合
花
、
そ
の
基
礎
に
、
正
し
い
道
徳
的
な
も
の
と
し
て
、
良
心
に
訴
え
か
け
て
く

る
も
の
を
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」
と
い
う
の
だ
。

特
殊
な
問
題
す
べ
て
に
も
共
通
し
た
方
法
が
必
要
で
あ
っ
た
。
穀
物
法
の
廃
止
に
つ
い
て

後
年
、
彼
は
乙
う
言
っ
た
。
「
聖
書
に
は
、
地
球
は
神
の
国
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
豊
か
な
の
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立
を
わ
ざ
わ
ざ
む
や
み
に
か
き
立
て
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
パ
ー
マ
ス
ト
ン
が
一
八
五
九
年

の
内
閣
に
プ
ラ
イ
ト
を
入
れ
な
か
っ
た
理
由
は
、
彼
は
社
会
を
平
穏
に
保
つ
の
に
危
険
な
人

お
お
や
け

物
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
不
満
の
原
因
は
人
柄
で
は
な
い
。
公
の
人
聞
が
人
身
攻
撃
を

す
る
の
は
正
し
い
。
し
か
し
自
ら
の
憤
り
を
人
に
知
ら
し
め
る
乙
と
が
で
き
る
強
力
な
団
体

を
怒
ら
せ
て
し
ま
っ
た
の
は
外
で
も
な
い
彼
の
階
級
攻
撃
な
の
だ
。
」
と
パ

l
マ
ス
ト
ン
は

言
っ
た
。
プ
ラ
イ
ト
は
一
八
四

0
年
代
の
激
し
い
口
調
の
雄
弁
ぶ
り
を
ど
う
し
て
も
忘
れ
去

る
乙
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
そ
の
頃
、
彼
は
貴
族
階
級
を
亡
び
ゆ
く
特
権
階

級
と
し
て
攻
撃
し
、
中
産
階
級
の
政
治
意
識
を
確
立
し
た
か
ら
で
あ
る
。
一
八
五

O
年
お
よ

び
一
八
六

0
年
代
に
は
、
彼
は
地
主
、
政
治
家
に
対
抗
す
る
工
場
主
と
職
工
の
同
盟
を
作
る

乙
と
、
さ
ら
に
は
勤
労
階
級
の
政
治
意
識
を
作
り
上
げ
る
こ
と
に
努
力
し
て
い
る
か
の
よ
う

で
あ
っ
た
。
彼
は
英
国
社
会
の
伝
統
的
な
従
属
構
造
を
大
切
に
し
た
い
気
持
は
な
く
て
、
英

国
社
会
を
ア
メ
リ
カ
風
に
変
え
た
い
よ
う
な
様
子
で
あ
っ
た
。
英
国
の
議
会
制
度
を
民
主
化

す
る
こ
と
は
、
要
す
る
に
、
英
国
社
会
に
以
前
よ
り
大
き
な
攻
撃
を
か
け
る
局
面
と
な
る
の

だ。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
7
時
代
中
期
の
。
フ
ラ
イ
ト
に
対
す
る
攻
撃
の
大
部
分
は
、
理
解
で
き
る
も
の

で
あ
っ
た
が
、
公
正
で
は
な
か
っ
た
。
第
一
に
彼
の
自
信
に
は
限
度
が
あ
っ
た
の
だ
。
真
面

目
な
ク
エ
ー
カ
ー
教
徒
と
し
て
、
彼
は
本
当
の
宗
教
的
な
つ
つ
ま
し
さ
を
決
し
て
失
っ
て
は

い
な
か
っ
た
。
晩
年
の
乙
と
、
地
方
の
礼
拝
堂
の
責
任
あ
る
地
位
を
提
供
さ
れ
る
と
、
彼
は

仕
事
に
苦
労
し
て
い
る
う
ち
に
、
「
小
さ
な
教
会
に
奉
仕
す
る
道
を
踏
み
は
ず
し
て
し
ま
い

今
は
も
う
そ
れ
に
相
応
し
く
な
い
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
私
に
ち
ゃ
ん
と
引
受
け

ら
れ
る
の
は
門
番
の
仕
事
と
い
っ
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
、
一
番
賎
し
い
仕
事
し
か
な
い
よ

う
に
思
う
の
で
す
。
」
と
彼
は
答
え
た
。
ク
リ
ミ
ア
戦
争
中
に
、
自
ら
の
主
張
が
正
当
で
あ

る
乙
と
を
絶
対
的
に
信
じ
て
、
自
信
満
々
、
意
見
を
述
べ
た
時
で
す
ら
も
、
彼
は
自
ら
が
雄

弁
家
と
し
て
成
功
し
た
た
め
に
さ
ら
さ
れ
る
誘
惑
を
恐
れ
た
。
世
間
一
般
の
人
気
は
な
か
っ

た
が
、
下
院
の
彼
の
演
説
と
地
位
や
名
誉
の
あ
る
人
と
の
結
び
つ
き
を
感
じ
っ
か
れ
は
し
な

い
か
占
恐
れ
た
。
他
党
の
先
輩
政
治
家
か
ら
彼
に
こ
う
い
う
賛
辞
が
寄
せ
ら
れ
た
。
「
虚
栄

と
自
己
愛
を
育
て
る
有
り
余
る
く
ら
い
の
糧
」
を
用
意
し
、
愚
か
な
誇
り
を
与
え
、
そ
れ
を

助
長
し
た
、
と
い
う
の
だ
。
敵
味
方
の
眼
に
つ
か
な
か
っ
た
乙
と
だ
が
、
彼
の
日
記
の
折
々

の
言
葉
か
ら
明
ら
か
な
如
く
、
彼
が
自
ら
あ
る
予
想
を
立
て
る
場
合
は
、
心
に
は
必
ら
ず
何

が
し
か
の
不
安
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
た
の
だ
。

彼
が
階
級
の
対
立
を
煽
っ
た
と
い
う
二
番
目
の
問
責
の
方
が
扱
い
易
い
も
の
だ
。
彼
は
第
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二
次
選
挙
法
改
正
案
が
成
立
す
る
前
夜
は
、
階
級
の
抗
争
に
カ
を
注
ぐ
ど
と
ろ
か
、
そ
れ
を

柔
ら
げ
る
た
め
に
大
い
に
力
を
尽
し
た
。
彼
は
労
働
者
に
影
響
を
及
ぼ
す
乙
と
に
着
手
し
、

苦
労
し
て
労
働
者
の
信
頼
を
か
ち
得
た
。
そ
の
結
果
、
マ
ル
ク
ス
は
彼
を
冷
酷
に
も
司
令
フ
ラ

イ
ト
神
父
』
と
言
い
、
労
働
者
が
資
本
家
の
取
り
巻
き
」
と
な
っ
た
一
九
世
紀
中
葉
に
お
け

る
『
堕
落
時
代
』
に
彼
の
責
任
は
大
き
い
。
」
と
考
え
た
。
も
し
プ
ラ
イ
ト
の
よ
う
な
中
産

階
級
の
政
治
家
達
が
参
政
権
の
拡
大
を
目
的
と
し
た
職
人
の
運
動
に
関
心
を
示
す
乙
と
を
拒

否
し
た
ら
、
一
八
六
七
年
と
い
う
年
は
、
た
と
え
労
働
者
階
級
に
革
命
的
な
熱
情
が
欠
け
て

い
た
に
し
て
も
、
改
革
よ
り
は
む
し
ろ
流
血
の
年
に
変
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ

る。
確
か
に
ブ
ラ
イ
ト
は
生
涯
を
通
し
て
、
宗
教
的
、
市
民
的
な
立
場
か
ら
、
体
制
に
よ
る
支

酷
階
級
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
た
し
、
牧
師
と
地
主
の
特
権
を
激
し
く
非
難
し
た
が
、
英
国

の
体
制
を
一
新
し
、
中
産
階
級
を
す
っ
か
り
変
え
て
し
ま
う
乙
と
を
願
っ
て
は
い
な
か
っ

た
。
パ
ジ
ヨ
ッ
ト
が
事
フ
ラ
イ
ト
に
基
本
的
な
保
守
主
義
を
発
見
し
た
の
は
正
し
か
っ
た
。
そ

し
て
も
し
国
民
が
彼
に
歩
み
寄
る
気
が
あ
る
と
し
て
、
「
彼
の
一
種
の
穏
健
さ
」
に
つ
い
て

語
る
時
ス
ペ
ク
テ
l
タ
l

（
吋
君
切
、
一

R
E
Eる
の
見
方
も
正
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
プ
ラ

イ
ト
自
身
、
あ
る
機
会
に
、
す
ん
で
の
と
乙
ろ
で
「
完
壁
な
保
守
主
義
者
」
で
あ
る
と
公
言

す
る
と
乙
ろ
で
あ
っ
た
。
「
乙
の
時
に
の
ぞ
み
、
私
が
や
ら
な
け
れ
ば
、
保
守
主
義
者
が
守

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
乙
と
が
保
守
主
義
に
何
か
残
っ
て
い
る
の
か
知
り
た
い
も
の
だ
。
」
と
彼
は

言
い
切
っ
た
。
一
八
五
九
年
に
は
、
早
く
も
、
彼
は
保
守
党
議
員
に
、
「
貴
公
達
と
同
じ
く

保
守
党
の
つ
も
り
で
あ
る
。
も
し
貴
公
等
が
二
、
三

O
年
先
を
見
て
お
ら
れ
る
の
な
ら
ば
、

私
は
更
に
先
を
見
て
い
る
と
思
う
。
」
と
彼
は
明
言
し
た
。
「
国
家
の
不
穏
な
党
は
、
急
進
党

で
は
な
く
、
ト
l
リ
i
党
」
で
あ
っ
た
。
後
年
、
彼
は
さ
ら
に
考
え
を
進
め
て
、
声
を
大
き

く
し
て
言
っ
た
。
「
私
は
現
在
の
体
制
に
味
方
を
す
る
。
そ
れ
は
、
状
況
と
自
ら
の
経
験
か

ら
、
正
し
い
と
思
わ
れ
る
修
正
を
加
え
て
、
祖
先
の
時
代
か
ら
今
日
ま
で
続
い
て
来
た
も
の

だ
か
ら
。
」
彼
が
臆
す
る
こ
と
な
く
、
「
古
め
か
し
く
気
高
い
」
と
言
っ
た
英
国
の
体
制
は
普

通
選
挙
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
し
、
将
来
そ
う
な
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
つ
ま
り

そ
れ
は
階
級
の
均
衡
に
依
存
し
、
一
階
級
の
支
配
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
「
私
は

民
主
主
義
者
と
装
う
つ
も
り
は
な
い
。
私
は
そ
う
言
わ
れ
る
こ
と
を
受
入
れ
た
こ
と
は
な

い
。
私
を
知
り
、
私
の
と
と
を
つ
つ
ま
ず
に
語
る
人
は
、
そ
の
よ
う
な
名
称
を
私
に
あ
て
は

め
た
乙
と
は
な
い
と
信
じ
て
い
る
。
私
は
人
を
安
ら
か
に
し
て
く
れ
る
自
由
を
支
持
す
る
。

し
か
し
自
由
を
破
壊
す
る
も
の
に
味
方
は
し
な
い
。
」
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ジ
ョ
ン
・
プ
ラ
イ
ト
（
一
八
六
五
）

ヴィクトリア時代の人々ーその 4

ジ
ョ
ン
・
ブ
ラ
イ
ト
は
ず
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
中
期
の
歴
史
の
な
か
で
、
最
も
重
要
な
人
物

で
あ
回
た
ο

彼
が
活
躍
し
た
時
期
は
一
八
四

0
年
代
の
自
由
貿
易
運
動
か
ら
一
八
八

0
年
代

の
地
方
自
治
論
争
の
時
代
に
及
ぶ
。
彼
の
生
涯
は
、
そ
れ
だ
け
で
英
国
史
の
一
章
と
な
る
。

「
乙
の
国
の
過
去
四

O
年
の
歴
史
は
大
部
分
は
自
由
獲
得
の
歴
史
な
の
だ
。
そ
れ
は
大
部
の

本
と
な
り
、
乙
と
の
て
ん
ま
つ
を
伝
え
、
諸
君
の
名
前
と
、
私
に
誤
り
が
な
け
れ
ば
、
私
の

名
前
も
随
所
に
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
彼
は
、
政
治
的
な
戦
が
終
ら
ぬ
う
ち
に
、
パ
ー

（五九）

ミ
ン
ガ
ム
の
選
挙
民
に
語
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
プ
ラ
イ
ト
は
、
有
力
閣
僚
に
な
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。
彼
は

「
地
元
の
人
々
の
中
で
生
き
る
」
平
凡
な
市
民
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
た
。
彼
は
、
必

要
な
も
の
で
も
肩
書
は
皆
嫌
い
で
あ
っ
た
。
「
暖
か
い
大
蔵
省
」
の
中
に
い
る
よ
り
も
民
衆

の
集
会
に
出
て
い
る
方
が
楽
し
く
、
行
政
に
精
通
す
る
よ
り
も
民
意
を
動
か
す
方
が
好
み
に

あ
っ
た
。
彼
の
理
由
は
単
純
な
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
議
会
は
世
論
が
納
得
し
て

し
ま
う
ま
で
は
祭
服
室
と
同
じ
よ
う
に
力
は
な
か
っ
た
。
」
私
的
な
言
葉
の
や
り
と
り
の
場

合
で
も
、
い
つ
も
聴
き
手
を
意
識
し
、
相
手
を
得
心
さ
せ
る
必
要
性
を
考
え
て
い
た
。
ア
メ

リ
カ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
ジ
ョ
ー
ジ
・

w
・
ス
モ

l
リ
l
（
白
。
。
円
何
？
当
・
印
自
己
－

0
5

は
一
八
六
六
年
に
初
め
て
彼
区
会
い
、
そ
の
時
の
忘
れ
難
い
話
を
残
し
て
い
る
。

そ
乙
は
天
井
が
低
い
部
屋
で
相
当
混
み
合
っ
て
お
り
、
熱
弁
を
ふ
る
う
人
の
正
面
に

は
、
ガ
ス
灯
が
二
つ
ゆ
ら
め
い
て
い
た
。
彼
の
髪
は
そ
の
時
も
ふ
さ
ふ
さ
し
て
は
い
た
が

白
髪
が
混
っ
て
い
て
、
顔
色
は
赤
味
を
帯
び
、
そ
し
て
か
な
り
異
様
だ
が
力
強
い
容
貌
か

ら
は
、
初
対
面
で
も
、
非
凡
な
力
と
揺
が
ぬ
人
格
の
持
主
で
あ
る
‘
と
い
う
印
象
を
受
け

た
。
身
体
全
体
の
印
象
も
同
様
で
あ
っ
た
。
広
い
肩
、
大
き
な
容
姿
、
卓
越
し
た
個
性
の

小
山
の
よ
う
な
身
体
、
大
地
に
根
差
し
た
よ
う
な
脚
、
背
筋
の
伸
び
た
身
の
と
な
し
、
一

続
き
に
な
っ
て
い
る
柱
頭
と
円
柱
の
よ
う
な
顔
と
身
体
！
こ
う
い
う
も
の
す
べ
て
が
、
不

注
意
乙
の
上
も
な
い
観
察
者
に
さ
え
も
、
具
足
に
寸
分
の
隙
も
な
い
人
が
い
る
も
の
だ
と

思
わ
せ
ず
に
は
お
か
ぬ
の
だ
。

以
上
は
、
六

O
年
中
期
、
彼
が
時
の
人
で
あ
っ
た
頃
に
、
一
ア
メ
リ
カ
人
が
描
い
た
プ
ラ

イ
ト
像
で
あ
っ
た
。
五

0
年
代
と
六

0
年
代
の
初
め
に
は
、
彼
は
多
く
の
英
国
の
文
筆
家
や

政
治
家
か
ら
、
ど
う
し
て
も
こ
の
よ
う
に
迎
え
ら
れ
る
よ
う
な
人
物
で
は
な
か
っ
た
。
体
が

大
き
く
頑
丈
な
こ
と
は
桁
は
ず
れ
で
、
よ
ろ
い
も
厚
す
ぎ
、
彼
の
急
進
思
想
は
疑
問
の
余
地

が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
彼
の
政
見
は
御
都
合
主
義
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
道
義
と
関
り

が
あ
っ
た
。
そ
の
主
義
主
張
は
い
つ
も
堂
々
と
し
た
言
葉
で
述
べ
ら
れ
る
の
だ
が
、
個
々
の

状
況
の
詳
し
い
因
果
関
係
に
は
殆
ん
ど
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ス
モ

l
リ
！
と
は
非
常

会
ハ

O）

に
対
照
的
に
、
ト
ロ
ロ

l
プ
は
プ
ラ
イ
ト
の
鋭
く
敵
意
に
充
ち
た
描
写
の
中
で
、
次
の
様
に

の
べ
て
い
る
。

彼
が
独
り
立
ち
し
て
、
言
葉
を
並
べ
る
技
術
を
会
得
し
、
下
院
の
耳
目
を
そ
ば
だ
て
る

乙
と
が
で
き
る
ほ
ど
、
声
を
自
在
に
操
る
と
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
時
、
生
涯
の
仕

事
が
難
し
く
な
く
な
っ
た
よ
う
に
み
え
る
彼
は
、
作
り
立
て
る
も
の
が
何
も
な
い
の
で
、

い
つ
も
一
般
的
な
と
と
を
論
じ
た
。
ま
た
責
任
が
な
い
の
で
、
細
か
い
勉
強
も
大
き
な
事

実
を
よ
く
知
っ
て
お
く
と
と
も
要
求
さ
れ
な
か
っ
た
。
悪
事
を
痛
烈
に
非
難
す
る
ζ

と
が

彼
の
仕
事
で
あ
っ
た
が
、
お
そ
ら
く
乙
れ
程
た
や
す
い
仕
事
も
あ
る
ま
い
。
森
林
を
切
り

た
の
が
彼
の
仕
事
で
、
次
に
跡
地
を
開
拓
す
る
こ
と
に
は
無
関
係
で
あ
っ
た
。
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ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
中
期
の
知
識
階
級
は
際
限
の
な
い
自
信
だ
け
は
許
す
乙
と
が
出
来
な
か

っ
た
。
つ
ま
り
、
彼
等
は
疑
う
乙
と
を
好
ん
だ
。
と
い
う
の
は
疑
う
こ
と
は
感
覚
の
鋭
さ
の

証
拠
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
彼
等
は
プ
ラ
イ
ト
を
真
底
疑
っ
た
。
何
故
な
ら
ば
、
彼
は
生
涯
を

通
し
て
疑
問
を
抱
い
た
乙
と
が
な
い
よ
う
に
み
え
た
か
ら
で
あ
る
。
同
時
に
、
ず
ィ
ク
ト
リ

ア
時
代
中
期
の
政
治
家
は
、
た
と
え
順
応
す
る
乙
と
が
一
貫
性
を
欠
く
と
と
に
な
ろ
う
と
も
、

そ
れ
を
好
ん
だ
。
パ

l
マ
ス
ト
ン
は
策
略
を
賞
讃
さ
れ
、
ラ
ッ
セ
ル
は
苦
労
し
た
た
め
に
許

さ
れ
た
。
一
方
、
プ
ラ
イ
ト
は
賞
め
ら
れ
よ
う
と
、
ほ
め
ら
れ
ま
い
と
、
気
に
も
か
け
ず
、

無
定
見
と
か
災
い
を
受
け
た
と
い
う
た
め
に
許
し
て
も
ら
う
必
要
は
な
か
っ
た
。
彼
は
パ
ジ

（
ム
ハ
一
〉

ヨ
ッ
ト
や
ト
ロ
ロ

l
プ
が
い
う
英
国
に
安
易
に
適
応
し
な
か
っ
た
。
彼
が
正
当
に
認
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
彼
等
が
こ
れ
か
ら
と
い
う
時
で
、
世
の
中
が
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
時

で
あ
っ
た
。

彼
に
対
す
る
不
信
に
は
、
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
理
由
が
あ
っ
た
。
選
挙
区
の
人
々
に
訴
え

る
時
、
非
選
挙
民
を
相
手
に
す
る
時
は
更
に
き
わ
ど
く
や
っ
た
も
の
だ
が
、
彼
は
階
級
の
対
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必
要
な
乙
と
で
あ
る
と
信
じ
た
。
彼
は
チ
ャ

I
テ
イ
ス
ト
運
動
の
伝
統
と
穀
物
条
令
廃
止
同

盟
の
伝
統
が
結
び
つ
く
だ
け
で
も
、
改
革
が
な
か
ば
終
っ
た
政
体
を
く
つ
が
え
す
乙
と
が
可

能
だ
と
考
え
た
。
彼
は
一
八
四
六
年
の
穀
物
条
令
の
廃
止
以
来
、
中
産
階
級
と
労
働
者
階
級

を
協
力
さ
せ
る
た
め
に
働
い
て
い
た
が
、
そ
れ
は
そ
う
い
う
協
力
の
み
が
政
府
の
組
織
や
政

策
を
自
由
な
も
の
に
し
得
る
と
信
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
穀
物
条
令
廃
止
同
盟
の
亡
霊
は
マ
ン

チ
ェ
ス
タ
l
の
改
革
連
合
の
事
務
所
を
ま
だ
さ
ま
よ
っ
て
お
り
、
一
方
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て

（五五）

は
、
多
く
の
労
働
者
に
と
っ
て
は
、
「
一
八
四
八
年
の
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
の
血
」
が
一
八
六

六
年
の
種
と
な
っ
た
。
数
ヶ
月
の
あ
い
だ
、
二
つ
の
伝
統
が
一
点
に
衆
飲
し
た
。
プ
ラ
イ
ト

は
議
会
に
お
け
る
傑
出
し
た
雄
弁
家
で
あ
り
、
ま
た
非
の
打
ち
と
と
ろ
の
な
い
急
進
的
指
導

者
と
し
て
、
多
く
の
労
働
者
階
級
の
敵
を
特
に
北
部
で
持
つ
乙
と
に
な
っ
た
が
、
ア
ッ
プ
ル

ガ
l
ス
の
よ
う
な
人
々
は
喜
ん
で
彼
の
た
め
に
力
を
貸
し
た
。

（五六）

第
二
の
理
由
は
、
ト
l
リ
l
党
員
デ
ィ
ズ
レ

l
リ
の
政
治
戦
術
の
た
め
で
あ
っ
た
。
彼
は

一
八
六
六
年
だ
け
で
な
く
、
そ
の
前
の
二
十
年
間
を
通
し
て
ず
っ
と
た
だ
見
守
り
、
待
つ
だ

け
で
あ
っ
た
。
一
八
六
一
年
の
状
況
を
判
断
し
て
ゴ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
・
ス
ミ
ス
は
、
「
本
物

の
政
治
家
な
ら
ば
労
働
者
を
力
ず
く
で
体
制
の
枠
内
に
引
き
ず
り
込
む
方
を
取
り
、
彼
ら
が

枠
外
で
別
の
社
会
を
作
る
の
を
許
さ
ぬ
は
ず
だ
。
」
と
書
い
て
い
る
。
デ
ィ
ズ
レ
l
リ
は
自

分
の
党
を
引
き
ず
る
、
と
言
う
よ
り
は
甘
言
で
釣
り
、
う
る
さ
く
催
促
し
て
、
政
体
の
構
造

と
均
衡
に
生
じ
る
大
変
化
を
受
け
入
れ
る
よ
う
動
か
す
つ
も
り
で
あ
っ
た
。

第
三
の
理
由
が
三
つ
の
中
で
も
っ
と
も
重
要
で
あ
る
。
英
国
の
労
働
者
階
級
は
、
ち
ょ
っ

と
の
聞
は
そ
う
な
り
そ
う
に
思
わ
れ
た
と
き
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
革
命
好

き
な
人
々
で
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
労
働
組
合
は
地
方
に
お
い
て
も
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て

も
、
社
会
主
義
的
陰
謀
家
の
細
胞
で
は
な
か
っ
た
し
、
ま
た
、
電
撃
部
隊
で
も
な
か
っ
た

0

マ
ル
ク
ス
は
ハ
イ
ド
・
パ

l
ク
の
騒
動
を
描
写
し
て
、
「
も
し
フ
ェ
ン
ス
の
棒
が
、
一
触
即

発
的
な
状
態
の
中
で
、
警
官
に
対
し
、
攻
撃
的
に
、
ま
た
防
御
的
に
使
わ
れ
、
そ
の
た
め
に

警
官
が
二
十
名
ば
か
り
殴
り
殺
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
軍
隊
は
た
だ
ね
り
歩
く
だ
け
で
は

な
く
『
介
入
』
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
っ
た
ら
か
な
り
面
白
く
な
っ
た

は
ず
だ
。
」
と
書
い
て
い
る
。
そ
う
い
う
「
一
触
即
発
的
な
状
態
」
は
英
国
の
歴
史
の
ど
乙

に
で
も
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
そ
う
い
う
と
乙
ろ
に
希
望
的
な
考
え
方
を
い
つ
も
置
い
て
い
た

わ
け
で
あ
る
。
英
国
で
そ
う
い
う
願
い
が
事
実
に
な
り
得
た
乙
と
は
一
度
も
な
い
。
労
働
者

は
フ
ェ
ン
ス
の
棒
を
拾
い
あ
げ
て
攻
撃
は
お
ろ
か
、
防
御
の
た
め
に
す
ら
警
官
に
そ
れ
を
振

う
と
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
彼
ら
は
権
利
を
要
求
し
、
そ
し
て
手
に
入
れ
た
。
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彼
ら
は
腹
を
立
て
た
と
き
で
も
「
支
配
権
力
と
本
当
に
血
を
出
し
て
戦
う
」
な
ど
と
い
う
考

え
を
も
て
遊
ん
だ
乙
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。

十
九
世
紀
中
期
の
英
国
の
労
働
者
階
級
を
理
解
す
る
に
は
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
程
度
の
理
解

で
ま
ず
十
分
で
あ
る
。
彼
は
自
分
の
出
身
階
級
を
信
じ
、
そ
れ
を
個
人
の
集
団
と
し
て
で
は

な
く
、
一
つ
の
階
級
と
し
て
考
え
た
。
し
か
し
彼
は
、
そ
の
階
級
は
ハ
イ
ド
・
パ

l
ク
で
フ

ェ
ン
ス
の
棒
を
手
に
す
る
と
と
や
、
戦
術
や
目
的
と
い
う
「
科
学
的
」
な
理
論
に
よ
っ
て

で
は
な
く
、
一
重
に
教
育
と
立
派
な
組
織
と
に
よ
っ
て
前
進
し
得
る
と
考
え
た
。
彼
は
マ

（
五
七
）

ン
デ
ラ
と
力
を
合
わ
せ
た
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
や
、
実
証
主
義
的
知
識
人
の
ピ

l
ズ
リ
l

（回

2ω
］
包
と
協
力
し
た
。
し
か
し
彼
は
自
ら
の
経
験
と
同
情
心
と
に
動
か
さ
れ
、
彼
ら
よ

り
も
っ
と
先
き
を
見
て
い
た
。
彼
が
結
成
の
手
伝
い
を
し
た
労
働
組
合
は
、
そ
の
実
際
上
の

結
果
で
正
当
化
さ
れ
る
堅
実
な
組
織
に
、
ま
た
、
「
ペ
ル
メ
ル
街
や
聖
ジ
ェ

l
ム
ズ
街
の
上

流
階
級
の
す
べ
て
の
団
体
や
ク
ラ
ブ
」
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
な
、
法
を
生
み
出
す
と
と
ろ

に
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
将
来
を
考
え
た
と
き
、
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
が
見
て
い
た
の
は
ユ
ー

ト
ピ
ア
で
は
な
く
、
現
在
よ
り
も
も
っ
と
機
会
均
等
な
園
、
労
働
組
合
員
が
完
全
な
市
民
、

責
任
感
の
あ
る
市
民
と
し
て
深
い
配
慮
と
将
来
の
見
通
し
を
持
っ
て
国
事
に
積
極
的
な
影
響

力
を
行
使
し
、
協
同
体
的
な
国
を
目
ざ
し
て
働
い
て
い
る
姿
で
あ
っ
た
。
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第

八

章

ジ
ョ
ン
・
ブ
ラ
イ
ト
と
改
革
の
信
念

何
年
も
前
の
ζ

と
、
非
常
に
楽
し
く
読
ん
だ
古
い
詩
『
妖
精
の
女
王
」
（
同
3
b

町、
b
qな

（五八〉

C
R
尽
き
る
の
中
に
、
今
日
の
我
々
に
教
訓
と
な
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
二
行
が
あ
る
。

守
り
の
固
い
と
り
で
や
城
壁
も
息
も
つ
か
せ
ず
攻
め
抜
け
ば
破
れ
る
。

身
勝
手
と
専
制
が
い
つ
ま
で
も
続
く
は
ず
は
な
く
、
特
権
と
い
う
城
壁
は
群
を
な
し
て

襲
い
か
か
る
群
衆
に
い
つ
ま
で
も
持
ち
と
た
え
ら
れ
な
い
、
と
私
は
信
じ
て
い
る
。
今

日
、
世
界
の
国
々
で
、
善
の
力
は
着
々
と
し
て
悪
の
力
に
迫
り
つ
つ
あ
り
、
我
が
国
で
は

そ
れ
が
特
に
め
だ
っ
て
い
る
と
思
う
。
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で
割
れ
た
と
と
、
及
び
一
八
六
六
年
六
月
に
保
守
党
政
府
が
出
現
し
た
乙
と
で
あ
る
。
ビ
ー

ル
ズ
は
議
会
の
危
機
に
直
面
し
て
、
戸
主
投
票
権
が
改
革
者
た
ち
を
結
び
つ
け
、
「
マ
ン
チ

ェ
ス
タ
！
と
パ

i
ミ
ン
ガ
ム
と
ロ
ン
ド
ン
と
を
つ
な
ぐ
輪
」
と
し
て
役
立
つ
で
あ
ろ
う
と
い

う
論
拠
に
立
っ
て
、
同
盟
が
戸
主
投
票
権
を
運
動
を
継
続
さ
せ
る
基
礎
と
し
て
喜
ん
で
受
け

入
れ
る
と
宣
言
し
た
。

改
革
同
盟
が
力
の
頂
点
に
達
し
た
の
は
一
八
六
六
年
秋
か
ら
一
八
六
七
年
の
春
ま
で
で
あ

っ
た
υ

指
導
者
た
ち
の
お
か
げ
と
言
う
よ
り
、
周
囲
の
事
情
が
改
革
者
た
ち
に
好
機
を
与
え

た
の
で
あ
る
。
そ
の
年
の
冬
は
厳
し
い
も
の
で
、
収
獲
は
大
雨
の
被
害
を
受
け
た
。
そ
の
結

果
パ
ン
の
値
段
は
あ
が
り
、
ま
た
ロ
ン
ド
ン
周
辺
諸
州
で
の
激
し
い
牛
の
疫
病
の
た
め
、
牛

乳
と
肉
の
値
段
も
あ
が
っ
た
。
企
業
の
状
態
も
不
景
気
で
あ
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
の
オ
l
パ
レ

ン
ド
・
ガ
！
ネ
イ
銀
行
（

0
2吋
g
a
g色
。
ロ
円
ロ
ミ
．
回
国

gw）
の
倒
産
と
中
央
銀
行
割

引
歩
合
の
上
昇
が
信
用
貸
し
を
抑
え
、
一
連
の
産
業
上
、
商
業
上
の
倒
産
を
招
い
た
。
あ
げ

く
に
は
、
そ
の
危
機
に
加
え
て
、
い
つ
も
政
治
的
騒
動
の
前
ぶ
れ
と
な
る
コ
レ
ラ
が
ま
た
も

劇
的
に
登
場
し
た
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
中
期
の
政
治
的
均
衡
は
最
大
の
社
会
的
緊
張
の
さ
な

か
に
打
ち
く
だ
か
れ
始
め
た
の
で
あ
る
。

失
業
、
飢
え
、
そ
し
て
病
気
は
改
革
同
盟
が
す
で
に
他
の
と
こ
よ
り
も
人
望
を
集
め
て
い

（
四
六
）

た
ロ
ン
ド
ン
に
集
中
し
た
。
特
に
ロ
ン
ド
ン
の
イ
ー
ス
ト
エ
ン
ド
（
開
ωえ
開
口
仏
）
で
は
病

気
は
非
常
に
激
烈
で
、
あ
る
作
家
に
よ
る
と
「
そ
の
途
方
も
な
い
、
嘆
わ
し
い
悲
惨
さ
を
測

れ
る
も
の
は
誰
一
人
い
な
い
」
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

そ
う
い
う
状
況
下
で
同
盟
に
願
つ
で
も
な
い
好
機
を
与
え
た
も
の
は
、
乙
の
悲
惨
な
疫
病

で
も
経
済
恐
慌
で
も
な
く
て
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
と
ラ
ッ
セ
ル
の
選
挙
法
改
正
案
に
つ
い
て

討
論
が
行
わ
れ
て
い
た
最
中
に
、
い
く
つ
か
の
議
会
演
説
が
引
き
起
乙
し
た
怒
り
で
あ
っ

た
。
ロ
パ

l
ト
・
ロ
伊
智
か
だ
が
辛
諌
な
演
説
｜
そ
れ
は
労
働
者
を
罵
倒
、
粉
砕
す
る

も
の
で
あ
っ
た
ー
ー
は
下
院
を
魅
了
し
た
が
、
ロ
ン
ド
ン
市
民
の
怒
り
に
火
を
つ
け
た
。
議

会
と
人
々
の
溝
は
一
八
三
二
年
以
来
も
っ
と
も
広
が
っ
た
。
改
革
同
盟
は
三
十
五
年
前
の
第

一
次
選
挙
法
改
正
案
前
夜
の
全
国
政
治
連
合
（
吋
v
o
Z
E
Eロ
巴

P

）－E
S
－dE
O
出
〉
と

似
た
役
割
を
演
じ
始
め
、
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
は
無
数
の
労
働
組
合
と
接
触
の
あ
る
人
間
と
し

（
四
八
）

て
、
第
二
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
プ
レ
イ
ス

2
2ロ
の
宮
司

Z
S）
と
な
っ
た
。
し
か
し
今
回
は

た
く
さ
ん
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
プ
レ
イ
ス
が
い
た
。
と
い
う
の
は
労
働
運
動
は
ウ
ィ
リ
ア
ム

（
凶
九
）

（
巧
己
ロ
巴
ロ
）
四
世
の
英
国
の
頃
よ
り
は
る
か
に
強
く
な
っ
て
お
り
、
そ
の
活
動
的
で
博
識

な
労
働
界
の
指
導
者
は
政
界
で
例
外
的
存
在
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。

グペクトリア時代の人々ーその 4

一
八
六
六
年
七
月
、
経
済
的
、
社
会
的
状
況
が
現
実
の
危
険
と
な
ら
な
い
う
ち
に
、
同
盟

（五
O）

は
労
働
者
の
就
業
時
間
後
に
ハ
イ
ド
・
パ
ー
ク
で
大
示
威
運
動
の
タ
ベ
を
聞
く
乙
と
を
決
定

し
た
。
同
盟
は
す
で
に
ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
l

（斗

g
p
k
m円
）
広
場
で
何
度
か
集
会
を
行
っ
た

乙
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
新
し
い
保
守
党
の
内
務
大
臣
ウ
ォ
ル
ポ
l
ル
や
警
視
総
監
リ
チ
ャ

〔
五
一
〉

l
ド
・
メ
イ
ン
卿
（
印
可

E
n
v
m三
宮
ミ
ロ
ぬ
）
は
騒
動
が
同
公
園
で
起
乙
る
の
を
恐
れ
、

集
会
を
禁
止
し
た
。
七
月
二
十
三
日
の
夜
、
改
革
派
の
指
導
者
た
ち
は
、
公
園
を
使
う
の
は

法
に
許
さ
れ
た
権
利
だ
と
主
張
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
集
会
は
拒
否
さ
れ
た
。
十
万
か
ら

二
十
万
人
の
群
衆
は
明
ら
か
に
改
革
者
た
ち
に
同
情
的
で
あ
り
、
群
衆
の
圧
力
で
公
園
の
柵

は
壊
れ
始
め
た
。
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
は
ビ

l
ル
ズ
や
ハ
ウ
エ
ル
と
同
じ
馬
車
で
乗
り
つ
け
て

い
た
の
だ
が
、
彼
が
ま
ず
、
群
衆
が
押
し
通
る
と
き
に
柵
に
お
さ
え
つ
け
ら
れ
た
。
そ
の
あ

い
だ
に
ピ

l
ル
ズ
は
鎖
付
き
金
時
計
を
な
く
し
た
が
、
そ
れ
は
小
ぜ
り
あ
い
の
と
き
に
奪
わ

れ
た
の
で
あ
っ
た
。

ハ
イ
ド
・
パ

l
ク
事
件
は
騒
動
と
は
言
い
か
ね
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
同
盟
は
そ
の

よ
う
な
多
数
の
人
を
抑
え
切
れ
な
か
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
非
難
さ
れ
る
に
は
あ
た
ら
な
か
っ

た
が
、
政
府
の
指
導
者
や
支
配
階
級
の
中
に
は
労
働
者
の
力
の
爆
発
に
対
す
る
恐
れ
が
か
な

り
生
じ
た
。
労
働
運
動
指
導
者
た
ち
は
日
毎
に
改
革
運
動
に
対
す
る
確
信
を
固
め
て
い
っ

〔
五
二
）

た
。
ま
た
、
マ
ル
ク
ス
と
つ
な
が
り
の
あ
る
小
グ
ル
ー
プ
の
革
命
家
は
、
自
分
た
ち
は
今
や

「
大
き
な
、
あ
ら
が
い
難
い
局
面
」
に
到
達
し
た
運
動
の
中
で
戦
略
上
重
要
な
役
割
を
果
し

て
い
る
と
称
し
て
、
舞
台
裏
で
動
い
て
い
た
。
マ
ル
ク
ス
は
「
英
国
人
が
ま
ず
革
命
教
育
を

受
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
た
め
に
は
、
リ
チ
ャ

l
ド
・
メ
イ
ン
卿
が
専
横
的
な
指

揮
を
と
っ
て
い
る
限
り
、
二
週
間
あ
れ
ば
十
分
で
あ
る
う
。
」
と
い
う
希
望
に
あ
ふ
れ
た
便

〈
五
三
）

り
を
エ
ン
ゲ
ル
ス
（
関
口
相
官
】
凹
）
に
書
き
か
け
て
い
た
。
自
由
主
義
的
な
教
授
の
ゴ
ー
ル
ド

〈
五
四
）

ウ
ィ
ン
・
ス
ミ
ス
（
の
0
5
4
1
ロ
∞
B
X
V）
で
さ
え
、
「
戦
い
が
結
局
の
と
と
ろ
、
議
会
で
の

政
党
聞
の
戦
い
で
は
な
く
な
っ
て
、
階
級
問
、
つ
ま
り
片
や
下
院
に
代
表
さ
れ
る
階
級
と
、

片
や
労
働
組
合
に
代
表
さ
れ
る
階
級
と
の
戦
い
と
な
ら
ぬ
よ
う
」
に
警
告
を
発
し
始
め
て
い

た。
緊
張
が
生
じ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
治
闘
争
が
公
然
た
る
階
級
闘
争
に
な
ら
な
か
っ
た

の
に
は
三
つ
の
重
要
な
理
由
が
あ
っ
た
。
そ
の
三
つ
の
理
由
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
グ
ィ
ク

ト
リ
ア
朝
中
期
の
英
国
を
理
解
す
る
の
に
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
。
第
一
は
プ
ラ
イ
ト
の
指

導
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
自
ら
は
中
産
階
級
の
製
造
業
者
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
彼
は

ロ
ン
ド
ン
と
地
方
の
双
方
の
労
働
組
合
の
衷
心
か
ら
の
支
持
を
取
り
つ
け
る
と
と
が
絶
対
に
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期
と
を
深
く
分
断
し
た
の
で
あ
る
。

〔五〕

第 17号

一
八
七
一
年
と
一
八
七
五
年
に
成
立
し
た
労
働
組
合
関
係
法
は
、
一
八
六
七
年
に
投
票
権

を
都
市
の
職
人
に
ま
で
広
げ
て
い
な
か
っ
た
ら
、
そ
れ
ほ
ど
簡
単
に
成
立
し
た
か
ど
う
か
、

い
や
、
そ
も
そ
も
成
立
し
た
か
ど
う
か
さ
え
疑
問
で
あ
る
。
労
働
組
合
の
認
知
を
求
め
る
戦

い
（
こ
れ
は
投
票
権
を
求
め
る
戦
い
と
向
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
が
）
に
お
い
て
、
ア
ッ
プ

ル
ガ
l
ス
は
投
票
権
を
求
め
て
の
戦
い
の
と
き
と
同
様
に
活
動
的
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
ア
ラ

ン
は
じ
め
労
働
運
動
家
仲
間
の
数
人
が
彼
に
「
馬
鹿
は
天
使
が
し
り
ご
み
す
る
と
乙
ろ
に
飛

（
四
二
）

び
込
む
」
と
い
う
乙
と
ば
で
警
告
を
与
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
と
政
治
と
を
切
り
離

す
考
え
方
を
常
に
拒
否
し
て
き
た
。
彼
が
一
八
六
二
年
に
大
工

・
指
物
師
連
合
協
会
の
会
長

に
な
っ
た
と
き
、
彼
は
組
合
に
政
治
活
動
を
す
る
よ
う
教
え
込
む
つ
も
り
で
あ
る
と
は
じ
め

に
言
明
し
た
。

彼
自
身
の
と
っ
た
行
動
は
、
い
つ
も
な
が
ら
多
彩
な
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
代

表
団
の
指
導
者
と
し
て
閣
僚
に
会
う
と
と
と
、
大
衆
の
集
会
を
組
織
す
る
乙
と
と
を
同
じ

よ
う
に
楽
し
ん
だ
。
彼
は
一
八
六
四
年
、
グ
ラ
ス
ゴ

l
労
働
評
議
会
（

J
3
0
2
2
ω
m
o
d『

吋，

g
含
ω
の。

E
色
）
に
よ
っ
て
召
集
さ
れ
た
、
労
働
組
合
権
に
関
す
る
草
分
け
的
な
会
議
に

非
常
に
参
加
し
た
が
っ
た
が
、
そ
れ
と
同
じ
熱
心
さ
で
、
ス
イ
ス
で
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
大
会
に
参
加
す
る
と
と
を
切
望
し
た
。
彼
は
彼
自
身
の
属
す
る
産
業
よ
り
も
未
熟
で
排
他

的
な
産
業
と
結
び
つ
い
て
い
る
地
方
の
戦
闘
的
な
労
働
組
合
指
導
者
と
あ
ま
り
綿
密
な
協
力

関
係
を
持
つ
乙
と
は
避
け
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
農
業
労
働
者
の
拾
頭
は
歓
迎
し
、
彼
ら
が

完
全
な
市
民
と
し
て
社
会
で
そ
の
地
位
を
占
め
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
彼
の
大
き
な
喜
び
の
一

つ
は
外
国
か
ら
の
労
働
者
や
訪
問
者
と
会
い
、
文
通
す
る
乙
と
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
一
八
六

（
四
三
）

四
年
度
委
員
会
が
ガ
リ
パ
ル
デ
ィ
（
の
R
E
m
－E）
を
人
民
の
英
雄
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
に
迎

え
、
英
国
民
が
「
冷
淡
で
、
勘
定
高
く
て
、
粘
液
質
で
、
感
情
と
表
わ
さ
な
い
国
民
」
で
あ

る
と
い
う
評
判
を
と
っ
て
い
る
乙
と
が
信
じ
難
い
ほ
ど
の
大
歓
迎
を
国
民
が
見
せ
た
が
、
彼

は
そ
の
と
き
の
委
員
会
の
一
員
で
あ
っ
た
。

労
働
者
階
級
が
自
分
た
ち
は
完
全
に
そ
の
同
志
で
あ
る
と
一
言
守
え
る
一
八
六
0
年
代
の
あ
ら

ゆ
る
政
治
団
体
の
中
で
も
っ
と
も
重
要
な
団
体
は
ガ
リ
パ
ル
デ
ィ
の
訪
問
で
生
み
出
さ
れ

た
。
ガ
リ
パ
ル
デ
ィ
歓
迎
労
働
者
委
員
会
（
寸
F
O

巧
2
w
z
m
富
。
叱
ω
の
R
E
m
－En
o
B
a
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B
X
Z
O）
が
彼
の
訪
問
日
程
を
短
縮
さ
せ
ま
い
と
し
て
開
い
た
民
衆
の
大
会
は
警
察
に
よ
っ

て
解
散
さ
せ
ら
れ
た
。
怒
っ
た
組
織
委
員
た
ち
は
、
中
産
階
級
の
弁
護
士
エ
ド
マ
ン
ド

・
ピ

！
ル
ズ
（
何
色
目
ロ
ロ
仏
国
。
巴

2
）
の
協
力
を
得
て
、
労
働
者
の
権
利
を
確
保
す
る
た
め
に
政

治
団
体
を
作
る
乙
と
に
決
め
た
。
そ
れ
は
一
八
六
五
年
二
月
、
改
革
同
盟
（
叶
F
O

問
え
2
E

F
g
m
E）
と
し
て
発
足
し
、
会
長
に
ピ

l
ル
ズ
、
幹
事
に
ハ
ウ
エ
ル
が
就
任
し
た
。
ア
ッ

プ
ル
ガ
l
ス
は
設
立
委
員
と
な
っ
た
。
彼
は
一
八
六
二
年
に
す
で
に
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
で
作

ら
れ
て
い
た
初
期
の
改
革
組
織
の
た
め
に
挨
拶
文
を
寄
せ
た
乙
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
彼

は
弁
護
士
の
会
長
と
、
レ
ン
ガ
職
人
の
幹
事
と
の
指
揮
の
下
に
、
ロ
ン
ド
ン
の
労
働
者
を
政

治
改
革
と
い
う
大
目
的
へ
つ
な
ぐ
そ
の
新
し
い
同
盟
を
暖
か
く
歓
迎
し
た
。
英
国
の
政
治
に

新
し
い
流
動
の
一
時
期
が
始
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
同
盟
は
五
月
に
最
初
の
声
明
を
出
し

た
ο

十
月
に
は
パ

l
マ
ス
ト
ン
が
死
に
、
そ
の
翌
年
が
終
ら
な
い
う
ち
に
、
同
盟
は
ロ
ン
ド

ン
市
民
と
労
働
者
を
し
て
、
一
八
四
0
年
代
以
来
乙
れ
ま
で
な
か
っ
た
ほ
ど
熱
狂
的
に
改
革

を
求
め
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

再
び
ど
よ
め
き
始
め
た
政
治
的
興
奮
の
中
で
、
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
は
中
産
階
級
と
密
接
な

連
携
を
保
つ
重
要
性
を
痛
感
し
た
。
彼
自
身
の
目
的
と
す
る
と
乙
ろ
は
、
熟
練
し
た
職
人
た

ち
が
「
苦
労
し
て
い
る
多
数
の
仲
間
の
利
益
」
に
与
え
る
影
響
を
強
め
る
乙
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
彼
は
と
の
目
的
は
プ
ラ
イ
ト
の
よ
う
な
中
産
階
級
の
改
革
者
た
ち
の
支
持
を
得
て

初
め
て
有
効
な
も
の
と
な
る
乙
と
を
悟
っ
た
。
労
働
者
の
同
盟
を
創
り
出
す
に
は
い
ろ
ん
な

困
難
が
あ
っ
た
。
と
言
う
の
は
、
北
部
や
中
部
の
中
産
階
級
は
同
じ
年
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
で

作
ら
れ
た
彼
ら
自
身
の
組
織
、
す
な
わ
ち
改
革
連
合
（
吋
宮
間
え
2
E
Cロ
Z
と
が
あ
っ

（
四
回
）

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
穀
物
条
令
廃
止
同
盟
の
方
法
と
、
そ
の
職
員
の
一
部
を
受
け
継
い

で
お
り
、
改
革
の
た
め
に
大
き
な
資
金
を
動
か
し
得
た
。
し
か
し
そ
の
二
つ
の
組
織
に
は
会

員
の
質
だ
け
で
な
く
、
見
解
の
相
違
が
あ
っ
た
。
改
革
連
合
は
戸
主
投
票
権
を
良
し
と
す
る

こ
と
で
始
ま
り
、
一
方
改
革
同
盟
は
成
年
男
子
投
票
権
を
強
く
迫
っ
た
。
も
っ
と
も
「
あ
の

連
中
が
下
院
へ
出
か
け
て
成
年
男
子
の
投
票
権
を
求
め
て
も
、
結
果
は
家
に
い
て
ジ
グ
で
も

踊
っ
て
い
る
の
と
同
じ
乙
と
。
所
詮
む
だ
足
さ
。
」
と
集
会
で
述
べ
る
労
働
組
合
員
も
い
た

の
で
あ
る
が
。
中
産
階
級
の
も
っ
と
も
戦
闘
的
改
革
者
の
ブ
ラ
イ
ト
を
さ
え
、
労
働
者
階
級

の
急
進
派
の
中
に
は
不
満
に
思
う
者
が
い
た
。

（
四
五
）

三
つ
の
要
素
が
二
つ
の
組
織
を
接
近
さ
せ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
八
六
六
年
に
ラ
ッ
セ
ル

（
河
口
回
目
。
＝
）
と
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
が
提
案
し
た
比
較
的
穏
健
な
選
挙
法
改
正
案
が
敗
北
し
た

乙
と
、
自
由
党
の
陣
形
が
古
い
秩
序
を
改
革
し
よ
う
と
す
る
者
と
守
ろ
う
と
す
る
者
と
の
間
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っ
た
く
な
か
っ
た
。
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シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
っ
た
よ
う
な
騒
動
は
、
嘆
か
わ
し
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
知
性

の
低
い
と
と
が
不
幸
な
と
と
で
あ
り
、
労
働
上
の
条
件
が
い
ま
だ
に
不
安
定
で
あ
る
と
い

う
証
拠
で
あ
る
。
し
か
し
乱
暴
な
人
々
の
ひ
き
起
と
し
た
と
の
騒
動
は
法
的
地
位
や
財
産

の
保
護
を
求
め
る
技
術
者
連
合
や
大
工
連
合
の
よ
う
な
組
合
と
異
な
り
、
そ
の
よ
う
な
要

求
は
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
い
。
：
：
：
技
術
者
組
合
や
大
工
組
合
や
印
刷
工
組
合
の
役
員
た

ち
が
不
法
な
暴
力
的
行
為
を
我
々
以
上
に
好
意
的
な
目
で
眺
め
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な

、．
n》

’v
 

乙
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
明
瞭
で
あ
っ
た
。

ヴィクトリア時代の人々ーその 4

組
合
が
地
域
的
に
拡
大
し
、
恒
常
的
な
も
の
と
な
り
、
機
関
紙
の
発
行
で
人
に
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
し
か
る
べ
き
構
成
を
も
っ
た
組
織
と
な
る
に
比
例
し
て
、
組
合
の

特
色
や
有
用
性
が
増
す
。
組
合
が
変
則
的
な
組
織
と
な
り
、
「
利
益
」
の
な
い
昔
の
秘
密

結
社
的
な
労
働
組
合
の
形
に
接
近
す
る
に
比
例
し
て
、
組
合
は
旧
法
下
の
都
密
的
組
合
の

も
つ
犯
罪
的
特
徴
を
保
有
す
る
こ
と
に
な
る
。

小
数
派
の
報
告
書
は
一
八
七
一
年
に
自
由
党
内
閣
の
作
っ
た
労
働
組
合
法
の
基
礎
と
な
る

働
き
を
な
し
た
。
ア
ッ
プ
ル
ガ

l
ス
は
他
の
仲
間
の
委
員
た
ち
と
共
に
、
多
数
派
報
告
書
の

勧
告
は
ど
れ
一
つ
受
け
い
れ
ら
れ
な
い
と
し
、
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
も
し
と
れ
が
労
働
組

合
が
保
護
を
受
け
る
こ
と
と
交
換
に
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
代
償
と
す
れ
ば
、
「
組
合
は
保

護
を
受
け
ず
に
最
後
の
審
判
の
日
ま
で
突
き
進
む
方
を
と
る
。
：
・
：
・
法
的
な
認
知
が
交
換
条

件
で
あ
っ
て
も
、
組
合
は
人
閣
を
行
動
に
駆
り
立
て
る
最
高
の
動
機
の
一
つ
、
す
な
わ
ち
、

自
分
よ
り
も
不
幸
な
も
の
を
助
け
た
い
と
い
う
気
持
を
殺
す
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。
」
一

八
七
一
年
の
法
案
は
労
働
組
合
員
の
、
し
か
る
べ
き
法
的
地
位
を
求
め
る
要
求
を
認
め
た
。

す
な
わ
ち
、
い
か
な
る
組
合
も
、
そ
れ
が
「
仕
事
を
抑
え
る
」
か
ら
と
言
っ
て
犯
罪
的
だ
と

は
見
な
さ
れ
な
い
と
と
、
い
か
な
る
組
合
も
そ
の
規
約
が
犯
罪
的
で
な
い
限
り
、
登
録
さ
れ

得
る
乙
と
、
登
録
に
よ
っ
て
組
合
の
財
源
は
保
護
さ
れ
る
と
と
で
あ
っ
た
。
乙
の
特
権
は
す

べ
て
、
組
合
が
法
人
と
し
て
認
め
ら
れ
な
く
て
も
、
認
容
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
つ
の
新
し

い
、
非
常
に
重
大
な
紛
糾
の
も
と
が
あ
っ
た
。
自
由
党
政
府
は
同
時
に
、
ピ
ケ
や
団
体
行
動

は
す
べ
て
非
合
法
で
あ
る
と
い
う
刑
法
改
定
案
を
通
過
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

乙
の
第
二
の
法
は
、
元
来
第
一
の
法
の
一
部
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
が

こ
れ
に
よ
っ
て
労
働
組
合
が
法
的
な
認
知
を
確
保
し
た
と
同
時
に
、
そ
の
も
っ
と
も
有
効
な

実
質
的
制
裁
手
段
を
失
う
乙
と
に
な
っ
た
。
法
廷
の
「
邪
魔
」
「
脅
迫
」
「
妨
害
」
と
い
う

言
葉
の
解
釈
は
前
に
経
験
済
み
の
ζ

と
で
あ
っ
た
の
で
、
組
合
は
新
し
い
法
の
下
で
は
今
後

効
果
的
な
ス
ト
ラ
イ
キ
手
段
を
作
り
あ
げ
る
の
が
非
常
に
困
難
に
な
る
こ
と
を
悟
っ
た
。
あ

る
労
組
の
声
明
文
に
あ
る
よ
う
に
、
「
公
正
な
精
神
で
は
な
く
、
昔
同
様
の
辛
練
さ
と
偏
見

と
が
乙
の
法
案
が
通
過
し
た
背
景
の
特
色
で
あ
る
。
そ
し
て
、
乙
の
法
は
不
当
な
も
の
で
あ

り、

一
方
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
と
っ
て
代
っ
た
旧
法
以
上
で
あ
る
。
」

あ
ら
ゆ
る
種
類
の
労
働
組
合
員
が
新
法
案
に
反
対
し
て
結
集
し
た
。
大
き
な
連
合
労
働
組

合
（
↓

zkr自
己
m
ω
g
m
g
a
叶，

g
p
c
E
oロ
印
）
を
率
い
て
い
る
ロ
ン
ド
ン
の
指
導
部
が

は
じ
め
て
、
炭
坑
夫
や
金
物
細
工
師
や
織
物
業
従
業
員
を
率
い
る
地
方
の
指
導
部
と
団
結
し

た
。
レ
ン
ガ
積
み
職
人
の
ジ
ョ
ー
ジ

・
ハ
ウ
エ
ル
（
の

g
m
o
国
0
4
号
。
ロ
）
が
労
働
組
合
会
議

（
叶
宮
叶
店
内
田

2
C
E
oロ
わ
。
ロ
伺
吋
Omm）
｜
｜
乙
の
団
体
の
起
源
は
ロ
ン
ド
ン
で
は
な
く
、

地
方
に
あ
っ
た
ー
ー
の
議
長
と
な
り
、
四
年
間
の
陳
情
作
戦
が
始
ま
り
、
そ
し
て
乙
れ
は
一

八
七
五
年
に
や
っ
と
、
「
共
同
謀
議
及
び
財
産
保
護
法
」
と
な
っ
て
終
り
を
告
げ
た
。
乙
の

法
に
よ
り
平
和
的
な
ピ
ケ
は
合
法
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
共
同
し
て
行
わ
れ
た
行
為
で
も
、
そ

れ
が
個
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
き
に
罰
す
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
行
為
以
外
は
、
今
後
罰

す
べ
き
犯
罪
と
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
労
働
に
関
し
て
特
に
重
か
っ
た
刑
法
の
重
圧

は
や
っ
と
取
り
除
か
れ
、
彼
ら
が
不
平
を
鳴
ら
し
て
き
た
「
法
に
対
す
る
不
満
の
す
べ
て
」

が
除
去
さ
れ
た
よ
う
に
思
え
た
。

一
八
七

0
年
代
の
労
働
組
合
関
係
法
は
労
働
史
に
お
い
て
ず
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
中
期
に
終
息

す
る
。
そ
の
法
は
、
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
や
そ
の
友
人
た
ち
が
卓
越
し
た
組
織
力
や
戦
術
の
う

ま
さ
を
発
揮
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
決
し
て
生
み
出
さ
れ
て
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
も
し

そ
の
法
が
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
ら
、
十
九
世
紀
も
遅
く
な
っ
て
未
熟
練
工
の
あ
い
だ
に
爆

発
的
に
発
生
し
た
新
し
い
組
合
運
動
は
な
か
っ
た
ろ
う
し
、
ま
た
、
そ
の
結
果
生
ま
れ
て
き
た

労
働
組
合
と
労
働
党
と
の
連
帯
も
な
く
、
従
っ
て
労
働
者
階
級
が
勢
力
を
も
っ
た
階
級
と
し

て
出
現
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
十
九
世
紀
の
最
後
の
二
十
五
年
間
の
政
治
的
動

向
は
、
多
く
の
歴
史
家
が
き
わ
め
て
重
要
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
十
九
世
紀
の
中
期
に

そ
の
根
を
有
し
て
い
た
。
と
は
言
え
、
組
合
関
係
法
の
通
過
と
、
一
八
八
九
年
か
ら
一
八
九

二
年
に
か
け
て
の
新
し
い
組
合
運
動
の
大
爆
発
の
聞
に
は
深
刻
な
不
景
気
が
あ
っ
た
。
と
の

時
期
の
失
業
問
題
と
、
労
働
運
動
家
聞
の
派
閥
抗
争
が
英
国
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
中
期
と
後
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第 17号

け
っ
き
ょ
く
、
乙
の
や
り
方
が
英
国
の
産
業
に
お
け
る
両
者
の
関
係
を
導
く
原
理
と
な
る
の

で
あ
る
。
「
我
々
は
そ
の
や
り
方
を
広
げ
る
べ
く
、
で
き
る
だ
け
の
乙
と
を
行
っ
て
い
る
。

我
々
は
主
人
と
そ
の
下
で
働
く
者
と
が
話
し
合
い
、
あ
る
条
件
で
同
意
に
達
す
る
乙
と
が
最

大
の
利
益
を
生
み
出
す
も
の
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
。
そ
し
て
我
々
は
そ
れ
は
当
事
者
同
志

に
託
す
べ
き
問
題
だ
と
信
じ
て
い
る
。
」

要
約
す
る
と
、
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
の
主
張
は
、
彼
の
組
合
の
長
所
は
、
そ
れ
が
英
国
中
に

広
が
っ
た
全
国
的
な
組
織
で
あ
り
、
ど
乙
か
の
一
支
部
が
破
産
す
る
な
ど
と
い
う
乙
と
は
あ

り
得
な
い
と
い
う
事
実
に
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
毎
年
暮
れ
に
は
幸
運
だ
っ
た
も

の
が
不
運
だ
っ
た
も
の
を
助
け
、
相
互
扶
助
に
よ
っ
て
大
工
や
指
物
師
が
お
互
い
に
結
び
つ

く
。
こ
う
い
う
労
働
者
の
団
結
に
よ
っ
て
の
み
、
真
の
国
民
の
進
歩
は
可
能
で
あ
る
、
と
彼

は
主
張
し
た
。

十
九
世
紀
中
期
の
労
働
組
合
の
指
導
者
た
ち
は
社
会
的
権
利
は
政
治
的
権
利
、
及
び
市
民

的
権
利
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
そ
の
権
利
に
は
興
味
を
示
さ
な
か
っ
た
、
と
い
う
と

と
が
と
き
ど
き
主
張
さ
れ
る
。
し
か
し
、
ア
ッ
プ
ル
ガ

l
ス
は
団
体
交
渉
と
い
う
や
り
方
や

相
互
扶
助
と
い
う
仕
組
み
の
向
う
に
、
あ
る
基
本
的
な
社
会
的
権
利
を
と
ら
え
て
お
り
、
そ

し
て
、
労
働
者
階
級
の
組
織
が
ぜ
ひ
と
も
そ
の
権
利
を
主
張
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
し
た
。

「
私
は
人
に
正
し
い
仕
事
を
正
し
い
賃
金
で
や
ら
せ
た
い
。
：
：
：
私
は
パ
ン
を
得
る
た
め
に

働
き
た
い
と
い
う
意
志
の
あ
る
人
は
、
家
族
を
食
べ
さ
せ
、
着
せ
、
教
育
す
る
資
格
が
あ
り

ま
た
、
六
十
才
、
な
い
し
は
五
十
五
才
以
上
に
な
っ
て
働
か
な
く
て
い
い
よ
う
に
、
老
後
の

自
分
を
支
え
る
な
に
が
し
か
を
貯
え
て
お
け
る
だ
け
の
も
の
を
も
ら
う
資
格
が
あ
る
と
信
じ

る
。
」
同
様
の
基
本
的
な
哲
学
は
一
八
六
一
年
の
大
工
・
指
物
師
連
合
協
会
の
最
初
の
報
告

書
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

有明工業高等専門学校紀要

い
の
ち

あ
る
人
が
生
命
の
バ
ン
を
得
る
た
め
に
働
き
た
い
と
思
っ
て
通
り
を
歩
い
て
行
き
、
う

ま
く
行
か
ず
に
む
な
し
く
戻
っ
て
来
る
の
が
見
ら
れ
る
場
合
に
、
諸
君
は
次
の
よ
う
な
社

会
が
ぜ
ひ
必
要
だ
と
い
う
証
拠
を
見
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
人
に
、
政

治
経
済
が
奪
っ
た
パ
ン
を
与
え
、
そ
し
て
将
来
は
そ
の
よ
う
な
異
常
事
態
が
存
在
し
得
な

い
社
会
状
態
へ
と
発
展
し
て
行
く
社
会
、
と
ん
な
社
会
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
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ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
は
長
生
き
を
し
ー
ー
一
九
二
五
年
没
1
l、
そ
の
よ
う
な
目
的
の
達
成

に
向
か
っ
て
福
祉
国
家
イ
ギ
リ
ス
が
歩
き
出
す
の
を
目
の
辺
り
に
す
る
乙
と
が
で
き
た
。
し

か
し
一
八
六
七
年
に
は
英
国
は
依
然
と
し
て
本
質
的
に
は
財
産
の
保
護
に
関
心
を
持
つ
「
夜

警
国
家
」
で
あ
っ
た
。
一
方
、
組
合
の
主
な
関
心
事
は
組
合
自
身
の
財
産
の
保
護
と
、
そ
れ

を
思
い
ど
お
り
に
処
分
す
る
権
利
を
認
め
て
も
ら
と
と
と
で
あ
っ
た
。
委
員
会
の
多
く
の
者

は
、
一
方
で
は
ア
ッ
プ
ル
ガ

1
ス
の
話
に
敬
意
を
払
っ
て
耳
を
傾
け
る
用
意
が
あ
り
な
が
ら

中
央
棟
梁
協
会
（
吋
v
o
n
oロ
可
巳
〉
ω由

o
n
E江
O
ロ
O
同
冨

S
Z円
回
巳
Eσ
円
印
）
が
あ
げ
る

反
対
の
証
拠
に
強
く
動
揺
し
た
。
棟
梁
た
ち
は
労
働
組
合
の
存
在
を
既
成
事
実
と
し
て
受
け

入
れ
は
し
た
が
、
そ
の
登
録
を
認
め
る
の
は
弟
子
の
数
を
制
限
し
た
り
、
機
械
の
使
用
を
妨

害
し
た
り
、
出
来
高
払
い
の
仕
事
を
阻
止
し
た
り
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
シ
ヨ
に
設
維
持
し
た

り
す
る
規
則
を
作
っ
て
い
な
い
組
合
に
限
っ
て
欲
し
い
と
希
望
し
た
。
彼
ら
は
ま
た
、
組
合

が
労
働
争
議
中
の
他
の
組
合
を
援
助
す
る
乙
と
を
禁
じ
て
欲
し
い
と
希
望
し
た
。
正
統
と
さ

れ
て
来
た
政
治
経
済
学
で
は
組
合
の
団
結
も
、
「
人
の
心
に
強
く
植
え
付
け
ら
れ
た
協
力
精

神
」
も
、
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
の
組
織
が
底
に
秘
め
て
い
る
社
会
的
諸
権
利
の
考
え
方
も
ほ
と

ん
ど
説
明
で
き
な
か
っ
た
。
多
数
派
の
委
員
は
、
競
争
的
経
済
が
主
流
と
な
り
つ
つ
あ
る
時

期
の
雇
用
者
に
は
当
然
の
、
次
の
よ
う
な
意
見
を
表
明
し
始
め
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
組
合

は
も
っ
と
も
勤
勉
な
雇
用
者
た
ち
の
努
力
を
妨
害
し
、
生
産
コ
ス
ト
を
引
き
上
げ
、
激
し
い

ス
ト
ラ
イ
キ
や
ピ
ケ
で
資
産
を
お
び
や
か
し
、
英
国
が
主
要
商
品
を
、
そ
の
商
売
上
の
ラ
イ

バ
ル
よ
り
も
も
っ
と
良
質
に
、
も
っ
と
安
価
に
生
産
す
る
カ
を
減
少
さ
せ
る
抑
止
的
団
体
で

あ
る
、
と
彼
ら
は
述
べ
た
。
一
八
六
七
年
と
い
う
年
は
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
騒
動
と
第
二

次
選
挙
法
改
正
案
の
年
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
パ
リ
万
国
博
覧
会
の
年
で
も
あ
っ
て
、
そ

の
博
覧
会
を
見
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
競
争
相
手
国
が
、
組
合
に
よ
っ
て
英
国
の
産
業

が
足
か
せ
を
は
め
ら
れ
た
た
め
に
、
次
第
に
有
利
さ
を
増
し
て
行
く
の
が
よ
く
分
か
る
、
と

言
い
た
て
ら
れ
た
。

委
員
会
の
少
数
派
で
あ
る
三
人
、
つ
ま
り
ヒ
ュ
ー
ズ
、
ハ
リ
ソ
ン
及
び
リ
ッ
チ
フ
ィ

l
ル

（
四
一
）

ド
（
F
r
v
F
E）
は
ア
ッ
プ
ル
ガ

1
ス
の
提
起
し
た
論
を
支
持
し
、
彼
ら
独
自
の
報
告
書

を
公
表
し
、
そ
れ
が
後
に
法
案
を
作
る
際
に
土
台
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
、
新
し
い
連
合
組
合

が
数
を
増
し
た
の
は
ご
時
的
な
運
動
が
突
発
的
に
成
長
し
た
も
の
で
は
な
く
て
、
堅
実
な

組
織
が
発
展
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
組
織
が
到
達
し
た
完
成
度
と
組
織
の
運
営
の
規
模

と
は
ま
っ
た
く
第
一
級
の
企
業
の
そ
れ
ら
に
匹
敵
す
る
。
」
と
い
う
彼
ら
の
論
点
を
証
明
す

る
た
め
に
ア
ッ
プ
ル
ガ
i
ス
の
示
し
た
統
計
と
証
拠
と
を
援
用
し
た
。
乙
の
時
代
に
乙
れ
以

上
強
い
調
子
の
賞
賛
の
声
は
あ
り
得
べ
く
も
な
か
っ
た
ろ
う
。
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
や
ア
ラ
ン

の
労
働
組
合
の
よ
う
な
組
合
と
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
組
合
と
の
聞
に
は
つ
な
が
る
も
の
は
ま
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ろ
う
ね
。
」

ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
は
か
な
り
巧
妙
に
乙
う
答
え
て
い
る
。
「
私
は
そ
う
い
う
の
が
原
則
の

（三七）

公
平
な
適
用
だ
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
我
々
が
み
な
ア
l
ク
ラ
イ
ト
や
プ
l
ル
l
ネ

（

三

八

）

（

三

九

）

ル
（
回
円
ロ
ロ
巴
）
や
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
い
う
異
常
な
才
能

の
持
主
は
す
ぐ
に
労
働
者
以
上
の
も
の
と
な
る
。
我
々
は
労
働
者
一
般
に
適
用
さ
れ
る
規
則

や
規
約
を
作
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
が
以
前
に
プ
ラ
ク
シ
テ
レ
ス
に
つ
い
て

聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
彼
は
そ
の
の
ち
プ
ラ
ク
シ
テ
レ
ス
を
忘
れ
る
と
と
は

な
か
っ
た
。
一
八
六
八
年
の
大
工
連
合
協
会
の
報
告
書
の
中
で
彼
は
乙
う
述
べ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
組
合
は
「
プ
ラ
ク
シ
テ
レ
ス
を
正
当
に
評
価
し
、
ア
ー
ク
ラ
イ
ト
や
プ
ル

l
ネ
ル

や
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
に
も
『
そ
の
類
い
ま
れ
な
能
力
を
十
分
に
行
使
す
る
場
』
を
提
供
し

な
が
ら
、
一
方
、
そ
れ
ほ
ど
の
能
力
の
な
い
数
干
の
人
々
に
は
利
己
的
な
世
界
で
、
せ
い
ぜ

い
ど
協
力
な
さ
い
、
と
放
っ
て
お
く
、
あ
の
個
人
主
義
と
い
う
や
り
方
に
飽
き
飽
き
し
て
い

る
。
」
組
合
は
労
働
者
に
調
和
を
も
た
ら
し
、
そ
の
地
位
を
高
め
る
力
と
し
て
作
用
し
、
「
そ

れ
ほ
ど
幸
運
な
ら
ざ
る
人
々
を
相
応
の
地
位
」
に
ま
で
高
め
る
、
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ

る。
外
国
と
の
競
争
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
は
正
統
派
の
経
済
学
者
か

ら
非
常
に
辛
諌
に
攻
撃
さ
れ
た
、
例
の
保
護
貿
易
主
義
者
的
立
場
を
と
る
乙
と
を
拒
否
し

た
。
彼
は
「
組
合
は
横
暴
で
あ
る
」
と
し
て
逆
襲
を
受
け
た
と
き
に
も
、
同
様
の
穏
健
な
態

度
を
示
し
た
。
彼
は
比
較
的
小
さ
な
組
合
の
中
に
は
非
組
合
員
に
い
や
が
ら
せ
を
や
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
こ
と
を
率
直
に
認
め
た
け
れ
ど
、
彼
は
さ
ら
に
続
け
て
、
そ
の
や
り
方
は

嫌
い
で
あ
る
け
れ
ど
、
「
自
分
は
そ
れ
で
も
理
解
は
で
き
る
。
」
と
つ
け
加
え
た
。
ロ
ウ
パ

ッ
ク
は
な
ぜ
非
組
合
員
が
雇
用
者
と
個
別
に
取
引
を
や
る
権
利
が
な
い
の
か
、
ま
た
、
な
ぜ

雇
用
者
が
労
働
者
と
個
人
的
に
取
引
し
て
は
い
け
な
い
の
か
、
と
尋
ね
た
。
す
る
と
、
ア
ッ

プ
ル
ガ
l
ス
は
組
合
は
雇
用
者
と
労
働
者
の
双
方
を
助
け
る
も
の
で
あ
る
、
と
答
え
た
。

「
君
が
あ
の
連
中
の
乙
と
に
口
を
出
し
て
い
る
み
た
い
に
、
僕
が
君
の
こ
と
に
口
を
出
し

た
ら
君
は
ど
う
思
う
か
ね
。
」

「
も
し
あ
な
た
が
私
の
協
会
の
一
員
で
、
あ
な
た
が
多
数
派
に
組
し
て
、
私
は
乙
れ
乙
れ

し
か
じ
か
の
規
則
に
従
う
べ
き
だ
と
断
を
下
し
た
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
私
は
そ
う
せ
ざ
る

を
得
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
も
し
我
々
が
自
分
た
ち
の
し
た
い
乙
と
が
で
き
る
世
の
中

に
住
ん
で
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
我
々
の
協
会
な
ど
早
く
な
く
な
れ
ば
そ
う
方
が
良
い
乙
と
な

の
で
す
。
」

ヴィクトリア時代の人々ーその 4

「
そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
お
い
て
、
多
数
派
の
意
見
が
人
聞
を
支
配
す
る
乙
と
に
な
ら

な
い
の
か
。
」

「
正
に
そ
の
と
お
り
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
に
反
対
す
る
理
由
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
」

「
そ
れ
で
は
君
は
少
数
者
は
発
言
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
の
だ
ね
。
」

「
そ
れ
ど
乙
ろ
か
、
彼
ら
に
自
分
た
ち
の
方
が
正
し
い
と
多
数
派
が
わ
か
っ
て
く
れ
る
ま

で
訴
え
さ
せ
な
さ
い
。
」

「
し
か
し
誰
が
彼
ら
の
方
に
正
義
が
あ
る
と
決
め
る
の
か
ね
。
」

「
正
し
く
そ
の
言
葉
は
参
政
権
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
言
え
る
の
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

望
む
も
の
が
手
に
入
る
ま
で
我
々
は
参
政
権
に
つ
い
て
世
論
に
訴
え
て
行
か
ね
ば
、
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
」

乙
乙
で
再
び
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
は
そ
の
立
場
を
利
用
し
て
、
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
と
い

う
べ
ン
サ
ム
主
義
の
か
つ
て
の
支
持
者
で
あ
り
、
ま
た
、
参
政
権
拡
大
の
支
持
者
ロ
ウ
パ
ッ

ク
が
有
効
な
応
答
を
し
に
く
い
と
乙
ろ
へ
彼
を
追
い
つ
め
た
。
「
組
合
の
横
暴
」
と
い
う
問

題
は
、
け
っ
き
ょ
く
、
組
合
の
積
極
的
な
味
方
で
あ
る
フ
レ
デ
リ
ッ
ク

・
ハ
リ
ソ
ン
が
二
つ

の
誘
導
尋
問
を
行
い
、
そ
れ
に
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
が
一
乙
と
簡
単
に
答
え
を
し
て
、
ケ
リ
が

つ
い
た
。

「
あ
な
た
の
協
会
が
課
し
て
い
る
労
働
の
自
由
に
対
す
る
制
限
は
こ
れ
く
ら
い
の
も
の
で

す
ね
。
つ
ま
り
、
協
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
利
益
と
受
け
ら
れ
る
限
り
は
条
件
付
き
の
仕
事
で

も
喜
ん
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。
」

「
そ
の
と
う
り
で
す
。
」

「
そ
し
て
、
も
し
彼
ら
が
別
の
条
件
で
働
き
た
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
彼
ら
は
利
益
の

方
を
あ
き
ら
め
、
協
会
員
を
辞
め
ね
ら
な
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。
」

「
そ
う
で
す
。
」

最
後
に
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
問
題
に
関
し
、
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
は
ス
ト
ラ
イ
キ
が
場
合
に
よ

っ
て
は
利
益
を
も
た
ら
す
価
値
の
あ
る
乙
と
を
過
少
評
価
し
よ
う
と
も
せ
ず
、
ま
た
、
小
さ

な
ス
ト
ラ
イ
キ
の
数
が
過
去
四
年
間
に
現
実
に
増
え
て
い
る
乙
と
を
否
定
し
よ
う
と
も
し
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
彼
は
ス
ト
ラ
イ
キ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
労
働
と
言
う
よ
り
は
雇
用
者

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
、
「
雇
用
者
の
横
柄
で
乱
暴
な
行
為
の
た
め
、
労
働
者
が
お
互
い

に
守
り
合
う
目
的
で
団
結
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
の
は
一
般
的
に
言
っ
て

正
し
い
と
主
張
し
た
。
彼
は
主
人
と
そ
の
下
で
働
く
者
と
の
協
力
と
い
う
理
想
を
掲
げ
、
お

の
ず
か
ら
生
ま
れ
る
相
互
理
解
と
い
う
や
り
方
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
良
し
と
し
た
。
そ
し
て
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第 17号

ひ
ん

ぴ
き
な
ら
ぬ
挑
戦
と
な
っ
た
。
こ
う
い
う
危
機
に
瀕
し
た
と
き
に
、
組
合
が
、
長
年
に
わ
た

っ
て
連
合
組
合
を
責
任
を
も
っ
て
切
り
回
し
、
ト
マ
ス
・
ヒ
ュ
ー
ズ
の
よ
う
な
非
労
働
者
階

シ
ン
パ

級
の
共
鳴
者
の
好
意
的
な
目
を
す
で
に
勝
ち
得
て
い
た
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
の
よ
う
な
器
量
の

指
導
者
た
ち
に
頼
る
と
と
が
で
き
る
と
い
う
点
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
っ
た
。
シ
ェ
フ
ィ
ー

ル
ド
事
件
の
直
後
に
ア
ッ
プ
ル
ガ
i
ス
が
手
紙
を
書
い
て
、
組
合
組
織
を
弁
護
す
る
書
幹
を

ス
ペ
ク
テ
l
タ
l
q
b
n
E芯
可
）
誌
へ
出
し
て
く
れ
と
依
頼
し
た
相
手
は
ヒ
ュ
ー
ズ
で
あ
っ

た
。
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
は
公
正
な
調
査
は
恐
れ
な
か
っ
た
。
彼
は
こ
う
書
い
て
い
る
。
「
ぜ

ひ
と
も
調
査
委
員
会
を
設
け
て
下
さ
い
。
も
し
鋭
い
調
査
で
わ
が
組
織
に
潰
窮
の
あ
る
と
と

が
わ
か
れ
ば
、
た
と
え
そ
れ
が
ど
ん
な
に
小
さ
な
も
の
で
も
、
そ
の
根
元
ま
で
メ
ス
を
入
れ

て
下
さ
い
。
」
彼
は
中
産
階
級
に
警
戒
心
を
抱
か
せ
る
論
争
や
不
平
の
原
因
が
労
働
組
合
に

あ
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
決
定
的
に
示
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
信
じ
て
い
た
。
「
こ
う
い

う
乙
と
の
原
因
は
無
数
に
あ
っ
て
、
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
原
因
が
一
つ
の
巨
大
な
全
体
の
各

部
に
影
響
す
る
の
で
あ
る
。
」

有明工業高等専門学校紀要

〔四〕

ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
は
経
験
豊
か
な
二
人
の
労
働
運
動
家
を
委
員
に
任
命
す
る
よ
う
主
張
し

て
い
た
。
し
か
し
、
保
守
党
の
内
務
大
臣
ウ
ォ
ル
ポ
l
ル
（
巧
巴
句
。
－
o
）
は
、
自
分
は
党
派

的
勢
力
は
す
べ
て
避
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
ま
た
、
委
員
会
に
は
司
法
機
関
に
似
た
役
割

を
期
待
し
て
い
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
、
彼
の
要
求
を
拒
否
し
た
。
構
成
か
ら
言
う
と
、
委

員
会
は
有
名
人
の
一
団
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
彼
ら
の
全
部
が
組
合
に
非
友
好
的
と
い
う

わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
委
員
中
、
高
名
な
二
人
は
ヒ
ュ
ー
ズ
と
ロ
ウ
パ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
彼

ら
の
意
見
は
他
に
例
を
見
な
い
ほ
ど
鋭
く
対
立
し
て
い
た
。
ヒ
ュ
ー
ズ
は
若
い
実
証
主
義
的

哲
学
者
で
、
ま
た
弁
護
士
で
、
さ
ら
に
組
合
の
強
力
な
味
方
で
あ
る
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ハ
リ

ソ
ン
（
明
日
常
江
島
出
足
立
ω
o
ロ
）
に
強
く
支
持
さ
れ
、
一
方
ロ
ウ
パ
ッ
ク
は
、
ク
リ
ミ
ア

〔

＝

一

三

）

（

三

四

）

戦
争
中
は
激
し
く
彼
に
対
立
し
て
い
た
エ
ル
コ

l
s
r
Z）
卿
に
今
は
支
持
さ
れ
て
い

た
。
乙
の
頃
に
は
ロ
ウ
パ
ッ
ク
は
若
い
と
き
の
急
進
派
的
立
場
と
チ
ャ

l
テ
イ
ズ
ム
へ
の
共

感
を
ほ
と
ん
ど
完
全
に
捨
て
、
も
っ
と
も
毒
々
し
い
労
働
組
合
反
対
者
に
な
っ
て
い
た
。

委
員
会
の
委
員
の
聞
で
意
見
の
相
違
の
あ
る
乙
と
は
第
一
回
目
の
会
合
の
と
き
か
ら
明
ら

か
で
、
そ
の
こ
と
は
召
喚
さ
れ
た
証
人
た
ち
に
向
け
ら
れ
る
質
問
の
す
べ
て
に
あ
ら
わ
れ
て

い
た
。
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
の
提
案
で
、
証
人
に
は
彼
ら
が
不
安
を
感
じ
な
い
で
証
言
で
き
る
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よ
う
に
責
任
を
問
わ
れ
な
い
特
権
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
に
向
け
ら
れ
る
質
問
は

種
々
雑
多
で
、
と
き
に
は
敵
対
的
な
性
質
の
質
問
も
あ
っ
た
。
委
員
は
全
員
質
問
を
す
る
権

利
を
有
し
て
い
た
の
で
、
証
人
は
一
度
質
問
を
受
け
、
そ
の
証
言
が
た
ま
た
ま
あ
る
委
員
の

意
見
と
対
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
き
に
は
、
そ
の
証
言
の
価
値
を
批
判
し
、
弱
点
を
明
る

み
に
出
し
た
い
と
願
う
そ
の
委
員
の
反
対
尋
問
に
絶
え
ず
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ロ
ウ
パ
ッ
ク
は
特
に
、
可
能
な
と
き
は
い
つ
で
も
、
組
合
同
調
者
を
困
ら
せ
よ
う
と
、
乙
の

手
段
を
利
用
し
た
。

も
っ
と
も
重
要
な
組
合
側
の
証
人
は
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
で
、
彼
は
同
委
員
会
の
会
合
に
、

ロ
ン
ド
ン
の
指
導
的
な
組
合
で
あ
る
組
織
労
働
者
協
会
（
吋
F
O

〉
印
ω
o
n
E
巴。ロ

O
同

C
？

m
m
E自
己
叶

E
含
凶
）
の
代
表
と
し
て
出
席
し
、
ほ
ど
な
く
議
事
を
牛
耳
る
ス
タ
ー
と
な
っ

た
。
彼
の
誠
実
さ
は
疑
問
の
余
地
が
な
か
っ
た
。
一
度
彼
が
不
在
の
と
き
、
あ
る
証
人
が
彼

の
正
直
さ
に
つ
い
て
中
傷
的
な
言
葉
を
洩
ら
す
と
、
委
員
の
一
人
が
た
ち
ま
ち
、
「
私
は
と

の
テ
ー
ブ
ル
に
着
い
て
、
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
氏
の
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
人
な
ら
、
誰

も
、
彼
が
語
っ
た
言
葉
の
一
語
で
も
、
ほ
ん
の
一
瞬
た
り
と
も
疑
う
と
と
は
で
き
な
い
と
思

う
。
」
と
や
り
返
し
た
。

ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
の
証
言
は
広
く
自
分
の
組
合
経
験
全
体
に
わ
た
り
、
ま
た
、
労
働
組
合

機
構
や
そ
の
問
題
の
全
分
野
に
わ
た
っ
た
。
彼
は
委
員
た
ち
に
彼
が
作
っ
た
組
合
の
歴
史
や

そ
の
組
合
が
と
っ
た
方
法
を
語
り
、
彼
ら
に
精
読
し
て
も
ら
う
た
め
、
彼
の
組
合
の
規
約
文

書
を
提
出
し
た
。
彼
は
組
合
が
な
ぜ
出
来
高
払
い
の
仕
事
に
反
対
な
の
か
、
外
国
と
の
競
争

に
対
す
る
態
度
は
ど
う
か
、
規
約
を
組
合
員
に
ど
う
強
制
し
て
い
る
か
、
及
び
組
合
員
は
ス

ト
ラ
イ
キ
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
を
説
明
し
た
。
彼
の
言
葉
は
力
強
く
、
説
得
力
が
あ
っ

た。
出
来
高
払
い
の
仕
事
に
反
対
す
る
理
由
は
、
そ
れ
が
組
悪
な
原
料
と
長
時
間
労
働
を
導
入

す
る
と
と
に
な
り
、
従
っ
て
、
家
庭
と
余
暇
と
が
顧
み
ら
れ
な
く
な
る
か
ら
で
あ
っ
た
。

「
我
々
は
そ
れ
が
教
育
や
、
彼
ら
が
本
当
に
心
を
向
け
る
べ
き
乙
と
の
追
求
を
妨
げ
る
と
信

じ
る
。
」

ロ
ウ
パ
ッ
ク
は
乙
の
点
に
関
し
、
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
を
急
追
し
、
彼
に
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
像

（
三
五
）

を
作
っ
た
プ
ラ
ク
シ
テ
レ
ス

q
g巴
Z
－2
）
の
よ
う
な
彫
刻
家
の
仕
事
を
考
え
た
乙
と
が

あ
る
か
ど
う
か
尋
ね
た
。
「
僕
が
思
う
に
、
君
は
き
っ
と
口
を
差
し
は
さ
ん
で
、
そ
う
い
う

（一ニムハ）

大
彫
刻
家
に
で
も
『
い
や
、
君
は
ト
マ
ス
・
ス
ミ
ス
と
同
じ
条
件
で
働
か
な
く
て
は
い
か

ん
。
品
物
を
見
せ
て
、
そ
れ
で
給
金
を
決
め
て
も
ら
っ
て
は
い
け
な
い
よ
。
』
と
言
う
ん
だ
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最
悪
の
面
を
見
て
評
価
し
、
ま
た
、
労
働
運
動
を
敵
視
す
る
人
々
は
明
ら
か
に
運
動
を
中
傷

す
る
ζ

と
に
全
力
を
傾
け
、
し
か
も
そ
の
中
傷
を
か
な
り
上
手
に
一
般
の
人
々
に
吹
き
込
ん

だ
か
ら
で
あ
る
。
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
や
、
ロ
ン
ド
ン
の
労
働
運
動
の
指
導
者
の
う
ち
で
彼
の

友
人
た
ち
は
立
派
な
人
物
で
あ
っ
た
け
れ
ど
、
組
合
を
立
派
な
も
の
に
す
る
の
は
難
し
か
っ

た
。
一
八
六
八
年
に
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
選
出
の
国
会
議
員
と
な
っ
た
マ
ン
デ
ラ
の
よ
う
に
頭

の
ひ
ら
け
た
雇
用
者
が
一
人
居
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
対
し
、
労
働
組
合
を
立
派
な
人
で
は

な
く
、
「
私
欲
を
満
た
そ
う
と
い
う
意
図
を
持
つ
な
ま
け
者
」
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
導
か
れ

て
い
る
け
し
か
ら
ぬ
組
織
だ
と
見
る
雇
用
者
が
数
人
居
る
割
合
で
あ
っ
た
。
ア
ッ
プ
ル
ガ
l

ス
や
ア
ラ
ン
や
オ
ジ
ャ
ー
が
チ
ョ
ッ
キ
に
金
の
時
計
鎖
を
飾
り
、
い
か
に
も
「
プ
ル
ジ
ヨ

ワ
」
の
は
え
抜
き
の
代
表
者
の
よ
う
に
見
え
た
か
も
知
れ
ぬ
が
、
実
は
彼
ら
は
大
工
業
都
市

の
暗
い
片
す
み
で
ス
パ
イ
の
よ
う
な
陰
謀
を
め
ぐ
ら
す
労
働
運
動
家
の
罪
の
濡
衣
を
着
せ
ら

れ
る
乙
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

乙
の
両
者
の
区
別
を
つ
け
る
と
と
は
、
一
八
六
六
年
お
よ
び
六
七
年
に
、
ア
ッ
プ
ル
ガ
l

ス
が
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
手
に
入
れ
た
家
で
の
事
件
が
中
産
階
級
の
怒
り
と
警
戒
心
を
ひ
き

起
乙
し
、
各
新
聞
の
注
意
を
喚
起
し
た
と
き
に
、
決
定
的
な
重
要
性
を
帯
び
て
き
た
。
陰
謀

的
労
働
運
動
は
、
し
ば
し
ば
組
合
員
に
組
合
費
を
払
え
と
い
う
露
骨
な
お
ど
し
ゃ
、
非
組
合

員
に
組
A
P加
入
を
求
め
る
乱
暴
な
脅
迫
を
そ
の
根
底
に
持
っ
て
い
た
が
、
そ
う
い
う
労
働
運

動
は
す
で
に
一
八
五
四
年
、
五
七
年
、
五
九
年
に
、
発
砲
騒
ぎ
や
殺
人
事
件
ま
で
起
っ
た
た

め
、
ま
た
一
八
六
一
年
に
は
小
さ
な
作
業
場
を
爆
破
し
よ
う
と
す
る
事
件
が
あ
っ
て
、
す
で

に
人
々
の
耳
目
を
か
な
り
そ
ば
だ
た
し
め
る
存
在
で
あ
っ
た
。
一
八
六
六
年
十
月
、
あ
る
地

方
の
の
乙
の
目
立
て
人
組
合
を
脱
退
し
た
ば
か
り
の
あ
る
労
働
者
の
持
ち
家
で
一
一
躍
の
火
薬

の
爆
発
事
件
が
国
民
の
注
意
を
ひ
き
つ
け
た
。

シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
警
察
は
犯
人
を
捜
し
出
す
と
と
が
で
き
ず
、
全
国
的
な
捜
査
を
求
め
る

声
が
あ
っ
た
。
組
合
に
批
判
的
な
多
く
の
人
が
労
働
組
合
と
は
犯
罪
集
団
と
大
差
な
い
と
主

張
し
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
の
で
、
政
府
は
要
求
に
答
え
、
さ
ら
に
雇
用
者
た
ち
と
、
ア
ッ

プ
ル
ガ
l
ス
の
よ
う
な
怜
倒
な
労
働
運
動
家
と
の
双
方
の
真
撃
な
願
い
に
答
え
て
、
調
査
委

員
会
を
設
置
し
た
。
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
騒
動
の
背
景
の
み
な
ら
ず
、
社
会
に
お
い
て
労
働

組
合
の
占
め
る
全
体
的
地
位
を
調
べ
る
の
が
そ
の
委
員
会
の
任
務
で
あ
っ
た
。

委
員
会
が
聞
か
れ
る
前
に
、
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
警
察
署
長
は
、
の
と
の
目
立
て
師
で
あ
り
、

ま
た
、
あ
る
田
舎
の
宿
屋
の
主
人
で
も
あ
り
、
さ
ら
に
、
か
つ
て
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
が
所
属

し
て
い
た
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
合
同
組
合
（
斗
V
O
K
F
m
g
己
主
包
斗
s
a
g
o片
印

v
o自
己
色
）

ヴィクトリア時代の人々ーその 4

の
会
計
係
で
あ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
ロ
ー
ド
ヘ
ッ
ド
（
巧
2
2
5
回
円

o
m
a
v
g
a）
が
非
組

合
員
た
ち
を
脅
す
暴
力
グ
ル
ー
プ
の
背
後
に
い
る
乙
と
を
つ
き
と
め
て
い
た
。
ブ
ロ
ー
ド
ヘ

ッ
ド
は
賢
明
に
も
、
犯
人
を
通
報
し
た
者
に
約
束
さ
れ
る
褒
賞
金
を
増
額
す
る
た
め
の
寄
付

金
提
供
者
の
表
の
先
頭
に
自
分
の
名
を
載
せ
て
、
疑
惑
を
そ
ら
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
し

か
し
秘
密
が
明
る
み
に
出
さ
れ
る
と
、
ブ
ロ
ー
ド
ヘ
ッ
ド
は
他
の
仲
間
の
運
動
家
と
共
に
一

八
六
七
年
七
月
、
一
連
の
過
激
な
行
動
の
全
部
を
や
っ
と
認
め
た
。
労
働
運
動
の
大
義
名
分

は
と
の
事
件
の
発
覚
ゃ
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
も
同
様
な
証
拠
が
あ
が
っ
た
と
と
や
、
ま
た

と
り
わ
け
、
ブ
ロ
ー
ド
ヘ
ッ
ド
が
、
自
分
は
労
働
組
合
は
ギ
ル
ド
や
地
方
の
町
議
会
と
同
様

自
分
た
ち
の
望
む
制
裁
は
ど
ん
な
も
の
で
も
加
え
る
権
利
が
あ
る
と
信
じ
て
い
る
と
断
言

し
た
た
め
に
、
窮
地
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
労
働
評
議
会
（
叫
，
y
o
F
o
ロ
含
ロ

、H
，E門
田

g
n。
ロ
ロ
の
己
）
や
技
術
者
連
合
協
会
の
執
行
部
は
事
件
の
調
査
の
た
め
、
シ
ェ
フ
ィ

ー
ル
ド
に
合
同
代
表
団
を
派
遣
し
て
、
脅
迫
を
非
難
し
、
い
ま
わ
し
い
「
ネ
ズ
ミ
の
よ
う
な

い
た
ず
ら
」
｜
｜
組
合
加
入
を
た
め
ら
っ
て
い
る
労
働
者
の
仕
事
道
具
を
一
時
か
く
す
乙
と

ー
ー
は
「
そ
う
い
う
こ
と
を
さ
れ
た
人
々
を
失
望
さ
せ
、
あ
ら
ゆ
る
仲
間
の
つ
な
が
り
を
不

名
誉
に
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
」
と
し
て
非
難
し
た
。
し
か
し
委
員
た
ち
は
ま
た
、
の
と
の
目

立
て
業
の
置
か
れ
て
い
る
不
健
康
な
状
態
、
地
方
の
運
動
指
導
者
の
視
野
の
狭
さ
、
及
び
彼

ら
の
犯
し
て
い
る
大
き
な
危
険
を
指
摘
し
た
。
目
立
て
業
の
こ
う
い
う
状
況
や
運
動
の
指
導

と
、
技
術
者
や
大
工
の
仕
事
の
状
況
や
彼
ら
に
対
す
る
指
導
と
の
聞
に
は
対
照
的
と
も
言
え

る
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
労
働
組
合
を
敵
視
す
る
者
は
妥
協
す
る
雰
囲
気
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
一
八
六
七

年
に
労
働
組
合
は
真
の
危
機
、
換
言
す
る
と
英
国
民
の
歴
史
の
転
回
点
に
到
達
し
た
。
危
機

が
重
大
な
も
の
に
な
っ
た
の
は
、
ブ
ロ
ー
ド
ヘ
ッ
ド
が
罪
を
白
状
し
た
同
じ
年
花
、
高
等
法

院
（
法
院
長
ホ
l
ン
ピ
イ
（
図
。
ロ
σ己
、
副
院
長
ク
ロ
ー
ス
（
C
o
m
o）
）
が
労
働
組
合
は
非

合
法
な
団
体
で
は
な
い
け
れ
ど
、
「
業
務
を
抑
止
す
る
」
団
体
で
あ
っ
て
、
こ
の
た
め
、
不

正
な
役
人
が
そ
の
資
金
を
横
領
し
て
も
そ
の
補
償
を
求
め
る
と
と
は
で
き
ぬ
と
判
決
を
下
し

た
た
め
で
あ
っ
た
。
あ
る
文
筆
家
が
書
い
て
い
る
と
お
り
、
労
働
運
動
は
、
「
犯
罪
的
で
は

な
い
に
し
ろ
、
と
に
か
く
、
賭
け
事
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
皆
の
迷
惑

と
な
り
、
犯
罪
を
教
え
る
出
版
物
で
あ
り
、
従
っ
て
、
法
で
も
っ
て
非
と
し
、
抑
え
る
べ
き

も
の
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
乙
の
裁
判
所
の
判
決
は
、
過
激
な
行
動
に
反
対
す
る
人
々
や

調
査
委
員
会
を
つ
く
る
乙
と
（
労
働
者
の
中
に
は
、
乙
れ
で
い
よ
い
よ
審
理
が
始
ま
る
の
だ

あ
い
ま

と
期
待
し
た
も
の
も
い
た
の
に
）
に
反
対
の
人
々
の
声
と
相
倹
っ
て
、
組
合
に
対
す
る
の
つ
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具
を
買
い
整
え
る
資
金
、
さ
ら
に
、
失
業
し
た
組
合
員
を
援
助
す
る
資
金
を
貯
え
る
と
と
で

あ
っ
た
。
社
会
が
必
要
と
す
る
も
の
に
対
し
、
国
が
何
の
注
意
も
払
わ
な
い
時
代
だ
っ
た
の

で
、
社
会
保
障
的
利
益
は
労
働
者
に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
恩
恵
で
あ
り
、
労
働
組
合
に
反

対
の
人
々
で
さ
え
、
そ
の
よ
う
な
相
互
援
助
を
直
接
に
非
難
す
る
乙
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

彼
ら
は
組
合
の
友
好
的
な
社
会
活
動
と
、
仕
事
に
関
す
る
統
制
的
活
動
と
の
聞
に
明
確
な
一

線
を
画
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
二
種
類
の
活
動
の
た
め
に
必
要
な
資
金
も
二
つ
に
分

け
て
し
か
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
方
に
回
っ
た
。
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
は
二
分
す
る
乙
と
を

拒
ん
だ
。
一
八
六
七
年
に
労
働
組
合
問
題
委
員
会
（

2Hσ
問。

E
－n
o
B
B
U巴
。
ロ
。
ロ

↓
z
p
c巳
。
ロ
ω
）
か
ら
乙
の
点
に
関
し
た
質
問
を
受
け
る
と
、
彼
は
断
固
と
し
て
二
形
態

の
組
合
活
動
を
分
け
て
考
え
る
こ
と
を
拒
否
し
た
。
彼
は
「
ど
う
も
私
に
は
我
々
の
組
合
の

親
睦
的
な
面
、
つ
ま
り
組
合
の
福
祉
的
な
目
的
ば
か
り
が
あ
ま
り
に
語
ら
れ
す
ぎ
た
た
め
に

組
合
を
作
っ
た
大
き
な
目
的
の
方
が
い
さ
さ
か
見
失
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
だ
か
ら

と
の
機
会
に
言
わ
せ
て
い
た
だ
く
が
、
我
々
の
組
合
は
純
粋
な
、
ま
た
実
質
的
な
組
合
で
あ

る
。
そ
れ
に
付
随
し
て
多
く
の
素
晴
ら
し
い
利
点
は
あ
る
に
は
あ
る
が
、
私
は
我
々
の
組
合

を
そ
う
考
え
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
。
」
と
述
べ
た
。
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
は
組
合
が
そ
の

組
合
員
に
多
く
の
利
益
を
与
え
る
か
ら
乙
そ
、
組
合
員
は
彼
の
作
っ
た
組
合
や
「
我
々
の
組

合
に
似
た
組
合
」
を
ま
す
ま
す
支
持
す
る
の
だ
と
信
じ
た
。
し
か
し
あ
る
人
は
福
祉
的
目
的

が
あ
る
た
め
に
組
合
に
入
り
、
ま
た
あ
る
人
は
仕
事
上
の
有
利
を
得
る
目
的
で
入
る
と
言
え

ば
そ
れ
は
ウ
ソ
に
な
る
。
「
事
実
は
彼
ら
は
組
合
を
一
つ
と
見
て
、
そ
れ
に
加
わ
る
の
で
あ

る。」各
支
部
、
及
び
ロ
ン
ド
ン
の
中
央
事
務
所
の
双
方
で
組
合
の
資
金
を
健
全
に
運
営
す
る
乙

と
は
、
組
合
を
永
久
的
機
関
に
す
る
つ
も
り
で
あ
れ
ば
、
責
任
の
重
い
本
質
的
な
業
務
で
あ

っ
た
。
し
か
し
そ
れ
を
実
行
す
る
こ
と
は
難
か
し
か
っ
た
。
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
は
組
合
員
が

す
べ
て
「
立
派
な
人
格
と
堅
実
な
習
慣
を
持
ち
、
望
ま
し
い
労
働
者
」
と
な
る
よ
う
に
力
説

し
た
。
彼
は
同
委
員
会
に
対
し
、
組
合
は
「
概
し
て
質
の
良
い
労
働
者
か
ら
成
り
立
っ
て
お

り
」
、
彼
ら
は
週
に
一
シ
リ
ン
グ
と
い
う
か
な
り
高
額
の
組
合
費
を
払
え
る
人
々
で
あ
る
と

自
慢
す
る
乙
と
が
で
き
た
。
腕
に
技
術
を
持
つ
人
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、

「わ
が
組
合
員
の

多
く
は
職
工
長
や
監
督
と
し
て
、
責
任
あ
る
地
位
に
つ
い
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
た
め
に
は

彼
ら
は
必
然
的
に
人
格
者
で
あ
り
、
堅
実
な
習
慣
の
持
ち
主
で
あ
る
乙
と
が
必
要
だ
。
我
々

の
と
乙
ろ
ま
で
到
達
で
き
な
い
人
聞
を
置
い
て
き
ぼ
り
に
す
る
の
は
非
常
に
残
念
な
乙
と
で

あ
る
が
、
止
む
得
な
い
乙
と
で
あ
る
。
」
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地
方
の
支
部
は
少
な
く
と
も
仕
事
に
就
い
て
五
年
以
上
と
い
う
経
験
を
有
す
る
最
低
七
人

の
労
働
者
か
ら
構
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
支
部
は
彼
ら
自
身
の
や
り
方
で
自

由
に
運
営
す
る
と
と
が
で
き
た
。
こ
の
た
め
、
労
働
時
間
、
賃
金
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
決
定
に

関
す
る
戦
術
は
実
質
的
に
支
部
の
自
治
で
や
る
乙
と
が
で
き
た
。
同
時
に
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス

は
中
央
に
集
め
ら
れ
た
組
合
の
資
金
は
賢
明
に
使
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
無
能
な
経
理
や
怠
慢

さ
の
た
め
に
浪
費
す
べ
き
で
は
な
い
と
説
い
た
。
と
は
言
え
、
ア
ッ
プ
ル
ガ

I
ス
が
単
に
中

央
に
財
源
を
集
中
し
、
蓄
積
す
る
乙
と
に
興
味
が
あ
っ
た
と
か
、
彼
は
い
か
な
る
形
で
あ
れ

ス
ト
ラ
イ
キ
活
動
に
反
対
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
は
誤
り
と
言
え
よ
う
。
「
決
し
て
ス
ト
ラ

イ
キ
権
を
手
放
す
な
。
し
か
し
そ
の
両
刃
の
剣
の
使
い
方
に
は
注
意
せ
よ
。
」
と
彼
は
自
分

の
組
合
に
語
っ
た
乙
と
が
あ
っ
た
。
か
つ
て
彼
自
身
の
率
い
る
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
地
方
組

合
が
一
八
六
二
年
に
大
工
・
指
物
師
連
合
協
会
に
加
わ
っ
た
直
後
、
短
期
間
の
ス
ト
ラ
イ
キ

を
打
っ
て
成
功
し
、
雇
用
者
た
ち
に
労
働
協
約
規
程
を
認
め
さ
せ
る
結
果
に
そ
の
こ
と
が
直

接
的
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
ア
ッ
プ
ル
ガ

1
ス
は
見
さ
か
い
の
な
い
ス
ト
ラ

イ
キ
や
性
急
な
ス
ト
ラ
イ
キ
を
信
頼
し
て
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
一
八
六
七
年
の
委
員
会

に
対
し
、
彼
は
悪
び
れ
る
と
乙
ろ
な
く
、
過
去
四
年
間
に
短
期
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
数
は
増
し

乙
そ
す
れ
、
決
し
て
減
っ
て
は
い
な
い
点
を
認
め
た
。
彼
が
主
張
し
た
の
は
紛
争
に
係
わ
る

労
働
者
は
、
彼
ら
が
と
る
行
動
が
正
し
い
か
否
か
を
決
め
る
に
当
っ
て
は
、
自
分
た
ち
の
判

断
だ
け
で
な
く
、
外
部
の
意
見
に
も
耳
を
傾
け
る
べ
き
だ
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ス
ト
ラ

イ
キ
は
秘
密
の
武
器
で
は
な
く
、
団
結
の
力
の
最
後
の
制
裁
的
措
置
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う

の
で
あ
る
。
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
は
自
分
の
労
働
組
合
の
同
志
の
一
人
で
あ
り
、
ま
た
、
小
さ

な
組
合
の
組
合
長
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
ロ
ン
ド
ン
の
労
働
者
階
級
全
体
の
た
め
の
政
治
の

中
心
人
物
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ジ
ャ

I
（の

g
話
。
o
a
m
m円
）
と
次
の
点
で
同
意
見
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
「
社
会
に
お
け
る
ス
ト
ラ
イ
キ
は
政
治
に
お
け
る
戦
争
の
よ
う
な
も
の
で
あ
パ
る
。

す
な
わ
ち
、
絶
対
的
な
必
要
性
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
両
者
は

と
も
に
犯
罪
で
あ
る
。
」

節
度
を
守
る
と
と
を
提
唱
す
る
乙
と
で
、
ア
ッ
プ
ル
ガ

i
ス
は
労
働
組
合
運
動
と
は
ま
っ

た
く
関
係
の
な
い
人
々
か
ら
も
か
な
り
の
尊
敬
の
念
を
勝
ち
得
た
。
彼
が
そ
う
い
う
人
々
に

何
よ
り
以
上
に
説
い
た
と
と
は
、
新
し
い
国
民
的
な
連
合
組
合
と
、
は
る
か
な
昔
に
そ
の
根

を
持
つ
古
い
秘
密
的
な
組
合
的
ク
ラ
ブ
と
の
聞
に
は
明
確
な
一
線
が
引
か
れ
る
と
言
う
と
と

で
あ
っ
た
。
そ
の
違
い
を
明
瞭
に
し
て
お
く
乙
と
は
重
要
な
乙
と
で
あ
っ
た
。
と
言
う
の
は

お
も
て

労
働
組
合
運
動
に
対
す
る
批
判
者
は
運
動
全
体
を
表
に
現
わ
れ
る
最
良
の
面
か
ら
で
は
な
く
・

- 43 -
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織
し
た
も
の
で
は
な
く
て
、
あ
る
制
限
を
設
け
て
ロ
ン
ド
ン
及
び
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
の
熟
練
し

た
機
械
整
備
工
や
ろ
く
ろ
工
の
大
多
数
を
緊
密
な
協
定
団
体
に
ま
と
め
上
げ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
大
工
は
技
術
者
よ
り
も
も
っ
と
多
種
多
様
で
、
地
方
的
に
も
、
全
国
的
に
も
組
織
す
る

に
は
さ
ら
に
時
間
が
か
か
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
の
欠
点
は
ロ
ン
ド
ン
建
築
業
者
の
ス
ト
ラ
イ

キ
中
に
明
白
に
露
呈
さ
れ
た
。
一
八
二
七
年
に
設
立
さ
れ
た
昔
の
大
工

・
指
物
師
総
連
合

（
吋
｝
凶
作
の
ゆ
ロ
∞
円
巳
巴
巳
。
ロ
。
同
（
U
M
弓－
uo
ロ
件
。
吋
由
巳
戸
一
巳
』

0
2
2印
）
は
実
行
力
に
お
い
て
、
新

し
い
連
合
協
会
に
劣
っ
て
い
た
。
建
築
業
者
は
、
彼
ら
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
っ
て
い
る
問
、

技
術
者
協
会
か
ら
三
週
続
け
て
毎
週
一
千
ポ
ン
ド
の
寄
付
を
受
け
、
恐
れ
と
感
謝
の
ま
じ
っ

た
気
持
を
抱
い
た
の
で
あ
る
。
技
術
者
協
会
の
総
裁
で
、
如
才
な
い
ウ
ィ
リ
ア
ム

・
ア
ラ
ン

（当日］ロ
ω
B
E
Zロ
）
は
大
工
た
ち
が
彼
の
組
合
の
規
約
を
大
工
仲
間
に
も
適
用
す
る
よ
う

に
手
を
貸
し
た
。
初
め
か
ら
大
工

・
指
物
師
連
合
協
会
は
技
術
者
連
合
協
会
を
モ
デ
ル
に
し

た
わ
け
で
あ
る
。
ア
ッ
プ
ル
ガ
i
ス
自
身
も
思
慮
深
く
「
モ
デ
ル
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て

い
る
。一

八
六

O
年
ま
で
に
新
し
い
協
会
は
二
十
の
支
部
と
六
百
十
八
人
の
メ
ン
バ
ー
を
持
つ
に

到
っ
た
が
、
ロ
ン
ド
ン
以
外
で
は
僅
か
二
つ
の
支
部
し
か
な
か
っ
た
。
一
八
六
二
年
に
他
な

ら
ぬ
ア
ッ
プ
ル
ガ

l
ス
自
身
が
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
を
離
れ
、
そ
の
財
源
の
一
部
を
横
領
し
た

男
の
後
を
継
い
で
同
協
会
の
会
長
に
な
っ
て
や
っ
と
、
そ
の
協
会
は
全
国
的
な
組
織
と
な
り

運
営
は
軌
道
に
乗
っ
た
。
そ
れ
は
地
方
の
大
工
の
組
合
の
す
べ
て
の
忠
誠
を
勝
ち
得
た
わ

け
で
も
な
く
、
ま
た
、
総
会
員
数
で
は
か
つ
て
の
大
工

・
指
物
師
総
連
合
に
及
ば
な
か
っ
た

の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
活
動
の
範
囲
は
広
が
り
、
一
八
七

O
年
ま
で
に
は
一
万
人
以
上
の
組

合
員
と
二
百
三
十
以
上
の
支
部
を
持
つ
に
い
た
っ
た
。
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
の
指
導
の
効
果
は

同
協
会
の
「
報
告
」
を
精
読
す
る
と
明
ら
か
で
あ
る
。
一
八
六
五
年
に
は
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス

は
「
産
業
の
中
心
地
は
言
わ
ず
も
が
な
、
英
国
の
ど
ん
な
片
田
舎
で
で
も
、
わ
が
協
会
の
名

は
急
速
に
耳
慣
れ
た
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
」
と
自
慢
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

財
政
的
に
健
全
で
、
経
済
的
に
強
力
で
、
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
職
人
組
合
を
作
る
こ
と

が
ア
ッ
プ
ル
ガ

l
ス
の
目
標
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
利
益
の
得
ら
れ
る
仕
事
と
言
う
よ
り
、
愛

と
ま
ど
こ
ろ
か
ら
発
し
た
仕
事
で
あ
っ
た
。
ア
ッ
プ
ル
ガ

l
ス
は
週
給
と
し
て
二
ポ
ン
ド
十

シ
リ
ン
グ
以
上
を
も
ら
っ
た
乙
と
は
な
か
っ
た
。
彼
が
任
命
さ
れ
た
と
き
の
初
任
給
は
僅
か

（一ニ

O）

一
ポ
ン
ド
十
シ
リ
ン
グ
で
あ
っ
た
。
ラ
ン
ベ
ス
の
彼
の
私
邸
も
、
組
合
の
実
行
委
員
会
の
物

と
し
て
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
が
そ
の
僅
か
な
初
任
給
か
ら
、
ペ
ン
習
字
が

ヴィクトリア時代の人々ーその 4

上
手
に
な
る
よ
う
に
と
書
道
の
先
生
に
授
業
料
を
払
っ
て
い
た
と
と
は
、
彼
が
組
合
を
前
進

さ
せ
た
い
と
い
う
希
望
だ
け
で
な
く
、
自
立
へ
の
望
み
を
持
っ
て
い
た
と
と
を
示
し
て
い

る
。
会
長
と
し
て
の
生
涯
を
通
じ
て
彼
は
一
度
も
自
己
の
向
上
を
お
乙
た
っ
た
り
、
政
治
的

に
目
覚
め
た
市
民
と
し
て
の
一
般
的
な
義
務
を
お
ろ
そ
か
に
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
彼
が
優
先
さ
せ
た
の
は
ま
ず
組
合
で
あ
っ
た
。

彼
が
創
設
し
た
組
合
は
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
老
熟
練
工
を
支
配
し
て
い
た
い
く
つ
か
の
小

さ
な
秘
密
結
社
と
は
ま
っ
た
く
異
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
の
組
合
の
主
た
る
目
的
は
仕
事

に
関
す
る
と
と
の
た
め
に
動
く
と
と
、
す
な
わ
ち
、
労
働
市
場
を
組
織
化
し
、
大
工
や
指
物

師
が
団
体
交
渉
を
や
れ
る
よ
う
に
す
る
乙
と
で
あ
っ
た
。
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
は
会
議
の
場
で

き
わ
め
て
有
能
で
あ
っ
た
。
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
小
さ
な
組
合
の
組
合
長
時
代
に
彼
は
、
シ

ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
大
鉄
鋼
王
で
あ
り
、
同
地
の
ス
レ
ー
ト
職
人
の
息
子
か
ら
身
を
起
ζ

し、

進
取
の
気
性
に
富
む
産
業
王
に
の
し
あ
が
っ
た
や
り
手
の
ジ
ョ
ン

・
ブ
ラ
ウ
ン
（
旬
。
『
ロ

回
吋
。
巧
ロ
）
と
あ
い
対
し
た
と
と
が
あ
っ
た
。

「
君
は
組
合
の
代
表
と
し
て
来
た
ん
だ
な
。
」
と
ブ
ラ
ウ
ン
は
ぶ
っ
き
ら
棒
に
言
っ
た
。

「
そ
う
で
す
。
」
と
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
は
認
め
た
。

「
じ
ゃ
手
短
か
に
片
付
け
よ
う
。
」
と
ブ
ラ
ウ
ン
は
言
っ
た
。

「
そ
り
ゃ
困
り
ま
す
。
」
と
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
は
答
え
た
。
「
私
は
五
フ
ィ
ー
ト
二
イ
ン
チ

し
か
な
い
ん
で
す
。
今
で
も
短
か
す
ぎ
る
く
ら
い
な
ん
で
す
か
ら
。
」

性
格
に
お
い
て
は
と
も
か
く
、
体
格
は
ロ
ウ
パ
ッ
ク
と
同
様
に
彼
は
小
男
で
あ
り
、
声
は

（三

一
〉

〈

三

一

一

）

大
き
か
っ
た
。
そ
し
て
乙
の
場
は
彼
も
ま
た
ゴ
リ
ア
テ
（
の
。
－

2
5）
に
対
す
る
ダ
ピ
デ

（巴釦

ie
を
演
じ
た
。
し
か
し
彼
は
ロ
ウ
パ
ッ
ク
ほ
ど
短
気
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
自
分

は
「
一
人
の
労
働
者
と
し
て
、
ま
た
労
働
者
の
代
表
と
し
て
、
雇
用
者
に
ひ
ど
い
言
葉
を
吐

い
た
乙
と
は
生
涯
に
一
度
も
な
い
。
」
と
正
直
に
言
う
乙
と
が
で
き
た
。
彼
は
雇
用
者
た
ち

き
ぜ
ん

に
対
し
て
は
、
毅
然
と
し
た
態
度
で
接
し
、
し
か
も
そ
う
し
て
彼
ら
の
敵
意
を
取
り
除
い
て

し
ま
っ
た
が
、
ま
た
、
労
働
者
に
対
し
て
は
強
い
影
響
力
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し

て
彼
は
労
働
者
に
、
も
っ
と
も
有
効
な
団
体
交
渉
の
形
体
は
心
ず
し
も
最
大
に
声
を
あ
ら
げ

る
乙
と
で
も
な
い
し
、
ま
た
、
激
烈
な
も
の
で
も
な
い
乙
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
と
力
を
尽
し

て
説
得
し
た
。

し
か
し
彼
が
作
っ
た
組
合
に
は
、
ま
た
、
重
要
な
第
二
の
目
的
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
病
気

や
事
故
に
備
え
て
組
合
員
同
志
が
互
い
に
助
け
合
う
た
め
の
資
金
、
退
職
思
給
の
た
め
の
資

金
、
組
合
員
や
そ
の
配
偶
者
の
葬
儀
の
た
め
の
資
金
、
火
事
、
水
害
、
盗
難
で
失
わ
れ
た
道
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「
政
治
的
恋
愛
」
が
英
国
で
永
久
に
続
く
乙
と
は
あ
る
ま
い
と
警
告
し
た
け
れ
ど
も
、
ア
ッ

プ
ル
ガ
l
ス
は
自
分
乙
そ
が
そ
も
そ
も
そ
の
両
者
を
接
近
さ
せ
る
こ
と
に
少
な
く
と
も
い
さ

さ
か
の
労
を
取
っ
た
の
だ
と
思
っ
て
い
た
。
彼
は
そ
の
後
の
行
動
で
、
そ
の
恋
愛
が
決
し
て

終
わ
り
を
告
げ
た
の
で
は
な
い
乙
と
を
立
証
し
た
。

ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
も
最
後
に
は
英
国
人
的
な
類
型
に
な
ら
っ
た
。
つ
ま
り
、
彼
は
晩
年
町

か
ら
田
舎
へ
移
り
住
み
、
公
的
な
会
合
の
喜
び
を
庭
や
領
地
で
の
ス
ポ
ー
ツ
や
娯
楽
に
変
え

た
。
一
八
九

O
年
に
彼
は
ロ
ン
ド
ン
郊
外
の
田
舎
で
競
馬
の
中
心
地
エ
プ
ソ
ム

2
3。自）

へ
移
り
住
み
ー
ー
そ
の
と
き
彼
は
五
十
六
才
で
あ
っ
た
｜
｜
自
ら
乗
馬
を
学
ん
だ
。
と
き

ど
き
彼
は
猟
犬
の
あ
と
追
い
を
し
て
狩
り
を
し
た
。
そ
し
て
、
少
数
独
占
的
運
営
を
行
う

「
競
馬
協
主
フ

3
0
の
Z
E
ω
仲
間
包
〉
ω
由。。

E
E）
が
エ
プ
ソ
ム
共
有
地
に
対
す
る

人
々
の
権
利
を
侵
略
し
よ
う
と
す
る
企
て
を
打
ち
破
っ
た
の
は
彼
で
あ
っ
た
。
一
八
九
八
年

に
彼
は
い
っ
そ
う
田
舎
の
人
ら
し
く
な
っ
た
。
彼
は
ケ
ン
ト
州
ベ
ク
ス
リ

1
3
0巴
σ
己

の
小
さ
な
領
地
へ
移
り
、
家
禽
を
飼
い
｜
｜
新
種
の
牝
鶏
フ
ァ
ボ
レ
ル
（
司
ミ
O
円
。
口
。
）
を

作
り
出
し
さ
え
し
た
｜
｜
自
分
の
小
さ
な
庭
園
に
小
川
を
流
し
、
美
し
い
田
舎
風
の
橋
を
か

（
二
七
）

け
た
。
彼
は
乙
の
領
地
を
捨
て
、
プ
ラ
イ
ト
ン
に
移
り
住
む
乙
と
に
な
っ
た
が
、
彼
が
い
や

し
く
も
「
土
に
帰
る
」
乙
と
を
選
ん
だ
事
実
は
非
常
に
意
義
深
い
。
ち
ょ
う
ど
中
産
階
級
の

製
造
業
者
が
工
場
の
煙
突
の
カ
で
農
場
を
買
い
取
る
と
と
が
で
き
た
よ
う
に
、
労
働
組
合
の

指
導
者
で
さ
え
、
と
も
か
く
も
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
が
持
つ
自
主
独
立
の
不
屈
の
精
神
を
有
し

て
い
れ
ば
、
土
地
を
手
に
入
れ
、
小
地
主
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
ベ
ク
ス
リ
l
は
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
の
生
涯
の
物
語
の
終
章
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
ベ

ク
ス
リ
ー
の
前
に
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
が
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
が
、
ロ
ン
ド
ン
が
ー
ー
に
ぎ
や

か
な
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
、
煙
の
都
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
、
ガ
ス
燈
の
と
も
る
ロ
ン
ド
ン
が
あ
っ

た
。
と
り
わ
け
ウ
ェ
プ
夫
妻
が
「
秘
密
結
社
」
と
呼
ん
だ
、
専
従
の
労
働
組
合
幹
部
の
数
少

な
い
一
固
に
牛
耳
ら
れ
る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
中
期
の
ロ
ン
ド
ン
の
一
画
が
あ
っ
た
。
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ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
は
一
八
六
二
年
に
、
そ
の
頃
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
の
大
工
・
指
物
師
連

合
協
会
の
会
長
に
指
令
さ
れ
、
そ
の
「
小
政
府
」
の
指
導
者
と
な
っ
た
。
彼
は
一
八
五
八
年

か
ら
一
八
六
二
年
ま
で
の
問
、
合
衆
国
か
ら
戻
っ
て
間
も
な
い
彼
の
協
力
を
得
る
乙
と
に
な

っ
た
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
小
さ
な
地
方
の
職
工
組
合
で
、
労
働
運
動
家
と
し
て
の
見
習
い
時

代
を
す
ご
し
た
。
乙
の
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
ほ
ど
な
く
ア
ッ
プ
ル
ガ
1
ス
は
指
導
者
と
し
て

の
種
々
の
才
能
を
示
し
た
。
彼
は
、
反
対
の
声
も
な
く
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
そ
の
小
さ

な
組
合
の
メ
ン
バ
ー
に
、
会
議
の
場
所
と
し
て
料
亭
を
図
書
館
の
閲
覧
室
に
か
え
る
よ
う
に

説
得
し
た
。
彼
は
地
方
色
の
極
度
に
濃
い
大
工
組
合
の
多
く
が
持
っ
て
い
た
酒
場
と
組
合
と

の
因
襲
的
な
つ
な
が
り
を
嫌
っ
た
。
彼
は
健
康
な
労
働
組
合
運
動
の
基
礎
は
公
正
な
道
徳
的

土
壊
の
上
に
の
み
打
ち
立
て
ら
れ
る
と
信
じ
て
い
た
。
乙
れ
は
、
彼
が
中
産
階
級
的
道
徳
律

へ
宗
旨
替
え
を
し
た
た
め
で
は
な
く
、
彼
が
禁
酒
と
向
上
心
の
闘
い
と
そ
が
労
働
者
階
級
の

真
の
闘
い
で
あ
る
と
信
じ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
ア
ル
コ
ー
ル
を
手
に
入
れ
る
よ
り
は
知
識
を

手
に
入
れ
る
こ
と
の
方
が
重
要
で
あ
る
点
で
は
工
芸
ガ
ラ
ス
製
造
者
と
同
じ
で
あ
る
と
彼
は

信
じ
た
。
「
知
識
の
方
が
も
っ
と
美
味
で
永
続
き
す
る
」
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
す
で
に
ア

メ
リ
カ
に
お
い
て
彼
は
お
互
い
に
向
上
す
る
た
め
の
運
動
を
始
め
て
い
た
。
英
国
に
戻
っ
て

一
八
五
八
年
五
月
十
七
日
に
彼
は
労
働
組
合
の
一
員
と
な
り
、
六
月
一
日
に
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル

ド
の
図
書
館
無
料
入
館
券
を
手
に
入
れ
た
。
ま
た
も
彼
は
、
他
の
労
働
組
合
員
が
真
似
を
す

（一一八）

る
乙
と
に
な
る
や
り
方
を
始
め
た
わ
け
で
あ
る
。
例
え
ば
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ケ
ニ
ト
（
司
丘
E

ユ
与
問
。
ロ
ロ
ミ
）
は
二
年
後
に
乙
う
書
い
て
い
る
。
「
一
八
六

O
年
九
月
二

O
目
、
私
は
ビ

ー
ル
を
買
う
の
を
や
め
て
、
自
分
の
心
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
本
を
買
い
始
め
た
。
」
そ
う
い

う
決
断
は
こ
れ
ま
で
の
伝
統
と
は
お
よ
そ
違
っ
た
も
の
で
、
そ
う
す
る
と
と
が
ぜ
ひ
必
要
だ

と
い
う
意
識
の
下
に
下
さ
れ
た
決
断
で
あ
っ
た
。
ア
ッ
プ
ル
ガ

1
ス
が
自
分
の
属
す
る
地
方

組
合
に
、
一
八
六

O
年
に
新
し
く
設
立
さ
れ
た
大
工
・
指
物
師
連
合
協
会
へ
加
入
す
る
よ
う

説
得
し
た
と
き
、
彼
は
、
同
協
会
が
協
会
員
は
「
人
を
敬
い
、
人
に
敬
わ
れ
る
よ
う
に
な
る

乙
と
」
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
力
説
し
て
い
る
点
に
誇
り
を
抱
い
た
に
違
い
な

い
。
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
小
さ
な
組
合
の
す
べ
て
が
そ
の
よ
う
な
高
い
望
み
に
到
達
し
て
い

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
乙
の
と
と
が
労
働
組
合
運
動
全
体
の
将
来
に
対
す
る
脅
威
で
あ
っ

た。
大
工
・
指
物
師
連
合
協
会
の
設
立
は
労
働
組
合
運
動
の
歴
史
に
お
い
て
重
要
な
出
来
事
で

あ
っ
た
。
す
で
に
九
年
前
に
、
過
去
の
流
れ
か
ら
自
然
に
生
ま
れ
た
も
の
で
は
あ
っ
た
が
技

術
者
連
合
協
会
（
寸
F
o
k
r
E
巴
官
自
己
包
∞

2
z
q
え

関

口

E
5
2印
）
と
い
う
も
の
が

あ
っ
て
乙
れ
が
い
わ
ゆ
る
新
し
い
手
本
を
提
供
し
て
く
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
目
標
は
排

他
的
か
つ
自
己
保
護
的
で
あ
り
、
そ
の
組
織
は
ロ
ン
ド
ン
か
ら
の
強
い
中
央
集
権
的
な
支
配

に
基
づ
い
て
い
た
と
は
言
え
、
地
方
の
労
働
組
合
の
「
習
慣
や
慣
行
」
に
あ
れ
と
れ
口
を
は

さ
も
う
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
す
べ
て
の
種
類
の
熟
練
し
た
技
術
職
人
を
組
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そ
う
い
う
議
論
、
つ
ま
り
、
お
よ
そ
対
等
な
条
件
で
の
議
論
に
は
、
労
働
者
階
級
の
独
立

し
た
組
織
を
作
り
、
そ
れ
を
強
固
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
は
、

彼
が
中
産
階
級
の
動
き
を
追
随
す
る
労
働
者
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
彼
が
真
の
労
働
者
に

と
ど
ま
り
、
世
界
を
労
働
者
の
目
を
通
し
て
眺
め
て
い
た
か
ら
乙
そ
、
重
要
な
存
在
で
あ
っ

た。

乙
っ
と
つ
働
く
腕
だ
け
が
、
国
家
の

富
と
名
声
を
作
り
出
す
。

グィクトリア時代の人々ーその 4

彼
は
職
人
、
な
い
し
労
働
者
を
、
社
会
の
他
の
階
級
出
身
の
、
い
わ
ゆ
る
労
働
者
の
「
味

方
」
｜
｜
乙
の
「
味
方
」
と
は
「
破
壊
者
、
お
し
ゃ
べ
り
、
青
二
才
」
の
乙
と
で
あ
る
と
、

あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
出
版
者
は
言
っ
て
い
る
が

1
lが
し
た
よ
う
に
、
形
而
上
学
的
な
抽
象

的
存
在
、
な
い
し
は
理
想
的
類
型
に
変
え
る
乙
と
は
し
な
か
っ
た
。
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
は
あ

る
と
き
、
「
あ
る
種
の
政
治
屋
の
や
り
口
は
、
彼
ら
が
た
ま
た
ま
持
ち
合
せ
て
い
る
か
ぎ
針

編
み
み
た
い
な
ち
ゃ
ち
な
持
論
を
持
ち
出
す
き
っ
か
け
と
し
て
、
ま
た
は
、
彼
ら
の
益
に
な

る
方
へ
歩
い
て
行
く
た
め
の
飛
び
石
と
し
て
労
働
者
を
扱
う
や
り
口
で
あ
る
。
そ
う
い
う
人

聞
は
洋
服
屋
よ
ろ
し
く
、
マ
ネ
キ
ン
に
彼
ら
流
に
着
物
を
着
せ
て
、
そ
れ
を
『
労
働
者
』
だ

と
呼
ぶ
の
だ
。
乙
の
マ
、
不
キ
ン
を
教
育
す
る
た
め
に
彼
ら
は
い
そ
い
そ
と
法
を
作
り
、
し
ゃ

べ
り
、
勿
体
ぶ
っ
た
文
体
で
本
を
書
き
、
こ
う
し
ろ
、
あ
あ
し
ろ
と
命
令
す
る
。
い
や
は
や

彼
ら
が
し
な
い
乙
と
と
言
え
ば
そ
れ
は
た
だ
一
つ
、
す
な
わ
ち
労
働
者
を
理
性
あ
る
、
物
を

考
え
る
人
間
と
し
て
扱
う
こ
と
だ
け
だ
と
言
っ
て
い
い
。
」
と
語
っ
て
い
る
。

ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
が
労
働
者
を
「
理
性
的
な
思
考
を
す
る
者
」
と
考
え
る
乙
と
や
、
ま
た

労
働
者
階
級
の
目
標
を
評
価
す
る
や
り
方
に
は
英
国
人
特
有
の
何
か
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
彼

（一・六）

は
し
ば
ら
く
の
問
、
一
八
六
四
年
に
第
一
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
作
っ
た
戦
闘
的
社
会
主

義
者
の
一
団
と
探
く
つ
き
合
っ
て
い
た
。
そ
の
当
初
の
綱
領
は
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
や
プ
ラ
イ

（一七）
ト
的
な
人
物
な
ら
、
何
の
良
心
の
と
が
め
も
感
じ
ず
に
受
け
い
れ
た
は
ず
の
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ほ
ど
な
く
過
激
な
も
の
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
ッ

ハ
一
八
〉

プ
ル
ガ
l
ス
は
そ
の
会
合
の
多
く
に
出
席
し
、
一
八
六
八
年
に
プ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
聞
か
れ
た

総
評
議
会
の
議
長
を
勤
め
た
。
一
八
六
九
年
に
土
地
の
固
有
化
に
対
す
る
賛
意
を
再
度
く
り

（一九）

返
す
こ
と
に
な
っ
た
パ

l
ゼ
ル
で
の
会
議
で
彼
は
目
立
っ
た
働
き
を
示
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
が
崩
壊
し
か
け
て
い
る
と
き
で
も
、
彼
は
た
い
て
い
の
英
国
の
指
導
者
た
ち
l
l
l

マ
ル
ク
が
一
同
彼
ら
を
怒
っ
て
「
途
方
も
な
い
日
和
見
主
義
者
」
と
呼
ん
だ
が
｜
｜
が
手
当
」

い
た
あ
と
も
ず
っ
と
そ
の
綱
領
に
忠
実
で
あ
っ
た
。
一
八
七

O
年
か
ら
七
一
年
の
普
仏
戦
争

コン、、、ュ
l
ン合一二）

の
問
、
パ
リ
革
命
政
府
支
持
者
の
幾
人
か
は
現
実
に
彼
の
パ
ス
ポ
ー
ト
の
お
か
げ
で
パ
リ

か
ら
助
け
出
さ
れ
た
。
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
同
志
の
平
和
が
あ
っ
て
乙
そ

労
働
者
の
利
益
が
生
ず
る
と
と
を
強
調
し
た
。
こ
の
た
め
に
マ
ル
ク
ス
の
孫
ロ
ン
ゲ
ッ
ト

（F
o
ロ
m
5
C
は
一
九
一
三
年
に
な
っ
て
や
っ
と
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
を
「
偉
大
な
国
際
的
軍

隊
の
立
派
な
老
兵
士
」
と
呼
ん
だ
が
、
そ
れ
は
当
然
の
乙
と
で
あ
っ
た
。

ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
が
左
翼
社
会
主
義
の
綱
領
を
支
持
し
た
点
は
、
彼
の
ア
メ
リ
カ
で
の
経

験
、
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
的
政
治
学
及
び
労
働
党
的
政
治
学
の
背
景
、
ま
た
一
八
五
九
年
か
ら

六
二
年
に
か
け
て
の
ロ
ン
ド
ン
の
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
や
ス
ト
ラ
イ
キ
の
後
の
建
築
業
界
の
状
況

さ
ら
に
と
り
わ
け
彼
自
身
の
暖
い
、
同
情
的
な
気
質
に
照
ら
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
頃
の
多
く
の
英
国
の
労
働
界
の
指
導
者
と
同
様
に
、
彼
は
「
科
学
的
政
策
」
に
つ

い
て
の
理
論
よ
り
も
労
働
者
の
主
義
主
張
に
、
よ
り
大
き
な
関
心
を
抱
い
て
い
た
。
事
実
、

彼
は
主
義
主
一
議
吃
あ
く
ま
で
大
事
に
す
る
人
で
あ
っ
た
た
め
に
、
一
八
七

O
年
一
年
目

r）

英
国
教
育
同
盟
（

Z
E目
。
ロ
巳
開
含
－

g民
O

ロ
F
g
m
z
o）
の
ジ
ョ
セ
フ
・
チ
ェ
ン
パ
レ
ン

（旬。
ω
3
v
n
v
E
5
0己
巳
ロ
〉
の
協
力
を
と
り
つ
け
、
マ
ル
ク
ス
の
支
持
を
勝
ち
得
、
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
女
王
の
無
言
の
承
認
を
獲
得
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。
女
王
は
彼
を
伝
染
病
に
関
す

る
委
員
会
の
労
働
者
側
首
席
委
員
に
す
る
乙
と
で
、
彼
が
「
信
頼
に
足
る
愛
す
べ
き
者
」
と

考
え
ら
れ
る
権
利
を
認
め
た
。
伝
染
病
は
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
に
と
っ
て
は
、
生
産
手
段
の
国

有
化
に
劣
ら
ず
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。
彼
が
頭
に
描
い
て
没
頭
す
る
政
治
と
は
そ
れ
ほ
ど

の
広
さ
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
彼
が
労
働
者
階
級
の
国
際
的
な
団
結
の
必
要
性
を
説
き
、
各
国
の
労
働
者
を
圧

迫
し
て
い
る
資
本
主
義
の
弊
害
を
語
っ
て
も
良
い
は
ず
で
あ
る
の
に
、
一
八
六
九
年
の
パ
！

ゼ
ル
に
お
い
て
さ
え
、
彼
は
労
働
組
合
員
が
英
国
に
お
い
て
比
較
的
幸
運
で
あ
る
乙
と
と
、

彼
ら
が
海
外
で
行
っ
て
い
る
乱
暴
な
搾
取
と
を
区
別
す
る
の
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
「
幸
運
に

も
我
々
は
英
国
に
あ
っ
て
は
警
官
に
見
つ
か
ら
ぬ
よ
う
、
穴
や
隅
に
か
く
れ
る
必
要
は
な
く

白
昼
堂
々
と
会
合
を
持
ち
、
組
織
を
作
り
、
恐
れ
る
乙
と
な
く
我
々
に
影
響
を
与
え
る
問

題
の
す
べ
て
を
論
じ
る
乙
と
が
で
き
る
。
」
彼
は
英
国
を
誇
り
に
し
、
英
国
の
政
策
を
、
恥

（二五）

ず
か
し
く
思
う
乙
と
は
な
か
っ
た
。
も
う
一
人
の
そ
の
会
議
へ
の
英
国
の
代
表
エ
カ
リ
ア

ス
（
開
。

S
Z
5）
は
出
席
し
て
い
る
人
々
に
、
一
八
六
七
年
の
中
産
階
級
と
労
働
者
階
級
の

- 40ー
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（七）

人
の
領
収
証
の
一
枚
を
手
に
入
れ
、
の
ち
に
そ
れ
を
ロ
ン
ド
ン
の
英
国
自
由
ク
ラ
ブ
（
Z
守

色。

E
一巳
σ
o
z

－0
5）
へ
送
っ
た
。
彼
は
黒
人
解
放
の
熱
心
な
支
持
者
と
な
り
、
自
由

の
身
に
な
っ
た
奴
隷
で
、
解
放
運
動
の
雄
弁
家
フ
レ
デ
リ
ッ
ク

・
ダ
グ
ラ
ス

2
5含
江
島

ロ
o
ロ
ESω
）
に
会
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
経
験
は
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
の
視
野
を
広
め
た
。
そ
の
経
験
の
お
か
げ
で
、
彼

が
本
国
へ
戻
っ
て
数
年
後
に
起
乙
っ
た
ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争
の
問
題
点
を
正
し
く
理
解
で
き

た
の
で
あ
る
。
そ
の
戦
争
の
問
、
ア
メ
リ
カ
へ
行
っ
た
乙
と
の
な
い
英
国
の
労
働
者
は
、
全

部
で
は
な
い
が
ほ
と
ん
ど
み
ん
な
、
リ
ン
カ
ー
ン
と
北
軍
の
支
持
者
を
声
援
し
た
。
彼
ら
に

戦
い
の
説
明
は
不
要
で
あ
っ
た
。
自
由
が
奴
隷
制
と
戦
っ
て
い
る
の
だ
と
言
う
だ
け
で
十
分

で
あ
っ
た
。
英
国
の
労
働
者
が
賞
讃
す
る
人
の
一
人
で
、
の
ち
に

『
ス
ペ
ク
テ
l
タ
l
誌』

の
編
集
長
と
な
っ
た
リ
チ
ャ

l
ド
・
ハ
ッ
ト
ン
（
何
回
忌

R
仏
国

E
Zロ
）
は
乙
う
書
い
て
い

る
。
「
彼
ら
は
一
つ
の
大
事
な
論
点
を
見
て
お
り
、
比
較
的
重
要
で
な
い
論
点
は
す
べ
て
考

慮
の
枠
外
に
置
い
て
い
た
。
知
的
職
業
階
級
に
属
す
人
々
の
方
が
重
要
で
な
い
論
点
を
非
常

に
重
視
し
て
い
る
。
」
労
働
者
階
級
の
熱
意
は
中
産
階
級
や
多
く
の
貴
族
階
級
よ
り
も
島
国

根
性
的
で
は
な
か
っ
た
。
「
彼
ら
は
現
在
政
治
的
に
も
っ
と
も
力
を
振
る
っ
て
い
る
階
級
よ

り
も
も
っ
と
血
の
通
っ
た
共
感
を
他
国
の
人
々
の
感
情
と
生
活
と
に
抱
い
て
い
る
。
」
と
ハ

ッ
ト
ン
は
続
け
て
い
る
。
「
と
れ
は
彼
ら
の
流
動
性
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
も
知
れ
ぬ
。
労

働
者
は
も
し
今
年
英
国
で
成
功
し
な
く
て
も
、
来
年
米
国
で
、
あ
る
い
は
カ
ナ
ダ
や
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
成
功
す
る
か
も
知
れ
ぬ
。
：
：
：
こ
う
い
う
条
件
が
あ
れ
ば
乙
そ
、
働
く
者
は
場

所
や
時
に
利
己
的
な
偏
見
を
抱
か
ず
に
す
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
」
ア
ッ
プ
ル
ガ

1
ス
は
北

米
大
陸
の
言
葉
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
言
葉
に
翻
訳
し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
あ
げ
く
に

は
、
乙
の
と
き
英
国
と
米
国
の
労
働
者
が
理
解
し
合
う
と
と
の
大
切
さ
を
熱
心
に
唱
導
し
た

の
と
同
じ
熱
心
さ
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
労
働
者
聞
の
理
解
の
大
事
さ
を
唱
導
す
る
と
と

に
な
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
へ
の
旅
行
は
彼
を
英
国
の
労
働
者
仲
間
か
ら
隔
て
る
ど
乙
ろ
か
近
付
け
る
役
を

果
し
た
。
と
言
う
の
は
、
彼
が
ア
メ
リ
カ
へ
赴
い
た
頃
は
同
国
は
労
働
者
の
楽
園
で
あ
り
、

英
国
で
生
活
の
苦
し
い
者
の
自
然
な
逃
げ
場
だ
と
い
う
一
般
的
な
風
潮
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
は
労
働
者
が
ア
メ
リ
カ
へ
行
く
と
と
を
一
種
の
放
浪
、
一
時
的
な
仕

事
替
え
だ
と
見
て
い
た
。
一
方
、
彼
が
会
長
を
し
て
い
た
大
工

・
指
物
師
連
合
協
会
は
移
民

を
「
世
の
中
で
出
世
す
る
賢
明
な
方
法
」
で
あ
り
、
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
を
増
大
す
る
英
国
の

有明工業高等専門学校紀要200 

人
口
の
余
剰
分
の
自
然
な
行
き
先
だ
と
し
て
称
賛
し
た
。
逃
げ
場
と
い
う
意
味
は
時
が
た
つ

に
つ
れ
、
や
や
減
少
し
た
が
、
一
八
六
一
年
の
綿
花
飢
鐘
の
と
き
に
は
職
工
た
ち
は
、
生
活

を
良
く
し
よ
う
と
解
説
好
き
な
人
々
を
驚
か
す
ほ
ど
の
気
安
さ
と
無
頓
着
さ
で
も
っ
て
、
ア

メ
リ
カ
へ
渡
っ
て
行
っ
た
。
あ
る
文
筆
家
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
鉱
夫
た
ち
が
毎
夏
、
数
ヶ

月
間
ペ
ン
シ
ル
パ
ニ
ヤ
の
炭
鉱
へ
出
か
せ
ぎ
に
行
く
広
く
景
及
し
た
習
慣
に
つ
い
て
述
べ
て

い
る
。
社
会
的
な
流
動
性
が
英
国
で
妨
げ
ら
れ
た
と
き
も
、
大
西
洋
を
渡
る
乙
と
は
依
然
可

能
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
と
言
う
の
は
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
の
社
会
的
流
動
性
へ
の
信
仰
は
理
論

と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
自
身
の
経
験
の
一
部
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

と
は
一
吉
守
え
、
ア
ッ
プ
ル
ガ

1
ス
を
民
主
主
義
者
、
な
い
し
は
急
進
派
応
変
え
た
の
は
ア
メ

リ
カ
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
六

0
年
代
の
終
り
に
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
で

（八）

彼
と
辛
艇
な
対
立
関
係
に
あ
っ
た
ロ
ウ
パ
ッ
ク
が
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
に
、
ア
メ
リ
カ
で
急
進

主
義
を
学
ん
だ
の
か
と
問
う
た
乙
と
が
あ
っ
た
。
す
る
と
彼
は
持
ち
前
の
痛
烈
さ
を
込
め
て

（九）

「
い
い
や
、
私
は
そ
れ
を
ア
l
ネ
ス
ト
・
ジ
ョ

l
ン
ズ
（
開

5
2同
旬
。
ロ
何
回
〉
の
『
国
民
新

聞
』
（
可
SKV町
、
師
、
尋
問
『
）
、
及
、
び
ジ
ョ
ン

・
ア
！
サ
1
・
ロ
ウ
パ
ッ
ク
の
『
国
民
の
た
め
の

新
聞
』
（
司
令
、
実

M
P『
司
君
、

s立
る
か
ら
学
び
ま
し
た
。
」
と
答
え
た
。
彼
の
社
会
哲
学
の

〔

一

O〉

背
後
に
は
ア
メ
リ
カ
の
伝
統
よ
り
も
チ
ャ
！
テ
イ
ス
ト
運
動
の
伝
統
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

但
し
、
彼
が
培
お
う
と
し
た
の
は
十
九
世
紀
の
中
期
の
新
し
い
雰
囲
気
に
似
合
い
、
ま
た
、

中
産
階
級
と
労
働
者
階
級
と
の
聞
の
新
し
い
理
解
に
似
合
う
チ
ャ

l
テ
イ
ス
ト
運
動
で
あ
っ

た
。
確
か
に
オ
刑
者
階
級
の
指
導
者
と
し
て
の
彼
の
傑
出
し
た
資
質
の
一
つ
は
ウ
エ
ツ
プ

（W
与
σ）
夫
妻
が
指
摘
し
た
と
お
り
、
「
偏
見
を
打
破
し
、
中
産
階
級
に
属
す
る
論
敵
の

批
判
力
を
奪
う
に
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
論
を
本
能
的
に
駆
使
で
き
る
点
」
で
あ
っ
た
。

（

一

一

一

）

（

一

三

）

彼
は
パ

l
マ
ス
ト
ン
や
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
の
よ
う
な
国
民
を
代
表
す
る
政
治
家
と
協
議
す

（
一
四
）

る
代
表
団
に
進
ん
で
加
わ
っ
た
り
、
ま
た
、
社
会
科
学
協
会
（
同
，
y
o
m
o巳
巴
印
立

2
5
0

（
一
五
）

〉間的。。
Z
色
。
ロ
）
や
統
計
協
会
（
吋
宮
内

ω
Z巴

z－s－m
o巳
Z
5
の
よ
う
な
中
産
階
級
の

団
体
に
も
喜
ん
で
演
説
を
し
た
。
社
会
科
学
協
会
は
社
会
改
革
家
の
良
心
を
ふ
る
い
起
乙
し

統
計
協
会
は
そ
の
時
代
の
状
況
を
示
す
諸
事
実
を
提
示
し
た
。
会
合
の
聞
か
れ
る
た
び
に
彼

は
忠
告
を
用
意
し
て
い
た
。
あ
る
著
名
な
自
由
党
の
政
治
家
が
組
合
組
織
を
誤
り
伝
え
て
い

る
の
は
余
り
に
ひ
ど
す
ぎ
る
と
、
彼
は
一
八
六
四
年
に
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
に
面
と
向
っ
て
語

エ
ッ
セ
イ

っ
た
。
彼
は
統
計
学
者
た
ち
に
「
紳
士
が
評
論
を
読
み
、
労
働
者
が
や
か
ま
し
く
論
じ
る
」

だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
両
グ
ル
ー
プ
で
議
論
す
る
乙
と
で
は
じ
め
て
「
非
常
に
良
い
結

果
」
が
得
ら
れ
る
の
だ
と
語
っ
た
。
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。
フ
リ
ッ
ク

・
ス
ク
ー
ル
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
そ
の
時
代
の
多
く
の
自
称
正
統
派
の
言
葉
を
用
い
れ
ば
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

・
ス
ク
ー
ル

と
違
っ
て
、
労
働
組
合
は
圧
政
的
な
、
治
安
を
妨
害
す
る
組
織
だ
と
考
え
ら
れ
た
。
ア
ッ
プ

相
担
や

ル
ガ

l
ス
の
賢
明
な
戦
術
を
以
て
し
で
も
、
ま
た
、
明
ら
か
に
公
け
を
第
一
に
す
る
精
神
を

以
て
し
て
も
、
そ
の
時
代
の
人
々
の
す
べ
て
を
納
得
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
は

勿
論
、
そ
の
時
代
の
有
力
者
す
ら
納
得
さ
せ
る
乙
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク

・
ス

ク
ー
ル
は
全
国
民
的
な
評
価
を
勝
ち
得
、
一
方
労
働
組
合
の
方
は
し
ば
し
ば
そ
の
逆
を
行
く

よ
う
に
思
わ
れ
た
。
そ
れ
で
も
労
働
組
合
は
パ
ブ
リ
ッ
ク

・
ス
ク
ー
ル
と
同
様
に
、
次
第
に

英
国
の
特
徴
的
機
関
と
し
て
そ
の
地
位
を
確
立
し
始
め
、
十
年
以
上
の
動
乱
期
を
経
て
一
八

七
五
年
に
労
働
組
合
は
議
会
か
ら
完
全
か
つ
広
範
囲
な
法
人
団
体
設
立
許
可
書
と
も
言
う
べ

き
も
の
を
獲
得
し
た
。
都
市
労
働
者
の
投
票
権
を
基
礎
に
し
た
一
八
六
七
年
の
新
選
挙
権
の

お
か
げ
で
職
人
は
す
で
に
完
全
な
市
民
に
な
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
十
年
を
経
ず
し
て
、
労
働

組
合
権
を
完
全
に
認
め
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治
上
の
民
主
主
義
の
み
な
ら
ず
、
社
会

的
な
民
主
主
義
の
種
も
ま
た
播
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
の
活
動
的
な
政
治
生
活
、
ま
た
労
働
運
動
家
と
し
て
の
生
活
は
、
社
会

に
広
く
浸
透
し
た
組
合
に
対
す
る
不
安
｜
｜
そ
れ
は
一
八
六
六
年
と
一
八
六
七
年
に
は
恐
怖

と
言
え
る
ほ
ど
に
な
っ
た
が
ー
ー
が
組
合
に
対
す
る
正
当
な
認
識
に
変
っ
て
い
っ
た
興
奮
の

時
期
と
重
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
彼
の
生
活
は
一
つ
の
主
義
主
張
と
か
、
た
だ
一
回
の
戦
い

と
か
に
献
げ
ら
れ
た
狭
い
生
活
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
い
っ
そ
う
そ
の
重
大
さ
が
増
す
の
で

あ
る
。
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
は
労
働
組
合
乙
そ
が
労
働
者
階
級
を
解
放
す
る
道
具
だ
と
考
え

た
。
お
互
い
の
協
力
や
、
政
治
へ
の
完
全
な
参
加
や
、
教
育
制
度
の
広
範
な
拡
大
が
労
働
者

階
級
の
進
歩
に
は
等
し
く
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
そ
う
い
う
進
歩
の
み
が
社
会
を
変
革
し
得

る
。
「
労
働
者
に
自
主
独
立
の
実
践
的
教
訓
を
教
え
込
む
乙
と
、
繁
栄
の
と
き
に
乙
そ
困
窮

の
と
き
の
た
め
の
準
備
を
さ
せ
る
と
と
が
我
々
の
大
き
な
目
的
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、

労
働
運
動
家
の
最
高
の
義
務
は
『
人
聞
の
、
人
聞
に
対
す
る
つ
と
め
』
を
教
え
る
乙
と
で
あ

る
。
」
労
働
運
動
家
は
彼
ら
が
労
働
者
の
利
益
を
ど
の
く
ら
い
配
慮
し
て
い
る
か
と
い
う
乙

と
だ
け
で
は
な
く
、
彼
ら
が
「
全
人
間
家
族
の
福
祉
」
の
た
め
に
ど
の
く
ら
い
熱
意
を
持
っ

て
い
る
か
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
ア
ッ
プ
ル
ガ

l
ス
は
考
え
た
。

ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
の
一
生
に
起
っ
た
出
来
事
は
、
そ
の
出
来
事
が
一
部
を
成
し
て
い
る
も

っ
と
大
き
な
模
様
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
初
め
て
説
明
が
つ
く
。
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
は
そ
の
時

代
の
社
会
史
の
主
役
を
演
ず
る
役
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
ま
た
、
一
つ
の
象
徴
で
あ
っ
た
。

グィクトリア時代の人々ーその 4

彼
の
行
動
が
自
ら
語
っ
て
は
い
る
が
、
そ
の
行
動
の
意
義
を
つ
か
む
た
め
に
は
、
彼
の
時
代

の
社
会
的
背
景
を
考
え
て
、
彼
の
行
動
を
研
究
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

〔ニ〕

彼
は
一
八
三
四
年
に
、
南
洋
捕
鯨
船
の
船
員
で
、
の
ち
に
あ
る
帆
船
の
船
長
に
な
っ
た
船

（

三

〉

乗
り
の
息
子
と
し
て
ハ
ル
（
出
巳
】
）
で
生
れ
た
。
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
は
若
い
と
ろ
船
乗
り
に

は
な
ら
ず
に
、
大
工
に
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
彼
は
い
つ
も
幾
分
放
浪
癖
を
身
に
つ
け
て
い

た
。
彼
は
決
し
て
仕
事
場
に
と
じ
込
め
ら
れ
る
乙
と
も
、
い
や
英
国
内
に
と
じ
込
め
ら
れ
る

乙
と
さ
え
な
か
っ
た
。
彼
は
ヨ

l
ク
シ
ャ

l
人
で
あ
る
と
同
時
に
世
界
の
職
人
で
あ
っ
た
。

彼
は
耳
に
し
た
ア
メ
リ
カ
の
生
活
に
つ
い
て
の
話
に
触
発
さ
れ
、
大
工
仕
事
を
学
ん
だ
活

（四）

動
的
な
産
業
の
町
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
を
離
れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
さ
ら
に
シ
カ
ゴ
へ
向
う
乙

と
に
な
っ
た
。
彼
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
着
い
た
と
き
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
は
僅
か
半
ク
ラ
ウ
ン
銀

貨
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
彼
は
ほ
ど
な
く
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
出
身
の
仲
間
と
出
会
い
、
と

の
仲
間
が
彼
を
大
変
暖
か
く
新
し
い
土
地
へ
迎
え
入
れ
て
く
れ
た
。
三
年
を
経
ず
し
て
彼
は

妻
を
呼
び
寄
せ
ら
れ
る
だ
け
の
金
を
貯
え
た
。
も
し
そ
の
妻
が
病
気
の
た
め
に
出
か
け
ら
れ

な
か
っ
た
と
い
う
事
実
が
な
か
っ
た
ら
、
英
国
の
労
働
者
階
級
の
話
に
ア
ッ
プ
ル
ガ

l
ス
が

登
場
す
る
幕
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
乙
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
の
持
つ
大
き
な
冒
険
心

と
不
屈
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ゆ
え
に
、
彼
は
合
衆
国
と
い
う
解
放
的
な
社
会
に
、
英
国
以
上
に

も
っ
と
快
適
な
自
分
の
住
み
家
を
作
り
出
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
彼
は
企
業
家
と
し
て
大
成

功
を
納
め
て
い
た
か
も
知
れ
ぬ
。
英
国
に
お
い
て
さ
え
も
彼
は
、
労
働
運
動
家
と
し
て
の
経

歴
が
終
っ
た
の
ち
、
小
企
業
主
、
あ
る
工
業
製
品
の
製
造
会
社
の
所
有
者
と
な
る
ほ
ど
の
力

（五）

が
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
彼
が
ど
ん
な
に
サ
ミ
ュ
エ
ル

・
ス
マ
イ
ル
ズ
の
見
解
と
は
か
け
離
れ

て
い
て
も
、
彼
は
事
実
上
自
主
独
立
の
勝
利
の
さ
さ
や
か
な
良
い
実
例
だ
と
見
な
す
乙
と
が

で
き
る
。
「
紳
士
録
」
に
彼
は
趣
味
と
し
て
「
働
き
、
も
っ
と
働
き
、
さ
ら
に
働
く
と
と
」

を
掲
げ
て
い
る
の
は
特
徴
的
で
あ
る
。

彼
は
ア
メ
リ
カ
で
の
経
験
か
ら
、
第
一
に
労
働
者
階
級
の
問
題
は
国
際
的
な
性
格
を
持
つ

こ
と
、
次
に
、
民
主
主
義
は
夢
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
現
実
と
し
て
も
存
在
し
得
る
乙
と
を

学
ん
だ
。
彼
は
ま
た
、
奴
隷
制
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
も
学
ん
だ
。
彼
は
ハ
リ
エ
ッ

（
ム
ハ
〉

ト
・
ピ
ィ

l
チ
ャ

l
・
ス
ト
ウ
（
国
内
弓
江
巳
回
。
ぬ
の
『
百
円
印
件
。
君
。
）
の
小
説
を
読
む
乙
と
で

満
足
し
な
か
っ
た
。
彼
は
自
ら
ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
の
奴
隷
市
場
を
見
に
行
き
、
実
際
に
奴
隷
商

- 38ー
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ロ
パ

l
ト
・
ア
ッ
プ
ル
ガ

l
ス
と
労
働
組
合

も
し
我
々
が
次
の
よ
う
な
正
直
な
我
々
の
信
念
を
記
録
か
ら
落
と
す
よ
う
な
乙
と
が
あ

れ
ば
、
我
々
は
仲
間
で
あ
る
労
働
者
に
忠
実
で
あ
る
と
は
言
え
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ

の
信
念
と
は
、
す
な
わ
ち
、
乙
れ
と
れ
し
か
じ
か
の
条
件
が
労
働
者
に
は
望
ま
し
い
と
す

る
よ
り
先
き
に
、
節
約
と
節
制
と
の
教
え
が
そ
れ
に
劣
ら
ず
普
及
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
そ
し
て
、
そ
の
教
え
は
我
々
が
公
会
堂
や
個
人
の
家
で
そ
の
た
め
の
会
合
を
聞
く
こ

と
で
い
っ
そ
う
速
く
浸
透
す
る
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
と
と
ろ
に
文
庫
を
作
っ
た

り
、
我
々
の
利
害
に
関
係
の
あ
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
つ
い
て
講
師
の
声
に
耳
を
傾
け
た
り

す
る
ζ

と
で
、
我
々
や
我
々
の
子
孫
は
人
を
敬
い
、
ま
た
人
に
敬
わ
れ
る
人
間
と
な
り
、

乙
う
し
て
改
革
の
歩
み
は
早
ま
る
ζ

と
に
な
る
と
い
う
信
念
で
あ
る
。

大
工
・
指
物
連
合
協
会
規
則
（
一
八
六
年
）

（吋

v
o
k
r
自
己
mmw自
己
注
∞
o
a
z
u『

O間
口

m
G
O己
ω円
ωmwロ門
H
M
O
E
2
m）
〉
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ーJ「
l

』

ト
マ
ス
・
ヒ
ユ
い
た
は
労
働
組
合
の
活
発
な
味
方
と
し
て
の
地
位
を
、
一
八
五
九
年
か
ら

六
O
年
に
か
け
て
の
建
築
業
者
の
大
争
議
の
時
期
に
確
立
し
た
。
大
工
や
石
工
や
レ
ン
ガ
職

l
 

’az
J
 

本

口
口口

／＼ 

昭
和

手川
五
年
九
月

子尚敬
／＼ 

日 熊
本
大

考之司

受
理
〉

人
が
団
結
権
を
守
り
、
ま
た
、
一
日
九
時
間
労
働
を
迫
る
た
め
に
ロ
ン
ド
ン
で
ス
ト
ラ
イ
キ

を
行
っ
て
い
た
と
き
、
ヒ
ュ
ー
ズ
は
彼
ら
の
弁
護
に
立
ち
上
り
、
彼
ら
の
た
め
に
記
事
を
書

き
、
解
決
策
を
確
保
す
る
た
め
に
手
を
貸
し
た
。
ス
ト
ラ
イ
キ
中
に
彼
は
大
工
・
指
物
師
連

合
協
会
の
会
長
、
ロ
パ

l
ト
・
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
と
知
り
合
い
、
そ
し
て
彼
と
終
生
友
好
を

保
つ
乙
と
に
な
っ
た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル
育
ち
の
人
間
と
労
働
運
動
家
と
が
お
互
い

に
共
通
す
る
多
く
の
も
の
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
両
者
と
も
に
高
麗
な
秩
序
観

や
社
会
意
識
を
持
っ
て
い
た
乙
と
で
あ
る
。
例
え
ば
建
築
関
係
の
労
働
運
動
家
た
ち
は
一
八

六
O
年
の
中
央
棟
梁
協
会
（
4
v
o
n
o
E
Z－
冨

S
Z円
回
巳

E
2
ω
．
〉
回

ω
o
a
E
Zロ
）
に

次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
｜
｜
「
我
々
の
社
会
は
法
に
よ
っ
て
治
め
ら
れ
、
ま
た
、
そ
の

メ
ン
バ
ー
は
法
に
従
う
乙
と
を
要
求
さ
れ
る
と
と
に
な
る
の
は
ま
っ
た
く
当
然
で
あ
る
。
そ

し
て
あ
ら
ゆ
る
社
会
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
ペ
ル
メ
ル
（

E
Z
E）
街
や
区
一
一
〉
ジ
ェ

l
ム

ズ
（

2
・
E
B
2
．m）
街
の
上
流
社
会
の
全
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
も
そ
れ
は
同
様
で
あ
る
と
我

々
は
信
じ
て
い
る
。
」

ロパ

l
ト
・
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
は
十
九
世
紀
中
期
の
労
働
界
に
お
け
る
新
し
い
指
導
者
の

マ＝
7
ア
グ
チ
ヤ
ラ

l

素
晴
ら
し
い
典
型
で
あ
っ
た
。
製
造
業
者
で
あ
り
政
治
家
で
あ
る

A
－

1
・
マ
ン
デ
ラ

（
宮
ロ
ロ
色
。
－
Z
）
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
ア
ッ
プ
ル
ガ
l
ス
は
「
彼
の
属
す
る
階
級
の
誇
り
で

あ
り
、
ま
た
、
国
の
最
高
の
地
位
に
あ
る
人
の
中
に
も
彼
を
友
人
と
呼
ぶ
乙
と
に
誇
り
を
覚

え
る
も
の
も
い
る
と
と
を
私
は
知
っ
て
い
る
。
」
彼
は
経
歴
や
物
の
見
方
を
知
れ
ば
知
的
な

労
働
者
階
級
の
考
え
方
、
言
い
換
え
る
と
新
し
い
職
人
の
エ
リ
ー
ト
の
考
え
方
が
は
っ
き
り

と
分
か
る
。
そ
う
い
う
人
々
に
と
っ
て
は
労
働
組
合
は
ち
ょ
う
ど
、
ヒ
ュ
ー
ズ
に
と
っ
て
パ

- 37ー





第 17号有明工業高等専門学校紀要204 

14 13 12 11 

「
筑
紫
風
巻
之
第
こ
序
「
相
近
風
韻
」
一
二
四
頁
。
同
書
に
写
真
が
あ
る
。

「
作
歌
心
得
其
三
」
同
書
一
二

O
頁。

「
作
歌
心
得
其
ご
同
書
一
一
七
頁
。

「
聴
雨
録
稿
」
福
岡
市
立
歴
史
資
料
館
蔵
。
「
目
録
」
一
五
八
。
「
相
近
風
韻
」
に

抄
出
。
「
松
蔭
歌
集
」
同
、
「
目
録
」
一
三
九
。
「
相
近
風
韻
」
に
抄
出
。

「
徒
然
集
」
天
保
六
年
成
。
徒
然
神
社
の
来
歴
を
記
し
た
相
近
の
序
文
を
も
っ
歌

集。参
考
「
徒
然
集
」
穴
山
健
（
有
明
高
専
紀
要
第
九
号
昭
和
四
十
八
年
。
）

「
水
雲
梅
詩
歌
巻
」
「
相
近
風
韻
」
二
一
四
頁
。

「
題
墨
菊
寿
官
茶
山
翁
」
「
同
書
」
二

O
O頁。

「
古
楽
に
関
す
る
記
事
」
同
書
一

O
四
頁
。

「
樵
唱
新
唱
譜
」
序
、
「
同
書
」
九
六
頁
。

「
今
様
に
関
す
る
説
明
其
二
」
同
書
一
一
四
頁
。

「
今
様
に
関
す
る
説
明
其
こ
同
書
一
一
三
頁
。

「
二
川
相
近
書
跡
目
録
」
凡
例
。

「
鴫
の
羽
根
か
き
」
資
料
館
蔵
。
「
目
録
」
一
三
六
。
「
相
近
風
韻
」
一
八
六
頁
。

「
帯
万
な
る
人
へ
の
書
信
」
「
相
近
風
韻
」
一

O
八
頁
。

梅
野
「
大
隈
言
道
伝
」
七
三
頁
。

相
近
邸
「
相
近
風
韻
」
二
七
四
頁
。
同
書
に
は
松
蔭
居
推
定
図
も
あ
る
。

梅
野
「
一
言
道
伝
」
一
二
頁
。

同
書
一
二
頁
。

同
書
六
八
頁
。

同
書
七
三
頁
。

- 35ー
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自
ら
の
力
で
っ
か
み
取
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
相
近
が
う
ま
ず
た
ゆ
ま
ず
続
け
て
い
た
自
力
啓

発
の
学
び
を
、
父
子
の
如
き
間
柄
の
中
で
、
肌
か
ら
吸
収
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

明
和

安
永

天
明

寛
政

近相1
 

1
 

1
 

文
化

一一一五
一一一

文

政

五一三

天

保

三

年

表
（
関
係
分
）

五五四

1767 
相

1 近
年

乙 十令
のー
頃香月
、川二
南景十
冥樹四記
に生日
入。出
門生

事

九八六六三二。六四

17821776 1794 1805 1832 

10 2 31 30 28 20 17 16 

広
瀬
淡
窓
生
。

父
死
。
家
督
相
続
、
御
料
理
人
家
業
。

乙
の
頃
、
梅
屋
に
入
門
か
。

書
家
に
家
業
替
え
。
長
男
旗
雄
生
。

長
女
鶴
子
生
。

旗
雄
死
。
四
歳
。

石
松
元
啓
生
。

大
師
真
蹟
臨
事
の
た
め
毎
日
博
多
東
長
寺
へ
赴
く
。

大
隈
言
道
生
。

音
楽
の
研
究
に
着
手
。

二
女
瀧
子
生
。

言
道
乙
の
頃
相
近
に
入
門
。
八
歳
。

十
一
月
、
母
死
。
乙
の
年
以
後
不
出
門
。

藩
公
よ
り
試
楽
の
命
。
「
雪
の
日
々
記
」
。

景
樹
「
新
学
異
見
」
。
淡
窓
、
成
宜
園
を
聞
く
。

と
の
頃
「
嶋
の
羽
根
か
き
」
序
。

景
樹
「
桂
園
一
枝
」
。

内
山
真
弓
「
桂
園
記
聞
」
（
「
歌
学
提
要
」
の
原
型
）
。

32 39 34 66 63 56 49 42 40 

和
歌
に
新
風
を
開
く
。

野
村
望
東
夫
妻
、

69 67 

ー「ー「

徒山
然里門言
集裂。奨

序集

序

一
口
道
に
入

七

70 

九
月
二
十
七
日
、
没
。

言
道
、
家
を
弟
に
譲
り
江
戸
に
赴
く
。

淡
窓
「
遠
思
楼
詩
抄
」
。

言
道
、
戚
宜
園
入
門
。

0 八

注

1 

石
松
元
啓
、
号
楽
山
園
、
新
泉
荘
。
明
治
十
六
年
十
二
月
没
。
八
十
七
歳
。

歌
集
」
を
編
む
。
他
に
「
閑
窓
揖
録
」
な
ど
の
著
あ
り
。

「
山
里
和
歌
集
」
は
開
藩
以
来
の
福
岡
藩
関
係
の
人
々
の
歌
を
集
め
た
集
で
、
相
近

の
聞
を
受
け
て
、
天
保
四
年
五
月
成
る
。
参
考
「
や
ま
さ
と
和
歌
集
」
穴
山
健
（
有
明

高
専
紀
要
第
九
号
、
昭
四
十
八
年
）
。

梶
原
景
翼
通
称
七
太
夫
、
南
桐
、
何
山
と
号
す
。
弘
化
四
年
一
月
没
。
七
十
三
歳
。

「
南
柄
遺
稿
」
の
著
あ
り
。
黒
田
長
薄
の
近
侍
の
士
と
し
て
相
近
を
庇
護
し
た
。

田
尻
梅
屋
、
才
兵
衛
道
足
の
ち
真
言
。
梅
翁
と
も
号
す
。
文
化
五
年
六
月
没
。
七
十
九

才。「
聖
教
序
」
は
王
義
之
、
「
淳
化
閣
帖
」
は
鍾
鯨
、
王
義
之
、
献
之
、
顔
真
卿
な
ど
、

「
窪
鶴
銘
」
は
華
陽
真
逸
。

東
長
寺
の
大
師
真
蹟
に
つ
い
て
そ
の
伝
来
を
元
啓
が
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
を
引
い
て
お

ノ
＼
。
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「
山
里
和

2 3 4 5 6 

「
最
勝
王
経
欠
巻
千
字
文
断
筒
、
其
他
数
多
有
。
千
字
文
は
織
田
右
府
の
時
、
博
多

富
商
島
井
宗
室
、
天
正
六
年
公
に
召
れ
て
、
京
都
に
有
し
が
、
六
月
二
日
公
紙
逆
に
逢

せ
給
ひ
し
時
、
宗
室
も
同
寺
に
有
し
が
、
逃
下
り
候
時
、
御
机
の
上
に
有
し
を
取
て
帰

り
、
其
後
東
長
密
寺
に
寄
附
せ
し
な
り
」
（
「
相
近
伝
」
回
想
）

胡

兆

新

未

詳

緑
陰
宛
書
翰
「
相
近
風
韻
」
七
七
頁
。
緑
陰
は
青
木
孫
太
夫
、
書
の
弟
子
。

田
斯
江
中
牟
田
斯
江
。
唐
人
町
に
住
ん
だ
。
「
文
政
中
ノ
人
俗
ニ
一
ニ
斯
江
二
ニ
曇

栄
三
四
カ
無
ク
テ
五
南
冥
ト
云
フ
」
（
「
筑
前
名
家
人
物
志
」
）

梅
野
満
雄
「
大
隈
言
道
伝
」
九
九
頁
。

井
土
周
磐
福
岡
藩
儒
者
、
字
鴻
漸
、
佐
助
、
佐
市
と
称
す
。
号
、
学
園
、
古
谷
、
鋸

渓
。
文
久
二
年
六
月
没
。
八
十
一
歳
。
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第 17号

由
と
し
て
い
る
病
は
、
研
癖
、
腰
痛
し
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
孜
々
と
し
て
書
や
音
曲
、
時

に
は
蹴
鞠
に
励
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
口
実
に
相
違
な
い
。
何
故
に
不
出
門
を
徹
し
た
の
か
、

今
の
所
後
考
に
侯
つ
ほ
か
な
い
が
、
乙
の
不
出
門
ゆ
え
に
十
二
分
に
書
・
音
曲
な
ど
の
技
を

練
磨
す
必
ゆ
と
り
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

相
近
邸
は
、
家
乙
そ
粗
末
で
あ
っ
た
が
、
庭
は
り
っ
ぱ
な
庭
で
あ
っ
た
。
西
か
ら
北
に
元

冠
防
塁
の
あ
と
を
利
用
し
た
高
さ
二
、
三
聞
の
丘
が
続
き
、
頂
に
博
多
湾
か
ら
玄
海
灘
を
見

渡
す
「
臨
韓
ム
E
を
お
き
、
そ
の
下
に
尊
敬
す
る
兼
好
法
師
を
肥
っ
た
「
徒
然
神
社
」
、
丘

の
聞
に
楽
堂
、
そ
の
下
に
稲
荷
神
社
、
退
筆
塚
。
水
雲
梅
、
吉
野
桜
、
桜
・
楓
の
林
あ
り
、

鞠
壷
あ
り
、
ま
さ
に
主
の
好
み
に
従
っ
て
「
の
ど
や
か
に
住
み
な
し
た
る
」
庭
で
あ
っ
た
。

お
の
れ
が
作
り
出
し
た
小
天
地
に
三
十
年
を
過
ご
し
た
の
で
あ
っ
た
。

訪
れ
る
人
は
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
書
や
歌
の
門
人
た
ち
、
そ
の
中
に
は
幼
か
っ
た
言

道
も
い
る
。
音
楽
の
仲
間
た
ち
、
藩
医
の
岸
原
養
元
、
剣
術
家
業
の
三
宅
源
八
も
い
る
。
そ

の
人
柄
を
愛
し
た
藩
公
近
侍
の
梶
原
景
翼
も
い
る
。
仙
庄
も
訪
れ
た
。
し
か
し
い
か
に
有
能

の
人
が
訪
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
そ
れ
は
微
風
に
す
ぎ
ず
、
趣
味
に
埋
没
し
て
い
た
相
近
の
も

と
に
は
新
し
い
時
代
の
風
は
吹
い
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

有明工業高等専門学校紀要

わ

お

り

さ
て
、
相
近
の
業
を
、
書
、
画
、
和
歌
、
音
楽
と
見
て
き
た
が
、
一
応
ま
と
め
て
お
く
。

相
近
は
、
学
・
芸
と
も
に
元
初
の
み
を
尚
ん
だ
。
中
ご
ろ
、
後
世
を
発
展
の
様
相
と
し
て

と
ら
え
ず
に
衰
退
、
堕
落
と
だ
け
考
え
た
。
お
の
れ
が
現
在
生
き
て
い
る
現
代
を
見
る
視
点

に
は
欠
け
て
い
た
。
学
び
の
方
法
と
し
て
は
、
い
に
し
え
の
先
賢
の
遺
著
に
よ
っ
て
繰
り
返

し
試
行
を
重
ね
て
身
に
つ
け
、
そ
の
上
で
独
自
の
ス
タ
イ
ル
を
発
明
し
よ
う
と
し
た
。
到
達

し
た
と
乙
ろ
は
と
い
え
ば
、
わ
ず
か
に
書
と
音
楽
だ
け
は
一
家
を
成
し
た
と
い
え
る
。
ど
ち

ら
も
技
芸
で
あ
っ
た
。
和
歌
・
詩
文
は
先
人
の
あ
と
を
追
う
に
と
ど
ま
っ
た
。

同
時
代
を
見
渡
す
と
、
一
歳
年
下
に
香
川
景
樹
が
い
る
。
景
樹
は
相
近
の
没
年
天
保
七
年

ま
で
に
は
す
で
に
時
代
の
先
端
を
行
く
歌
学
思
想
を
明
ら
か
に
し
、
て
い
た
。
近
く
に
は
、

日
田
に
、
同
じ
亀
井
南
冥
に
学
ん
だ
十
五
歳
年
少
の
広
瀬
淡
窓
が
い
る
。
淡
窓
も
同
年
に
は

成
宜
固
に
お
い
て
新
し
く
偏
ら
な
い
文
学
観
を
説
い
て
い
た
。
乙
の
二
人
と
は
比
較
に
も
な

る
ま
い
。
所
詮
、
相
近
は
、
文
・
学
の
人
で
は
な
く
、
技
と
実
践
の
人
で
あ
っ
た
。
相
近
の

最
も
大
き
江
遺
産
は
、
景
樹
・
淡
窓
を
承
け
た
大
隈
言
道
を
そ
の
門
に
出
し
た
乙
と
で
あ
っ
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付

さ
て
、
つ
け
加
え
て
、
相
近
と
言
道
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
言
道
が
相
近
に
入
門
し

た
の
は
文
化
元
年
ど
ろ
、
言
道
八
才
前
後
の
乙
と
で
あ
っ
た
。
相
近
は
三
十
九
歳
、
長
女
鶴

子
は
言
道
よ
り
二
歳
上
の
十
歳
の
年
で
あ
っ
た
。
（
入
門
は
わ
か
ら
ぬ
が
、
後
々
ま
で
相
近

を
慕
い
続
け
た
石
松
元
啓
は
と
の
年
九
歳
で
あ
る
。
）
乙
れ
よ
り
先
、
相
近
は
長
男
旗
雄
を

四
歳
で
失
っ
た
。
乙
の
年
生
き
て
い
れ
ば
十
二
歳
で
あ
る
。
以
後
相
近
は
男
子
を
得
な
か
っ

た
。
ま
た
と
の
年
五
月
、
言
道
は
父
言
朝
を
失
っ
て
い
る
。
啄
敏
、
書
を
読
み
字
を
習
ふ

を
以
て
楽
と
し
、
嬉
戯
す
る
に
帯
を
揮
っ
て
地
上
に
大
書
す
る
」
（
梅
野
満
雄
「
大
隈
言
道

伝
」
）
男
の
子
を
、
相
近
は
並
の
弟
子
以
上
に
愛
し
た
乙
と
で
あ
ろ
う
。
言
道
も
と
の
師
を

父
の
よ
う
に
仰
い
だ
で
あ
ろ
う
。
文
化
三
年
の
相
近
母
の
死
、
そ
れ
に
続
く
不
出
門
は
、
さ

ら
に
乙
の
情
合
い
を
深
め
て
行
っ
た
だ
ろ
う
と
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
言
道
の
回
想
の
一

つ
に
「
昔
二
川
ぬ
し
に
参
居
申
候
折
柄
、
箱
崎
初
穂
と
り
に
神
主
ま
ゐ
り
候
処
、
先
生
百
銅

ば
ゆ
り
を
紙
に
包
み
封
〆
を
致
し
、
上
に
二
川
幸
之
進
と
謹
而
書
取
申
、
則
お
く
ば
り
に
被

渡
候
」
と
あ
り
、
庭
訓
と
も
い
う
べ
き
教
を
見
て
取
っ
て
い
る
。
後
に
言
道
自
身
門
人
を
取

る
よ
う
に
な
っ
て
「
波
文
字
の
つ
く
人
は
一
事
一
業
を
能
く
す
る
と
も
、
毛
の
字
の
つ
く
人

に
非
れ
ば
、
世
に
名
声
を
馳
す
る
と
と
難
し
。
血
管
へ
ば
歌
人
と
し
て
歌
も
上
手
、
学
問
も
該

博
、
人
格
も
高
尚
、
運
筆
も
優
美
と
言
は
る
る
人
に
非
れ
ば
、
完
全
の
人
と
は
思
は
れ
ず
。

歌
は
上
手
な
れ
ど
も
坐
協
同
は
な
し
。
学
問
は
あ
れ
ど
も
人
格
は
賎
劣
也
と
言
は
る
る
人
は
世

の
尊
敬
を
得
ざ
る
べ
凸
（
梅
野
「
伝
」
）
と
常
々
戒
め
た
と
伝
え
る
が
、
乙
の
時
、
相
近
が

脳
裏
に
浮
ん
で
い
た
乙
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。

言
道
が
初
め
の
師
、
相
近
か
ら
受
け
た
も
の
は
何
だ
っ
た
の
か
。
和
歌
・
詩
文
・
書
の
手

ほ
ど
き
、
後
々
ま
で
持
ち
つ
。
つ
け
た
桜
楓
へ
の
愛
、
音
曲
へ
の
好
み
、
貧
に
甘
ん
じ
る
、
人

に
接
す
る
に
わ
け
へ
だ
て
せ
ぬ
、
歌
に
お
け
る
軽
妙
な
よ
み
ぶ
り
、
現
在
の
地
を
素
材
に
用

い
る
。
後
々
ま
で
持
ち
つ
づ
け
た
も
の
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
が
、
根
本
の
所
で
「
己
レ
モ
十

二
三
年
以
前
マ
テ
ハ
、
此
木
偶
ヲ
読
テ
ソ
ア
リ
シ
」
（
「
ひ
と
り
こ
ち
」
）
と
、
旧
い
己
れ
も

ろ
と
も
師
を
否
定
し
去
っ
て
新
し
い
風
に
赴
い
た
。
書
も
初
め
は
相
近
そ
っ
く
り
の
二
川
様

で
あ
っ
た
が
、
個
性
あ
る
歌
を
詠
み
出
し
た
後
は
一
変
し
「
言
道
様
」
と
も
い
う
べ
き
風
に

変
っ
て
い
る
。
和
歌
に
お
い
て
は
師
相
近
を
は
る
か
に
越
え
た
。
景
樹
の
著
作
を
渉
猟
し
て
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四
音
の
句
が
頻
出
す
る
が
、
乙
れ
は
実
際
に
歌
わ
れ
る
際
に
は
支
障
な
い
わ
け
で
、
琴
の
組

の
影
響
も
あ
る
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。
詞
は
多
く
着
想
斬
新
で
軽
妙
酒
脱
な
愛
す
べ
き
も
の

が
多
く
見
ら
れ
、
相
近
の
詩
歌
中
で
は
最
も
よ
い
も
の
で
あ
る
。
強
ち
に
作
ろ
う
と
せ
ず
、

心
の
ま
ま
に
流
露
し
た
歌
で
、
歌
論
は
こ
の
今
様
歌
調
に
実
現
し
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
次

に
数
首
掲
げ
る
。

ま
ろ
め
す
て
た
る
去
年
の
雪
ま
た
降
る
雪
に
う
も
れ
け
り
日
影
を
は
る
の
名
に
た

て
h

猶
冬
こ
も
る
梅
か
え

大
城
の
山
や
城
の
山
ゃ
な
へ
て
霞
に
な
り
ぬ
れ
は
ゆ
き
け
に
ま
さ
る
お
も
ひ
川

昔
の
春
乙
そ
ゆ
か
し
け
れ

乙
ま
の
わ
た
り
の
瓜
つ
く
り
う
り
を
人
に
と
ら
せ
し
と
も
る
夜
あ
ま
た
に
な
り
ぬ

れ
は
瓜
を
枕
に
つ
い
ね
た
り

青
柳
の
あ
さ
み
と
り
乙
の
は
る
さ
め
に
も
え
い
て
ぬ
か
か
る
を
り
に
も
思
ひ
て
与

恋
し
き
人
の
と
へ
か
し

う
ら
め
し
ゃ
鷺
今
朝
も
あ
さ
い
を
許
さ
ぬ
う
め
か
か
b

ほ
る
月
の
夜
を
ふ
か
せ

し
我
と
は
し
ら
す
し
て

う
れ
し
や
乙
こ
に
山
陰
の
谷
の
を
か
は
の
丸
木
橋
花
見
る
人
の
た
め
に
と
て
い

か
な
る
を
ち
か
わ
た
せ
し

相
近
は
、
乙
う
し
て
新
た
に
発
明
し
た
音
曲
を
、
自
邸
で
同
好
の
士
と
共
に
し
ば
し
ば
演

奏
し
た
。
文
化
五
年
に
は
そ
れ
が
聞
え
て
藩
公
斉
清
の
御
前
で
試
楽
を
仰
付
か
る
。
一
家
を

成
し
た
こ
と
が
公
に
み
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
乙
の
折
の
乙
と
で
あ
ろ
う
か
、
帯
万
な

る
人
へ
の
書
信
が
残
っ
て
い
る
。

来
る
九
日
、
御
殿
に
て
楽
御
座
候
に
付
、
拝
借
仕
置
候
和
琴
、
琵
琶
、
等
と
も
に
内
々

御
用
借
に
相
成
候
に
付
さ
し
出
申
候
。
並
に
高
畠
氏
の
文
書
写
、
川
霧
、
帰
属
な
と
の

事
も
記
し
て
相
添
申
候
。
箱
崎
よ
り
借
申
候
益
軒
翁
の
琵
琶
と
、
御
神
庫
の
帰
腐
と
、

同
時
に
御
覧
に
入
候
事
誠
に
希
有
之
幸
と
奉
存
候
。
ー
l
（
中
略
）
｜
l
帰
．
騰
と
と
に
よ

く
な
り
候
由
に
御
座
候
。
今
様
も
御
聴
被
遊
候
。

和

琴

川

霧

富

永

琵

琶

岸

原

等

帰

属

三

宅

笛

外

山

今
様
は
、
梅
枝
二
首
、
源
八
、
辰
十
郎
う
た
ひ
申
候
。
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誠
に
希
有
之
事
に
て
、
私
数
奇
之
事
故
大
に
悦
申
候
。
｜
｜
（
下
略
）

相
近
の
喜
び
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
名
器
が
集
っ
て
い
る
乙
と
に
興
味
が
ひ
か
れ
る
。
乙

れ
も
相
近
の
楽
が
み
と
め
ら
れ
た
証
で
あ
ろ
う
。

自
邸
で
も
、
庭
の
丘
陵
の
聞
に
六
畳
ば
か
り
の
楽
堂
を
構
え
、
友
人
、
二
人
の
子
女
と
合

奏
を
楽
し
ん
だ
と
い
う
。
相
近
は
殊
の
他
琵
琶
を
好
み
「
琵
琶
は
人
に
と
り
つ
く
も
の
也
」

（
元
啓
「
伝
」
回
想
）
と
笑
っ
て
い
た
と
い
う
。
長
女
潟
守
は
琵
琶
を
、
二
女
滝
子
は
等
の

琴
を
よ
く
し
た
。
言
道
も
小
鼓
を
打
っ
た
と
伝
え
ら
れ
7

刊
の
で
、
こ
れ
に
加
わ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

辰
十
郎

養

元
源

八

源
十
郎

相
近
は
金
銭
に
悟
淡
と
し
て
貧
に
甘
ん
じ
た
人
で
あ
っ
た
。
「
初
家
尤
貧
之
也
し
と
ぞ
。

（
マ
マ
〉

然
れ
ど
も
四
人
扶
持
拾
五
石
を
以
て
、
家
内
四
人
の
食
料
を
引
、
残
る
切
米
を
、
半
ば
紙
墨
筆

の
価
に
当
、
残
り
を
以
て
、
今
日
の
雑
費
に
用
ゆ
。
常
に
足
ら
ざ
る
が
故
に
、
日
用
銭
を
三

十
日
に
繋
ぎ
分
け
用
る
に
、
自
に
三
十
四
五
銭
に
当
れ
り
。
夫
な
く
な
れ
ば
、
い
か
な
る
事

有
て
も
遣
は
ず
。
夫
故
に
畳
建
具
破
る
れ
ば
、
反
古
を
以
て
張
か
ぶ
せ
て
仕
ま
ふ
。
人
の
来

り
て
有
に
、
雨
降
ベ
く
な
れ
ば
、
と
く
帰
ら
れ
よ
、
貸
申
ベ
き
下
駄
も
傘
も
な
し
迎
、
追
返

し
け
り
。
然
ど
も
人
に
銭
三
文
借
入
に
あ
ら
ず
。
切
米
を
弟
安
永
平
作
に
頼
て
借
財
す
。
平

作
又
財
用
を
し
ら
ず
。
月
形
何
某
と
い
へ
る
人
に
、
是
を
以
て
よ
き
に
と
て
頼
む
。
月
形
是

を
受
得
て
、
出
財
す
る
に
過
不
足
を
問
事
な
し
、
言
俸
に
守
り
居
た
り
。
尤
其
比
米
価
六
銭

弐
拾
目
位
よ
り
参
拾
目
前
後
に
至
る
。
文
政
四
年
、
矢
野
幸
瑞
執
政
の
時
、
借
財
す
た
り
、

丸
所
務
と
な
り
、
銀
主
に
余
分
滞
る
分
は
書
出
候
様
に
触
達
せ
ら
る
。
舟
形
過
不
足
な
し
と

て
証
文
を
返
し
た
り
。
よ
り
て
初
て
切
米
の
余
計
有
事
を
知
り
、
夫
よ
り
畳
を
替
、
人
並
の

家
に
成
き
。
」
（
元
啓
「
伝
」
）
と
伝
え
る
。

相
近
四
十
歳
の
文
化
元
年
、
母
が
亡
く
な
っ
た
。
「
其
時
は
青
竹
の
大
き
杖
を
突
き
て
、

葬
を
送
れ
る
を
見
し
以
後
は
、
閉
戸
せ
る
也
と
、
同
時
の
老
人
ど
も
言
へ
り
。
」
（
元
啓

「
伝
」
）
乙
の
時
以
来
終
生
門
を
出
な
か
っ
た
と
伝
え
る
。
藩
公
斉
清
、
世
子
長
薄
に
召
さ

れ
た
時
も
病
気
と
称
し
て
伺
候
せ
ず
、
家
業
は
家
で
勤
め
た
と
い
う
。
試
楽
の
折
も
、
自
邸

で
練
習
を
し
た
が
自
身
は
出
向
か
ず
、
天
保
六
年
そ
の
勤
を
賞
し
て
二
石
加
増
（
十
六
石
四

人
扶
持
）
さ
れ
た
が
「
此
時
も
疾
を
以
て
出
ず
。
族
人
を
し
て
、
代
り
て
命
を
請
く
る
事
を

得
せ
し
め
給
ふ
。
是
又
特
礼
也
と
い
ふ
」
（
元
啓
「
伝
」
）
と
い
う
徹
底
ぷ
り
で
あ
っ
た
。
理

- 32ー



し
問
、
相
近
が
詩
若
干
首
書
た
る
を
見
せ
し
に
、
晋
師
大
に
感
心
し
て
、
圏
点
を
加
る
物
、

数
首
な
れ
ど
も
、
悦
ば
れ
ず
。
己
を
も
弟
子
に
せ
ん
と
て
だ
ま
し
た
る
也
と
笑
は
れ
し
が
、

其
詠
草
誰
持
行
し
ゃ
、
与
へ
ら
れ
し
物
に
や
、
紛
失
し
た
る
位
也
」
（
元
啓
「
伝
」
回
想
）

と
い
っ
た
程
度
だ
っ
た
ら
し
い
。
つ
い
で
な
が
ら
相
近
に
は
「
題
墨
菊
寿
菅
茶
山
翁
円
の
詩

あ
る
。

第 17号

音
楽
は
、
相
近
が
書
に
次
い
で
力
を
注
い
だ
芸
で
あ
る
。
楽
に
ふ
れ
た
の
は
安
永
の
乙
ろ

十
代
で
あ
っ
た
。

ま
た
此
頃
（
安
永
）
姪
浜
に
江
雲
と
い
ふ
法
師
の
あ
り
け
る
が
、
甘
州
、
陵
王
を
し
れ

り
し
か
、
み
つ
か
ら
い
ふ
や
う
、
乙
の
甘
州
、
陵
王
の
二
曲
を
学
ひ
え
た
ら
ん
人
に
は

わ
か
も
た
る
笛
を
授
く
へ
し
と
。
僕
や
か
て
乙
の
法
師
に
し
た
か
ひ
て
此
二
曲
を
っ
た

へ
た
り
。
か
く
て
そ
と
は
く
の
年
を
経
て
、
巌
島
の
伶
人
、
熊
野
氏
来
り
し
を
、
極
楽

寺
に
と
〉
め
お
き
て
、
と
も
と
ち
い
さ
な
ひ
っ
と
へ
て
学
ひ
し
に
、
三
管
、
太
鼓
、
八

十
余
曲
を
伝
へ
た
り
。
｜
｜
（
略
）
｜
｜
其
後
山
城
岡
崎
の
楽
を
好
め
る
人
、
月
照
と
い

へ
る
法
師
、
僕
を
訪
ひ
た
り
。
其
わ
さ
を
試
る
に
、
管
絃
歌
物
に
す
く
れ
た
る
人
な
り

し
か
は
、
ま
た
極
楽
寺
に
や
と
ら
せ
つ
つ
、
日
に
／
＼
友
と
ち
う
ち
っ
と
へ
て
、
そ
か

し
れ
る
わ
さ
の
か
き
り
を
学
え
し
か
は
、
員
原
翁
の
伝
へ
ら
れ
し
京
か
た
の
音
楽
に
か

へ
り
、
三
絃
の
し
ら
へ
弾
法
も
し
ら
れ
、
翁
の
識
し
お
か
れ
た
る
音
楽
記
聞
も
、
つ
は

ら
か
に
し
ら
れ
ぬ
。
｜
｜
（
下
略
）
〈
「
古
楽
に
関
す
る
記
事
」
）

器
楽
の
演
奏
の
習
得
は
、
書
の
学
び
と
は
異
っ
て
師
に
つ
い
て
い
る
が
、
技
の
師
に
す
ぎ

ぬ
と
い
う
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。
書
に
お
い
て
求
め
た
口
訣
と
似
て
い
る
。
そ
し
て
、
益
軒
の

著
に
基
い
て
、
自
力
で
、
益
軒
の
昔
に
帰
し
た
の
で
あ
っ
た
。
乙
乙
に
も
尚
古
の
思
想
が
見

ら
れ
る
。

技
法
を
手
に
し
た
相
近
は
三
十
四
歳
の
乙
ろ
、
音
楽
の
研
究
に
と
り
か
か
っ
た
。

凡
声
を
引
は
皆
こ
の
阿
の
行
に
ゆ
く
な
り
。
｜
｜
〈
中
略
）
｜
｜
今
五
調
子
の
律
を
も
て

阿
の
行
に
そ
れ
／
＼
に
配
し
て
古
寄
に
節
を
撃
て
歌
ふ
に
、
自
な
る
あ
ゃ
な
し
て
け

り
。
乙
れ
そ
我
憐
才
も
な
く
、
声
も
よ
か
ら
ぬ
愚
な
る
身
の
う
た
ひ
物
に
は
ふ
さ
は
し

き
わ
さ
な
め
る
と
、
や
か
て
譜
し
て
歌
ひ
も
の
し
っ
。
（
「
樵
唱
新
唱
譜
」
序
）

声
を
長
く
引
け
ば
す
べ
て
ア
行
の
音
と
な
る
。
ア
行
の
音
の
そ
れ
そ
れ
に
五
調
子
の
音
を

配
し
て
、
古
一
昔
を
あ
て
は
め
た
と
乙
ろ
、
お
の
ず
か
ら
美
し
い
節
が
で
き
た
、
と
い
う
の
だ

が
、
詞
章
に
よ
っ
て
音
が
き
ま
る
の
で
万
に
一
つ
く
ら
い
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
、
他
の
要
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素
も
あ
る
の
で
難
し
か
ろ
う
。
尚
古
を
誇
張
し
す
ぎ
て
い
る
嫌
い
は
あ
る
が
、
乙
の
作
曲
法

も
、
何
で
も
試
し
て
み
よ
う
と
す
る
相
近
の
方
法
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。

音
楽
の
中
で
も
相
近
は
今
様
を
好
ん
で
い
た
。

今
様
の
は
し
め
、
さ
た
か
な
ら
す
。
さ
れ
と
今
世
に
、
手
習
人
の
は
し
め
に
物
せ
る
、

い
ろ
は
の
う
た
、
ま
さ
し
く
今
様
の
こ
と
は
な
れ
。
乙
の
い
ろ
は
、
高
野
大
師
の
つ
く

れ
る
と
い
ひ
伝
れ
は
、
今
の
京
の
は
し
め
に
も
あ
り
し
か
。
ま
た
大
師
、
同
し
文
字
な

き
歌
を
つ
く
り
て
、
越
天
楽
に
填
詞
し
て
、
童
稚
に
文
字
の
運
法
、
結
構
を
も
教
へ
、

仏
意
を
も
轍
し
、
ま
た
歌
ひ
物
と
も
な
し
て
、
五
声
、
六
律
、
節
拍
、
声
調
を
も
、
し

ら
し
め
し
な
ら
ん
。
｜
｜
（
中
略
）
｜
｜
此
填
詞
い
で
き
た
り
て
、
越
天
楽
の
拍
節
に
て

う
た
へ
る
を
、
今
様
の
う
た
ひ
も
の
と
は
名
つ
け
し
な
ら
ん
。
か
の
越
天
楽
の
音
節
さ

へ
し
れ
る
人
は
、
立
と
乙
ろ
に
吹
物
、
鼓
、
節
に
合
す
る
乙
と
を
得
し
な
れ
。
ー
ー

（
下
略
）
｜
｜
（
「
今
様
に
関
す
る
説
明
」
其
一
ヴ

弘
法
大
師
は
、
「
い
ろ
は
歌
」
を
作
っ
て
、
越
天
楽
の
旋
律
に
こ
れ
を
載
せ
、
童
幼
教
化

の
た
め
歌
わ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
、
越
天
楽
の
旋
律
に
の
せ
て
歌
え
る
歌
、
乙
れ
を
今
様
と
名

付
け
た
の
で
あ
ろ
う
、
越
天
楽
の
節
さ
え
知
っ
て
い
れ
ば
、
笛
太
鼓
と
簡
単
に
合
わ
せ
る
乙

と
が
で
き
る
の
だ
。
ま
た
乙
う
も
言
っ
て
い
る
。

つ
く
し
か
く
を
、
筑
紫
固
な
る
法
水
と
い
ふ
法
師
、
八
橋
検
校
と
い
ふ
瞥
者
と
か
た
ら

ひ
て
、
此
歌
を
、
琴
の
組
と
い
ふ
物
と
は
な
せ
し
と
な
ん
。
乙
の
く
み
と
い
ふ
も
の
も

越
殿
楽
の
填
詞
な
り
。
此
組
も
、
七
言
よ
り
う
た
ひ
い
た
せ
は
、
今
様
と
閉
じ
も
の
な

る
べ
し
。
今
益
軒
翁
の
京
都
に
て
伝
へ
ら
れ
し
音
楽
記
聞
と
、
其
譜
に
載
ら
れ
た
る
梅

枝
の
譜
と
、
玄
上
と
い
ふ
猿
楽
の
歌
物
の
辞
と
を
考
合
せ
て
節
奏
を
さ
た
め
つ
弘
、
月

華
の
を
り
に
ふ
れ
て
は
、
を
乙
と
か
き
な
ら
し
、
必
や
し
き
声
し
て
う
た
ひ
た
る
｜
｜

（
下
略
）

l
（
「
今
様
に
関
す
る
説
明
」
其
一
よ
ふ

h
現
在
黒
田
武
士
と
し
て
流
行
し
て
い
る
筑
前
今
昔
、
相
近
が
雅
楽
の
越
天
楽
も
詐

し
て
」
作
っ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
相
近
は
筑
紫
古
楽
復
活
の
願
い
と
大
師
賛
仰
の

念
か
ら
、
先
述
の
作
曲
法
に
基
い
て
、
他
の
曲
譜
と
考
え
合
せ
て
繰
返
し
唱
っ
て
は
洗
練
し

作
り
あ
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。

乙
の
旋
律
に
の
せ
る
べ
き
「
填
詞
」
今
様
歌
詞
を
相
近
は
多
く
作
っ
た
。
か
の
有
名
な

「
花
よ
り
あ
く
る
三
吉
野
の
春
の
曙
見
せ
た
ら
ば
か
ら
く
に
人
も
と
ま
人
も
大
倭
心
に

な
り
ぬ
べ
し
」
と
い
う
今
様
も
、
頼
山
陽
の
作
と
誤
ぶ
さ
れ
て
い
る
が
、
相
近
作
で
あ
る
と

い
う
。
相
近
の
作
っ
た
今
様
歌
詞
は
「
鴫
の
羽
根
か
ち
に
集
め
ら
れ
て
い
る
。
中
に
六
音
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の
な
め
り
。
歌
人
等
、
人
に
か
た
む
な
と
思
ふ
心
、
題
に
か
な
ふ
や
か
な
は
し
ゃ
、
め

つ
ら
し
詞
、
あ
ら
た
な
る
趣
を
も
と
め
、
ま
た
お
ほ
つ
か
な
し
な
と
、
さ
ま
／
＼
に
乙
〉

ろ
く
た
け
て
、
も
の
に
感
す
る
い
と
ま
さ
へ
な
く
な
り
て
、
ひ
た
ふ
る
に
巧
を
の
み
も

と
め
て
、
つ
い
に
は
名
を
も
と
め
、
芸
を
あ
ら
そ
ひ
て
、
あ
ら
ぬ
乙
と
に
な
り
も
て
行

け
り
。
そ
れ
か
ん
し
た
る
を
う
た
ひ
て
と
そ
、
あ
は
れ
な
る
も
あ
る
へ
き
に
、
感
す
る

乙
乙
ろ
な
く
て
、
い
か
て
か
よ
き
う
た
い
で
き
た
ら
ん
。
あ
か
れ
る
世
の
う
た
の
あ
り

の
ま
ま
に
て
、
い
と
物
に
せ
ち
な
る
乙
そ
、
め
で
た
き
う
た
と
は
い
ふ
へ
け
れ
。
か
く

い
へ
ら
は
、
歌
は
学
は
て
も
よ
み
ぬ
へ
き
や
う
な
れ
と
、
さ
に
は
あ
ら
し
。
世
々
た
ち

て
そ
の
言
の
葉
玉
の
緒
の
す
ち
／
＼
も
、
え
た
と
り
か
た
く
、
心
の
み
や
ひ
な
る
、
ひ

な
ひ
た
る
も
、
わ
き
ま
へ
か
た
け
れ
は
、
古
歌
の
巻
々
と
こ
と
の
は
の
け
ち
め
と
、
つ

は
ら
に
し
ら
さ
れ
は
、
今
の
世
に
て
歌
は
え
よ
み
う
る
事
か
た
か
る
へ
し
。
ま
た
人
の

さ
え
あ
る
、
さ
え
な
き
の
わ
か
ち
あ
れ
は
、
さ
え
あ
る
人
は
う
た
を
よ
み
、
な
き
人
は

た
h
古
歌
を
お
ほ
え
お
き
て
、
そ
の
お
り
に
ふ
れ
て
う
た
ひ
た
ら
ん
は
、
よ
か
ら
ぬ
歌

を
よ
み
い
て
ん
よ
り
は
、
い
と
／
＼
ま
さ
り
た
る
わ
さ
な
ら
す
や
。
ま
た
歌
よ
ま
ん
人

は
、
人
に
か
つ
乙
乙
ろ
と
、
巧
を
も
と
む
る
乙
と
訟
を
お
き
て
、
た
た
言
の
は
の
道
に

カ
を
い
れ
、
花
と
り
の
い
ろ
ね
に
、
乙
乙
ろ
を
く
た
き
な
は
、
今
の
人
の
乙
乙
ろ
も
、

は
た
古
の
人
の
乙
乙
ろ
な
ら
む
。
か
く
て
よ
み
い
て
た
る
は
、
す
な
ほ
に
し
て
み
や
ひ

。。

な
る
へ
し
。
（
作
歌
心
得
其
一
〉

歌
は
物
事
に
感
動
し
た
真
心
か
ら
自
然
に
う
た
い
出
す
も
の
で
あ
り
、
よ
ろ
と
び
か
な
し

み
を
述
べ
る
事
に
よ
っ
て
お
の
が
じ
し
た
の
し
み
心
を
な
ぐ
さ
め
る
も
の
で
あ
る
、
中
ご
ろ

題
詠
と
い
う
乙
と
が
始
り
優
劣
を
競
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
歌
で
な
く
な
っ
た
、
上
代
の
、

実
情
を
切
に
表
わ
し
た
歌
乙
そ
す
ば
ら
し
い
歌
で
あ
る
、
し
か
ら
ば
切
な
る
真
心
を
表
わ
す

だ
け
で
歌
に
な
る
か
、
手
本
と
す
べ
き
上
代
の
歌
か
ら
時
代
を
経
た
現
代
は
、
乙
と
ば
の
筋

が
理
解
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
、
み
や
び
・
ひ
な
び
の
弁
別
も
む
つ
か
し
く
な
っ
て
い
る
、

だ
か
ら
古
歌
集
と
こ
と
ば
の
け
じ
め
と
を
詳
し
く
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
、
さ
て
実
際
に
当
っ

て
は
、
才
の
な
い
人
は
古
歌
を
記
憶
し
て
お
い
て
折
に
ふ
れ
て
歌
っ
た
方
が
下
手
な
歌
を
よ

む
よ
り
よ
ほ
ど
勝
っ
て
い
る
。
乙
れ
で
相
近
の
和
歌
観
は
お
お
よ
そ
見
当
が
つ
く
。
和
歌
の

本
質
と
い
い
学
び
の
方
法
と
い
い
旧
説
を
一
歩
も
出
な
い
。

a治

家
集
に
「
聴
雨
録
稿
」
「
松
蔭
歌
集
」
が
あ
り
、
歌
稿
も
多
く
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
山
里
和
歌
集
」
「
徒
然
集
」
に
も
若
干
を
収
め
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
文
政
末
成
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
「
水
雲
梅
詩
歌
巻
」
で
あ
る
。
庭
前
の
水
雲
梅
と
名
づ
け
ら
れ
た
梅
花
を
詩
友

近中日
ー
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・
歌
友
と
詠
ん
で
一
巻
に
し
た
も
の
で
、
大
伴
旅
人
邸
の
「
梅
華
語
の
宴
」
を
初
御
さ
せ
る

と
共
に
、
大
隈
言
道
の
「
博
多
福
岡
ニ
ス
ミ
ナ
ガ
ラ
、
其
地
ヲ
ヨ
メ
ル
ウ
タ
当
世
ス
ク
ナ
キ

ハ
何
ソ
」
（
「
ひ
と
り
乙
ち
」
）
と
い
う
実
景
を
重
ん
ず
る
と
と
ば
を
想
起
さ
せ
る
。
乙
の
歌

巻
の
ち
な
み
に
、
中
に
は
言
道
の
歌
も
入
っ
て
い
る
。

次
に
作
歌
の
中
か
ら
数
首
揚
げ
て
お
く
。

秋

語

山
里
は
秋
の
は
て
乙
そ
い
と
な
け
れ
し
く
れ
ぬ
程
の
落
葉
か
く
と
て

春

歌

乙
の
朝
け
か
す
み
そ
め
た
り
さ
や
か
な
る
高
嶺
の
雪
も
み
え
ぬ
ば
か
り
に

当
門
竹
勝
廉

た
ま
す
だ
れ
か
け
た
る
や
と
の
心
地
し
て
竹
に
い
さ
よ
ふ
月
を
見
る
か
な

惜
華
不
掃
地

ち
る
花
も
庭
の
芥
と
な
り
は
て
で
す
き
に
し
春
は
か
た
み
た
に
な
し

答
石
松
元
啓

と
し
を
へ
て
な
ほ
わ
け
迷
ふ
敷
島
の
道
の
た
つ
き
を
誰
に
聞
は
ま
し
（
元
啓
）

よ
こ
し
ま
の
思
ひ
し
な
く
は
敷
島
の
道
の
ゆ
く
て
は
お
の
か
ま
に
ま
に

水
雲
梅
詩
歌

昔
人
殖
梅
。
有
煙
其
幸
。
惟
清
惟
白
。
名
目
水
雲
。

梅
の
花
匂
は
さ
り
せ
は
を
ち
か
た
の
み
つ
か
雲
か
の
曙
の
空
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相
近
は
、
詩
文
に
お
い
て
幼
時
、
藩
儒
亀
井
南
冥
に
つ
い
た
。
才
子
と
称
せ
ら
れ
た
と
い

う
。
元
啓
は
回
想
で
「
十
一
歳
に
て
書
れ
た
る
文
章
と
て
、
人
の
も
て
来
る
を
見
て
、
自
ら

何
事
と
も
分
ら
ず
、
併
今
は
是
程
も
出
来
、
ず
と
笑
は
る
。
元
啓
も
行
合
せ
て
見
た
り
。
文
は

世
に
云
青
砥
左
衛
門
が
滑
川
の
事
也
。
其
比
の
銭
を
以
て
す
れ
ば
、
五
六
銭
と
て
、
等
閑
に

す
べ
き
に
あ
ら
ず
、
夫
に
合
せ
て
は
松
明
の
料
高
価
也
、
其
事
を
委
し
く
論
じ
て
、
字
数
凡

三
百
字
計
な
り
き
。
｜
｜
（
略
）
｜

l
又
、
野
村
執
政
の
海
亭
に
や
、
詩
会
有
し
。
題
は
中
秋

賞
月
に
て
、
亀
南
冥
を
会
頭
と
し
て
、
十
人
計
の
懐
紙
あ
り
。
南
冥
が
の
は
元
よ
り
言
迄
も

無
、
残
の
十
余
枚
の
中
、
栢
近
と
豆
太
郎
の
と
こ
枚
勝
れ
て
見
事
也
き
。
其
時
相
近
十
五
六

歳
、
豆
十
一
二
歳
也
。
其
他
は
見
に
た
ら
ず
」
と
早
熟
ぶ
り
を
物
語
っ
．
て
い
る
。
詩
も
か
な

り
よ
く
し
た
が
、
さ
ほ
ど
熱
心
で
は
な
か
っ
た
模
様
で
あ
る
。
「
詩
は
歌
程
に
熱
心
せ
ら
れ

ざ
り
し
に
や
、
書
留
ら
れ
た
る
物
少
し
。
竹
田
貞
之
亙
定
謀
、
備
後
菅
多
中
が
元
に
遊
学
せ
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に
近
衛
様
に
書
れ
た
り
」
（
石
松
元
啓
「
二
川
相
近
伝
」
回
想
）
と
い
う
ぐ
あ
い
で
あ
っ

た
υ

晩
年
は
書
風
も
一
変
し
た
と
い
う
が
、
習
練
は
生
涯
続
け
ら
れ
た
。
晩
年
の
逸
話
が
あ

る
。
「
或
時
行
て
閑
話
せ
し
時
、
人
も
あ
ら
ざ
り
け
れ
ば
、
其
帯
の
先
よ
り
、
三
、
四
す
の

筆
の
軸
の
切
た
る
を
出
し
て
見
せ
、
朝
夕
机
に
の
ぞ
ま
ざ
る
の
問
、
又
無
用
の
客
来
り
て
、

長
話
を
す
る
時
、
尤
長
夜
に
て
、
寝
覚
せ
し
時
杯
、
是
を
ひ
ね
り
て
、
人
し
れ
ず
筆
法
を
習

練
す
る
と
い
へ
共
、
其
志
を
得
ず
と
歎
息
せ
ら
れ
き
。
」
（
元
啓
「
伝
」
回
想
）
と
。
と
れ
が

六
十
余
歳
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。

相
近
は
書
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
論
じ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
窺
う
と
、
中
国
で
は
説
晋

の
書
、
中
で
も
鍾
元
常
、
王
義
之
を
、
日
本
で
は
弘
法
大
師
の
み
を
と
、
上
代
の
人
を
敬
い

顔
真
卿
以
後
の
後
代
の
書
は
「
あ
ら
ぬ
さ
ま
」
と
し
て
斥
け
、

唯
々
正
始
の
致
を
不
失
墜
よ
り
外
之
心
得
は
有
之
ま
し
く
奉
存
候
。
さ
れ
ば
人
を
学
ふ

は
世
を
学
に
し
か
し
と
、
例
の
不
遜
御
用
舎
奉
願
候
。
（
「
緑
蔭
宛
書
簡
」
）

と
古
代
を
尚
ぶ
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

乙
の
論
と
大
師
真
筆
臨
事
に
見
ら
れ
る
、
古
へ
を
尚
ぷ
乙
と
と
諸
書
を
博
捜
読
破
し
て
実

地
に
行
い
自
力
で
会
得
す
る
乙
と
と
が
、
相
近
の
生
涯
、
す
べ
て
の
学
芸
に
わ
た
る
学
び
の

方
法
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
他
人
と
違
う
所
は
、
長
年
月
に
わ
た
っ
て
倦
ま
ず
た
ゆ
ま
ず
、
疑

い
を
抱
か
ず
反
復
努
力
し
た
乙
と
で
あ
っ
た
。
も
う
一
つ
、
習
得
し
た
上
は
そ
れ
に
な
ず
ま

ず
自
在
に
応
用
、
個
性
的
な
味
を
出
し
た
と
と
で
あ
っ
た
。

な
お
、
書
の
は
じ
め
の
師
に
つ
い
て
は
大
隈
言
道
が
「
田
斯
江
は
二
川
相
近
翁
の
書
の
師

乙
の
人
書
を
よ
く
し
て
、
亀
井
道
載
先
生
も
、
そ
の
子
昭
陽
先
生
を
は
じ
め
と
し
て
、
子
は

残
ら
ず
斯
江
の
弟
子
と
す
。
：
：
：
」
と
言
っ
て
い
る
が
相
近
自
身
が
斯
江
に
つ
い
て
言
及
し

た
資
料
は
見
当
ら
な
い
。

相
近
は
画
も
描
い
た
。
余
枝
に
す
ぎ
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
四
君
子
、
山
水
、
桜
楓
を
よ

く
し
た
。
幼
少
の
折
に
池
大
雅
門
人
、
蓬
平
山
人
な
る
者
に
秘
訣
を
受
け
た
と
伝
え
る
が
、

「
画
竹
譜
の
書
、
其
名
を
失
す
。
（
実
は
蘇
東
披
「
青
在
堂
画
竹
浅
読
」
）
唐
本
に
し
て
尤

読
難
し
。
井
土
周
磐
を
し
て
読
し
め
給
ふ
。
読
事
は
よ
む
と
い
へ
と
も
、
画
法
を
し
ら
ね
ば

其
事
を
解
せ
ず
。
又
相
近
を
し
て
読
し
め
給
ふ
。
相
近
是
を
読
に
、
其
事
を
詳
解
す
。
公
悦

せ
給
ひ
て
、
終
に
国
字
解
を
作
ら
し
め
給
ふ
。
」
（
元
啓
「
伝
」
回
想
）
と
い
う
事
が
あ
っ
て

画
業
が
進
ん
だ
と
い
う
。
画
も
亦
、
白
か
ら
会
得
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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相
近
は
幼
い
時
か
ら
田
尻
松
屋
に
つ
い
て
和
歌
を
学
ん
だ
。

我
筑
紫
に
て
百
年
は
か
り
乙
な
た
に
、
歌
文
を
物
せ
し
人
は
梅
屋
、
南
冥
の
二
翁
そ
す

く
れ
た
る
人
と
は
い
ふ
へ
し
。
僕
幼
き
時
よ
り
こ
の
二
翁
に
し
た
が
ひ
て
其
道
を
聞
し

に
、
｜
｜
（
略
）
｜
｜
員
原
翁
の
、
歌
は
万
葉
を
む
ね
と
し
、
詩
は
唐
詩
を
よ
し
と
い
は

れ
し
に
、
此
二
翁
の
教
に
よ
く
か
な
へ
り
。
｜
｜
（
略
）
｜
｜
そ
も
温
厚
和
平
は
詩
の
教

て
ふ
乙
と
の
外
に
此
道
の
あ
る
ぺ
し
ゃ
。
｜
｜
（
略
）
｜
｜
（
「
筑
紫
風
巻
之
第
ご
序
）

梅
屋
か
ら
は
万
葉
集
を
主
に
習
っ
た
ら
し
い
乙
と
、
温
厚
和
平
を
旨
と
し
た
乙
と
、
後
ま

で
慕
っ
て
い
た
乙
と
が
知
ら
れ
る
。
い
つ
ま
で
師
事
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
梅
屋
は
相
近

二
十
三
歳
の
寛
政
元
年
、
鈴
屋
に
入
門
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
の
弟
子
ら
し
い
。
が
、
相

近
に
は
直
接
本
居
宣
長
に
点
を
受
け
た
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
し
、
官
一
長
一
周
思
、
大
平
六

十
賀
に
も
歌
を
寄
せ
て
い
る
の
で
、
梅
屋
を
通
じ
て
何
か
鈴
屋
門
と
関
係
が
あ
っ
た
ら
し
い

が
は
っ
き
り
し
な
い
。
梅
屋
に
つ
い
て
い
た
乙
ろ
の
学
び
に
つ
い
て
も
判
然
と
し
な
い
が
、

う
た
よ
ま
む
人
は
、
唯
上
世
の
歌
を
あ
さ
よ
ひ
に
み
お
ほ
え
て
、
辞
も
心
も
古

P人
と

な
れ
る
の
み
そ
、
と
の
歌
の
を
し
へ
そ
か
し
。
（
作
歌
心
得
其
三
）

「
和
歌
は
新
体
ヲ
イ
ト
ヒ
、
万
葉
古
今
ノ
風
ニ
従
ヘ
リ
」
（
梶
原
景
翼
「
二
川
相
近
伝
」
）

と
、
万
葉
古
今
に
つ
い
て
大
師
真
蹟
と
同
様
に
研
鎖
を
積
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
後
年
も
「
歌

は
尤
熱
心
せ
ら
れ
し
成
ベ
し
。
段
々
書
集
ら
れ
た
る
詠
草
、
家
蔵
す
」
（
元
啓
「
伝
」
回

想
）
と
力
を
注
い
だ
よ
う
だ
が
、
「
常
に
い
は
れ
け
る
は
、
歌
は
今
少
し
安
き
物
な
ら
ば
宜

し
け
れ
ど
も
、
余
り
六
ケ
敷
く
て
閉
口
也
と
い
わ
れ
し
」
〈
元
啓
「
伝
」
回
想
）
と
至
ら
な

き
を
歎
く
よ
り
む
し
ろ
あ
き
ら
め
た
風
で
あ
る
。

で
は
、
ど
う
い
う
和
歌
観
を
も
っ
て
い
た
か
。
相
近
は
歌
論
め
い
た
文
を
い
く
つ
か
残
し

て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
、
最
も
ま
と
ま
っ
て
い
る
も
の
を
一
つ
次
に
掲
げ
る
。

い
に
し
へ
の
う
た
は
、
あ
り
と
あ
る
物
に
感
し
て
し
ら
す
／
＼
う
た
ひ
い
た
す
物
な
れ

は
、
そ
の
感
せ
る
心
真
心
に
し
て
、
其
感
せ
る
も
の
も
ま
こ
と
の
物
な
れ
は
、
す
な
ほ

に
し
て
あ
は
れ
な
り
。
い
に
し
へ
の
人
は
、
乙
込
ろ
直
く
し
て
は
た
み
や
ひ
た
る
か
、

も
の
に
ふ
れ
て
感
し
あ
ひ
っ
、
へ
と
ゑ
と
な
り
て
い
て
た
れ
は
、
さ
り
ぬ
へ
き
乙
と
な

め
り
。
後
の
世
の
う
た
は
、
心
と
も
の
と
は
あ
た
し
も
の
と
な
り
て
、
歌
を
も
は
ら
と

す
る
か
ら
に
、
ひ
な
ひ
に
し
て
、
乙
と
ろ
く
た
／
＼
し
。
い
か
に
と
な
れ
は
、
月
花
の

を
り
に
ふ
れ
、
山
川
の
け
し
き
を
め
て
、
よ
ろ
乙
ひ
か
な
し
ひ
を
の
へ
て
、
お
の
か
し

し
の
た
の
し
み
と
な
し
て
、
乙
乙
ろ
を
な
く
さ
む
る
わ
さ
な
る
に
、
う
ち
っ
と
ひ
て
く

さ

1
1の
題
を
よ
み
い
て
つ
＼
そ
の
よ
し
あ
し
を
く
ら
で
つ
い
に
は
、
あ
ら
そ
ひ

の
は
し
と
な
り
け
る
こ
そ
、
心
を
や
は
ら
く
る
て
ふ
道
と
は
、
い
と
／
＼
乙
と
な
る
も

- 29ー
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相
近
は
、
通
称
幸
之
進
、
号
を
松
蔭
・
筆
里
・
嬰
風
と
い
っ
た
。
明
和
四
年
（
一
七
六

七
）
十
一
月
二
十
四
日
、
筑
前
福
岡
藩
御
料
理
人
二
川
相
直
の
長
子
と
し
て
析
木
屋
（
ま
す

ご
や
）
町
（
現
福
岡
市
中
央
区
唐
人
町
二
丁
目
〉
に
生
れ
た
。
幼
時
か
ら
、
詩
文
を
亀
井
南

冥
に
、
和
歌
を
田
尻
梅
屋
に
学
ん
だ
。
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
家
督
相
続
、
御
料
理
人
家

業
と
な
る
。
乙
れ
以
後
、
書
を
好
み
励
ん
だ
果
が
顕
わ
れ
て
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
二

十
八
歳
の
時
、
「
手
跡
宜
ニ
付
家
業
替
被
仰
付
書
家
一
代
家
業
に
被
仰
付
」
と
書
家
士
員
に

転
ぜ
ら
れ
た
。
以
後
、
書
、
画
、
和
歌
、
音
楽
な
ど
諸
種
の
学
芸
に
励
ん
だ
が
、
文
化
元
年

（
一
八

O
四
）
か
ら
門
を
閉
ざ
し
て
一
歩
も
外
へ
出
ず
、
不
出
門
の
ま
ま
没
し
た
と
い
う
。

享
年
七
十
才
。
賀
子
（
す
の
乙
〉
町
円
応
寺
（
現
福
岡
市
中
央
区
大
手
門
二
丁
目
）
に
葬
ら

れ
た
。
法
名
を
「
松
蔭
審
阿
居
士
」
と
い
う
。

中日JI! 

相
近
は
多
才
の
人
で
あ
っ
た
。
書
・
画
・
和
歌
・
詩
文
・
音
曲
多
方
面
に
わ
た
っ
て
造
詣

深
か
っ
た
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

相
近
が
生
涯
を
通
じ
て
も
っ
と
も
力
を
傾
け
た
の
は
書
で
あ
っ
た
。
後
年
、
若
い
日
の
書

へ
の
あ
乙
が
れ
と
一
途
の
学
習
を
次
の
よ
う
に
ふ
り
か
え
っ
て
い
る
。

わ
か
十
六
歳
な
り
し
と
し
の
秋
、
ち
、
ふ
き
み
東
に
行
給
ひ
ぬ
。
そ
の
冬
の
は
し
め
に
、

玉
っ
さ
の
つ
か
ひ
き
た
り
て
、
ね
も
乙
ろ
の
を
し
へ
乙
と
も
、
か
ひ
つ
け
て
給
ふ
か
な

か
に
、
も
の
か
く
わ
さ
の
と
と
と
も
、
あ
け
つ
ら
ひ
給
ふ
て
、
お
く
に
、
今
の
世
の
か

き
さ
ま
は
、
い
と
与
は
し
た
な
く
乙
そ
あ
れ
。
と
に
か
く
、
上
つ
よ
の
も
し
こ
そ
、
や

さ
し
く
み
や
び
た
れ
。
さ
れ
は
、
乙
の
い
し
つ
り
の
手
本
を
お
乙
す
と
て
、
明
、
活
文

明
か
、
草
訣
弁
疑
を
そ
、
お
乙
せ
給
ふ
け
る
。
か
く
て
、
そ
の
い
し
つ
り
を
、
朝
夕
に

ま
な
ひ
た
れ
と
、
を
し
ゆ
る
人
と
で
な
く
、
ま
た
、
か
か
る
あ
か
れ
る
手
な
ら
う
へ
き

さ
え
も
な
け
れ
は
、
せ
ん
す
へ
な
く
な
ん
、
と
し
つ
き
を
お
く
り
け
る
。
そ
れ
よ
り
ま

へ
っ
か
た
に
、
人
の
も
た
り
し
、
聖
教
序
、
淳
化
閣
帖
、
塵
鶴
銘
、
鍾
鯨
季
直
表
な
と

い
ふ
い
し
つ
り
の
手
本
を
見
た
る
に
、
心
も
そ
ら
に
な
り
て
、
乙
れ
ら
の
手
本
花
、
あ

く
か
れ
た
り
。
さ
れ
と
、
い
へ
ま
つ
し
け
れ
は
、
か
か
る
物
と
も
を
、
う
へ
き
手
た
て

も
な
く
な
ん
あ
り
け
る
に
、
母
き
み
、
あ
は
れ
と
お
ほ
し
て
、
家
に
あ
る
物
と
も
を
う

り
て
、
緯
帖
、
聖
教
序
を
、
か
ひ
て
給
ひ
け
る
を
、
手
本
と
し
て
な
ら
ひ
け
れ
ど
、
は

た
世
に
た
く
ひ
な
く
、
才
な
き
身
に
し
あ
れ
は
、
一
つ
も
か
き
う
る
事
そ
な
か
り
け

る
。
さ
れ
と
す
け
る
心
は
、
自
に
ま
し
で
あ
り
け
れ
は
、
う
ち
お
か
す
学
ひ
ぬ
o
l－
－

（

下

略

〉

｜

｜

（

「

雪

の

日

々

記

」

）

そ
の
後
、
楕
遂
長
、
米
元
章
、
顔
真
卿
ら
の
法
帖
を
知
人
に
借
り
て
は
比
較
し
て
学
び
、

書
を
能
く
す
る
乙
と
の
名
も
あ
が
り
、
藩
主
斉
隆
の
御
前
で
披
露
す
る
乙
と
も
二
度
、
代
々

の
家
業
で
あ
っ
た
御
料
理
人
を
あ
ら
た
め
て
書
家
家
業
に
転
ぜ
ら
れ
る
と
と
に
な
る
。
寛
政

六
年
二
十
八
歳
の
時
で
あ
る
。
な
お
飽
く
乙
と
な
く
、
「
い
し
つ
り
は
、
か
け
を
う
っ
す
乙

と
き
物
な
れ
ば
、
真
蹟
を
学
ひ
な
は
い
か
か
あ
ら
ん
」
（
「
雪
の
日
々
記
」
）
、
法
帖
は
神
髄
を

と
ら
え
が
た
い
乙
と
に
気
付
く
。
そ
し
て
博
多
の
東
長
寺
に
弘
法
大
師
の
真
蹟
が
秘
蔵
さ
れ

て
い
る
乙
と
を
知
り
、
熱
心
に
請
う
て
こ
れ
を
毎
日
臨
事
し
た
。
そ
の
学
び
ょ
う
は
、
乙
う

で
あ
っ
た
。

初
に
も
の
せ
し
墨
本
と
は
、
い
と
〉
乙
と
か
は
り
て
、
学
ひ
か
た
く
な
ん
あ
り
け
る
。

お
も
ふ
に
、
古
の
ロ
訣
を
得
す
し
て
は
い
か
で
か
・
つ
つ
し
え
て
ん
、
そ
の
法
を
か
け
る

も
の
も
か
も
と
、
な
け
き
け
る
を
り
し
も
、
東
な
る
屋
代
弘
賢
ぬ
し
の
も
の
せ
る
、
大

師
の
口
訣
集
註
を
、
お
こ
せ
た
る
人
乙
そ
あ
り
け
る
。
ま
た
伊
勢
な
る
秦
暢
斎
翁
の
も

と
よ
り
、
大
師
八
祖
賛
を
お
乙
せ
た
り
。
乙
の
ふ
て
ふ
り
を
口
訣
に
考
へ
合
せ
、
ま
た

尊
家
入
木
抄
、
韓
方
明
か
馬
鐙
法
に
ま
し
へ
考
て
学
ひ
し
か
と
も
、
猶
う
ま
れ
え
た
る

か
た
く
は
な
る
わ
さ
に
は
、
益
な
き
そ
せ
ん
す
へ
な
か
り
け
る
。

（
「
雪
の
日
々
記
」
）

大
師
を
師
と
し
て
、
手
に
入
る
限
り
の
典
籍
と
考
え
合
わ
せ
試
行
を
繰
返
す
と
と
三
年
、

つ
い
に
そ
の
奥
旨
を
悟
っ
た
と
い
う
。
享
和
の
初
、
三
十
五
歳
に
な
ろ
う
と
す
る
乙
ろ
で
あ

っ
た
。
と
の
大
師
真
筆
臨
事
の
経
験
が
、
他
の
体
、
後
の
諸
学
芸
修
得
の
方
法
を
決
定
し
た

と
い
っ
て
よ
い
が
、
そ
の
後
、
書
は
大
い
に
進
み
、
文
化
初
年
に
は
清
の
人
胡
兆
新
か
ら
、

「
今
観
松
蔭
先
生
書
。
大
字
近
乎
顔
柳
。
小
字
又
似
二
米
。
可
為
合
古
之
作
也
。
天
資
学
力

殊
非
旦
夕
之
功
也
。
功
力
日
深
。
学
益
日
進
。
自
然
成
一
名
家
也
。
余
深
喜
論
書
。
因
而
述

之
。
惟
憐
字
体
之
不
工
身
。
」
と
賞
せ
ら
れ
て
い
る
。
と
の
後
も
更
に
工
夫
を
と
ら
し
、
一

つ
の
ス
タ
イ
ル
に
と
ど
ま
ら
ず
、
諸
種
の
体
を
修
得
発
明
し
、
そ
の
書
が
用
い
ら
れ
場
に
応

じ
て
ふ
さ
わ
し
い
体
を
使
い
別
け
た
。
「
茶
室
料
理
の
献
立
は
、
近
衛
様
の
物
也
と
て
、
常

- 28ー
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じ

め

i立

二
川
相
近
（
ふ
た
が
わ
・
す
け
ち
か
）
は
、
文
化
文
政
天
保
の
乙
ろ
、
書
家
と
し
て
、
文

学
者
と
し
て
、
歌
人
大
隈
言
道
の
初
め
の
師
と
し
て
筑
前
福
岡
に
名
有
る
人
で
あ
る
。
そ
の

書
蹟
は
各
地
の
碑
文
な
ど
に
見
ら
れ
、
そ
の
歌
論
・
作
歌
は
「
山
里
和
歌
集
」
に
収
め
ら
れ

そ
の
音
曲
は
筑
前
今
様
と
し
て
「
黒
田
武
士
」
に
う
た
わ
れ
る
。
と
と
ろ
が
意
外
に
も
、
そ

の
伝
、
業
績
に
つ
い
て
、
掘
り
下
げ
た
研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

言
道
の
研
究
を
続
け
て
い
る
問
、
私
は
相
近
に
つ
い
て
調
査
研
究
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
い

な
が
ら
つ
い
打
ち
捨
て
て
お
い
た
。
資
料
は
か
な
り
あ
り
な
が
ら
そ
れ
ら
に
年
記
日
付
け
が

ほ
と
ん
ど
無
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
放
っ
て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
一
人
の
地
方
在

住
の
篤
学
者
と
し
て
研
究
評
価
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
勇
を
鼓
し
て
と
乙
に
ま
と
め
る
乙
と
に

し
た
。
後
考
に
侠
つ
こ
と
が
多
い
が
、
御
叱
正
と
御
教
示
を
賜
わ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

212 

乙
の
論
で
用
い
た
資
料
の
内
、
主
な
も
の
を
先
に
解
説
し
て
お
き
た
い
。

「
二
川
相
近
風
韻
」
昭
和
十
一
年
刊
二
川
瀧
三
郎
編

二
川
家
に
伝
わ
る
資
料
の
中
か
ら
主
な
も
の
を
、
玄
孫
の
瀧
三
郎
氏
が
編
集
し
た
も

の
。
最
も
ま
と
ま
っ
た
資
料
集
と
い
え
る
。
家
系
の
と
と
、
相
近
伝
、
相
近
が
携
っ
た

諸
学
芸
に
関
す
る
も
の
を
分
類
し
、
年
譜
等
が
そ
え
で
あ
る
。

「
二
川
相
近
伝
」
天
保
七
年
石
松
元
啓

相
近
死
後
同
年
中
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
二
十
九
年
後
の
元
治
元
年
に
直
接
間
接
の

回
想
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
元
啓
は
相
近
の
書
と
和
歌
の
弟
子
で
、
親
し
く
相
近

一
家
と
交
っ
た
人
で
あ
り
、
信
頼
で
き
る
伝
と
い
え
る
。
回
想
は
相
近
の
人
と
な
り
を

物
語
っ
て
興
味
深
い
。
本
論
は
乙
れ
に
多
く
よ
っ
た
。
「
相
近
風
韻
」
所
収
。

「
二
川
相
近
伝
」
天
保
八
年
梶
原
景
翼

景
翼
は
相
近
に
親
失
じ
た
人
。
「
相
近
風
韻
」
所
収
。

「
雪
の
日
々
記
」
文
化
五
年
頃
。

相
近
の
自
伝
的
回
想
記
。
「
相
近
風
韻
」
所
収
。

他
は
後
の
注
に
掲
げ
る
。

な
お
二
川
家
伝
来
の
資
料
の
主
な
も
の
が
、
福
岡
市
立
歴
史
資
料
館
に
入
り
、
そ
の
目
録

が
、
福
岡
市
立
歴
史
資
料
館
調
査
室
研
究
報
告
3

「
二
川
相
近
書
跡
目
録
」

と
し
て
一
九
七
五
年
刊
行
さ
れ
た
。

相
近
の
家
系
、
略
伝
、
息
女
の
事
蹟
な
ど
に
つ
い
て
は
、
前
田
淑
氏
の

「
福
岡
藩
幕
末
歌
人
二
川
鶴
子
」
、
福
岡
女
学
院
短
期
大
学
紀
要
第
一
五
号
、

九
年

が
あ
る
。
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時
江
本
裕
氏
「
了
意
怪
異
談
の
素
材
と
方
法
」
（
『
近
世
文
芸
評
論
と
研
究
』
第
二
号
）

に
『
甲
腸
軍
鑑
』
等
他
軍
書
と
の
考
証
が
備
わ
り
、
『
伽
輝
子
』
の
内
部
的
検
討
が
よ

り
細
部
に
わ
た
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
又
、
同
氏
に
よ
っ
て
口
語
訳
も
版
行
さ
れ
た
。

（
『
伽
輝
子
』
教
育
社

S
日
・

9
）

第
十
四
号
、
第
十
五
号
（
「
『
語
園
』
考
l
補
遺
」
）
の
訂
正

第 17号有明工業高等専門学校紀要214 

第
十
四
号

第
十
五
号

p p 
30 30 
( ,, ) (217) 
下下
のの
62 12 

p p p p p 
" 22 32 32 31 31 
// (213) ( //) (215) ( //) (216) 
上上下上上上

のののの
57 91 92 88 

H

H

上

// p p 
// 24 23 
(211)(212) 

下下上

不
明
↓
『
荘
子
』

後
集
巻
十
八
は
別
集
巻
二
十
〈
滑
稽
〉
の
項
に

も
見
え
る
。

不
明
↓
『
世
説
』

孝
子
伝
↓
『
曇
子
春
秋
』

不
明
↓
『
東
方
朔
伝
』

不
明
↓
『
聞
見
録
』

- 25ー
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後
集
巻
五
↓
六

後
集
巻
五
↓
六

後
集
巻
十
六
↓
六

↓
六
へ

後
集
巻
四
↓
五

以
下
回
行
は
す
べ
て
巻
五

71 1 

『
家
語
』

『
史
記
』

（
四
段
目
）
添
加

（
四
段
目
）
添
加
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215 

出
さ
れ
な
い
と
い
う
結
果
を
得
る
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
仏
教
の
戒
律
等
に
対
す
る
批
判

は
彼
な
り
の
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
問
題
意
識
は
鋭
く
『
伽
稗
子
』
に
も
現
出
し
て
い
る

と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

『
浮
世
物
語
』
や
『
伽
蝉
子
』
に
ち
り
ば
め
ら
れ
た
社
会
に
対
す
る
教
訓
批
判
的
態
度
は

あ
な
が
ち
そ
の
す
べ
て
を
社
会
と
の
き
づ
な
弱
し
と
い
う
一
律
の
評
語
で
も
っ
て
は
律
し
得

な
い
真
実
性
が
存
し
て
い
る
と
も
一
言
守
え
よ
う
。

（四）

結

び

『伽蝉子』教訓的要素の考察

『
伽
輝
子
』
も
『
浮
世
物
語
』
も
仮
名
草
子
最
大
の
作
家
浅
井
了
意
の
作
品
で
あ
り
、
後

世
近
世
小
説
史
上
に
与
え
た
影
響
の
大
き
さ
は
今
更
説
く
ま
で
も
な
い
。
前
者
は
怪
異
小
説

後
者
は
教
訓
笑
話
実
用
小
説
と
様
々
な
名
称
で
呼
称
さ
れ
る
も
の
の
、
両
書
に
流
れ
る
本
質

的
土
壌
は
徳
川
前
期
と
い
う
文
化
の
饗
明
期
と
と
も
に
、
同
質
の
も
の
を
有
し
て
い
た
筈
で

あ
る
。
特
に
今
回
は
前
者
に
於
い
て
閑
却
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
教
訓
的
色
彩
の
強
い
説
話
に
焦

点
を
あ
て
、
そ
の
翻
案
化
の
方
法
に
言
及
し
な
が
ら
『
浮
世
物
語
』
等
と
の
共
通
地
盤
を
眺

め
て
き
た
。
不
備
に
わ
た
る
点
は
も
と
よ
り
覆
う
べ
く
も
な
く
結
論
ら
し
い
結
論
も
述
べ
得

な
い
が
『
伽
蝉
子
』
に
見
る
歴
史
動
乱
世
の
翻
案
化
利
用
等
、
他
の
傾
向
の
更
な
る
検
討
を

つ
み
重
ね
る
乙
と
に
よ
っ
て
了
意
そ
の
人
の
主
体
的
発
想
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

だ
が
、
こ
の
よ
う
に
同
じ
地
盤
を
有
し
た
両
書
も
、
作
品
と
し
て
成
立
す
る
文
芸
化
の
方

向
は
異
っ
て
い
た
。
『
浮
世
物
語
』
等
で
は
中
国
の
話
を
具
体
的
例
と
し
て
直
接
的
に
記
載

し
、
自
分
の
説
に
権
威
あ
る
裏
付
け
を
行
っ
て
い
る
の
だ
が
、
『
伽
蝉
子
』
は
中
国
小
説
翻

案
化
の
虚
構
の
世
界
の
中
で
巧
み
に
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
者
が
説
理
そ
の
も
の
で
あ

る
と
す
れ
ば
後
者
は
よ
り
小
説
的
な
説
話
の
世
界
と
も
言
え
る
。
勿
論
、
前
者
に
も
全
体
に

わ
た
る
小
説
的
結
構
は
伴
っ
て
い
る
も
の
の
そ
れ
ら
が
平
面
的
に
見
え
る
の
は
何
故
な
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ら
は
今
後
の
課
題
と
し
て
残
す
乙
と
に
し
、
ひ
と
ま
ず
乙
の
小
考
を
終
え

る
乙
と
と
す
る
。
そ
し
て
、
今
後
は
了
意
に
お
け
る
教
訓
の
源
泉
と
意
義
を
他
の
多
数
の
啓

蒙
書
籍
群
の
中
か
ら
見
出
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
本
稿
は
ま
だ
そ
の
緒
に
つ
い

た
ば
か
り
で
あ
る
。

注

仮
名
草
子
集
』
解
説
に
従
う
。

（
同
書
は

－
前
田
金
五
郎
氏
『
日
本
古
典
文
学
大
系

野
田
寿
雄
氏
分
類
に
よ
っ
て
い
る
。
）

2

「
伽
輝
子
に
於
け
る
翻
案
に
つ
い
て
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
第
ロ
巻
第
3
号）

3

「
浮
世
物
語
の
挫
折
｜
｜
仮
名
草
子
に
お
け
る
批
判
的
リ
ア
リ
ズ
ム

1
l（
『
日
本
近

世
文
学
の
成
立
』
所
収
）

4

『
伽
解
子
』
の
出
血
（
に
関
し
て
は
、
宇
佐
美
氏
を
始
め
（
注
2
）
と
し
て
、
冨
士
昭

雄
氏
「
伽
癖
子
と
狗
張
子
」
（
『
国
語
と
国
文
学
第
必
巻
第
叩
号
）
、
頴
原
退
蔵
氏
「
近

世
怪
異
小
説
の
一
源
流
」
（
『
国
語
国
文
』
昭
日
・

4
）
、
松
田
修
氏
等
に
よ
っ
て
殆
ど

の
典
拠
作
業
が
完
成
に
近
づ
い
て
い
る
が
、
個
別
的
中
国
書
籍
に
よ
っ
た
の
か
、
類
集

本
に
よ
っ
た
の
か
の
判
断
は
つ
い
て
い
な
い
。
麻
生
氏
は
『
古
今
説
海
』
や
『
唐
人
説

背
』
等
類
集
本
を
あ
げ
て
い
ら
れ
る
。

5

『
蔚
燈
新
話
』
巻
一
（
以
下
、
『
伽
輝
子
」
の
出
典
は
宇
佐
美
氏
の
指
摘
に
基
づ

く。）

6

「
了
意
の
作
品
に
お
け
る
批
判
的
リ
ア
リ
ズ
ム
」
（
注
3
同
書
）

7

注

4
同
論
文

8

『
霊
鬼
志
』
中

9

『
諾
皐
記
』
下

叩
『
諾
皐
記
』
下

日
前
田
金
五
郎
氏
「
『
浮
世
物
語
』
雑
考
」
（
『
国
語
国
文
』
第
三
十
四
巻
六
号
）

ロ
小
学
館
『
日
本
古
典
文
学
全
集
仮
名
草
子
・
浮
世
草
子
集
』
所
収
「
浮
世
物
語
」

解
説
等
。
同
氏
は
一
連
の
多
数
の
論
文
の
中
で
こ
れ
ら
を
詳
細
に
論
じ
て
い
ら
れ
る
が

特
に
『
好
色
一
代
男
』
等
後
世
浮
世
草
子
へ
の
過
渡
的
作
品
と
し
て
『
浮
世
物
語
』
の

評
価
を
問
い
直
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
『
浮
世
物
語
』
の
本
質
を
つ
い
て
余
す
と
こ

ろ
が
な
い
。
た
だ
筆
者
は
『
浮
世
物
語
』
の
作
品
成
立
ま
で
の
原
初
的
段
階
を
ひ
じ
よ

う
に
素
朴
に
問
題
と
し
た
だ
け
で
あ
り
、
今
後
更
に
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

時
「
好
色
一
代
男
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
日
本
文
学
』
邑
斗
0
1
9
Z
0
・
当
3

U

注
日
論
文

日
「
『
新
語
園
』
と
類
書
｜
｜
了
意
読
了
漢
籍
へ
の
示
唆
」
（
『
近
世
文
芸
』
川
崎
号
掲
載
予

定）

テ

ヲ

時
前
集
巻
三
十
七
〈
猟
者
〉
「
因
レ
猟
聞
レ
諌
」

明
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
第
十
四
号
）

げ
注
口
論
文

-24-

（
「
仮
名
草
子

『
見
ぬ
世
の
友
』
考
」
有



第 17号

形
態
的
な
関
連
に
つ
い
て
は
以
上
で
あ
る
が
、
『
浮
世
物
語
』
や
『
伽
蝉
子
』
に
見
え

て
い
た
教
訓
的
内
容
は
ど
れ
程
ま
で
に
現
実
的
真
実
性
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

乙
の
点
に
関
し
て
、
谷
脇
理
史
氏
は
『
浮
世
物
語
』
の
主
人
公
浮
世
房
は
「
浮
世
に
か
か

わ
る
論
理
を
持
て
ず
に
浮
世
に
か
か
わ
ろ
う
と
し
た
」
の
で
あ
り
、
住
人
公
と
現
実
と
の

か
か
わ
り
合
い
は
そ
の
緊
張
関
係
が
ひ
じ
よ
う
に
薄
い
と
論
じ
ら
れ
た
。
又
、
森
山
重
雄
氏

は
、
そ
れ
と
逆
説
的
な
表
現
を
以
て
し
て
「
浮
世
に
か
か
わ
る
論
理
だ
け
」
で
「
浮
世
に
か

か
わ
ろ
う
と
し
た
」
の
で
あ
り
、
乙
れ
は
乙
の
物
語
が
い
ま
だ
に
修
身
斉
家
治
国
平
ぷ
下
の

論
理
に
と
ら
わ
れ
て
お
り
、
有
効
性
の
論
理
か
ら
蹴
脱
で
き
て
い
な
い
と
論
じ
ら
れ
た
。
し

か
し
乙
の
二
つ
の
論
点
は
表
現
方
法
が
相
違
す
る
だ
け
で
あ
っ
て
帰
結
点
は
同
じ
で
あ
る
。

谷
脇
氏
は
「
浮
世
房
の
論
理
は
現
実
生
活
に
対
決
し
た
論
理
で
は
な
い
」
と
い
っ
て
い
ら
れ

る
の
で
あ
っ
て
、
森
山
氏
も
、
「
浮
世
房
の
一
見
浮
世
に
か
か
わ
る
よ
う
な
論
理
は
浮
世
へ

の
か
か
わ
り
方
の
形
式
的
な
論
理
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
」
と
言
っ
て
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

謂
わ
ば
「
か
か
わ
る
」
に
同
氏
の
言
わ
れ
る
H

無
M

と
し
て
の
グ
虚
点
’
の
意
味
が
含
ま
れ

て
い
る
。

筆
者
も
『
浮
世
物
語
』
等
に
於
け
る
教
訓
的
言
辞
は
現
実
と
の
か
か
わ
り
あ
い
に
於
い
て

そ
の
緊
張
関
係
が
ひ
じ
よ
う
に
薄
い
と
す
る
見
方
に
は
賛
成
で
あ
る
。
だ
が
、
全
て
の
項
目

に
わ
た
っ
て
そ
う
で
あ
る
と
断
定
す
る
の
は
少
し
く
避
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら

断
る
ま
で
も
な
く
『
浮
世
物
語
』
は
一
篇
一
篇
の
細
か
い
項
目
か
ら
全
体
が
構
想
化
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
っ
て
、
一
篇
一
篇
に
か
け
た
作
者
の
筆
致
は
自
づ
と
そ
の
表
現
や
方
法
、
素
材

の
相
違
と
共
に
異
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。
そ
乙
で
問
題
と
な
る

の
は
、
そ
の
各
項
か
ら
、
作
者
が
凝
視
し
た
で
あ
ろ
う
現
実
の
醜
悪
や
政
道
批
判
を
弁
別
し

て
行
く
乙
と
。
そ
の
事
の
方
乙
そ
『
浮
世
物
語
』
等
教
訓
的
作
品
に
お
け
る
一
つ
の
有
効
な

方
法
で
あ
り
、
作
家
主
体
了
意
の
思
想
に
近
づ
き
う
る
方
法
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

勿
論
、
谷
脇
氏
も
そ
の
辺
は
充
分
お
考
え
で
あ
っ
て
、
『
可
笑
記
』
等
先
行
作
品
群
と
の
類

話
関
係
を
多
数
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
乙
の
観
点
に
沿
っ
て
考
え
て
み
る
と
、

－
批
判
的
言
辞
（
抽
象
観
念
）
が
先
に
あ
っ
て
一
項
が
構
成
さ
れ
た
の
か
。

2
現
実
が
先
に
あ
っ
て
批
判
的
言
辞
を
含
む
一
項
が
構
成
さ
れ
た
の
か
。

と
い
う
問
題
が
発
生
す
る
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
私
は
『
浮
世
物
語
』
に

は
正
し
く
と
の
両
方
の
要
素
が
混
濁
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

ー
の
可
能
性
が
高
い
も
の
と
し
て
は
『
浮
世
物
語
』
成
立
以
前
の
先
行
作
品
に
既
に
そ
の

論
の
展
開
が
見
え
て
い
る
話
で
あ
る
。
そ
の
先
行
作
品
と
し
て
は
、

『
可
笑
記
』
等
我
が
国
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作
品
や
中
国
書
籍
で
あ
ろ
う
。
『
可
笑
記
』
に
関
し
て
は
、
前
田
金
五
郎
氏
や
谷
脇
氏
に
よ

っ
て
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
乙
れ
を
省
く
。

次
に
可
能
性
が
高
い
も
の
は
中
国
文
献
と
同
様
の
構
想
や
主
題
を
持
つ
話
で
あ
り
、
中
国

故
事
が
具
体
的
例
と
し
て
そ
の
現
実
を
支
援
し
て
い
る
場
合
等
で
あ
る
。
勿
論
、
中
に
は
現

実
を
凝
視
し
て
、
偶
々
中
国
の
文
献
に
も
記
載
し
て
い
た
同
様
の
話
を
想
起
す
る
乙
と
が
で

き
た
と
い
う
話
も
存
在
す
る
に
は
違
い
な
か
ろ
う
が
、
当
時
の
啓
蒙
書
籍
の
多
く
が
中
国
書

籍
に
思
想
の
教
化
や
啓
蒙
を
受
け
た
如
く
、
了
意
も
数
多
く
の
中
国
書
籍
に
教
化
を
受
け
た

に
違
い
な
い
。
そ
の
中
国
説
話
の
命
題
を
我
が
国
の
現
実
に
見
出
そ
う
と
し
た
項
目
は
多
く

観
念
の
先
行
に
よ
る
構
想
を
持
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

『
浮
世
物
語
』
花
見
ら
れ
る
中
国
文
献
引
用
の
様
相
は
細
部
に
わ
た
っ
て
前
田
氏
に
よ
る

『
日
本
古
典
文
学
大
系
仮
名
草
子
集
』
頭
注
に
指
摘
さ
れ
、
更
に
同
氏
の
論
文
で
補
足
追

加
さ
れ
て
い
ふ
。
そ
の
う
ち
も
っ
と
も
多
く
使
用
さ
れ
た
の
が
『
明
心
宝
鑑
』
で
あ
り
、
巻

二
の
九
、
巻
三
の
六
、
巻
四
の
三
、
巻
五
の
一
、
巻
五
の
二
、
巻
五
の
四
、
巻
五
の
五
、
巻

五
の
六
の
典
拠
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
次
に
『
姐
吉
録
』
で
あ
る
。
巻
三
の
六
。
『
天

中
記
』
巻
三
の
十
四
。
『
北
渓
先
生
性
理
字
義
』
、
巻
三
の
八
等
同
様
で
あ
る
。
更
に
前
書

頭
注
に
は
そ
の
他
の
中
国
書
籍
が
調
査
さ
れ
て
い
る
。

管
見
に
よ
る
と
乙
の
他
に
『
事
文
類
来
』
等
の
影
響
が
あ
る
よ
う
だ
。
『
事
文
類
者
に

関
し
て
は
、
了
意
作
『
新
語
圏
』
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
た
と
と
を
別
稿
に
記
し
た
。
従

っ
て
了
意
の
読
了
圏
内
に
は
い
っ
て
い
た
乙
と
は
事
実
で
あ
る
。
『
浮
世
物
語
』
巻
三
の
九

に
載
る
梁
の
帝
の
狩
猟
の
説
話
の
出
典
と
し
て
一
条
兼
良
の
『
語
圏
』
を
『
岩
城
古
典
大

系
』
補
注
で
は
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
の
『
語
園
』
も
『
事
文
類
莱
』
に
拠
っ
て
い
る
の
で
あ

り
、
そ
の
存
在
は
了
意
な
ら
ず
当
時
の
人
々
に
よ
く
利
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
更
に

『
浮
世
物
語
』
巻
五
の
四
「
不
孝
不
肖
の
子
は
も
た
ざ
る
に
は
し
か
じ
と
い
ふ
事
」
の
故
事

が
『
新
語
圏
』
巻
一
の
二
十
「
不
肖
子
三
変
」
に
載
っ
て
お
り
、
『
新
語
園
』
の
出
喋
書
名

が
『
北
夢
噴
言
』
と
あ
る
所
か
ら
、
本
項
の
典
拠
を
『
北
夢
噴
言
』
と
さ
れ
て
い
る
が
、
と

れ
も
『
事
文
類
粟
』
後
集
巻
六
に
載
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
『
新
語
圏
』
の
他
の
傾
向
か
ら

判
断
す
る
な
ら
ば
そ
の
出
典
を
『
事
文
類
衆
』
と
し
た
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
『
浮
世
物
語
』
と
中
国
書
籍
と
の
関
係
に
は
今
少
し
考
究
の
余
地
が
残
さ
れ

て
い
る
と
言
え
よ
う
。

こ
う
し
て
弁
別
の
作
業
を
続
け
る
な
ら
ば
、
少
し
臆
測
に
過
ぎ
る
が
第
白
節
で
述
べ
た

『
浮
世
物
語
』
巻
四
の
十
「
尺
尊
七
十
九
才
浬
繋
し
給
ふ
事
」
な
ど
も
各
先
行
文
学
に
は
見
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さ
て
、
冒
頭
に
述
べ
た
如
く
、
又
同
節
の
各
論
で
触
れ
た
よ
う
に
乙
れ
ら
教
訓
的
色
彩
の

背
景
に
は
『
浮
世
物
語
』
を
始
め
と
し
た
教
訓
啓
蒙
的
作
品
群
の
存
在
が
あ
る
。
『
浮
世
物

語
』
も
や
は
り
浅
井
了
意
の
手
に
な
る
の
で
あ
り
、
そ
の
成
立
は
寛
文
初
年
頃
特
に
五
年
の

あ
た
り
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
『
伽
輝
子
』
執
筆
時
と
殆
ど
時
を
同

じ
く
す
る
の
で
あ
り
発
想
の
脈
絡
は
自
づ
と
通
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

『浮

世
物
語
』
は
教
訓
啓
蒙
性
は
勿
論
だ
が
、
笑
話
性
、
紀
行
文
性
等
当
代
の
文
学
思
潮
が
混
交

さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
そ
の
『
浮
世
物
語
』
の
内
部
に
は
ど
の
よ
う
な
教
訓
批
判
性
が
展
開
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
形
態
的
な
事
象
だ
け
を
追
う
の
は
危
険
で
あ
る
が
、
一
応
そ
の
概
略
を

表
記
し
て
み
る
。

217 『伽埠子』教訓的要素の考察

一
の
一

一
の
七

一
の
八

一
の
九

一
の
十

二
の
一

二の一一

二
の
四

二
の
九

一
一
の
十

一
一
の
十

三
の
二 巻

侍侍農
政

為
政
者

人
間
一
般

侍坊
主 批

判
的
対

象
の
大
別

医
師

大
工

生
活
・
治
政

．
農
政

後
悔

為
政
者

宗
教
家

賢
人

侍

浮
世
房
の
父
｜
誼
ひ
者

・
憶
病
者
（
一
の
二
同
）

そ
ろ
ば
ん
勘
定
す
る
武
士
、

年
貢
取
立
て
厳
し
き
侍
等
の
要
請

搾
取
だ
け
目
的
と
し
、
当
座
し
の
ぎ
だ
け
の
為
政
者

人
間
の
心
の
善
悪
表
裏
。

正
直
た
る
べ
し
。

坊
主
の
侍
よ
り
以
下
な
る
身
分
へ
の
批
判
（
自
虐
的

傾
向
）

（
直
接
的
批
判
の
語
な
し
）

鍛
練
の
必
要
性

米
問
屋
の
売
り
お
し
み
へ
の
批
判

百
姓
の
労
苦

・
貧
者
の
労
苦

（
中
国
書
籍
『
明
心
宝
鑑
』
に
よ
る
。
）

邪

・
貧
者
（
老

・
出
頭

・
奉
行
）

浮
世
房
の
博
突

・
傾
城
狂

賢
人
落
ち
ぶ
れ
、
諮
者
栄
ゆ
。

よ
き
侍
｜
親
に
孝
行
主
君
に
忠
義
人
の
恩
忘
れ
ず
正

直
・
：
悪
し
き
侍

l
主
君
に
仕
え
て
陰
陽
出
頭
人
と
な

教
訓
批
判
的
対
象

・
事
項

三
の
三

三
の
四

三
の
五

三
の
ム
ハ

三
の
七

三
の
九

三
の
十

三
の
十
二

三
の
十
四

四
の
一

四
の
三

四
の
五

四
の
六

四
の
十

五
の
一

五
の
二

五
の
四

五
の
五

五
の
六

侍
（
謡
）

侍
（
茶
の
湯
）

寛
滑
者

侍
（
盗
人
）

為
政
者

為
政
者
特
に

悪
将

侍人
間
一
般

子
息

人
間
一
般

人
間
一
般

人
類

人
間

宗
教

人
間
一
般

天
道

子
息

人
間
一
般

人
間
一
般

り
諮
ひ
・
・
・

武
道
忘
れ
し
侍

茶
の
湯
に
う
つ
つ
を
抜
か
す
侍

底
意
地
裁
く
、
憶
病
也
。

追
従
者
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
人
の
批
判

鷹
狩

・
鹿
狩
の
農
民
圧
迫

狗
一
つ
で
も
っ
て
士
臣
を
殺
す
乙
と
へ
の
批
判

- 22ー

俄
の
大
事
に
あ
わ
て
ぬ
武
勇
の
心
が
け
。

自
慢
へ
の
批
判

主
君
の
子
息
の
親
の
誉
を
け
が
す
乙
と
。

表
は
人
に
似
て
獣
の
心
米
商
人

・
為
政
者

上
戸
に
た
と
え
て
足
を
知
る
と
い
う
と
と
。

五
倫
の
教
え
等

釈
尊
の
戒
律

（
蝦
の
例
）
（
『
明
心
宝
鑑
』
）

（
『
明
心
宝
鑑
』
）

属
り
を
中
心
と
し
た
批
判

か
げ
言
を
言
う
事
へ
の
批
判
。

こ
の
よ
う
に
見
て
み
る
と
『
伽
蝉
子
』
で
具
現
し
た
教
訓
批
判
的
対
象
は
殆
ど
『
浮
世
物

語
』
に
見
出
す
乙
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て

的
『
伽
蝉
子
』
に
見
え
て
『
浮
世
物
語
』
に
見
え
な
い
も
の

同
『
浮
世
物
語
』
に
見
え
て
『
伽
牌
子
』
に
見
え
な
い
も
の
を
把
握
し
て
み
る
と
、

川
l
僧
侶
の
男
色
物

制
ー
医
師

・
大
工

・
賢
人

・
寛
滑
者

・
子
息
人
間
一
般
の
謡
・
茶
の
湯
他
、
数
部
分

で
あ
り
、
『
伽
稗
子
』
で
は
『
浮
世
物
語
』
以
上
の
新
し
い
テ
l
マ
は
見
出
し
て
い
な
い
の

で
あ
る
。
結
論
的
に
一
言
守
え
ば
『
浮
世
物
語
』
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
と
言
う
べ
き
が
『
伽
蝉
子
』

の
世
界
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
乙
の
両
書
は
以
上
の
よ
う
な
関
係
を
持
ち
う
る
の
だ
が
、

直
接
的
言
辞
の
関
係
迄
把
握
す
る
乙
と
は
で
き
な
い
よ
う
だ
。
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。
少
し
の
武
勇
を
自
慢
せ
し
者

0

自
家
に
飼
置
し
牛
馬
犬
馬
を
喰
ひ
し
者

等
を
批
判
す
る
の
で
あ
り
、
金
持
ち
特
権
階
級
、
僧
侶
、
武
士
、
殺
生
者
な
ど
が
つ
ば
を
吐

き
か
け
ら
れ
た
り
、
背
中
を
突
か
れ
た
り
す
る
の
で
あ
る
。
と
の
他
に
も
ま
だ
ま
だ
言
い
た

い
事
は
あ
っ
た
と
見
え
る
が

つ
ぶ
さ
に
物
語
り
せ
し
か
共
、
其
外
の
事
は
世
を
俸
り
て
沙
汰
す
る
事
な
し

と
て
、
口
を
つ
ぐ
む
の
で
あ
る
。
だ
が
、
乙
乙
の
「
世
を
惇
り
て
」
の
語
句
が
一
体
何
を
意

味
す
る
の
か
。
と
れ
ま
で
勇
敢
に
批
判
的
言
辞
を
吐
い
て
き
た
了
意
が
、
天
狗
に
世
を
俸
ら

せ
た
裏
の
理
由
は
奈
辺
に
あ
っ
た
の
か
は
今
後
の
問
題
と
も
な
り
得
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
本
段
落
で
は
原
話
の
骨
子
だ
け
を
受
容
し
、
そ
れ
に
旺
盛
な
批
判
精
神
で

肉
付
け
を
行
い
、
社
会
批
判
的
告
発
性
を
一
つ
の
テ
l
マ
と
し
て
有
す
る
可
能
性
を
持
っ
て

い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
限
界
性
の
一
端
を
も
内
包
し
た
点
は
今
迄
に
な
い
傾
向
と
し
て
興

味
を
そ
そ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
が
『
伽
輝
子
』
中
花
見
出
さ
れ
る
教
訓
的
要
素
を
含
む
説
話
の
代
表
的
な
部
分
で
あ

る
。
細
部
に
わ
た
っ
て
は
他
の
説
話
に
も
見
出
す
部
分
が
あ
る
か
と
恩
わ
れ
る
が
、
以
上
に

あ
げ
た
部
分
は
大
な
り
小
な
り
原
話
の
翻
案
化
に
あ
た
っ
て
説
話
構
成
の
構
想
に
大
き
く
関

与
し
た
部
分
で
あ
り
、
そ
の
文
芸
化
の
方
法
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

有明工業高等専門学校紀要

（三）

『
浮
世
物
語
』
を
中
心
に

同
で
考
察
し
た
如
く
、
乙
れ
ら
の
話
の
中
で
批
判
の
中
心
に
当
た
っ
て
い
た
者
は
、
悪
徳

代
官
、
地
頭
で
あ
り
、
救
済
す
べ
き
は
農
民
階
級
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
代
官
、
地

頭
の
次
に
侍
、
僧
侶
、
学
者
、
平
民
が
続
く
の
で
あ
り
、
果
て
は
巻
十
の
六
「
了
仙
貧
窮
付

天
狗
道
」
の
よ
う
に
自
己
の
擬
似
像
を
も
そ
の
対
象
と
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
の

推
測
も
試
た
。

も
う
一
度
乙
れ
ら
を
整
理
す
る
と
次
表
の
よ
う
に
な
る
。
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乙
れ
に
よ
っ
て
そ
の
批
判
の
対
象
の
ほ
ぼ
あ
ら
ま
し
が
つ
か
め
る
だ
ろ
う
。
全
開
話
中
8

話
に
す
ぎ
な
い
が
、
『
伽
蝉
子
』
の
背
景
に
は
と
れ
ら
の
教
訓
的
色
彩
が
基
調
を
な
し
て
い

る
と
と
が
う
か
が
え
る
。
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強
化
し
た
も
の
だ
が
、
了
意
の
心
情
が
強
く
出
て
い
る
と
い
っ
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
た
だ
、

乙
の
グ
追
従
d

の
問
題
等
は
『
浮
世
物
語
』
巻
三
の
六
「
盗
人
の
事
」
等
に

主
君
を
誼
ひ
、
御
腰
を
打
ち
抜
き
て
、
追
従
軽
薄
表
裡
を
事
と
と
し
、
故
な
き
知
行
を
取

り
、
忠
な
き
恩
賞
に
与
り
、
貴
義
な
く
欲
深
う
、
胴
欲
不
道
の
奴
原
乙
れ
あ
り
。

と
、
既
に
批
判
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
当
代
の
一
般
的
教
訓
言
辞
に
過
ぎ
ず
、
了
意
の
問

題
意
識
と
し
て
把
握
す
る
に
は
少
し
慎
重
を
要
す
る
乙
と
を
言
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
も
あ
れ
本
段
に
は
こ
う
い
う
正
義
に
根
ざ
す
点
と
、
人
聞
の
騎
慢
を
戒
め
る
点
と
の
二

点
の
作
者
の
姿
勢
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
と
り
も
直
さ
ず
不
過
を
か
乙
っ
た
了

意
自
身
の
擬
似
像
を
も
批
判
の
対
象
に
見
な
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
筆
勢
を
感
じ
る
の
で
あ

る
。
了
意
と
了
仙
と
い
う
名
前
の
類
似
も
乙
の
聞
の
意
識
を
つ
な
ぐ
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ

ろ
う
か
。

巻
十
三
の
一
「
天
狗
塔
中
に
棲
」
は
「
博
士
郎
濡
説
・
：
」
の
項
に
よ
る
。
乙
の
話
は
天
狗

が
、
札
の
河
原
で
の
猿
楽
能
の
舞
台
が
焼
失
し
た
際
、
町
人
の
子
供
を
連
れ
去
り
、
法
勝
寺

の
九
重
の
塔
の
自
分
の
住
家
に
連
れ
て
行
っ
た
り
、
賀
茂
の
祭
に
連
れ
て
行
っ
た
り
、
道
行

く
人
に
怪
異
を
な
す
所
を
見
せ
た
り
す
る
話
で
あ
る
。

更
に
、
乙
れ
を
三
部
分
に
分
け
て
考
察
す
る
と
、

1
札
河
原
で
の
猿
楽
能
舞
台
焼
失
に
於
け
る
大
騒
動
の
件
と
子
供
の
失
跨

2
子
供
の
発
見
と
失
践
の
理
由

3
天
狗
の
住
み
か
や
様
々
な
怪
異

制
猿
楽
能
桟
敷
に
於
け
る
怪
異

同
住
み
家
か
ら
地
上
に
お
り
て
、
道
行
く
人
々
に
対
す
る
怪
異

例
制
に
な
し
た
怪
異
に
対
す
る
理
由
説
明
部
分

と
い
う
事
に
な
る
。
乙
の
内
原
話
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、

2
や
3
の
刷
の
一
部
分
だ

け
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
本
段
落
は
原
話
の
構
想
の
骨
子
だ
け
を
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
骨
子
と
は

的
人
が
何
者
か
に
連
れ
去
ら
れ
る
点

制
後
日
現
わ
れ
て
そ
の
聞
の
い
き
さ
つ
を
物
語
る
点

州
連
れ
去
り
し
者
は
天
界
の
者
に
し
て
怪
異
を
な
す
点

で
あ
る
。
こ
の
三
点
を
基
調
と
し
て
構
想
の
添
加
・
改
変
の
跡
が
見
受
け
ら
れ
る
。

仰
は
原
話
で
は

汝
州
傍
懸
五
十
年
前
村
人
失
其
女
数
歳
忽
自
帰
言
初
被
物
練
中
帝
去
俊
止
一
慮
及
明
乃
在

『伽蝉子』教訓的要素の考察

古
塔
中
見
美
丈
夫
謂
日
我
天
人
分
合
得
汝
為
妻
自
有
年
限
・

．．
 

と
あ
る
様
に
古
塔
に
す
る
天
人
が
妻
と
な
さ
ん
と
し
て
村
の
女
を
連
れ
去
り
、
決
し
て
外
を

見
な
い
よ
う
に
と
戒
め
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
数
年
後
に
別
れ
て
女
を
村
へ
返
す
の
だ
が

乙
れ
は
同
へ
と
関
係
し
て
く
る
。
も
っ
と
も
同
で
そ
の
聞
の
い
き
さ
つ
を
物
語
る
視
点
は
女

自
身
の
口
か
ら
で
は
な
く
、
作
者
で
あ
り
、
そ
れ
は
共
通
す
る
。

乙
れ
を
本
文
で
は
寛
正
五
年
四
月
の
勧
進
能
の
舞
台
焼
失
の
際
、
騒
動
に
紛
れ
て
町
人
の

子
供
が
行
方
不
明
と
な
り
（
実
は
天
狗
に
さ
ら
わ
れ
て
い
た
。
）
廿
日
ば
か
り
後
に
東
山
吉

田
神
楽
岡
に
沼
然
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
と
改
変
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
山
部
分
の
如

く
能
舞
台
焼
失
と
、
再
建
と
い
う
事
件
の
中
に
織
り
込
む
事
に
よ
っ
て
、
再
建
の
状
況
の
素

晴
ら
し
さ
に
も
言
及
し
つ
つ
ま
っ
た
く
日
本
の
話
と
し
て
定
着
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
筆
致
の

主
調
は
構
想
を
大
き
く
原
話
に
依
拠
さ
せ
な
が
ら
も
、
あ
な
が
ち
中
国
怪
異
談
の
復
元
だ
け

で
な
く
、
日
本
的
物
語
の
誕
生
と
し
て
の
再
構
成
で
あ
る
と
言
え
る
。

ω部
分
は
原
話
に
ま

っ
た
く
見
ら
れ
な
い
事
件
と
背
景
な
の
で
あ
り
、
そ
の
筆
力
は
完
全
に
中
国
文
学
を
脱
し
、

描
写
微
に
入
り
細
に
わ
た
り
、
構
想
も
破
綻
す
る
事
な
く
一
貫
し
て
い
る
。
又
、
乙
乙
で
は

焼
失
の
際
の
復
元
の
素
晴
ら
し
さ
を
一
に
諸
大
名
の
威
を
讃
じ
る
事
に
帰
し
て
い
る
が
、
之

は
全
体
の
構
想
に
は
余
り
関
与
せ
ぬ
エ
ピ
ソ
ー
ド
的
部
分
で
あ
る
。

乙
の
よ
う
に
、
そ
の
騒
動
を
背
景
に
し
て
事
件
が
展
開
さ
れ
、

2
3
の
部
分
が
続
く
の
だ

が
原
話
で
は
連
れ
去
ら
れ
た
女
は
塔
中
の
美
丈
夫
が
怪
異
を
な
す
天
人
と
は
知
ら
な
い
。
密

か
に
の
ぞ
き
見
て
空
を
飛
ん
だ
り
、
髪
の
毛
が
燃
え
て
い
た
り
、
耳
が
腫
馬
の
如
く
だ
っ
た

り
す
る
の
を
知
る
の
で
あ
り
、
別
れ
に
及
ん
で
も
毒
気
が
下
る
青
石
を
み
や
げ
に
貰
っ
た
り

す
る
。
了
意
は
こ
れ
ら
の
乙
と
は
全
て
省
き
、
最
初
か
ら
子
供
に
怪
異
の
所
行
を
見
せ
る
の

で
あ
る
。

間
部
分
で
、
天
狗
は
地
に
下
り
て
人
の
頭
を
打
っ
た
り
、
唾
を
吐
き
か
け
た
り
、
背
中
を

突
い
た
り
す
る
が
、
乙
れ
は
原
話
の

至
地
方
奥
人
雑
或
有
白
衣
塵
中
者
其
物
飲
手
側
避
或
見
技
其
頭
唾
其
面
者
行
人
悉
若
不
見

及
帰
・
・
・
・
・
・
世
有
喫
牛
肉
者
予
得
市
欺
之
或
通
忠
直
孝
養
稗
道
守
戒
律
法
謀
者
吾
快
犯
之

と
い
う
行
動
や
、
理
由
に
よ
る
工
案
と
考
え
て
差
支
え
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
事
を
行

っ
た
理
由
と
し
て
了
意
は
、

0

金
銀
財
宝
多
く
持
て
貧
し
き
人
を
侮
り
し
者

o
少
し
の
芸
能
あ
り
て
愚
な
る
者
を
下
し
見
る
者

0

小
学
文
あ
る
出
家
の
内
に
て
、
道
心
慈
心
な
く
徒
に
信
施
を
喰
ひ
旦
那
を
貧
る
者

- 20ー
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
病
死
し
け
れ
ば

と
、
学
智
へ
の
慢
心
が
つ
の
り
、
任
官
も
果
せ
ず
つ
い
に
憤
死
す
る
形
を
取
っ
て
い
る
。
そ

の
慢
心
故
に
結
果
と
し
て
因
果
応
報
の
理
を
逃
る
べ
く
な
く
、
熱
湯
を
飲
ま
さ
れ
苦
し
ん
で

消
え
失
せ
た
と
す
る
。

一
体
に
原
話
に
於
い
て
は
そ
の
因
果
応
報
の
理
が
善
と
し
て
輪
廻
し
て
行
く
の
応
対
し
て

『
伽
蝉
子
』
で
は
悪
報
と
し
て
構
想
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
根
本
的
因
由
は
所
謂

慢
心
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
原
話
の
夏
顔
が

太
上
立
徳
其
次
立
功
其
次
立
言

の
う
ち
「
言
を
立
て
て
」
自
分
の
著
書
を
出
版
す
る
に
対
し
て
、
了
仙
の
方
は
、
徳
も
功
も

言
も
い
づ
れ
も
立
て
る
事
が
で
き
な
い
人
物
と
し
て
結
論
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

乙
乙
に
中
国
原
話
の
善
報
の
テ
l
マ
は
了
意
の
創
意
に
よ
っ
て
悪
報
の
テ
l
マ
へ
と
百
八

十
度
転
換
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
慢
心
と
い
う
も
の
が
了
意
に
と
っ
て
余
程
重
大
な

問
題
点
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
ら
し
く
、
そ
れ
は
又
大
き
く
仕
官
の
事
と
も
結
び
つ
い
て
き
て

い
る
。
自
分
で
は
学
智
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
誰
に
も
認
め
ら
れ
ず
、
結
局
仕
官
す
る
乙
と

も
で
き
な
い
己
を
悔
や
み
あ
げ
く
の
果
て
は
憤
死
す
る
と
い
う
具
合
に
で
あ
る
。

乙
の
お
ご
り
高
ぷ
る
乙
と
を
批
判
す
る
と
い
う
態
度
は
既
に
『
浮
世
物
語
』
巻
三
の
十
二

「
自
慢
す
る
は
下
手
事
と
い
ふ
事
」
等
の
論
点
に
萌
芽
し
て
い
る
。
更
に
己
の
思
う
ま
ま
に

な
ら
な
い
か
ら
と
い
っ
て
悔
や
む
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
教
訓
の
も
と
に
、
『
浮
世
物
語
』

巻
五
の
五
「
家
を
治
む
る
慎
の
事
」
で
は
、

た
と
ひ
そ
の
身
に
勢
あ
り
と
も
誇
る
べ
か
ら
ず
。
幸
あ
り
と
も
騎
る
べ
か
ら
ず
：
：
・
：
：
・

そ
れ
災
の
本
は
騎
を
好
み
、
欲
深
き
、
乙
の
二
つ
を
種
と
し
て
偽
り
欺
き
、
妬
み
詔
ひ
て

天
道
に
背
き
、
人
を
晦
ま
し
、
思
ひ
の
外
な
る
憂
へ
に
逢
ふ
な
り

と
『
伽
蝉
子
』
の
当
項
と
同
じ
論
点
で
批
評
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
項
で

は
、
で
は
如
何
に
す
れ
ば
そ
の
憂
え
か
ら
脱
却
で
き
る
か
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て

い
る
。只

深
く
慎
み
て
、
家
を
守
り
治
む
る
に
は
、
分
に
随
ひ
身
に
応
じ
て
、
高
き
も
賎
し
き
も

騎
を
止
め
、
欲
を
薄
く
す
る
に
あ
り
。
自
ら
欲
少
く
、
分
際
を
知
り
て
足
と
す
る
時
は
心

緩
や
か
に
し
て
恐
る
る
所
無
し
。

と
。
即
ち
、
分
を
知
っ
て
安
ん
じ
よ
。
と
明
解
に
そ
の
方
法
を
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

だ
が
、
『
伽
蝉
子
』
の
了
仙
は
甘
ん
じ
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
。
故
に
悪
報
を
受
け
た
の

で
あ
る
。
す
る
と
、
原
話
の
方
の
主
人
公
夏
顔
は
無
欲
の
う
ち
に
日
々
を
送
り
す
べ
て
運
命
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と
甘
受
し
た
か
ら
こ
そ
善
報
を
受
け
る
乙
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
乙
乙
に
『
伽
蝉
子
』
は

『
蕗
燈
新
話
』
に
そ
の
世
界
を
借
り
な
が
ら
も
そ
れ
を
全
く
裏
返
し
に
し
た
世
界
の
中
で
主

題
を
展
開
さ
せ
よ
う
と
し
た
工
夫
が
見
う
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
原
話
に
拠
り
な
が
ら
も
で

き
上
が
っ
た
世
界
は
原
話
と
離
れ
た
了
意
独
自
の
世
界
と
な
っ
て
い
る
。
乙
の
事
を
更
に
端

的
に
示
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
そ
れ
は
前
に
示
し
た
表
の
3
か
ら
4
に
か
け
て
の
矛
盾
し

た
人
物
造
型
に
対
し
て
で
あ
る
。

前
の
3
部
分
等
で
は

平
生
貧
賎
な
る
事
を
怨
み
憤
り
て
、
因
果
の
理
と
し
り
な
が
ら
乙
れ
に
惑
へ
る
を
以
て
、

死
し
て
天
狗
道
に
落
ち
学
頭
の
職
に
選
ば
れ
、
文
を
綴
り
書
を
考
え
て
そ
の
義
理
を
あ
き

ら
め
惇
ゆ

と
い
う
風
に
趣
向
と
し
て
は
原
話
に
基
づ
き
、
一
応
文
書
を
綴
れ
る
が
た
め
に
学
頭
の
職
に

選
ば
れ
た
と
す
る
。
だ
が
、
乙
の
主
人
公
は
最
後
に
な
っ
て
何
ら
言
も
立
て
る
と
と
が
で
き

ず
に
死
ん
で
ゆ
く
の
は
前
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
原
話
の
方
で
は
修
文
舎
人
と
な
る
程
の

文
才
が
あ
る
の
で
出
版
を
行
い
う
る
の
だ
が
、
了
仙
は
学
頭
に
な
り
う
る
文
才
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
言
を
立
て
ら
れ
ぬ
の
で
あ
る
。
そ
乙
に
原
話
と
は
相
違
し
た
一
つ
の
矛
盾
を
見
出

せ
よ
う
。
そ
の
原
因
は
何
か
と
い
う
と
、
了
意
は
主
人
公
が
学
頭
の
職
に
な
る
時
点
ま
で
は

原
話
を
忠
実
に
（
（
1
）
は
除
く
）
追
っ
て
き
た
が
、
最
終
項
（
4
）
に
至
っ
て
原
話
と
全
く

逆
の
人
物
を
造
り
あ
げ
た
結
果
悪
報
を
受
け
る
と
と
の
み
な
ら
ず
、
言
を
立
て
る
と
と
も
で

き
な
い
と
い
う
原
話
の
逆
転
化
に
ま
で
筆
が
及
ん
だ
、
そ
の
せ
い
と
思
わ
れ
る
。
と
の
乙
と

は
了
意
が
原
話
に
よ
る
説
話
構
成
の
優
位
性
よ
り
も
、
己
の
命
題
に
よ
る
説
話
構
成
の
方
に

よ
り
重
点
を
置
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
点
乙
そ
了
意
が
本
段
落
で
述
べ
よ

う
と
し
た
主
要
な
テ
！
マ
で
あ
っ
た
乙
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
謂
わ
ば
と
の

了
意
の
目
的
性
が
原
話
の
持
っ
て
い
た
論
理
的
一
貫
性
を
破
綻
せ
し
め
た
と
雪
弓
え
よ
う
。

更
に
、
こ
と
で
は
鬼
神
の
世
界
が
賄
賂
や
不
正
を
許
さ
な
い
の
に
対
し
て
、
そ
れ
を
許
す

人
間
界
の
不
正
に
強
い
憤
り
の
弁
を
あ
げ
て
い
る
。

人
間
は
た
だ
賄
を
以
て
ひ
い
き
を
な
し
、
追
従
軽
薄
の
者
を
よ
し
と
思
ひ
、
外
の
形
を
用

ひ
て
内
を
知
ら
ず
、
人
の
ほ
む
る
を
用
ひ
て
、
其
才
能
を
い
は
ず
是
に
よ
り
て
公
家
も
武

家
も
出
家
も
、
同
じ
く
追
従
軽
薄
好
曲
侮
邪
を
も
っ
て
官
位
奉
禄
に
飽
満
て
、
よ
き
人
は

皆
そ
の
道
の
正
し
き
を
守
る
。

と
い
う
様
に
、
公
家
も
武
家
も
出
家
も
不
正
に
よ
っ
て
官
位
昇
進
を
狙
う
点
を
同
一
面
上
に

位
置
せ
し
め
て
論
破
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
乙
れ
は
勿
論
原
話
花
見
え
て
い
た
観
点
を
更
に
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さ
れ
ば
毎
日
地
府
の
庁
に
来
る
者
・
・
・
・
・
・
皆
不
忠
不
義
不
孝
好
曲
な
る
と
も
が
ら
我
が
知
れ

る
人
な
が
ら
私
に
は
晶
員
も
か
な
は
ず
地
獄
に
送
り
遣
す

と
い
う
極
端
な
社
会
批
判
の
基
盤
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
鬼
の
聖
と
賢
者
を
文
武

両
道
の
問
題
と
し
て
置
き
換
え
、
そ
の
必
要
性
を
説
い
た
事
は
単
な
る
翻
案
の
態
度
以
上
に

一
つ
の
地
位
を
占
め
る
で
あ
ろ
う
。

巻
十
の
一
「
守
宮
の
妖
」
は
「
太
和
未
刑
南
松
」
の
条
に
よ
る
。
本
文
を
便
宜
的
に
三
つ

の
部
分
、
即
ち

1
序
文

2
守
宮
の
妖
に
よ
っ
て
僧
塵
外
首
座
攻
め
ら
る
る
部
分

3
守
宮
の
妖
の
正
体
と
そ
の
結
末

に
分
け
て
み
る
と
、

2
の
部
分
だ
け
が
原
話
か
ら
想
を
得
て
い
る
乙
と
が
分
か
る
。
乙
の
部

分
は
事
件
の
展
開
部
分
で
あ
り
、
主
要
な
筋
の
記
述
部
分
だ
が
、
乙
の
事
件
の
展
開
は
ま
っ

た
く
原
話
と
同
一
で
あ
る
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
小
考
と
関
係
せ
ぬ
の
で
省
乙
う
。
ー
は

舞
台
と
な
る
場
所
の
様
子
で
あ
り
、
主
人
公
の
説
明
が
加
わ
る
。
原
話
で
は
「
胆
気
」
を
持

つ
士
人
と
い
う
設
定
を
「
心
法
」
を
修
め
た
曹
洞
宗
の
僧
侶
と
い
う
風
に
か
え
て
い
る
。

従
っ
て
主
要
な
改
変
の
箇
所
は
3
の
部
分
の
追
加
で
あ
り
、
乙
の
守
宮
の
正
体
は
、
実
は

新
田
義
治
に
懸
想
し
た
瓜
生
判
官
の
弟
、
義
鑑
房
の
亡
魂
で
あ
る
と
す
る
。
新
田
に
男
色
の

気
を
起
こ
し
て
義
兵
を
挙
げ
、
打
死
に
し
た
義
鑑
房
が
守
宮
と
な
っ
て
妖
魅
を
な
す
の
だ
が

3
で
は
乙
の
義
鑑
房
の
妖
怪
を
除
去
す
ベ
く
長
い
戒
め
の
文
章
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
文

章
は
長
い
上
に
多
様
な
漢
語
を
駆
使
し
た
難
解
の
文
章
で
あ
る
。
特
に

ま
こ
と
に
聞
な
ん
ぢ
は
そ
の
か
み
釈
門
の
絡
徒
、
一
朝
卒
然
と
し
て
男
色
に
肢
め
き

と
僧
侶
の
身
で
あ
り
な
が
ら
男
色
に
走
っ
た
義
鑑
房
を
強
く
戒
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

乙
乙
で
は
原
話
の
筋
の
上
に
更
に
男
色
の
事
件
を
配
し
て
全
体
の
構
想
を
練
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
了
意
に
と
っ
て
は
男
色
の
話
は
他
に
余
り
見
る
を
得
な
い
。
も
っ
と
も
速
断
的
な
乙

と
は
言
え
な
い
が
、
少
く
と
も
『
伽
牌
子
』
に
は
見
出
さ
ぬ
よ
う
だ
。
と
い
っ
て
も
了
意
が

野
暮
で
な
か
っ
た
乙
と
は
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
所
で
あ
り
、
男
女
の
交
情
の
細
や
か
さ
や

そ
の
機
微
に
つ
い
て
は
優
れ
た
筆
致
を
見
せ
て
い
る
。
特
に
至
純
な
恋
愛
物
語
に
至
っ
て
は

情
愛
あ
ふ
れ
た
文
章
で
浪
漫
的
精
神
の
横
溢
を
余
す
所
な
く
伝
え
て
い
る
。
本
段
は
後
世
浮

世
草
子
の
享
楽
主
義
へ
続
く
可
能
性
を
内
包
し
た
段
落
で
も
あ
る
。

巻
十
の
六
「
了
仙
貧
窮
付
天
狗
道
」
は
新
話
巻
四
「
修
文
舎
人
伝
」
に
拠
る
。

『伽牌子』教訓的要素の考察

ー『

伽

子』

女車

1
了
仙
法
師
は
博
学
に
し
て
弁
舌
す

ぐ
れ
ど
も
高
位
に
至
ら
ず
、
全
て

を
天
命
と
し
て
名
利
に
疎
く
、
慢

心
あ
り
て
憤
死
す
。

2
栄
俊
、
藤
沢
辺
に
て
了
仙
の
豪
華

な
列
装
に
行
き
合
い
、
そ
の
故
を

尋
ね
る
。

3
了
仙
語
る
に
、
自
分
は
慢
心
故
に

天
狗
道
に
落
つ
れ
ど
も
、
鬼
神
に

横
道
な
き
が
故
に
学
頭
の
職
に
選

ば
れ
た
と
い
う
。

4
し
か
し
、
そ
れ
以
上
の
徳
や
功
や

言
を
た
つ
と
と
が
な
き
故
に
慢
心

の
む
く
ひ
受
け
て
空
よ
り
お
ち
た

釜
の
湯
を
飲
ま
さ
れ
臓
肺
も
え
出

で
地
に
ま
ろ
び
て
う
せ
た
。
栄
俊

は
後
世
を
大
事
と
道
心
を
深
く
す

る。

『
勇
燈
新
話
』
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1
夏
顔
は
博
学
に
し
て
貧
乏
な
り
し

が
す
べ
て
運
命
と
し
て
無
欲
の
日

々
を
送
り
、
旅
先
で
死
ん
だ
。

2
夏
顔
の
友
人
が
道
で
大
勢
な
行
列

を
見
か
け
、
あ
る
朝
夏
顔
に
あ
っ

た
の
で
尋
ね
た
。

3
夏
顔
は
冥
土
で
修
文
舎
人
と
な
り
、

冥
土
の
役
所
は
任
官
方
法
が
公
正

な
た
め
、
因
果
応
報
は
ま
ち
が
い

な
く
行
な
わ
れ
る
と
い
う
。

4
夏
顔
は
友
人
に
自
分
の
著
書
を
版

行
し
て
く
れ
と
頼
み
、
友
人
が
願

い
通
り
行
っ
た
所
、
夏
顔
が
再
び

訪
れ
、
友
人
を
自
分
の
後
任
に
推

薦
し
た
。

乙
れ
を
見
て
容
易
に
気
付
く
こ
と
は
、
最
後
の
部
分
（
4
）
が
大
き
く
相
違
す
る
点
で
あ

る
。
特
に
『
伽
輝
子
』
の
方
は
、
了
仙
を
魔
道
に
堕
と
さ
し
め
て
お
り
、
原
話
の
単
な
る
冥

土
と
は
違
う
趣
向
で
構
を
立
て
て
い
る
。

更
に
原
話
で
は
、
主
人
公
夏
顔
は
自
己
の
貧
賎
な
る
を
情
け
な
く
思
う
の
だ
が

蓋
有
命
鷲
不
可
幸
市
致
吾
知
順
受
而
己

と
、
全
て
を
天
命
と
考
え
て
無
欲
の
日
々
を
送
り
、
死
後
公
正
な
冥
土
の
選
抜
方
法
に
よ
っ

て
修
文
舎
人
の
地
位
を
与
え
ら
れ
る
。

乙
れ
に
対
し
て
『
伽
輝
子
』
の
了
仙
も
自
分
が
貧
窮
す
る
の
は
天
命
と
し
て

乙
れ
す
で
に
過
去
世
の
因
縁
な
り
。
儒
に
は
天
命
と
い
ふ
。
了
仙
不
幸
に
し
て
此
そ
し
り

を
う
く
。
何
ぞ
因
果
の
理
に
迷
う
て
み
だ
り
に
名
利
を
求
め
ん
や

と
、
夏
顔
と
同
じ
立
場
を
取
る
。
だ
が
、
次
に
、

さ
れ
共
学
智
に
慢
心
あ
り
。
人
の
お
の
れ
を
用
ひ
ざ
る
事
を
憤
る
息
ひ
胸
に
ふ
さ
が
り
・
：



（
答
死
は
虚
に
し
て
生
は
実
な

り。）

ロ
魂
は
何
故
二
度
か
ば
ね
に
還
り

入
ら
ぬ
か
。

ハ
此
春
疫
病
は
や
り
し
は
何
故
か
。

（
三
浦
荒
次
郎
の
謀
叛
の
故
也
。
）

ニ
死
後
仇
を
討
て
る
か
。
（
否
）

9 8 
節也節為
日？日太
生前山
時夢公
仇君欲
怨勇反
復髪
能君
之之）
否歯
？簿

導
誰

第 17号

こ
う
し
て
対
応
表
を
書
い
て
み
る
と
、
原
話
の
8
の
部
分
を
除
い
て
そ
の
乙
と
ご
と
く
が

原
話
と
一
致
し
て
お
り
結
末
の
質
問
の
や
り
と
り
も
原
話
の
順
番
に
沿
っ
て
い
よ
う
。
し
か

し
、
原
話
の
方
が
1
J
9
を
殆
ど
均
等
に
記
述
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
『
伽
輝
子
』
の
方

は
1
J
4
に
そ
の
記
述
の
中
心
を
置
き
、

5
J
8
は
分
量
的
に
も
少
し
く
逐
訳
に
近
い
。

ー
に
於
い
て
原
話
に
な
い
部
分
と
し
て
は
主
人
公
の
人
物
造
型
の
積
極
性
で
あ
る
。
原
話

の
方
で
は
蘇
簡
も
節
も
何
ら
そ
の
性
質
に
関
し
て
記
述
を
持
た
な
い
が
、
乙
の
二
人
を
了
意

は
一
方
を
廉
直
の
代
官
と
し
、
一
方
を
欲
心
深
き
非
道
の
代
官
と
し
た
。

産
沼
は
：
：
：
其
身
を
潔
白
に
無
欲
を
お
も
て
と
し
さ
し
て
学
問
せ
る
に
も
あ
ら
ず
、
又
後

世
を
願
ふ
に
も
あ
ら
ず
。
天
性
正
直
正
道
に
し
て
百
姓
を
憐
み
少
も
物
を
貧
る
思
ひ
な

し
。
そ
れ
に
引
替
へ
庄
八
大
に
百
姓
を
虐
げ
、
欲
深
く
貧
り
け
れ
ば

と
続
く
の
で
あ
り
、
乙
の
圧
八
の
非
を
あ
げ
る
点
は
2
の
部
分
に
も
長
く
綴
ら
れ
て
い
る
。

汝
日
比
悪
行
を
以
て
私
を
構
へ
、
百
姓
を
せ
め
は
た
り
、
定
の
外
に
賦
欽
を
重
く
し
、
糠

葉
木
竹
に
至
る
ま
で
貧
り
取
て
お
の
れ
が
所
分
と
な
し
、
盗
に
非
道
を
行
ふ
：
：
：
汝
か
な

ら
ず
繰
維
の
縄
に
縛
ら
れ
、
自
刃
の
鋒
に
掛
り
、
身
を
矢
ひ
命
を
亡
ぼ
し
、
其
あ
ま
り
猶

妻
子
に
及
ぽ
ん
と
す
。
：
：
：

乙
の
様
に
畳
み
重
ね
る
様
な
口
吻
で
悪
欲
非
道
の
代
官
を
地
獄
に
堕
と
し
め
て
い
る
の
で
あ

る
。
特
に
口
上
一
番
、
百
姓
の
言
句
が
前
記
記
述
も
あ
わ
せ
て
口
を
衝
い
て
出
て
居
る
の
は

農
民
階
級
へ
の
搾
取
を
糾
弾
す
る
態
度
と
し
て
注
目
に
あ
た
い
し
よ
う
。
更
に
、
そ
の
悪
報

の
害
が
妻
子
に
ま
で
及
ぶ
と
い
う
の
も
『
浮
世
物
語
』
巻
五
の
五
等
に

自
ら
作
せ
る
わ
ざ
は
ひ
は
遁
る
べ
か
ら
ず
。
と
の
故
に
祈
る
に
験
無
く
、
終
に
家
破
れ
身

滅
び
て
、
妻
子
同
じ
く
此
憂
へ
に
つ
な
が
る
る
事
、
自
の
前
に
例
多
し
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
事
と
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

4
は
藍
沼
が
そ
の
正
直
故
に
修
文
郎
の
職
に
あ
づ
か
っ
た
と
い
う
部
分
で
あ
る
が
、
そ
れ
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は
次
の
如
く
で
あ
る
。

顔
淵
ト
商
今
見
在
為
修
文
郎
凡
有
八
人
鬼
之
聖
者
今
項
梁
成
賢
者
呉
季
子

即
ち
、
鬼
之
聖
と
賢
者
と
の
二
人
を
頭
に
八
人
の
人
物
が
居
る
と
い
う
。

乙
れ
に
対
し
て
『
伽
輝
子
』
で
は
修
文
郎
に
な
る
資
格
が
な
い
者
と
し
て
、

1
勝
れ
て
芸
能
あ
る
も
邪
欲
好
曲
に
し
て
私
あ
る
者

2
不
忠
者

3
不
孝
者

4
不
誠
実
者

5
我
宗
に
着
し
て
他
法
を
お
と
し
む
る
者

を
あ
げ
て
い
る
。

2
3
4
は
『
浮
世
物
語
』
等
に
も
貫
流
し
て
い
る
儒
教
的
見
識
で
あ
る
。

5
は
誘
法
の
罪
を
問
題
と
し
た
超
宗
派
的
な
態
度
を
表
明
し
て
特
異
で
あ
る
。
了
意
は
仏
門

の
僧
徒
で
あ
り
な
が
ら
自
門
の
釈
尊
を
皮
肉
る
乙
と
も
辞
さ
な
い
態
度
を
持
っ
て
い
る
。

『
浮
世
物
語
』
巻
四
の
十
が
そ
れ
で
あ
る
。
此
処
で
は
釈
迦
が
七
十
九
才
で
死
ん
だ
乙
と
に

対
し
て
通
斎
と
い
う
副
主
人
公
が
、
「
百
ま
で
も
御
座
あ
り
た
ら
ば
、
い
か
程
有
難
い
法
門

を
説
か
せ
ら
れ
う
や
ら
ん
知
れ
ま
い
に
」
と
し
て
七
十
九
で
死
ん
だ
と
と
を
悔
や
む
の
だ
が

そ
れ
に
対
し
て
主
人
公
浮
世
房
が
「
い
や
／
＼
早
う
浬
襲
に
入
給
ひ
た
が
ま
し
じ
ゃ
」
と
答

え
た
。
そ
の
理
由
に
「
坊
主
の
身
持
を
六
借
う
仕
置
か
れ
て
、
女
房
を
持
た
せ
ず
、
魚
を
食

は
せ
ず
、
嘘
を
つ
く
な
、
酒
を
飲
む
な
な
ど
、
五
十
年
の
う
ち
に
さ
へ
か
か
る
事
を
申
さ
れ

た
。
そ
れ
を
百
ま
で
も
生
き
て
居
ら
れ
た
ら
ば
、
後
に
は
坊
主
に
は
豆
腐
も
食
は
さ
れ
ま

い
。
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
謂
わ
ば
、
仏
門
の
厳
し
い
戒
律
を
皮
肉
っ
て
滑
稽
化
し

て
い
る
所
だ
が
、
自
分
の
宗
教
さ
え
戯
画
化
で
き
る
了
意
の
客
観
的
、
人
間
的
態
度
は
充
分

に
そ
の
真
実
性
を
保
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
乙
れ
は
教
訓
の
た
め
に
で
た
教
訓
で
は
な
く
し
て

了
意
の
人
間
性
そ
の
も
の
が
発
露
し
た
脈
絡
性
と
し
て
注
目
し
て
お
き
た
い
の
で
あ
る
。

更
に
乙
の
段
で
は
、
原
話
の
鬼
の
聖
と
賢
者
と
を
、
武
官
の
司
と
文
官
の
司
と
い
う
風
に

翻
案
し
、
前
者
に
楠
正
茂
、
細
川
頼
之
を
後
者
に
相
模
守
泰
時
最
明
寺
時
頼
入
道
を
配
し
て

い
る
。
そ
し
て
結
果
と
し
て
、

其
以
前
文
武
官
職
の
と
も
が
ら
は
、
皆
辞
退
し
て
仏
に
な
り
侍
ベ
り
。
今
は
文
武
の
両
職

に
な
る
べ
き
人
な
し
。

と
述
べ
る
の
で
あ
り
、
文
武
両
道
に
秀
た
る
人
材
の
不
足
を
嘆
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
れ

は
と
り
も
直
さ
ず
当
時
の
社
会
に
於
け
る
文
武
両
道
の
才
知
を
持
っ
た
指
導
者
の
不
在
に
対

す
る
嘆
き
と
も
取
れ
る
の
で
あ
り
、
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子
』
に
採
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
狩
猟
殺
生
者
達
と
い
う
点
が
了
意
の
創
作
部
分
で
あ

る
。
伺
の
代
官
の
項
は
原
文
に
は
な
い
。
乙
れ
に
相
当
す
る
の
は
失
政
を
行
っ
た
者
達
が
入

れ
ら
れ
る
「
誤
国
之
門
」
の
項
で
あ
る
が
、
乙
れ
は
主
と
し
て
『
伽
輝
子
』
側
に
相
当
す
る

不
忠
の
臣
下
達
な
の
で
あ
り
、
強
く
儒
教
的
に
彩
ら
れ
る
。
乙
れ
に
対
し
て
了
意
は

又
或
所
を
見
れ
ば
俗
人
多
く
牛
馬
と
な
り
て
苦
を
受
く
。
乙
れ
は
昔
代
官
と
し
て
百
姓
を

取
倒
し
、
妻
子
を
泊
却
せ
し
め
た
り
。
百
姓
辛
苦
の
肪
を
虐
と
る
。

と
農
民
の
側
か
ら
の
圧
政
批
判
の
視
点
を
獲
得
し
て
い
る
と
言
え
る
。
乙
の
農
民
圧
政
へ
の

批
判
は
前
に
述
べ
た
松
田
修
氏
に
よ
っ
て
『
北
条
九
代
記
』
第
二
と
の
例
を
も
っ
て
述
べ
ら

れ
て
い
る
が
、
『
浮
世
物
語
』
巻
一
の
七
等
に
も

百
姓
の
物
毎
を
役
に
掛
け
て
取
上
げ
、
高
事
の
運
上
を
取
る
分
別
、
只
欲
心
を
本
と
し
て

情
も
知
ら
ず
道
を
も
弁
へ
ず
、
家
中
を
も
百
姓
を
も
皆
取
上
ぐ
る
談
合
よ
り
外
は
無
し
。

家
中
皆
乙
れ
に
摺
切
り
、
借
銭
の
淵
に
首
だ
け
漬
り
て
、
失
食
の
行
く
家
多
し
。

と
い
う
言
を
始
め
と
し
て
、
巻
二
の
四
「
米
の
直
談
高
き
事
」
等
、
圧
政
に
あ
え
ぐ
農
民
の

窮
状
を
幾
度
と
な
く
訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

巻
五
の
四
「
原
隼
人
佐
鬼
胎
」
は
、
同
じ
浅
井
了
意
作
『
狗
張
子
』
巻
二
の
四
「
原
隼
人

佐
諦
仙
」
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
作
品
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
乙
れ
に
関
係
す
る
類
話
と
し
て

富
士
昭
雄
氏
は
『
奇
異
雑
談
集
』
巻
四
の
五
を
あ
げ
て
い
ら
れ
る
。
今
乙
れ
に
影
響
し
た
と

思
わ
れ
る
原
話
は
『
中
朝
故
事
』
の
一
条
で
あ
る
。
部
分
的
文
章
や
構
想
、
そ
れ
に
登
場
人

物
の
対
応
の
仕
方
の
類
似
性
な
ど
を
考
え
る
と
、
『
中
朝
故
事
』
を
原
拠
と
す
る
乙
と
は
認

め
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
『
伽
牌
子
』
に
於
い
て
は
全
体
が
大
き
く
二
段
に
分
け
ら
れ

実
質
的
翻
案
部
分
は
後
の
段
落
で
あ
る
。
従
っ
て
前
半
の
段
落
は
原
話
に
添
加
さ
れ
た
作
者

の
問
題
意
識
の
部
分
な
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
重
要
な
意
義
を
も
有
し
よ
う
。

そ
と
に
は
侍
の
あ
る
べ
き
姿
が
、
乙
う
あ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
逆
接
的
表
現
で
も
っ

て
呈
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
口
吻
は
一
芸
一
手
も
な
き
武
士
に
対
す
る
痛
烈
な
批
判
と
も
な

り
得
る
可
能
性
を
有
す
る
表
現
で
あ
る
。

況
や
人
と
む
ま
れ
、
殊
更
侍
た
ら
む
者
は
、
弓
矢
の
事
に
つ
け
て
は
一
つ
の
得
手
を
よ
く

鍛
練
し
て
、
是
を
以
て
主
君
の
所
用
に
立
て
、
御
思
を
報
じ
奉
る
ベ
し
。
い
た
づ
ら
に
俸

禄
を
給
は
り
、
飽
ま
で
食
ひ
、
暖
に
着
て
、
邪
欲
を
か
ま
へ
義
理
を
知
ら
ず
、
一
番
一
能

も
な
き
者
は
畜
生
に
も
劣
り
て
、
是
は
天
地
の
聞
の
大
盗
賊
な
り
。

乙
の
、
侍
に
対
す
る
批
判
は
色
々
な
形
と
な
っ
て
『
浮
世
物
語
』
に
も
多
数
表
れ
て
い
る
。

恐
ら
く
多
数
と
い
う
処
か
、
『
浮
世
物
語
』
の
巻
三
辺
は
そ
の
殆
ど
の
章
（
巻
三
の
二
「
侍

『伽蝉子』教訓的要素の考察

の
善
悪
批
判
の
事
」
以
下
巻
三
の
三
、
巻
三
の
四
、
巻
三
の
六
、
巻
三
の
十
）
に
わ
た
っ
て

侍
へ
の
批
判
を
突
き
つ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
断
る
ま
で
も
な
く
侍
に
と
っ
て
の
芸
と
は
、

武
道
の
事
で
あ
り
、
巻
三
の
三
「
小
謡
を
忘
れ
た
る
事
付
武
道
不
晴
な
る
事
」
で
は
、
武
道

を
忘
れ
た
者
は
謡
を
忘
れ
た
謡
師
み
た
い
な
も
の
だ
と
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
が
、
乙
の
侍

の
一
芸
一
能
と
い
う
語
に
は
、
巻
一
の
七
「
歩
若
党
に
な
り
し
事
」
等
に
あ
る
様
に

い
や
f
’
＼
今
の
世
は
武
勇
も
首
勘
状
も
氏
も
系
図
も
要
ら
ず
。
三
羅
盤
を
得
た
る
か
、
田

畠
の
積
を
知
り
た
る
か
、
米
の
売
様
、
金
銀
の
回
し
を
だ
に
心
得
た
ら
ば
召
抱
へ
ら
れ
ん

と
武
術
の
世
界
か
ら
貨
幣
制
度
に
根
ざ
し
た
平
和
な
世
界
へ
と
移
行
し
た
、
現
実
的
享
楽
の

生
活
の
気
分
を
伺
い
取
る
乙
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
裏
返
せ
ば
、
そ
う

い
う
武
門
に
対
す
る
批
判
の
可
能
性
を
内
包
す
る
の
だ
が
、
そ
う
単
純
で
は
な
い
時
代
の
動

き
を
『
浮
世
物
語
』
等
の
記
述
が
補
足
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
計
ら
ず
も
と
の
語
に
反
映
さ

れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

巻
七
の
二
「
廉
直
頭
人
死
司
一
官
職
二
」
は
『
蘇
苗
』
に
よ
る
。
乙
乙
に
は
次
の
様
な
話
が

載
る
。

ー＝司

伽

解

子』

－
あ
る
夜
の
夢
に
圧
八
が
そ
の
悪
政

の
故
に
首
を
切
ら
れ
ん
と
す
る
を
、

藍
沼
現
れ
て
助
命
し
剃
髪
の
刑
に

減
刑
し
て
貰
っ
た
。

2
庄
八
、
蓮
沼
現
わ
れ
て
、
卒
塔
婆

を
立
て
よ
と
文
字
を
示
す
が
党
形

な
た
め
解
読
で
き
な
か
っ
た
。

3
圧
八
酒
を
勧
め
る
と
麗
沼
飲
む
が
、

杯
は
前
の
よ
う
に
も
と
に
も
ど
っ

て
い
た
。

4
庄
八
麗
沼
に
そ
の
職
を
尋
ね
る
と
、

正
直
正
道
の
故
に
修
文
郎
を
司
っ

て
い
る
と
い
う
。

5
庄
八
質
問
を
発
す
。

イ
生
死
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
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『蘇

詔』

1
節
の
所
に
夢
中
に
蘇
留
が
現
わ
れ

髪
刑
に
価
す
る
と
て
頭
髪
を
剃
っ

た
。
次
の
日
も
現
わ
れ
て
剃
っ
た
。

2
六
七
日
経
っ
て
簡
が
現
わ
れ
改
葬

を
依
頼
し
た
。
文
字
を
書
い
て
貰

お
う
と
思
っ
た
が
異
な
る
文
字
使

い
で
あ
っ
た
。

3
詔
酒
を
飲
ん
だ
が
、
飲
ん
で
も
飲

ん
で
も
元
の
如
く
で
あ
っ
た
。

4
詔
は
修
文
郎
に
な
り
。
修
文
郎
に

は
8
人
い
る
と
い
う
。

5
節
間
死
知
何
生
？
（
死
者
虚
生
者

貫
耳
）

6
節
問
死
者
何
不
帰
屍
憧
？

7
節
目
今
年
大
疫
如
何
？
（
劉
孔
才



『伽

子

解

－
浅
原
新
之
丞
儒
学
を
専
ら
と
し
て

仏
法
を
信
ぜ
ず
。

2
貧
欲
な
孫
平
い
っ
た
ん
死
す
が
金

銀
の
た
め
に
沙
婆
へ
帰
さ
れ
た
。

そ
の
言
を
聞
い
た
新
之
丞
、
地
獄

の
批
判
の
歌
を
詠
む
。

第 17号

3
閣
魔
王
よ
り
の
二
鬼
新
之
丞
を
つ

れ
て
地
獄
へ
行
く
。

4
大
王
舌
を
抜
か
ん
と
す
る
が
新
之

丞
自
分
の
正
統
性
を
主
張
す
る
。
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5
大
王
そ
の
理
を
認
め
孫
平
を
召
せ

と
命
ず
。

6
浅
原
、
仏
法
の
理
を
知
る
た
め
に

地
獄
を
案
内
し
て
貰
う
。

イ
狩
猟
殺
生
を
営
み
し
者

ロ
医
者
と
女
、
二
人
し
て
夫
を
殺

せ
し
者

ハ
戒
律
守
ら
ず
慈
悲
な
く
、
施
物

の
み
徒
ら
に
食
せ
し
故
、
牛
馬

に
な
っ
た
尼
や
法
師

ニ
代
官
牛
馬
と
な
る
。

ホ
上
杉
則
政
子
患
の
主
君
を
敵
に

渡
し
た
る
臣
下

7
浅
原
儒
学
を
捨
て
て
建
長
寺
に
出

家
す
。

『
蔚
燈
新
語
』

0

令
孤
諜
剛
直
之
士
也
生
而
不
信
神

霊
0

鳥
老
一
度
死
ん
だ
が
生
き
返
り
盛

大
な
仏
事
で
紙
銭
を
大
い
に
焼
い

て
奉
っ
た
の
で
生
き
か
え
さ
れ
た

と
い
う
。
そ
と
で
令
孤
選
賦
詩
作

っ
た
。

0

向
上

0

明
法
と
い
う
者
が
居
て
自
供
書
を

書
く
よ
う
に
進
め
、
令
孤
譲
自
供

書
を
－認
め
る
。

0

向
上

0

向
上

0 0 

同怨罪
上痛人

宛無
轄数
其反
間刺

易リ
Jし、

創
目
叫
呼

0

向
上

。
「
誤
国
之
門
」

（
秦
槍
等
）

0

今
の
は
す
べ
て
夢
で
鳥
老
は
夕
べ

死
ん
で
い
た
。

224 

乙
れ
も
一
部
を
除
い
て
そ
の
殆
ど
を
新
話
に
拠
っ
て
い
る
乙
と
が
分
る
。
乙
と
に
は
浅
原

新
之
丞
と
孫
平
と
い
う
二
人
の
人
物
が
登
場
す
る
が
、
新
之
丞
の
性
格
設
定
に
関
し
て
原
話

の
方
が
「
剛
直
之
士
」
で
「
有
言
及
鬼
神
変
化
幽
冥
果
報
之
事
必
大
言
折
之
」
と
い
う
位
に

し
か
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
新
之
丞
の
方
は
、
才
智
あ
り
て
弁
舌
人
に
す
ぐ

れ
儒
学
を
専
ら
と
し
て
仏
法
を
信
じ
な
い
男
な
の
で
あ
り
最
後
に
は
そ
の
儒
学
を
捨
て
て
出

家
し
て
し
ま
う
。
乙
れ
は
前
述
の
「
太
虚
司
法
伝
」
よ
り
一
歩
進
ん
だ
人
物
設
定
と
な
っ
て

い
る
。
孫
平
に
関
し
て
は
欲
心
深
く
樫
貧
放
逸
な
る
点
は
、
「
家
賃
巨
富
貧
求
不
止
敢
為
不

義
凶
悪
著
聞
」
と
い
う
点
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
い
る
。
従
っ
て
新
之
丞
の
方
に
丈
創
意

を
認
め
う
る
の
で
あ
り
、
仏
教
と
対
峠
し
た
儒
学
を
以
て
し
て
そ
の
儒
学
一
遍
到
の
行
き
方

に
疑
点
を
投
げ
か
け
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
全
く
否
定
す
る
事
で
な
い
の
は
、
閤

魔
大
王
へ
の
供
述
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
即
ち
、
人
心
は
仏
法
の
奇
特
に
よ
り
性
理

を
失
ひ
し
が
、
儒
教
は
「
そ
の
天
理
性
分
の
本
然
を
説
く
べ
き
」
学
問
と
し
て
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
性
理
を
失
い
て
金
銭
に
よ
っ
て
で
も
地
獄
の
沙
汰
を
左
右
す
る
仏
法
で
あ
る
な

ら
ば
許
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
姿
勢
な
の
で
あ
り
、
乙
れ
は
又
逆
に
そ
う
い
う
仏
教
界

に
対
す
る
批
判
と
も
な
り
得
ょ
う
。
し
か
し
、
結
果
的
に
は
地
獄
の
苦
し
み
を
見
て
回
る
と

と
に
よ
っ
て
仏
法
の
功
力
を
知
ら
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
儒
教
の
天
理
性
分
の
教
え
よ

り
優
位
に
結
果
と
し
て
立
っ
た
。

是
に
よ
り
て
浅
原
儒
学
を
捨
て
て
建
長
寺
に
い
た
り
、
参
学
し
て
醒
悟
発
明
の
道
人
と
な

り
け
り

だ
が
、
作
者
は
と
の
段
で
儒
仏
二
教
の
積
極
的
論
争
を
行
な
っ
て
は
お
ら
ず
、
総
体
と
し
て

二
教
の
立
場
を
支
援
す
る
態
度
が
伺
え
る
の
で
あ
る
。
又
、
地
獄
の
沙
汰
も
金
次
第
の
、

世
の
む
さ
ぼ
り
深
き
邪
欲
好
曲
の
地
頭
代
官
ど
も
は
、
賄
を
得
て
は
非
道
を
も
正
理
に
な

し
、
物
を
与
へ
ざ
れ
ば
科
な
き
を
も
罪
に
お
と
す
。
此
故
に
富
る
者
は
が
ゐ
亭
わ
か
勝
が

貧
き
者
は
道
理
に
も
負
を
取
る
。

の
項
目
に
お
け
る
広
義
の
公
事
（
裁
判
）
の
勝
ち
負
け
貧
富
論
の
展
開
は
、
『
浮
世
物
語
』

巻
二
の
十
「
人
に
癖
あ
る
事
」
に
も
、

無
理
な
邪
を
以
て
貧
り
取
る
癖
の
あ
る
者
は
、
乙
れ
道
に
叶
は
ぬ
小
人
な
り
。
か
ゃ
う
の

人
を
大
名
に
な
し
た
ら
ば
、
百
姓
は
濁
り
韓
び
に
倒
れ
果
つ
べ
し
。
老

・
出
頭

・
奉
行
に

な
し
て
は
最
眉
偏
頗
の
私
あ
り
て
、
非
公
事
も
勝
に
な
り
国
家
愁
へ
の
基
な
る
べ
し
。

と
、
出
頭

・
奉
行
（
食
欲
者
）
に
よ
る
裁
判
の
不
公
平
と
い
う
、
よ
り
具
体
的
な
社
会
面
の

中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

乙
の
具
体
的
社
会
性
は
、
『
伽
輝
子
』
の
中
で
特
に
地
頭
代
官
に
向
け
て
発
言
さ
れ
て
い

る
。
地
獄
回
り
の
項
で
『
伽
蝉
子
』
に
は
五
つ
の
状
景
が
描
写
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
、

仰
と
伺
が
原
文
の
方
に
記
さ
れ
て
い
な
い
。
但
し
、
川
区
関
し
て
は
状
景
描
写
は
『
伽
癖
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原
話
離
れ
の
様
想
を
現
在
ま
で
の
指
摘
の
も
と
に
考
察
し
つ
つ
、
そ
の
共
通
す
る
地
盤
を
模

索
し
て
み
た
い
。
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
『
伽
蝉
子
』
の
置
か
れ
た
位
置
は
仮
名
草
子
群
の
中
で

よ
り
正
し
く
定
置
せ
ら
れ
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（ニ）

個

別

的

検

討

『伽蝉子』教訓的要素の考察

順
を
追
っ
て
原
話
離
れ
の
様
相
を
明
ら
に
し
つ
つ
教
訓
的
要
素
の
部
分
を
見
て
み
よ
う
。

巻
一
の
二
「
黄
金
百
両
」

・は
『
三
山
福
地
志
』
に
よ
る
。
友
人
に
金
を
貸
し
た
男
が
兵
乱

に
通
い
（
原
文
は
盗
賊
に
襲
わ
れ
）
友
人
を
た
ず
ね
出
し
て
金
を
返
し
て
貰
お
う
と
思
う
が

友
人
は
返
す
様
子
が
な
い
。
そ
乙
で
友
人
を
刺
殺
し
よ
う
と
し
た
が
思
い
と
ど
ま
っ
た
。
翌

朝
観
音
詣
り
の
帰
り
に
池
に
落
ち
（
原
文
で
は
井
戸
の
中
に
投
身
す
る
）
清
性
館
（
原
文
三

山
の
仙
境
）
と
い
う
御
殿
に
至
る
。
そ
乙
の
老
翁
か
ら
自
分
の
前
世
を
含
め
た
因
果
応
報
の

理
を
知
ら
さ
れ
、
悪
運
尽
き
る
人
々
の
事
を
知
り
、
黄
金
を
与
え
ら
れ
て
家
に
帰
り
翁
の
予

言
の
如
く
家
を
移
っ
て
住
ん
だ
所
難
を
免
が
れ
た
。
と
い
う
筋
で
あ
り
、
殆
ど
細
か
い
所
ま

で
忠
実
に
原
文
を
追
っ
て
い
る
。
た
だ
、
原
文
と
相
違
す
る
点
と
し
て
、
金
を
貸
し
た
男
が

盗
賊
に
襲
わ
れ
て
一
跡
を
失
く
し
た
と
い
う
点
を
、
『
伽
蝉
子
』
で
は
、
細
川
家
と
三
好
家

の
騒
動
に
よ
る
と
い
う
動
乱
世
の
利
用
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
更
に
、
金
を
貸
し
た

男
〈
文
兵
次
H
H
元
自
実
）
の
前
世
の
職
業
は
、
原
文
で
は
翰
林
学
士
で
あ
り
少
々
高
慢
で
人

の
世
活
を
し
な
か
っ
た
た
め
、
生
而
質
鈍
不
通
詩
書
と
い
う
生
を
受
け
た
と
す
る
が
、
『
伽

輝
子
』
の
主
人
公
は
信
心
深
く
は
あ
っ
た
が
百
姓
を
貧
り
課
役
を
し
げ
く
し
て
人
の
愁
を
知

る
事
が
な
い
と
い
う
悪
領
主
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
舞
台
を
戦
国
時
代
の
動
乱
の
社
会

情
勢
に
あ
わ
せ
、
農
民
の
立
場
か
ら
支
配
者
の
圧
政
に
対
す
る
視
点
を
大
き
な
支
柱
と
し
て

日
本
化
さ
せ
て
い
る
点
に
注
意
し
た
い
。

巻
三
の
二
「
鬼
谷
に
落
て
鬼
と
な
る
」
は
『
第
燈
新
活
』
巻
四
「
太
虚
司
法
伝
」
に
拠

る
。
乙
の
両
話
を
話
の
筋
に
沿
っ
て
見
て
み
る
と
殆
ど
一
致
し
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
合
同

は
筋
だ
け
で
な
く
景
物
描
写
等
の
小
さ
な
素
材
等
に
も
見
受
け
ら
れ
ま
る
で
翻
訳
調
の
部
分

も
存
し
て
い
る
。
だ
が
、
殆
ど
全
て
を
『
輿
燈
新
話
』
に
依
拠
し
な
が
ら
も
、
肝
心
の
所
で

相
違
し
て
い
る
。
そ
れ
は
一
番
最
後
の
結
末
の
部
分
な
の
で
あ
り
原
話
に
あ
っ
た
最
終
部
分

を
『
伽
牌
子
』
で
は
削
除
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
乙
の
事
に
よ
っ
て
両
話
の
性
質
は
ま
っ
た

く
逆
の
立
場
に
な
っ
て
い
る
。

『
蔚
燈
新
話
』
の
方
は
、
主
人
公
の
碍
大
異
と
い
う
男
、
彼
は
非
常
に
大
胆
な
男
で
あ
り

日
頃
鬼
信
を
信
じ
て
い
な
か
っ
た
が
、
様
々
な
怪
奇
的
で
き
事
に
遭
遇
し
て
死
ん
で
し
ま
っ

た
。
し
か
し
、
最
後
に
は
天
国
で
の
裁
判
に
勝
っ
て
鬼
神
を
平
ら
げ
た
と
い
う
筋
な
の
で
あ

り
、
そ
の
男
の
大
胆
さ
が
一
篇
の
テ
l
マ
と
な
っ
て
貫
か
れ
て
い
る
。

碍
大
異
名
奇
呉
楚
之
狂
士
也
。
侍
才
倣
物
不
敬
鬼
神
風
依
草
附
木
之
妖
驚
世
而
骸
俗
者
、

必
擾
管
嘗
之
。
至
則
凌
慢
製
辱
而
後
己
或
火
其
桐
或
況
其
像
勇
往
不
顧
以
是
人
亦
以
脂
気

許
之

こ
れ
に
対
し
て
『
伽
輝
子
』
に
於
い
て
は
主
人
公
の
性
格
づ
け
が
も
っ
と
強
く
肉
付
け
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
り
、
単
に
P

侍
才
倣
物
不
敬
鬼
信
’
と
言
う
だ
け
で
は
な
い
。

家
富
み
栄
え
て
之
き
事
な
し
。
乙
の
故
に
耕
作
商
売
の
事
は
心
に
も
掛
け
ず
、
只
儒
学
を

好
み
て
僅
に
其
片
端
を
読
み
、
是
に
過
た
る
事
あ
る
べ
か
ら
ず
と
一
文
不
通
の
人
を
見
て

は
物
の
数
と
も
せ
ず
文
字
学
道
あ
る
人
を
見
て
も
我
に
は
優
ら
じ
と
軽
慢
し
、
剰
へ
仏
法

を
そ
し
り
善
悪
因
果
の
乙
と
わ
り
三
世
流
転
の
数
を
破
り
地
獄
天
堂
裟
婆
浄
土
の
説
を
わ

ら
ひ
、
鬼
神
幽
霊
の
事
を
聞
て
は
更
に
信
ぜ
ず
。
：

と
ま
だ
続
く
の
で
あ
り
、
原
文
の
胆
気
と
い
う
性
格
の
支
柱
が
も
っ
と
内
面
的
な
面
に
広
げ

ら
れ
て
き
て
い
る
。
勿
論
、
傍
線
を
施
し
た
才
に
軽
慢
す
る
点
や
、
鬼
神
の
事
を
信
じ
な
い

点
は
原
文
を
基
底
と
す
る
が
、
そ
れ
以
上
に
『
伽
稗
子
』
に
於
い
て
は
儒
教
や
仏
教
の
問
題

と
関
連
づ
け
て
論
述
さ
れ
て
く
る
。
つ
ま
り
孫
太
郎
は
儒
学
に
関
し
て
は
余
り
つ
と
め
る
と

と
な
く
人
を
馬
鹿
に
す
る
の
で
あ
り
、
か
と
い
っ
て
仏
教
の
因
果
応
報
の
理
を
も
軽
視
し
て

い
る
。
た
ま
た
ま
諌
め
る
人
が
居
れ
ば
四
書
六
経
の
文
章
を
引
っ
張
り
出
し
て
誼
弁
を
ふ
る

う
い
い
か
げ
ん
な
男
な
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
が
故
に
と
う
と
う
鬼
に
さ
れ
て
む
な
し
く

死
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
悪
報
を
受
け
る
。

即
ち
中
国
文
学
で
は
あ
く
ま
で
も
一
人
の
男
の
性
情
に
そ
っ
て
そ
れ
を
執
助
に
追
っ
た
の

に
対
し
て
『
伽
牌
子
』
で
は
因
果
応
報
の
話
と
し
て
再
構
成
し
て
い
る
。
乙
の
点
に
於
い
て

中
国
文
学
は
そ
の
筋
だ
け
を
利
用
さ
れ
、
も
っ
と
も
主
要
な
思
想
性
は
宗
教
的
因
果
応
報
と

い
う
説
理
的
話
柄
に
転
化
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
も
、
そ
と
に
は
儒
教
や
仏
教
を
始

め
と
し
た
当
時
の
学
聞
に
対
す
る
畏
敬
の
念
が
払
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
謂
わ
ば
真
の
学
問

な
き
者
に
対
す
る
批
判
の
体
を
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

巻
四
の
一
「
地
獄
を
見
て
蘇
」
は
『
箆
燈
新
話
』
巻
二
「
令
狐
生
異
夢
録
」
に
拠
る
。
本

話
は
少
し
く
話
が
入
り
乱
れ
る
の
で
整
理
し
て
み
よ
う
。
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（ー）

序

浅
井
了
意
作
『
伽
解
子
』
（
寛
文
六
年
刊
）
は
仮
名
草
子
の
中
で
も
娯
楽
的
作
品
の
内
、

翻
訳
物
に
分
類
さ
れ
る
。
中
国
小
説
翻
案
作
品
で
あ
る
。
と
り
わ
け
我
が
国
怪
異
談
小
説
の

草
分
け
と
し
て
そ
の
文
学
史
的
価
値
は
ひ
じ
よ
う
に
高
い
所
に
置
か
れ
て
い
る
。
麻
生
磯
次

氏
の
『
江
戸
文
学
と
中
国
文
学
』
で
も
中
国
文
学
影
響
考
と
し
て
ま
ず
本
作
品
か
ら
論
述
が

展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
此
等
を
以
て
し
て
『
伽
牌
子
』
は
徳
川
時
代
前
期
に
お
け
る

怪
異
談
小
説
の
代
表
と
考
え
て
差
し
支
え
な
く
、
そ
の
作
品
の
本
質
を
怪
異
性
に
求
め
る
乙

と
は
適
正
な
文
学
史
的
評
価
で
あ
ろ
う
。

処
が
、
そ
の
序
文
を
一
読
す
る
と
、
そ
乙
に
は

学
智
あ
る
人
の
目
を
よ
ろ
と
ば
し
め
、
耳
を
す
す
ぐ
た
め
に
せ
ず
。
只
児
女
の
聞
を
お

ど
ろ
か
し
、
お
の
づ
か
ら
心
を
あ
ら
た
め
、
正
道
に
お
も
む
く
ひ
と
つ
の
補
と
せ
む
と

也

。

（

自

序

）

と
か
、

男
女
の
洛
奔
を
い
ふ
が
如
き
は
則
ち
深
く
戒
め
ん
事
を
欲
す
。
（
雲
樵
序
）

と
か
あ
る
よ
う
に
怪
を
語
る
乙
と
に
よ
っ
て
理
を
述
べ
る
と
い
う
教
訓
的
説
理
の
態
度
が
貫
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い
て
い
る
乙
と
を
知
る
乙
と
が
で
き
る
。

乙
の
『
伽
蝉
子
』
の
持
つ
教
訓
性
に
就
い
て
は
色
々
な
場
で
言
及
さ
れ
て
何
ら
目
新
し
い

訳
で
は
な
い
が
、
『
伽
蝉
子
』
を
論
ず
る
際
、
少
し
く
等
閑
に
付
さ
れ
て
い
た
き
ら
い
が
な

い
で
も
な
い
。
先
に
『
伽
輝
子
』
と
そ
の
出
典
作
品
た
る
各
中
国
小
説
と
の
関
係
を
詳
述
さ

れ
、
『
伽
輝
子
』
の
翻
案
の
方
法
や
了
意
の
文
芸
性
の
特
色
を
総
括
的
に
ま
と
め
ら
れ
た
宇

佐
美
喜
三
八
氏
も
わ
ず
か
に

然
し
各
説
話
に
於
い
て
、
教
訓
ら
し
い
口
吻
は
、
必
ず
し
も
積
極
的
な
傾
向
と
は
な
っ

て
い
な
い

と
述
べ
て
居
ら
れ
る
だ
け
な
の
で
あ
り
、
怪
奇
性
や
浪
漫
性
、
歴
史
性
等
と
は
比
べ
も
の
に

な
ら
な
い
程
低
い
地
位
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

乙
れ
に
対
し
て
松
田
修
氏
は
了
意
の
批
判
的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
し
て
『
伽
稗
子
』
の
幾
つ
か

の
話
を
扱
わ
れ
、
そ
乙
に
告
発
の
精
神
と
い
う
広
義
な
意
味
で
の
教
訓
的
姿
勢
に
通
ず
る
一

精
神
の
展
開
を
注
視
さ
れ
た
。
小
考
も
謂
わ
ば
乙
の
松
田
氏
の
説
を
な
ぞ
る
形
で
述
べ
て
行

き
た
い
の
で
あ
り
、
そ
乙
に
今
ま
で
怪
異
性
か
ら
の
み
把
握
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
『
伽
輝
子
』

の
も
う
一
つ
の
側
面
を
見
て
行
乙
う
と
思
う
。

そ
れ
に
は
他
の
多
数
の
啓
蒙
書
籍
群
と
の
考
察
が
不
可
欠
と
な
っ
て
く
る
の
だ
が
、
今
回

は
そ
の
出
発
と
し
て
『
浮
世
物
語
』
を
視
座
に
お
き
、
『
伽
埠
子
』
教
訓
的
段
落
に
お
け
る

- 13 -
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が
、
結
局
最
終
的
に
は
さ
ら
に
そ
の
十
ヶ
月
後
に
、
セ
ッ
カ
l
・
ア
ン
ド
・
ウ
オ
ー
バ

ー
グ
か
ら
出
版
さ
れ
る
と
と
に
な
る
。

間
三
年
程
前
に
「
パ
リ
・
ロ
ン
ド
ン
の
ど
ん
底
生
活
」
と
い
う
見
事
な
個
人
体
験
記

が
出
版
さ
れ
、
さ
ら
に
見
事
な
小
説
「
牧
師
の
娘
」
が
世
に
出
て
ま
だ
半
年
に
も
な
ら

な
い
が
、
先
週
、
前
二
作
を
凌
駕
す
る
作
品
が
同
じ
著
者
に
よ
っ
て
上
梓
さ
れ
た
。
ジ

ョ
ー
ジ
・
オ
l
ウ
ェ
ル
の
今
度
の
「
ピ
ル
マ
の
日
々
」
を
読
め
ば
、
活
力
、
勇
気
、
生

命
力
の
点
で
オ
l
ウ
ェ
ル
氏
の
筆
に
な
る
と
れ
ら
の
三
冊
に
比
較
し
得
る
も
の
を
、
乙

の
五
年
間
に
い
か
な
る
「
写
実
主
義
的
作
家
」
も
完
成
し
て
い
な
い
と
断
言
で
き
る
だ

ろ
う
。
」
（
司
、
rN
吋
ミ
ミ
え
可
達

a
e
p
H
Y
H
O品・
）

「ピJレマの日々」刊行前後

- 12ー
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し
い
と
云
っ
て
い
い
攻
撃
の
書
で
あ
る
己
そ
し
て
批
評
と
称
賛
の
均
衡
を
見
事
に
と
っ
て

い
る
。
「
乙
の
小
説
は
、
も
し
ロ
レ
ン
ス
リ
オ
ル
デ
ィ
ン
ト
ン
流
の
激
越
な
偏
向
が
少
な
け

れ
ば
さ
ら
に
優
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
個
人
的
に
云
っ
て
私
は
乙
の
作
品
が

好
き
で
あ
る
。
効
果
的
な
怒
り
、
卓
越
し
た
語
り
口
と
興
奮
、
硫
酸
塩
の
よ
う
に
刺
す
ア
イ

ロ
ニ
ー
の
洪
水
を
好
む
人
に
は
誰
に
で
も
一
読
を
す
す
め
た
い
。
」

乙
の
熱
烈
な
書
評
が
オ
l
ウ
ェ
ル
の
評
判
を
さ
ら
に
高
め
る
の
に
力
が
あ
っ
た
と
と
は
考

え
ら
れ
る
し
、
ま
た
コ
ノ
リ
ー
と
お
l
ウ
ェ
ル
の
友
情
を
復
活
さ
せ
た
の
も
疑
い
な
い
。
オ

l
ウ
ェ
ル
は
コ
ノ
リ
ー
に
感
謝
の
手
紙
を
送
り
、
後
者
は
返
事
を
書
い
た
。
す
ぐ
に
二
人
は

頻
々
と
会
う
よ
う
に
な
り
、
古
い
結
び
つ
き
が
よ
み
が
え
り
、
誠
実
で
豊
か
な
友
情
は
一
九

五
O
年
に
オ

1
ウ
ェ
ル
が
、
七
四
年
に
コ
ノ
リ
ー
が
死
ぬ
ま
で
続
く
乙
と
に
な
る
。

好
意
あ
る
書
評
を
書
い
た
者
は
も
う
一
人
い
た
。
発
行
後
一
年
以
上
経
っ
た
三
六
年
八
月

号
の
「
ア
デ
ル
フ
ィ
」
誌
に
書
評
を
載
せ
た
マ
イ
ケ
ル
・
セ
イ
ヤ
l
ズ
で
あ
る
。
彼
の
批
評

は
称
賛
し
、
か
つ
深
い
洞
察
力
を
一
不
す
と
い
う
難
し
い
離
れ
業
で
あ
っ
た
。
「
ジ
ョ
ー
ジ
・

オ
l
ウ
ェ
ル
は
、
他
の
ほ
と
ん
ど
の
作
家
が
無
視
す
る
乙
と
で
人
気
を
得
て
い
る
諸
々
の
価

値
に
鋭
敏
な
大
衆
作
家
で
あ
る
。
現
在
オ
l
ウ
ェ
ル
氏
は
、
自
己
の
素
材
を
最
も
明
析
か
っ

正
直
に
提
出
す
る
と
と
に
非
常
に
関
心
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
彼
の
散
文
の
明
澄
さ
｜
｜
い

わ
ば
、
透
明
さ
ー
ー
ー
は
、
意
味
深
い
言
語
よ
り
む
し
ろ
行
動
の
表
現
を
目
的
と
す
る
現
実
主

義
的
小
説
の
必
須
の
要
件
で
あ
る
：
：
：
憐
態
も
辛
ら
っ
さ
も
、
冷
笑
も
軽
蔑
も
、
白
人
と
有

色
人
双
方
に
働
き
か
け
る
帝
国
主
義
の
暗
い
頚
廃
を
暖
昧
化
す
る
こ
と
を
ゆ
る
さ
れ
な
い
・
．．
 

：
・
侵
入
者
で
あ
り
略
奪
者
で
あ
る
と
い
う
意
識
、
あ
る
い
は
犠
牲
者
の
意
識
：
：
：
乙
う
い
う

も
の
す
べ
て
が
オ
！
ウ
ェ
ル
氏
に
よ
っ
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
提
示
さ
れ

て
い
る
。
」
彼
は
結
論
と
し
て
、
「
オ
l
ウ
ェ
ル
氏
の
履
歴
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
ご

と
云
っ
て
い
る
が
、
予
言
と
し
て
正
確
だ
っ
た
。
「
大
衆
作
家
」
と
い
う
言
葉
の
使
い
方
に

は
あ
る
暖
昧
さ
が
あ
り
、
オ
l
ウ
ェ
ル
は
断
じ
て
そ
う
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
乙
の
書
評

が
オ
l
ウ
ェ
ル
を
至
極
真
面
目
に
取
り
あ
げ
て
く
れ
た
と
と
は
有
難
い
乙
と
で
あ
っ
た
。

セ
イ
ヤ
l
ズ
の
評
は
、
文
壇
に
お
け
る
オ
l
ウ
ェ
ル
の
名
を
高
め
る
の
に
は
役
立
っ
た
で

あ
ろ
う
が
、
現
実
的
効
果
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
「
ア
デ
ル
フ
ィ
」
が
実
際
よ
り
も
か
な
り

多
い
部
数
が
あ
っ
て
、
読
者
の
す
べ
て
が
こ
の
作
品
を
求
め
る
た
め
に
本
屋
に
殺
到
し
た
と

し
て
も
、
ど
う
す
る
乙
と
も
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
発
行
後
一
年
数
ヶ
月
経
っ
て
い
た
そ

の
時
に
は
「
牧
師
の
娘
」
も
「
ピ
ル
マ
の
日
々
」
も
絶
版
に
な
っ
て
い
て
、
組
版
は
解
体
さ

れ
て
い
た
の
、
で
あ
る
か
ら
。
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参
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の
乙
と
円
宮
刊
誌
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ミ
S
S
F
℃
・
怠
「
む
・

凶
一
九
四
四
年
の
ペ
ン
ギ
ン
版
か
ら
名
前
は
元
に
戻
っ
て
、
英
米
版
に
違
い
は
な
く
な

っ
た
。

倒
後
に
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
「
動
物
農
場
」
も
出
版
社
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら

な
か
っ
た
。
ゴ
ラ
ン
ツ
、
ケ
イ
プ
、
フ
ェ
イ
パ

l
社
は
政
治
的
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
。

執
筆
完
成
後
八
ヶ
月
後
に
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ウ
オ
ー
バ
ー
グ
社
が
出
版
を
引
き
受
け
た
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の
出
版
物
で
な
け
れ
ば
自
動
的
に
収
納
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

米
国
版
に
対
し
て
告
訴
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
を
見
て
、
英
国
の
出
版
社
も
勇
気
ず
け
ら

れ
た
。
三
四
年
九
月
に
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ケ
イ
プ
社
が
関
心
を
表
明
し
た
。
オ
l
ウ
ェ
ル
は
懐

疑
的
だ
っ
た
。
ケ
イ
プ
は
ゴ
ラ
ン
ツ
と
同
じ
弁
護
士
を
抱
え
て
い
る
か
ら
、
無
駄
で
は
な
い

か
と
ム
ア
に
告
げ
た
。
ケ
イ
プ
は
「
ど
ん
底
生
活
」
を
二
度
に
わ
た
っ
て
拒
絶
し
て
い
た
の

を
彼
は
忘
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
今
度
は
出
版
し
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
か
え

し
も
し
た
が
、
彼
の
疑
い
の
気
持
は
解
け
な
か
っ
た
。
原
稿
を
送
っ
た
と
こ
ろ
や
は
り
ケ
イ

プ
は
拒
否
し
た
の
で
あ
っ
た
。
三
五
年
二
月
、
翌
三
月
に
オ
l
ウ
ェ
ル
の
小
説
第
二
作
「
牧

師
の
娘
」
を
出
版
す
る
予
定
で
あ
っ
た
ゴ
ラ
ン
ツ
が
、
「
ビ
ル
マ
の
日
々
」
出
版
を
再
考
す

る
こ
と
に
し
た
。
今
度
は
ゴ
ラ
ン
ツ
は
熱
心
だ
っ
た
。
以
前
始
め
て
原
稿
を
見
た
時
に
は
よ

く
読
ん
で
い
な
か
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
乙
の
作
品
の
政
治
的
意
味
合
い
と
内
容
、
活
動

す
る
イ
ン
ド
統
治
の
痛
烈
な
姿
が
、
今
度
は
彼
に
特
に
訴
え
る
も
の
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か

は
分
ら
な
い
、
が
出
版
を
望
ん
だ
。
問
題
は
や
は
り
名
誉
致
損
だ
っ
た
が
、
ど
う
に
か
し
て

解
決
策
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
乙
と
に
な
り
、
前
と
同
じ
弁
護
士
た
ち
が
詳
細
綿
密

に
も
う
一
度
作
品
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
聞
に
オ

I
ウ
ェ
ル
は
ゴ
ラ
ン
ツ
社
の

副
社
長
ノ
l
マ
ン
・
コ
リ
ン
ズ
と
会
っ
て
い
る
。
後
年
コ
リ
ン
ズ
は
そ
の
時
様
子
を
回
想
し

て
、
オ
l
ウ
ェ
ル
の
ぷ
っ
き
ら
棒
で
唐
突
な
、
高
踏
的
な
態
度
の
た
め
そ
の
会
見
は
喜
劇
的

（
初
〉

で
あ
っ
た
と
云
っ
て
い
る
。
最
終
的
に
ゴ
ラ
ン
ツ
は
い
く
つ
か
の
修
正
を
加
え
て
出
版
に
踏

み
き
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
結
局
ビ
ル
マ
人
判
事
、
ウ
・
ポ
・
キ
ン
が
、
ゥ
・
ポ
・
シ

ン
と
な
り
、
イ
ン
ド
人
医
師
、
ヴ
ェ
ラ
ス
ワ
ミ
が
、
ム
ル
カ
ス
ワ
ミ
（
巴
可
。
同
1
ロ
l
d

M
M

。
∞
山
口
m－
ロ
吋
〈

2mzdgEF－
－
ロ
吋
冨
5
w
F
m
m
d
g目
。
と
二
人
の
名
前
が
変
更
さ
れ
た

（
幻
〉

だ
け
で
あ
っ
た
。

「ピルマの日々」刊行前後

（六〉

一
九
三
五
年
六
月
十
一
日
、
待
ち
望
ん
だ
出
版
が
実
現
し
、
乙
の
四
ヶ
月
の
う
ち
二
度
、

オ
l
ウ
ェ
ル
の
作
品
が
本
屋
の
店
先
に
並
べ
ら
れ
た
。
「
ピ
ル
マ
の
日
々
」
は
前
に
出
版
さ

れ
た
二
作
の
い
ず
れ
よ
り
も
売
れ
た
。
初
版
二
千
五
百
部
は
す
ぐ
に
売
り
切
れ
、
五
百
部
が

追
加
さ
れ
た
。
が
と
れ
で
十
分
だ
っ
た
。
売
詮
げ
に
関
す
る
限
り
大
成
功
の
域
に
達
す
る

ま
で
に
は
あ
と
十
年
の
歳
月
が
必
要
で
あ
っ
た
。
書
評
も
慰
め
に
な
る
も
の
は
余
り
な
か
っ

た
し
、
前
二
作
よ
り
注
目
さ
れ
る
度
合
も
少
な
か
っ
た
。
｜
｜
乙
の
点
は
「
牧
師
の
娘
」
の

す
ぐ
後
に
出
版
さ
れ
た
と
と
が
影
響
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ー
l
書
評
の
殆
ん
ど
は
生
ぬ

る
い
、
恩
き
せ
が
ま
し
い
も
の
だ
っ
た
。

例
え
ば
T
L
S
の
匿
名
子
は
、
「
乙
の
作
品
に
は
力
強
い
と
と
ろ
が
あ
り
、
胆
汁
に
浸
さ

れ
た
ペ
ン
で
書
か
れ
て
い
る
。
乙
の
苦
さ
は
当
然
で
あ
る
、
登
場
人
物
た
ち
は
今
も
生
存
し

て
い
る
の
だ
か
ら
。
し
か
し
辛
ら
っ
さ
が
も
う
少
し
少
な
け
れ
ば
も
っ
と
説
得
力
を
増
し
た

で
あ
ろ
う
」
と
書
い
た
。
乙
の
書
評
子
や
他
の
同
様
の
書
評
子
た
ち
を
特
に
困
惑
さ
せ
た
の

は
、
ビ
ル
マ
に
お
け
る
英
国
の
体
制
へ
の
オ
l
ウ
ェ
ル
の
徹
底
し
た
攻
撃
で
あ
っ
た
。
ス
ペ

ク
テ
イ
タ
l
の
シ
ョ

l
ン
・
オ
フ
ァ
ラ
ン
は
作
者
の
反
帝
国
主
義
的
観
点
に
動
じ
て
は
い
な

い
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
小
説
が
無
器
用
だ
と
云
い
、

「あ
わ
れ
に
も
フ
ロ
リ
l
は
著
者
の
健

備
で
あ
る
」
と
嘆
い
て
い
る
。
｜
｜
乙
の
言
葉
は
「
牧
師
の
娘
」
の
ド
ロ
シ
ー
に
も
「
葉
蘭

を
絶
や
す
な
」
の
ゴ
ー
ド
ン
に
も
あ
て
は
ま
る
。
し
か
し
す
べ
て
が
酷
評
で
も
な
か
っ
た
。

デ
イ
リ
ー
・
メ
イ
ル
の
コ
ン
プ
ト
ン
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ

l
は
例
の
調
子
の
、
だ
が
さ
ら
に
熱
烈

（お）

な
賛
辞
を
述
べ
た
。
ニ
ュ

l
・
ス
テ
イ
ツ
マ
ン
・
ア
ン
ド
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
に
は
シ
リ
ル
・
コ

ノ
リ
ー
が
短
か
い
が
好
意
あ
ふ
れ
る
評
を
載
せ
た
。

コ
ノ
リ
ー
は
オ
l
ウ
ェ
ル
の
、
セ
ン
ト
・
シ
プ
リ
ア
ン
及
び
イ
l
ト
ン
時
代
の
親
友
で
あ

っ
た
が
、
ビ
ル
マ
時
代
に
も
帰
国
後
も
両
者
の
聞
に
音
信
は
全
く
な
か
っ
た
。
乙
れ
は
オ
l

ウ
ェ
ル
に
と
っ
て
は
少
し
も
珍
ら
し
い
乙
と
で
は
な
く
、
学
校
時
代
の
友
人
の
誰
も
が
、
交

際
し
よ
う
と
望
ん
で
も
彼
か
ら
丁
重
に
は
っ
き
り
と
友
情
を
拒
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
オ
ー

ウ
ェ
ル
は
帰
国
後
も
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
い
わ
ば
地
下
に
も
ぐ
り
姿
を
消
し
た
。
作
家

と
し
て
確
立
す
る
ま
で
浮
上
す
る
気
持
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
イ
1
ト
ン
の
、
不
ッ
ト
ワ
1
ク

は
広
範
囲
に
及
ん
で
い
て
、
容
易
に
消
え
る
も
の
で
は
な
く
、
姿
を
消
そ
う
と
す
る
メ
ン
バ
ー

の
気
ま
ぐ
れ
よ
り
も
強
力
で
あ
る
。
コ
ノ
リ
ー
は
友
人
か
ら
エ
リ
ッ
ク
・
プ
レ
ア
が
作
家
G

・
オ
l
ウ
ェ
ル
と
な
っ
て
い
る
乙
と
を
聞
き
、
「
ピ
ル
マ
の
日
々
」
が
出
版
さ
れ
た
時
、
新
刊

見
本
を
求
め
、
一
読
し
て
感
銘
を
受
け
、
ニ
ュ

l
・
ス
テ
イ
ツ
マ
ン
に
書
評
を
書
乙
う
と
決

心
し
た
。
問
題
は
、
そ
の
週
の
文
学
作
品
を
全
部
一
括
し
て
書
評
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

と
で
あ
っ
た
。
一
九
三
五
年
七
月
六
日
号
に
は
そ
れ
が
八
冊
も
あ
っ
た
。
乙
の
よ
う
な
立
場

に
馴
れ
て
い
る
コ
ノ
リ
ー
は
ひ
る
ま
な
か
っ
た
。
彼
は
「
ビ
ル
マ
の
日
々
」
を
あ
る
冒
険
小

説
と
「
孤
独
地
獄
に
落
ち
た
あ
る
平
凡
な
娘
」
の
物
語
の
聞
に
巧
み
に
は
さ
み
込
ん
だ
。
そ

し
て
ゴ
ラ
ン
ツ
を
喜
ば
せ
た
に
違
い
な
い
筆
致
で
、
き
び
き
び
と
筆
を
進
め
る
。
「
乙
れ
は

見
事
な
小
説
で
あ
り
、
イ
ン
ド
在
住
の
英
国
人
に
対
す
る
歯
切
れ
の
い
い
、
峻
烈
な
、
荒
々
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み
な
そ
の
後
幸
福
に
暮
し
ま
し
た
」
と
請
合
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
翌
日
オ
l
ウ
ェ
ル

は
ム
ア
に
手
紙
を
書
き
、
「
主
要
登
場
人
物
が
最
後
に
き
ち
ん
と
整
理
さ
れ
て
い
な
い
小
説

を
好
ま
な
い
」
が
、
サ
ク
ス
ト
ン
が
ど
う
し
て
も
と
固
執
す
る
な
ら
、
最
終
章
は
全
部
取
っ

て
も
構
わ
な
い
、
と
云
っ
て
い
る
が
、
結
局
そ
の
章
は
残
る
と
と
に
な
り
、
た
だ
「
さ
て
そ

の
後
の
話
は
」
と
い
う
気
に
障
る
言
葉
だ
け
が
取
り
除
か
れ
て
、
米
国
版
に
関
す
る
限
り
問

題
は
解
決
し
た
。

し
か
し
三
月
、
名
誉
段
損
の
亡
霊
が
再
び
頭
を
も
た
げ
る
。
ハ

i
パ
i
ズ
の
ロ
ン
ド
ン
代

理
店
、
ハ
ミ
ッ
シ
ュ
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
社
に
よ
り
「
ピ
ル
マ
の
日
々
」
の
契
約
が
結
ぼ
れ
た
の

で
あ
る
が
、
英
国
で
す
で
に
二
社
が
出
版
を
拒
否
し
て
い
る
と
と
、
そ
れ
も
名
誉
段
損
の
可

能
性
の
た
め
で
あ
る
と
と
が
改
め
て
問
題
と
な
っ
た
。
結
論
と
し
て
、
ハ

l
パ
l
ズ
の
弁
護

士
が
名
誉
投
損
に
抵
触
す
る
と
考
え
る
部
分
を
オ
l
ウ
ェ
ル
が
取
り
除
く
、
と
い
う
よ
り
も

し
出
版
社
が
、
そ
の
種
の
部
分
の
た
め
出
版
で
き
な
い
と
考
え
る
時
に
は
出
版
を
中
止
し
、

契
約
は
破
棄
さ
れ
る
と
い
う
一
項
が
契
約
書
に
挿
入
さ
れ
た
。
乙
の
問
題
は
オ
l
ウ
ェ
ル
も

等
閑
視
で
き
ず
、
す
べ
て
の
登
場
人
物
は
架
空
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
一
文
を
本
の
中
に
入

れ
る
乙
と
を
提
案
し
た
。

三
月
末
、
ハ

i
パ
i
ズ
は
名
誉
援
損
の
可
能
性
を
検
討
す
る
た
め
に
原
稿
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
自
社
の
弁
護
士
に
送
っ
た
。
数
日
後
に
出
さ
れ
た
報
告
書
に
は
、
作
者
の
抗
弁
に
も
拘

わ
ら
ず
数
人
の
登
場
人
物
は
実
人
生
か
ら
写
し
と
ら
れ
て
い
る
。
特
に
フ
ロ
リ
ー
が
そ
う
で

あ
る
。
そ
し
て
潜
在
的
当
時
者
た
ち
が
わ
ざ
わ
ぎ
訴
え
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
で
あ
ろ
う

が
、
数
人
の
名
誉
が
段
損
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
可
能
性
は
あ
る
と
い
う
と
と
が
述
べ
ら
れ
て

い
た
。四

月
、
ハ

l
パ
l
ズ
は
事
態
を
一
歩
進
め
る
た
め
、
米
国
の
出
版
社
が
英
国
に
お
い
て
告

訴
さ
れ
得
る
か
否
か
を
、
ロ
ン
ド
ン
の
さ
る
弁
護
士
に
照
会
し
た
。
返
答
は
あ
い
ま
い
で
、

明
確
な
イ
エ
ス
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
ハ

l
パ
l
ズ
は
出
版
に
踏
み
切
っ
た
。
秋
に
な
る
と

契
約
通
り
五

0
ポ
ン
ド
の
印
税
の
前
払
い
金
が
オ
l
ウ
ェ
ル
に
送
ら
れ
た
。
米
国
で
は
乙
う

し
て
オ
l
ウ
ェ
ル
の
小
説
の
第
一
作
が
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
正
式
の
日
付
は
一
九
三

四
年
十
月
二
十
五
日
で
、
部
数
は
二
千
部
で
あ
っ
た
。
後
で
分
っ
た
の
だ
が
、
多
す
ぎ
る
数

で
あ
っ
た
。
著
作
者
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
l
ウ
ェ
ル
、
著
作
権
者
は
エ
リ
ッ
ク
・
プ
レ
ア
で
あ

る。
最
初
の
「
ど
ん
底
生
活
」
の
場
合
と
違
っ
て
、
今
度
は
多
少
の
宣
伝
文
句
が
用
意
さ
れ
て

い
た
。
日
く
、
乙
の
本
自
体
は
英
国
で
は
名
誉
段
損
の
恐
れ
の
た
め
出
版
出
来
な
い
と
と
、
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作
者
は
ピ
ル
マ
で
イ
ン
ド
帝
国
警
察
に
勤
務
し
、
｜
｜
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
・
ブ
ッ

ク
・
レ
ヴ
ュ

1
の
書
評
子
の
言
葉
を
借
り
る
と
｜
｜
「
作
者
は
彼
ら
原
住
民
の
状
況
に
置
か

れ
る
な
ら
自
ら
も
行
っ
た
で
あ
ろ
う
行
為
の
た
め
に
、
彼
ら
を
投
獄
す
る
乙
と
を
嫌
う
」
が

た
め
に
、
退
職
し
た
、
と
。
ォ
l
ウ
ェ
ル
自
身
が
眼
に
触
れ
た
唯
一
の
書
評
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
ヘ
ラ
ル
ド
・
ト
リ
ビ
ュ

l
ン
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・

c
・
ハ
パ

l
ド
の
も
の
で
あ
っ
た
。

彼
女
は
乙
の
作
品
を
そ
の
週
書
評
す
る
小
説
群
の
冒
頭
に
置
き
、
見
出
し
も
目
立
つ
も
の
で

あ
っ
た
が
、
好
意
的
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
一
部
を
引
用
す
れ
ば
、
「
十
五
回
の
鞭
打
ち
が

あ
ら
ゆ
る
原
住
民
の
横
柄
さ
を
仕
末
す
る
、
英
国
イ
ン
ド
支
配
の
光
輝
く
時
代
に
、
熱
気
と

鏡
舌
と
む
か
つ
き
に
耐
え
る
三
流
の
人
物
た
ち
の
ぞ
っ
と
す
る
よ
う
な
卑
俗
さ
は
、
彼
ら
の

行
為
に
対
す
る
読
者
の
興
味
を
す
べ
て
失
わ
せ
る
ほ
ど
ひ
ど
い
。
」
し
か
し
オ

1
ウ
ェ
ル
自

身
は
、
と
も
か
く
大
き
く
新
聞
が
取
り
あ
げ
て
く
れ
た
こ
と
に
満
足
し
て
い
る
と
ム
ア
に
手

紙
を
書
い
に
ゼ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
書
評
紙
は
「
ど
ん
底
生
活
」
を
前
年
に
へ
ラ
ル
ド
・
ト
リ
ュ

ビ
l
ン
紙
で
好
意
的
に
評
し
て
く
れ
た
フ
レ
ッ
ド
・

T
・マ

1
シ
ュ
が
筆
を
執
り
、
前
記
の

ハパ

l
ド
夫
人
よ
り
も
は
る
か
に
目
が
利
い
て
い
た
。
が
、
最
も
鋭
い
批
評
は
、
十
二
月
に

ボ
ス
ト
ン
・
イ
ヴ
ニ
ン
グ
・
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
に
現
れ
た
匠
名
子
の
そ
れ
だ
っ
た
。
ハ
バ

ー
ド
夫
人
の
云
う
よ
う
に
、
英
国
人
に
は
敵
意
、
原
住
民
に
は
好
意
を
持
っ
て
乙
の
作
品
が

描
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ピ
ル
マ
人
も
イ
ン
ド
人
も
混
血
も
英
国
人
も
等
し
く
愚
か

で
卑
し
い
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
作
者
が
英
国
人
を
嫌
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ

は
単
に
彼
ら
が
権
力
を
持
っ
て
い
る
た
め
な
の
で
あ
る
。
「
オ
l
ウ
ェ
ル
氏
の
批
難
は
時
に

手
厳
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
西
欧
帝
国
の
全
権
力
が
徒
労
に
帰
す
る
原
住
民
た
ち
の
受
動
的

抵
抗
、
そ
の
原
住
民
た
ち
の
｜
｜
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
｜
｜
特
徴
を
簡
潔
に
具
象
化
し
て
い
る
。
」

中
心
人
物
は
「
稀
に
み
る
洞
察
力
と
、
無
情
と
は
い
え
偏
見
の
な
い
公
正
さ
で
分
析
さ
れ
て

い
る
」
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
作
品
全
体
は
、
「
忠
実
に
し
か
も
毅
然
と
し
て
描
か
れ
た
リ

ア
リ
テ
ィ
ー
」
に
満
ち
て
い
る
と
称
賛
さ
れ
た
。

だ
が
、
ボ
ス
ト
ン
に
お
け
る
好
評
も
、
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
売
れ
行
き
不
振
に
は
役
に
立

た
ず
、
ハ

l
パ
I
ズ
は
間
も
な
く
完
全
に
諦
め
て
、
発
行
後
四
ヶ
月
経
っ
た
翌
三
五
年
二
月

に
組
版
を
解
体
し
て
、
残
っ
た
九
七
六
部
は
ぞ
っ
き
本
に
ま
わ
さ
れ
た
。
オ
1
ウ
ェ
ル
は
と

の
作
品
に
不
満
だ
っ
た
と
は
い
え
、
そ
の
事
態
を
恥
と
は
息
わ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
自
分
の

文
学
作
品
が
完
全
に
記
録
さ
れ
る
の
を
希
望
し
て
、
三
四
年
十
二
月
に
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
l
ウ

ェ
ル
と
名
を
記
し
て
、
米
国
ハ

i
パ
1
ズ
版
の
一
部
を
英
国
博
物
館
に
寄
贈
し
た
。
英
国
内
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い
悪
寒
を
覚
え
な
が
ら
彼
は
帰
っ
て
き
た
。
肺
炎
に
な
り
、
も
と
も
と
肺
は
弱
か
っ
た
か
ら

病
状
は
一
気
に
悪
化
し
、
入
院
し
、
重
態
と
な
っ
た
。
死
ぬ
の
は
ほ
ぼ
確
実
と
考
え
ら
れ

た
。
母
親
の
プ
レ
ア
夫
人
が
呼
び
寄
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
妹
の
ア
ヴ
リ
ル
と
母
が
病
院
に
着

い
た
時
に
は
危
機
を
脱
し
て
い
た
。
ア
ヴ
リ
ル
の
記
憶
に
よ
れ
ば
、
看
護
婦
が
話
し
て
く
れ

た
の
だ
が
、
オ
l
ウ
ェ
ル
は
絶
え
ず
金
の
と
と
で
う
わ
言
を
云
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
彼

の
人
生
の
強
迫
観
念
の
一
つ
が
い
わ
ば
無
意
識
界
か
ら
現
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

医
者
は
退
院
後
、
少
く
と
も
八
ヶ
月
は
静
養
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
云
っ
た
。
だ
か
ら

フ
レ
イ
ズ
に
戻
る
の
は
当
然
不
可
能
だ
っ
た
。
十
二
月
の
終
り
に
ム
ア
に
、
学
期
の
始
め
に

学
校
に
戻
る
乙
と
は
で
き
な
く
な
り
、
当
分
授
業
を
休
む
つ
も
り
で
あ
る
、
そ
し
て
授
業
を

や
ら
な
い
で
、
書
く
と
と
に
専
念
す
れ
ば
次
の
小
説
（
「
牧
師
の
娘
」
）
は
六
ヶ
月
位
で
仕
上

げ
る
乙
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
手
紙
を
書
い
た
。
い
ち
ば
ん
肝
心
な
乙
と
を
最
後
に
書

く
の
が
通
例
な
の
だ
が
、
乙
の
時
も
「
ピ
ル
マ
の
日
々
」
は
ゴ
ラ
ン
ツ
の
所
で
う
ま
く
行
く

（臼）

だ
ろ
う
と
信
じ
る
と
つ
け
加
え
た
。

「ピJレマの日々」刊行前後

（五〉

サ
ウ
ス
ウ
ォ
ル
ド
に
彼
は
高
揚
し
た
気
分
で
帰
っ
て
来
た
。
学
校
か
ら
解
放
さ
れ
、
死
の

恐
怖
か
ら
逃
れ
た
乙
と
、
結
核
患
者
に
あ
り
が
ち
な
一
時
的
興
奮
の
よ
う
な
も
の
も
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
が
、
母
と
妹
か
ら
看
病
さ
れ
る
と
い
う
子
供
じ
み
た
楽
し
み
も
そ
の
要
因
で
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。
彼
の
心
は
文
学
上
の
予
定
や
計
画
で
一
杯
だ
っ
た
。
「
ア
デ
ル
フ
ィ
」

誌
に
書
評
を
載
せ
て
も
い
い
と
リ
チ
ャ

l
ド
・
リ
l
ズ
に
知
ら
せ
た
り
、
ム
ア
に
も
あ
る
哲

学
書
の
英
訳
を
提
案
し
、
一
月
始
め
に
は
チ
ャ
ト
l
・
ア
ン
ド
・
ウ
イ
ン
ダ
ス
社
が
出
し
て

い
る
伝
記
シ
リ
ー
ズ
に
、
マ
ー
ク
・
ト
ゥ
エ
ン
の
伝
記
を
書
い
て
も
よ
い
と
働
き
か
け
た
り

し
た
。
勿
論
次
作
の
小
説
も
あ
っ
た
。
乙
の
作
品
は
前
作
よ
り
も
仕
上
り
の
速
度
が
は
る
か

に
速
か
っ
た
。

「
ビ
ル
マ
の
日
々
」
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
は
最
初
の
頃
は
あ
ま
り
芳
し
い
も
の
で
は
な
か

っ
た
が
、
オ
l
ウ
ェ
ル
の
気
分
は
高
揚
し
た
ま
ま
だ
っ
た
。
一
月
中
旬
に
原
稿
を
読
ん
だ
ゴ

ラ
ン
ツ
は
乙
の
作
品
が
気
に
入
っ
た
。
が
、
弁
護
士
と
相
談
し
た
後
、
オ
1
ウ
ェ
ル
自
身
の

体
験
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
ら
し
い
そ
の
内
容
が
、
名
誉
回
以
損
で
訴
え
ら
れ
る
危
険
を
恐
れ
て

出
版
を
拒
否
し
た
。
オ
1
ウ
ェ
ル
自
身
も
は
っ
き
り
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
は
云
っ
て

い
な
か
っ
た
。
乙
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
出
版
社
に
対
す
る
弁
護
士
の
助
言
が
慎
重
に

な
り
過
ぎ
る
の
は
容
認
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
オ
l
ウ
ェ
ル
が
登
場
人
物
の
う
ち
何
人
か
を

実
生
活
の
場
か
ら
取
っ
て
来
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
し
て
そ
れ
は
あ
り
得
る
乙
と
だ
が
、
出
版

し
た
ゴ
ラ
ン
ツ
が
訴
え
ら
れ
る
乙
と
も
あ
り
得
た
で
あ
ろ
う
。

全
く
思
い
が
け
な
い
人
達
が
、
自
分
達
の
鏡
と
し
て
小
説
を
読
む
可
能
性
が
あ
る
。
オ
ー

ウ
ェ
ル
が
「
低
脳
」
だ
と
考
え
て
い
た
マ
ン
ダ
レ
イ
の
警
察
大
学
長
が
乙
の
作
品
を
読
ん
だ

時
、
作
者
を
鞭
打
ち
の
刑
に
し
た
い
と
怒
っ
て
い
た
の
を
、
昔
の
ピ
ル
マ
時
代
の
同
僚
R
・

ピ
l
ド
ン
が
記
憶
し
て
い
る
。
も
し
そ
の
人
物
が
作
品
の
中
に
自
分
の
姿
を
見
つ
け
た
と
思

っ
た
ら
、
出
版
社
・
作
者
・
印
刷
所
は
当
然
訴
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

ム
ア
が
次
に
原
稿
を
送
っ
た
ハ
ィ
、
不
マ
ン
社
も
、
同
じ
理
由
で
出
版
を
断
っ
た
。
「
ど
ん

底
生
活
」
に
よ
っ
て
彼
が
獲
得
し
た
名
声
の
犠
牲
に
な
っ
た
と
い
う
乙
と
も
考
え
ら
れ
よ

う
。
オ
1
ウ
ェ
ル
が
観
察
し
た
も
の
を
忠
実
に
記
述
す
る
と
い
う
点
で
、
彼
の
正
確
な
筆
を

疑
う
者
は
い
な
か
っ
た
か
ら
、
次
作
が
一
応
、
小
説
と
銘
を
打
た
れ
て
い
て
も
、
そ
の
大
部

分
が
実
際
に
彼
が
見
聞
し
た
も
の
で
、
そ
れ
ら
が
忠
実
に
書
き
写
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
と

考
え
る
の
が
論
理
の
筋
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
二
の
拒
絶
も
そ
れ
程
オ
l
ウ
ェ
ル
を
落
胆
さ
せ
な
か
っ
た
。
米
国
の
出
版
社
ハ

l
パ
i

ズ
の
編
集
長
、

E
・
サ
ク
ス
ト
ン
が
た
ま
た
ま
ロ
ン
ド
ン
に
来
て
い
る
と
い
う
乙
と
を
ム
ア

か
ら
聞
い
た
乙
と
も
彼
の
気
落
ち
を
防
ぐ
の
に
力
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ハ

I
パ
1
ズ

は
前
年
の
六
月
に
「
ど
ん
底
点
活
」
を
米
国
で
出
版
し
て
い
て
、
オ
l
ウ
ェ
ル
の
次
の
二
作

品
に
対
し
て
出
版
の
優
先
権
を
持
っ
て
い
た
。
ム
ア
は
サ
ク
ス
ト
ン
に
原
稿
を
送
り
、
優
れ

た
作
品
を
探
し
に
来
て
い
た
後
者
は
、
米
国
の
流
儀
に
従
っ
て
そ
の
晩
原
稿
を
読
ん
だ
。
彼

は
そ
の
作
品
を
気
に
入
り
、
作
者
と
の
面
談
を
希
望
し
た
。
二
月
七
日
オ
1
ウ
ェ
ル
は
ロ
ン

ド
ン
に
行
き
サ
ク
ス
ト
ン
に
会
っ
た
。
席
上
、
名
誉
接
損
の
問
題
は
持
ち
出
さ
れ
ず
、
い
わ

ば
編
集
上
の
問
題
が
検
討
の
対
象
に
な
っ
た
。

オ
！
ウ
ェ
ル
は
「
ビ
ル
マ
の
日
々
」
を
書
き
な
が
ら
、
ジ
ョ
イ
ス
の
「
ユ
リ
シ
！
ズ
」
を

熟
読
し
て
い
て
、
プ
レ
ン
ダ
・
ソ
ル
ケ
ル
ド
に
何
度
も
「
ユ
リ
シ

1
ズ
」
に
つ
い
て
啓
蒙
的

か
つ
称
賛
の
手
紙
を
送
っ
て
い
る
が
、
彼
自
身
は
乙
の
記
念
す
べ
き
実
験
小
説
か
ら
全
く
影

響
を
受
け
な
か
っ
た
。
分
り
や
す
い
明
瞭
な
、
古
風
で
す
ら
あ
る
ス
タ
イ
ル
の
物
語
に
彼
は

完
全
に
没
頭
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
サ
ク
ス
ト
ン
は
、
「
ピ
ル
マ
の
日
々
」
に
お
け
る
フ

ロ
リ
l
自
殺
後
の
古
風
な
最
終
章
に
異
議
を
と
な
え
た
。
と
い
う
の
も
、
登
場
人
物
た
ち
の

そ
の
後
の
経
歴
が
小
説
の
適
切
な
範
囲
を
超
え
て
広
げ
ら
れ
、
童
話
そ
っ
く
り
に
「
彼
ら
は

-8-



第 17号

を
完
成
さ
せ
た
い
と
云
っ
て
い
る
。
「
し
か
し
気
に
以
一
り
な
い
箇
所
が
多
い
の
で
、
乙
れ
か

ら
数
ヶ
月
か
け
て
書
き
直
し
に
か
か
る
つ
も
り
で
す
。
」
彼
女
が
返
事
を
く
れ
（
仇
い
の
で
二

週
間
後
に
ま
た
手
紙
を
書
き
、
作
品
が
一
応
完
成
し
た
と
記
す
乙
と
が
で
き
た
。
（
勿
論
、

手
直
し
す
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
と
書
き
加
え
て
い
る
が
、
乙
れ
は
前
年
か
ら
友
人
達
や
ム
ア

に
、
読
み
返
す
度
毎
に
気
が
め
い
る
と
書
い
て
い
た
の
と
同
じ
調
子
、
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ

た。）フ
レ
イ
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
は
五
才
か
ら
十
六
才
ま
で
の
、
大
学
進
学
希
望
者
や
他
の
知
的
職

業
に
就
く
乙
と
を
望
む
子
供
達
を
受
け
入
れ
る
学
校
で
あ
っ
た
が
、
オ
l
ウ
ェ
ル
が
居
た
時

の
生
徒
数
は
一
八

O
人
で
、
男
女
夫
々
十
五
人
づ
つ
の
寄
宿
生
が
居
た
。
最
初
の
契
約
は
休

暇
の
時
に
だ
け
教
え
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ベ
、
不
ッ
ト
氏
は
オ
l
ウ
ェ
ル
が
退
職
し
た
教
師

の
後
任
と
し
て
十
分
に
や
っ
て
ゆ
け
る
の
に
満
足
し
て
、
十
八
人
の
専
任
ス
タ
ッ
フ
の
一
人

と
し
て
彼
を
正
式
に
採
用
し
た
。
助
教
師
と
し
て
の
彼
の
主
た
る
仕
事
は
フ
ラ
ン
ス
語
を
教

え
る
乙
と
で
あ
っ
た
が
、
英
語
そ
の
他
の
教
科
も
教
え
、
ま
た
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
・
エ
ー
カ
ー

ズ
と
名
付
け
ら
れ
た
運
動
場
で
ホ
ッ
ケ
ー
や
ク
リ
ケ
ッ
ト
を
監
督
す
る
乙
と
に
な
っ
た
。
そ

う
す
る
と
丸
一
日
の
仕
事
に
な
り
、
夜
に
な
る
ま
で
小
説
の
執
筆
は
お
あ
ず
け
に
な
る
と
い

う
点
は
イ
ヴ
リ
ン
校
と
同
様
で
あ
っ
た
。
た
だ
乙
乙
で
は
教
職
員
が
宿
泊
出
来
る
エ
ド
ワ
ー

ド
様
式
の
大
き
な
別
荘
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
分
だ
け
出
費
が
少
く
て
済
ん
だ
。
別
荘
の
内

部
に
は
「
馬
小
屋
」
（
σ
O
B
O
Eぎ
る
と
い
う
名
の
小
さ
な
寝
室
が
い
く
つ
も
あ
っ
て
、
オ

l
ウ
ェ
ル
は
そ
の
一
つ
に
寝
起
き
し
た
。

フ
レ
イ
ズ
に
お
い
て
、
彼
と
知
り
合
っ
た
人
々
の
思
い
出
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
彼
は
欠

点
の
な
い
教
師
で
、
生
徒
に
は
人
気
が
あ
り
同
僚
と
も
う
ま
く
行
っ
て
い
た
。
た
だ
、
過
去

に
お
い
て
も
将
来
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
い
い
意
味
で
彼
は
超
然
と
し
て
い
て
、
自
分
の
道

を
進
み
、
自
分
の
時
間
は
自
分
の
た
め
に
使
い
た
い
と
決
意
し
て
い
た
。
い
つ
も
完
全
に
愛

想
が
良
か
っ
た
が
、
食
堂
で
も
自
分
の
方
か
ら
口
を
き
く
乙
と
は
お
お
む
ね
な
か
っ
た
し
、

夜
、
他
の
教
師
達
と
長
時
間
談
笑
す
る
乙
と
も
な
か
っ
た
。
彼
は
臆
病
で
は
な
か
っ
た
。
普

通
は
歓
迎
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
食
堂
で
乙
の
新
任
教
師
は
、
臭
い
の
ひ
ど
い
強
い
フ
ラ

ン
ス
煙
草
を
紙
に
巻
い
て
必
ず
吸
っ
た
。
あ
る
時
に
は
、
三
十
人
の
寄
宿
生
の
た
め
に
手
巻

き
の
蓄
音
器
を
鳴
ら
し
て
、
ダ
ン
ス
会
が
聞
か
れ
た
が
、
オ
l
ウ
ェ
ル
は
欠
席
せ
ず
に
現
れ
て

楽
し
ん
で
さ
え
い
る
よ
う
だ
つ
た
。
そ
し
て
他
の
同
僚
達
が
二
の
足
を
ふ
ん
だ
、
年
配
の
非

常
に
背
の
低
い
女
教
師
と
不
恰
好
に
見
え
る
ひ
ょ
ろ
り
と
背
の
高
い
彼
が
一
緒
に
踊
っ
た
の

は
四
十
年
後
の
今
日
、
人
々
の
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。
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乙
の
フ
レ
イ
ズ
で
は
、
最
近
結
婚
し
て
他
の
教
師
達
よ
り
も
広
い
続
き
の
部
屋
を
使
っ
て

い
る
ス
タ
プ
リ
l
夫
妻
が
オ
l
ウ
ェ
ル
と
仲
が
良
か
っ
た
。
彼
は
殆
ん
ど
毎
夜
た
ず
ね
て
き

て
コ
ー
ヒ
ー
を
何
杯
も
飲
み
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
し
た
。
他
の
同
僚
達
に
は
一
切
自
分
の
第

二
の
正
体
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
が
、
ス
タ
プ
リ
l
夫
妻
に
は
そ
う
で
は
な
く
、
お
ま
け

に
「
ど
ん
底
生
活
」
を
一
冊
贈
呈
し
た
。
ま
た
彼
は
ピ
ル
マ
の
生
活
が
ひ
ど
く
い
や
な
も
の

で
あ
っ
た
と
語
っ
て
、
次
の
作
品
の
テ
l
マ
が
何
な
の
か
を
彼
ら
に
臆
測
さ
せ
た
。
夫
妻
の

思
い
出
に
よ
れ
ば
、
乙
の
頃
の
オ
l
ウ
ェ
ル
の
気
晴
ら
し
は
野
原
を
一
人
で
歩
き
廻
っ
た
り

魚
釣
り
を
す
る
と
と
、
あ
る
い
は
新
し
く
買
い
求
め
た
中
古
の
オ
ー
ト
バ
イ
を
乗
り
ま
わ
す

乙
と
だ
っ
た
ら
し
い
。
ス
タ
プ
リ
！
氏
は
後
に
乙
の
フ
レ
イ
ズ
の
校
長
に
な
る
が
、
こ
の
夫

妻
に
オ
l
ウ
ェ
ル
は
彼
が
フ
レ
イ
ズ
で
幸
福
で
は
な
か
っ
た
乙
と
を
一
切
気
取
ら
れ
て
い
な

い
。
も
っ
と
も
、
他
方
で
は
教
師
が
一
時
し
の
ぎ
の
仕
事
で
あ
り
、
機
会
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に

で
も
止
め
る
気
で
い
る
乙
と
を
隠
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
過
去
、
未
来
の
多
く
の

友
人
や
知
人
と
同
じ
よ
う
に
、
彼
ら
の
視
界
か
ら
姿
が
消
え
る
と
、
彼
ら
に
再
び
会
っ
た
り

手
紙
を
交
換
す
る
と
い
う
乙
と
は
全
く
な
か
っ
た
。

十
一
月
の
末
、
つ
い
に
執
筆
は
完
了
し
た
。
十
一
月
二
十
六
日
に
ム
ア
に
書
い
た
手
紙

｜
｜
「
次
の
日
曜
日
に
は
御
在
宅
で
し
ょ
う
か
。
し
ば
ら
く
前
に
小
説
を
書
き
上
げ
て
、
今

暇
を
見
つ
け
て
は
タ
イ
プ
で
清
書
し
て
い
ま
す
。
土
曜
ま
で
に
は
打
ち
終
え
る
で
し
ょ
う
・
・

：
・
乙
の
小
説
に
つ
い
て
私
は
と
て
も
不
満
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
す
べ
て
、
乙
れ
ま
で
あ

な
た
が
読
ま
れ
た
も
の
の
水
準
に
よ
っ
て
決
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
勿
論
、
必
要
な
訂

正
は
全
部
や
り
ま
し
た
し
、
で
き
る
限
り
短
か
く
も
し
ま
し
た
。
三
百
七
十
五
頁
位
で
l
l
｜

余
白
を
広
く
取
っ
た
乙
と
を
考
え
る
と
、
八
万
五
千
語
位
の
長
さ
に
な
る
で
し
ょ
う
。
ひ
ど

く
長
い
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。
も
し
出
版
社
が
切
取
っ
た
方
が
い
い
と
云
え
ば
、
ど
乙
を
切

る
か
の
考
え
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
あ
れ
は
も
う
見
る
の
も
い
や
な
気
持
な
の
で
、
で
き
れ

（
時
）

ば
切
ら
ず
に
済
ま
せ
た
い
の
で
す
。
」

十
二
月
二
日
日
曜
、
オ
！
ウ
ェ
ル
に
ふ
さ
わ
し
い
が
、
冬
の
天
候
で
あ
る
乙
と
を
顧
慮
し

な
い
で
、
い
つ
も
の
ス
ポ
ー
ツ
・
コ
！
卜
、
だ
ぶ
だ
ぶ
の
ズ
ボ
ン
の
ま
ま
、
ス
タ
プ
リ
l
夫

妻
の
忠
告
に
も
耳
を
貸
さ
ず
、
セ
ー
タ
ー
も
ス
カ
ー
フ
も
身
に
つ
け
な
い
で
、
オ
ー
ト
バ
イ

で
出
発
す
る
。
（
乙
れ
が
パ
リ
か
ら
帰
っ
た
時
以
来
の
、
そ
し
て
そ
れ
か
ら
後
も
着
続
け
る

彼
の
服
装
で
あ
っ
た
。
オ
ー
ト
バ
イ
を
と
ば
す
時
も
、
ロ
ン
ド
ン
の
街
を
歩
く
時
も
、
厳
冬

期
で
す
ら
も
、
ト
ッ
プ
コ
ー
ト
を
着
な
か
っ
た
。
他
の
者
が
何
を
云
っ
て
も
何
の
足
し
に
も

な
ら
な
か
っ
た
。
）
結
果
は
予
想
出
来
た
。
途
中
冷
雨
に
遭
っ
て
ず
ぶ
ぬ
れ
に
な
り
、
ひ
ど
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物
が
登
場
す
る
小
説
を
書
き
あ
げ
る
乙
と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
は
モ

l
ム

的
な
う
ま
い
語
り
口
と
世
俗
性
を
持
ち
、
東
と
西
の
聞
に
介
在
す
る
誤
解
を
E
・
M
・
フ
ォ

ス
タ
ー
風
に
ア
イ
ロ
ニ
ッ
ク
な
共
感
を
ま
じ
え
て
理
解
し
、
解
乙
う
と
す
る
も
の
、
ま
た
D

－
H
・
ロ
レ
ン
ス
の
詩
的
描
写
力
、
オ
l
ウ
ェ
ル
自
身
の
ビ
ル
マ
体
験
、
そ
し
て
最
後
に

（
沼
）

「
普
通
の
人
々
が
読
み
た
が
る
よ
う
な
も
の
」
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
乙

の
よ
う
に
共
通
点
の
な
い
目
的
を
う
ま
く
ま
と
め
る
た
め
に
は
、
「
混
合
」
の
天
才
を
持
っ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
話
を
現
実
に
戻
す
な
ら
、
「
ビ
ル
マ
の
日
々
」
で
慣

く
べ
き
乙
と
は
、
こ
の
作
品
が
理
想
的
な
保
作
で
は
な
い
と
い
う
乙
と
で
は
な
く
て
、
か
な

り
す
ぐ
れ
た
作
品
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。

多
分
、
オ
l
ウ
ェ
ル
は
、
「
ど
ん
底
生
活
」
に
お
け
る
よ
う
に
、
自
分
の
聞
い
た
り
見
た

り
感
じ
た
り
行
っ
た
り
し
た
体
験
を
そ
の
ま
ま
書
く
と
い
う
自
己
の
才
能
を
信
じ
て
い
た
ら

よ
か
っ
た
の
だ
。
「
ビ
ル
マ
の
日
々
」
は
一
般
の
若
い
文
学
青
年
の
第
一
作
か
ら
期
待
さ
れ

る
｜
｜
揺
り
か
ご
か
ら
大
学
ま
で
の
1
1
l
自
伝
的
な
ほ
と
ば
し
り
と
は
非
常
に
異
な
る
作
品

で
あ
る
。
イ
1
ト
ン
か
ら
オ
ッ
ク
ス
ブ
リ
ッ
ジ
と
い
う
通
常
の
文
学
青
年
が
辿
る
履
歴
と

イ
l
ト
ン
か
ら
ビ
ル
マ
に
至
る
オ
l
ウ
ェ
ル
の
そ
れ
は
ま
る
で
違
っ
て
い
て
、
特
異
性
が
あ

り
興
味
深
さ
を
秘
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
一
九
三
六
年
に
オ
1
ウ
ェ
ル
が
自
己
の
履
歴
を

「
ウ
ィ
ガ
ン

・
ピ
ア
へ
の
道
」
に
書
い
た
時
、
彼
は
政
治
化
の
過
程
に
あ
っ
て
、
素
材
は
効

果
的
に
で
は
あ
っ
た
に
し
ろ
、
そ
の
政
治
的
教
訓
的
価
値
ー
ー
ー
帝
国
主
義
者
が
如
何
に
し
て

社
会
主
義
者
に
な
り
得
た
か
ー
ー
ー
と
い
う
と
と
を
述
べ
る
た
め
に
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
っ

た。
「
ピ
ル
マ
の
日
々
」
の
力
強
さ
の
大
部
分
は
そ
の
自
伝
的
な
デ
ィ

l
テ
イ
ル
に
由
来
し
て

い
る
。
が
乙
の
作
品
は
小
説
の
体
裁
を
も
っ
た
自
伝
で
は
な
い
し
、
そ
れ
と
し
て
読
ま
れ
る

べ
き
も
の
で
も
な
い
。
オ
l
ウ
ェ
ル
の
眼
は
隅
々
ま
で
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
る
が
、
彼
の
「
私
」

は
め
っ
た
に
姿
を
現
す
と
と
が
な
い
。
彼
の
ピ
ル
マ
体
験
の
多
く
が
排
除
さ
れ
て
い
て
逆
説

的
に
云
え
ば
、
「
私
」
が
最
も
読
者
に
意
識
さ
れ
る
の
は
、
モ

l
ム
的
と
い
う
よ
り
も
作
者

の
上
か
ら
下
に
見
下
し
て
語
る
語
り
口
の
中
で
な
の
で
あ
る
。
登
場
人
物
達
は
多
く
の
場
合

現
実
の
生
活
か
ら
持
っ
て
乙
ら
れ
て
は
い
る
が
戯
固
化
さ
れ
て
い
て
、
平
凡
さ
、
中
産
階
級
性
、

卑
俗
さ
の
た
め
に
何
度
も
や
っ
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
ぞ
っ
と
す
る
よ
う
な
カ

l
ス
テ
ィ
ー
ン

夫
妻
、
教
養
を
忌
避
す
る
、
夫
探
し
の
中
性
的
エ
リ
ザ
ベ
ス
、
種
族
と
英
帝
国
に
対
し
て
漫

画
的
な
態
度
を
と
る
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
達
な
ど
。
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
愛
を
求
め
る
フ
ロ
リ
！

の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
ポ
ロ
選
手
の
士
官
ヴ
ェ
ラ
ル
で
す
ら
、
「
三
流
」
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

・
ス

「ピJレマの日々」刊行前後

ク
ー
ル
に
行
っ
た
乙
と
が
あ
る
と
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
ま
た
ク
ラ
プ
を
中
心
と
す
る
部
分
で

読
者
は
、
オ
l
ウ
ェ
ル
の
ビ
ル
マ
滞
在
五
年
間
の
苦
悩
と
う
ら
み
が
復
し
ゅ
う
を
行
っ
て
い

る
と
感
じ
る
。
乙
の
期
間
の
彼
の
身
の
上
に
起
っ
た
多
く
の
事
柄
に
彼
は
触
れ
よ
う
と
は
し

な
い
の
で
あ
る
が

l
l。
デ
ル
タ
地
帯
に
お
け
る
苦
し
い
体
験
は
全
く
取
り
上
げ
ら
れ
ず
、

最
後
の
数
ヶ
月
間
勤
務
し
た
だ
け
の
カ
サ
に
場
面
を
限
定
し
て
い
る
。
デ
ル
タ
の
苛
烈
で
荒

涼
と
し
た
風
土
と
は
非
常
に
違
っ
て
い
る
カ
サ
、
激
し
い
ピ
ン
ク
の
色
と
燃
え
る
よ
う
な
真

紅
、
く
す
ぶ
る
よ
う
な
紫
色
に
あ
ふ
れ
た
カ
サ
が
、
彼
の
記
憶
の
中
に
生
き
て
い
た
の
は
本

当
で
あ
り
、
作
品
の
中
で
も
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
が
、
乙
れ
も
オ
l
ウ
ェ
ル
が
へ
イ

ズ
と
い
う
陰
気
な
色
彩
に
之
し
い
土
地
で
書
い
た
乙
と
に
何
か
の
原
因
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
彼
は
悪
性
の
風
邪
に
悩
ま
さ
れ
、
土
地
の
蓄
音
器
工
場
の
煙
が
田
野
を
荒
廃
さ
せ
て
い

た
冬
に
作
品
を
書
き
進
め
て
い
っ
た
の
だ
か
ら
。

（四〉

イ
ヴ
リ
ン
校
は
経
営
不
振
、
つ
ま
り
志
望
者
数
不
足
の
た
め
廃
校
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
。
そ
の
年
三
三
年
の
五
月
、
近
く
の
ア
ク
ス
ブ
リ
ッ
ジ
に
あ
る
フ
レ
イ
ズ

・
カ
レ
ッ
ジ
の

創
設
者

・
所
有
者

・
校
長
の
ジ
ョ
ン

・
ベ
ネ
ヅ
ト
氏
が
購
入
可
能
で
運
搬
移
動
が
で
き
る
動

産
が
あ
る
か
ど
う
か
を
見
る
た
め
に
、
イ
ヴ
リ
ン
を
訪
ね
て
来
た
。
そ
の
日
オ
l
ウ
ェ
ル
は

イ
ヴ
リ
ン
の
校
長
か
ら
ベ
ネ
ッ
ト
氏
に
紹
介
さ
れ
た
。
フ
レ
イ
ズ

・
カ
レ
ッ
ジ
に
フ
ラ
ン
ス

語
の
教
師
の
席
が
一
つ
空
く
予
定
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
唯
一
つ
の
問
題
は
、
八
月
の
中
旬

に
フ
レ
イ
ズ
の
寮
に
止
っ
て
い
る
生
徒
達
に
個
人
的
に
教
え
る
と
い
う
休
暇
教
師
に
な
っ
て

欲
し
い
と
云
わ
れ
た
と
と
だ
っ
た
。
オ
！
ウ
ェ
ル
は
長
い
夏
休
み
を
待
ち
望
ん
で
い
た
。
執

筆
中
の
作
品
の
完
成
を
急
ぎ
た
か
っ
た
し
、
陰
う
つ
な
へ
イ
ズ
か
ら
去
っ
て
家
族
や
知
人
友

人
た
ち
と
夏
を
過
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
フ
ィ
エ
ル
ツ
夫
妻
も
い
つ
も
の
よ
う
に
サ
ウ

ス
ウ
ォ
ル
ピ
ド
に
や
っ
て
来
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
失
業
者
の
多
い
時
代
に
あ
れ
と
れ
と
注
文
を

つ
け
る
乙
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
彼
は
直
ち
に
そ
の
仕
事
を
受
入
れ
た
。
そ
し
て
職
を
探
す

苦
労
か
ら
解
放
さ
れ
て
書
く
乙
と
に
力
を
注
ぎ
、
五
月
に
完
成
し
た
三
分
の
二
の
原
稿
を
ム

ア
に
送
り
、
六
月
に
は
友
人
の
ブ
レ
ン
ダ
に
ム
ア
が
原
稿
を
気
に
入
っ
て
い
る
と
報
告
す
る

乙
と
が
で
き
た
。
例
に
よ
っ
て
、
「
身
に
余
る
光
栄
で
す
」
と
留
保
の
一
文
を
つ
け
加
え
て

い
る
？
七
月
イ
リ
l
ナ
・
ジ
ェ
イ
ク
ス
に
手
紙
を
送
っ
て
、
そ
の
月
の
終
り
ま
で
に
は
作
品
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ゃ
べ
り
を
交
し
、
何
軒
も
の
知
人
の
家
を
訪
ね
た
。
休
暇
は
有
意
義
に
過
さ
れ
た
。
一
月
十

八
日
ロ
ン
ド
ン
に
帰
え
る
時
、
彼
の
鞄
の
中
に
は
百
頁
の
原
稿
が
入
っ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
彼
は
そ
れ
を
更
に
も
う
一
度
読
ん
で
判
断
し
た
上
で
、
ム
ア
に
送
る
つ
も
り
で
い
た
。

ロ
ン
ド
ン
で
は
メ
イ
プ
ル
・
フ
ィ
エ
ル
ツ
と
中
食
を
共
に
し
、
将
来
印
税
が
入
る
か
ら
と
食

事
代
を
払
う
と
云
っ
て
き
か
な
か
っ
た
。
帰
途
二
人
は
書
店
の
前
に
立
ち
止
っ
て
、
彼
の
本

が
人
眼
を
奪
う
よ
う
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
の
を
眺
め
、
そ
れ
か
ら
オ
1
ウ
ェ
ル
は
心
進
ま
な

い
へ
イ
ズ
（
イ
ヴ
リ
ン
校
所
在
地
）
に
向
っ
た
。
ヘ
イ
ズ
に
房
っ
て
数
日
後
、
彼
は
原
稿
を

読
み
返
し
て
こ
れ
だ
っ
た
ら
ム
ア
に
送
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
と
思
い
、
郵
送
し
た
。
ム
ア
か

ら
の
返
事
は
な
か
な
か
来
な
か
っ
た
。

一
一
月
一
日
、
彼
は
あ
る
口
実
を
見
つ
け
て
ム
ア
に
手
紙
を
書
い
た
。
手
紙
の
調
子
は
い
つ

も
の
よ
う
に
遠
慮
が
ち
で
あ
り
、
憶
病
で
す
ら
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
乙
れ
ま
た
い
つ
も
の

（
印
）

よ
う
に
重
要
な
問
題
、
乙
の
手
紙
の
本
当
の
目
的
は
最
後
に
ま
わ
さ
れ
て
い
た
。
も
し
精
神

分
析
的
に
検
討
す
れ
ば
、
ム
ア
が
「
父
親
」
の
役
割
を
果
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、

そ
の
一
部
し
か
発
表
さ
れ
て
い
な
い
彼
ら
の
書
信
は
、
乙
の
角
度
か
ら
み
て
も
非
常
に
興
味

深
い
。
彼
は
郵
送
し
た
百
頁
の
原
稿
を
ム
ア
が
ど
う
思
っ
た
か
と
問
い
、
す
ぐ
そ
の
後
で

「
文
学
的
な
見
地
か
ら
云
え
ば
、
あ
れ
は
ひ
ど
い
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
｜
！
」
つ
け
加
え

て
い
る
の
も
オ
l
ウ
ェ
ル
ら
し
い
。
ひ
ど
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
適
当
に
推
敵
を
行
え
ば

「
人
々
が
読
み
た
い
と
思
う
よ
う
な
作
品
」
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
ピ
ル
マ
に
関

す
る
小
説
は
非
常
に
少
な
い
の
だ
か
ら
、
ア
ク
シ
ョ
ン
に
之
し
く
、
描
写
・
説
明
が
多
す
ぎ

る
の
も
ゆ
る
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
述
べ
て
い
る
。
（
後
に
な
る
と
、
へ
ン
リ

！
・
ミ
ラ
ー
に
手
紙
で
書
い
た
よ
う
に
、
と
の
描
写
を
乙
の
作
品
の
唯
一
の
取
り
柄
と
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
／
）
手
紙
の
最
後
で
、
乙
の
作
品
に
は
あ
と
で
殺
人
と
自
殺
が

お
き
る
で
し
ょ
う
と
書
き
、
そ
れ
も
重
要
な
役
割
を
果
す
も
の
で
は
な
い
と
相
手
の
気
を
殺

ぐ
よ
う
な
一
文
を
書
き
添
え
て
い
た
。

乙
の
陰
気
で
も
の
欲
し
気
な
手
紙
に
対
し
、
ム
ア
は
三
月
の
中
旬
頃
適
度
の
励
ま
し
の
言

葉
を
含
む
返
事
を
送
っ
た
。
い
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
ム
ア
は
百
頁
の
原
稿
が
気
に
入
っ

て
い
て
そ
の
続
き
を
読
み
た
い
と
書
き
、
た
だ
し
オ
l
ウ
ェ
ル
の
手
紙
の
中
に
あ
っ
た
「
人

人
の
好
む
よ
う
な
：
：
：
」
と
い
う
大
衆
の
好
み
に
つ
い
て
推
測
す
る
と
と
は
で
き
な
い
、
も

し
予
測
で
き
れ
ば
す
べ
て
の
出
版
社
が
金
持
ち
に
な
る
だ
ろ
う
し
、
出
版
さ
れ
る
著
者
の
数

も
当
然
極
め
て
少
数
に
な
る
だ
ろ
う
と
。
良
い
ニ
ュ
ー
ス
と
い
う
の
は
、
「
パ
リ
・
ロ
ン
ド
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ン
の
ど
ん
底
生
活
」
を
米
国
の
ハ

l
パ
l
ズ
社
が
出
版
を
望
ん
で
い
る
乙
と
だ
っ
た
。
乙
れ

は
へ
イ
ズ
の
湿
気
の
多
い
薄
暗
い
部
屋
で
、
咳
を
し
な
が
ら
営
々
と
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
叩

い
て
い
る
オ
l
ウ
ェ
ル
に
と
っ
て
、
喜
ば
し
い
知
ら
せ
で
あ
り
、
自
分
が
事
実
作
家
で
あ
る

乙
と
を
快
よ
く
想
起
さ
せ
る
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
っ
た
。

「
憂
う
つ
」
と
い
う
言
葉
は
、
一
九
三
三
年
初
め
の
冬
を
要
約
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
も

の
で
あ
っ
た
。
イ
ヴ
リ
ン
校
で
気
の
す
す
ま
な
い
授
業
を
し
、
雑
務
に
追
わ
れ
、
夜
部
屋
で

小
説
を
書
く
オ
l
ウ
ェ
ル
に
と
っ
て
も
、
ま
た
l
l滑
け
い
に
も
思
わ
れ
る
飛
躍
し
た
云
い

方
に
す
れ
ば
｜
｜
西
欧
に
と
っ
て
も
。
ヒ
ト
ラ
ー
が
総
統
に
な
っ
た
の
は
そ
の
年
の
一
月
三

十
目
だ
っ
た
。
し
か
し
彼
は
乙
の
年
の
冬
、
自
分
に
直
接
関
係
の
な
い
事
柄
に
つ
い
て
は
殆

ん
ど
関
心
を
持
た
な
か
っ
た
。
教
え
る
と
と
と
、
フ
ラ
ッ
ト
の
後
に
あ
る
小
さ
な
菜
園
で
の

野
菜
作
り
、
友
人
へ
の
手
紙
、
あ
る
日
の
暮
方
、
メ
イ
プ
ル
と
イ
ー
ス
ト
・
エ
ン
ド
に
パ
プ

に
行
っ
た
乙
と
を
除
い
て
は
。
彼
女
の
記
憶
に
よ
れ
ば
、
乙
の
日
の
オ
l
ウ
ェ
ル
は
少
し
も

落
着
い
た
様
子
が
な
か
っ
た
。
彼
に
最
も
気
が
か
り
な
乙
と
は
、
乙
の
冬
も
そ
の
後
の
数
ヶ

月
間
も
、
小
説
「
ピ
ル
マ
の
日
々
」
の
乙
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

六
月
に
初
稿
の
三
分
の
二
が
終
っ
た
時
、
友
人
の
プ
レ
ン
ダ
・
サ
ル
ケ
ル
ド
に
「
四
日
間

位
で
一
作
の
小
説
を
書
き
あ
げ
る
乙
と
の
で
き
る
連
中
の
一
人
に
な
り
た
い
」
と
書
き
送
っ

〈

U
）

て
い
る
。
苦
渋
の
あ
と
が
自
ら
諺
み
出
た
言
葉
で
あ
る
。
皮
肉
な
と
と
だ
が
、
後
年
彼
は
小

説
・
非
小
説
を
問
わ
ず
と
の
種
の
容
易
に
走
る
ペ
ン
を
も
の
に
す
る
に
至
っ
た
。
し
か
も
彼

の
最
上
の
、
最
も
個
性
的
な
作
品
の
い
く
つ
か
は
そ
乙
か
ら
生
れ
て
い
る
。
後
年
に
な
る
に

従
っ
て
彼
の
活
動
の
場
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
的
エ
ッ
セ
イ
は
、
「
ピ

ル
マ
の
日
々
」
執
筆
当
時
の
手
直
し
、
推
散
を
す
る
時
閣
の
ゆ
と
り
を
全
く
与
え
ず
、
机
に

向
っ
た
途
端
に
、
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
乙
と
を
書
き
記
す
術
を
彼
に
教
え
た
の
で
あ
る
。
締
切

り
は
適
切
な
言
葉
を
探
し
求
め
る
時
間
を
短
縮
さ
せ
る
効
果
を
持
っ
て
い
る
。
「
ビ
ル
マ
の

日
日
」
の
困
難
な
問
題
の
一
部
は
乙
れ
が
初
め
て
の
小
説
で
あ
る
と
と
に
起
因
し
て
い
た
。

性
格
・
背
景
・
プ
ロ
ッ
ト
・
主
題
な
ど
小
説
と
い
う
形
式
の
す
べ
て
の
伝
統
的
要
素
を
備
え

た
小
説
ら
し
い
小
説
を
書
き
あ
げ
よ
う
と
思
っ
て
い
た
か
ら
、
彼
が
そ
の
時
ま
で
し
て
い
な

か
っ
た
数
々
の
技
法
を
マ
ス
タ
ー
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
小
説
の
基
本
か
ら
学
ば
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
乙
の
ジ
ャ
ン
ル
は
彼
の
才
能
が
生
得
的
に
最
も
発
揮
で
き
る

「
ど
ん
底
生
活
」
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
と
は
非
常
に
違
う
も
の
で
あ

っ
た
。
完
成
さ
れ
た
も
の
か
ら
判
断
す
る
と
、
彼
の
目
的
・
狙
い
は
、
異
国
的
な
道
具
立
て

の
中
で
劇
的
に
巧
み
に
構
成
さ
れ
た
、
し
か
も
調
刺
的
で
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
、
複
数
の
人
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か
っ
た
ら
、
乙
の
作
品
は
永
遠
に
日
の
眼
を
見
る
乙
と
が
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

第
二
作
「
び
ル
マ
の
日
々
」
（
回

R
E
2
0
ロ
ミ
白
）
は
、
「
ど
ん
底
生
活
」
が
出
版
さ
れ
た

三
三
年
の
翌
三
四
年
十
月
に
米
国
の
ハ

l
パ
l
ズ
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
英
国
で
は
そ
れ
か

ら
八
ヶ
月
経
っ
た
三
五
年
の
六
月
に
ゴ
ラ
ン
ツ
社
か
ら
出
た
の
で
あ
る
が
、
実
は
そ
の
三
ヶ

月
前
の
三
月
に
、
執
筆
の
順
序
か
ら
云
え
ば
第
三
作
に
あ
た
る
「
牧
師
の
娘
」
〈
〉

Q
o
？

均
百
白
山
口
正
ロ
g
m
v
Z円
）
が
ゴ
ラ
ン
ツ
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
何
故
英
国

で
最
初
に
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
、
い
か
な
る
事
情
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
当
然

う
か
ん
で
来
る
が
、
「
ピ
ル
マ
の
日
々
」
刊
行
前
後
の
経
緯
は
そ
れ
自
体
と
し
て
、
た
い
へ

ん
興
味
深
い
一
篇
の
物
語
り
で
あ
る
。

p
・
ス
タ
ン
ス
キ
l
、

w
・
ア
プ
ラ
ハ
ム
が
「
知
ら

れ
ざ
る
オ
l
ウ
ェ
ル
」
（
吋
v
o
Cロ
日
目
。
者
ロ

0
2
3己
（
円
、
。
ロ
色
。

P

E
芯
）
）
の
続
篇
と
し

て
昨
年
刊
行
し
た
「
オ

l
ウ
ェ
ル

l
変
貌

l
」（
O
吋
巧
己
－
ペ
ロ
耳
、
『

g
ロ即時。

2
z
a。ロ

（F
o
ロ
含

P
H
S
U）
）
を
参
考
に
し
て
、
そ
の
作
品
刊
行
の
あ
と
を
辿
っ
て
み
た
い
。

「ピJレマの日々」刊行前後

（三〉

時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
、
対
象
と
の
距
離
が
余
り
に
近
け
れ
ば
そ
の
対
象
を
客
観
視
し

客
体
化
し
て
、
文
学
の
次
元
に
移
し
変
え
る
と
と
は
難
し
い
。
勿
論
、
客
観
化
す
る
た
め
に

は
ど
れ
位
の
時
間
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
、
万
人
向
き
の
標
準
時
間
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
ど
う
し
て
も
し
ば
ら
く
の
時
間
が
必
要
で
あ
る
う
。
特
に
新
人
作
家
の
場
合
は
そ
う
で

あ
る
。オ

l
ウ
ェ
ル
の
場
合
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
ピ
ル
マ
か
ら
帰
国
し
た
直
後
、
作
家
と
し

て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
処
女
作
の
題
材
に
、
ピ
ル
マ
体
験
を
と
り
あ
げ
る
乙
と
は
し
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
し
な
か
っ
た
と
い
う
よ
り
出
来
な
か
っ
た
と
云
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の

点
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
乃
至
は
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
は
乙
の
意
味
で
の
時
間
の
制
約
を
受
け
る

乙
と
が
比
較
的
に
少
な
い
ジ
ャ
ン
ル
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
は
記
録
す
べ
き

現
実
・
現
場
に
直
接
触
れ
た
す
ぐ
そ
の
後
に
、
生
々
し
い
直
哉
な
印
象
を
踏
ま
え
て
そ
の
躍

動
す
る
現
場
感
を
で
き
る
だ
け
損
わ
な
い
よ
う
に
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う
。
オ
l
ウ

ェ
ル
の
「
ど
ん
底
」
は
ま
さ
し
く
こ
の
種
の
作
品
で
あ
り
、
ま
た
傑
作
な
の
で
あ
る
。

「
ビ
ル
マ
の
日
々
」
は
事
情
を
異
に
す
る
。
後
年
彼
は
へ
ン
リ
1
・
ミ
ラ
ー
へ
の
手
紙
の

中
で
「
私
の
書
い
た
本
の
中
で
、
乙
の
本
だ
け
が
気
に
入
っ
て
い
ま
す
｜
｜
そ
れ
が
小
説
と

し
て
1
く
で
き
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
風
景
描
写
が
悪
く
は
な
い
と
い
う
と
と
で

す
。
」
と
云
っ
て
い
る
が
、
乙
れ
は
一
九
四
六
年
に
乙
の
作
品
に
つ
い
て
「
不
幸
な
結
末
を

も
っ
、
細
密
描
写
と
魅
力
あ
る
た
と
え
が
一
杯
あ
っ
て
、
そ
の
上
、
言
葉
が
あ
る
程
度
そ
の

響
き
の
た
め
だ
け
に
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
名
文
で
一
杯
つ
ま
っ
て
い
る
大
長
篇
の
自
然
主

義
小
説
を
私
は
書
き
た
か
っ
た
。
：
：
：
「
ピ
ル
マ
の
日
々
」
は
；
：
：
ま
あ
そ
う
い
う
た
ぐ
い

の
本
で
あ
る
。
」
と
云
っ
て
い
る
の
に
直
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
オ

1
ウ
ェ
ル
は
伝
統
的

な
、
あ
る
意
味
で
は
古
典
的
な
小
説
ら
し
い
小
説
を
書
き
あ
げ
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
同
じ
所
で
云
っ
て
い
る
よ
う
に
彼
は
乙
の
作
品
の
構
想
を
「
ず
っ
と
早
く
か
ら
立
て
て
い

た
。
」オ

l
ウ
ェ
ル
は
帰
国
後
の
翌
二
八
年
暮
あ
た
り
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
社
会
の
ど
ん
底
、
最
下

層
と
目
さ
れ
て
い
る
世
界
に
接
触
し
始
め
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
ピ
ル
マ

に
関
す
る
小
説
の
構
想
は
時
間
と
共
に
ふ
く
ら
み
、
成
長
し
、
発
展
し
て
い
っ
た
に
違
い
な

い
。
「
パ
リ
・
ロ
ン
ド
ン
の
ど
ん
底
生
活
」
の
書
き
改
め
ら
れ
た
第
二
稿
が
三
一
年
十
月
に

再
度
拒
絶
さ
れ
た
時
、
彼
は
失
望
落
胆
の
底
に
沈
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
作
家
た
ら
ん
と
す
る

決
意
が
揺
ら
ぐ
乙
と
は
な
か
っ
た
。
彼
は
そ
の
数
週
間
後
に
は
第
二
作
「
ピ
ル
マ
の
日
々
」

の
執
筆
を
猛
然
と
開
始
し
て
い
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
三
二
年
の
四
月
に
は
経
済
的
に
も
行

き
詰
ま
り
、
何
時
ま
で
も
両
親
の
元
で
暮
す
乙
と
も
で
き
な
く
な
っ
て
、
ロ
ン
ド
ン
郊
外
の

イ
ヴ
リ
ン
校
と
い
う
プ
レ
パ
ラ
ト
リ
l
・
ス
ク
ー
ル
に
就
職
す
る
。
乙
の
仕
事
は
全
く
彼
の

気
に
入
ら
な
か
っ
た
が
、
乙
の
一
年
間
は
と
に
か
く
寸
暇
を
惜
し
ん
で
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
に

向
い
、
執
筆
に
専
念
し
た
。
そ
れ
で
も
六
月
に
は
「
ど
ん
底
」
の
出
版
が
決
定
し
て
、
一
つ

の
懸
案
が
解
決
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
第
二
作
に
対
し
て
一
層
の
熱
意
と
集
中
を
向
け
る
と

と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
書
け
ば
書
く
程
欠
点
が
眼
に
つ
い
て
、
修
正
、
書
き
直

し
に
忙
殺
さ
れ
に
せ
執
筆
を
始
め
て
一
年
近
く
経
っ
た
時
、
よ
う
や
く
決
定
稿
と
恩
わ
れ
る

部
分
が
出
来
上
り
か
け
て
い
た
。
三
二
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
休
暇
で
サ
ウ
ス
ウ
ォ
ル
ド
の
両
親

の
家
に
帰
っ
て
来
た
時
も
、
毎
日
何
時
間
も
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
に
向
っ
て
い
た
が
、
文
学
代

理
人
ム
ア
医
、
休
暇
が
終
っ
て
ロ
ン
ド
ン
に
戻
っ
た
時
、
次
作
の
一
部
、
百
頁
程
を
お
自
に

か
け
る
と
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
と
手
紙
に
書
い
た
。

休
暇
中
に
ゴ
ラ
ン
ツ
社
か
ら
「
ど
ん
底
生
活
」
の
新
刊
見
本
が
送
ら
れ
て
来
た
。
始
め
て

本
を
出
す
著
者
の
場
合
、
新
刊
見
本
が
眼
の
斗
間
に
あ
っ
て
も
正
式
に
そ
れ
が
出
版
さ
れ
る
ま

で
は
完
全
に
安
心
す
る
と
と
は
で
き
な
く
て
、
不
安
と
陶
酔
の
聞
を
行
き
来
す
る
。
オ
l
ウ

エ
ル
も
同
様
で
あ
っ
た
が
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
叩
く
の
に
飽
き
る
と
、
母
親
と
長
い
お
し
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見
し
て
、
彼
を
然
る
べ
き
出
版
社
に
紹
介
し
、
売
り
込
む
乙
と
は
殆
ん
ど
な
い
と
い
う
。
現

在
で
は
代
理
人
は
名
を
な
し
た
既
成
作
家
の
事
務
代
行
機
関
の
役
割
を
果
し
て
い
る
に
過
ぎ

ず
、
新
人
が
原
稿
を
持
ち
込
む
場
所
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

彼
は
だ
か
ら
直
接
乙
れ
は
と
狙
っ
た
出
版
社
に
原
稿
を
送
り
込
む
以
外
に
方
法
は
な
い
。

（
英
国
に
は
新
人
作
家
を
対
象
に
し
た
十
あ
ま
り
の
文
学
賞
が
あ
る
が
、
皆
出
版
さ
れ
た
も

の
が
対
象
に
な
っ
て
い
て
原
稿
の
段
階
で
審
査
さ
れ
る
と
い
う
も
の
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
）

し
か
し
ふ
つ
う
の
出
版
社
が
受
取
る
年
聞
の
持
込
み
原
稿
の
数
は
八
百
か
ら
千
篇
、
大
き
な

出
版
社
で
は
二
千
篇
を
と
え
る
。
し
か
も
乙
の
数
は
年
々
増
え
る
傾
向
に
あ
る
か
ら
、
そ
れ

だ
け
作
家
希
望
者
の
数
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
と
に
な
る
。

出
版
社
は
と
の
種
の
原
稿
に
目
を
通
し
て
判
定
を
下
す
者
と
し
て
岬
何
人
か
の
閲
読
係
、

リ
ー
ダ
ー
を
や
と
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
社
内
の
編
集
者
が
そ
の
仕
事
に
あ
た
る
。
で
は
持

ち
込
ま
れ
た
原
稿
と
有
望
だ
と
判
定
さ
れ
た
新
人
の
比
率
は
ど
ん
な
も
の
か
。
チ
ャ
ト
！
・

ア
ン
ド
・
ウ
イ
ン
ダ
ス
社
の
あ
る
古
参
の
リ
ー
ダ
ー
に
よ
れ
ば
、
総
数
の
う
ち
五
Mmが
再
考

に
値
い
し
、
出
版
可
能
な
も
の
は
一
筋
以
下
で
あ
る
と
い
う
。
最
近
で
は
千
篇
の
う
ち
か
ろ

う
じ
て
一
篇
が
も
の
に
な
っ
た
だ
け
と
い
う
例
も
あ
る
。

一
つ
の
出
版
社
に
拒
否
さ
れ
た
原
稿
は
第
二
の
出
版
社
へ
、
さ
ら
に
第
三
の
出
版
社
へ
と

落
着
き
先
を
求
め
て
転
々
と
す
る
。
例
え
ば
モ
1
ム
の
あ
る
有
名
な
小
説
は
出
版
さ
れ
る
ま

で
に
十
九
の
出
版
社
を
転
々
と
し
た
し
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ

l
サ
イ
ス
の
「
ジ
ャ
ッ
カ

ル
の
日
」
は
五
つ
目
の
出
版
社
に
よ
っ
て
日
の
目
を
見
た
と
い
う
。
ま
た
あ
る
作
家
は
七
二

三
枚
の
リ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
・
ス
リ
ッ
プ
（
印
刷
さ
れ
た
決
り
文
句
の
断
り
状
）
で
自
室
の
壁

を
張
り
か
え
た
そ
う
で
あ
る
。
逆
に
は
じ
め
か
ら
注
目
を
浴
び
て
、
出
版
さ
れ
る
や
否
や
直

ち
に
世
評
を
か
ち
取
る
場
合
も
あ
る
。
コ
リ
ン
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
「
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
」
は

そ
の
非
常
に
ま
れ
な
一
例
で
あ
っ
た
。

幸
い
に
し
て
原
稿
が
出
版
社
に
受
理
さ
れ
て
も
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
直
ち
に
出
版
に
付
さ

れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
書
き
加
え
、
削
除
、
字
句
の
変
更
な
ど
さ
ま
ざ
ま
に
手
を
加
え
ら
れ

る
。
ま
た
後
述
す
る
オ
l
ウ
ェ
ル
の
例
に
も
あ
る
よ
う
に
、
名
誉
捜
損
の
危
険
性
が
法
律
的

な
角
度
か
ら
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
剰
窃
が
な
い
乙
と
も
確
か
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
一
九
五
八
年
に
物
故
し
た
あ
る
出
版
者
に
よ
れ
ば
、
「
出
版
社
の
内
部
で
手
を
加
え
ら

れ
る
度
合
は
大
変
な
も
の
だ
。
ダ
フ
ネ
・
ド
・
モ

l
リ
エ
の
第
一
作
は
出
版
前
に
徹
底
的
に

手
を
加
え
ら
れ
た
し
、
現
在
成
功
し
て
い
る
他
の
多
く
の
作
家
た
ち
も
出
版
者
（
編
集
者
）
、

リ
ー
ダ
ー
の
お
か
げ
を
多
分
に
と
お
む
っ
て
い
る
。
」
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こ
う
し
て
、
と
も
か
く
も
一
冊
の
本
が
世
に
出
て
も
そ
れ
で
万
事
が
終
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
先
ず
そ
の
本
が
売
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
オ
l
ウ
ェ
ル
も
そ
の
第
一
作
の
原
稿
を
送

っ
た
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ケ
イ
プ
社
の

M
・
マ
シ
ュ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
「
現
在
英
国
で
第
一
作
の

平
均
売
り
上
げ
は
千
二
四
冊
か
ら
千
四
百
冊
、
た
だ
し
そ
の
う
ち
九
O
M
mは
図
書
館
に
買
わ

れ
て
い
る
」
由
で
あ
る
。
ま
た
別
の
例
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
新
聞
の
書
評
で
激
賞
さ
れ
、
「
ガ

ー
デ
ィ
ア
ン
」
に
よ
っ
て
月
間
選
定
図
書
、
さ
ら
に
そ
の
年
の
最
重
要
第
一
作
に
選
ば
れ
た

あ
る
作
家
の
第
一
作
は
、
初
版
三
千
部
の
う
ち
一
年
間
に
二
二
四
三
部
売
れ
て
、
し
か
も
そ

の
う
ち
の
二

O
五
O
部
は
公
共
図
書
館
が
買
っ
た
も
の
だ
と
い
う
。
そ
の
作
品
を
出
版
し
た

出
版
社
の
関
係
者
の
一
人
が
云
う
よ
う
に
、
「
英
国
に
は
、
ま
じ
め
で
重
要
な
小
説
を
書
店

で
買
う
程
関
心
を
持
っ
て
い
る
者
が
二
百
人
も
い
る
か
ど
う
か
あ
や
し
い
」
と
い
う
も
の
か

も
し
れ
な
い
。

乙
の
例
で
は
分
る
よ
う
に
、
新
聞
の
書
評
も
そ
れ
程
の
助
け
に
は
な
ら
な
い
よ
う
で
あ

る
。
し
か
も
書
評
自
体
に
問
題
が
あ
る

0

・あ
る
新
人
作
家
が
こ
ぼ
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
乙

ん
な
も
の
が
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
芝
居
、
映
画
、
美
術
展
は
ほ
ぼ
ま
ち
が
い
な
く
新
聞
の
コ

ラ
ム
で
論
じ
ら
れ
る
の
に
、
小
説
に
は
そ
の
保
証
が
な
い
。
あ
ま
り
に
多
く
の
本
が
、
あ
ま

り
に
も
少
な
い
ス
ペ
ー
ス
を
、
そ
し
て
恐
ら
く
あ
ま
り
に
少
な
い
読
者
を
奪
い
あ
っ
て
い

る
こ
の
が
実
状
で
あ
り
、
読
者
の
好
み
を
反
映
し
て
、
取
り
あ
げ
ら
れ
る
の
も
ノ
ン
・
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
が
多
い
。
小
説
も
既
成
作
家
の
新
作
に
は
か
な
り
の
ス
ペ
ー
ス
が
割
か
れ
る
が

残
っ
た
も
の
は
五
、
六
篇
が
一
把
ひ
と
か
ら
げ
に
論
評
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
も
論
評

さ
れ
る
と
と
自
体
が
幸
運
な
の
で
あ
る
。
一
九
七
一
年
に
出
版
さ
れ
た
新
作
二
二
二
四
篇
の

小
説
の
う
ち
書
評
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
の
は
精
々
五
百
篇
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
が
、
そ
の

あ
た
り
の
事
情
を
物
語
っ
て
い
る
。

乙
う
し
て
み
る
と
、
新
人
作
家
の
第
一
作
は
出
版
社
に
ほ
と
ん
ど
利
益
を
も
た
ら
さ
な
い

が
、
出
版
社
は
そ
れ
で
も
作
家
の
才
能
に
対
す
る
投
機
的
意
味
あ
い
か
ら
第
一
作
を
出
し
、

第
二
作
に
賭
け
る
、
そ
れ
で
も
成
功
し
な
け
れ
ば
第
三
作
に
賭
け
て
、
出
版
す
る
。
こ
う
し

た
過
程
を
へ
な
が
ら
徐
々
に
一
人
の
作
家
が
で
き
あ
が
っ
て
行
く
の
で
あ
る
が
、
一
方
で
は

自
分
の
才
能
に
見
切
り
を
つ
け
、
あ
る
い
は
経
済
的
困
窮
に
耐
え
ら
れ
ず
に
、
作
家
に
な
る

乙
と
を
断
念
し
て
別
の
道
を
歩
き
始
め
る
者
も
い
る
で
あ
ろ
う
。

オ
l
ウ
ェ
ル
の
第
一
作
「
パ
リ
・
ロ
ン
ド
ン
の
ど
ん
底
生
活
」
が
出
版
さ
れ
る
に
至
っ
た

経
緯
を
大
ま
か
に
云
え
ば
、
以
上
に
述
べ
た
新
人
の
第
一
作
が
世
に
出
る
過
程
か
ら
そ
れ
ほ

ど
外
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
知
人
の
フ
ィ
エ
ル
ツ
夫
人
が
も
し
そ
の
途
中
に
介
在
し
な

- 3 ー
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三
一
年
）
、
「
簡
易
宿
泊
所
」
（
一
九
三
二
年
）
、
「
牧
師
の
娘
」
（
一
九
三
五
年
）
の
中
の

「
ホ
ッ
プ
摘
み
」
の
章
の
通
り
で
あ
っ
た
。
両
親
の
住
む
サ
ウ
ス
ウ
ォ
ル
ド
に
帰
っ
て
来
た

の
が
一
九
三

O
年
の
始
め
で
あ
る
が
そ
れ
か
ら
二
年
間
、
オ
l
ウ
ェ
ル
は
い
わ
ば
「
ど
ん
底

生
活
」
の
執
筆
、
完
成
、
出
版
に
す
べ
て
を
賭
け
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
完
全
に
失

敗
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
両
親
、
特
に
母
親
か
ら
の
援
助
に
よ
っ
て
何
と
か
暮
ら
し

て
来
る
乙
と
は
出
来
た
の
だ
が
、
事
乙
乙
に
至
っ
て
は
彼
も
な
に
か
の
職
業
に
就
か
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
彼
は
い
わ
ゆ
る
古
い
大
学
に
行
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
も
あ
っ
て
、
一
流
の

職
を
期
待
出
来
な
か
っ
た
が
、
イ
l
ト
ン
の
出
身
者
で
あ
り
、
イ
ン
ド
帝
国
警
察
に
勤
務
し

た
経
験
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
夫
々
、
古
典
が
得
意
で
あ
り
、
ま
た
狩
猟
が
得
意
で
あ
る
と

い
う
乙
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
幸
い
に
仕
事
が
見
つ
か
っ
て
、
三
二
年
四
月
か
ら
、
ロ

ン
ド
ン
郊
外
の
へ
イ
ズ
に
あ
る
、
少
年
た
ち
の
た
め
の
プ
レ
パ
ラ
ト
リ
イ
・
ス
ク
ー
ル
、
イ

ヴ
リ
ン
校
で
教
鞭
を
と
る
乙
と
に
な
っ
た
。

フ
ェ
イ
パ

l
社
に
拒
否
さ
れ
て
、
フ
ィ
エ
ル
ツ
夫
人
の
も
と
に
行
っ
て
い
た
原
稿
は
、
夫

人
の
オ
l
ウ
ェ
ル
に
対
す
る
評
価
、
信
頼
、
期
待
を
裏
切
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ

そ
の
逆
で
あ
っ
た
。
オ
！
ウ
ェ
ル
は
フ
ェ
イ
パ

l
社
の
拒
否
が
乙
の
作
品
の
運
命
を
決
定
し

た
と
信
じ
て
い
た
が
、
メ
イ
プ
ル
は
乙
の
す
ば
ら
し
い
作
品
を
ど
う
し
て
も
出
版
し
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
と
熱
情
を
燃
や
し
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
文
学
代
理
業
、
ク
リ
ス
テ
ィ
・
ア
ン

ド
・
ム
ア
社
の
レ
オ
ナ
l
ド
・
ム
ア
と
親
し
い
間
柄
だ
っ
た
。
彼
女
は
自
ら
そ
の
原
稿
を
ム

ア
の
と
こ
ろ
ま
で
運
び
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
オ
l
ウ
ェ
ル
と
彼
の
作
品
の
こ
と
を
熱
心
に

語
っ
た
。
ム
ア
は
そ
の
原
稿
に
目
を
と
お
し
た
。
出
版
し
に
く
い
中
途
半
端
な
長
さ
、
無
名

の
作
家
な
ど
の
理
由
で
断
っ
た
。
し
か
し
メ
イ
プ
ル
は
簡
単
に
は
引
き
下
が
ら
な
か
っ
た
。

二
杯
目
の
お
茶
が
三
杯
目
と
な
っ
て
も
メ
イ
プ
ル
は
彼
女
が
そ
の
将
来
を
信
じ
て
い
る
若
い

作
家
の
す
ば
ら
し
さ
を
語
っ
て
止
む
乙
と
が
な
か
っ
た
。
つ
い
に
ム
ア
は
彼
女
か
ら
逃
が
れ

る
た
め
に
（
と
彼
女
は
後
で
語
っ
た
）
、
原
稿
を
預
っ
て
適
当
な
人
に
読
ん
で
も
ら
う
乙
と

（

S
〉

に
同
意
し
た
。

オ
l
ウ
ェ
ル
は
メ
イ
プ
ル
が
彼
の
た
め
に
し
た
こ
と
を
全
く
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が

イ
ヴ
リ
ン
校
で
数
週
間
を
過
し
た
四
月
の
終
り
頃
、
レ
オ
ナ
l
ド
・
ム
ア
か
ら
の
手
紙
に
艶

か
さ
れ
た
。
ム
ア
は
「
ロ
ン
ド
ン
．・
パ
リ
の
日
々
」
を
読
ん
で
気
に
入
り
、
と
り
あ
げ
る
乙

と
が
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
書
き
、
乙
の
原
稿
が
こ
れ
ま
で
ど
の
出
版
社
に
渡
さ
れ
た
の

か
教
え
て
欲
し
い
と
云
っ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。
オ
l
ウ
ェ
ル
は
喜
ん
で
す
ぐ
に
返
事
を
送

っ
た
が
、
乙
の
作
品
が
本
当
に
出
版
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
は
信
じ
な
か
っ
た
。
フ
ィ
エ

「ピルマの日々」刊行前後

ル
ツ
夫
人
に
自
分
の
考
え
で
は
「
す
ぐ
れ
た
作
品
」
と
は
思
え
な
い
か
ら
焼
い
て
く
れ
と
た

の
ん
だ
、
と
い
う
よ
う
な
と
と
ま
で
も
書
い
て
い
る
。
そ
し
て
余
り
自
慢
で
き
る
作
品
で
も

な
い
の
で
、
も
し
出
版
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
し
た
い
と
も
書
い

（

4
）
 

た
。
乙
の
手
紙
で
オ
l
ウ
ェ
ル
は
始
め
て
筆
名
の
乙
と
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
乙
の
作
品

が
立
派
な
も
の
で
は
な
く
、
世
に
出
れ
ば
多
く
の
不
評
を
買
う
か
も
し
れ
な
い
、
そ
し
て
失

敗
す
る
な
ら
ば
筆
名
の
も
と
に
そ
う
な
り
た
い
と
い
う
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
そ

れ
と
も
、
ム
ア
に
対
し
て
ば
か
り
で
は
な
く
自
分
に
対
し
て
も
、
そ
の
作
品
が
ど
の
よ
う

に
な
ろ
う
と
大
し
て
気
に
は
し
て
い
な
い
の
だ
と
い
う
乙
と
を
示
そ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う

．刀

ム
ア
は
オ
l
ウ
ェ
ル
の
原
稿
を
ゴ
ラ
ン
ツ
社
に
送
っ
て
い
た
。
ヴ
ィ
ク
タ
l
・
ゴ
ラ
ン
ツ

は
そ
の
作
品
を
気
に
入
り
出
版
す
る
乙
と
を
希
望
し
た
。
六
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
う
し
て

と
の
作
品
は
最
終
的
に
「
パ
リ
・
ロ
ン
ド
ン
ど
ん
底
生
活
」
（
口
。
巧
ロ
忠
三

C
E
E
司

2
2

2仏

F
o
ロ
色
。
ロ
）
と
い
う
表
題
に
決
定
し
、
筆
名
も
P
・
S
－
パ
！
ト
ン
、
ケ
ネ
ス
・
マ
イ

ル
ズ
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
l
ウ
ェ
ル
、

H
・
ル
イ
ス
・
オ
l
ル
ウ
エ
イ
ズ
の
う
ち
か
ら
オ
l
ウ

ェ
ル
の
希
望
通
り
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
l
ウ
ェ
ル
に
決
っ
て
、
翌
年
一
月
八
日
に
発
行
さ
れ
た
。

売
れ
行
き
は
無
名
作
家
の
第
一
作
と
し
て
は
異
常
な
程
順
調
で
あ
り
、
第
一
版
は
そ
の
月
の

う
ち
に
売
り
切
れ
、
第
二
版
が
注
文
さ
れ
た
。
書
評
も
数
多
く
、
迅
速
に
あ
ら
わ
れ
、
お
お

む
ね
好
意
的
で
あ
っ
た
。

一－ Q ーー

（ニ）

一
般
的
に
、
一
人
の
新
人
作
家
が
世
に
出
る
ま
で
に
は
ど
の
よ
う
な
過
程
を
た
ど
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
英
国
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
清
水
一
嘉
「
作
家
へ
の
道
1
｜
イ
ギ
リ
ス

の
小
説
出
版
｜
｜
」
に
よ
っ
て
略
述
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

英
国
で
は
短
篇
小
説
集
は
売
れ
な
い
乙
と
も
あ
っ
て
、
作
家
の
書
く
も
の
は
長
篇
が
主
体

と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
作
家
志
望
者
も
始
め
か
ら
長
篇
小
説
で
勝
負
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
語
数
に
し
て
約
八
万
語
｜
｜
二
、
三
百
頁
の
ペ
ン
ギ
ン
・
ブ
ッ
ク
ス
一
冊
分
位
の
長
さ

ー
ー
の
作
品
を
物
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
乙
れ
は
一
月
や
二
月
で
で
き
る
仕
事
で
は
な
い
。

苦
心
し
て
書
き
あ
げ
た
も
の
は
出
版
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
オ
l
ウ
ェ
ル
の
場
合
と
違

っ
て
現
在
で
は
い
わ
ゆ
る
文
学
代
理
人
（
ピ

Z
Eミ
m
m
g
C
が
有
望
な
新
人
作
家
を
発
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ジ
ョ
ー
ジ

・
オ

l
ウ
ェ
ル

（
一
九

O
三
l
一
九
五

O
）
の
長
篇
第
一
作
一
パ
リ
・
ロ
ン
ド

ン
の
ど
ん
底
生
活
」
は
一
九
三
三
年
一
月
八
日
に
英
国
の
ゴ
ラ
ン
ツ
社
か
ら
発
行
さ
れ
た
。

一
方
ζ

の
作
品
が
書
き
始
め
ら
れ
た
の
は
一
九
二
九
年
暮
か
ら
翌
コ
一
十
年
始
め
で
あ
る
か
ら

出
版
さ
れ
る
ま
で
丸
四
年
が
経
過
し
た
乙
と
に
な
る
。

初
稿
｜
｜
と
一
ぶ
っ
て
も
そ
れ
ま
で
断
片
的
に
書
か
れ
て
い
た
幾
つ
か
の
エ
ッ
セ
イ
を
軸
に

し
て
書
き
改
め
た
も
の
ら
し
い
ー
ー
が
完
成
し
た
の
は
一
九
三

O
年
の
十
月
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
ζ
の
原
稿
は
年
長
で
ζ

の
よ
う
な
事
柄
に
知
識
を
持
っ
て
い
た
知
人
の
メ
イ
プ
ル
・
フ

イ
エ
ル
ツ
の
す
す
め
で
、
ジ
ヨ
ナ
サ
ン
・
ケ
イ
プ
社
に
送
ら
れ
た
。

乙
の
原
稿
は
現
在
残
っ
て
い
な
い
が
、
約
三
万
五
千
需
の
長
さ
の
一
人
称
に
よ
る
日
記
形

式
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ケ
イ
プ
社
は
こ
の
原
稿
を
拒
低
し
た
。
こ
の
後

一
年
半
程
し

て
オ

i
ウ
ェ
ル
が
こ
れ
も
メ
イ
プ
ル
の
紹
介
で
知
る
よ
う
に
な

っ
た
文
学
代
理
人
、
レ
オ
ナ

ド
・
ム
ア
に
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
ケ
イ
プ
は
こ
の
作
品
が
か
な
り
気
に
入
っ
て
い
て

原
稿
を
も
う
少
し
長
く
す
る
乙
と
が
出
米
る
な
ら
ば
、
「
当
方
は
そ
れ
を
採
用
し
た
い
と
も

（

1
）
 

考
え
る
し

と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

勿
論
オ

i
ウ
ェ
ル
は
直
ち
K
書
き
直
し
始
め、

一
九
三

一
年
の

八
月
に
書
き
終
え
て
、

一
ロ
ン
ド

ン
・
パ
リ
の
日
々
」
（
巴
白
3
5
F
Cロ
己D
ロ
巴
己
司
広
三
回
）
と
題
さ
れ
、
エ

リ
ッ

ク
・
プ
レ
ア
の
署
名
で
再
び
ジ

ヨ
ナ
サ
ン
・
ケ
イ
プ
の
も
と
に
送
ら
れ
た
。
十
月
下
旬
、
こ

の
腺
稿
を
拒
否
す
る
旨
の
手
紙
が
ケ
イ
プ
か
ら
来
た
。
彼
は
落
胆
し
意
気
消
沈
し
た
、
が
そ
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久

夫

れ
ま
で
何
篇
か
の
当
日
評
と

エ
ッ
セ
イ
を
発
表
し
た
こ
と
の
あ
る
雑
誌
「
ア
デ
ル
フ
ィ
」

の
編

集
者
で
あ
り
、
ま
た
オ

l
ウ
ェ
ル
の
友
人
で
も
あ
っ
た
リ
チ
ヤ
｜
ド
・
リ
1
ズ
が
、

自
分
の

友
人
で
フ
ェ
イ
パ

l
・
ア
ン
ド

・
フ
ェ
イ
パ

l
社
の
顧
問
で
あ
り
、
後
に
支
配
人
と
な
っ
た

T
・

s
・
エ
リ
オ
ッ
ト
に
原
稿
を
渡
し
た
。
四
ヶ
月
後
の

一
九
三
二
年
二
凡
エ
リ
オ
ッ
ト
か

ら
簡
潔
で
鄭
重
な
手
紙
が
届
い
た
が
、
結
論
は
ノ
ー
で
あ
っ
た
。

エ
リ
オ
ッ
ト
乃
至
は
フ
ェ

イ
パ

l
社
の
意
見
は
、
第
一

に
と
の
作
品
の
構
成
に
難
点
が
あ

り
、
パ
リ
と
ロ
ン
ド
ン

の
話
の
結
び
つ
き
が
薄
弱
で
あ
る
乙
と
、
第
二
に
ロ
ン
ド
ン
の
話
の

方
が
よ
り
大
き
な
将
来
の
可
能
性
を
持
っ
て
い
て
、
も
し
オ

l
ウ
ェ
ル
が
イ
ギ
リ
ス
で
彼
自

身
が
知
っ
て
い
る
零
落
生
活
だ
け
に
似
定
し
た
な
ら
ば
、
か
な
り
興
味
あ
る
も
の
が
出
来
る

だ
ろ
う
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

ケ
イ
プ
社
の
一一
度
に
わ
た
る
拒
絶
、
そ
し
て
今
回
の
フ
ヱ
イ
パ

l
社
の
拒
絶
は
決
定
的
で

あ
っ
た
。
オ
ー
ウ
ェ
ル
は
乙
の
本
そ
の
も
の
を
捨
て
る
乙
と
を
決
意
し
て
、
原
稿
が
彼
の
手

元
に
送
り
返
さ
れ
た
時
、
メ
イ
プ
ル
の
と
こ
ろ
に
持
っ
て
行
き
、
読
む
な
り
読
ま
な
い
な
り

勝
手
に
処
置
を
し
て
そ
の
後
原
稿
を
破
り
す
て
て
く
れ
と
頼
ん
だ
。
「
そ
れ
を
焼
き
捨
て
て

ク
リ
ッ
プ
だ
け
と
っ

て
お
い

て
下
さ
い
」
と
彼
は
云
っ

た。

一
九
二
七
年
夏
花
、

ほ
ぼ
五
年
に
わ
た
る
ビ
ル
7

勤
務
を
終
え
、
オ
ー
ウ
ェ
ル
は
作
家
に

な
忍
決
心
を
し
て
英
国
に
帰
っ
て
来
て
、
秋
に
ロ
ン
ド
ン
に
部
屋
を
借
り
、
翌
年
春
更
に
パ

リ
に
移
っ
て
作
家
修
業
生
活
を
始
め
た
。
同
時
K
彼
は
そ
の
年
の
前
後
か
ら
断
続
的
に
社
会

の
い
わ
ゆ
る
最
下
層
に
接
近
し
始
め
て
い
る
。
そ
れ
は

一
晩
だ
け
の
と
と
も
あ
り、

二
日
一一－

日、

あ
る
い
は
三
週
間
四
週
間
に
及
ぶ
乙
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
三

一
年
ま
で
五
年
間
聞
け

つ
的
に
続
け
ら
れ
た
。
そ
の
実
状
、
内
谷
は

「
と
ん
底
生
活
」
、「
浮
浪
者
収
零
所
」
（
一
九

-1ー
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